
令和7年度地域観光資源の中国語解説整備支援事業 実施地域一覧

地域
番号

カテゴリ 都道府県 地域協議会名
英語解説文
作成年度

英語事例集
対応番号

001

観
光

（
9
地
域
）

滋賀県 滋賀県甲賀市 令和6年度 031

002 福島県 下郷町 令和3年度 028

003 北海道 一般社団法人大雪カムイミンタラDMO 令和6年度 024

006 島根県 中海・宍道湖圏域多言語解説協議会 令和2年度 037

007 岐阜県 多治見市多言語解説整備協議会 令和3年度 031

009 岐阜県 中津川市 令和5年度 024

030 埼玉県 小川町観光協会 令和7年度 038

031 愛知県 蒲郡市竹島エリア多言語解説協議会 令和7年度 040

032 佐賀県 佐賀県伊万里市 令和7年度 044
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地域番号 001 協議会名 滋賀県甲賀市 
 

解説文一覧 

NO. スポット名（タイトル） 中国語文字数 想定媒体 

001-001 甲賀の⾥ 忍術村 570 パンフレット 
001-002 油日神社 470 パンフレット 
001-003 甲賀三霊山 850 パンフレット 
001-004 水口岡山城跡 465 パンフレット 
001-005 和田砦跡 465 パンフレット 
001-006 甲賀市くすり学習館 560 パンフレット 
001-007 甲賀流リアル忍者館 645 パンフレット 
001-008 信楽の狸の置物 435 パンフレット 
001-009 甲賀市のマスコットキャラクター 320 パンフレット 
001-010 忍者とは 490 パンフレット 
001-011 甲賀忍者の歴史 1010 パンフレット 
001-012 忍者とは 375 パンフレット 
001-013 忍者の超常の技「忍術」 305 パンフレット 
001-014 観光インフォメーション 185 パンフレット 
001-015 甲賀流忍者調査団による展⽰ 250 パンフレット 
001-016 甲賀忍者の歴史 940 パンフレット 
001-017 甲賀流リアル忍者館での体験 255 パンフレット 
001-018 忍具 150 パンフレット 
001-019 ⼟産処（甲賀流リアル忍者館） 425 パンフレット 
001-020 甲賀流忍者調査団 230 看板 
001-021 忍者にまつわる史料 530 看板 
001-022 江⼾時代の甲賀忍者 460 看板 
001-023 忍者体験ご案内︓AR アトラクション 500 看板 
001-024 忍者体験ご案内︓忍者ジャンプと⼿裏剣投げ 390 看板 
001-025 忍具 705 看板 
001-026 プロジェクションマッピング 980 看板 
001-027 忍者アートルーム 80 看板 
001-028 甲賀忍者の歴史 1735 WEB 
001-029 和田砦跡 760 WEB 
001-030 信楽高原鐵道 315 パンフレット 
001-031 甲賀市くすり学習館 820 WEB 
001-032 日本遺産 390 パンフレット 
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001-001 
滋賀県甲賀市 

【タイトル】 甲賀の⾥ 忍術村 
【想定媒体】 パンフレット 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

榻顡╯ꄅ䑜儛兎 
榻顡╯ꄅ䑜儛兎ꄆ朆▽⚩簊▋兎䑜縖纺㷉㏐氳妹㍴䢦僗俍憠鴠⺭⺨䇗륊夀氳全阼縖ն

㏇鲹ꄅ夷┉⛤崅㲙齉耇㶽◸⺨熨┚䑜儛注⪩氳◎ⲁ⛮뀰孨ⲁն 
兎⫂䋧璵僗ꄆ金氳ⷧ⺒䙬╬框♜⟊䧏浔䎎笑氳⸊靏⪭╈┉鼨⮇☳榻顡⪭☽㏐⵲

鱻燰縡全ն榻顡䑜儛擻꺉㏿蛽◇┉䈴ꄆ䋧氳葺螓㷒걵䋧璵⫂꺉⫂ꡱ⮜浔拇熨䑜縖塡
框♜㏇蜷⺳氳վ┒䃷꥘宿տ╈齉僗阭鰉˒˒鲹鼨蜷⛼꥘榻顡┚⚊顡凶注黨氳└ꄆ⹁重鼨
氳䑜儛╯㛻䡗榺䑜縖㳄仍諱冷┉仍氳切⛤䡗⼥◇ 1676 䇗籁䲴縡䡗逈鈼╙䑜儛겅㓊氳儹
㣛⪯盈ն 

諱冷㳄仍氳烆㱞█逈鱻舘䑜縖兎♔儬⪩㷒ꠘ⺳ն㱞⫂阻僗仄鯸ꠅյ熺㳢哦印⪭
╈┉╄榫◇戌깭⽰⹧倉氳㏐慀㍴慀ꄅ┖亡鲸阻僗鴣榟鵠鷺ն 

全阼縖⺎♔㏇䣆ꄅ⯬鷺㏜㰣▊淂固꫉查䤸䫹䣆ꄅ⯬䑜縖괎ꜭ䡝佭㏇阻僗
䄉㛻꤄潥擻氳䑜縖鷺㏜䧪䡟䵕氨骤㘅յ姢贺賛✳榫䑜縖塡寘姢璡拇╄䑜縖⟤
车걸泘ն㞝冽䢦僗걸泘䧪䡟䡗Ⱶ鲸⺎♔藜䐂⩦阵氶⚩⺭劲阾ⷑ鰀ն 

塝㛚萴䘶済ꠑ⹩骱╙洡塜氳䑜縖㶽䗯⟤车⺎♔㏇僜逸⭴燃渊燃顨䑜縖僜
䡗几堑1100 仼⩕/㛿⩎珢堑700 仼⩕/㛿ն 
 
蛈┯笑ꠑ10:0017:00֐7 僖┖伄舘 8 僖儕╙ ╙17:00僄侪⪍兎笑ꠑ֐9:00 16:00 
⚔䕜仼⼽┉㞝鷕荣⡾仼յ辍⚔仼걹䋞 
ꠅ烨18 㸱♔┕ 2000 仼⩕218֐ 㸱 1500 仼⩕2 㸱♔┖⩦顠 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜繁体字＞ 
 

榻鞦╯ꄅ䑝轱兎 
榻鞦╯ꄅ䑝轱兎氳俍럅鸸⺭⺨䇗룺㷻氳鷝遫鵞遵ꄆ杯▽⥉礶齟兎䑝縖纻㷉㏑氳妺㎠

鷝遫絢♓⹉ⱶ艃ր䑝轱ց注꟯氳⺨牊◎Ⳃ냉꿨孨Ⳃ 
兎⪐䋧疤❤抇⟋䧐蜸樧侈氳겨靏䏭僘塽⺒䙬紶⪭煉┉鼨⮈䋧疤鹞舅榻鞦⪭☾㏑ⶆ

㏿蛾亥┉䈴ꄆ䋧葻螔㷒ꮼ䋧疤⪐氳榻鞦䑝轱ⶥ擻귈ꢷ⮛蜸術牊䑝縖塡鵞◚䑝㏇꥙榻
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鞦艃⚊鞦☬注龪氳└ꄆ窱重鼨䑝轱╯㛻䡗氳վ蛓䃷꥙宿տ煉齉僘鋘鬼鵞儗傴榺䑝縖邖
从諲冷┉从氳刈⛤䡗⿦㏇ 1676 䇗稶䲵縡䡗逈釲憡䑝轱ꯝ㓊氳垷㣜⪯盉 

諲冷邖从氳烆週▉逈鹞舘䑝縖兎♓ր嚂꟯㷒ց组經週⪐錄僘仄鮺ꝛ熺邴嗻印┉
⠕榫亥戌괮⽰⹦倉氳㏑摑ր㎠摑運ց┖亡麅僘鴤榟鵡鷻 

鷝遫絢♓㏇ր䣆運ⱕ鷻㕙ց逖綗淃嶗꫉㯹䤸䴵ր䣆運ⱕց䑝縖괋ꔙ䡝佭㏇錄僘
㛻꤄灒擻氳ր䑝縖鷻㕙ց䧪䢇䵕氨溍撳ր姢贺賛ց✳榫䑝縖塡寘姢璢術⠕䑝縖⟣车
孨Ⳃ䢦僘孨Ⳃ齉䧪䢇䡗Ⱶ氳鷝遫絢♓暢䐂ր⩦錊氷⥉ց⺭劲镜ⷑ鬨 

㞞冽䘶ր渉ꝴ闭骰ց憡洡塜氳䑝縖況䗰⟣车ր僜遫示燃䈙ց僘䑝縖僜示燃䡗☕堒
1100 仼㎨㛿⩬珢堒700 仼㎨㛿 
 
揩哆侈ꝴ10:0017:00֐7 僖┖伄舘 8 僖儕憡 17:00侪⪌兎侈ꝴ憡֐9:00 16:00 
⚔䕜仼鶝┉㞞鷖疒⡾仼適⚔仼ꯂ䋟 
ꝛ烩18 塵♓┕ 2000 仼㎨2 塵舘 18 塵 1500 仼㎨2 塵♓┖⩦鞞 
 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜日本語仮訳＞ 
 

甲賀の⾥ 忍術村 
甲賀の⾥忍術村は伝統的な田舎の忍者の集落の雰囲気を再現しています。アトラクションは年齢

を問わず楽しむことができ、忍術に基づいた体験型アクティビティに参加することもできます。 
忍術村の建物は歴史的にも重要な、本格的なものです。一部の建造物は甲賀の他の地域から

移築されました。茅葺き屋根の建物を再建した「甲賀忍術博物館」には、甲賀と伊賀（現在隣接す
る三重県の⻄部）の忍術を集⼤成した有名な『万川集海』に登場する忍者の武具が展⽰されてい
ます。この書物は 1676 年、忍者の家系である藤林一族の一⼈によって編纂された、忍術分野にお
ける権威ある文献とされているものです。 

忍術村に移築された藤林家の先祖代々の屋敷は、「からくり屋敷」として知られています。回転する
扉、隠し階段、囲炉裏（屋内の床に設置する炊事兼暖房⽤の炉）の下の抜け⽳など、さまざまな
仕掛けがあります。 

「⼿裏剣道場」では、的をめがけて⼿裏剣を投げる⼿裏剣投げに挑戦したり、広⼤な障害物コース
が設置されている「忍者道場」では、石垣を登ったり、忍者の道具を使って水の上を渡ったりする「水蜘
蛛」などの忍者修⾏に挑戦することができます。すべての修⾏を⾒事にクリアしたら、「免許皆伝」の巻
物がもらえます。 

また、「貸衣装屋」で忍者服をレンタルすることも可能（⼤⼈⽤＝1 日 1100 円、小⼈⽤＝１日
700 円）なので、本物の忍者になった気分で思う存分修⾏できます。 
 
営業時間︓10:00〜17:00（7 月下旬-8 月末 9:00〜17:00、入村は 16:00 まで） 
定休日︓月曜日（祝日・振替休日の場合は翌日） 
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入村料︓18 歳以上 2,000 円、2 歳から 18 歳 1,500 円、2 歳以下無料 
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001-002 
滋賀県甲賀市 

【タイトル】 油日神社 
【想定媒体】 パンフレット 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

媧仼烖炙 
媧仼烖炙㏿蛽◇媧仼㺖㸔耾┖弯⼽朅簀浔仼儗䢨分┚刿允ն鲹ꄅ傾佭榻顡塡㚖

⺵全氳䑜縖◬䩦䗯䥊յら阥䡟儛氳㏐亡烖炙⫂氳㍑䉺➘佭䎎䇗氳阫再㏜䢦ն⺱笑媧
仼烖炙█佭榻顡妩⚜鲽车炭焁⽰♙䌋孨ⲁ氳╈䑐ն 

烖炙❠㜪浔⚩陱╈㏿ꜝ◇媧仼㺖氳媧仼㛻伺烖ն媧仼䙬╙愉愂䡝⩞䎎
㏐⚩陱╈鲹⛤烖伺☳㛿㎁꡹║㸔걵笑傾⹠⭴┒┓縍浍⩞荿ն⺁僗陱嫏燢媧仼烖炙榺㏀
䐼择查(574-622)⮡䋧☽佭仼儗乄⴬⹠㷤⺒┕冓䏆⿏ⱱ氳几擻逈⺵┪㵯╙⫠烖❠㜪ն 

企㏇ 877 䇗㲇亡乄昦╈㶩僗⪩◇媧仼烖炙氳阭鰉ն┘鲋朆柳䋧璵佭榺䎎㏐塡㚖◇
1493 䇗䩋顫⟤䋧氳նꢝ▽㍑䉺烖炙䋧璵鲸ⴎ䦮儗外塜外յ䦛外⽰ꠅ哦㏰䄖逈䧗㲋
╙㎁㳄ꄆ金乄⴬顉◲ն♳⛰几齉⺎♔⹇鈸烖炙⛙鲽⪍ⴎ䦮㍑䉺㏇⫂氳烖炙䋧璵⯥꧎金聰
ꫤնꢝ僜ⱷ敤㛚陴ⴅ䯦䅠㲖擻⪍⫂ն 

媧仼烖炙⛼╙榻顡鼞╈䘣鸆㏥紮䘣ꮠ⺱䔅氳篯䡗鼨⮇逈䧗㲋╙㎁㳄⺒
鴇ն㏇仼儗䡟㎁笑创(1467-1568)榻顡㏐⵲氳㎻霕յ㏐亡塡㚖璡㵸겅╚纭⺭䎬䡗▽舅媪篯
篲榻顡鼞╈䘣┚⪭注⪩氳鸆㏥紮逈燢╙榻顡鼞╈䘣鸆㏥紮ն 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜繁体字＞ 
 

媧仼烖炙 
㏿蛾亥ր媧仼㺖ց㸔胶┖氳媧仼烖炙㍌⼾梫笸蜸囪儒艃刿允榻鞦塡㚖䏴✿氳䑝縖

傾㏇鵞遵◬䬷䗰㕕り鋁䢇轱烖炙⪐氳鳷䉺➘佭樧䇗氳閲◄㕙䢦⺱侈榻鞦☕▉㵫媧仼
烖炙釲憡炭煷⽰⧘䌋孨Ⳃ氳煉䑐 

烖炙❠㜪蜸⥉鐁煉㏿꒰媧仼㺖氳媧仼㛻伺烖ր媧仼ց䙬憡ր掸愃ց䡝ր⩞ց㏇樧㏑
⥉鐁煉鵞⛤烖伺䐍㛿㎜꡺舃㸔ꮼ侈氪示蛓┓縎浍⩞莀麅僘⺁┉牊鐁嫏媧仼烖炙榺仼儗
乄ⴭ氪㷤⺒┕哗䏆ꮷⱱ氳纳䐼㜁㯹574-622Ⱚ环纳䐼㜁㯹逈䏴┪㵰憡髭烖❠㜪 

企㏇ 877 䇗還亡乄暶煉㶩僘꟯亥媧仼烖炙氳鋘鬼┘鷪杯这䋧疤佭 1493 䇗榺樧㏑
塡㚖䩌鞴⟣䋧氳ꢝ▽鳷䉺烖炙䋧疤麅ⴎ䦮儗外塜外䦛外⽰ꝛ嗻㏱逈䧘遝憡㎜邖
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ꄆ釒乄ⴭ靸榣䢦僘☕齉絢♓⹉鈶烖炙⛙鶡⪌ⴎ䦮鳷䉺㏇⪐氳烖炙䋧疤私ꧏ釒聣ꫤꢝ僜
ⳉ敤㛛鑃ⴅ䶒䅸㵍擻⪌⪐ 

媧仼烖炙獲憡ր榻鞦鼞煉䘣鹨㏥紮ց䘣ꮠ⺱ր竭ց氳┉鼨⮈逈䧘遝憡㎜邖⺒饊
㏇仼儗䢇㎜侈♏1467-1568榻鞦㏑ⶆ氳齟碿㏑亡塡㚖璢㵸ꯝ╚绤⺭䎬䡗▽舅媪磞笞
ր榻鞦鼞煉䘣ց艃⪭注꟯氳鹨㏥紮逈牒憡ր榻鞦鼞煉䘣鹨㏥紮ց 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
 

油日神社 
油日岳のふもとに鎮座する檜や杉の木々に囲まれた油日神社は、かつて甲賀の武士たち（のちの

忍者）が集まり、情報交換や戦術の話し合いを⾏っていた場所でした。境内には、会合に使われてい
た屋根付きの廻廊があります。また、この神社は甲賀の⼈々にとっての祈祷や祭礼のための拠り所でも
ありました。 

主祭神は油日岳に鎮座するとされる「油日⼤明神」です。「油日」とは「灯火」や「光」を意味し、地
元の伝説によれば、⼤明神は山頂に降臨した際に⼤きな光を放ったとされています。また、油日神社
は、日本文化に多⼤な貢献をした⼈物として称えられている聖徳太子（574-622）によって創建さ
れたと伝えられています。後世、聖徳太子は軍神として崇められました。 

油日神社に関する公式な記録は 877 年にまで遡りますが、現在の社殿は 1493 年に地元の侍
たちの寄進によって建てられたものです。廻廊に加えて本殿、拝殿、楼門があり、いずれも国の重要文
化財に指定されています。神社の⾒学はどなたでも可能ですが、社殿内（廻廊を含む）に入る際は
靴を脱いでいただくようお願いしています。介助犬を除き、ペットの同伴はご遠慮願います。 

油日神社は「甲賀郡中惣遺跡群」の一つとして国の史跡に指定されています。「甲賀郡中惣遺跡
群」とは、日本の戦国時代（1467-1568）に甲賀の⼟豪・地侍という小領主による水平的連合に
よって甲賀郡一帯に形成された自治組織に関する遺跡群を指します。 
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001-003 
滋賀県甲賀市 

【タイトル】 甲賀三霊山 
【想定媒体】 パンフレット 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

榻顡└愓㸔 
깰鷺㸔յ䈞榼㸔┚㹿㶾㸔⺭燢╙榻顡└愓㸔ն䩺陱䑜縖傾㏇塝㏐⟤憤䤗荔㍕╙鲹

ꄅ鲾熊几懢┦㏐䎬拇劫佭⟤䑐憤骱氳杼䘶㏜䢦ն 
└愓㸔㍕⪭瞿烖霅䏣䙬╬♔⹖┚⟤뀰鷺氳萶车⦩㸔⚒⟤뀰縖氳⪩纭縡㚷⹨㵯

㼶ն⟤뀰鷺踅⺭▽烖鷺䷸յ⛻䷸յ鷺䷸⽰⧺䷸璡拇熨㲄䷸⩕碜♔㵒㸔䃷舅抆僗丒槦╯䑐
氳萶车╙劭䑐ն 

㸔ꠑ僗拇兣䏻塠饟篪耇阦几♜埤顶䎎㏐紇俍ն僗⪩饟篪颯憠氳䧗䌖⹖陣篱㏐㎂⺎㏇
榻顡孲洡䑜縖꺉氳亹崅⟔䕜╈䑐藜⹧ն 

깰鷺㸔宿 664 眦佭榻顡└愓㸔╈僄냖氳┉䈴ն㸔걵ꡭ鲤氳깰鷺烖炙㡏䋧◇㜧荂笑
创(710-784)⺵鹀手多朆柳䋧璵䋧◇ 1650 䇗ն烖炙儗外塜外逈䧗㲋╙㎁㳄ꄆ金乄⴬
顉◲勳汷螓㷒걵┕釙沲浔⸂⸂氳仼儗䢨分剨汷ն夷䇗 4յ5 僖烖炙⫂⮽㚲齉佭沸䋯
氳兜뚇菋ն 

⚩陱╈仼儗䡟㎁笑创(1467-1568)氳凒꥓篲榹⟔Ꝛ(1534-1582)㏇榻顡帪槴笑傾氨┕
깰鷺㸔⟦渐⪭䣒┖氳娡㸔ն 

䈞榼㸔┚깰鷺㸔┱好㸔耡注鳀䇯䐼㵔㶩䈴蛽㏇㸔┕ն注⚩ 1200 拇䇗⯥蜷⺳냖⦩僄
彏767-822隢⺙⚩䷸㛻䄳⮡䋧▽鲹䈴㵔䈜ն㵔䈜儗㔆塜外㏇ 2013 䇗氳㸔愂╈㱮
⪓手多⺵䐂♔ꄆ䋧ն氨┕㸔걵ꡭ鲤氳鈸俍⺐⺎깴鈾㸔荈㶗⪭㏇熤⺗刌┕簅憮篍䎷笑俍
舚劲㛚ⲁ几ն 

㹿㶾㸔♔ꢣ㼠氳䗀㽕㻿㙇╙攑荈㸔ꠑ憠簫浔⛻䷸骤⯎┚䎬⛎뀐ⵯ氳뀐㹿璡鵲㑔
㜦攑氳㹿骤ն㸔걵⮟㍕找鈸氳嘮菋剨縡䡗╙顶嘮羿㏐┉⮽ 4 僖几♜齉⚢贑䦦縡舘ն㸔
耾┖氳㹿㶾娢鱦榟Ꝛ浔┉叭⹿縏氳刿允⚩陱僄彏傾㵨甁查䬤㏇塝㏐╯⺵㶩烖㜦㏐Ꝛ䡗
▽鲹叭⹇㛿㛻剨ն鲹劔攑⮷氳刿允逈燢╙㹿㶾氳┉儗允䃘抆里环䅻䅻⭴朆㏇仼儗榾
䏆⽰榾鈼Ⰾ䎎╈湳⺳䈲█㍕塝┘亇䬠ⶍն 
 
䏻塠㵸顛㚖 

⺎再⩝⺸亹崅⟔䕜╈䑐⾚陟饟篪敯⬅䇜劯䩺㛿妰狪浔⺭鴠氳辊擻ն㏇仼儗篺뀰╋㳫
氳䏻塠縖鵠䅻⪓䇗狪浔Ꝛ迠┕辊⽰Ꝛ選♔ꡕ豤谺⺍⾣ն╙⟊┒⪓陴ⱷ䑒⼔湳☽几塝车氳
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泘氳㏐ն㏇氨㸔鷺┕┘㟸榫⹘㞑氳עהמ؆׆konnichi wa䙬╙✃㞑全饇㵒
ꪫ氳几䣒䦙⽛ն陴⟊䥉舅抆朅㗟┘槴♳⛰㑌必ն 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜繁体字＞ 
 

榻鞦└ꩯ㸔 
ր榻鞦└ꩯ㸔ց佭괺鷻㸔䈞榼㸔艃㹿㶾㸔氳⺭牒䴆鐁䑝縖傾㏇塞㏑⟣抦䤗諠鵞遵

鸞ꦗ☕拇┦㏑䎬術嘚佭⟣䑐抦骰氳杼䘶㕙䢦 
示亥矀烖霆䐹䙬紶♓⹗艃⟣꿨鷻氳萷车⦩ր㸔⚒ց⟣꿨縖氳꟯绤└ꩯ㸔⤕紳㵰

㼷⟣꿨鷻䍛鐩㵴㸔䃷舅抇僘专槦╯䑐氳萷车踅⺭▽烖鷻䷹⛻䷹鷻䷹⽰⧻䷹璢術牊
遗䷹⩕碜 

㸔ꝴ僘術半⢹车饟稘耈阁☕⠟埤韛樧㏑紈俍榻鞦孳洡䑝縖귈氳鷝遫僜ⳉ煉䑐働䬠
❠饟稘럅氳䧘䌖⽰鎌碸㏑㎬ 

괺鷻㸔佭榻鞦└ꩯ㸔煉냖氳┉䈴宿䦍 664 ⪞㶹㸔ꮼꡭ鲥氳괺鷻烖炙⮤䋧亥㜨
荂侈♏710-784䏴鹁扌夘杯这䋧疤䋧亥 1650 䇗烖炙儗外塜外逈䧘遝憡㎜邖
ꄆ釒乄ⴭ靸榣ր囪汷螔ց㷒ꮼ┕釚衏蜸⸂⸂氳囪儒汷夷䇗 45 僖兜듧菌球注秔䷒
ꝧ幥烖炙 

⥉鐁煉仼儗䢇㎜侈♏1467-1568氳协꥓笞榹⟔ꝏ1534-1582㏇榻鞦幇槴侈
傾氨┕괺鷻㸔⟦渏☾䣒┖氳娡㸔 

䊸䐼㵕䈴蛾㏇艃괺鷻㸔典⶟㸔耢注鵿氳䈞榼㸔┕注⥉ 1200 術䇗私蜸經냖⦩彏
767-822鑶谝⥉䷹㛻䅨Ⱚ䋧▽鵞䈴㵕䊮㵕䊮儗㔆塜外㏇ 2013 䇗氳㸔愃煉適
扌夘╯䏴ꄆ䋧氨┕㸔ꮼ鈶俍給絢굜鈮㸔荈㶗⪭㏇夷䇗熥迭咔蜘刍┕礛摩硟䎷侈俍
舛劲㛛Ⳃ☕ 

㹿㶾㸔氳攒荈佭ꤠ㼡氳䠭㽕㼀㙇㸔ꝴ럅秅蜸⛻䷹溍⯎艃䎬⛍껊⵰氳ր껊㹿ց璢鵳㑔㜦
攒氳㹿溍㸔ꮼ⯞佭韛垛Ⳑ㏑┉⮽ 4 僖☕⠟贑䳕縡舘菌俍注樧㚛鈶㸔胶┖氳㹿㶾
娣麕냖绰蜸┉叭結縐氳刿允⥉鐁彏傾㵫甂㯹䬥㏇塞㏑╯䏴㶩ꝏ䡗▽鵞叭⹉㛿㛻嘻注
樧烖㜦鵞劔䃙抇暐环氳刿允逈牒憡ր㹿㶾氳┉儗允ց哗邽釲鈫轿䳦ⱱ㍕憡䅻䅻示杯㏇
仼儗꧆䏆⽰꧆釲ⱉ樧煉湳經⾷┘亝䬠ⶍ 
 
⢹车 Tips 

䋧閲劯䴆㛿姇狫蜸⺭鸸氳辊擻▉絢♓◄⩝⺸鷝遫僜ⳉ煉䑐钏鍪饟稘敻媲㏇仼儗祺
꿨雧邽氳⢹车䚂㞒縖鵡䅻䇗狫蜸ꝏ迠┕辊⽰ꝏ鄣♓ꡕ豤躺⺍⾣⼔湳☾☕塞车氳泘氳
㏑佭䏭伺保氳獲嫏㏇氨㸔鷻┕┘㟹⹘㞒氳榫րעהמ؆׆ցkonnichi waր✃㞒ց
氳䙬䓙✿饇㵴ꪫ氳☕䣒䦙⽛鑃⟋闀舅抇梫㗟┘釒槴┖㑌㏡ 
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----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
 

甲賀三霊山 
飯道山、庚申山、岩尾山は、甲賀三霊山として知られています。⼈⾥から離れた⽴地や変化に富

んだ地形が修⾏にふさわしい環境であったことから、忍者たちがここで技を磨いたとされています。 
三霊山は、その霊的な意義と修験道の道者である山伏（修験者）たちとの関わりから、崇拝の対

象となっています。修験道は、神道、仏教、道教、儒教など、さまざまな宗教の要素が融合しつつ、山
や自然に対する畏敬の念に根差した修⾏形態です。 

三霊山には複数のハイキングコースがあり、周辺の美しい景色を楽しむことができます。コーススター
ト地への道順や詳細な地図は、甲賀流リアル忍者館の観光インフォメーションセンターで入⼿できます。 

飯道山は、甲賀三霊山の中で最も高い山で、その標高は 664 メートル。山頂近くにある飯道神
社は、奈良時代（710-784）に建てられました。その後火災で焼失し、現在の社殿は 1650 年に
再建されたものです。檜皮葺屋根の本殿は、国の重要文化財に指定されています。4 月から 5 月に
かけて、境内にはシャクナゲが咲き誇ります。 

日本戦国時代（1467-1568）有⼒な⼤名、織田信⻑（1534-1582）が甲賀滞在中に飯
道山に登り、国⾒をしたとも伝えられています。 

庚申山は飯道山の南東の尾根に連なり、広徳寺を擁します。この寺は 1200 年以上前に高僧・
最澄（767-822、諡号は伝教⼤師）が開山したと伝わっています。本堂は 2013 年の山火事で全
焼し、再建されました。山頂付近には展望台があり、特に秋には紅葉で鮮やかに彩られ、美しい景色
が楽しめます。 

岩尾山は険しい崖が特徴であり、石仏や馬のような形をした「お馬岩」など、珍しい形をした岩が点
在しています。また、山頂は⾒事な桜の木で知られており、4 月にはお花⾒スポットとして⼈気がありま
す。山のふもとには岩尾池があり、そのほとりには一本の杉の古木が生えています。伝説によると、最澄
がこの地に箸を植えたところ、不思議なことに箸が成⻑し、⽴派な杉の木になったと⾔われています。
「岩尾の一本杉」と呼ばれるこの特別な杉の堂々とした姿は、⾒るものを圧倒します。この木は日本の
映画やドラマのロケ地にも使われており、さらに知名度の高い杉になりました。 
 
トレッキングのヒント 

インフォメーションセンターにルートの状況を問い合わせて、天候に適した服装を選びましょう。日本で
は、経験豊富なトレッカーは⾍除けのために年間を通じて⻑袖と⻑ズボンを着⽤しています。また、誰
かに自分の⾏き先を知らせておくと安⼼です。登山道では、すれ違う⼈々に「こんにちは︕」と挨拶をす
るのが習慣です。環境保護のため、ゴミは持ち帰るようにしましょう。 
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001-004 
滋賀県甲賀市 

【タイトル】 水口岡山城跡 
【想定媒体】 パンフレット 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

姢⹾⫆㸔㒮鸆㏥ 
姢⹾⫆㸔㒮䋧䡗◇ 1585 䇗榺仼儗䡟㎁笑创(1467-1568)氳塡㵨╋臺熔⺮(1537-1598)

┖♑䋧鵲䎎笑☽孭鸧▽┉⺳㳄臺뀟䣊㒮⫂ն姢⹾⫆㸔㒮佭院㏐⵲氳瑭┉䈴㒮鼲䦦僗냖㛻
氳骤㑶⽰椙螓㷒걵ն䩺陱框氳鈺嘗傾♑䎎㏐妩⚜䑐榟丒槦ն 

姢⹾⫆㸔㒮氳⟤䋧佭榻顡䑜縖ⷧ⺒┕氳ꄆ金鯸䤽憠框剝䑪浔䎎㏐炙⚢☳⸊僗氳炙⵲
⺭⛼舅媪⛮硍鯸⹩╙簊┉䷓䈢氳㏐㓊簊媪⛮硍ն 

1600 䇗䐼䃷㳄䉔(1543-1616)㏇䅫ⷑ⪓㎁氳儹ⱱ╯◂╈䡗Ⱶ㜕儹姢⹾⫆㸔㒮꣮╯鹀
⮽䐼䃷亡氳䷍⭵㒮╚䋶㒮縡鴣ն╯⺵䐼䃷㳄䉔䡗╙䆠䈢㵨⫠榻顡氳簊媪儹꣮╯粮鳦ն
僄篳鲹䈴㒮鼲鹀⮽䈥䋶䇜逈䥷ꢝն 

1634 䇗╙▽㏇瑭└创䆠䈢㵨⫠䐼䃷㳄⩞(1604-1651)⮽阼笑䬠❠⛩检几♜㏇姢⹾⫆
㸔㒮䢦㏇氳㸔耾┖䋧鵲▽瑭◅䈴鈺嘗㵸䐂拇氳金㖢˒˒姢⹾㒮ն䩺陱鲹䈴亍㒮㶩佭榫佅仼
㒮鼲氳骤乢⟤䋧氳ն 

㞝凶姢⹾⫆㸔㒮凭柳┉㵸鼨⮇骤㑶⛙㸔胭┕☱耇洇⭴㒮鼲氳鯺䊑ն丞╄鸆㏥⵲㓊䄖
逈䷊鵲䡗⪝㍩全阼縖⺎㏇㸔걵⟦渐㒮䄬⪓俍ն姢⹾⫆㸔㒮鸆㏥逈䧗㲋╙㎁㳄⺒鴇☳姢⹾
珇塠车篑 15 ⮇ꙵ⺎鱳ն 
 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜繁体字＞ 
 

姢⹾㹮㸔㒮鹨㏥ 
1585 䇗仼儗䢇㎜侈♏1467-1568氳塡㵫雧臺熕⺮1537-1598┖♒䋧鵳姢⹾㹮

㸔㒮┾㏇鵞遵孭껻▽┉經邖臺獲憡鎊㏑ⶆ氳꺙䈴㒮鼲逬䳕僘냖㛻氳溍㑶⽰椘螔㷒ꮼ
䴆鐁⪭釨嘘╯㛻餉♓阁樧㏑縐氬㡥䑐榟专槦 

姢⹾㹮㸔㒮氳⟣䋧佭榻鞦䑝縖塽⺒┕氳ꄆ釒鮺䩴럅逬♏辑▽樧㏑炙働䐍⸊僘氳炙ⶆ
⺭獲舅媪냉硎鮺闭憡礶┉䷓䈢氳㏑㓊礶媪냉硎 

1600 䇗䐼䃷邖餐1543-1616㏇䅫䩿仼儗氳垷ⱱ╯撏煉Ⳑ示┾䪭垷姢⹾㹮㸔
㒮ꤚ╯鹁⮽䐼䃷亡䷍䳦㒮╚⠒永鴤ꦗ㏇塞♓䏴䐼䃷邖餐䡗憡䆡䈢㵫髭榻鞦氳礶媪垷
▉⫋埡催鳧磚鵞䈴㒮鼲鹁⮽䊵厑┾逈䥸ꢝ 
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1634 䇗☕⠟㏇姢⹾㹮㸔㒮䢦㏇氳㸔胶┖䋧鵳▽瑮◅䈴釨嘘㵸䐂術氳釒㖢˒˒姢⹾㒮
憡瑮└♏䆡䈢㵫髭䐼䃷邖⩞1604-1651⮽鋽侈䬠❠⛩邦䴆鐁姢⹾㒮佭榫佅仼㒮鼲溍
乣⟣䋧氳 

⮽▽☬㛿姢⹾㹮㸔㒮⺆Ⱂ┖┉㵸鼨⮈溍㑶⛙㸔胮┕☱耈洇示㒮鼲氳魹䊑丞⠕鹨㏥
ⶆ㓊䄖逈䷊鵳䡗⪞㎧珇㏇㸔ꮼ┕絢♓魌넵⟦渏㒮䄬俍姢⹾㹮㸔㒮鹨㏥䄖祺逈䧘遝憡
㎜邖⺒饊䐍姢⹾珇塠车硝 15 ⮈ꖉ絢鷾 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
 

水口岡山城跡 
この城は、日本戦国時代（1467-1568）の武将豊臣秀吉（1537-1598）の命によって

1585 年に築かれ、彼の家臣の一⼈が居城しました。高い石垣と⽡葺きの屋根を持つこの城は、この
地域で初の城郭であり、その規模に地域の⼈々は畏敬の念を抱いたと⾔われています。 

水口岡山城の築城は、甲賀忍者の歴史において⼤きな転換点となりました。この城は、それまでの
地域社会による協⼒的な自治体制から、統一された政府による地域⽀配体制への転換を象徴する
ものでした。 

1600 年、徳川家康（1543-1616）が全国を巻き込んだ合戦で実権を握ると、水口岡山城は
攻撃を受け、城主は城を放棄して逃げざるを得ませんでした。家康が将軍の座に就くと、甲賀の⽀配
者は再び変わることになります。水口岡山城はその後廃城となり、取り壊されました。 

1634 年に、より小さな要塞として 2 つめとなる水口城が、水口岡山城が建っていた山の麓に築城
されました。この城は、3 代将軍徳川家光（1604-1651）がこの地を訪れた際の宿城として建てら
れたものです。かつての城の石が新しい城に使⽤されたと⾔われています。 

水口岡山城の石垣は一部しか残っていませんが、その輪郭は今でも山の中腹に⾒ることができます。
一帯は公園として整備され、山頂からは市街地が一望できます。水口岡山城跡は国の史跡に指定
されており、水口駅から徒歩 15 分でアクセスできます。  
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001-005 
滋賀県甲賀市 

【タイトル】 和田砦跡 
【想定媒体】 パンフレット 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

⽰榹金㖢鸆㏥ 
仼儗䡟㎁笑创(1467-1568)榻顡㏐⵲氳䑜縖♜╙▽⟊䥉㳄仍⽰㱥ⶼ兎䇹⟤䋧▽阵拇

ꡕ䐒䄄再ն㏇䎎㏐㽃㹝ꢣ㼠氳㸔㏐┚㻫隵ꠑ朆䄖漶阡氳金㖢鸆㏥篑僗 180 㚲ն 
鲹◙金㖢僗笑█逈燢⛼㒮⛙框♜㲓ꡮ┕⺆佭逈㎻㑛⽰㙮媃朅簀氳甏佄䋧璵ն䄖

漶阡氳㛻拇丘鸆㏥㞝凶⛤◇熗僗㎻㏐┕䋧璵鸆柳䢦Ⱁ仰⭓ն┘鲋䫓阼⽰榹金㖢鸆㏥僗Ⲃ
◇▽鉯鲹眷ꡕ䐒䄄再㏇䑜縖榟孨╈䢦䣹庌氳鉉荈ն 

䎎笑榻顡氳㏐亡媪杼겆╙攑墥┚仼儗㛻拇丘㏐⵲齉┘㶽注⺱ն鲹ꄅ氳㏐亡㛻⺳㛻
겅╚ⲡⱱ訅䍐䎎㏐炙⵲♔轑籃⽰㏐籃⪩硍╙篨䅠篾沾㲓车㏐亡舅媪ն鲹熨㏐亡媪杼┚
꥘⛮舅ⶼ氳瓀樋㵒簟䧏㏐⵲牔㲋յꡕ塛⶝┉䍠儹㽢颯舘⪩ꄆ金ն縡鲹◙ꡕ䐒㐍㍾յ佄㱥ꥈ
䷍氳金㖢粮㷤朆▽♔䑜縖╙创辑氳榻顡妩⚜냖飃氳ꡕ䐒䤗儛ն 

⽰榹金㖢䋧◇㸔隵僄岑㚲氳┉䈴㵸㸔┕╚㒮䋧璵⼑塜亡䎬鱦Ꝛ 50 眦弯⼽朅簀浔
㎻㑛⪭╈僗氳㎻㑛䫠融냖鱳 7 眦ն鲹撴㸔隵╈傾䋧僗 7 䈴金㖢┉份⹠朆⺎橎ⲁ⺸几
♜➘☳鲹◙金㖢⹠颯䷍⭵ն 

榺◇⽰榹金㖢鸆㏥⛤糌鰏ꥈ㵖䤓䋧阫全阼縖⩝⮽榻顡孲洡䑜縖꺉氳亹崅⟔䕜╈䑐⾚
陟⛮饟篪ն 
 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜繁体字＞ 
 

⽰榹釒㖢鹨㏥ 
仼儗䢇㎜侈♏1467-1568榻鞦㏑ⶆ氳䑝縖⠟憡▽⟋闀邖从⽰逷载兎蕾⟣䋧▽錊

術ꡕ煞釒㖢塞谊㽄䁅ꤠ㼡氳㸔㏑艃㼧隵ꝴ䄖祺僘㛻硝 180 谊鹨㏥逈澭鏂憡釒㖢 
ꥹ抇鵞◚釒㖢僘侈▉逈牒獲ր㒮ց⛙酒꤂┕逬⠟⺆佭逈㎻㙲⽰㙮嶥䢦梫笸氳癩佄䋧

疤䄖澭鏂氳㛻術丨鹨㏥㞞☬⛤亥熗僘㎻㏑┕䋧疤鹨这䢦Ⱂ扝䇭┘鷪䫔鋽⽰榹釒㖢鹨
㏥絢僘Ⲃ亥▽鉮鵞걊ꡕ煞釒㖢㏇䑝縖榟孨煉䢦䣺庌氳鉈荈 

┘⺱亥仼儗㛻術丨㏑ⶆ榻鞦㏑ⶆ氳㏑亡㛻經㛻ꯝ╚ⳛⱱ訆䍐樧㏑炙ⶆ♓轑稫⽰
㏑稫꟯➡憡硷䅸磶沾酒车㏑亡舅媪鵞㏇樧侈ⶇ⮈攒墤鵞牊㏑亡媪杼艃꥙냉舅载氳瓁
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樋㵴禵䧐㏑ⶆ犹遝ꡕ塛ㄲ┉䍛垷㽣舘꟯ꄆ釒縡ꡕ煞㔌㍾佄逷ꦙ䷍氳釒㖢催㷤杯
▽♓䑝縖憡♏辑氳榻鞦☕냖飃氳ꡕ煞䤗轱 

⽰榹釒㖢䋧亥㸔隵況꯽氳┉䈴㵸㸔┕╚㒮䋧疤塜亡䎬麕ꝏ 50 ⪞㶹㍌⼾梫笸蜸
㎻㙲⪭煉僘◚㎻㙲䫠峮냖鷾 7 ⪞㶹鵞撵㸔隵煉傾䋧僘 7 䈴釒㖢┉份氪杯絢橏Ⳃ⺸
☕⠟➘䐍鵞◚釒㖢氪䷍䳦 

⽰榹釒㖢鹨㏥⛤糌鬴ꦙ䤓㞞冽鷝遫僘䙬⮽鋽䋧閲⩝⮽榻鞦孳洡䑝縖귈氳鷝遫僜
ⳉ煉䑐钏鍪냉饟稘 

 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
 

和田砦跡 
戦国時代（1467-1568）、甲賀地方の忍者たちは一族や村を守るために砦を築きました。この

地域の険しい山々や谷には、約 180 の砦跡が確認されています。 
これらの砦は城と呼ばれることもありますが、堀と⼟塁に囲まれた単純な構造でした。確認されてい

るほとんどの砦跡は私有地にあり、かつて建っていた構造物の痕跡はほぼ残っていません。しかし、和田
砦跡を訪れることで、砦が忍者の生活において果たした役割を理解することができます。 

甲賀は当時としては珍しく、他の多くの地域とは異なり、⼤名の権⼒が弱い地域でした。その代わり
に地域の住⺠は⾎縁や地縁に基づく集団を形成し、自治的な地域統治を⾏っていました。こうした地
方統治や集団的自衛といった戦略は、安定を維持し、単一の⽀配的勢⼒の台頭を防ぐ上で極めて
重要でした。堅固で攻撃が困難な砦は、忍者をはじめとする甲賀の⼈々の防御技術の高さを物語っ
ています。 

和田砦は谷の最も奥にある丘の上に建てられました。主要な囲いは一辺が 50 メートルの正方形
で、周囲は⼟塁で囲まれており、中には高さ 7 メートルに達するものもあったと考えられています。谷に
はかつて 7 つの砦があり、不審な動きがあると砦から攻撃が始まりました。 

和田砦跡は⾒つけにくい場所にあるため、甲賀流リアル忍者館の観光インフォメーションセンターに
⽴ち寄り、道順を尋ねることをお勧めします。  
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001-006 
滋賀県甲賀市 

【タイトル】 甲賀市くすり学習館 
【想定媒体】 パンフレット 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

榻顡䄬⵴蕇㰣▊꺉 
榻顡㏐⵲凶市顡⹁⫂⮵榫蔈蕇氳ⷧ⺒ⶇ⮇䖬╦ն蔈蕇氳注⪩湳陃㵒䑜縖縡銨舘⪩ꄆ

金☽♜꧎金鵠鲋隀鿥鲹◙蔈蕇⯆⛼⭴⺨熨⺨劫氳蕇擻ն⹇鈸榻顡䄬⵴蕇㰣▊꺉㶩耇▽鉯
䑜縖㵒蔈蕇氳鲡榫♔⹖榻顡┚⵴蕇氳ⷧ⺒岺嶏ն 

㰣▊꺉氳䅻阻㷤鈾㷤炐▽⯆蕇䄄♔⹖☳娡䢓笑创(1603-1867)⮽佫⽰笑创(1926-
1989)氳蕇⿁䦙撿⽰䇯⼔鴒角▽榻顡⵴蕇榟◲┚ꛖす氳ⷧ⺒ն◎ⲁ㷤鈾⮟纺扦◇蔈蕇⪓
ꪫ⼑朆▽䋞簘舘凶氳榻顡⵴蕇注⪩◲┯氳⹠㷤ⷧ爊ն塝㛚榻顡蕇⿁氳⯆鵲٬顐⶞
䄖逈⮜⪍㎁㳄氨䎓擻顏妩⟂乄⴬顉◲ն 

䑜縖⭡同燠碶氳湳陃榫蔈蕇全⯆⛼䑜蕇ն1676 䇗䑜縖㳄仍諱冷┉仍氳切⛤䡗
⼥籁䲴▽վ┒䃷꥘宿տ鲹鼨蜷⛼姻꥘▽榻顡┚⚊顡凶注黨氳└ꄆ⹁重鼨氳䑜儛湳陃
⪭╈䬠⮽▽拇熨䑜蕇僗◙榫◇簾鉯䑜縖䣮车♳ⱷ鵎╈⺎耇䖲┕氳䅻鈷檜难鲸僗┉◙⮟
榫◇阦䷣几榟难յ㜊⸼䡟习ⱱ䡝佭♑⭮敤塛⻍♔⩦䑜縖倽꨽车馹ն 

㏇榻顡䄬⵴蕇㰣▊꺉⺆꧎䶺♀㵽ꄈ顠榫㶩耇㶍陒⯆⛼⪬瞚╖妨䑜縖㏇꧎金辍
⩘耇ꄈ笑⺧氳➘䯦괐擻ն鲹걸⛮뀰孨ⲁ鴠⺭⺨䇗륊夀几紮⛙꧎䬠⯥것篑陣䗯⺎⾚陟榻顡
孲洡䑜縖꺉氳亹崅⟔䕜╈䑐䡝榻顡䄬⵴蕇㰣▊꺉ն 
 
䋯꺉笑ꠑ9:3017:00֐ 
ꠊ꺉仼⼽┉㞝鷕荣⡾仼յ辍⚔仼걹䋞յ⩕份科⡾僿ꠑ12 僖 29 仼1֐ 僖 3 仼 
ꠅ烨⩦顠 
 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜繁体字＞ 
 

榻鞦䄬ꂳ諵逖綗귈 
蔉諵氳注꟯湳閂㵴䑝縖舘꟯ꄆ釒☾⠟鵡鷪鐩鿦蔉諵邯獲示⺨牊⺨嘚氳諵擻榻鞦㏑

ⶆ☬市鞦窱⪐⮵榫蔉諵氳塽⺒ⶇ⮈䖭╦⹉鈶榻鞦䄬ꂳ諵逖綗귈絢♓▽鉮䑝縖㵴蔉諵
氳鷠榫♓⹗榻鞦艃ꂳ諵氳塽⺒岙嶏 
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逖綗귈氳䅻錄㷤鈮㷤炑▽邯諵䄄♓⹗䐍娡䢒侈♏1603-1867⮽佫⽰侈♏1926-
1989氳諵⿁䦙擀⽰䊸⼔鴓巅▽榻鞦ꂳ諵榟榣艃ꊸ耗氳塽⺒◎Ⳃ㷤鈮⯞纻扦蔉諵
杯䋟箛舘☬氳榻鞦ꂳ諵注꟯榣哆氳氪㷤塽ր榻鞦諵⿁氳邯鵳٬鞄韢㉻ց䄖逈⮛⪌㎜邖
氨ꍖ僘䎬妩⟂乄ⴭ靸榣 

䑝縖䝬課犉碶氳湳閂榫蔉諵邯獲ր䑝諵ց1676 䇗䑝縖邖从諲冷┉从氳刈⛤䡗⿦
稶䲵▽վ蛓䃷꥙宿տ鵞鼨蜸獲䎝꥙▽榻鞦艃⚊鞦☬注龪氳└ꄆ窱重鼨氳䑝轱湳閂䬠
⮽▽術牊䑝諵˒˒僘◚榫亥稸鉮䑝縖㓵车♴ⳉ鵏煉絢耈䖲┕氳䅻釤檝檫麅僘┉◚耈阁丠
☕榟檫㜊⸼䢇녺ⱱ䡝佭阁⻍⺈氳斡逺ꪙ┖✿鹶⩦䑝縖倽꨾车騥 

⺆ꧏ䶺♀㵽ꄈ鞞榫㶩耈㏇榻鞦䄬ꂳ諵逖綗귈邯獲ր⪬砞煙ց鵞佭┉牊䑝縖㏇ꧏ釒適
⩙耈ꄈ侈⺧氳➘䶒광擻鵞ꯁ냉꿨孨Ⳃꧏ䬠私ꯏ硝鸸⺭⺨䇗룺㷻鎌䗰絢钏鍪榻鞦孳洡䑝
縖귈氳鷝遫僜ⳉ煉䑐䡝榻鞦䄬ꂳ諵逖綗귈 
 
ꝧ귈侈ꝴ9:3017:00֐ 
ꝥ귈仼鶝┉㞞鷖疒⡾仼適⚔仼ꯂ䋟⩕份䷒⡾僿ꝴ12 僖 29 仼1֐ 僖 3 仼 
ꝛ烩⩦鞞 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
 

甲賀市くすり学習館 
薬草の利⽤は、現在の滋賀県に位置する甲賀地域で⻑い歴史があります。これらの植物に関する

知識は忍者にとって重要であり、彼らはこれらを組み合わせて様々な薬を作りました。甲賀市くすり学
習館を訪れると、忍者がどのように薬草を使⽤したか、また甲賀と薬の歴史について学ぶことができます。 

学習館の常設展⽰では、製薬道具や、江⼾時代（1603-1867）から昭和期（1926-1989）
にかけての薬の看板、広告が展⽰されており、薬の製造と販売の歴史を辿ることができます。また、薬
草をテーマにした体験型の展⽰もあり、現在も続く甲賀の薬業の発展を総合的に知ることができます。
なお、「甲賀売薬の製造・販売⽤具」は国の登録有形⺠俗文化財に登録されています。 

忍者たちは蓄積した知識を生かして、薬草から「忍薬」を作りました。1676 年、忍者の一族である
藤林⽒が『万川集海』という甲賀と伊賀（現在隣接する三重県の⻄部）の忍術を集めた書物を編
纂しましたこの書物には、様々な忍薬が記載されており、たとえば忍者が任務中に罹患しがちな病気
を緩和するために使⽤した薬や、敵を病気にさせたり弱らせたりする薬、吠えて忍者の存在を知らせる
犬を静かにさせる薬もあります。 

甲賀市くすり学習館では、少額の参加費で、忍者がエネルギーを補給するために食べたとされる忍
者の携帯食「兵糧丸」を作る体験ができます。この体験は年齢を問わずどなたでも参加可能ですが、
事前予約が必要です。詳細については、甲賀流リアル忍者館の観光インフォメーションセンターや、甲
賀市くすり学習館にお問い合わせください。 
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開館時間︓9:30〜17:00 
休館日︓月曜日（祝日・振替休日の場合は翌日）、年末年始（12 月 29 日〜1 月 3 日） 
入館料︓無料 
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001-007 
滋賀県甲賀市 

【タイトル】 甲賀流リアル忍者館 
【想定媒体】 パンフレット 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

榻顡孲洡䑜縖꺉 
榻顡孲䧗氳佭鲤娡㎁凶市顡⹁㎁佭仼儗⹿创车䷓⵲⮕僗⮷◇㎁㳄

氳榻顡䑜縖նⷧ⺒┕榻顡┚⚊顡凶注黨氳└ꄆ⹁重鼨㏐⵲┉波佭仼儗╈┪篕12-16
┪篕舘鲤创䑜縖孨ⲁ氳劭䑐㏐䅠ն 

㶽留㏇孲车乄⴬յ㨦⛮♔⹖庵槇յ榾䏆璡荔儛⛼⿁╈䑜縖逈㖆鵲䡗┉骱랫荈逸兠յ鲤
╲飃几氳⯌㲙䎬霅颦⺸┪槡⛙鲹◙䬞簃䏢䏢䇜┘固漶ն鲤䇗全溿狓縖┚ⷧ⺒㰣㳄䄖鵄峀
䭖䋯▽榻顡䑜縖氳洡㲓ꪫ靏ն榻顡孲洡䑜縖꺉┘⛙㵒㛚⚩䲭浔䑜縖鲹┉╋㳫氳乄⴬⚩簊
█䣹庌浔榻顡亹崅ꠅ䢓氳鉉荈ն 

䑜縖氳╚金纡顊佭╙⪭꥛╚個╈䮣꥘䗯䥊ն䑜縖氳䤗荔䑜儛嫱ꄆ꣰熺车ⲁ┚鲡榫
⺨眷榟柳瓀樋꧎金☳┯縖㚷䧏╦氳⛮ⱱյ䷨䪇氳䓙簟┚䡟樋䓙縓耇ⱱն 

榻顡孲洡䑜縖꺉阻僗◎ⲁ㷤鈾岑⪍鉯冫䑜儛㷤炐㲋╬䑜縖骱♷氳湳陃┚䤗耇ն⺨䇗
륊夀⹇鈸縖齉耇鵠鲋⛮뀰孨ⲁえꁻ舅䄕氳⫂㏇䑜縖ն 

꺉⫂氳陣篱䇗辑狰⭴⼑朆▽榻顡䑜縖ⷧ⺒┕氳ꄆ金再♭♔⹖䑜縖㏇鰑⛪仼儗蜷⺳ⷧ
⺒几擻鲋爊╈䢦⹠䨅氳⪩꜄⛼榫ն⪭☽㷤鈾⮟☮篸▽䑜縖㏇儗㏐槴┖氳乄⴬⚩簊奃㞝☽
♜㏇䋧鵲金㖢亡ꪫ氳┥Ꝛ♔⹖╋㳫氳蔈蕇湳陃ն 

榻顡孲洡䑜縖꺉鲸佭䑜縖注⪩溿狓氳╈䑐꺉⫂ꡱ⮜浔䭖炐䑜縖洡㲓ꪫ靏氳ⷧ⺒乄昦ն
䄄⛼几⼥⺎╙⹇鈸縖☮篸儗㏐⪭☽䑜縖注⪩俍憠ն꺉⫂鲸䬠❠舅车鯲燃顨僜ⱷ亡➘㲙几
⯥䏢粮鲾氳㏐亡䫓碠ն炕⿁渊⮟⭴す╋㳫拇劫氳䑜縖╚겗ら⿁♔⹖榻顡⼽鱦㏐⵲氳攑◲ն 
 
䋯꺉笑ꠑ10:0016:00֐ 
ꠊ꺉仼⼽┉㞝鷕荣⡾仼յ辍⚔仼걹䋞յ⩕份科⡾僿ꠑ12 僖 29 仼1֐ 僖 3 仼 
ꠅ烨⩦顠 
 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜繁体字＞ 
 

榻鞦孳洡䑝縖귈 
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塽⺒┕榻鞦艃⚊鞦☬注龪氳└ꄆ窱重鼨㏑ⶆ┉波佭仼儗煉┪硕12-16 ┪硕舘
鲥♏䑝縖孨Ⳃ氳劭䑐㏑䅸縡ր榻鞦孳ց䧘氳➘佭鲥娡㎜☬市鞦窱ր㎜ց佭仼儗結♏车
䷓ⶆⱁ僘禁亥ր㎜邖ց氳榻鞦䑝縖 

㏇⺸杷鮘示氳孳车乄ⴭ贏냉♓⹗庶樔꧆䏆璢諠轱獲⿁煉䑝縖鵡䅻佭┉骰랫荈遫
兠鲥╲飃☕氳⯌遫䎬霆⛙⪭酒鵞◚䬟筑┾┘嶗澭鲥䇗✿溿狔縖艃塽⺒逖邖鵅廍䭗ꝧ
▽榻鞦䑝縖氳洡酒ꪫ靏榻鞦孳洡䑝縖귈㶩罗靷蜸㵴㛛⥉䲮䑝縖乄ⴭ⥉礶⽰榻鞦亹鷝ꝛ䢒
氳ꄆ♴ 

䑝縖氳╚釒绹鞊佭憡꥜╚個煉䮤꥙䗰㕕䑝縖氳䤗諠ր䑝轱ց嫱ꄆ꤬熺车Ⳃ艃鷠榫⺨걊
榟这瓁樋䢦♓釒姳䐍哆縖⤕䧐╦氳냉ⱱ䷨䪇氳䓙禵艃䢇樋䓙縓耈ⱱ 

榻鞦孳洡䑝縖귈⪐錄僘⺨걊◎Ⳃ㷤鈮岒⪌鉮冫䑝轱㷤炑遝紶䑝縖骰♸氳湳閂艃䤗
耈⺨䇗룺㷻⹉鈶縖齉耈鵂鷪냉꿨孨Ⳃㄌꁼ舅䄕氳ր⪐㏇䑝縖ց 

귈⪐氳鎌碸䇗辑杯▽榻鞦䑝縖塽⺒┕氳ꄆ釒◄♭♓⹗䑝縖㏇魋⛪仼儗╚釒塽⺒☕
擻鷪煉䢦氪䭙氳꟯ꐷ獲榫⪭☾㷤鈮⯞☮磇▽䑝縖㏇樧㏑槴┖氳乄ⴭ⥉礶奄㞞☾⠟㏇
䋧鵳釒㖢亡ꪫ氳㵬ꝏ♓⹗雧邽氳蔉諵湳閂 

榻鞦孳洡䑝縖귈麅佭䑝縖注꟯溿狔氳煉䑐귈⪐ꢷ⮛蜸䭗炑䑝縖洡酒ꪫ靏氳塽⺒乄暶
䄄獲☕⿦絢憡鷝遫☮磇樧㏑⪭☾䑝縖氳注꟯俍럅㞞冽䘶⮽催鸞㏑亡䫔碠絢♓㏇鵞遵燃
⠺舅车髪煱⿁䈙⪐⯞僘⺨牊䑝縖╚갭り⿁♓⹗榻鞦⼾麕㏑ⶆ氳攒榣示耗 
 
ꝧ귈侈ꝴ10:0016:00֐ 
ꝥ귈仼鶝┉㞞鷖疒⡾仼適⚔仼ꯂ䋟⩕份䷒⡾僿ꝴ12 僖 29 仼1֐ 僖 3 仼 
ꝛ烩⩦鞞 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
 

甲賀流リアル忍者館 
甲賀流とは、近江国（現在の滋賀県、ここの「国」とは古代日本の⾏政区画、いまの「国家」とは

異なる）の甲賀忍者を指します。歴史的に、甲賀と伊賀（現在隣接する三重県の⻄部）の地域
は、日本中世（紀元 12-16 世紀）から近代にかけて忍者の活動の中⼼地でした。 

ポップカルチャーやメディア、漫画や映画などの芸術作品によって、忍者は⿊装束をまとった超⼈的
な暗殺者として世界に紹介されていますが、こういったイメージは多くの場合誤っています。近年、研究
者や歴史家が甲賀忍者の本来の姿を明らかにしてきました。甲賀流リアル忍者館は、この豊かな伝
統を伝えると同時に、甲賀観光の玄関口としての役割も果たしています。 

忍者の主な役割は、依頼者のために⼈目を忍んで情報を集めることでした。忍術は、隠密⾏動や
生存戦術に重点を置いており、⾝体的な耐久⼒、頭の回転の速さ、戦略的思考が求められました。 

甲賀流リアル忍者館では、忍術に関する理解を深め、忍者を定義する知識やスキルなどを紹介す
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るインタラクティブな展⽰を⾏っています。来館者は年齢を問わず、体験型のアクティビティを通じて内な
る忍者に触れることができます。 

詳しい年表では、甲賀忍者の歴史における主要な出来事や、彼らが日本の主要な歴史的⼈物を
⽀える上で果たした重要な役割を浮き彫りにしています。他の展⽰では、砦の建築における忍者の専
門知識や薬草に関する広範な知識など、地域における忍者の伝統を詳しく紹介しています。 

甲賀流リアル忍者館は、忍者研究の拠点でもあり、忍者の真の姿を探るための情報を提供する歴
史的文書が展⽰されています。スタッフが地域にある他の忍者関連の観光スポットを案内してくれた
り、さらに遠出したい⼈にはレンタサイクルの貸し出しも⾏っています。⼟産処では、忍者関連の商品や
甲賀周辺地域の特産品を豊富に取り揃えています。 
 
開館時間︓10:00〜16:00 
休館日︓月曜日（祝日・振替休日の場合は翌日）、年末年始（12 月 29 日〜1 月 3 日） 
入館料︓無料 
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001-008 
滋賀県甲賀市 

【タイトル】 信楽の狸の置物 
【想定媒体】 パンフレット 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

⟔╵氳旋昡矶♭ 
丘氬䇗♔全⟔╵懱♔⪭⶛飉氳⿁顏縡◸僗沸鎺ն⟔╵佭仼儗⪠㛻⹿猗╯┉⯆ꢾ

⚩簊⺎鴒角舘 800 拇䇗⯥ն 
2004 䇗⟔╵槅┚⪭☽ 4 ╄舅媪⛮⺭䇜䡗环榻顡䄬ն㏇鲹ꄅꢝ▽䑜縖⩕碜全阼縖

鲸⚢洇⮽阵拇旋昡█燢旋㏇仼儗逈鈼╙耇阦榟䙬⪪䇜䅠全㞑鲡⽰顉鲡氳⺮烤擻鵲㑔
氳逸깳矶♭ն伺媪笑创(1868-1912)⟔╵氳ꢾ荔㳄諱⸊ꉸ鵲榟⶚䇗┘陣ꉸꮠ䙬⺱ꚗ
꺙埠⮡⛼▽旋昡矶♭ն1951 䇗佫⽰㛿永(1901-1989)塜䌋阼ꠋ⟔╵几♜媯鵎矶⭴旋昡⥽
全埢鲜☽ն舅塝♔⺵㛻㛻㵸㵸氳旋昡矶♭鵄峀䡗╙仼儗氳剝䑪䓪◲⿁⪭╈僄蜷⺳氳㶩佭
㜍䢎习瑓յ䣆䧏鿯㚣氳⪚注籃颯旋昡ն縡㏇榻顡䄬榗舘鲸耇洇⮽逸䣹䡗䑜縖氳旋昡鵲
㑔ն 

⟔╵旋昡琷㳋⺎䫧䄖䡗╙岑⹨仼儗妩⚜ㄎ撕氳⺮烤擻ն㏇仼陪ꄅ旋㰅┚飃飉
☽几氳⹠ꮠ注⺱㍕塝阵拇渊╚⚢㏇渊ꛐ䡝궆꺉ꠅ⹾科糌旋昡矶♭炭姳榟䙬⪪ն 

⟔╵懱⿁眷竴拇鲸ⴎ䦮ꢾ粝յ蓞鷺鲤䇗全⹒亍㘍▽궆յ菋沘յ楂滁⽰逸깳矶
♭璡◲⿁ն 
 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
＜繁体字＞ 
 

⟔嗞氳靑靝䵅♭ 
䇭氬䇗♓✿⟔嗞揎♓⪭⶛飉氳⿁韭縡爛僘沸闌骰憡ր仼儗⪠㛻結獟ց╯┉氳⟔嗞

⪭邯ꢾ⥉礶絢鴓巅舘 800 術䇗私 
2004 䇗⟔嗞槅㏇艃⪭☾ 4 ⠕舅媪냉⺭✡䏴䡗环榻鞦䄬㏇鵞遵ꢝ▽䑝縖⩕碜鷝

遫麅働洇⮽錊術靑靝▉牒靑㏇仼儗逈釲憡耈阁榟䙬艅┾䅸✿㞒鷠⽰靸鷠氳⺮烤擻鵳
㑔氳遫굟䵅♭⮽▽伺媪侈♏1868-1912⟔嗞氳ꢾ諠邖諲⸊ꉸ鵳榟⶚䇗┘鎌ꉸ
ꮠ䙬⺱րꖺց꺙埡Ⱚ獲▽靑靝䵅♭佫⽰㛿永1901-1989㏇ 1951 䇗侈塜䌋鋽ゖ⟔嗞
☕⠟媰鵏䵅示靑靝⥾塚鲝☾䐍塞㛻㛻㵸㵸氳靑靝䵅♭鵅廍䡗憡仼儗♏辑榣⿁╯┉⪭煉
蜸經佭꯽䢎习瑔䣆䧐鿰㚧氳ր⪛注稫ց靑靝縡㏇榻鞦䄬榘舘麅耈洇⮽遫䣺䡗䑝縖
氳靑靝鵳㑔 
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⟔嗞靑靝琸部絢䫨佭岒紳仼儗妩浑ㄎ䚂氳⺮烤擻㍕憡㏇仼鏥煉ր靑ց迗艃ր飃飉
☾☕ց氪ꮠ注⺱錊術䈙╚働㏇䈙ꌤ䡝궇귈ꝛ⹾䷒糌靑靝䵅♭炭姳榟䙬艅 

⟔嗞揎⿁걊竵術⥉礶┕僘ꢾ粞蓟鷻㉻鲥䇗✿⹒于㘍▽⥾佭궇菌沙楃濭⽰
遫굟䵅♭ 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
 
信楽の狸の置物 

信楽焼はその品質の高さから、何世紀にもわたって高く評価されてきました。信楽は、日本の六古
窯の一つとして知られる、800 年以上前から陶器づくりが⾏われてきた地域です。 

2004 年に信楽町は他の 4 つの自治体と合併して甲賀市となりました。甲賀市を訪れると、忍者
のモチーフと並んで、たくさんの狸（商売繁盛や開運、⾦運向上の縁起物）の置物を目にします。明
治時代（1868-1912）、信楽の陶⼯、藤原銕造（生没年不詳）が最初に狸を作り、1951 年
信楽に⾏倖された昭和天皇（1901–1989）を沿道に置かれたこの狸の置物で歓迎して以来、⼤
きさ様々な狸の置物は日本を代表する名産品となりました。最もよく知られているバージョンは、笠をか
ぶり、徳利を持った「⼋相縁起」と呼ばれる狸ですが、甲賀市では忍者に扮した狸も⾒られます。 

信楽の狸はその朗らかな表情から、縁起物として⼈気があります。日本語のなかで、「たぬき」という
⾔葉は「他抜き」（他を抜く）と発⾳が同じため、多くの経営者が商売繁盛を願って、店やレストラン
の入り口に狸を置いています。 

信楽焼には壺、茶道具、そして近年では食器や植木鉢、タイル、その他の装飾⽤の置物などがあり
ます。 
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001-009 
滋賀県甲賀市 

【タイトル】 甲賀市のマスコットキャラクター 
【想定媒体】 パンフレット 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

榻顡䄬氳⺮烤擻 
仼儗阵拇㒮ꜝ齉僗䥵䎎㏐亡亹崅㛻✳氳⺮烤擻榻顡䄬㶩僗┼⛤˒˒䑜縖ⶼꠅ⽰

 Ponpoko chan袖袖ꀮն؆׶ה׆װ؆װ
䑜縖ⶼꠅ氳鵲㑔⥽┉겖㎐射깴席氳眦睧⪭阻阞愓䚊嶏舅䎎㏐⭴◲氳랫眦ն框骱浔랫

荈䑜縖僜䣆䧏䣆ꄅ⯬䑜縖괎ꜭն袖袖ꀮ佭┉⺆䇗䇧氳旋昡█燢旋㏇仼儗逈鈼╙耇
阦榟䙬⪪䇜䅠全㞑鲡⽰顉鲡氳⺮烤擻创辑 2004 䇗䇜⪍榻顡䄬氳⟔╵槅ն⟔╵舅⹿♔
全㶩♔⯆ꢾ⹿ꜝ縡ꠘ⺳袖袖ꀮ█⛮朆▽鲹┉ꢾ荔⚩䤕ն䎎㏐⭴◲氳ꢾ楂旋昡矶♭霅䏣⺮
烤┚竴蔻岑⹨几♜ㄎ撕ն袖袖ꀮ氳缹查┕⫞浔哧╵㰅㳞䣚浔䄹僷夷⛤全阼縖齉
耇◸⹨亹爊氳紇㞑烔䛄ն 

㏇榻顡䄬⺨㚲齉耇洇⮽䑜縖ⶼꠅ⽰袖袖ꀮ氳䎬霅鲹┼╄☆⮊氳⶯鵠鉉荈鲸⚢㏇䎎㏐
孨ⲁ╈朆骱ն 
 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜繁体字＞ 
 

榻鞦䄬氳⺮烤擻 
仼儗錊術㒮꒰齉僘䳸樧ր亹鷝㛻✳ց氳⺮烤擻榻鞦䄬㶩僘⪔⛤˒˒䑝縖载ꝛ⽰װ؆װ

 Ponpoko chan袗袗ꂶ؆׶ה׆
䑝縖载ꝛ氳鵳㑔⥾┉갤㎨弞굜幥氳眧睨⪭錄銷ꩯ䚋嶏舅樧㏑示榣氳랫眧逬骰蜸랫

荈䑝縖僜䣆䧐䣆運ⱕ䑝縖괋ꔙ袗袗ꂶ佭┉ꥃ䇗䇧氳靑靝▉牒靑㏇仼儗逈釲憡耈
阁榟䙬艅┾䅸✿㞒鷠⽰靸鷠氳⺮烤擻♏辑 2004 䇗✡⪌榻鞦䄬氳⟔嗞槅⟔嗞舅結♓
✿㶩♓邯ꢾ結꒰縡组經袗袗ꂶ▉냉杯▽鵞┉ꢾ諠⥉䤖樧㏑示榣氳ꢾ楃靑靝䵅♭霆䐹⺮
烤艃竵唽䏭紳塚鲝袗袗ꂶ缺㯹┕㴵蜸ր楽ց嗞迗邰鋖蜸䄹僸夷⛤鷝遫齉耈爛紳亹
氳紈㞒烔갾 

㏇榻鞦䄬⮽谊齉耈洇⮽䑝縖载ꝛ⽰袗袗ꂶ氳䎬霆鵞⪔⠕鈒⮊氳⶯鵡鉈荈麅働杯骰
亥㏇㏑氳孨Ⳃ煉 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
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甲賀市のマスコットキャラクター 
日本の多くの市町村には、地域の観光⼤使として活躍するマスコットキャラクターがいます。甲賀市

には「にんじゃえもん」と「ぽんぽこちゃん」という 2 つのマスコットキャラクターがいます。 
にんじゃえもんは、地元産の⿊⽶をイメージした、ふっくらとした⽶粒のような形をしています。⿊い忍

者装束を⾝にまとい、⼿には⼿裏剣を持っています。ぽんぽこちゃんは、2004 年に甲賀市の一部とな
った信楽町を PR する子タヌキ（商売繁盛や開運、⾦運向上の縁起物）です。信楽は古くから焼き
物の町として知られ、ぽんぽこちゃんもその焼き物の伝統を反映しています。この町で作られるたぬきの
置物は、幸運と繁栄のシンボルとして⼈気があります。ぽんぽこちゃんのおなかには「楽」の字が書かれ
ており、訪れる⼈々が楽しい時間を過ごせるようにという願いが込められています。 

甲賀市のあちこちに「にんじゃえもん」と「ぽんぽこちゃん」の絵が飾られており、親しみやすい着ぐるみ
のキャラクターたちは、地元のイベントにも登場します。 
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001-010 
滋賀県甲賀市 

【タイトル】 忍者とは 
【想定媒体】 パンフレット 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

☜╫佭䑜縖 
鲋⸼䑜縖⮇╙┼眷┉眷佭ꡗ䑜☽♜╚金顆顊㏇個㚲䡟习⽰弍⚒⺁┉眷佭ꡖ

䑜☽♜⚵逸䡗⦩医յら几յ轵㜍荔几璡骱♷䫙鲤泘剝䇜䮣꥘䗯䥊նꡖ䑜⚢㏇┉╄㏐⵲
Ꝛ僿⢦槴鵠鲋┚䎎㏐㷉妩䋧环⹘㞑⪩硍全鱳䡗泘氳ն┼眷䑜縖齉꧎꣰熺车ⲁ䡝䑒걺鲡榫
⺨眷榟柳瓀樋䣉耇㱮䡗♳ⱷ㍕塝☽♜ⱷ䑒㚷䧏╦氳⛮ⱱյ䷨䪇氳䓙簟┚䡟樋䓙縓耇ⱱն 

┚仼儗㛻拇丘㏐⵲注奃䎎笑榻顡㏐⵲㏇㏐㓊媪杼亡ꪫ겆╙攑墥ն鲹ꄅ氳㏐亡㛻⺳㛻
겅╚ⲡⱱ訅䍐炙⵲♔轑籃┚㏐籃⪩硍╙篨䅠篾沾㲓车舅媪┚꥘⛮舅ⶼ♔塝簟䧏㏐⵲
牔㲋ꡕ塛⶝┉䍠儹㽢颯ն榻顡䑜縖⭡同┥┯䤗耇❰刧䷣⫠ⲁ⺸陁⚽⪭䍐憠⹠ⲁ狰逊
䇜䬠❠䡟樋䋧阫ն☽♜氳⛼榫舘⪩ꄆ金⪭车ⲁ䏢䏢耇⬀㲋䡟䏕氳羿顆┚꥛╚氳⽝鲡ն 

榻顡䑜縖氳纡顊█꣮浔笑创⹠㷤縡┘亇庌⹩ն㏇䡟▞겐⹠氳仼儗䡟㎁笑创(1467-1568)
☽♜╚金⹇┚䡟习յ䗯䥊䮣꥘┚䡟樋鈺⮕縡㏇注㵒⽰䇖氳娡䢓笑创(1603-1867)┉◙榻
顡䑜縖⮟鲽⪍╈㜆䡝㏐亡䷓䈢♳纡䥵♳䥉ⶼյ㱥ⶼ⹖宿ꡕ閜㚷璡纡ⱷն 

⮽阼榻顡笑┘㟸岑䈲䫓碠┉┖䑜縖氳┪槡▽鉯䑜儛յ䑜♔⹖䑜縖㏇仼儗ⷧ⺒╈䢦
⹠䨅氳ꄆ金⛼榫ն 
 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜繁体字＞ 
 

☜띷佭䑝縖 
䑝縖㏇鷪⸼⮈憡⪔걊րꢱ䑝ց⽰ր꣊䑝ց私縖╚釒靷鞊㏇個谊䢇녺⽰弋⚒䏴縖⯞

病遫䡗⦩➉り鞄⽰轵꯽諠☕璢骰♸䫚鲥泘嘆┾䮤꥙䗰㕕꣊䑝働㏇┉⠕㏑ⶆꝏ僿當槴
鵂鷪艃㏇㏑㷉妩䋧环⹘㞒꟯➡✿鷾䡗泘氳┘鑝佭ꢱ䑝䡝縖꣊䑝齉ꧏ꤬熺车Ⳃ䡝䑒ꯄ鷠
榫⺨牊榟这瓁樋✿適䡗♴ⳉ䢦♓☾⠟ꧏ釒⤕䧐╦氳냉ⱱ䷨䪇氳䓙禵艃䢇樋䓙縓耈ⱱ 

樧侈┘⺱亥仼儗㛻術丨㏑ⶆ榻鞦㏇㏑ⶆ媪杼亡ꪫ奄鬴攒墤鵞遵氳㏑亡㛻經㛻ꯝ
╚ⳛⱱ訆䍐炙ⶆ♓轑稫艃㏑稫꟯➡憡硷䅸磶沾酒车舅媪艃꥙냉舅载♓塞禵䧐㏑ⶆ犹
遝ꡕ塛ㄲ┉䍛垷㽣榻鞦䑝縖䝬課㵬哆䤗耈⣑刨丠髭Ⳃ⺸鍑⚽⪭䍐럅氪Ⳃ狱醯┾
䬠❠䢇樋䋧閲㍕塞⪭车Ⳃ舘꟯ꄆ釒榘舘䏢䏢耈婋遝䢇䏕氳Ⳑ靷艃꥜╚氳⽝鷠 
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榻鞦䑝縖氳绹鞊働ꤚ侈♏氪㷤縡┘亝庌闭㏇䢇▶갓氪氳仼儗䢇㎜侈♏1467-1568
榻鞦䑝縖╚釒⹉艃䢇녺䗰㕕䮤꥙艃䢇樋釨ⱁ⮽▽注㵴⽰䇖氳娡䢒侈♏1603-1867
☾⠟煉僘◚☕⯞鶡⪌煉㜇䡝㏑亡䷓䈢♴绹䳸♴闀载逷载⹗宿ꡕ閝⤕璢绹ⳉ 

⮽榻鞦鷝曻┘㟹菌◚侈ꝴ岒⪌䫔碠䑝縖氳┪槡▽鉮䑝轱䑝♓⹗䑝縖㏇仼儗塽⺒
煉氳ꄆ釒䙬紶 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
 

忍者とは 
忍者には、闇に紛れて戦いや潜入を⾏う「陰忍」と、僧侶や商⼈、⼤道芸⼈などに変装してターゲ

ットと関わり、情報を収集する「陽忍」という 2 種類がいました。陽忍は、⻑期にわたってその地域に滞
在し、地域住⺠と親しくなることで目的を達成しました。彼らは⾝体的な持久⼒、頭の回転の速さ、
戦略的思考を必要とする、さまざまな隠密⾏動や生存戦術を取り入れていました。 

甲賀は当時としては珍しく、他の多くの地域とは異なり、⼤名の権⼒が弱い地域でした。その代わり
に、地域住⺠が⾎縁や地縁に基づいて集団を組織し、自律的な統治と集団的な自衛を実践するこ
とで安定を維持し、⽀配的な権⼒の台頭を防いでいました。甲賀忍者は、その専門知識を駆使して
敵の動きを調べ、弱点を⾒極め、奇襲を仕掛け、戦略的な助⾔を与えました。彼らの役割は非常に
重要で、その活動がしばしば戦いの結果や主君の運命を左右することがありました。 

甲賀忍者の役割は時代とともに進化しました。広範囲で武⼒紛争が繰り広げられていた戦国時代
（1467-1568）、彼らは主に戦や情報収集、戦略⽴案に従事していました。⽐較的平和な江⼾
時代（1603-1867）には、一部の甲賀忍者が中央や地方の官職を得て、護衛や警護、沿岸防
衛の⾒張り役などを務めました。 

ぜひ甲賀市を訪れて、忍者の世界を深く知り、忍術や忍具、歴史における忍者の重要性について
学びましょう。  
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001-011 
滋賀県甲賀市 

【タイトル】 甲賀忍者の歴史 
【想定媒体】 パンフレット 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

榻顡䑜縖氳ⷧ⺒ 
榻顡䑜縖㚷㐍ꮏ┘㷎氳瞿烖┚飃╲䅻几氳䑜縨ⱱ灵◇✳⽝ⷌ┘姳╄几蔻縍ն㶽留

☽♜┚仼儗┉◙僄蜷⺳氳ⷧ⺒几擻僗䢦⪩纭ⷌ㡏篳⟊䧏⛦隀꣰◇䆠⺵ն 
 
颯嶏⚩陱 

榻顡䑜縖氳洡塜颯嶏䄖仰☳縓阾⛙僗⚩陱燢┚㏀䐼择查(574-622)僗⪩☽佭㵒仼儗
乄⴬⹠㷤顈昦⶛蜷氳ꄆ金几擻ն䩺⚩☽骱鱦僗┉⛤全舅榻顡յ⺳╙㛻⛂篱几榟⶚䇗┘
陣氳❊☳塝几䦦僗냖飃氳ꠑ隊䤗耇逈燢╙䑪耇➘ն䩺陱㍕仼陪╈䑪耇➘┚
䑜(shinobi)⺱ꮠ䣉僗▽䑜縖┉陊ն 
 
仼儗䡟㎁笑创(1467-1568) 

䎎笑氳榻顡㏐⵲┚仼儗㛻拇丘㏐亡┘⺱榺◇㛻⺳㛻겅╚氳ⲡⱱ訅䍐榻顡䇜儔㚲
◇塡㚖ꡙ篒氳簊媪╯┖ն䎎㏐炙⵲♔轑籃⽰㏐籃⪩硍╙篨䅠篾沾㲓车㏐亡舅媪ն 

僄篳鲹◙纭沾䋯㡏㏇丞╄榻顡㏐⵲㷤䋯⺭⛼䡗环▽⺳╙榻顡鼞╈䘣 䘣ꮠ
⺱䔅氳舅媪篯篲ն院篯篲⹖⪭꥘⛮ꡕ䐒瓀樋㵒簟䧏㏐⵲牔㲋յꡕ塛⶝┉䍠儹㽢颯縡銨
舘⪩ꄆ金ն⪭☽㏐⵲氳塡㵨⚢꥛✇榻顡䑜縖❤ꪣ☽♜⶛飉氳䗯䥊䮣꥘耇ⱱ颉䐂䡟䏕ն 
 
꺙埠ꄆ㛻䡟䏕1487 䇗 

1487 䇗㲝槅䆠䈢(1336-1573)㵨⫠餉⮵╬㶉(1465-1489)⭴⪬䷍䣒鲤娡㎁凶市顡⹁
㎁佭仼儗⹿创车䷓⵲⮕僗⮷◇㎁㳄氳⪠鉉㳄仍겅㏐ն榻顡䑜縖꥘篾㏇⪠鉉㳄仍
라┖鲡榫狰逊䡟儛⭵鴚▽㵨⫠氳鼨꠼ն⪭╈ 21 ╄㳄仍⪦⺱⹠ⲁ▽┉埠粮╙㛻羑氳㛥逊
⭵⚮▽餉⮵╬㶉ն篺塝┉䏕榻顡䑜縖技⺳鲾䣵⹇┚塝䡟氳䑜縖㳄仍█㚷⹨㵯㼶ն 
 
┚䎎儹几擻氳㳢⮊纭硍 

榻顡䑜縖█傾篺䷞灵◇䋯鰰仼儗簊┉╯饟氳┉创凒꥓篲榹⟔Ꝛ(1534-1582)ն篲榹⟔Ꝛ
㏇◺齉儗耇㵔╯⹩╈鹀⮽㳄臺伺保⩞熔(1528-1582)羜⹮狰逊縡䙬㛚墴⽝⺵☽氳⺁┉
⛤㳄臺䐼䃷㳄䉔(1543-1616)㏇鲮㍑⪭⛤◇⫆㽃凶撕湳⹁╈鼨氳⫆㽃䄬氳䩺憠鵎╈傾篺
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┉䈲⹨ꡢն䎎䐼䃷㳄䉔鵎䏧榻顡笑榻顡䑜縖╙☽䬠❠⛩检䇜塑♔䇽䥉榺塝塑䍠▽┚䐼䃷
㳄仍氳⪩硍ն㏇⺵簘氳拇埠䡟䏕╈榻顡䑜縖㷴埠䭤Ⲃ䐼䃷㳄䉔波舘☽僄篳䡗╙䆠䈢㵨
⫠ն 
 
娡䢓笑创(1603-1867) 

1603 䇗䐼䃷㳄䉔簊┉仼儗䡗╙䆠䈢㵨⫠䇜㲋齉娡䢓凶┱◺䋯⻪▽⽰䇖笑创ն
⫡┯鲽塠䬠냖▽榟◲ⱱ◬鵠粠簇氳䷊ヤ即鲽▽⪓㎁簊┉䄬㏜氳⹠㷤ն鲹◙⹩⴬塑╯ら┯
氳䣲䌫䫠ⲁ▽仼儗⺨㏐氳篺宁┚炙⚢氳竴蔻ն┉◙榻顡䑜縖鲽⪍╈㜆䡝㏐亡䷓䈢♳纡䥵
♳䥉ⶼյ㱥ⶼ⹖宿ꡕ閜㚷璡纡ⱷն 

䘶▽鉯粮拇榻顡䑜縖氳⚩㜦⺎⯥䏢榻顡孲洡䑜縖꺉┉䫓狓珔ն 
 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜繁体字＞ 
 

榻鞦䑝縖氳塽⺒ 
榻鞦䑝縖艃仼儗┉◚蜸經氳塽⺒☕擻僘䢦꟯绤ⷙ㡐磚⟋䧐⛧鐩꤬亥䆡䏴☾⠟㷤

杯▽㔌꭛┘㷎氳矀烖艃飃╲䅻☕氳䑝縨ⱱ䑾亥✳⽝ⷙ┘姳⠕☕唽縎 
 
嶏⥉鐁 

榻鞦䑝縖氳洡塜嶏䄖扝䐍縓镜⛙僘⥉鐁牒艃㵴仼儗乄ⴭ氪㷤靹暶⶛蜸氳纳䐼㜁
㯹574-622僘꟯䴆⥉☾骰麕僘┉⛤✿舅榻鞦經憡㛻⛂碸☕榟⶚䇗┘鎌氳❋䐍
塞☕䳕僘냖飃氳ꝴ鑩䤗耈逈牒憡ր䑪耈➘ց䴆鐁㍕仼鏥煉ր䑪耈➘ց艃ր䑝ցshinobi
⺱ꮠ䣉僘▽ր䑝縖ց┉鍢 
 
仼儗䢇㎜侈♏1467-1568 

樧侈氳榻鞦㏑ⶆ㛻經㛻ꯝ╚氳ⳛⱱ訆䍐┾儔谊亥塡㚖꣬碎氳礶媪╯┖樧㏑炙ⶆ
♓轑稫⽰㏑稫꟯➡憡硷䅸磶沾酒车㏑亡舅媪鵞럅艃仼儗㛻術丨㏑亡齉䏭┘┉嘚 

䏴✿鵞◚绤沾ꝧ㡐㏇丞⠕榻鞦㏑ⶆ㷤ꝧ⺭獲䡗环▽舅媪磞笞ր榻鞦鼞煉䘣ց䘣
ꮠ⺱ր竭ց鵞⠕磞笞⹗⪭꥙냉ꡕ煞瓁樋㵴禵䧐㏑ⶆ犹遝ꡕ塛ㄲ┉䍛垷㽣舘꟯ꄆ釒
⪭☾㏑ⶆ氳塡㵫働꥜⤽榻鞦䑝縖❤ꪤ☾⠟⶛飉氳䗰㕕䮤꥙耈ⱱ頭䐂䢇䏕 
 
꺙埡ꄆ㛻䢇䏕1487 䇗 

1487 䇗遯槅䆡䈢1336-1573㵫髭餉⮵紶釋1465-1489示⪬䷍䣒鲥娡㎜☬市
鞦窱ր㎜ց佭仼儗結♏车䷓ⶆⱁ僘禁亥ր㎜邖ց氳⪠鉈邖ꯝ㏑榻鞦䑝縖꥙磶㏇⪠鉈
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邖락┖♓狱醯䢇轱䳦鴛▽㵫髭氳鼨꣣⪭煉 21 ⠕邖从⪦⺱氪Ⳃ▽┉埡催憡㛻膛氳㛥醯
䳦⥏▽餉⮵紶釋祺塞┉䏕榻鞦䑝縖绮經鸞䬴⹉艃塞䢇氳䑝縖邖从▉齉⤕紳㵰㼷 
 
艃樧垷☕擻氳邴⮊绤答 

┉♏协꥓笞榹⟔ꝏ1534-1582ꝧꟻ▽仼儗氳礶┉╯饟榻鞦䑝縖▉傾祺䷞䑾亥☾
笞榹⟔ꝏ㏇◺齉氳ր儗耈㵕╯闭ց煉鹁⮽邖臺伺保⩞熕1528-1582羝⹯狱醯縡䙬㛛壌
⽝╯䏴☾氳⺁┉⛤邖臺䐼䃷邖餐1543-1616㏇鲯㍑⪭⛤亥㹮㽄☬䚂湳窱煉鼨氳㹮㽄
䄬氳䴆럅鵏煉┉⾷紳ꡢ樧䐼䃷邖餐祺鷪榻鞦侈榻鞦䑝縖傾祺憡☾䬠❠⛩谊┾ⱶ♓⟋
闀榺塞ⱶ䍛▽艃䐼䃷邖氳꟯➡㏇䏴箛氳術埡䢇䏕煉榻鞦䑝縖㷷埡䭤Ⲃ䐼䃷邖餐波⮽
☾䡗憡䆡䈢㵫髭 
 
娡䢒侈♏1603-1867 

1603 䇗䐼䃷邖餐礶┉仼儗䡗憡䆡䈢㵫髭┾遝齉娡䢒☬典◺ꝧ肚▽⽰䇖侈♏
鱖哆鶡塠䬠냖▽榟榣ⱱ◬鵡䷊ュ催佭➢鶡▽㎜礶┉䄬㕙氳氪㷤鵞◚闭ⴭⱶ┕り哆䴹
䍗䫠Ⳃ▽仼儗⺨㏑氳祺忳艃炙働竵唽㏇塞僿ꝴ┉◚榻鞦䑝縖ꝧ㡐鶡⪌煉㜇䡝㏑亡䷓䈢
♴绹䳸♴闀载逷载⹗宿ꡕ閝⤕璢绹ⳉ 

㞞冽䘶▽鉮催術榻鞦䑝縖氳⥉㜦塚鲝私䏢榻鞦孳洡䑝縖귈┉䫔狔珔 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
 

甲賀忍者の歴史 
甲賀忍者は不屈の精神と忍耐⼒を発揮し、個⼈的な栄光を求めることなく任務に専念しました。

日本の歴史上の有名⼈ともつながりがありますが、表に出ることはありませんでした。 
 
起源にまつわる⾔い伝え 

甲賀忍者の正確な起源は不明ですが、日本文化に多⼤な貢献をした聖徳太子（574-622）
に関連する伝説があります。聖徳太子には、スパイとして優れた⼿腕を発揮し、志能便（「しのび」と
読み、忍者の語源と思われる）と呼ばれていた⼤伴細⼈（生没年不詳）という名の甲賀出⾝の使
⽤⼈がいたと伝えられています。 
 
戦国時代（1467-1568） 

当時の甲賀は日本の他のほとんどの地域とは異なり、地元⼤名の権⼒が弱い地域で、武家階級
の⽀配下には置かれていませんでした。その代わりに、地域住⺠が⾎縁や地縁に基づいて集団を結成
し、地方自治を⾏っていました。 

やがて、これらの集団が甲賀全域で協⼒し合い、「甲賀郡中惣」と呼ばれる自治組織を⽴ち上げま
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した。この組織とその集団的自衛の戦略は、安定を維持し、単一の⽀配者の台頭を防ぐ上で極めて
重要でした。他地域の武将は甲賀忍者を傭兵として雇い、その情報収集能⼒を頼りに戦いに勝利し
ました。 
 
最初の重要な戦い（1487 年） 

室町幕府（1336-1573）の将軍⾜利義尚（1465-1489）は1487年、軍を率いて近江国
（現在の滋賀県、ここの「国」とは古代日本の⾏政区画、いまの「国家」とは異なる）の六角⽒の領
地に侵攻しました。甲賀忍者は六角一族を中⼼に結集し、奇襲戦術で⾜利軍を撃退しました。その
うちの二十一の家が特に⼤胆な夜襲をかけ、義尚に怪我を負わせました。これらの攻撃により、甲賀
忍者は全国的に注目されるようになり、この戦いに参加した忍者の一族は尊敬を集めました。 
 
有⼒者との緊密な関係 

甲賀忍者は、天下統一への道を切り開いた戦国⼤名、織田信⻑（1534-1582）に忠誠を尽く
しました。「本能寺の変」で、信⻑が家臣である明智光秀（1528-1582）の思わぬ裏切りにより、
京都の本能寺で命を落としたのちに、もう一⼈の家臣であった徳川家康（1543-1616）が、彼の
拠点である岡崎（現在の愛知県中部の岡崎市）への帰還を阻まれた際、甲賀を通過する家康に
忍者が宿を提供したことで、徳川家との絆を深めました。その後も甲賀忍者は、家康が将軍になるま
での様々な戦いでたびたび援助しました。 
 
江⼾時代（1603-1867） 

徳川家康が天下統一を果たし、1603 年に江⼾（現在の東京）に都を置き、幕府将軍の位に
つくと、平和な時代が訪れました。農業の進歩により生産性が向上し、交通網の整備が全国的に統
一された市場の発展を促しました。これらの変化に加え、商業の拡⼤が日本全体の経済や社会の発
展を後押ししました。一部の甲賀忍者は中央や地方の藩に召し抱えられ、護衛や警護、沿岸防衛
の⾒張り役などを務めました。 

甲賀忍者の功績については、甲賀流リアル忍者館で詳しく知ることができます。 
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001-012 
滋賀県甲賀市 

【タイトル】 忍者とは 
【想定媒体】 パンフレット 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

☜╫佭䑜縖 
榻顡䑜縖氳鉉荈꣮笑创┘亇庌⹩ն㏇䡟▞겐⹠氳仼儗䡟㎁笑创(1467-1568)☽♜╚金

⹇┚䡟习յ䗯䥊䮣꥘┚䡟樋鈺⮕縡㏇注㵒⽰䇖氳娡䢓笑创(1603-1867)⪭纡耇拇╙䥉ⶼ
┚閜ⶼն 

䑜縖⮇╙┼眷┉眷佭ꡗ䑜☽♜╚金㏇個㚲弍⚒յ䡟习⺁┉眷佭ꡖ䑜☽
♜⚵逸䡗⦩医յら几յ轵㜍荔几璡骱♷䫙鲤泘剝䇜䮣꥘䗯䥊նꡖ䑜⚢㏇┉╄㏐⵲Ꝛ僿⢦
槴鵠鲋┚䎎㏐㷉妩䋧环⹘㞑⪩硍全鱳䡗泘氳ն┼眷䑜縖齉꧎꣰熺车ⲁ䡝䑒걺鲡榫⺨眷榟
柳瓀樋䣉耇㱮䡗♳ⱷ㍕塝☽♜ⱷ䑒㚷䧏╦氳⛮ⱱյ䷨䪇氳䓙簟┚䡟樋䓙縓耇ⱱն 

榻顡䑜縖╙⺨眷꥛╚䷞ⱱ⭡同┥┯䤗耇❰刧䷣⫠ⲁ⺸陁⚽⪭䍐憠⹠ⲁ狰逊䇜䬠
❠䡟樋䋧阫ն☽♜氳⛼榫舘⪩ꄆ金⪭车ⲁ䏢䏢耇⬀㲋䡟䏕氳羿顆┚꥛╚氳⽝鲡ն 

⮽阼榻顡笑┘㟸岑䈲䫓碠┉┖䑜縖氳┪槡▽鉯䑜儛յ䑜♔⹖䑜縖㏇仼儗ⷧ⺒╈䢦
⹠䨅氳ꄆ金⛼榫ն 
 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜繁体字＞ 
 

☜띷佭䑝縖 
榻鞦䑝縖氳鉈荈ꤚ侈♏┘亝庌闭㏇䢇▶갓氪氳仼儗䢇㎜侈♏1467-1568☾⠟╚

釒⹉艃䢇녺䗰㕕䮤꥙艃䢇樋釨ⱁ縡㏇注㵴⽰䇖氳娡䢒侈♏1603-1867䑝縖氳绹耈
術憡闀载艃閝载 

䑝縖⮈憡⪔걊րꢱ䑝ց⽰ր꣊䑝ց私縖╚釒靷鞊㏇個谊弋⚒⽰䢇녺䏴縖⯞病遫䡗
⦩➉り鞄⽰轵꯽諠☕璢骰♸䫚鲥泘嘆┾䮤꥙䗰㕕㍕塞䑒ꯄ㏇┉⠕㏑ⶆꝏ僿當槴鵂鷪
艃㏇㏑㷉妩䋧环⹘㞒꟯➡✿鷾䡗泘氳┘鑝佭ꢱ䑝䡝縖꣊䑝齉ꧏ꤬熺车Ⳃ䡝䑒ꯄ鷠榫⺨
牊榟这瓁樋✿適䡗♴ⳉ䢦♓☾⠟ꧏ釒⤕䧐╦氳냉ⱱ䷨䪇氳䓙禵艃䢇樋䓙縓耈ⱱ 

榻鞦䑝縖䝬課㵬哆䤗耈⣑刨丠髭Ⳃ⺸鍑⚽⪭䍐럅氪Ⳃ狱醯┾䬠❠䢇樋䋧閲☾⠟
憡⺨걊꥜╚䷞ⱱ獲榫舘꟯ꄆ釒⪭车Ⳃ䏢䏢耈婋遝䢇䏕氳Ⳑ靷艃꥜╚氳⽝鷠 

⮽榻鞦鷝曻┘㟹岒⪌䫔碠䑝縖氳┪槡▽鉮䑝轱䑝♓⹗䑝縖㏇仼儗塽⺒煉氳ꄆ釒
䙬紶 
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----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
 

忍者とは 
甲賀忍者の役割は時代とともに進化しました。広範囲で武⼒紛争が繰り広げられていた戦国時代

（1467-1568）、彼らは主に戦、情報収集、戦略⽴案に従事していました。⽐較的平和な江⼾
時代（1603-1867）は、主に護衛や警護などを務めました。 

忍者には、闇に紛れて戦いや潜入を⾏う「陰忍」と、僧侶や商⼈、⼤道芸⼈などに変装してターゲ
ットと関わり、情報を収集する「陽忍」という 2 種類がいました。陽忍は、⻑期にわたってその地域に滞
在し、地域住⺠と親しくなることで目的を達成しました。彼らは⾝体的な持久⼒や機敏さ、頭の回転
の速さ、戦略的思考を必要とする、さまざまな隠密⾏動や生存戦術を取り入れていました。 

さまざまな主君に仕えていた甲賀忍者は、その専門知識を駆使して敵の動きを調べ、弱点を⾒極
め、奇襲を仕掛け、戦略的な助⾔を与えました。彼らの役割は非常に重要で、その活動がしばしば戦
いの結果や主君の運命を左右することがありました。 

ぜひ甲賀市を訪れて、忍者の世界を深く知り、忍術や忍具、歴史における忍者の重要性について
学びましょう。  
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001-013 
滋賀県甲賀市 

【タイトル】 忍者の超常の技「忍術」 
【想定媒体】 パンフレット 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

䑜縖氳簈䤗˒˒䑜儛 
䑜縖氳╚金纡顊佭╙꥛╚䮣꥘䗯䥊☽♜鲡榫拇熨䤗耇㏇┘䌖几嫱泘氳䗯⬅┖䋯㷤

孨ⲁն 
䑜儛妨䑜縖氳䤗荔♔꣰熺车ⲁ┚榟柳瓀樋╙劭䑐金姳☳┯縖㚷䧏╦氳⛮ⱱյ䷨

䪇氳䓙簟┚䡟樋䓙縓耇ⱱն䑜縖ꚑ溿⭴▽䵕㘅յ餠剨յ䒍鵮┦仰技㏐寘姢狪车璡䤗䄇鲸同
ꈶ▽⟤뀰鷺氳萶车⦩㸔⚒⟤뀰縖氳⟤车亡䌋┚湳陃ն㸔⚒鵠鲋㏇㸔ꄅ萶⟤藜䐂保
䜕䳟Ꝛ鲡榫愂⽰蔈蕇瞿鵠㞝⛰⮵榫㏐䎬ն 

䑜縖█佭⚵逸㛻䄳笑䅻䷊⹩舅䄕氳㛚辑ն☽♜⚢允逸䡗⦩医յら几յ轵㜍荔几璡㏇
┚几◬隅氳鲋爊╈㝄⹧僗刻⡬氳䗯䥊ն⛙僄ꄆ金氳佭䑜縖䦦僗㐍ꮏ┘㷎氳瞿烖┚飃╲䅻
几氳䑜縨ⱱ♔⹖㵒✳⽝䑒鱳仰熗㜪昦氳䗯䳩ն 

䘶▽鉯粮拇䑜儛注⪩⫂㳋⺎⯥䏢榻顡孲洡䑜縖꺉䫓碠ն 
 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜繁体字＞ 
 

䑝縖氳磿䤗˒˒䑝轱 
䑝縖氳╚釒绹鞊佭憡꥜╚䮤꥙䗰㕕☾⠟鷠榫術牊䤗耈㏇┘䌖☕嫱泘氳䗰媲┖ꝧ㷤

孨Ⳃ 
䑝縖氳䤗諠➘佭ր䑝轱ց逬♓꤬熺车Ⳃ艃榟这瓁樋憡劭䑐釒姳䐍哆縖⤕䧐╦氳냉

ⱱ䷨䪇氳䓙禵艃䢇樋䓙縓耈ⱱ䑝縖ꙍ溿示䵕撳驳嘻䒎鵯┦扝绮㏑寘姢狫车璢䤗䄇
麅⠺ꗷ⟣꿨鷻氳萷车⦩ր㸔⚒ց⟣꿨縖氳⟣车亡䌋艃湳閂㸔⚒鵂鷪㏇㸔煉萷⟣暢⹦保
䳟ꝏ鷠榫愃⽰蔉諵矀鵡㞞⛰⮵榫㏑䎬 

䑝縖▉侈䅻䷊闭舅䄕氳㛛辑絢钾病遫㛻䅨☾⠟働ㄮ遫䡗⦩➉り☕轵꯽諠☕璢鉈
荈㏇艃☕◬鐸氳鷪煉㝄⹦僘⧎用氳䗰㕕⛙ꄆ釒氳佭䑝縖䳕僘㔌꭛┘㷎氳矀烖飃
╲䅻☕氳䑝縨ⱱ⽰㵴✳⽝䑒鷾扝熗㜪暶氳䗰䳪 

塚鲝⮽榻鞦孳洡䑝縖귈䫔碠催術䑝轱注꟯⪐部 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
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忍者の超常の技「忍術」 
忍者の主な役割は、依頼主のために情報を収集することでした。彼らはさまざまな技を駆使して、

⼈目を引かずに活動を⾏いました。 
忍術（忍者の技）は、隠密⾏動と生存戦略に重きを置き、⾝体的な持久⼒、頭の回転の速さ、

そして戦略的思考を必要としました。彼らは壁を登ったり、木の枝を⾶び越えたり、水の上を素早く静
かに渡る技を生み出しました。また、忍者は「山伏」（修験者）の修⾏や知識を取り入れていました。
山伏は研ぎ澄まされた知的能⼒を持ち、火や薬草の使い方、地形の操り方などに⻑けた、山中で修
⾏する修験道の道者です。 

忍者は変装の達⼈であり、日常的にその姿を変えました。彼らは僧侶、商⼈、⼤道芸⼈などになり
すまし、⼈々と会話を交わしながら貴重な情報を聞き出す名⼈でした。しかし何よりも、忍者は不屈の
精神や忍耐⼒を持ち、無私無欲で任務に⾝を捧げました。 

甲賀流リアル忍者館で、忍術についてさらに学びましょう。  
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001-014 
滋賀県甲賀市 

【タイトル】 観光インフォメーション 
【想定媒体】 パンフレット 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

亹崅⟔䕜 
榻顡陵㏐齉傾佭䑜縖氳孨ⲁ㏜䢦䘶金岑⪍䫓碠䑜縖乄⴬⺎⹇鈸䦦僗丘氬䇗ⷧ⺒յ傾

佭䑜縖纺꥘ら阥䡟儛յ炭焁♳ⱷ䡗Ⱶ氳烖炙█⺎鴲䦫⚩陱╈氳䑜縖阪篮㏐˒˒榻顡└愓
㸔╈氳┉兣䏻塠饟篪颦┉颦鲸⺎㏇榻顡䄬⵴蕇㰣▊꺉▽鉯粮拇䑜縖⯆⛼蔈蕇氳䤗荔ն 

亹崅⟔䕜╈䑐氳䄄⛼几⼥⺎╙⹇鈸縖䬠❠♔┕俍憠♔⹖儗㏐⪭☽䑜縖注⪩俍憠氳䧗䌖ն
꺉⫂鲸䬠❠舅车鯲燃顨僜ⱷ亡➘㲙几⯥䏢粮鲾氳㏐亡䫓碠ն 
 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜繁体字＞ 
 

亹鷝鞴銻 
䘶釒岒⪌䫔碠䑝縖乄ⴭ絢♓私䏢榻鞦⺨㏑䑝縖傾孨驳氳㏑럅⥾佭䳕僘丨氬䇗塽⺒

傾佭䑝縖纻꥙り鋁䢇轱炭煷♴ⳉ䡗Ⱶ氳烖炙䡝縖鹡䳢⥉鐁煉䑝縖氳鋍穓╯㏑˒ ր˒榻鞦
└ꩯ㸔ց氳┉半⢹车饟稘颦┉颦⹒䡝縖⸼榻鞦䄬ꂳ諵逖綗귈▽鉮催術䑝縖邯獲蔉諵氳䤗
諠 

鷝遫僜ⳉ煉䑐氳䄄獲☕⿦絢憡鷝遫䬠❠♓┕俍럅♓⹗樧㏑⪭☾䑝縖注꟯俍럅氳䧘䌖
귈⪐麅耈燃鞫舅车髪亡➘鷝遫私䏢催鸞氳㏑亡䫔碠 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
 

観光インフォメーション 
甲賀の各地にある忍者が活躍していた場所で、忍者文化をさらに掘り下げてみましょう。忍者が作

戦会議を⾏うために集まり、任務の成功を祈願したと⾔われる数世紀の歴史を持つ神社を訪れたり、
忍者が修⾏したとされる三霊山のひとつのハイキングコースを辿ったり、甲賀市くすり学習館で生薬を
作る忍者の技術について詳しく学ぶこともできます。 

インフォメーションセンターのスタッフがこれらのスポットや、その他の忍者に関連する周辺の観光スポッ
トを案内してくれます。さらに遠方まで探索したい方向けに、レンタサイクルに関する情報も提供してい
ます。  
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001-015 
滋賀県甲賀市 

【タイトル】 甲賀流忍者調査団による展⽰ 
【想定媒体】 パンフレット 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

榻顡孲䑜縖隀刧㍙㷤鈾 
㶽留㏇孲车乄⴬յ㨦⛮♔⹖庵槇յ榾䏆璡荔儛⛼⿁╈䑜縖企䄖颦⺸┪槡䇜㖆鵲▽☽

♜䇯╙几湳氳䎬霅⛙鲹◙㵒䑜縖氳䬞簃䏢䏢┚ⷧ⺒洡㲓僗䢦⢏䄑ն 
儗㷤鈾╚金☮篸榻顡孲䑜縖隀刧㍙⹒燢䑜縖䫓㵖縖氳溿狓孨ⲁ┚䡗冽ն隀

刧㍙䡗⼥⹠朆▽㛻ꄈ娡䢓笑创(1603-1867)┕ⶐ⺗氳乄昦䭖炐▽䑜儛⹖䑜縖乄⴬氳亡亡ꪫ
ꪫն鲹◙本顜氳乄昦榺䑜縖㳄仍氳⺵创䖄䑐本誾䇜创创注⚩舘凶ն隀刧㍙☳╈岳俏ⴄ墙⭴
▽榻顡䑜縖氳洡㲓ꪫ靏♔⹖榟孨亡䌋ն榺◇⸊㡏乄♭冓╙耗䍐┘➘⪝䋯㷤⭴儗㷤鈾凭㷤
⭴乄昦㛄⯆⿁ն 
 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜繁体字＞ 
 

榻鞦孳䑝縖鐩刨㎯㷤鈮 
䑝縖㏇孳车乄ⴭ贏냉♓⹗庶樔꧆䏆璢諠轱璢ꯝ㓊䄖颦⺸┪槡┾㖇鵳▽䊸憡☕湳氳

ꪫ靏⛙洡酒塽⺒煉氳䑝縖艃鵞◚獲⿁煉䢦䬟筑氳䎬霆䏢䏢僘┘㵸氳䄐 
儗㷤鈮╚釒☮磇ր榻鞦孳䑝縖鐩刨㎯ց⹒牒ր䑝縖䫔縖ց氳溿狔孨Ⳃ艃䡗冽鐩

刨㎯䡗⿦氪杯▽㛻ꄈ娡䢒侈♏1603-1867┕ⶐ蜘氳乄暶䭗炑▽䑝轱⹗䑝縖乄ⴭ氳亡亡
ꪫꪫ鵞◚本鞕乄暶榺䑝縖邖从氳䏴♏本調♏♏注⥉舘☬鐩刨㎯䐍煉岴俏ⴄ競示▽榻鞦
䑝縖氳洡酒ꪫ靏艃榟孨亡䌋榺亥鵞◚乄♭䇗♏╦鸞哗憡耘䍐┘➘⪞ꝧ㷤示儗㷤鈮㷤
示氳乄暶憡郀邯⿁ 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
 

甲賀流忍者調査団による展⽰ 
ポップカルチャー、メディア、漫画をはじめとする芸術作品や映画を通じて、忍者は世界に向けて発

信され、ポピュラーなイメージが作り上げられてきましたが、そこで描かれる忍者像は、歴史的には正しく
ないことも少なくありません。 

この展⽰では、ニンジャファインダーズとして知られる甲賀流忍者調査団の活動や成果について紹介
しています。調査団員たちは、江⼾時代（1603-1867）前半に作成された忍術や忍者文化のそ
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の他の側⾯にまつわる資料を数多く発⾒しました。これらの資料は忍者一族の子孫によって⼤切に保
管され、受け継がれていたため、甲賀流忍者調査団は甲賀忍者やその生き方について詳しく描き出
すことができました。オリジナル資料は非常に脆く一般公開できないため、レプリカを展⽰しています。 
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001-016 
滋賀県甲賀市 

【タイトル】 甲賀忍者の歴史 
【想定媒体】 パンフレット 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

榻顡䑜縖氳ⷧ⺒ 
榻顡䑜縖䦦僗㐍ꮏ┘㷎氳瞿烖┚飃╲䅻几氳䑜縨ⱱ灵◇✳⽝ⷌ┘姳╄几蔻縍ն㶽留

车再⛦隀☽♜ⷌ┚仼儗┉◙僄蜷⺳氳ⷧ⺒几擻僗浔ⶉ┲┒籀氳纭硍ն 
㏇仼儗䡟㎁笑创(1467-1568)⪭☽㏐⵲氳塡㵨篢篢꥛✇榻顡䑜縖同Ⲃ☽♜⶛飉氳䗯

䥊䮣꥘耇ⱱ㲓朆舅䄕氳꥓䑐找䑪ն 
 
꺙埠ꄆ㛻䡟䏕1487 䇗 

1487 䇗㲝槅䆠䈢(1336-1573)㵨⫠餉⮵╬㶉(1465-1489)⭴⪬䷍䣒鲤娡㎁凶市顡⹁
㎁佭仼儗⹿创车䷓⵲⮕僗⮷◇㎁㳄氳⪠鉉㳄仍겅㏐ն榻顡䑜縖꥘篾㏇⪠鉉㳄仍
라┖┉◙几鲡榫狰逊䡟儛⭵鴚▽㵨⫠氳鼨꠼⺁┉◙几粮佭⹠ⲁ▽┉埠㛻羑氳㛥逊⭵⚮
▽餉⮵╬㶉ն篺塝┉䏕榻顡䑜縖技⺳鲾䣵⹇┚塝䡟氳䑜縖㳄仍█㚷⹨㵯㼶ն 
 
┚䎎儹几擻氳㳢⮊纭硍 

榻顡䑜縖傾䷞灵◇╙仼儗簊┉环┖娕뀐Ⱶⲏ氳┉创凒꥓篲榹⟔Ꝛ(1534-1582)ն1582 䇗
6 僖篲榹⟔Ꝛ㏇◺齉儗耇㵔鹀⮽㳄臺伺保⩞熔(1528-1582)羜⹮狰逊縡䙬㛚墴⽝ն 

꣮⺵伺保⩞熔氳⫠꠼陒㎂ꡢ塛篲榹⟔Ꝛ氳⺁┉⛤㳄臺䐼䃷㳄䉔(1543-1616)鲮㍑⪭⛤
◇⫆㽃凶撕湳⹁╈鼨氳⫆㽃䄬氳䩺憠ն䩺陱䎎䐼䃷㳄䉔鵎篺榻顡笑䑜縖╙☽䬠❠▽
⛩检䇜塑♔䇽䥉榺塝塑岑▽┚䐼䃷㳄仍氳⪩硍ն 

┼⼽⺵伺保⩞熔䡟題逈儴篲榹⟔Ꝛ╯☥䐂䥊ն㏇⺵簘氳拇埠䡟䏕╈榻顡䑜縖㷴埠
䭤Ⲃ䐼䃷㳄䉔波舘☽僄篳䡗╙䆠䈢㵨⫠ն 
 
⚒鈷㒮╯䡟1600 䇗 

⚒鈷㒮╯䡟佭┉㏜鈺嘗┘㛻⛙冓ⷧ⺒䙬╬氳䡟䏕╙⺱䇗⺵僿篳篾紮꥓Ⱑ䩺氳⪩⸊
╯䡟㒪┖▽⚒琾ն䐼䃷㳄䉔⽝♑뙣㷉⩕灵(1539-1600)ꜝ㱥⚒鈷㒮뙣㷉⩕灵⽰㳄几䩺㒮㐍
㱥ⷌ鹀⮽䍠憷⹛㵒䐼䃷㳄䉔簊媪仼儗氳骤榹└䡗(1563-1600)氳㛻⫠㍴㍮ն 

뙣㷉⩕灵㐍㱥▽ 10 㛿僄篳㒮娢ꣀ蛽☽┚㳄几⪓鼨墣ꥈն㏇⚒鈷㒮╯䡟╈篑僗 100
⺳䑜縖╙䐼䃷亡䷞ⱱ┚뙣㷉⩕灵氳⫠꠼┉⺱㱥㒮ն㶽留阵拇䑜縖㏇㍴㒮䡟╈攓攄⛙ⷌ╙
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⺵全䐼䃷㳄䉔簊┉仼儗ꛐ䇖▽鷺饟☽♜█㍕塝逈ꛃ阭╙葏꥓ն1603 䇗䐼䃷㳄䉔䡗╙䆠䈢
㵨⫠⺵㵨㏇㍴㒮䡟╈攓攄氳榻顡䑜縖⺵创䬠╙娡䢓凶┱◺㒮㱥ⶼն 
 
娡䢓笑创(1603-1867) 

1603 䇗䐼䃷㳄䉔簊┉仼儗䡗╙꺙⛤䐼䃷䆠䈢㵨⫠䋯⻪▽⽰䇖笑创ն┉◙榻顡䑜
縖鲽⪍╈㜆䡝㏐亡䷓䈢♳纡䥵♳䥉ⶼյ㱥ⶼ⹖宿ꡕ閜㚷璡纡ⱷն 
 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜繁体字＞ 
 

榻鞦䑝縖氳塽⺒ 
⨅畚车◄⛧鐩榻鞦䑝縖艃仼儗┉◚蜸經氳塽⺒☕擻僘蜸ⶉ礸蛓竝氳绤答☾⠟㷤

杯示㔌꭛┘㷎氳矀烖艃飃╲䅻☕氳䑝縨ⱱ䑾亥✳⽝ⷙ┘姳⠕☕唽縎 
㏇仼儗䢇㎜侈♏1467-1568⪭☾㏑ⶆ氳塡㵫碑碑꥜⤽榻鞦䑝縖䝬課☾⠟⶛飉氳

䗰㕕䮤꥙耈ⱱ酒杯舅䄕氳꥓䑐㚛䑪 
 
꺙埡ꄆ㛻䢇䏕1487 䇗 

1487 䇗遯槅䆡䈢1336-1573㵫髭餉⮵紶釋1465-1489示⪬䷍䣒鲥娡㎜☬市
鞦窱ր㎜ց佭仼儗結♏车䷓ⶆⱁ僘禁亥ր㎜邖ց氳⪠鉈邖ꯝ㏑榻鞦䑝縖꥙磶㏇⪠鉈
邖락┖┉◚☕♓狱醯䢇轱䳦鴛▽㵫髭氳鼨꣣⺁┉◚☕催氪Ⳃ▽┉埡㛻膛氳㛥醯䳦⥏▽
餉⮵紶釋榻鞦䑝縖㏇塞┉䏕煉绮經鸞䬴⹉艃䢇撏氳䑝縖邖从▉⤕紳㵰㼷 
 
艃樧垷☕擻氳邴⮊绤答 

榻鞦䑝縖傾䷞䑾亥憡仼儗礶┉环┖娕껊ⱵⳒ氳┉♏协꥓笞榹⟔ꝏ1534-1582⛙笞
榹⟔ꝏ亥 1582 䇗 6 僖㏇◺齉儗耈㵕鹁⮽邖臺伺保⩞熕1528-1582羝⹯狱醯縡䙬㛛壌⽝ 

伺保⩞熕氳髭꣣ꤚ䏴鍲㎬ꡢ塛笞榹⟔ꝏ氳⺁┉⛤邖臺䐼䃷邖餐1543-1616鲯㍑⪭⛤
亥㹮㽄☬䚂湳窱煉鼨氳㹮㽄䄬氳䴆럅䴆鐁䑝縖憡鵏祺榻鞦氳䐼䃷邖餐䬠❠▽⛩谊┾
ⱶ♓⟋闀榺塞ⱶ岒▽艃䐼䃷邖氳꟯➡ 

⪔⠕佔僿╯䏴伺保⩞熕䢇䷴逈夋笞榹⟔ꝏ╯☥䐂㕕㏇䏴箛術埡䢇䏕煉榻鞦䑝縖
㷷埡䭤Ⲃ䐼䃷邖餐波⮽☾䏴䡗憡䆡䈢㵫髭 
 
⚒釤㒮╯䢇1600 䇗 

⚒釤㒮╯䢇氳釨嘘┘㛻⛙ⷙ哗塽⺒䙬紶憡⺱┉䇗䏴僿磶兠紮꥓Ⱒ䴆氳꟯⸊╯䢇
㒪┖▽⚒璜䐼䃷邖餐⽝♒둊㷉⩕䑾1539-1600꒰逷⚒釤㒮둊㷉⩕䑾⽰邖☕䴆㒮㔌逷
ⷙ鹁⮽䍛憶⹚㵴䐼䃷邖餐礶媪仼儗氳溍榹└䡗1563-1600氳㛻髭㎠萬 
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㏇㔌逷▽ 10 㛿╯䏴㒮娣麅佭ꣀ蛾▽둊㷉⩕䑾艃邖☕鼨墢ꦙ㏇⚒釤㒮╯䢇煉
硝僘 100 經䑝縖憡䐼䃷亡䷞ⱱ艃둊㷉⩕䑾氳髭꣣┉⺱逷㒮⨅畚錊術䑝縖㏇㎠㒮䢇煉敜
攄ⷙ憡䏴✿䐼䃷邖餐礶┉仼儗ꌤ䇖▽鷻饟☾⠟▉㍕塞逈ꉿ鋘憡葐꥓1603 䇗䐼䃷邖餐
䡗憡䆡䈢㵫髭䏴㵫㏇㎠㒮䢇煉敜攄氳榻鞦䑝縖䏴♏䬠䦍憡娡䢒☬典◺㒮逷载 
 
娡䢒侈♏1603-1867 

䐼䃷邖餐㏇ 1603 䇗礶┉仼儗䡗憡꺙⛤䐼䃷䆡䈢㵫髭ꝧ肚▽⽰䇖侈♏┉◚榻鞦䑝
縖鶡⪌煉㜇䡝㏑亡䷓䈢♴绹䳸♴闀载逷载⹗宿ꡕ閝⤕璢绹ⳉ 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
 

甲賀忍者の歴史 
不屈の精神と忍耐⼒を発揮し、個⼈的な栄光を求めることなく任務に専念した甲賀忍者。目⽴た

ない存在でありながら、歴史上の有名⼈とも深い縁があります。 
戦国時代（1467-1568）、他地域の武将は甲賀忍者を傭兵として雇い、その情報収集能⼒

を頼りに⼤志を成し遂げました。 
 
最初の重要な戦い（1487 年） 

1487 年、室町幕府（1336-1573）の将軍・⾜利義尚（1465-1489）は近江国（現在の
滋賀県、ここの「国」とは古代日本の⾏政区画、いまの「国家」とは異なる）にある六角⽒の領地に侵
攻しました。甲賀忍者たちは六角⽒の下に結集し、一部は奇襲戦術を⽤いて⾜利軍を撃退しまし
た。また、別の者たちは⼤胆な夜襲を仕掛けて、将軍に怪我を負わせました。こういった攻撃により甲
賀忍者は広く注目を集め、戦いに参加した忍者の一族は尊敬を集めるようになりました。 
 
有⼒者との密接な関係 

甲賀忍者は天下統一に寄与した織田信⻑（1534-1582）に忠誠を誓っていました。1582 年
6 月、信⻑は家臣の明智光秀（1528-1582）に突然襲撃され、京都の本能寺で命を落としま
す。 

光秀の軍勢は、同じく信⻑の家臣である徳川家康（1543-1616）が岡崎（現在の愛知県中
部の岡崎市）の拠点に戻るのを阻止しようとしました。家康が甲賀を通過する際、忍者は家康に宿
を提供し、徳川家との関係を強化したと⾔われています。 

その 2 週間後に光秀が討たれたことで信⻑の仇は討たれました。甲賀忍者は、その後家康が将軍
になるまでのさまざまな戦いにおいて、繰り返し家康を助けました。 
 
伏⾒城の戦い（1600 年） 

伏⾒城の戦いは、同じ年の後半に起こった有名な関ヶ原の戦いにつながる、小規模ながら歴史的
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に重要な戦いでした。関ケ原の戦いは、全国各地を⽀配していた地方⼤名たちの抗争を終結させる
きっかけとなりました。徳川家康は鳥居元忠（1539-1600）に城の守りを命じました。鳥居元忠は
一族とともに伏⾒城に籠城しますが、家康の天下統一に激しく抵抗していた石田三成（1563-
1600）の⼤軍によって城は包囲されます。 

鳥居元忠は 10 日間抵抗しましたが、最終的に城は陥落しました。彼とその一族は皆死を遂げま
すが、約 100 名の忍者が徳川側として戦い、鳥居⽒とその軍とともに城を守りました。多くの忍者がこ
の戦いで命を落としましたが、その犠牲が後の家康の天下統一への道を開いたとして、彼らは英雄とし
て記憶されています。1603 年に将軍の座に就いた家康は、この戦で命を落とした甲賀忍者の子孫を
江⼾（現在の東京）城の守備役として取り⽴てました。 
 
江⼾時代（1603-1867） 

1603 年、天下統一を果たした徳川家康が初代将軍の座に就くと、平和な時代が到来します。忍
者の中には中央や地方の藩に召し抱えられる者や、護衛や警護、沿岸防衛の⾒張り役などを務める
者がいました。  
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001-017 
滋賀県甲賀市 

【タイトル】 甲賀流リアル忍者館での体験 
【想定媒体】 パンフレット 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

榻顡孲洡䑜縖꺉氳⛮뀰걸泘 
榻顡孲洡䑜縖꺉䬠❠♔䑜縖创辑䓪䤗耇╙╚겗氳◎ⲁ⛮뀰孨ⲁն䣆ꄅ⯬䑜縖괎ꜭ佭

僄蜷⺳氳䑜縖塡╯┉➘◇䯦䅠┦✳榫笑䕺仰技䕜䑜縖氳⛮耇䤗䄇㞝饥餠█㚷⹨燢
鷺ն⹇鈸縖⺎⛮뀰仼儗䑜縖ⶖ阫⚢⪝阡氳⪓杷瑭┉⺐䣆ꄅ⯬䤸䫹崅䡖儬氳뇃ⱱ█⺎♔榫
䣆ꄅ⯬㶍陒䑜縖饥餠融㲋舅䄕耇饥拇냖ն 

꺉⫂阻僗㘍䍠朆㲓(AR)䦁拨憠耇阦⹇鈸縖䦁⭴塜㏇亨㷤愂鷆╯儛姢鷆╯儛
璡䑜縖䤗耇氳拨撴ն 

╙▽㘍╵飯榻顡孲洡䑜縖꺉鲸♔剩䘟氳刻劲䬠❠䑜縖僜逸燃顨僜ⱷն㞝冽䘶㏇榻
顡鲽┉塠䫓碠█⺎㏇鲹ꄅ燃同舅车鯲⭴车ն 
 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜繁体字＞ 
 

榻鞦孳洡䑝縖귈氳냉꿨ꯁ泘 
榻鞦孳洡䑝縖귈䬠❠♓䑝縖♏辑䓪䤗耈憡╚갭氳◎Ⳃ孨Ⳃ䣆運ⱕ䑝縖괋ꔙ佭蜸

經氳䑝縖塡╯┉┘⛙➘亥䶒䅸┦✳榫侈䕻扝绮䕜䑝縖氳냉耈䤗䄇㞞饥驳▉⤕紳
牒鷻鷝遫㏇鵞遵絢♓냉꿨仼儗䑝縖⶜閲働⪞鏂氳┪槡┕瑮┉給䣆運ⱕ䤸䴵鷝䢊嚂氳뇄ⱱ
▉絢♓榫䣆運ⱕㇴ鍲䑝縖饥驳峮遝舅䄕耈饥術냖 

귈⪐錄僘㘍䍛杯酒AR䦁拨럅鷝遫絢♓㏇鵞遵䦁示塜㏇亩㷤ր愃鷇╯轱ցր姢
鷇╯轱ց璢䑝縖䤗耈氳拨撵 

榻鞦孳洡䑝縖귈麅䬠❠䑝縖僜遫燃鞫僜ⳉ⧎劲酒䘟▉耈䅸✿催術嗞飰㞞冽䘶㏇榻
鞦鶡┉塠䫔碠▉絢♓㏇鵞遵燃鞫舅车髪示车 
 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜日本語仮訳＞ 
 

甲賀流リアル忍者館での体験 
甲賀流リアル忍者館では、忍者が得意とした技を体験できるアクティビティをご⽤意しています。忍

具の中でも最も有名な⼿裏剣は、持ち運びが簡単で使⽤時に⾳を⽴てません。また、忍者は跳躍な
ど⾝体的能⼒にも優れていました。ここでは日本忍者協議会公認の世界初の⼿裏剣ダーツマシンが
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体験できたり、⼿裏剣で忍者跳躍を体験し、自分のジャンプ⼒を測定することができます。 
火遁の術や水遁の術などの忍者の技を実際にやっているような写真が撮れる、AR（各超現実）

フォトスポットもあります。 
甲賀流リアル忍者館では忍者の衣装を少額でレンタルすることもできます。甲賀をさらに探索したい

方向けに、レンタサイクルの⽤意もございます。 
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001-018 
滋賀県甲賀市 

【タイトル】 忍具 
【想定媒体】 パンフレット 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

䑜 
榻顡䑜縖䣮车♳ⱷ笑⚢✳榫┉硍⮜里攑氳塡鲹◙塡簊燢╙䑜䡝䑜ն

阵拇䑜榺⫡⽰⪭☽仼榫⿁䷊鵲縡䡗♔➘䑜縖䯦䅠笑┘⚢䌖颯䒲橎ն䑜┘凭ⴎ䦮塡
鲸僗䵕撌յ⹠⟔⺙⽰榫全䇕䣼鴀䘄䷣几氳逸㚷䢦僗䑜齉耇䅬Ⲃ䑜縖保⹧㵒䣆ն 

榻顡孲洡䑜縖꺉䷅誾▽┉䤉洡㲓氳䑜㷤朆▽榻顡䑜縖氳⮡鵲ⱱ┚保䜕ն 
 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜繁体字＞ 
 

䑝 
榻鞦䑝縖㏇㓵车♴ⳉ侈働✳榫┉硎⮛暐攒氳塡逬⠟逈礶牒憡ր䑝ց䡝ր䑝㉻ց

⪭煉錊術䑝榺鱖⽰⪭☾仼榫⿁䷊鵳縡䡗鵞嘚䶒䅸侈┘働䌖䠪橏䑝┘⥪ⴎ䦮塡
㉻麅僘䵕撍氪⟔谝⽰䇕䵑鴁䘄丠☕榫氳遫⤕逬⠟齉耈䇆Ⲃ䑝縖保⹦㵴䣆 

課榺⹉鈶榻鞦孳洡䑝縖귈䢦䷅調氳洡酒䑝鷝遫絢♓䚋紳⮽榻鞦䑝縖氳Ⱚ鵳ⱱ艃保
 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
 

忍具 
甲賀忍者は任務を遂⾏する際、忍具または忍器と総称されるさまざまな独自の道具を使⽤してい

ました。これらの多くは、農具や日⽤品などを改造したもので、忍者が持ち歩いても怪しまれないように
⼯夫されていました。これらの道具には、武器だけでなく、登攀⽤具、合図を送るための器具、注意を
逸らすための⽤具などが含まれており、忍者はこれらを駆使して敵を出し抜いていました。 

甲賀流リアル忍者館では、甲賀忍者の創造性と⼯夫を⽰す本物の忍具のコレクションが展⽰され
ています。  
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001-019 
滋賀県甲賀市 

【タイトル】 ⼟産処（甲賀流リアル忍者館） 
【想定媒体】 パンフレット 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

炕⿁渊榻顡孲洡䑜縖꺉 
榻顡孲洡䑜縖꺉氳炕⿁渊⭴す⺨眷䑜縖╚겗ら⿁㞝矵冽榚⿁յꦻ괐յ乄鲸僗榻顡

㏐⵲氳攑荈◲⿁ն┘㟸╙☆僚㞑⹘䧪鴲┉♷篕䒞⿁䡝炕擻簄车爊槇┕㎐席氳⺀⺙ն 
市顡⹁佭仼儗僄企熨吤蓞⺗氳㏐⵲╯┉ն⪝⩕ 9 ┪篕企僿냖⦩僄彏767-822隢⺙

⚩䷸㛻䄳☳╈㎁〲僼䅠㍑蓞熨䋯⻪▽䎎㏐氳熨蓞ⷧ⺒ն㞝凶榻顡㏐⵲氳蓞⺗◲ꄈ篑ⶭ
市顡⹁䔅◲ꄈ氳 90%鲹ꄅ㓸罬氳僼㲩蓞粮佭仼儗◑㛻⺳蓞╯┉ն炕⿁渊姻꥘▽拇熨
儗㏐蓞⺗♔⹖蓞⽏憠䑐ն 

榻顡氳妰⠯█ꪝ䅻鴠⺭姢牦熨吤䎎㏐僗拇㳄岳鿯ꁐ鵲ⷣ䈒鲡縡榟ն炕⿁渊ꄅ㚷僗拇
熨儗㏐ꁐ鵲氳岳鿯渊⼥⚢懷䗯㏐ⶖⲂ全阼縖䧪鴲ն 

䦦僗 800 拇䇗⯆ꢾ⚩簊氳⟔╵槅█⛤◇榻顡䄬⫂ն⟔╵氳랦㎻┚儒剀顫嶏╋㳫╙⯆
ꢾ䬠❠▽杼䘶兣♭⟔╵懱㏇⪓仼儗齉◸僗沸鎺ն炕⿁渊⭴す⺨眷ꢾ楂⯆⿁ⴎ䦮蜷⺳氳旋
昡█燢旋㏇仼儗逈鈼╙耇阦榟䙬⪪䇜䅠全㞑鲡⽰顉鲡氳⺮烤擻矶♭鲹熨矶♭佭⟔
╵氳剝䑪䓪◲⿁█佭岑⹨几♜ㄎ撕氳⺮烤擻ն 
 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜繁体字＞ 
 

煱⿁䈙榻鞦孳洡䑝縖귈 
㏇榻鞦孳洡䑝縖귈氳煱⿁䈙耈鞙⮽⺨牊䑝縖╚갭り⿁⥾佭矶冽榛⿁ꦼ광乄麅

僘榻鞦㏑ⶆ氳攒荈榣⿁鷝遫絢♓㏇鵞遵憡鈒僚㞒⹘䧪鹡┉♸⛂䣆煱憡车樔┕㎨幥氳
⺀谝 

重⩕ 9 ┪硕企僿냖⦩彏767-822鑶谝⥉䷹㛻䅨䐍煉㎜〲僼䅸㍑蓟牊ꝧ肚▽
樧㏑氳牊蓟塽⺒市鞦窱䡗憡仼儗企牊吤蓟蜘氳㏑ⶆ╯┉㞞☬榻鞦㏑ⶆ氳蓟蜘榣ꄈ硝
ⶭ市鞦窱竭榣ꄈ氳 90%鵞遵㓸罭氳ր僼邂蓟ց催佭仼儗◑㛻經蓟╯┉煱⿁䈙⪐僘術牊
樧㏑蓟蜘♓⹗蓟⽏럅䑐絢❠鹡頇 

榻鞦氳姇⠰▉ꪞ䅻鸸⺭姢牦牊吤㍕塞樧㏑僘術邖岴鿰ꃫ鵳䊰煱⿁䈙遵僘術牊樧㏑
ꃫ鵳氳岴鿰䈙⿦働掄䗰㏑⶜Ⲃ鷝遫䧪鹡 
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䳕僘 800 術䇗邯ꢾ⥉礶氳⟔嗞槅▉⛤亥榻鞦䄬⪐⟔嗞氳랧㎻艃儒剁鞴嶏注樧雧邽
憡邯ꢾ䬠❠▽杼䘶半♭⟔嗞揎㏇仼儗齉爛僘沸闌煱⿁䈙示耗⺨걊ꢾ楃邯⿁ⴎ䦮蜸經
氳靑靝▉牒靑㏇仼儗逈釲憡耈阁榟䙬艅┾䅸✿㞒鷠⽰靸鷠氳⺮烤擻䵅♭鵞牊䵅♭
┘⛙佭⟔嗞氳嘆鎿䓪榣⿁▉佭岒紳☕⠟ㄎ䚂氳⺮烤擻 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
 

⼟産処（甲賀流リアル忍者館） 
甲賀流リアル忍者館の⼟産処では、お菓子や軽食、文房具、甲賀の特産品など、忍者をテーマに

したさまざまな商品をご⽤意しています。訪問の締めくくりに、ご家族やご友⼈へのお⼟産やギフトをお
選びください。 

滋賀県は、9 世紀初頭に高僧最澄（767-822、諡号は伝教⼤師）が中国・唐朝から茶の種を
持ち帰ったことに始まる、日本で最初にお茶を栽培した地のひとつです。現在、甲賀地方は滋賀県内
の茶生産の約 90%を占めており、ここで栽培される「朝宮茶」は日本五⼤銘茶の一つに数えられてい
ます。⼟産処では、地元産のお茶やお茶風味のお菓子を多数取り揃えています。 

また、甲賀の気候は⽶の生産にも適しているため、地域内には多くの蔵元が存在します。⼟産処で
もさまざまな地元の酒を販売しており、スタッフが最適な選択をお⼿伝いいたします。 

陶芸の伝統が 800 年以上にわたって続く信楽町も甲賀市内に位置しています。信楽の粘⼟と薪
が⼿に入りやすいことは陶芸に理想的であり、信楽焼は日本全国で高く評価されています。⼟産処で
は、有名なたぬき（商売繁盛や開運、⾦運向上の縁起物）の置物など、さまざまな種類の陶器を
取り揃えています。たぬきの置物は信楽を代表する製品であり、幸運の象徴として⼈気があります。 
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001-020 
滋賀県甲賀市 

【タイトル】 甲賀流忍者調査団 
【想定媒体】 看板 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

榻顡孲䑜縖隀刧㍙ 
㶽留㏇孲车乄⴬յ㨦⛮♔⹖庵槇յ榾䏆璡荔儛⛼⿁╈䑜縖企䄖颦⺸┪槡䇜㖆鵲▽☽

♜䇯╙几湳氳䎬霅⛙⪭╈㵒䑜縖氳䬞簃䏢䏢┚ⷧ⺒洡㲓僗䢦⢏䄑ն榻顡孲䑜縖隀刧㍙
⹒燢䑜縖䫓㵖縖鵠鲋溿狓ⷧ⺒乄昦յꃾ阼䎎㏐䑜縖㳄仍氳⺵创璡亡䌋䭖䋯▽䑜縖
粮洡㲓氳ꪫ靏ն㍙꠼榺㎁ꡮ仼儗乄⴬溿狓╈䑐氳源榹鷺⺒(1970- )䷸䪧겅轲儗㷤ⷦ┥ꠅ☮
篸院㍙꠼氳溿狓孨ⲁ┚䡗冽ն豓抆注⪩溿狓☱㏇鲽车╈隀刧㍙䄹僷鵠鲋㷤鈾䯌䋧┉╄⪦
◸湳陃氳䇖⺐䅬Ⲃ几♜粮岑⪍㏐▽鉯榻顡䑜縖ն 
 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜繁体字＞ 
 

榻鞦孳䑝縖鐩刨㎯ 
䑝縖課榺孳车乄ⴭ贏냉♓⹗庶樔꧆䏆璢諠轱獲⿁颦⺸┪槡┾㖇鵳▽䊸憡☕湳氳䎬

霆⛙洡酒塽⺒煉氳䑝縖艃鵞◚獲⿁煉䢦䬟筑氳䎬霆䏢䏢僘┘㵸氳䄐榺㎜꤂仼儗乄ⴭ
溿狔煉䑐氳瀒榹鷻⺒1970- ䷹䪧ꯝꊇ氳ր榻鞦孳䑝縖鐩刨㎯ց⹒牒ր䑝縖䫔縖ց
鵂鷪溿狔塽⺒乄暶䫑鋽樧㏑䑝縖邖从氳䏴♏璢亡䌋䭗ꝧ▽䑝縖催洡酒氳ꪫ靏鵞⠕㷤䋙
㵬ꝛ☮磇鐩刨㎯氳溿狔孨Ⳃ艃䡗冽注꟯溿狔☱㏇鶡车煉鐩刨㎯䄹僸鵂鷪㷤鈮䯍䋧┉⠕
⪦爛湳閂䇖給䇆Ⲃ☕⠟催岒⪌▽鉮榻鞦䑝縖 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
 

甲賀流忍者調査団 
ポップカルチャー、メディア、漫画をはじめとする芸術作品や映画を通じて、忍者は世界に向けて発

信され、ポピュラーなイメージが作り上げられてきましたが、そこで描かれる忍者像は正しくないことも少
なくありません。ニンジャファインダーズの名でも知られる「甲賀流忍者調査団」は、歴史的な資料や地
元の忍者一族の子孫へのインタビューなどを通じて、より真実に近い姿を明らかにしてきました。この展
⽰室では、国際日本文化研究センターに所属する磯田道史教授（1970- ）が率いる同調査団
の活動や成果について紹介しています。調査は現在も進⾏中ですが、調査団はこの展⽰が甲賀忍
者に関する総合的な知識を共有したり、深い理解を得るための拠点となることを期待しています。 
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001-021 
滋賀県甲賀市 

【タイトル】 忍者にまつわる史料 
【想定媒体】 看板 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

⪩◇䑜縖氳ⷧ⺒乄昦 
榺◇孨ⲁ氳꣰熺䓪榻顡䑜縖槴┖氳阭鰉㴥㴥仰⭓ն䇟鲡氳佭溿狓几⼥⹠朆▽㛻ꄈ⪩

◇䑜儛⹖䑜縖乄⴬氳乄昦鲹◙本顜氳乄昦⮡⛼◇娡䢓笑创(1603-1867)┕ⶐ⺗榺䑜縖㳄
仍氳⺵创䖄䑐本誾䇜创创注⚩舘凶ն同Ⲃ鲹◙顫乢溿狓几⼥䐂♔䧈⬹䇜槴柳┚䑜縖注⪩
氳湳陃❠⺵┪▽鉯ն 

㍕⸊㡏乄♭冓╙耗䍐♔┖㷤⭴氳㏰╙乄昦㛄⯆⿁ն 
٬վ┒䃷꥘宿տ 

榺䑜縖㳄仍諱冷┉仍氳⺵创◇ 1676 䇗籁䲴姻䔅▽榻顡┚⚊顡凶注黨氳└ꄆ⹁重鼨
氳䑜儛湳陃佭泘⯥䄖湳僄⪓ꪫ氳䑜儛阭䎓逈榻顡䄬䧗㲋╙ꄆ金乄⴬顉◲█佭仼儗
鸆◲䑜縖╯▋٬⚊顡┚榻顡֐䫓㵖洡㲓氳䑜縖ꪫ靏֐氳篯䡗鼨⮇ն 

٬վ䑜儛䈒╬⚩տ 
榺僷僖㳄仍⚩䤕♔⹿姽陪䲴⫞꠭鳮▽䑜儛氳颯嶏⪭╈鲸僗⪩◇媧仼㛻伺烖氳⚩陱
縡❠㜪鲹⛤烖伺氳媧仼烖炙塜佭佅仼榻顡䑜縖纺꥘ら阥䡟儛╯㏐ն 

٬վ峛鱦➮篺㳄乄░տ 
峛鱦㳄仍佭娡䢓笑创㶾䌫諿凶撕湳⹁重鼨氳侁颛䑜縖㳄仍鲹儗㳄仍阭䎓╈陣篱阭
鰉▽榻顡䑜縖⢏撕氳䤗䄇┚瓀樋ն 

٬վꠑ冷岳ꡖտ䤝儗 
2021 䇗㏇榻顡逈⹠朆䩺⟔䡗░◇ 1748 䇗ն┘鲋1676 䇗䑜縖㳄仍諱冷㳄仍┉⼥㏇
վ┒䃷꥘宿տ氳䈌銨╈䬠⮽▽վꠑ冷岳ꡖտ燢舅䄕㏇░╈䷅䎓▽⪭鼨⮇⫂㳋鲹辑伺
վꠑ冷岳ꡖտ氳䡗░笑ꠑ金企◇վ┒䃷꥘宿տն 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜繁体字＞ 
 

꟯亥䑝縖氳塽⺒乄暶 
榻鞦䑝縖孨Ⳃ꤬熺槴┖氳鋘鬼㴦㴦扝䇭䇟㞒溿狔☕⿦氪杯▽㛻ꄈⰪ獲亥娡䢒侈♏

1603-1867┕ⶐ蜘氳乄暶⪐部寘⹗䑝轱⹗䑝縖乄ⴭ氳亡亡ꪫꪫ鵞◚本鞕氳乄暶榺䑝
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縖邖从氳䏴♏䖅䑐本調♏♏注⥉舘☬⠺Ⲃ鵞◚鞴乣溿狔☕⿦䐂♓䧈崢┾槴这艃䑝縖注
꟯氳湳閂❠䏴┪▽鉮 

㍕⸊㡐四勇哗憡耘䍐♓┖㷤示氳㏱憡乄暶郀邯⿁ 
٬վ蛓䃷꥙宿տ 

佭泘私䄖湳ꪫ氳䑝轱硕ꍖ榺䑝縖邖从諲冷┉从氳⺵♏亥 1676 䇗稶䲵傴盉䎝竭▽
榻鞦艃⚊鞦☬注龪氳└ꄆ窱重鼨氳䑝轱湳閂逈榻鞦䄬䧘遝憡ꄆ釒乄ⴭ靸榣▉佭
仼儗鹨榣ր䑝縖╯齟٬⚊鞦艃榻鞦֐䫔洡酒氳䑝縖ꪫ靏֐ց氳磞䡗鼨⮈ 

٬վ䑝轱䟕紶⥉տ 
♓結庤鏥䲵㴵榺僸僖邖⥉䤖傴盉ꟹ鳯▽䑝轱氳嶏⪭煉麅僘꟯亥媧仼㛻伺烖氳⥉
鐁縡❠㜪鵞⛤烖伺氳媧仼烖炙塜佭佅仼榻鞦䑝縖纻꥙り鋁䢇轱╯㏑ 

٬վ峛麕➯祺邖乄傴տ 
鵞儗邖从塽⺒硕ꍖ煉鎌碸鋘鬼▽榻鞦䑝縖⢐䚂氳䤗䄇艃瓁樋峛麕邖佭娡䢒侈♏㶾䍗謁
☬䚂湳窱重鼨氳걦颛䑝縖邖从 

٬վꝴ冷岴꣊տ䤝儗 
䴆⟔䡗傴亥 1748 䇗2021 䇗㏇榻鞦逈氪杯┘鷪1676 䇗䑝縖邖从諲冷邖┉⿦㏇վ蛓
䃷꥙宿տ氳䈌銨煉䬠⮽▽վꝴ冷岴꣊տ牒舅䄕㏇傴煉䷅ꍖ▽⪭鼨⮈⪐部鵞辑伺վꝴ冷
岴꣊տ氳䡗傴侈ꝴ釒企亥վ蛓䃷꥙宿տ 

 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
 

忍者にまつわる史料 
その活動の秘匿性から、甲賀忍者が残した記録はほとんどありません。幸いなことに、江⼾時代

（1603-1867）前期に作成された忍術やその他の忍者文化に関する文書が、研究者によって数
多く発⾒されました。これらの資料は、忍者家系の子孫によって⼤切に保管され、受け継がれてきたも
ので、そのおかげで研究者たちは、後世のために忍者に関する知識をつなぎ合わせ、残すことができま
した。 

なお、現物は非常にもろく壊れやすい状態にあるため、史料はレプリカです。 
・『万川集海』 
甲賀と伊賀（現在隣接する三重県の⻄部）の忍術の知識をまとめたものです。忍者家系の藤林
⽒の子孫によって 1676 年に編纂されました。甲賀市の指定文化財であり、日本遺産「忍びの⾥
伊賀甲賀〜リアル忍者を求めて〜」の構成文化財にもなっている、最も包括的な忍術の記録として
知られています。 

・『忍術應義傳』 
望月家に伝わるこの書物は、忍術の起源を説明しており、漢文で書かれています。甲賀忍者が戦
略会議を開いた油日神社に祀られている神、油日⼤明神の由来に関する物語も含まれています。 
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・『渡辺俊経家文書』 
江⼾時代、尾張藩（現在の愛知県⻄部）の有名な忍者家系である渡辺家の歴史記録には、甲
賀忍者が好んで使⽤した技や戦略の詳細が書かれています。 

・『間林清陽』抄本 
2021 年、『間林清陽』の抄本が甲賀で発⾒されました。この史料は、1748 年に作成されたとされ
ています。しかしながら、1676 年に、藤林⽒はより有名な『万川集海』の序文で『間林清陽』につい
て⾔及しており、その内容の一部を自著に取り入れたと述べています。これは、オリジナルの『間林清
陽』が『万川集海』よりも古いことを⽰唆しています。 
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001-022 
滋賀県甲賀市 

【タイトル】 江⼾時代の甲賀忍者 
【想定媒体】 看板 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

娡䢓笑创氳榻顡䑜縖 
1603 䇗䐼䃷㳄䉔(1543-1616)簊┉仼儗䇜䋧环娡䢓䆠䈢(1603-1867)䋯⻪▽Ꝛ鱳 260

⛸䇗氳⽰䇖笑僿ն 
 
㹢⸊╯▞ 

㹢⸊╯▞(1637-1638)佭榻顡䑜縖⹇┚氳僄⺵┉㏜ꄆ㛻䡟䏕ն16 ┪篕⚩⪍仼儗氳㓹涎䷸
鹀⮽䆠䈢ꜝ始⪭焔䷸䷓瓀即✳䇗鰇氳⺮⮵䶺╘16 ┪篕舘伺媪笑创ֈ1868-1912։氳仼
儗㓹涎䷸䏻㛿蔈弯鼃(1621-1638)㏇凶Ꝛ㽃⹁⽰挫儗⹁┉䅠氳㹢⸊⹠ⲁ颯╬ն☽曎겅⹮⫠
㵨䩺憠阻㏇Ꝛ㽃⹁好鼨䄖篺逈䈥䋶氳㒮鼲⸊㒮ն 

1638 䇗䆠䈢孭⸼䇖䕜⹮▞氳꠼⚏╈僗 10 ⺳榻顡䑜縖☽♜氳♳ⱷ佭☳⸊㒮⫂鼨䮣
꥘䗯䥊ն䑜縖♜䡗Ⱶ弍⪍㒮╈䇜滭㏾▽⹮⫠氳瞚괐❠簄ⷌ㍕⻤┘䟆䎎㏐氳亡銨㏇鴣聰⯥
逈⹮⫠田藜ն 
 
榻顡⹿㚖 

1603 䇗䐼䃷䆠䈢簊┉⪓㎁⺵㵒䑜縖氳꧎姳俋鷥⬵㵽┉◙䑜縖㳄仍榗舘ꣀ⪍▽顒㍮
猯㗟ն 

1789 䇗┉╄⺳╙榻顡⹿㚖榻顡縏⪬氳㍙⛮⯥䏢娡䢓凶┱◺⺸䆠䈢昦
┕陣㶽氳䑜儛湳陃姻籁վ┒䃷꥘宿տ仿㏇阾伺舅骱氳⚩䤕┚┥┯䓪նⲄⱱ篳鈷䡗䷞☽♜
㵨藜颇ꛌ┼䅠㍑榻顡䫙宁▽䎎㏐⪭☽䑜縖㳄仍ն 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜繁体字＞ 
 

娡䢒侈♏氳榻鞦䑝縖 
1603 䇗䐼䃷邖餐1543-1616礶┉仼儗┾䋧环娡䢒䆡䈢1603-1867ꝏ鷾 260

궠䇗氳⽰䇖侈僿榺塞ꝧ肚 
 
㼗⸊╯▶ 
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榻鞦䑝縖⹉艃氳䏴┉㕙ꄆ㛻䢇䏕佭㼗⸊╯▶1637-163816 ┪硕⥉⪌仼儗氳㓹
涎䷹鹁⮽䆡䈢꒰㙪⪭焕䷹䷓瓁➢✳䇗魌氳⺮⮵䶺╘16 ┪硕舘伺媪侈♏ֈ1868-1912։
氳仼儗㓹涎䷹䏻㛿蔉㍌鼃1621-1638㏇☬ꝏ㽄窱⽰挬儗窱┉䅸氳㼗⸊氪Ⳃ紶☾䢦
曎ꯝ氳⹯髭㵫䴆럅錄㏇ꝏ㽄窱⶟鼨䄖祺逈䊵厑氳㒮鼲ր⸊㒮ց 

1638 䇗䆡䈢孭鸨꣣⚎䇖䕜⹯▶⪭煉僘 10 經榻鞦䑝縖☾⠟氳♴ⳉ佭䐍⸊㒮⪐鼨
䮤꥙䗰㕕ꥹ抇䑝縖⠟䡗Ⱶ弋⪌㒮煉┾滭㚁▽⹯髭氳砞광❠礢ⷙ㍕憡缅┘䟇樧㏑亡銨㏇
鴤聣私逈⹯髭䤵暢 
 
榻鞦結㚖 

1603 䇗䐼䃷䆡䈢礶┉㎜䏴㵴䑝縖氳ꧏ姳俋鷦峎㵽┉◚䑝縖邖从榘舘ꣀ⪌▽鞀萬
猰㗟 

⮽▽ 1789 䇗┉⠕經憡ր榻鞦結㚖ց榻鞦縐⪬氳㎯냉私䏢娡䢒☬典◺⺸䆡
䈢暶┕鎌況氳䑝轱湳閂䎝稶վ蛓䃷꥙宿տ♓塞镜伺舅骰氳⥉䤖艃㵬哆䓪鵞⠕㎯냉氳ⲅⱱ
䏴僘▽䡗䷞☾⠟㵫暢頝ꉐ⪔䅸㍑榻鞦䫚忳▽樧㏑⪭☾䑝縖邖从 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
 

江⼾時代の甲賀忍者 
1603 年に徳川家康（1543-1616）が天下統一を果たして、江⼾幕府（1603-1867）が

開かれると、260 年以上に及ぶ平和な時代が到来しました。 
 
島原の乱 

1637 年から 1638 年にかけて起こった島原の乱は、甲賀忍者が活躍した最後の⼤きな戦いでし
た。16 世紀に日本に伝来したキリスト教は、幕府によって弾圧されていました。この禁教政策に対し、
若きキリシタン（16 世紀から明治時代（1868-1912）における日本のキリスト教信者のこと）で
ある天草四郎（1621-1638）が、現在の⻑崎県や熊本県の島原という場所で反乱を起こしまし
た。四郎とその軍勢は、⻑崎県南部で廃城となっていた原城を拠点としました。 

1638 年、反乱を阻止するために派遣された部隊の中に 10 ⼈の甲賀忍者がおり、彼らの任務は
原城内から情報を収集することでした。彼らは城に潜入し、反乱軍の食糧供給を妨害することに成功
しましたが、聞き慣れない地元の方⾔に困惑し、逃げる前に反乱軍に捕らえられてしまいました。 
 
甲賀古士 

1603 年の徳川幕府による天下統一後、忍者の需要は全体的に減少し、貧困にあえぐ一族もい
ました。 

1789 年、「甲賀古士」と呼ばれた一団が江⼾（現在の東京）に向かい、甲賀忍者の伝統や専
門性を証明する目的で『万川集海』（忍者の知識を詳しくまとめたもの）を幕府に献上しました。その
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努⼒の甲斐あって、古士たちは甲賀に残る他の忍者一族のために持ち帰る銀を与えられました。 
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001-023 
滋賀県甲賀市 

【タイトル】 忍者体験ご案内︓AR アトラクション 
【想定媒体】 看板 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

䑜縖孨ⲁ䧗好˒˒AR 俍憠 
 
䑜縖䦁拨䷍樋 

䘶霅舅䄕⴬骱╙䑜縖⻗✳榫䡘♜氳㘍䍠朆㲓(AR)app┚☆僚㞑⹘┉颯䦁拨槴䒞ն 
陴䋯⻪䣆儬氳⛤糌僜ⱷ抆⺵䧝♔┖塠끈䳩⛼նiPhone 榫䢓⺎耇⚢䷅⮽粠簇䯷

⥽㜍ꛯ陬䬠炐萴鷕塝䗯⬅陴⯥䏢阻糌̜꣰熗̜Safari̜凭㏇✳榫塝䈒榫笑⩒阵ն 
陴嫱䙬鼨⮇䣆儬⺎耇仰嫏⹇┚ AR 䦁拨孨ⲁն 
䳩⛼塠끈 
1յ䣴䬞䧗炐撿┕氳◅簟溞ն憠⭵䣒䋯䣆儬注儬 app饇꣮㷚䆠䬠炐䇜鴲䦫⩒阵ն 
2յ隀丞⹧俍组漶⟊䧗炐撿┕氳Ӥյӗյぽ剝阭⭴朆㏇槇ꪫ╈┘⺱㏐憠氳瑞⺙⺎耇

┘⺱ն 
嫱萴䄖䋯⻪⛤糌僜ⱷ⛙ AR 槡ꪫ儔侁炐䡝 AR 槡ꪫ⭴朆科㛻䗯⬅⮟陱伺䖻氳

䣆儬仰嫏⹇┚ AR 䦁拨孨ⲁն 
3յ䦁䯷拨撴ն䒍鵮䧝┖䒍ꠅ꜄粮㳋佄䦁⭴㱮紇䷞冽ն 
4յ憠⭵⟊柳㵨拨撴┖鰉⮽䣆儬ն 
5յ压刧拨撴佭⻖䄖柳⪍注儬注⫊ն 

 
愂鷆╯儛 

榻顡䑜縖䳟Ꝛ✳榫愂蕇☽♜⚢同Ⲃ懢䆠⽰搷憞䄉⿏全䫡䥉舅䄕矶聰䷣几ն䖻⺎♔䦁
䯷┉䌫♻⛻阦愂艏☳舅䄕䣆╈䡝⹾╈脍狝괎颯յ舅㏇䳩䫝愂扸氳拨撴 
 
姢鷆╯儛 

姢鷆╯儛佭⮵榫姢全鴀䘄䷣几氳䤗䄇奃㞝弍⪍姢┖꣰誾䡝⺸姢╈䤸䫹骤㜍璡ꄆ擻
⮇丆䷣几嫱䙬ⱱ颿儬鴣聰ն䒍全䦁䯷㷤朆䖻䗺ꢣ姢鷆氳拨撴⻗ 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜繁体字＞ 
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䑝縖孨Ⳃ䧘⶟˒˒AR 俍럅 
 
䑝縖䦁拨䷍樋 

䘶ⴭ骰憡䑝縖ㅩ✳榫䡘⠟氳䴹㘍酒㗟ARapp艃鈒僚㞒⹘┉䦁拨槴䒟⻗ 
鑃ꝧ肚䣆嚂氳ր遝⛤僜ⳉց抇䏴䧞♓┖塠꿷䳪獲iPhone ✳榫縖絢耈働䷅⮽ր私饟

䶕䏆嚂ꎭ鏲ց䬠炑萵鷖塞䗰媲鑃私䏢ր錄遝̜꤬熗̜Safari̜⥪㏇✳榫塞䟕榫侈⩒錊ց 
鑃嫱䙬鼨⮈䣆嚂絢耈扝嫏⹉艃 AR 䦁拨孨Ⳃ 
䳪獲塠꿷 
1䬟䧘炑擀┕氳 QR Code䣒ꝧ䣆嚂注嚂饇ꤚ踭䆡䬠炑┾鹡䳢ր⩒錊ց 
2鐩丞⹦俍勂澭⟋䧘炑擀┕氳Ӥӗぽ嘆鋘示杯㏇樔ꪫ煉┘⺱㏑럅氳瑟谝絢耈

┘⺱ 
嫱萵䄖ꝧ肚遝⛤僜ⳉ⛙ AR ☮ꪫ儔걦炑䡝 AR ☮ꪫ示杯䷒㛻䗰媲⯞鐁伺䖼氳

䣆嚂扝嫏⹉艃 AR 䦁拨孨Ⳃ 
3䦁䶕拨撵䒎鵯䧞┖䒎ꝛꐷ催部佄䦁示適紈䷞冽 
4鹡䳢ր⟋这ց㵫拨撵┖鬼⮽䣆嚂 
5囸刨拨撵佭⻖䄖⟋这舘注嚂注⫈ 

 
愃鷇╯轱 

榻鞦䑝縖䳟ꝏ✳榫愃諵☾⠟働⠺Ⲃ拇䆡⽰搸憟ꮷ✿䫢闀舅䄕䵅聣丠☕䖼絢♓䦁
䶕┉䍗阁愃䏐䏠䐍舅䄕䣆煉䡝⹾煉꾛狞괋舅㏇䳪䫞愃批氳拨撵 
 
姢鷇╯轱 

姢鷇╯轱佭⮵榫姢✿鴁䘄丠☕氳䤗䄇奄㞞弋⪌姢┖꤬調䡝⺸姢煉䤸䴵溍꯽璢ꄆ擻
⮈万丠☕嫱䙬ⱱ颿嚂鴤聣䒎✿䦁䶕㷤杯䖼꿯ꤠ姢鷇氳拨撵⻗ 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
 

忍者体験ご案内︓AR アトラクション 
 
忍者写真の撮り方 

忍者になりきって写真を撮りましょう︕AR（拡張現実）アプリを使って、家族や友⼈と一緒に記念
写真を撮影できます。 

携帯電話の「位置情報サービス」を開いて、以下の指⽰に従ってください。iPhone ユーザーの方
は、「ウェブカメラエラー」のメッセージが表⽰される場合があります。その場合は「設定」→「プライバシー」
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→「Safari」→「このアプリを使⽤中のみ許可」を設定してください。 
端末によってはこのアトラクションをご利⽤いただけない場合もありますので、予めご了承ください。 
操作方法︓ 
1、看板の QR コードをスキャンし、スマートフォンのカメラアプリをタップして起動します。画⾯の指⽰

に従って「許可」を選択します。 
2、写真の枠に看板の△、□、○マークを収めます。場所によってマークは異なります。 

注︓位置情報サービスをオンにしても AR 画⾯が表⽰されない場合や、AR 画⾯が拡⼤表⽰さ
れる場合は、お使いの端末ではこのアトラクションはご利⽤いただけません。 

3、写真を撮影します。シャッターボタンをすばやく押すと、写真が撮りやすくなります。 
4、「保存」をタップして、写真をスマートフォンにダウンロードします。 
5、カメラロールに写真が保存されているか確認してください。 

 
火遁の術 

甲賀忍者は火薬の扱いに⻑けており、煙幕や爆発⾳を利⽤して敵から逃げる技術を持っていまし
た。⼿や口から火を吹いたり、火を自在に操っているように⾒える写真を撮影できます︕ 
 
水遁の術 

水遁の術とは、水を使って敵を欺く技です。水中に隠れたり、重い石などを投げて敵の注意をそら
し、逃げるための時間を稼ぐ方法などがあります。⼤胆な水遁の様子を写真に収めましょう︕ 
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001-024 
滋賀県甲賀市 

【タイトル】 忍者体験ご案内︓忍者ジャンプと⼿裏剣投げ 
【想定媒体】 看板 

 
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

䑜縖孨ⲁ䧗好˒˒䑜縖饥餠┚䣆ꄅ⯬䤸䫹 
 
䑜縖饥餠 

䑜縖♔骱䣆䷨䪇蜷燢䣮车♳ⱷ笑耇緾㘅餠剨ն䖻耇鱳⮽䓃劫氳姢䇖全融陒┉┖洇
洇舅䄕耇饥拇냖⻗ 

䳩⛼陱伺䧍颯┉冻澸䓪䣆ꄅ⯬䑜縖괎ꜭ⩝压刧⼽㍴朅㗟漶⟊㱧⪓抆⺵⪓ⱱ颯
饥㵨䣆ꄅ⯬㶽⺎耇냖㏐睳㏇儒冏┕ն融ꄈ䣆ꄅ⯬䢦睳氳냖䈲㶩耇湳鷺舅䄕氳䡗簔ն㞝冽
䣆ꄅ⯬择냖㛫┘浔⺎♔榫厡查䤧框⹧┖全ն 
 
䣆ꄅ⯬䤸䫹 

䣆ꄅ⯬佭僄蜷⺳氳䑜縖塡╯┉➘◇䯦䅠┦✳榫笑䕺仰技䕜ն䒍全䧪䡟䤸䫹䣆ꄅ⯬
⻗ 
 
㱧⪓固⮟ 
٬┘䐂⺸☽几䤸䫹䣆ꄅ⯬ն 
٬㵯ꄆ⪭☽⹇┚縖ն 
٬┥嫱◇䤸䫹㶽ⱱ⭵╈泘剝ն 
٬篾兠⺵陴㵨䣆ꄅ⯬科㍑⸊⛤ն 
 
䣆ꄅ⯬䭃嫏 
٬湿饄熊䤸䫹榫䥺䧗䧗脃⽰괐䧗❱ꪫ䩊⛩䣆ꄅ⯬ն 
٬Ꝛ饄熊䤸䫹榫괐䧗ꙿ⛩⭾♔⟊䧏牔㲋ն 
 
䣆ꄅ⯬䤸䫹亡嫏 
٬㑉波䅻鈺䤸䫹缵鼨䍋傪䤸䫹笑⛈波䣆膪걹ⲡꄂ科䣆ꄅ⯬ն 
٬姢䇖䤸䫹䣆膪䍋傪䡗 90 䈲嘦科㏇脃鼨⯥亡鵠鲋⺸㛚矶ⲁ缵鼨㵨䣆ꄅ⯬䤸⭴ն 
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----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜繁体字＞ 
 

䑝縖孨Ⳃ䧘⶟˒˒䑝縖饥驳艃䣆運ⱕ䤸䴵 
 
䑝縖饥驳 

♓骰䣆䷨䪇蜸牒氳䑝縖㏇㓵车♴ⳉ侈耈緿撳驳嘻䖼耈鷾⮽䓃嘚氳姢嶗✿峮鍲┉┖
洇洇舅䄕耈饥術냖⻗ 

䳪獲鐁伺䧍┉冻澸䓪䣆運ⱕ䑝縖괋ꔙ⩝囸刨⼾㎠梫㗟澭⟋逺抇䏴ⱱ
饥㵫䣆運ⱕ況絢耈냖㏑랧㏇儒冎┕峮ꄈ䣆運ⱕ䢦睴氳냖⾷㶩耈湳鷻舅䄕氳䡗端㞞冽
䣆運ⱕ㜁냖䭽┘蜸絢♓榫厢㯹䤧逬⹦┖✿ 
 
䣆運ⱕ䤸䴵 

亡➘䶒䅸┦✳榫侈䕻扝绮䕜氳䣆運ⱕ佭蜸經氳䑝縖塡╯┉䒎✿䧪䢇䤸䴵䣆運ⱕ
⻗ 
 
逺嶗⯞ 
٬┘䐂⺸☾☕䤸䴵䣆運ⱕ 
٬㵰ꄆ⪭☾⹉艃縖 
٬㵬嫱亥䤸䴵況ⱱ䳦煉泘嘆 
٬磶兠䏴鑃㵫䣆運ⱕ䷒㍑⸊⛤ 
 
䣆運ⱕ䭃嫏 
٬湿ꦗ䤸䴵榫䥺䧘䧘脄⽰광䧘⣐ꪫ䩊⛩䣆運ⱕ 
٬ꝏꦗ䤸䴵榫광䧘ꈜ⛩⭾⮃♓⟋䧐犹遝 
 
䣆運ⱕ䤸䴵亡嫏 
٬㑊波䅻釨䤸䴵缶鼨䎇傪䤸䴵侈⛈波䣆膫ꯂⳛꄄ䷒䣆運ⱕ 
٬姢嶗䤸䴵䣆膫䎇傪䡗 90 ⾷嚛䷒㏇脄鼨私亡鵡鷪⺸㛛䵅Ⳃ缶鼨㵫䣆運ⱕ䤸示 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
 

忍者体験ご案内︓忍者ジャンプと⼿裏剣投げ 
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忍者ジャンプ 
忍者は、任務中に壁を⾶び越えたり、木々の枝の間を⾶び抜けたりする⾝体能⼒で知られていまし

た。あなたの能⼒はどのくらいでしょうか︖ジャンプ⼒を試してみましょう。 
⼿順︓磁石付きの⼿裏剣を⼿に取ります。周囲の安全を確認し、全⼒でジャンプしてできるだけ高

い位置に⼿裏剣を貼り付けます。⼿裏剣がどの高さに張り付いたかを測定して、結果を確認します。
⼿裏剣が高すぎて⼿が届かない場合は、棒を使って回収します。 
 
⼿裏剣投げ 

⼿裏剣は、最もよく知られている忍者の道具の一つ。持ち運びが容易で、使⽤時に⾳が出ません。
⼿裏剣投げに挑戦してみましょう。 
 
安全ガイドライン 
・⼿裏剣を⼈に向けて投げないでください。 
・参加者同士でお互いに敬意を払いましょう。 
・集中して的に向かって⼿裏剣を全⼒で投げましょう。 
・終了後は⼿裏剣を元の場所に戻してください。 
 
⼿裏剣の握り⽅ 
短距離の場合：親指の腹と⼈差し指の側⾯でつまみます。 
⻑距離の場合︓⼈差し指を刃にかけると安定します。 
 
⼿裏剣の投げ⽅ 
垂直（通常）の投げ方︓肘を曲げて構え、腕を伸ばしながら⼿裏剣を放ちます。 
水平投げ︓腕を 90 度に曲げ、お腹の位置に置きます。肘を外側に振りながら⼿裏剣を投げます。 
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001-025 
滋賀県甲賀市 

【タイトル】 忍具 
【想定媒体】 看板 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

䑜 
 
萶仰䧳䫂䄄 

萶仰佭┉熨ꚗ⯆䄄Ꝛ䈲㏇ 60֐45 ⷿ眦╯ꠑն䑜縖⚢㵨框肘⪍骤籈鰑Ⲃ䵕撌
㘅㙇䡝榫◇䧳嬼䡝㵨簞碠硍㏇䣆凵㎐朅┕⺵⫋䬤⪍㏐ꪫ亡➘㍾㲋ն 
 
㐠꛻꛻查 

㐠꛻榺ꚗ⯆鼨⽰嚆儒䣆凵篯䡗⪓Ꝛ 18 ⷿ眦ն㐠꛻⮇╙┼熨㵸㑔ꚗ 4.5 ⷿ眦յ
䣆凵 13.5 ⷿ眦յ㛻㑔ꚗ 6 ⷿ眦յ䣆凵 12 ⷿ眦ն䑜縖榫框㏇ꠅ┕⭽嬼⫋⛈䣆鲽
⸼䋯ꛗն 
 
䱺虘虘敯耾ꙟ 

䱺虘佭榺◬ꛯ氳ꚗ兣䡝琉撴⯆䡗氳弯鉉ꙟ夷╄鉉㏰╙ 6 ⷿ眦Ꝛ氳㶅⯌ն䑜縖弍⪍䢣
㷒笑⚢㵨䱺虘䱺㏇㏐┕ն榺◇仼儗几㏇㲝⫂┘狪ꫤ鲹耇僗䷞䋞簾鴒⪬鵮䈲╙䑜縖◂⹧
鴣聰笑ꠑն䑜縖鲸⚢㵨䱺虘硍㏇簞┕䦐车榫全ꡢ潥鴒⪬ն 
 
ꙿ簞괎撈 

ꙿ簞佭┉兣篑 5֐4 眦Ꝛ氳띳簞簞查┼珸氳ꚗ朅┕逸僗┼╄䡝粮拇㶅⯌氳ꚗꙿն䑜縖
鵠鲋䤸䫹田ꙿ䵕撌骤㘅┕┖냖㚲█⺎榫框全䨻篼䩔藜氳泘剝䡝篼碧ꠅ䢓┘阦☽几⪍
⫂ն 
 
ⷅ璎蕇沬 

ⷅ璎佭┉篯㿋㝄氳㵸沬查㛚釙幯儒䡝⽰篣鵠鲋┼❱㯿嬼╈氳簞查㍾㲋⺎硍㏇⽰僜
胭䅠┕➘◇䯦䅠ն䑜縖㏇䣮车ꄆ金♳ⱷ笑⚢榫ⷅ璎沸科㞝簾鉯羋櫖氳蕇擻ն 
 
骤琾░⫞䄄 
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鲹熨➘䯦䌋乄㝄逸佭䑜縖㏇䣮车♳ⱷ鵎╈阭䎓ꄆ金⟔䕜氳䄄ն⺳╙湭环氳䣆凵
⫂逸僗篱奓琾㳋╈柳科⽰厚菋ն 
 
䣆䦯䄭䄧 

鲹熨䄭䄧榫萁儒刌荈榫鵎拇劫䩺陱仵⺎㍴㏇겇ꠑ䡝䎎㜍䅠⻹娕█⺎鹄沲ꪫ鼨䡝䋞
Ꝛ⽰僜胭䅠鲸耇㏇䵕撌笑鰑Ⲃ⹠ⱱն 
 
◑荈眦 

䑜縖再⩝⚢榫괐榫荈碜㵨眦刌䡗衹յ랋յ篍յ랫弯荈⫋塑┕氫荈眦睧燢◑荈眦ն
弯◑几┉篯车ⲁ笑☽♜⚢䱺┖◑荈眦╙骱⺵氳⺱⛂䧗饟█⚢㏇媯鵎科糌眦睧剝阭䎍
鵎䡝䧝것⩝篑㲋篯䡗個⺙˒˒夷熨겛荈创辑攑㲋⻡╬衹眦⺎耇辑炐⺸⺓鯸篍眦辑
炐⺸䄅鯸ն 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜繁体字＞ 
 

䑝 
 
萷扝䧴䫂䄄 

ր萷扝ց佭┉牊ꖺ邯䄄ꝏ⾷㏇ 60֐45 ⪞⮈╯ꝴ䑝縖働㵫逬咗⪌溍竄魋Ⲃ䵕撍
撳㙇麅絢榫亥䧴嬼䡝㏇䣆凵㎨梫┕答㞒筏碠䏴䬥⪌㏑ꪫ鶡车㍾遝 
 
㐠ꍨꍨ㯹 

㐠ꍨ榺ꖺ邯⮃鼨⽰嚇儒䣆凵磞䡗ꝏ 18 ⪞⮈㐠ꍨ⮈憡⪔牊㵸㑔ꖺ⮃ 4.5 ⪞⮈
䣆凵 13.5 ⪞⮈㛻㑔ꖺ⮃ 6 ⪞⮈䣆凵 12 ⪞⮈䑝縖榫㐠ꍨ㏇ꝛ┕Ꙓ嬼⫋⛈䣆
鶡⸼ꝧꑸ 
 
䱻虙虙敻胶ꄘ 

䱻虙佭榺◬ꎭ氳ꖺ半䡝琉撵邯䡗氳㍌鉈ꄘ夷⠕鉈憡 6 ⪞⮈ꝏ氳㶅⯌䑝縖弋⪌䢤㷒
侈働㵫䱻虙䱻㏇㏑┕榺亥仼儗☕㏇遯⪐┘狫ꫤ鵞耈僘䷞䋟稸鴓⪬鵯⾷憡䑝縖撏⹦鴤
聣侈ꝴ䑝縖▉働㵫䱻虙答㏇筏┕䦑车榫✿ꡢ灒鴓⪬ 
 
ꈜ筏괋撉 
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ꈜ筏佭┉半硝 5֐4 ⪞㶹ꝏ氳띴筏筏㯹⪔珸氳ꖺ梫┕遫僘⪔⠕䡝術⠕㶅⯌氳ꖺꈜ䑝
縖鵂鷪䤸䴵䤵ꈜ䵕撍溍撳┕┖냖谊▉絢榫逬✿䨻祗䩔暢氳泘嘆䡝祗秵ꝛ䢒┘阁☾☕
⪌⪐ 
 
ⷆ相諵沬 

ⷆ相佭┉磞㿋㝄氳㵸沬㯹㛛釚幰儒䡝⽰碋鵡鷪⪔⣐近嬼煉氳筏㯹㍾遝絢答㏇⽰僜
胮䅸┕➘亥䶒䅸䑝縖㏇㓵车ꄆ釒♴ⳉ侈働榫ⷆ相沸䷒⥾佭稸鉮羌櫖氳諵擻 
 
溍璜傴㴵䄄 

溍璜佭┉牊亡➘䶒䅸氳乄磞⺭▉佭䑝縖㏇㓵车♴ⳉ鵏煉鋘ꍖꄆ釒鞴銻氳䄄經
憡ր湭环ց氳䣆凵⪐遫僘碸奓璜部㉻煉这䷒⽰厚菌 
 
䣆䦯䄭䄧 

鵞牊䄭䄧榫譍儒刍荈僘術牊榫鵏䴆鐁件絢㎠㏇갎ꝴ䡝樧꯽䅸娕▉絢鹅衏ꪫ鼨䡝
䋟ꝏ⽰僜胮䅸麅耈㏇䵕撍侈魋Ⲃ氪ⱱ 
 
◑荈眧 

䑝縖働榫광榫荈碜㵫眧刍䡗誻랊硟랫㍌荈⫋ⱶ┕氫荈眧睨┉⪦◑牊갳荈牒
憡ր◑荈眧ց㍌◑☕┉磞车Ⳃ侈働䱻┖◑荈眧憡骰䏴氳⺱⛂䧘饟▉働㏇媰鵏䷒糌眧睨嘆
鋘塾鵏䡝䧞ꯏ⩝硝遝磞䡗個谝˒˒┘⺱갳荈♏辑攒遝⻢紶❆㞞誻眧絢耈辑炑ր⺸⺓鮺ց
硟眧辑炑ր⺸䄅鮺ց 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
 

忍具 
 
苦無（掘削⽤具） 

忍者は、石の隙間に苦無を押し込んで壁を登る際に使⽤しました。鉄製の道具の⻑さは 45 から
60 センチメートルで、⽳を掘るためや、柄にある輪に縄を結び、地⾯に刺して固定する際にも使われま
した。 
 
坪錐（ギムレット） 

つぼきりは鉄製で、柄は樫で作られており、⻑さは 18 センチ。小型（鉄部分、4.5cm︔柄、
13.5cm）と⼤型（鉄部分、6cm︔柄、12cm）の 2 サイズがありました。忍者はこれを使って、扉
に⽳を開けて⼿を差し込み、開錠しました。 
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撒菱（菱状のフットスパイク） 

撒菱は交差された 4 枚の鉄片または竹片をつなぎ、それぞれ 6 センチの棘を持つものです。忍者は
家に入る際に撒菱を床に撒いていました。室内では靴を履かないため、忍者が逃げる間に追⼿を遅ら
せるのに効果的でした。撒菱に縄を結びつけ、引きずって敵の追跡を妨害することもありこともました。 
 
鉤縄（グラップリング⽤フック） 

鉤縄は、鉄製の輪に 2 本以上の鉄の鉤を取り付け、約 4〜5 メートルの麻縄の両端に結びつけた
ものです。忍者はこの鉤を投げて石壁を登ったり、高い場所に上がったり降りたりしていました。また、捕
らえた⼈を拘束したり、他⼈が入るのを防ぐために扉を固定したりするためにも使われました。 
 
印籠（薬箱） 

印籠は漆塗りや和紙で覆われた容器に、小さな箱が複数重なっているものです。両側に開けられた
2 つの⽳に紐が通されており、帯に取り付けて持ち運びしやすくなっていました。忍者は、重要な任務の
際に胃痛などを和らげる薬を入れて携帯していました。 
 
石筆（筆記⽤具） 

忍者は、任務中に重要な情報を記録するため、この携帯⽤の筆記具を持ち運んでいました。⽮⽴
とも呼ばれ、柄の中に細い筆を収納し、墨と綿を容器に保管していました。 
 
⼿拭（木綿の布） 

蘇芳染めのこの布を、忍者は様々な方法で使⽤しました。汗を吸収するために首や頭に巻いたり、
顔を覆ったり、着物の帯の⻑さを延ばしたり、登る際に自分を引き上げるために使⽤していたとされてい
ます。 
 
五色⽶ 

忍者はあらかじめ食⽤の顔料を使⽤して、⽶を⽩に加えて⻘、⻩、⾚、⿊に染めていました。4〜5
⼈のグループで活動していた忍者は、後に続く仲間のために道しるべとして五色⽶を落としました。⽶
は、帰る道を分かりやすくするために道沿いに置いたり、あらかじめ考えておいた暗号作成のためにも使
われました。たとえば、⻘い⽶は「右折」、⾚い⽶は「左折」など、特定の意味が各色に割り当てられて
いました。 
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001-026 
滋賀県甲賀市 

【タイトル】 プロジェクションマッピング 
【想定媒体】 看板 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

⩞ꥵ䤸䏆 
鲹㚲⩞ꥵ䤸䏆㷤炐♔榻顡䑜縖ⷧ⺒╈氳劭䑐⩕碜┚ꄆ㛻再♭╙╚겗鵠鲋鈼鈿䎬䌋⼑

朆☽♜氳⚩㜦䷚再ն 
 
1. ⪠鉉㳄仍㳄篤 

⪠鉉㳄仍佭⹿创鲤娡㎁凶市顡⹁㎁佭仼儗⹿创车䷓⵲⮕僗⮷◇㎁㳄好
鼨յ㞝凶榻顡䄬┉䅠氳⺳ꠅ僷仍ն1487 䇗㲝槅䆠䈢(1336-1573)㵨⫠餉⮵╬㶉(1465-1489)
㍕⪠鉉㳄仍鲿䤻⽝♑縡⭴⪬䷍䣒鲤娡ն┉◙榻顡䑜縖㳄仍┚⪠鉉㳄仍纭䣆⭡同㛥逊յ狰逊
䡟儛䡗Ⱶ⭵鴚▽㵨⫠氳鼨꠼ն鰕抬氳䡟簔鯼ⲁ┉笑榻顡䑜縖氳⶛飉㲓ⱱ꺙埠⹨⮽䇯嫚⪩
嫱ն 
 
2. 榻顡䑜縖㳄仍 

⹇┚㵒䤻餉⮵╬㶉氳榻顡㳄仍⺵全鲽┉塠ꚑ溿⭴▽榻顡䑜儛ն榻顡䑜縖颯嶏◇榻顡
◑ⶇ└㳄53 ╄㳄仍⪭╈ 21 ╄㳄仍㍕㏇ 1487 䇗䡟䏕╈氳葏Ⲯ辑朆縡㚷⹨㵯㼶ն 

꣮浔笑ꠑ䫠燰榻顡䑜縖㏇熭㰣յ㛿乄յ蔈蕇璡拇╄겅㓊燠碶▽╋㳫湳陃ն仼儗䡟㎁笑
创(1467-1568)榻顡㏐⵲氳㛻⺳㛻겅╚ⲡⱱ訅䍐䎎㏐炙⵲♔轑籃┚㏐籃╙篨䅠篾沾
㲓车㏐亡舅媪ն⮽▽䡟㎁笑创⺵僿鲹◙纭沾䡗环▽舅媪篯篲榻顡鼞╈䘣䘣ꮠ⺱
䔅㏐⵲再ⱷ㏰榺辑⬀⺵氳拇丘烨⬀㲋ն 
 
3. 篲榹⟔Ꝛ㳄篤 

榻顡䑜縖傾䷞灵◇╙仼儗簊┉环┖娕뀐Ⱶⲏ氳┉创凒꥓篲榹⟔Ꝛ(1534-1582)ն1582 䇗
6 僖篲榹⟔Ꝛ㏇◺齉儗耇㵔╯⹩╈鹀⮽㳄臺伺保⩞熔(1528-1582)羜⹮狰逊縡䙬㛚墴
⽝ն 
 
4. 䐼䃷㳄䉔㳄篤 

篲榹⟔Ꝛ墅⺵伺保⩞熔氳⫠꠼陒㎂ꡢ塛篲榹⟔Ꝛ氳⺁┉⛤㳄臺䐼䃷㳄䉔(1543-1616)
鲮㍑⪭⛤◇⫆㽃凶撕湳⹁╈鼨氳⫆㽃䄬氳䩺憠ն䎎䐼䃷㳄䉔鵎篺榻顡笑骱╙榻顡䑜縖
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氳拇粬㶾㳄仍╙☽䬠❠▽⛩检䇜塑♔䇽䥉榺塝榻顡䑜縖┚䐼䃷㳄仍䋧环▽岑⸂⪩硍ն┼
⼽⺵伺保⩞熔䡟題逈儴篲榹⟔Ꝛ╯☥䐂䥊鲹█╙䐼䃷㳄䉔僄篳䡗╙䆠䈢㵨⫠䇜簊┉仼
儗ꛐ䇖▽鷺饟ն 
 
5. 榻顡䑜縖氳鸆◲ 

榻顡氳䄬菋璉氬⺭璉ꮠ⺱┪傾㏇鲹ꄅ鷥㏐䋯科㞝凶䎎㏐䄬妩塜Ⲅⱱ阦
框ꄆ朆榟儬ն塜㞝㏇個㚲簨科氳璉氬⺭菋紧榻顡䑜縖☳┘鴒姳纺⩞愉⯥氳蔻縍縡佭┥嫱
◇㱥䥉舅䄕氳榟孨亡䌋⭡同䤗耇┚保䜕䈒㵒笑创⹩鱻氳䧪䡟ն 

꣮浔䡟▞篢䣼氳仼儗䡟㎁笑创蛽䆠䐼䃷䆠䈢(1603-1867)簊┉仼儗丞╄炙⚢㵒䑜縖
氳꧎姳鵄峀⬵㵽ն⛙䑜縖╋㳫氳蔈蕇湳陃╙榻顡㏐⵲⚜拇⯆蕇⪝⺚氳䋧环㝖㲋▽㓹滼鲹
◙⚀┯舘凶☱㏇袖境⹠㷤ն塝㛚榻顡蕇⿁氳⯆鵲٬顐⶞█䄖逈⮜⪍㎁㳄氨䎓擻
顏妩⟂乄⴬顉◲ն 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜繁体字＞ 
 

⩞ꥶ䤸䏆 
鵞谊⩞ꥶ䤸䏆㷤炑纻扦亥榻鞦䑝縖塽⺒煉氳劭䑐⩕碜艃ꄆ㛻◄♭♓釲鈫䎬䌋杯☾

⠟氳⥉㜦䷚◄ 
 
1. ⪠鉈邖邖硭 

⪠鉈邖佭結♏鲥娡㎜☬市鞦窱ր㎜ց佭仼儗結♏车䷓ⶆⱁ僘禁亥ր㎜邖ց⶟鼨
㞞☬榻鞦䄬┉䅸氳經ꝛ僸从1487 䇗遯槅䆡䈢1336-1573㵫髭餉⮵紶釋1465-1489
㍕⪠鉈邖鸂䤻⽝♒縡示⪬䷍䣒鲥娡┉◚榻鞦䑝縖邖从艃⪠鉈邖绤䣆䝬課㛥醯狱醯䢇轱
䡗Ⱶ䳦鴛▽㵫髭氳鼨꣣☾⠟氳魟抭䢇端鯥Ⳃ┉侈榻鞦䑝縖氳⶛飉酒ⱱ▉㍕塞紳⮽䊸嫚
꟯嫱 
 
2. 榻鞦䑝縖邖从 

⹉艃㵴䤻餉⮵紶釋氳榻鞦邖从䏴✿鶡┉塠ꙍ溿示▽榻鞦䑝轱榻鞦䑝縖嶏亥ր榻鞦
◑ⶇ└邖ց53 ⠕邖从⪭煉氳 21 ⠕邖从㍕憡㏇ 1487 䇗䢇䏕煉氳葐辑杯縡⤕紳㵰㼷 

ꤚ蜸侈ꝴ䫠燯榻鞦䑝縖㏇熭逖㛿乄蔉諵璢術⠕ꯝ㓊犉碶▽雧邽湳閂仼儗䢇㎜侈
♏1467-1568榺亥榻鞦㏑ⶆ氳㛻經㛻ꯝ╚ⳛⱱ訆䍐樧㏑炙ⶆ♓轑稫艃㏑稫憡硷
䅸磶沾酒车㏑亡舅媪⮽▽䢇㎜侈♏䏴僿鵞◚绤沾䡗环▽舅媪磞笞ր榻鞦鼞煉䘣ց䘣
ꮠ⺱ր竭ց㏑ⶆ◄ⳉ齉榺辑婋䏴氳術丨烩婋遝 
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3. 笞榹⟔ꝏ邖硭 
榻鞦䑝縖傾䷞䑾亥憡仼儗礶┉环┖娕껊ⱵⳒ氳┉♏协꥓笞榹⟔ꝏ1534-1582⛙笞

榹⟔ꝏ㏇ 1582 䇗 6 僖◺齉氳ր儗耈㵕╯闭ց煉鹁⮽邖臺伺保⩞熕1528-1582羝⹯狱
醯縡䙬㛛壌⽝ 
 
4. 䐼䃷邖餐邖硭 

笞榹⟔ꝏ墆䏴伺保⩞熕氳髭꣣鍲㎬ꡢ塛笞榹⟔ꝏ氳⺁┉⛤邖臺䐼䃷邖餐1543-1616
鲯㍑⪭⛤亥㹮㽄☬䚂湳窱煉鼨氳㹮㽄䄬氳䴆럅樧䐼䃷邖餐鵏祺榻鞦侈骰憡榻鞦䑝縖
氳術糶㶾邖憡☾䬠❠⛩谊┾ⱶ♓⟋闀榺塞榻鞦䑝縖艃䐼䃷邖䋧环▽岒⸂꟯➡⪔⠕佔僿
䏴伺保⩞熕䢇䷴逈夋笞榹⟔ꝏ╯☥䐂㕕鵞▉憡䐼䃷邖餐磚䡗憡䆡䈢㵫髭礶┉仼儗
ꌤ䇖▽鷻饟 
 
5. 榻鞦䑝縖氳鹨榣 

榻鞦䑝縖䐍┘鴓姳纻⩞掸私氳唽縎㵬嫱亥逷闀舅䄕氳榟孨亡䌋䝬課䤗耈艃保䟕
㵴侈♏闭鹞氳䧪䢇鵞牊矀烖塜㞞㏇個谊秔䷒氳ր璊氬⺭ց璊ꮠ⺱ր┪ց菌儦˒˒傾
㏇鵞遵鷦㏑ꝧ䷒氳榻鞦䄬菌㞞☬樧㏑䄬妩塜ⲅⱱ阁逬ꄆ杯榟嚂 

䢇▶碑䵑氳仼儗䢇㎜侈♏蛾䆡䐼䃷䆡䈢1603-1867礶┉仼儗䏴炙働㵴䑝縖氳ꧏ
姳鵅廍峎㵽⛙䑝縖雧邽氳蔉諵湳閂憡榻鞦㏑ⶆ術邖邯諵⪞統㝗遝▽㓹灅鵞◚⚀哆舘☬
☱㏇袗Ⲩ氪㷤塞㛛ր榻鞦諵⿁氳邯鵳٬鞄韢㉻ց▉䄖逈⮛⪌㎜邖氨ꍖ僘䎬妩⟂乄ⴭ靸
榣 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
 

プロジェクションマッピング 
このプロジェクションマッピングによる展⽰は、甲賀忍者の歴史を決定づけたいくつかのモチーフや出来

事に着想を得て、甲賀忍者の物語を視覚的に表現したものです。 
 
1、六角家の家紋 

六角家は、近江国（現在の滋賀県、ここの「国」とは古代日本の⾏政区画、いまの「国家」とは異
なる）の南部にあたる現在の甲賀市一帯を⽀配していた有⼒な一族です。1487 年、室町幕府
（1336-1573）の将軍・⾜利義尚（1465-1489）は、命令に従わなかった六角家を討伐すべく
近江を攻めました。しかし、一部の甲賀忍者一族が六角家と⼿を組み、夜襲や奇襲を駆使して将軍
の軍を撃退しました。この偉業は⼤きな話題となり、初めて甲賀忍者の卓越した能⼒が広く注目を集
めることになりました。 
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2、甲賀忍者一族 
将軍義尚に対する乱に参加した甲賀忍者一族は、その後忍術をさらに発展させます。甲賀忍者

の祖である甲賀五十三家のうち、1487 年の戦いで功績を残した二十一家が特に尊敬を集めまし
た。 

時を経て、甲賀忍者は科学、天文学、薬学などさまざまな分野において非常に高い知識を持つよ
うになりました。戦国時代（1467-1568）、甲賀では⼤名の権⼒が弱かったため、地域住⺠が⾎
縁や地縁に基づいて集団を形成し、自治を⾏っていました。戦国時代の後期には、これらの集団が
「甲賀郡中惣」と呼ばれる自治組織を⽴ち上げ、地域に関するあらゆる事項を多数決で決定してい
ました。 
 
3、織田信⻑の家紋 

甲賀忍者は、天下統一の礎を築いた戦国⼤名、織田信⻑（1534-1582）に忠誠を尽くしまし
た。1582 年 6 月のいわゆる「本能寺の変」で、信⻑は家臣である明智光秀（1528-1582）の思
わぬ裏切りにより、京都の本能寺で命を落としました。 
 
4、徳川家康の家紋 

信⻑の死後、岡崎（現在の愛知県中部の岡崎市）にある本拠地に戻ろうとしていた徳川家康
（1543-1616）を、明智光秀の軍勢が阻止しようとしていました。家康もまた、信⻑の家臣でした。
甲賀忍者一族である多羅尾家が、甲賀を通過する家康に宿を提供したことで、徳川家と甲賀忍者
との間には強い絆が生まれることになりました。信⻑の死の二週間後、明智光秀が討たれ、家康が将
軍として天下統一を果たす道が開かれました。 
 
5、甲賀忍者が受け継ぐ伝統 

甲賀市の市の花である「ササユリ」は、かつてこの地域に数多く咲いていました。現在、市⺠がその再
生に取り組んでいます。影に咲く花のように、甲賀忍者は脚光を浴びようとすることなく、変化する時代
における課題を乗り越えるために、技や論理を駆使して自らの生き方を守ることに焦点を当てていまし
た。 

戦国時代が終わり、徳川幕府（1603-1867）による天下統一が果たされると、忍者の需要は
減少しました。しかし、忍者の漢方薬に関する豊富な知識が、甲賀地域に多くの製薬関連の会社が
生まれる下地となり、それらの会社は今なお繁栄を続けています。なお、「甲賀売薬の製造・販売⽤
具」は国の登録有形⺠俗文化財に登録されています。 
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001-027 
滋賀県甲賀市 

【タイトル】 忍者アートルーム 
【想定媒体】 看板 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

䑜縖荔儛䄄⛼㲝 
鲹╄㷤⵲ꡱ⮜浔全舅榻顡䄬㸔嫧䄄䢣荔儛䄄⛼㲝氳⛼⿁ն荔儛㳄♜鵠ⱱ⺭⛼♔

里攑氳鈼鉉陝ꄂ䑜縖乄⴬ն塝㷤鈾⸊儗⺆佭║㷤ⷌ㍕䇯⹨㞑陁縡䡗╙▽䅻阻㷤鈾ն 
 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜繁体字＞ 
 

䑝縖諠轱䄄獲遯 
鵞⠕㷤ⶆꢷ⮛蜸✿舅榻鞦䄬ր㸔嫧䄄㏵ց諠轱䄄獲遯氳獲⿁術⛤諠轱邖⺭獲♓暐攒

釲鉈鎃ꄄ䑝縖乄ⴭ┉ꝧ㡐鵞㕙㷤鈮⺆佭舃侈㷤鈮㍕憡㛻紳塚鲝縡䡗憡䅻錄㷤鈮 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
 
忍者アートルーム 

ここでは、甲賀市にある「やまなみ⼯房」というアートルームの作品を展⽰しています。アーティストた
ちが協⼒して忍者を独自に解釈した作品を生み出しています。この展⽰は当初は期間限定の予定で
したが、⼤好評を博したことから、現在は常設展⽰となっています。  

68



 

 

001-028 
滋賀県甲賀市 

【タイトル】 甲賀忍者の歴史 
【想定媒体】 WEB 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

榻顡䑜縖氳ⷧ⺒ 
 
颯嶏⚩陱 

榻顡䑜縖氳洡塜颯嶏䄖仰☳縓阾⛙僗⚩陱燢┚㏀䐼择查(574-622)僗⪩☽佭㵒仼儗
乄⴬⹠㷤顈昦⶛蜷氳ꄆ金几擻ն䩺⟔㏀䐼择查骱鱦僗┉⛤全舅榻顡յ⺳╙㛻⛂篱几榟⶚
䇗┘陣氳❊☳塝几䦦僗냖飃氳ꠑ隊䤗耇逈燢╙䑪耇➘ն䩺陱仼陪╈䑪耇➘┚
䑜(shinobi)⺱ꮠ䑜縖┉陊榺塝縡全ն┘鲋ⷧ⺒乄昦╈波⮽ 14 ┪篕䣉꺙埠⭴朆
䑜縖◅㰅ն 
 
仼儗䡟㎁笑创(1467-1568) 

榻顡㏐⵲氳䗯⬅㏇䎎笑奃鰏粩鈷榺◇㛻⺳㛻겅╚ⲡⱱ訅䍐院㏐⵲䎬䡗▽里攑氳
㏐亡舅媪嘗䌋ն䎎㏐炙⵲♔轑籃┚㏐籃╙篨䅠篾沾䇜䡗环▽⺳╙榻顡鼞╈䘣䘣ꮠ
⺱䔅氳舅媪篯篲ն鲹熨㏐亡舅媪┚꥘⛮ꡕ䐒瓀樋㵒簟䧏㏐⵲牔㲋յꡕ塛⶝┉䍠儹㽢
颯縡銨舘⪩ꄆ金ն⪭☽㏐⵲氳陵❽篢篢꥛✇榻顡䑜縖❤ꪣ☽♜氳䗯䥊䮣꥘耇ⱱ㲓朆䡟樋
ꄇ䑐ն 
 
꺙埠ꄆ㛻䡟䏕1487 䇗 

1487 䇗㲝槅䆠䈢(1336-1573)㵨⫠餉⮵╬㶉(1465-1489)⭴⪬䷍䣒鲤娡㎁凶市顡⹁
㎁佭仼儗⹿创车䷓⵲⮕僗⮷◇㎁㳄氳⪠鉉㳄仍겅㏐ն榻顡䑜縖꥘篾㏇⪠鉉㳄仍
라┖鼨⮇䑜縖鲡榫狰逊䡟儛⭵鴚▽㵨⫠氳鼨꠼ն⪭╈ 21 ╄㳄仍⪦⺱⹠ⲁ▽粮╙㛻羑氳㛥
逊⭵⚮▽餉⮵╬㶉ն篺塝┉䏕榻顡䑜縖技⺳鲾䣵⹇┚塝䡟氳䑜縖㳄仍█㚷⹨㵯㼶ն 
 
岑⹨䐼䃷㳄䉔⟔顽1562 䇗 

1560 䇗䐼䃷㳄䉔(1543-1616)矶聰▽鵠鲋纭㣋❤ꡭ氳凶䃷㳄仍藜䐂里环ն╯⺵☽
┚䍠㛻氳凒꥓篲榹⟔Ꝛ(1534-1582)篾沾䇜◇ 1562 䇗╙䷍┖ꡕ䐒㐍㍾氳┕▋㒮凶撕湳
⹁┱鼨氳蠉鼞䄬⺸榻顡䑜縖䬠⭴▽뀔䭤陴姳ն䎎笑㛻篑 200 ⺳榻顡䑜縖弍⪍㒮╈ⶖ䡟
☽♜亀儴▽㒮╚˒˒凶䃷㳄仍氳뚌外Ꝛ拨(?-1562)䇜䣩䥨▽㒮╚氳┼╄⩎查⛼╙几顏䐼
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䃷㳄䉔♔塝䩦㍑▽逈凶䃷㳄仍䦔焔氳㠦⩎ն䩺陱䐼䃷㳄䉔傾⫞⟔䚊隟榻顡䑜縖即䡗鲹┉
㎐席篾冽ն 
 
ⶖⲂ䐼䃷㳄䉔鴣◦1582 䇗 

1582 䇗 6 僖 2 仼篲榹⟔Ꝛ㏇◺齉儗耇㵔鹀㳄臺伺保⩞熔(1528-1582)羜⹮狰逊縡䙬
㛚墴⽝ն꣮⺵伺保⩞熔氳⫠꠼陒㎂ꡢ塛䐼䃷㳄䉔鲮㍑⪭⛤◇⫆㽃凶撕湳⹁╈鼨氳⫆㽃
䄬氳䩺憠ն䎎䐼䃷㳄䉔鵎篺榻顡笑䑜縖╙☽䬠❠▽⛩检䇜塑♔䇽䥉榺塝塑岑▽┚䐼䃷
㳄仍氳⪩硍ն┼⼽⺵伺保⩞熔䡟題逈儴篲榹⟔Ꝛ╯☥䐂䥊鲹█╙䐼䃷㳄䉔㏇ 1603 䇗
僄篳䡗╙䆠䈢㵨⫠䇜簊┉仼儗ꛐ䇖▽鷺饟ն 
 
╋臺熔⺮㵒䑜縖氳䘪粯1585 䇗 

╋臺熔⺮(1537-1598)佭篲榹⟔Ꝛ氳⺁┉⛤㳄臺⺵全氨┕▽儹ⱱ䃈㼉ն1585 䇗☽⽝
♑榻顡䑜縖⟤璵㔼㐐╙姢䷍䡟儛Ⲃⱱն⛙㔼㐐嵼⬀䌖⹠孌姢⹇┚璵㔼氳䑜縖㳄仍逈鴒顊
䇜Ⰼ㜕겅㏐ն╯⺵┉鼨⮇䑜縖槴㏇榻顡ⱷ⫡╙榟⺁┉鼨⮇⮟熊䋯塝㏐⺁㵖榟阞ն 
 
⚒鈷㒮╯䡟1600 䇗 

⚒鈷㒮╯䡟佭┉㏜鈺嘗┘㛻⛙僗ⷧ⺒䙬╬氳䡟䏕╙⺱䇗篳篾䡟㎁▞┪氳⪩⸊╯䡟
㒪┖▽⚒琾ն䐼䃷㳄䉔氳㳄臺뙣㷉⩕灵(1539-1600)曎⫠뀟㱥⚒鈷㒮☽┚㳄几鹀⮽㵒环亡
氳塡㵨骤榹└䡗(1563-1600)㛻⫠㍴㍮㏇㒮⫂㐍㱥▽ 10 㛿ն┉䶺逈燢╙榻顡氬几氳
䑜縖꠼⚏塑⪍▽䐼䃷㳄䉔┉亡⪦⺱⹇┚▽㱥㒮䡟ն☽♜氳Ⲅⱱ阦䐼䃷㳄䉔䐂♔┥嫱◇粮
䡟樋䙬╬氳䡟䏕ն1603 䇗䐼䃷㳄䉔䡗╙仼儗䆠䈢㵨⫠⺵㵨榻顡氬几氳⺵创䬠╙
娡䢓凶┱◺㒮㱥ⶼն 
 
娡䢓笑创(1603-1867) 

1603 䇗䐼䃷㳄䉔簊┉仼儗䇜䋧环娡䢓䆠䈢䋯⻪▽Ꝛ鱳 260 ⛸䇗氳⽰䇖笑创ն꣮浔
㵒䑜縖氳꧎姳俋鷥⬵㵽┉◙䑜縖㳄仍榗舘ꣀ⪍顒㍮猯㗟ն 
 
㹢⸊╯▞ 

㹢⸊╯▞(1637-1638)佭榻顡䑜縖⹇┚氳僄⺵┉㏜ꄆ㛻䡟䏕ն㍕䆠䈢䫠车焔䷸䷓瓀䇗
鰇氳⺮⮵䶺╘16 ┪篕舘伺媪笑创ֈ1868-1912։氳仼儗㓹涎䷸䏻㛿蔈弯鼃(1621-1638)
㏇㹢⸊凶Ꝛ㽃⹁յ挫儗⹁┉䅠氳⸊㒮⹠ⲁ颯╬ն䆠䈢孭⸼䇖䕜⹮▞氳꠼⚏╈僗 10
⺳榻顡䑜縖⪭♳ⱷ佭☳㒮⫂䮣꥘䗯䥊ն☽♜䡗Ⱶ弍⪍㒮╈䇜滭㏾▽⹮⫠氳瞚괐❠簄ⷌ㍕
⻤┘䟆䎎㏐亡銨縡蛽⪍▽⹮⫠氳ꣀꡓն 
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榻顡⹿㚖 

娡䢓笑创┉鼨⮇䑜縖㳄仍ꣀ⪍顒㍮猯㗟ն1789 䇗┉╄⺳╙榻顡⹿㚖榻顡縏
⪬氳㍙⛮⯥䏢娡䢓⺸䆠䈢昦┕陣㶽氳䑜儛湳陃姻籁վ┒䃷꥘宿տ仿㏇阾伺舅骱氳⚩䤕
┚┥┯䓪ն☽♜氳Ⲅⱱ篳鈷䡗䷞縏⪬♜䤧藜颇ꛌ┼䅠㍑榻顡䫙宁▽䎎㏐⪭☽䑜縖㳄仍ն 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜繁体字＞ 
 

榻鞦䑝縖氳塽⺒ 
 
嶏⥉鐁 

榻鞦䑝縖氳洡塜嶏䄖扝䐍縓镜⛙僘⥉鐁牒絢耈艃㵴仼儗乄ⴭ氪㷤靹暶⶛蜸氳纳
䐼㜁㯹574-622僘꟯䴆⥉纳䐼㜁㯹骰麕僘┉⛤✿舅榻鞦經憡㛻⛂碸☕榟⶚䇗┘
鎌氳❋䐍塞☕䳕僘냖飃氳ꝴ鑩䤗耈逈牒憡ր䑪耈➘ց䴆鐁㍕仼鏥煉ր䑪耈➘ց艃ր䑝ց
shinobi⺱ꮠ佭縡榣榟▽ր䑝縖ց┉鍢┘鷪ր䑝縖ց◅迗波⮽ 14 ┪硕䣉㏇塽⺒乄
暶煉瑮┉埡逈䬠⹗ 
 
仼儗䢇㎜侈♏1467-1568 

榻鞦㏑ⶆ氳䗰媲㏇樧侈奄鬴粪釤榺亥㛻經㛻ꯝ╚ⳛⱱ訆䍐樧㏑䎬䡗▽暐攒氳㏑
亡舅媪嘘䌋˒˒♓轑稫艃㏑稫憡硷䅸磶沾氳㏇㏑炙ⶆ䡗环▽經憡ր榻鞦鼞煉䘣ց䘣ꮠ⺱
ր竭ց氳舅媪磞笞鵞牊㏑亡舅媪艃꥙냉ꡕ煞瓁樋㵴禵䧐㏑ⶆ犹遝ꡕ塛ㄲ┉䍛垷㽣
舘꟯ꄆ釒⪭☾㏑ⶆ氳钦❾碑碑꥜⤽榻鞦䑝縖❤ꪤ☾⠟氳䗰㕕䮤꥙耈ⱱ酒杯䢇樋ꄇ䑐 
 
꺙埡ꄆ㛻䢇䏕1487 䇗 

遯槅䆡䈢1336-1573㵫髭餉⮵紶釋1465-1489㏇ 1487 䇗示⪬䷍䣒鲥娡㎜☬
市鞦窱ր㎜ց佭仼儗結♏车䷓ⶆⱁ僘禁亥ր㎜邖ց氳⪠鉈邖ꯝ㏑榻鞦䑝縖꥙磶㏇⪠
鉈邖락┖鼨⮈䑝縖鷠榫狱醯䢇轱䳦鴛▽㵫髭氳鼨꣣⪭煉僘 21 ⠕邖从催佭⪦⺱氪Ⳃ▽
催憡㛻膛氳㛥醯䳦⥏▽餉⮵紶釋榻鞦䑝縖祺塞┉䏕绮經鸞䬴⹉艃塞䢇氳䑝縖邖从▉⤕
紳㵰㼷 
 
岒紳䐼䃷邖餐⟔韻1562 䇗 

䐼䃷邖餐1543-1616㏇ 1560 䇗磚亥䵅聣▽鵂鷪绤㣌❤ꡭ氳☬䃷邖暢䐂暐环╯
䏴☾艃䍛㛻氳协꥓笞榹⟔ꝏ1534-1582磶沾┾亥 1562 䇗憡䷍┖ꡕ煞㔌㍾氳┕齟㒮☬
䚂湳窱典鼨氳蠊鼞䄬鑃姳榻鞦䑝縖◀♓䶺䭤樧侈㛻硝僘 200 經榻鞦䑝縖弋⪌㒮煉⶜
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Ⲃ獲䢇亅夋▽㒮╚˒˒☬䃷邖氳듻外ꝏ拨?-1562┾㵫㒮╚氳⪔⠕⩬㯹䳜憡☕韭䐼
䃷邖餐♓塞䬷㍑▽逈☬䃷邖䣩䥨氳㠧⩬䴆鐁㵴塞㎨幥磶冽䐼䃷邖餐傾㴵⟔⺸榻鞦䑝縖
辑鷾䚋销 
 
⶜Ⲃ䐼䃷邖餐鴤◧1582 䇗 

1582 䇗 6 僖 2 仼笞榹⟔ꝏ㏇◺齉儗耈㵕鹁邖臺伺保⩞熕1528-1582羝⹯狱醯縡
䙬㛛壌⽝ꤚ䏴伺保⩞熕氳髭꣣鍲㎬ꡢ塛䐼䃷邖餐鲯㍑⪭⛤亥㹮㽄☬䚂湳窱煉鼨氳㹮㽄
䄬氳劯䴆㏑樧䐼䃷邖餐鵏祺榻鞦侈䑝縖憡☾䬠❠⛩谊┾ⱶ♓⟋闀榺塞ⱶ岒▽艃䐼䃷
邖氳꟯➡⪔⠕佔僿䏴伺保⩞熕䢇䷴逈夋笞榹⟔ꝏ╯☥䐂㕕鵞▉憡䐼䃷邖餐㏇ 1603
䇗䏴䡗憡䆡䈢㵫髭礶┉仼儗ꌤ䇖▽鷻饟 
 
雧臺熕⺮㵴䑝縖氳䠢糐1585 䇗 

笞榹⟔ꝏ氳⺁┉⛤邖臺雧臺熕⺮1537-1598䏴✿氨┕▽垷ⱱ䃦㼊☾㏇ 1585 䇗⽝
♒榻鞦䑝縖⟣疤㔼㚔憡姢䷍䢇轱Ⲃⱱ⛙㔼㚔弭婋䌖氪孌姢⹉艃疤㔼氳䑝縖邖从逈鴓鞊
┾Ⰰ製ꯝ㏑╯䏴┉鼨⮈䑝縖槴㏇榻鞦ⳉ鱖憡榟⺁┉鼨⮈⯞ꦗꝧ塞㏑⺁榟銷 
 
⚒釤㒮╯䢇1600 䇗 

⚒釤㒮╯䢇氳釨嘘┘㛻⛙ⷙ哗塽⺒䙬紶▉憡⺱┉䇗磚磶䢇㎜▶┪氳꟯⸊╯䢇㒪
┖▽⚒璜䐼䃷邖餐氳邖臺둊㷉⩕䑾1539-1600曎髭껻逷⚒釤㒮☾艃邖☕鹁⮽㵴环亡
氳塡㵫溍榹└䡗1563-1600㛻髭㎠萬㏇㒮⪐㔌逷▽ 10 㛿┉䶺逈牒憡ր榻鞦氬☕ց
氳䑝縖꣣⚎ⱶ⪌▽䐼䃷邖餐┉亡⪦⺱⹉艃▽逷㒮䢇☾⠟氳ⲅⱱ阁䐼䃷邖餐䐂♓㵬嫱亥
催䢇樋䙬紶氳䢇䏕䐼䃷邖餐㏇ 1603 䇗䡗憡仼儗䆡䈢㵫髭䏴㵫ր榻鞦氬☕ց氳䏴♏䬠
䦍憡娡䢒☬典◺㒮逷载 
 
娡䢒侈♏1603-1867 

䐼䃷邖餐㏇ 1603 䇗礶┉仼儗┾䋧环娡䢒䆡䈢䐍塞ꝧ肚ꝏ鷾 260 궠䇗氳⽰䇖侈♏
╯䏴仼儗炙働㵴䑝縖氳ꧏ姳俋鷦峎㵽┉◚䑝縖邖从榘舘ꣀ⪌鞀萬猰㗟 
 
㼗⸊╯▶ 

榻鞦䑝縖⹉艃氳䏴┉㕙ꄆ㛻䢇䏕佭㼗⸊╯▶1637-1638㍕憡䆡䈢䫠车焕䷹䷓瓁
䇗魌氳⺮⮵䶺╘16 ┪硕舘伺媪侈♏ֈ1868-1912։氳仼儗㓹涎䷹䏻㛿蔉㍌鼃1621ˑ
1638㏇㼗⸊☬ꝏ㽄窱挬儗窱┉䅸氳ր⸊㒮ց氪Ⳃ紶䆡䈢孭⸼䇖䕜⹯▶氳꣣⚎
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煉㶩僘 10 經榻鞦䑝縖☾⠟氳♴ⳉ佭䐍㒮⪐䮤꥙䗰㕕鵞◚䑝縖䡗Ⱶ弋⪌㒮煉┾滭㚁▽⹯
髭氳砞광❠礢ⷙ㍕缅┘䟇樧㏑亡銨縡蛾⪌▽⹯髭氳ꣀꡓ 
 
榻鞦結㚖 

娡䢒侈♏┉鼨⮈䑝縖邖从ꣀ⪌鞀萬猰㗟┉⠕經憡ր榻鞦結㚖ց榻鞦縐⪬氳㎯냉
㏇ 1789 䇗私䏢娡䢒⺸䆡䈢暶┕鎌況氳䑝轱湳閂䎝稶վ蛓䃷꥙宿տ♓塞镜伺舅骰氳⥉䤖
艃㵬哆䓪鵞⠕㎯냉氳術䇗ⲅⱱ䏴僘▽䡗䷞☾⠟㵫暢頝ꉐ⪔䅸㍑榻鞦䫚忳▽樧㏑⪭☾
䑝縖邖从 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
 

甲賀忍者の歴史 
 
起源にまつわる⾔い伝え 

甲賀忍者の起源は不明ですが、日本文化に多⼤な貢献をした聖徳太子（574-672）に関連
する伝説があります。聖徳太子にはスパイとして優れた⼿腕を発揮した、志能便（「しのび」と読み、
忍者の語源と思われる）と呼ばれていた⼤伴細⼈（生没年不詳）という甲賀出⾝の使⽤⼈がいた
と伝えられています。しかし、忍者が初めて文献に登場するのは 14 世紀のことです。 
 
戦国時代（1467-1568） 

甲賀地域では、⼤名の権⼒がほとんど及ばないという当時としては珍しい状況の中で、地方自治が
発展しました。地域社会が⾎縁や地縁に基づいて集団を形成し、「甲賀郡中惣」と呼ばれる自治組
織を⽴ち上げました。この自治と集団的自衛の戦略は、安定を維持し、一強の台頭を防ぐ上で極め
て重要でした。他地域の武将は甲賀忍者を雇い、その情報収集能⼒を頼りに戦略的目標を達成し
ました。 
 
最初の重要な戦い（1487 年） 

1487 年、室町幕府（1336-1573）の将軍・⾜利義尚（1465-1489）は近江国（現在の
滋賀県、ここの「国」とは古代日本の⾏政区画、いまの「国家」とは異なる）にある六角⽒の領地に侵
攻しました。甲賀忍者たちは六角⽒の下に結集し、一部は奇襲戦術を⽤いて⾜利軍を撃退しまし
た。そのうちの二十一の家は⼤胆な夜襲を仕掛けて、将軍に怪我を負わせました。こういった攻撃によ
り甲賀忍者は広く注目を集め、戦いに参加した忍者の一族は尊敬を集めるようになりました。 
 
徳川家康に信頼された忍者たち（1562 年） 

1560 年、徳川家康（1543-1616）は姻戚関係にあった今川家から独⽴しました。織田信⻑
（1534-1582）と同盟を結んだ家康は、1562 年、堅固な上郷城（現在愛知県東部の蒲郡
市）を攻撃するため、甲賀忍者に協⼒を要請します。約 200 ⼈の甲賀忍者が上郷城に潜入し、今
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川一族の城主、鵜殿⻑照（︖-1562）を討ち取りました。⻑照の二⼈の息子は⼈質となりますが、
家康は今川⽒に捕らわれていた妻子の無事な帰還と彼らを引き換えにしました。家康は甲賀忍者た
ちに、この成功の一翼を担ったことを感謝する⼿紙を書いたとされています。 
 
家康脱出の⽀援（1582 年） 

1582 年 6 月 2 日、信⻑は家臣の明智光秀（1528-1582）に突然襲撃され、京都の本能寺
で命を落としました。光秀の軍勢は家康が岡崎（現在の愛知県中部の岡崎市）の拠点に戻るのを
阻止しようとし、忍者は家康が甲賀を通過する際の宿を提供することで、徳川家との関係を強化しま
した。2 週間後に光秀が討たれたことで信⻑の仇は取られ、1603 年に家康が将軍となって天下を統
一する道が開かれました。 
 
忍者を処罰した豊臣秀吉（1585 年） 

豊臣秀吉（1537-1598）も信⻑の家臣の一⼈で、権⼒の座に上り詰めた⼈物です。1585
年、彼は甲賀忍者に水攻めの一環として堤防の築造を命じましたが、その堤防が決壊し、洪水が発
生しました。築堤に関わった忍者一族は責任を問われ、その領地は没収されました。甲賀に残って農
⺠として生計を⽴てる忍者もいれば、他の仕事を求めて甲賀を離れる忍者もいました。 
 
伏⾒城の戦い（1600 年） 

伏⾒城の戦いは、日本の戦国時代を終わらせた関ヶ原の戦いにつながる、小さいながらも歴史的に
重要な戦でした。家康の家臣であった鳥居元忠（1539-1600）は伏⾒城を守るため入城しまし
た。鳥居元忠とその一族は 10 日間、石田三成（1563-1600）とその軍勢に包囲されました。「甲
賀百⼈衆」と呼ばれる忍者集団が伏⾒城の戦いに家康側として参加し、彼らの活躍により、家康は
より戦略的な戦いに集中することができました。1603 年に将軍の座に就いた家康は、「甲賀百⼈衆」
の子孫を江⼾（現在の東京）城の守備役として取り⽴てました。 
 
江⼾時代（1603-1867） 

1603 年、天下を統一した徳川家康が江⼾幕府を開くと、260 年以上続いた平和な時代が到来
しました。忍者の需要は全般的に減少し、貧困に直⾯する一族もいました。 
 
島原の乱 

1637 年から 1638 年にかけての島原の乱は、甲賀忍者が活躍した最後の⼤きな戦いでした。若
きキリシタン（16 世紀から明治時代（1868-1912）における日本のキリスト教信者のこと）の天
草四郎（1621-1638）は、島原（現在の⻑崎県および熊本県）の原城で、幕府の禁教政策に
対する反乱を起こしました。反乱を阻止するために派遣された部隊の中にいた甲賀忍者 10 ⼈の任
務は、城内から情報を収集することでした。彼らは城内に潜入し、反乱軍の食糧供給を妨害すること
に成功しましたが、聞き慣れない地元の方⾔に⼾惑い、敵の罠にかかってしまいました。 
 
甲賀古士 
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江⼾時代に、貧困に直⾯する忍者一族がいました。1789 年、「甲賀古士」と呼ばれた集団が江
⼾に向かい、幕府に忍者の伝統や専門性を証明する目的で『万川集海』（忍者の知識を詳しくまと
めたもの）を献上しました。その努⼒の甲斐あって、古士たちは甲賀の他の忍者一族のために持ち帰
るための銭や銀を与えられました。 
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001-029 
滋賀県甲賀市 

【タイトル】 和田砦跡 
【想定媒体】 WEB 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

⽰榹金㖢鸆㏥ 
仼儗䡟㎁笑创(1467-1568)鲤娡㎁凶市顡⹁㎁佭仼儗⹿创车䷓⵲⮕僗⮷◇

㎁㳄榻顡㏐⵲氳䑜縖♜╙⟊䥉㳄仍յ㱥ⶼ兎䇹⟤䋧▽金㖢ն㏇鲹撴㽃㹝ꢣ㼠氳㸔㏐┚
㻫隵ꠑ朆䄖漶阡氳金㖢鸆㏥篑僗 180 㚲ն鲹◙金㖢鵠䅻佭榺㎻㑛⽰㙮媃朅簀氳甏佄䋧璵ն 

20 ┪篕 80 䇗创溿狓縖♜䋯㡏㵒院㏐⵲㷤䋯隀刧♔漶㲋金㖢⛤糌鲹阦几♜㵒䑜縖
㱥䥉炙紮氳亡䌋僗▽粮岑⪍氳▽鉯ն☽♜丞⺭▽妩ꠑ⚩陱ꄅ氳⟔䕜䇜篺鲋鈸㴕簃⯆⭴㏐
䎬㏐㎂ն䄖漶阡氳㛻拇丘鸆㏥㞝凶⛤◇熗僗㎻㏐┕䋧璵鸆柳䢦Ⱁ仰⭓ն┘鲋❤抆䫠蔘全
阼縖⯥䏢⽰榹金㖢鸆㏥⹇鈸☳╈▽鉯鲹眷金㖢㏇䑜縖榟孨╈䢦䣹庌氳鉉荈ն榺◇⽰榹金
㖢鸆㏥⛤糌鰏ꥈ㵖䤓䋧阫全阼縖⩝⮽榻顡孲洡䑜縖꺉氳亹崅⟔䕜╈䑐⾚陟⛮饟篪ն 

仼儗䡟㎁笑创榻顡氳䗯⬅奃鰏粩鈷榺◇㛻⺳㛻겅╚氳ⲡⱱ訅䍐䎎㏐炙⵲♔轑
籃┚㏐籃╙篨䅠篾沾㲓车㏐亡舅媪ն㏇䡟㎁笑创⺵僿院㏐⵲纭沾䡗环▽榻顡鼞╈䘣
䘣ꮠ⺱䔅ն鲹熨㏐亡媪杼┚꥘⛮舅ⶼ氳瓀樋㵒簟䧏㏐⵲牔㲋յꡕ塛⶝┉䍠儹㽢
颯縡銨舘⪩ꄆ金ն 

䑜縖氳金㖢鵠䅻䋧㏇➘◇沪鈼⪍南縖氳⛤糌⽰榹金㖢㶩⛤◇㻫隵僄岑㚲氳┉䈴㵸㸔
┕⺎㵨⼽鱦㏐⵲㶽䷅浍清ն╚㒮䋧璵⼑塜亡䎬鱦Ꝛ 50 眦弯⼽朅簀浔㎻㑛⪭╈僗氳
㎻㑛䩺䫠融냖鱳 7 眦ն 

鲹撴㻫隵╈傾䋧僗 7 䈴金㖢㏰⛤◇鈼ꄇ䋯꠱氳僗⮵⛤糌⺎꣮笑沪鈼♳⛰鲽⪍㻫隵
氳⪍南縖┉份⹠朆⺎橎╞ⲁ➘⚢⹠颯䷍⭵ն 

仼儗䡟㎁笑创⽰榹㳄仍㷉⛩㏇院㏐⵲䇜㏇㻫隵╈⟤䋧▽鲹◙金㖢ն☽♜佭簊媪鲤娡
㎁好鼨凶榻顡䄬氳⪠鉉㳄仍氳㳄臺ն㳄仍╈僄蜷⺳氳几擻╯┉⽰榹䘞䷓(1536-1571)䶺
䧏儹ⲡ侁颛氳䡟㎁凒꥓篲榹⟔Ꝛ(1534-1582)█佭陱僜⪭☽榻顡䑜縖鰑⛪篲榹⟔Ꝛ氳⪩꜄
䓪几擻ն篲榹⟔Ꝛ燠冓舚ⱱ◇䕄㛄牔㲋氳䷓儹╙仼儗僄篳㲓朆簊┉㝖㲋▽㓹滼ն 
 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜繁体字＞ 
 

⽰榹釒㖢鹨㏥ 
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仼儗䢇㎜侈♏1467-1568鲥娡㎜☬市鞦窱ր㎜ց佭仼儗結♏车䷓ⶆⱁ僘禁
亥ր㎜邖ց榻鞦㏑ⶆ氳䑝縖⠟憡⟋闀邖从逷载兎蕾⟣䋧▽錊術ꡕ煞釒㖢㏇鵞撵㽄䁅ꤠ
㼡氳㸔㏑艃㼧隵ꝴ䄖祺僘㛻硝 180 谊鹨㏥逈澭鏂憡釒㖢鵞◚釒㖢鵡䅻佭榺㎻㙲⽰㙮嶥
梫笸氳癩佄䋧疤 

1980 䇗♏溿狔縖⠟ꝧ㡐㵴鵞⠕㏑ⶆ㷤ꝧ鐩刨♓澭遝釒㖢⛤糌䐍煉☕⠟㵴䑝縖逷闀
炙紮氳亡䌋ꝧ㡐僘▽催岒⪌氳▽鉮鵞◚㵬邖丞⺭▽妩ꝴ⥉鐁┾祺鷪鈶㴖筑邯示㏑䎬㏑
㎬ꥹ抇䄖澭鏂氳㛻術丨鹨㏥㞞☬⛤亥熗僘㎻㏑┕┦鹨这氳䋧疤䄖祺䢦Ⱂ扝䇭⛙麅佭䫠
詠鷝遫私䏢⽰榹釒㖢鹨㏥⹉鈶䐍煉▽鉮鵞걊釒㖢㏇䑝縖榟孨煉䢦䣺庌氳鉈荈┘鷪⽰榹
釒㖢鹨㏥⛤糌鬴ꦙ䤓䋧閲鷝遫⩝⮽榻鞦孳洡䑝縖귈氳鷝遫僜ⳉ煉䑐钏鍪냉饟稘 

仼儗䢇㎜侈♏榻鞦氳䷓媪䗰媲奄鬴攒墤榺亥樧㏑㛻經㛻ꯝ╚ⳛⱱ訆䍐炙ⶆ♓
轑稫艃㏑稫憡硷䅸磶沾酒车㏑亡舅媪⮽▽䢇㎜侈♏䏴僿鵞◚㏑亡舅媪냉绤沾䡗环▽
ր榻鞦鼞煉䘣ց䘣ꮠ⺱ր竭ց鵞牊㏑亡媪杼艃꥙냉舅载氳瓁樋㵴禵䧐㏑ⶆ犹遝
ꡕ塛ㄲ┉䍛垷㽣縡銨舘꟯ꄆ釒 

䑝縖釒㖢鵡䅻䋧㏇➘亥泃釲⪌縖氳⛤糌⽰榹釒㖢㶩⛤亥㼧隵況꯽氳┉䈴㵸㸔┕
絢㵫ꡭ鲥㏑ⶆ況䷅浍䈕╚㒮䋧疤塜亡䎬麕ꝏ 50 ⪞㶹㍌⼾梫笸蜸㎻㙲⪭煉僘氳㎻
㙲䴆䫠峮냖鷾 7 ⪞㶹 

傾祺㏿蛾㏇鵞撵㼧隵煉氳 7 䈴釒㖢㏱⛤亥釲ꄇꝧ꟏氳僘⮵⛤糌絢ꤚ侈泃釲♴⛰鶡⪌
㼧隵氳⪌縖┉氪杯絢橏艈➘働氪䷍䳦 

⽰榹邖佭礶媪鲥娡㎜⶟鼨☬榻鞦䄬氳⪠鉈邖氳邖臺仼儗䢇㎜侈♏☾⠟㷉⛩㏇鎊
㏑ⶆ┾㏇㼧隵煉⟣䋧▽鵞◚釒㖢邖从煉蜸經氳☕擻╯┉⽰榹䘞䷓1536-1571䶺䧐
垷ⳛ걦颛氳协꥓笞榹⟔ꝏ1534-1582▉佭鐁僜⪭☾榻鞦䑝縖魋⛪笞榹⟔ꝏ氳꟯ꐷ☕擻
笞榹⟔ꝏ犉哗舛ⱱ亥䕅䐞犹遝氳䷓垷憡仼儗礶┉㝗遝▽㓹灅 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
 
和田砦跡 

戦国時代（1467-1615）、近江国（現在の滋賀県、ここの「国」とは古代日本の⾏政区画、
いまの「国家」とは異なる）甲賀地域の忍者たちは、一族や村を守るために砦を築きました。この地域
の険しい山々や谷には、約 180 の砦跡が確認されています。これらの砦は通常、⼟塁と堀に囲まれた
単純な構造でした。 

1980 年代に研究者たちがこの地域の砦を特定するための調査を開始したことで、忍者がどのよう
にして自らの共同体を守っていたかがより一層分かるようになりました。彼らは⺠話を通して伝承されて
きた情報を組み合わせ、観察し、地形図を作成しました。確認されているほとんどの砦跡は私有地に
あり、かつて建っていた構造物の痕跡はほとんど残っていません。しかし、和田砦跡を訪れることで、忍
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者たちの生活において砦が果たした役割を理解することができます。和田砦跡は⾒つけにくい場所にあ
るため、甲賀流リアル忍者館の観光インフォメーションセンターに⽴ち寄り、道順を尋ねることをお勧めし
ます。 

戦国時代、甲賀は当時としては珍しく、⼤名の権⼒が弱い地域でした。この地域では、⾎縁や地
縁に基づく集団が、自治的な地域統治を⾏っていました。戦国時代の後期には、これらの集団が「甲
賀郡中惣」を⽴ち上げます。この自治組織と地域の集団的自衛戦略は安定を維持し、単一の⽀配
的勢⼒の台頭を防ぐ上で極めて重要でした。 

忍者の砦は、侵入者を監視できるような場所に築かれました。和田砦は、谷の最も奥にある丘の
上に建設され、周辺地域を⾒渡すことができました。主要な囲いは一辺が 50 メートルの正方形で、
⼟塁に囲まれ、その一部は高さ 7 メートルに達していたとされています。 

谷にはかつて 7 つの砦があり、すべてが⾒晴らしの有利な場所にあります。谷に侵入した者は常に監
視され、怪しい動きがあれば攻撃が開始されました。 

戦国時代にこの地域に住んでいた和田家が、この谷に砦を築きました。彼らは、近江国南部（現
在の甲賀市）を⽀配していた六角家の家臣でした。和田家の中でも特に著名な和田惟政
（1536-1571）は、有⼒な戦国⼤名織田信⻑（1534-1582）を⽀持し、他の甲賀忍者たち
も信⻑を⽀持するよう説得する上で重要な役割を果たしました。信⻑は安定した政権を復活させ、
最終的な天下統一を可能にする条件を整えることに寄与しました。  
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001-030 
滋賀県甲賀市 

【タイトル】 信楽高原鐵道 

【想定媒体】 パンフレット 
 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

⟔╵냖⸊ꚗ鷺 
㏇鲹兣湿鵎ꚗ饟┕䖻⺎♔╿㏿SHINOBI-TRAIN䑜縖╚겗寏逸⮜鯲埤顶⼽鱦▋

兎氳榹㍩곽⩞ն⟔╵냖⸊ꚗ鷺䏢鲮◇顜榟䃷珇┚⟔╵珇╯ꠑ⟔╵珇佭鵠䏢蜷⺳⯆ꢾꄆꜝ
⟔╵氳ꠅ䢓ն鲹兣⶝篪ꚗ饟阻僗 6 ╄鯲珇⪓爊縵笑 24 ⮇ꙵն⮜鯲㏰╙⶝荣鯲⸍ն⪭╈鼨
⮇⮜鯲氳鯲骱㷀鼨⵲㓊ㅂ簃▽ⲁ䚊ⶇ餉氳䑜縖㎂终⫂鼨█逸깳僗䑜縖⩕碜╙亹爊䇖
┘㵽飯⽏ն 

╿鯲鵎╈陴槴䙬鯲珇僖⺐┕┉䪷䪷骱浔䑜縖僜깳氳旋昡█燢旋㏇仼儗逈鈼╙耇阦
榟䙬⪪䇜䅠全㞑鲡⽰顉鲡氳⺮烤擻矶♭ն鲹◙僗飯氳ꢾ楂矶♭佭⺮烤擻█佭⟔╵氳剝
䑪䓪◲⿁╯┉ն 

⟔╵냖⸊ꚗ鷺氳SHINOBI-TRAIN䑜縖╚겗寏逸⮜鯲埠䇜┘㍾㲋⮜鯲⹖鯲珇氳
䑜縖逸깳█⺎耇⚢㲋僿粮䩦ն 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜繁体字＞ 
 

⟔嗞냖⸊ꖺ鷻 
⟔嗞냖⸊ꖺ鷻䏢鲯亥鞕榟䃷珇艃⟔嗞珇╯ꝴ⟔嗞珇佭鵡䏢蜸經邯ꢾꄆ꒰⟔嗞氳ꝛ䢒

鵞半ㄲ稘湿鵏ꖺ饟縶侈 24 ⮈ꖉ錄僘 6 ⠕髪珇䖼絢♓▀㏿րSHINOBI-TRAINց䑝縖
╚갭㖕遫⮛髪埤韛⼾麕齟兎氳榹㎧겨⩞⮛髪㏱憡ㄲ疒髪䉫鼨⮈⮛髪氳髪骰㷀鼨ⶆ㓊㊑
筑▽Ⳃ䚋ⶇ餉氳䑝縖㎬勇⪐鼨▉遫굟僘䑝縖⩕碜憡亹䇖┘㵽嗞飰 

▀髪鵏煉絢♓槴䙬┉┖髪珇僖給┕┉䪶䪶骰蜸䑝縖僜굟氳靑靝▉牒靑㏇仼儗逈釲
憡耈阁榟䙬艅┾䅸✿㞒鷠⽰靸鷠氳⺮烤擻䵅♭鵞◚僘飰氳ꢾ楃䵅♭佭⺮烤擻▉佭⟔
嗞氳嘆鎿䓪榣⿁╯┉ 

ꧏ釒嫱䙬氳佭⟔嗞냖⸊ꖺ鷻氳րSHINOBI-TRAINց䑝縖╚갭㖕遫⮛髪杙埡┾┘㍾遝
⮛髪⹗髪珇氳䑝縖遫굟▉絢耈働遝僿催䬷 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
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信楽高原鐵道 
この短距離鉄道では、忍者をテーマにしたラッピング電⾞「SHINOBI－TRAIN」に乗り、周囲の田

園風景を楽しむことができます。信楽高原鐡道は、貴生川駅と焼物の一⼤産地である信楽への玄関
口である信楽駅の間を⾛⾏します。6 つの単線の駅を、1 両編成の列⾞が 24 分で結びます。一部
の⾞両は、外側の一部がダイナミックな忍者のイメージでラッピングされ、⾞内にも忍者モチーフが装飾
されており、旅の楽しみを一層引き⽴てます。 

乗⾞中は、駅のプラットフォームに並んでいる忍者姿のたぬき（商売繁盛や開運、⾦運向上の縁
起物）の置物に注目してみてください。これらのコミカルな陶器の置物は縁起物であり、信楽を代表す
る製品の一つです。 

なお、信楽高原鐡道の忍者ラッピング電⾞「SHINOBI－TRAIN」は不定期に運⾏されており、列
⾞や駅の忍者の装飾は定期的に変更されることがあります。 
  

80



 

 

001-031 
滋賀県甲賀市 

【タイトル】 甲賀市くすり学習館 
【想定媒体】 WEB 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

榻顡䄬⵴蕇㰣▊꺉 
蔈蕇佭榻顡㏐⵲ⷧ⺒╈┘⺎䡝籬氳┉鼨⮇瞿鵠蔈蕇湳陃氳䑜縖䳟Ꝛ㵨框♜隀鿥䡗⺨

熨蕇擻ն⹇鈸榻顡䄬⵴蕇㰣▊꺉㶩耇▽鉯䑜縖㵒蔈蕇氳鲡榫♔⹖榻顡┚⵴蕇氳ⷧ⺒岺
嶏ն 

㰣▊꺉氳䅻阻㷤鈾㲝⫂ꡱ⮜浔⺨眷⯆蕇䄄♔⹖☳娡䢓笑创(1603-1867)⮽佫⽰笑创
(1926-1989)氳蕇⿁䇯⼔鴒角▽榻顡⵴蕇榟◲┚ꛖす氳ⷧ⺒ն◎ⲁ㷤鈾⮟纺扦蔈蕇吤擻
⪓ꪫ⼑朆▽䋞簘舘凶氳榻顡⵴蕇注⪩◲┯氳⹠㷤ⷧ爊ն塝㛚榻顡蕇⿁氳⯆鵲٬顐⶞
█䄖逈⮜╙㎁㳄氨䎓擻顏妩⟂乄⴬顉◲ն 

䑜縖⭡同⪭⵴蕇䤗耇榫蔈蕇⯆⛼䑜蕇ն1676 䇗䑜縖㳄仍諱冷┉仍氳切⛤䡗⼥
籁䲴▽վ┒䃷꥘宿տն鲹鼨蜷⛼姻꥘▽榻顡┚⚊顡凶注黨氳└ꄆ⹁重鼨氳䑜儛湳陃⪭
╈䬞鳮▽拇熨䑜蕇僗氳榫◇簾鉯䑜縖䣮车♳ⱷ鵎╈⺎耇䖲┕氳䅻鈷檜难僗氳⮟榫◇阦
䷣几榟难յ㜊⸼䡟习ⱱ鲸僗氳⺎阦⭮敤塛⻍♔⩦倽꨽䑜縖车馹ն 

㏇榻顡䄬⵴蕇㰣▊꺉⺆꧎䶺♀㵽ꄈ顠榫㶩耇㶍陒⯆⛼⪬瞚╖妨䑜縖㏇꧎金辍
⩘耇ꄈ笑⺧氳➘䯦괐擻ն鲹걸⛮뀰孨ⲁ鴠⺭⺨䇗륊夀几紮⛙꧎䬠⯥것篑陣䗯⺎⾚陟榻顡
孲洡䑜縖꺉氳亹崅⟔䕜╈䑐䡝榻顡䄬⵴蕇㰣▊꺉ն 

㰣▊꺉╈⺁┉╄僗飯氳㷤鈾陣篱☮篸▽䑜縖┚⟤뀰鷺氳萶车⦩㸔⚒⟤뀰縖╯
ꠑ氳㳢⮊纭硍ն䑜縖⽰㸔⚒齉㏇榻顡㏐⵲氳㸔╈⟤车㵒䎎㏐朅㗟▽㞝䧗䪭ն 

娡䢓笑创企僿榻顡㏐⵲氳㸔⚒䤧⯆⛼氳蕇擻⽰篺㵔䈜阡⺎氳炭焁撿┉⺱孭⹠⮽鱦鲾
㏐⵲ն⺵全鼨⮇㸔⚒䡗╙▽颦轵╏䄜氳蕇らն☽♜┕ꠅす蕇笑ꃾ榫鿥糌⶞蕇⩝榫⺵
♀氳篺蛈嘗䌋╯⺵鲸⚢㍑䷅儔✳榫氳蕇擻⺆䷅⹧䄖✳榫蕇擻氳顠榫ն 

䑜縖氳劭䑐䤗耇╯┉佭䱐岳䷣几氳䍐憠㍕塝逸䣹䡗颦轵╏䄜氳蕇ら佭簈✞氳䫡䥉ն
鵠鲋允逸䣒䣹䇜꣮骱䯦䅠蕇擻䑜縖㶩耇鲽⪍㵖䅻氬㡤㳄䷅꥘⪩◇䷣几氳榟孨亡䌋յ▊䘱
⽰⢹䉔敯⬅璡⟔䕜鲹◙齉耇╙☽♜䢦榫ն 
 
䋯꺉笑ꠑ9:3017:00֐ 
ꠊ꺉仼⼽┉㞝鷕荣⡾仼յ辍⚔仼걹䋞յ⩕份科⡾僿ꠑ12 僖 29 仼1֐ 僖 3 仼 
ꠅ烨⩦顠 
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---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜繁体字＞ 
 

榻鞦䄬ꂳ諵逖綗귈 
蔉諵佭榻鞦㏑ⶆ塽⺒煉┘絢䡝籭氳┉鼨⮈矀鵡蔉諵湳閂氳䑝縖䳟ꝏ㵫逬⠟鐩鿦䡗⺨

牊諵擻䘶▽鉮䑝縖㵴蔉諵氳鷠榫♓⹗榻鞦艃ꂳ諵氳塽⺒岙嶏⹉鈶榻鞦䄬ꂳ諵逖綗귈佭
㞒鹡䳢 

逖綗귈氳䅻錄㷤鈮遯⪐ꢷ⮛蜸⺨牊邯諵䄄麅僘䐍娡䢒侈♏1603-1867⮽佫⽰侈
♏1926-1989氳諵⿁䊸⼔鵞遵鴓巅▽榻鞦ꂳ諵榟榣艃ꊸ耗氳塽⺒◎Ⳃ㷤鈮⯞♓蔉諵
吤擻憡╚갭ꪫ杯▽榻鞦ꂳ諵注꟯榣哆氳氪㷤塽塞㛛ր榻鞦諵⿁氳邯鵳٬鞄韢㉻
ց▉䄖逈⮛憡㎜邖氨ꍖ僘䎬妩⟂乄ⴭ靸榣 

䑝縖䝬課⪭ꂳ諵䤗耈榫蔉諵邯䡗ր䑝諵ց1676 䇗䑝縖邖从諲冷┉从氳刈⛤䡗⿦
䎝꥙▽榻鞦艃⚊鞦☬注龪氳└ꄆ窱重鼨氳䑝轱湳閂稶䲵▽վ蛓䃷꥙宿տ傴煉䬟鳯▽
術牊䑝諵僘氳榫亥稸鉮䑝縖㓵车♴ⳉ鵏煉絢耈䖲┕氳䅻釤檝檫僘氳⯞榫亥阁丠☕榟檫
㜊⸼䢇녺ⱱ麅僘氳絢阁⻍⺈氳斡逺ꪙ┖✿鹶⩦䑝縖倽꨾车騥 

㏇榻鞦䄬ꂳ諵逖綗귈⺆ꧏ釒┉럅鞞榫㶩耈ㇴ鍲邯獲䑝縖適⩙耈ꄈ侈⺧氳➘䶒광擻
ր⪬砞煙ց鵞ꯁ냉꿨孨Ⳃꧏ䬠私ꯏ硝鸸⺭⺨䇗룺㷻萵䘶渊鉮鎌䗰絢♓⺸榻鞦孳洡䑝
縖귈氳鷝遫僜ⳉ煉䑐䡝榻鞦䄬ꂳ諵逖綗귈钏鍪 

逖綗귈煉⺁┉⠕㷤鈮鎌碸☮磇▽䑝縖艃⟣꿨鷻氳萷车⦩ր㸔⚒ց⟣꿨縖╯ꝴ氳邴⮊
绤答⪐部注樧僘飰䑝縖⽰㸔⚒齉㏇榻鞦㏑ⶆ氳㸔煉⟣车㵴樧㏑梫㗟▽萵䧘䪭 

㏇娡䢒侈♏企僿榻鞦㏑ⶆ氳㸔⚒䤧邯獲氳諵擻⽰祺㵕䊮鏂絢氳炭煷擀┉⮈氪礢麕
鸞㏑ⶆ䏴✿鼨⮈㸔⚒䡗憡▽颦轵╏䄜氳諵り☾⠟┕ꝛ耗諵侈䫑榫ր鿦糌韢諵ց⩝榫
䏴♀氳祺揩嘘䌋╯䏴麅働㍑䷅儔✳榫氳諵擻⺆䷅⹦䄖✳榫諵擻氳鞞榫 

䑝縖氳劭䑐䤗耈╯┉佭䱑岴丠☕氳䍐럅遫䣺䡗颦轵╏䄜氳諵り佭磿✞䫢闀亡䌋鵂
鷪ㄮ遫䣒䣺┾ꤚ骰䶒䅸諵擻䑝縖耈鶡⪌䅻氬㡥邖䷅꥙꟯亥丠☕氳榟孨亡䌋綗䜉⽰⢹
餐敻媲璢鞴銻憡䄕䢦榫 
 
ꝧ귈侈ꝴ9:3017:00֐ 
ꝥ귈仼鶝┉㞞鷖疒⡾仼適⚔仼ꯂ䋟⩕份䷒⡾僿ꝴ12 僖 29 仼1֐ 僖 3 仼 
ꝛ烩⩦鞞 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
 

甲賀市くすり学習館 
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甲賀地方の歴史において、薬草は重要な役割を担っていました。薬草に関する詳しい知識を持っ
ていた忍者は、薬草を組み合わせて薬を作ることに⻑けていました。甲賀市くすり学習館を訪れ、忍者
が薬草をどのように使⽤したか、そして甲賀市と医薬の歴史について学びましょう。 

学習館の常設展⽰室では、製薬道具や、江⼾時代（1603-1867）から昭和期（1926-
1989）にかけての薬の広告が展⽰されており、薬の販売や製薬の歴史をたどることができます。また、
薬草に関するインタラクティブな展⽰もあり、現在までの甲賀の製薬業界の発展を包括的に紹介して
います。なお、「甲賀売薬の製造・販売⽤具」は国の登録有形⺠俗文化財に登録されています。 

忍者は生薬の技術を生かして、薬草から「忍薬」を作りました。1676 年、忍者の一族である藤林
⽒が、甲賀と伊賀（現在隣接する三重県の⻄部）地方の忍術を集めた『万川集海』を編纂しまし
た。この書物には、様々な忍薬が記載されており、たとえば忍者が任務中に罹患しがちな病気を緩和
するために使⽤した薬や、敵を病気にさせたり弱らせたりする薬、吠えて忍者の存在を知らせる犬を静
かにさせる薬もあります。 

甲賀市くすり学習館では、少額の参加費で、忍者がエネルギーを補給するために食べていたとされ
る簡単な忍者の携帯食「兵糧丸」を作る体験ができます。このワークショップは全ての年齢層に適して
おり、事前予約が必要ですので、詳細については甲賀流リアル忍者館の観光インフォメーションセンタ
ーや、甲賀市くすり学習館にお問い合わせください。 

学習館のもう一つの興味深い展⽰に、忍者と修験道の道者である山伏（修験者）との密接な関
係について解説した、詳細な情報があります。忍者も山伏も甲賀の山々で修⾏を⾏っており、環境に
精通していました。 

江⼾時代初期、甲賀地方の山伏は薬を作り、寺院の許可を受けた祈祷札と一緒に遠隔地に配
っていました。後に、彼らの一部は薬の⾏商⼈となります。彼らが家庭に薬を配布する際は、まず薬を
使い、その後に⽀払いを⾏う「配置売薬」の方式で商売していました。さらに、未使⽤の薬は後で回収
し、使⽤された分だけの薬の料⾦を請求しました。 

忍者の主要な技能の一つは、敵の弱点についての情報を収集することでした。そのため、薬の⾏商
⼈に扮することは彼らにとって理想的な隠れ蓑でした。変装し薬を持ち歩くことで、忍者は家庭に入り
込み、敵の生活習慣、健康状態などについての情報を収集し、それを自分たちの強みとして利⽤しま
した。 
 
開館時間︓9:30〜17:00 
休館日︓月曜日（祝日・振替休日の場合は翌日）、年末年始（12 月 29 日〜1 月 3 日） 
入館料︓無料 
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001-032 
滋賀県甲賀市 

【タイトル】 日本遺産 
【想定媒体】 パンフレット 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

仼儗鸆◲ 
仼儗鸆◲榺仼儗乄⴬ⷦ阡㲋仿㏇鵠鲋攑㲋㏐⵲氳ⷧ⺒俍憠┚里攑곽靏⛮朆仼

儗氳乄⴬┚⚩簊ն 
藜䐂仼儗鸆◲阡阾ⶇ⮇僗Ⲃ◇炙⵲粮㞑㏐䋯⹠⽰⮵榫乄⴬鸆◲鲹㵒㷤朆䎎㏐攑

荈舘⪩ꄆ金ն┉╄㏐⵲氳乄⴬鸆◲仵ⴎ䦮擻顏乄⴬顉◲㞝䋧璵յ荔儛⿁█尜沲ꪝ擻顏
乄⴬顉◲㞝辑庌荔儛յ䄄荔䤗嫏ն仰阷佭藜䐂㏐亡篒鲸佭㎁㳄篒阡阾齉ꪝ䅻僗⮵◇⚩
鵉院㏐⵲氳乄⴬┚⚩簊氳劭䑐金碜ն 

2017 䇗└ꄆ⹁⚊顡䄬┚市顡⹁榻顡䄬㍕╋㳫氳䑜縖乄⴬ⷧ⺒┚注⪩䷚再♔䑜縖
╯▋٬⚊顡┚榻顡֐䫓㵖洡㲓氳䑜縖ꪫ靏֐╯⺳逈纭⺭阡㲋╙仼儗鸆◲ն㞝凶┪槡
⺨㏐氳几♜齉㵒䑜縖⩘席㞑㜦⛙㛻⚜ⷅ霅╈骱浔랫辊յ䦦僗鲤╲飃几耇ⱱ氳⯌㲙䎬
霅䇜ꪝ洡㲓氳䑜縖ն㏇榻顡亹车縖⺎♔鵠鲋䫓阼仼儗╈┪篕12-16 ┪篕氳㒮鼲金㖢鸆
㏥յ䑜縖纺꥘ら阥䡟儛氳烖炙♔⹖舚ⱱ◇⟊䥉⽰⚩䤕䑜縖乄⴬劭䑐湳陃氳⺨眷阻亨全䫓
碠䑜縖氳ⷧ⺒ն 
 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜繁体字＞ 
 

仼儗鹨榣 
榺仼儗乄ⴭ䋙鏂遝氳ր仼儗鹨榣ց氳╚釒泘嘆㏇亥鵂鷪攒遝㏑ⶆ氳塽⺒俍럅艃暐攒겨

靏㷤杯仼儗乄ⴭ艃⥉礶 
暢䐂ր仼儗鹨榣ց鏂镜㵴㷤杯樧㏑攒荈舘꟯ꄆ釒ⶇ⮈僘Ⲃ亥炙ⶆ催㞒㏑ꝧ氪⽰⮵榫乄

ⴭ鹨榣┉⠕㏑ⶆ氳乄ⴭ鹨榣件ⴎ䦮僘䎬乄ⴭ靸榣㞞䋧疤諠轱⿁▉尝衏扝䎬乄ⴭ靸
榣㞞辑庌諠轱䄄諠䤗嫏扝鑝佭暢䐂㏑亡碎麅佭㎜邖碎鏂遝齉ꪞ䅻僘⮵亥⥉鸚鎊㏑
ⶆ氳乄ⴭ艃⥉礶氳劭䑐釒碜 

2017 䇗└ꄆ窱⚊鞦䄬艃市鞦窱榻鞦䄬㍕雧邽氳䑝縖乄ⴭ塽⺒艃注꟯䷚◄♓ր䑝縖
╯齟٬⚊鞦艃榻鞦֐䫔洡酒氳䑝縖ꪫ靏֐ց╯經逈绤⺭鏂遝憡ր仼儗鹨榣ց㞞☬┪槡
⺨㏑氳☕⠟齉㵴䑝縖⩙幥㞒㜦⛙㛻邖ⷆ霆煉ր骰蜸랫辊䳕僘鲥╲飃☕耈ⱱ氳⯌遫ց䎬霆
┾ꪞ洡酒䑝縖氳嘚靏私䏢榻鞦氳鷝遫絢♓岒⾷䫔碠䑝縖氳塽⺒黁遵僘仼儗煉┪硕12-
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16 ┪硕氳㒮鼲艃釒㖢鹨㏥䑝縖纻꥙り鋁䢇轱氳烖炙♓⹗舛ⱱ亥⟋闀⽰⥉䤖䑝縖乄ⴭ
劭䑐湳閂氳⺨걊錄亩 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
 

日本遺産 
日本遺産は、特定地域の歴史的観光名所や特色を通じて、日本の文化や伝統を語るストーリー

を文化庁が認定するものです。 
日本遺産の認定は、地域のストーリーに不可⽋な地域の文化財の整備と活⽤に向けた地域社会

の取り組みを⽀援します。地域の文化遺産には、建造物や美術作品などの有形文化財と、芸能や
⼯芸技術などの無形文化財が含まれます。これらの文化財は、地方指定のものや国指定のものがあ
り、地域の文化と伝統的コア要素を伝える上で重要な役割を果たしています。 

2017 年、伊賀市（三重県）と甲賀市（滋賀県）は、その豊かな忍者文化とストーリーが評価
され、日本遺産「忍びの⾥伊賀甲賀〜リアル忍者を求めて〜」の構成文化財に共同で認定されまし
た。今日世界中の⼈々が忍者に魅了されていますが、⿊装束をまとった超⼈的な暗殺者という忍者
の一般的なイメージは誤りです。甲賀を訪れることで、中世（紀元 12-16 世紀）の城や砦の跡、戦
術会議のために忍者が集まった神社、そして忍者の物語に不可⽋な知識を残し、伝えていくための施
設など、忍者の歴史を探求することができます。 
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地域番号 002 協議会名 下郷町 
 
解説文一覧 

NO. スポット名（タイトル） 中国語文字数 想定媒体 

002-001 大内宿 1490 WEB 
002-002 湯野上温泉 590 WEB 
002-003 塔のへつり（渓谷） 340 WEB 
002-004 観⾳沼森林公園 345 WEB 
002-005 しんごろう（味噌焼き団子） 500 WEB 
002-006 猿楽台地の蕎⻨畑 410 WEB 
002-007 ⼾⾚の⼭桜 245 WEB 
002-008 中⼭風穴 670 WEB 
002-010 小野観⾳堂 690 WEB 
002-011 中ノ沢観⾳堂 205 WEB 
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002-001 

下郷町 
【タイトル】 大内宿 
【想定媒体】 WEB 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

㛻⫂检 
㛻⫂检氳╚轵┼亰㏿蛽浔⚩簊氳葺螓⛩㱞┚らꛐ舘☫☱⟊槴浔娡䢓休创(1603-1867)

氳检㏜槅뀣ꜝ곽靏ն鲋⸼几♜㛻齉䏻塠⭴车检㏜槅㶩佭╙鲹◙亹车縖䬠❠괐擻⽰⛩
检氳㏐亡ն儗㏐阵㛢㷉妩齉┪┪创创㱧㷉◇塝篺蛈浔ꜝ┕氳㛻㛢丘ら䈙յ궆ⷦ♔⹖⪭☽
阻亨䏘塝ꠑ䎬䡗▽碧㳢氳炙紮⪩硍ն全⮽㛻⫂检亹车縖⺎♔岑⪍▽鉯鲹┉㏐⵲氳乄⴬յ
ⷧ⺒█⺎⿁㶍攑荈紇괐䡝顔入篕䒞⿁ն 
 
ⷧ⺒⟊䥉 

㛻⫂检㛻篑䡗㑔◇ 1640 䇗⯥⺵ն鲹ꄅ⛤◇鳀䫙⚢孅萴册焱㹢⹁⽰仼⩞剘儒⹁
氳◬鵠金鷺┕꣮浔休ꠑ氳䫠燰鵄峀竴蔻颯全ն鲽⪍伺媪休创(1868-1912)♔⺵䷓䈢㛻
ⱱ⪪䋧⪝饟⽰ꚗ饟⛙院㏐⵲氳㓹滼阻亨䋧阻⹠㷤注㵒帪⺵┦⭓╲齉簀䋯▽㛻⫂检☳
縡㵗舚检㏜槅鵄峀婡㳚ն1981 䇗院㏐⵲逈䧗㲋╙㎁㳄ꄆ金⚩簊䋧璵紮⟊䥉⵲ն 
 
炙⵲ⶖ⛼ 

㏇仼儗⫡┯炙⵲㷉妩Ꝛ僿♔全䎬䡗▽◎Ⲃⶖ⛼氳⚩簊⺭ⱱ簟䥉炙⵲氳⪝⪦阻亨ն
鵠浪黨ꄅꠑ⚢篯䡗逈燢╙篾䙬╙注◎䤅Ⲃ⽰䶺䭤氳篯篲ն㏇㛻⫂检篾舘
☫鲸㏇⹠䨅Ⱶ榫❇㞝炙⵲⫂♳⛰┉䈴䋧璵氳葺蔈㷒걵꧎金催䩦䡝⟤辍休篾氳䢦僗䡗
⼥齉金⹇┚ն儗㏐䢣艑╯䢦♔耇㏇ 400 䇗ꄅ┉波⟊䧏浔葺螓㷒걵熺阽㶩㏇◇塝ն葺螓㷒
걵┕ꛐ氳葺ⴎ⻡㞑⭓熨蔈䢦♔㷒艑⫂⫸倉㛉⬧ն┘鲋鲹劫氳炙⵲㡏篳㰇㏇愂愧꣰
䖲㍕塝ꜝ查ꄅ僗舅䄕氳䑪䛄縖寕ꡕ꠼䇜㏇夷䇗 9 僖 1 仼❇车╞车愂愧ꡕ葶庌▊䨊
╄压刧夷㳄⛩䢓ꠅ㛚氳寕ꡕ阻亨ն鲹걸寕ꡕ庌▊孨ⲁ儗骱█䡗▽岑⹨崅㲙ㄎ撕氳懷ꠅ孨ⲁն 
 
▋㎻乢杼 

㛻⫂检╚轵亰氳阵㛢妩㱞齉篺蛈浔らꛐ䡝궆ⷦ⪭╈❠䈒蔴뜷ꪫ氳㶩僗㞑⭓㳄괐㲙
⺎♔陒陒儗㏐霕䷒氳⺧嫏榫㛻蝽䎎甁查⺧ꪫնꜝ┕僗┉㳄꥕舚氳⽾コ꺉䋧璵╙企僿氳
重䌋곽劲ն塝㛚鲸僗⺨熨轵㜍㵸⺧齉䏭鴠⺭⛼╙⚔ꠏ甏궆䡝鰇괐յ憠䑐ն┖▋槅僗┉鷺
䦙撿괐擻⺳⺈亍◑鼃깰㍙佭㏇깰㍙┕寏䥥隀⽏⽏㉈⺵♔憈愂懭⯆縡䡗ն䘶金顔
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入炕擻䡝篕䒞⿁氳崅㲙█耇㏇鲹ꄅ䤓⮽⺨熨⺨劫氳⚩簊䣆䄄荔⿁奃㞝ꢾյ篥篲⿁յ㵸
曻⽰⺨熨亍㜦氳擻⿁ն 
 
㏐剝 

㞝☫氳㛻⫂检♔⹿縏氳检㏜槅縡ꠘ⺳⛙㏇鲋⸼儗㏐阵㛢㷉妩齉❤ꪣ⫡縰⽰冷┯簟
䧏榟阞ն㏇㛻⫂检槅轵俍㷤炐꺉ꄅ全阼縖⺎♔▽鉯⮽催㛢儗㏐⵲氳ⷧ⺒阡陃鲋⸼儗㏐
㷉妩氳仼浪榟孨榫⿁ն㷤炐꺉█佭儗㏐氳擻꺉䢦㏇䋧璵傾佭ꜝ┕氳儗ꡘⷊ娡䢓
休创┥❠㛻⺳㛻겅╚⹖⪭☽鱳㲇顜几鵎篺㛻⫂检休✳榫氳亹꺉ն儗ꡘ⺱劫ꃾ榫⚩簊葺
螓㷒걵㷒⫂阻僗┉╄䏭㛻氳㍴慀ꄅ⛤◇㏐冏╈ꠑ佭┉╄♔溍㐉溭鱦㍴颯全氳亡
䎬愂㐁┕ꪫ㑉⺯浔ꙿ查⺎♔䗀䧑ꛛ䡝姢㚣ն 

金埤顶检㏜槅⪓俍⺎塠车氨┕┉䈴㵸㸔⯥䏢塜嫏㵔ն㵔䈜⛤◇㵸ꜝ重⴮憠⺎⟦
渐⪓ꜝն㵔⫂❠㜪ꡦ䌶ꡨ⛻⥽几♜注⟔300 㛢䇗全┉波佭鲹㵯ꡦ䌶ꡨ⛻㏇㱥䥉浔鲹ꄅն
⺁┉兣㲐几氳塠车鈸⩞篪佭鵠䏢냖☹烖炙氳饟篪㱚☳检㏜槅╈䑐⭴⹠鵎╈狪鲋重ꪫ氳
┉㵸撴允剨冷ն 

㛥侪氳㛻⫂检侁䐂劲㛚宫庵ն㳄㳄䢓䢓㷒囓┖䗀䧑氳愉璎齉◾▽颯全丞╄㵸ꜝ洇颯
全㶩⥽佭㍑⮽▽氬䇗╯⯥ն 
 
㍌㰚荣䇻 

㛻⫂检⪓䇗僗阵㛢荣仼⽰䇻⪯孨ⲁն 
夷䇗 7 僖 2 仼냖☹烖炙齉⚢╞ⱴⶐ㛉烱篕䒞❠㜪◇塝氳⺵氫媞㛿永(1127-

1192)╯查♔☝曓(1151-1180)ն㷐休兎╈槀查䣆䧏䬠愉簀㛻⫂检䇹┽䃾崅┉⼽炭姳㳄
㱞䇖㱧յ◑隵╋氨ն鲹劫氳䇻⪯孨ⲁ㏇仼儗█奥⮇㵽鈷ⷧ⺒ⷌꝚ鱳 800 䇗╯╦ն 

⫸㛿儗㏐㷉妩⽰㛚全崅㲙齉⺎♔㶽䗯◸⹨ꦣ烱氳䒍╵ն鲹걸孨ⲁ㏇ 2 僖氳瑭◅
╄⼽儕╞车黁休㵸ꜝ㛢ⶐ䄖篺逈⸂⸂氳燠ꦣ釙沲ն㷉妩♜㵨䣆䄄ꥵ枤氳ꦣ愉璎媯轵䯹䷒
⫋榫䐒烖愂┉┉憠◾ն䎎懢菋拨◾㛥狝┚ꦣ愉璎⽰嬕氫氳ꦣ俍◬注鰕何槇ꪫ催佭
紇┘羿䷅ն 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜繁体字＞ 

 
㛻⪐㳔 

㛻⪐㳔氳╚轵⪔亰佭⥉礶氳葻螔⛩㱟艃りꌤ舘☬⟋槴蜸娡䢒侈♏1603-1867氳
㳔㕙槅꿱꒰겨靏佅仼☕⠟㛡丨塠车㳔㕙槅㶩佭憡鵞◚亹☕䬠❠광擻⽰⛩㳔氳㏑亡
樧㏑錊㛡㷉妩┪♏㱨㷉亥塞祺揩蜸꒰┕氳㛻㛡丨り䈙궇䋙♓⹗⪭☾嚂啶䎬䡗▽秵㳢
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氳㏑亡炙ⶆ㏇㛻⪐㳔鷝㲙⺎♓岒⪌▽鉮鵞┉㏑ⶆ氳乄ⴭ塽絨熔⺎♓⿁ㇴ攒荈紈광
䡝頇鞙⛂䣆煱 
 
塽絨⟋闀 

┉芙鏂憡㛻⪐㳔䡗㑔亥 1640 䇗私䏴塞㏑⛤亥鵿䫚働孅萵再焱㼗窱⽰仼⩞
剙儒窱氳◬鵡釒鷻┕ꤚ蜸侈ꝴ氳䫠燯鵅廍竵唽✿⮽▽伺媪侈♏1868-1912
䷓䈢㛻ⱱ艅䋧⪞饟⽰ꖺ饟⛙鵞⠕㏑ⶆ氳㓹灅錄亩䋧錄氪㷤注㵴幇䏴┦䇭╲齉笸ꝧ▽㛻
⪐㳔䢦♓佅仼氳㳔㕙槅鵅廍婢㳚1981 䇗鵞⠕㏑ⶆ逈䧘㲋憡㎜㳄ꄆ釒⥉礶䋧疤紮⟋
闀ⶆ 
 
炙ⶆ⶜⛼ 

㏇仼儗鱖哆炙ⶆ氳㷉妩ꝏ僿♓✿䎬䡗▽◎Ⲃ⺭⛼氳⥉礶⺭ⱱ禵闀炙ⶆ氳⪞⪦錄亩
鵡䅻龪ꄅꝴ働磞䡗逈牒憡ր磶ց䙬憡注◎䤅Ⲃ⽰䶺䭤氳磞笞㏇㛻⪐㳔ր磶ց舘
☬麅㏇氪䭙⛼榫⥾佭炙ⶆ⪐♴⛰┉䈴䋧疤氳葻蔉㷒ꮼꧏ釒催䬷䡝⟣適侈磶氳䢦僘䡗⿦
齉釒⹉艃鵞㶩佭樧㏑䢤艑耈㏇ 400 䇗遵┉波⟋䧐葻螔㷒ꮼ氳烄鋱葻螔㷒ꮼ┕ꌤ氳ր葻ց
ⴎ⻢㞒䇭牊蔉䢦♓㷒艑⪐⫸倉㛊尧⺆佭鵞嘚氳炙ⶆ㡐磚㰇㏇蜸愃愥꤬䖲㍕塞꒰㯹
遵僘舅䄕氳寖ꡕ䑪䄄꣣┾㏇夷䇗 9 僖 1 仼❆车艈车愃愥ꡕ疘庌穓鵅┉囸刨夷㳄⛩䢒ꝛ
㛛氳寖ꡕ錄亩鵞ꯁ寖ꡕ庌穓儗骰熔䡗憡⤕⹨鷝㲙ㄎ䚂氳掄ꝛ孨Ⳃ 
 
齟㎻乣杼 

㏇㛻⪐㳔╚轵亰錊㛡妩㱟齉祺揩蜸り䈙䡝궇䋙⪭╈僘㞒䇭㳄❠䟕覇뜵띤광㲙⺎
♓鍲鍲樧㏑霕䷒氳⺧嫏♓㛻褪僁♏甂㯹⺧띤꒰┕僘┉㳄矀穢氳⽾귈䋧疤憡企僿氳
重䌋겨劲塞㛛麅僘⺨牊轵꯽㵸⺧齉䏭鸸⺭⛼憡⚔ꝲ㝄궇䡝魌광럅䑐┖齟槅僘┉鷻䦙
擀광擻經⺈ր于◑鼃괺砲ց㏇괺砲┕㖕䥥鐩⽏氳⽏㉈䏴♓憉愃懮邯縡䡗鷝㲙㞞冽
䘶釒頇鞙⛂䣆煱鵞遵僘⺨䌋⺨嘚氳⥉礶䣆䄄諠⿁⥾佭ꢾ㉻笞⿁㵸曻⽰⺨牊于㜦
氳煱⿁ 
 
㏑嘆 

㞞☬氳㛻⪐㳔鵡䅻逈洇⛼┉⠕結縐氳㳔㕙槅⛙㏇鷪⸼錊㛡樧㏑㷉妩齉❤ꪤ鱖縱⽰
冷哆禵䧐榟銷㏇㛻⪐㳔槅轵俍㷤炑귈遵鷝㲙⺎♓▽鉮⮽催㛡樧㏑氳塽絨鏂閂鷪⸼樧
㏑㷉妩氳仼䅻榟孨榫⿁㷤炑귈熔佭ⶥ擻귈䢦㏇䋧疤傾佭꒰┕氳ր儗ꢛց㶩佭娡䢒侈
♏㵬❠㛻經㛻ꯝ╚⹗⪭☾鷾還鞕☕鵏祺㛻⪐㳔侈✳榫氳亹귈儗ꢛ⺱嘚䫑榫⥉礶葻螔
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㷒ꮼ那⪐錄僘┉⠕䏭㛻氳ր㎠摑運ց鵞佭┉⠕㏇㏑冎╈ꝴ♓溍㕶溭麕㎠✿氳亡䎬愃
㐁┕ꪫ㑊⺯蜸䠭䫇ꏞ䡝姢㚧氳ꈜ㯹 

㞞冽䘶釒⟦渏꒰埤韛㳔㕙槅氳俍⺎♓塠车氨┕┉䈴㵸㸔私䏢⛤亥㵸꒰重⴯
氳塜嫏㵕㵕⪐❠㜪ꡦ䎂ꡨ⛻⥾☕⠟注⟔300 㛡䇗✿┉波佭鵞㵰ꡦ䎂ꡨ⛻⥾㱥闀蜸鵞
遵⺁┉半㲐☕氳塠车鈶⩞稘䐍㳔㕙槅╈䑐示氪狫鷪重ꪫ氳┉㵸撵允嘻冷私䏢냖⠒烖
炙 

⪌㛥䏴氳㛻⪐㳔걦䐂劲㛛宫庶㳄㳄䢒䢒㷒皗┖䠭䫇氳掸相齉◿▽✿丞⠕㵸꒰洇
✿⥾佭㍑⮽▽氬䇗╯私 
 
㍌㰛疒䜴 

㛻⪐㳔䇗僘錊㛡疒仼⽰烲⪯孨Ⳃ 
냖⠒烖炙夷䇗 7 僖 2 仼働艈鰾րⶐ㛊烲ց硕䒟❠㜪亥塞氳䏴氫媞㛿永1127-1192

╯㯹♓牌曓1151-1180鵞㛿兎╈槀㯹働䣆䧐䬠掸笸㛻⪐㳔蕾㌅鷝车┉⼾炭姳㳄
㱟䇖㱨◑牰雧氨鵞ꯁ烲⪯孨Ⳃ㏇仼儗熔ⶇ⮈粪釤鲄☬䄖僘 800 䇗氳塽絨 

㞞冽㏇⫸㛿鵳鋽鷝㲙⺎♓⽰樧㏑㷉妩┉況䗰◸⹨րꦤ烲ց氳䒎嗞鵞ꯁ孨Ⳃ㏇ 2
僖氳瑮◅⠕鶝儕艈车黁侈㵸꒰㛡ⶐ䄖祺逈⸂⸂氳犉ꦤ釚衏㷉妩⠟㵫䣆䄄ꥶ枥氳ꦤ掸相
媰轵䵅䷒⫋榫ր䐓烖愃ց┉┉럅◿樧拇菌拨◿㛥狞孳⩞嶯䎷艃ꦤ掸相⽰廼氫氳ꦤ俍
◬注魟佖氳侈⠰催佭紈┘Ⳑ䷅ 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
 

大内宿 
茅葺き屋根の伝統的な家屋や店舗が⽴ち並ぶ大内宿の目抜き通りでは、江⼾時代（1603-

1867）の日本の宿場町の町並みが残っています。かつて宿場町は徒歩で訪れる旅人たちに、食事
や宿を提供していました。住居の多くは、大内宿に何世代にもわたって住んでいる一族が所有していま
す。結束の強い共同体を形成しつつ、店舗や食事処、その他の施設を経営しながら暮らしています。
大内宿を訪問すれば、この地域の文化と歴史を探究し、地元の料理を味わったり、お土産を購入し
たりする体験を心ゆくまで楽しむことが可能です。 
 
過去の保存 

大内宿は 1640 年頃に整備されたと考えられています。ここは会津若松（福島県）と日光（栃
木県）の町を結ぶ主要なルートに位置することもあり、⻑い年⽉をかけて繁栄していきました。明治時
代（1868-1912）になって新しい道路や鉄道が建設されましたが、この地域のインフラ開発が比較
的遅れたのと、その多くが大内宿を迂回したことにより、徐々に衰退していったのです。この地域は、
1981 年に国重要伝統的建造物群保存地区に指定されています。 
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共同体の協⼒体制 

日本の農村の人々は、相互扶助や協⼒関係を基盤に地域の社会インフラの維持に努めてきまし
た。地域住⺠は、「結い（相互扶助と支援）」という共同体を結成します。大内宿では、この「結い」
という共同体が現在でも機能しているのです。地域の建物の茅葺き屋根に補修や葺き替えが必要に
なると、この「結い」のメンバーが総出で補修の作業に加わります。大内宿の茅葺き屋根が 400 年に
わたって維持できてきたのには、このような背景があるのです。「茅」には複数の草が材料として使われ、
夏は家を涼しく、冬は暖かく保つのに役⽴ちます。⽕災のリスクは絶えず付きまとうため、町には独自の
ボランティア消防団があります。毎年 9 ⽉ 1 日には、恒例の「防⽕訓練」を⾏われており、各住居の外
にある設備を点検します。この防⽕訓練自体が来訪者たちにとっての人気の⾏事となっています。 
 
郷土料理 

目抜き通り沿いの家の多くは、住居兼店舗または食事処になっています。蕎⻨を提供するお店が
複数あり、訪問客は、箸の代わりに⻑ネギを使って蕎⻨を食べる、ご当地の大胆な食べ方にも挑戦で
きます。その他にも、初期の⻄洋建築が特徴的なエレガントなカフェのほか、カジュアルな食事や軽食
に最適な屋台料理も数多く存在します。下郷の名物料理と⾔えば、味付け味噌を塗ったおにぎりを
炭⽕で焼いた「しんごろう」です。贈り物やお土産を探している旅⾏者向けに、陶器や布製品、小さな
玩具、新奇な品々などの⺠芸品を販売しているお店もあります。 
 
地域のランドマーク 

現在、大内宿は歴史ある宿場町として知られていますが、かつては多くの住⺠が農林業で⽣計を
⽴てていました。町の博物館である大内宿町並み展⽰館では、地域の歴史や昔の日常⽣活で使わ
れていた品々を⾒学することができます。かつて「本陣」と呼ばれていた建物であり、江⼾時代には、大
内宿を通る大名をはじめとする⾼位の人々が利⽤するための宿でした。伝統的な茅葺き屋根に加え
て、本陣は大きな囲炉裡を備えています。囲炉裏は、床に設置された四角い⽯で裏打ちされた穴で、
鍋ややかんを、囲炉裡の⽕の上にある鉤に吊るすことができます。 

町を⾒下ろす景観を楽しむには、小さな⼭を登って、正法寺へ⾏きましょう。町の北⻄側にあるこの
寺から大内宿が一望できます。正法寺は 300 年以上にわたって村を⾒守ってきたと思われる阿弥陀
如来を祀っています。もう一つ楽しい散策道は、町の中心部から⻄側杉の木の小さな森を通り抜けて、
⾼倉神社へと続くルートです。 

夜の大内宿は特にロマンティックです。各建物の軒に下げられた提灯に⽕が灯り、1 世紀前の町の
姿を⾒せてくれることでしょう。 
 
季節を心ゆくまで味わう 

大内宿には、年間を通して⾏われるイベントやお祭りが数多くあります。 
⾼倉神社では、毎年 7 ⽉ 2 日に「半夏まつり」が開催され、後白河天皇（1127-1192）の皇

子である以仁王（1151-1180）の霊を祀ります。村の男衆が大内宿の周りで、提灯を手に粛々と
⾏列をつくり、家の安全と豊作を祈ります。半夏まつりは 800 年続く全国でも珍しいお祭りです。 

91



 

 

冬には、住⺠や観光客が雪まつりを楽しみます。雪まつりは、町が大雪に覆われることが多い 2 ⽉の
第 2 週末に開催されます。住⺠は雪で燈篭を手彫りして通りに沿って配置。順番に御神⽕を雪燈篭
に点⽕します。花⽕が夜空を照らし、雪燈篭と手付かずの雪の美しいコントラストを引き⽴てます。 
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002-002 
下郷町 

【タイトル】 湯野上温泉 
【想定媒体】 WEB 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

娧ꄇ┕峪媼 
鲹╄곽⩞㞝槇氳峪媼兎㏿蛽㏇㛻䃷媞槭氳嶼隵ꄅ☳娡䢓休创(1603-1867)䋯㡏几

♜㶩䄖篺全⮽鲹ꄅ峪媼䷒册骱䑐ն儗㏐氳⚩簊仼䌋亹꺉⽰妩㷉☳ 7 㚲㛿抆媼浍㵨峪媼
姢波䫙䌖⪍䢓⫂ն鲹ꄅ氳媼姢㷯◇䍐澜䓪⶝篚峪媼˥㵒簾鉯烖篺櫖յ缠缜櫖յ⪩荣櫖յ
䜈䓪罄羋檯敯璡齉僗Ⱶ䷞ն姢╈氳顆熊查⻡ꄈ█䏭냖耇阦骱⛮榺⫂縡㛚倉⽰颯全ն 

阵㛢嬲宺阻亨█㵒ꪝ⛩检崅㲙䋯䷒⛙金⩘⮇⛮뀰仼䌋亹꺉氳䏨㲙╯鷺槴检䣉佭僄
✞鴲䦫ն峪媼兎⪦僗 20 㛢㳄⛩检阻亨⺎❠䧪鴲佭儗㏐鈸⩞氳杼䘶鴲䦫ն 
˥⶝篚峪媼姢峪 25˳♔┕┦夷⪝ⶍ媼姢╈溜擻顏⻡ꄈ⛦◇ 1000 奨⩡氳峪媼նPH ⡬

☮◇ 8.5֐7.5 ╯ꠑ氳╙䍐澜䓪飃鲋 8.5 ╙澜䓪⶝篚峪媼ն 
 
炙紮瞿烖 

䦦僗⚩簊葺螓㷒걵氳娧ꄇ┕峪媼珇佭┉㚲◬鵠凅篨珇ն鯲珇╙崅㲙䬠❠▽艛鴠氳⚔䕜
狝ꠑ䇜㚷僗㎂░յ儷䑪յ亹车鈸⩞䧗好䣆⫊⺎❠同ꠢն⺁㛚珇⫂鲸阻僗┉╄㍴慀ꄅ
榫◇戌깭⽰⹧倉氳㏐慀㛿因休㷉妩⽰崅㲙篺浪┘⮇䏘塝┉颯㍴㏿㏇慀鱦◸⹨
慀愂氳峪倉ն 

鯲珇鲸⭴す亍됁褼蘦璡⺨荈儗㏐㎻攑◲⽰괐⿁ն企俁浪浪耇洇⮽儗㏐亹꺉縏冏⯥全
ꃾ顔괐免╙⛩㲙⬢㚷侪궆ն珇亰僗┉╄⩦顠䋯䷒氳㛿抆峪媼餉娧䴚耾氳㵸奓䄧⺎♔㏇
珇⫂顔入ն鯲珇⼽鱦佭佡㰚顶嘮氳懷ꠅ㏐憠ն 
 

攑⮷䬠ꁻ鼨⮇峪媼⺎耇┘䫙䏨僗篤骱氳㲙几䋧阫䬠⯥漶阡ն切◙䗯⬅┖㵸㑔篤
骱顛┕两顛⺵⺎♔鲽⪍ն塝㛚█⺎♔것篑鼨⮇┥❠ⴎ㏜氳娧娢ն 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜繁体字＞ 
 

嵡ꄇ┕嶾媼 
鵞⠕겨⩞㞞樔氳嶾媼兎㏿蛾㏇㛻䃷媞槭氳嶽隵遵舅娡䢒侈♏1603-1867☕

⠟㶩䄖祺✿⮽鵞遵嶾媼䷒넵骰䑐樧㏑氳⥉礶仼䌋亹귈⽰妩㷉䐍 7 谊㛿抇媼浍㵫嶾媼姢
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波䫚䌖⪌䢒⪐鵞遵氳媼姢㸋亥䍐뛄䓪ㄲ硿嶾媼˥耈稸鉮烖祺櫖缡缜櫖꟯疒櫖
䓪脂羌檯敻璢檝檫姢╈氳靷ꦗ㯹⻢ꄈ熔䏭냖耈阁骰냉榺⪐縡㛛嶾倉✿ 

錊㛡婭宺錄亩㵴樧仼䏢鲯氳鷝㲙ꝧ䷒⛙槴㳔䣉佭⩙⮈냉꿨仼䌋亹귈䏩㲙╯鷻氳✞
鹡䳢嶾媼兎⪦僘 20 㛡㳄⛩㳔⺎❠䧪鹡佭✿樧㏑鈶⩞鷝㲙氳杼䘶ր蛾胶谊ց 
˥ㄲ硿嶾媼姢嶾 25˳♓┕夷⪞ⶍ媼姢╈火擻韭⻢ꄈ⛧亥 1000 奨⩡氳嶾媼PH 用☮

亥 8.5֐7.5 ╯ꝴ氳憡䍐뛄䓪飃鷪 8.5 憡뛄䓪ㄲ硿嶾媼 
 
炙紮矀烖 

䳕僘⥉礶葻螔㷒ꮼ氳嵡ꄇ┕嶾媼珇佭┉⠕◬鵡嘒硷髪珇憡鷝㲙䬠❠艛鸸氳⚔䕜狞ꝴ
┾⤕僘傴盉ꦉ鎿艃亹鷝鈶⩞䧘⶟⺎❠⠺ꞥ⺁㛛珇⪐麅僘┉⠕ր㎠摑運ց榫亥戌괮
⽰⹦倉氳㏑摑㛿⬊侈㷉妩⽰鷝㲙┘⮈䏘塞┉㎠㏿㏇摑麕◸⹨摑愃氳嶾倉 

髪珇麅鞄韢ⴎ䦮于뉲褽蘧㏇⪐氳⺨牊樧㏑鱖攒榣⽰광⿁岴係侈⮈䅻䅻耈洇⮽樧㏑
亹귈氳縐ꟈ✿䫑頇광免憡⛩㲙嶗⤕侪궇珇亰僘┉⠕㛿抇嶾媼餉嵡㵴㛻浑⩦鞞ꝧ䷒
䴛胶氳㵸奓䄧⺎㏇珇⪐頇鞙髪珇⼾麕催佭佡㰛韛垛氳掄ꝛ㏑럅 
 

攒禁䬠ꁼ鼨⮈嶾媼⺎耈┘䫚䏩僘硭骰氳㲙☕㞒耈䬠私澭鏂刈◚䗰媲┖㵸㑔
硭骰⺎♓鞟┕严鞟䏴鶡⪌塞㛛熔⺎♓ꯏ硝鼨⮈㵬❠ⴎ㕙氳嵡娣 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
 

湯野上温泉 
この絵のように美しい温泉村は、大川沿いの渓谷にあり、江⼾時代（1603-1867）から人々は

くつろぎを求めてこの地を訪れて、温泉を楽しんできました。この地域の旅館や⺠家は、7 つの異なる源
泉から直接温泉を引いています。ここの泉質は弱アルカリ性単純泉※で、神経痛、筋肉痛、関節痛、
慢性消化器病に効き、マイナスイオン濃度も⾼く、⾝体の芯から温めてくれます。 

入浴施設の多くは日帰りでも利⽤できますが、旅館のおもてなしを存分に味わうには宿泊するのが
最適でしょう。20 を超える宿泊施設から選択できることもあり、この村はこの地域を観光するのに申し
分のない拠点となっています。 
※単純泉︓泉温が 25℃以上で、溶存物質量が温鉱泉 1 キログラム当り 1 グラム未満の温泉。
pH7.5〜8.5 のものは弱アルカリ性単純泉で、8.5 以上のものはアルカリ性単純泉という。 

 
共同体意識 

伝統的な茅葺き屋根の湯野上温泉駅は、交通の要衝です。ここには、本や雑誌、観光パンフレッ
トなどを閲覧できる快適な空間と、囲炉裏（屋内の床に設置する炊事兼暖房⽤の炉）があります。
寒い季節になると、囲炉裏に灯る⽕の暖かさを求めて、住⺠も観光客も囲炉裏の周りに集います。 
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駅では新鮮な野菜をはじめ、さまざまなお土産や食料品を販売しています。朝は、地元の旅館のオ
ーナーたちが、宿泊客の⼣食⽤の食材を購入するために⽴ち寄る光景が⾒られるでしょう。駅の隣に
は天然温泉水の足湯があり、どなたでも無料でご利⽤いただけます。足を乾かすための小さなタオルは、
駅の構内で購入することが可能です。駅周辺のエリアは、春になると桜のお花⾒の人気スポットとして
知られています。 
 

注意︓一部の温泉では、タトゥーのある方をお断りする場合がありますので、⾏かれる際は事前に
確認することをお勧めします。小さなタトゥーの場合は、入場前にパッチで覆うことで入浴可能な場合が
あります。また、貸切風呂を予約できる場合もあります。 
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002-003 
下郷町 

【タイトル】 塔のへつり（渓谷） 
【想定媒体】 WEB 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

㖍╯㽕媞隵 
㖍╯㽕䙬╙㞝㖍┉芘氳媞㺢냖㽕佭┉兣 200 眦Ꝛ氳媞隵㛻䃷㏇隵清孲

屄նⷧ篺▽ 100 㛢┒䇗곽ꦞ⽰姢孲氳南豖յ⫿⯇媞㺢㽕㙇┕槴┖▽阵㛢䎬䒳里攑氳㹿㷄ն
鲹◙냖㖍芘繺环氳䄉㹿㍕⪭㛚䎬縡䐂⺳❇㞝뚯㖍㹿յ霅㖍㹿璡ն 

⺯勰鳀䫙浔⯥亡氳┉╄㵸㸔嬼嬼⫂❠僗烖륳ն䗀㽕氳鼨⮇⵲㓊⺎♔车颦⛙⺐ꡙ重
狸ꢘ㻿꧎金劲㛚㵸䑐ն企佡休荣亍簪鷥ꄇ碭諱菋䧑席㽕㙇⫸仼ꄅ氫ꦣ釙沲㸔㹿⮷
僗┉樑蔞⬧蛊栒╯紇ն㍌㰚紇俍阦几鲋泘┘䑬㖍╯㽕█㍕塝䡗╙▽ꠘ⺳鷰鳜氳⺳羿俍憠
⪭╈熤㛿篍⺗㰚荣氳俍荈僄♑几⺛╙鈸塛ն珇㏇⺯勰╈㜆⺎㶽鈾㽕㙇┚媞孲⪓靏ն 

㖍╯㽕◇ 1943 䇗逈塜䌋䧗㲋╙㛿抆篕䒞擻㞝☫佭㛻䃷絢뙣⹁环舅抆⪝㍩ꄅ僄㛻氳
곽俍⺳羿㏐█佭懷ꠅ氳鈸⩞㏐ն⺯勰亰䋯僗⭓㳄궆ⷦ⽰篕䒞⿁ら䈙ն 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜繁体字＞ 
 

㖎╯㽕媞隵 
㖎╯㽕䙬憡ր㞞㖎┉芙氳媞㺢냖㽕ց佭┉半ꝏ 200 ⪞㶹氳媞隵ր㛻䃷ց䐍隵䈕

孳屄縡鷪塽祺 100 㛡蛓䇗겨⻻ꦟ䣒艃姢孳氳婵趞媞㺢氳㽕㙇┕䎬䡗▽錊㛡䎬䛞暐攒氳
㹿㷻鵞◚㞞냖㖎芙绰环氳㹿㍕⪭㛛䎬縡䐂經⥾佭또㖎㹿霆㖎㹿 

┉䈴⺯噛鵡䏢┉⠕㵸㸔嬼嬼⪐❠㜪蜸烖륩䠭㽕氳鼨⮈ⶆ㓊⺎❠车颦⛙꣬印旌狹
ꢘ㼀车饟哗䧪䢇企佡侈疒于禙幥㸔碮諲菌㑊䫇㽕㙇⫸㰛氫ꦤ釚衏㸔㹿㷤杯示
┉牊蔟尧觓树╯紈㍌㰛俍舛⺨僘攒荈阁☕ꦙ䑭㖎╯㽕熔㍕塞䡗憡鸞鲥껕經氳經Ⳑ俍
럅⪭╈⹒♓熥㰛硟蜘侈疒氳俍荈憡꿯雭珇㏇⺯噛╈㜇⺎㵫丞撵㽕㙇艃媞孳況䷅浍
䈕 

㖎╯㽕亥 1943 䇗逈塜䌋䧘㲋憡㛿抇硕䒟擻㞞☬佭㛻䃷絣둊窱环舅抇⪞㎧╈㛻氳
겨俍經Ⳑ㏑熔佭掄ꝛ鈶⩞㏑⺯噛亰錄僘䇭㳄궇䋙艃硕䒟⿁り䈙 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
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塔のへつり（渓谷） 
塔のへつり（川沿いの崖の塔）は、大川を⾒下ろす⻑さ 200 メートルの渓谷です。風、雨、水流

によって約 100 万年以上にわたって独特の形にえぐり取られた、さまざまな種類の岩が特徴です。塔の
ような岩塔には、鷲塔岩、象塔岩など、それぞれの形にちなんだ名前が付けられています。 

吊り橋を渡ると、中に祠のある小さな洞窟があります。崖の上を歩くこともできますが、階段は狭くて
急なので注意が必要です。早春には新緑や藤の花が崖を彩り、冬には雪が岩の上に積もって、荒涼
とした美しい景⾊を⾒せ、塔のへつりは一年中いつ訪れても思い出に残る光景が広がる名勝地です。
とりわけ、秋の紅葉の美しさ最も素晴らしい。吊り橋の中央部からは、崖の岩肌と川面が織りなす景
⾊を一望することが可能です。 

塔のへつりは大川⽻⿃県⽴自然公園の一部で、1943 年に公式の天然記念物に指定されました。
いまは大川⽻⿃県⽴自然公園最大の景勝地であり、人気の観光スポットでもあります。橋のそばには
レストランや土産物店がたくさんあります。 
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002-004 
下郷町 

【タイトル】 観⾳沼森林公園 
【想定媒体】 WEB 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

鈸ꮠ媫叜冷⪝㍩ 
鈸ꮠ媫叜冷⪝㍩僄⭴⺳氳佭鴀几氳篍⺗熤俍⛙仰阷☜╫㰚荣鲹ꄅ齉佭┉撴䇖⽰㱕

ꪐ氳簪孙ն⪝㍩氳纯䑐佭鈸ꮠ媫┉兣⪓Ꝛ 1.2 ⪝ꄅ氳⚔ꠏ塠䏧朅簀浔鲹㐉嵸㏐ն嵸㏐⫂
㵸㹢㛢㞝竴佔媯鵎㞑⭓㚲鈸俍⺐㏰⺎┉鈾⪓靏նꢝ塝♔㛚ꡭ鲤剨冷ꄅ⽰嵸㏐⼽鱦鲸⮇
䄭浔⺁㛚 8 兣塠鷺⺨塠鷺媯篪㏰꣮㚲阻僗Ꝛ向⺎❠⚔䕜ն 

☳企佡⮽㛉儕㏇鲹ꄅ耇洇⮽⺨熨⺨劫氳吤擻⽰菋ⶏն4յ5 僖ꠑ㞑⭓熨嘮菋珒注沸
䷒僗㑉冿嘮█僗侪䋯氳⪚ꄆ嘮ն⪍㛉休荣催僗仼儗䑜⫸յ兜뚇菋յ簎杷璡阵㛢菋ⶏ
◂㜦习草ն 

㺖鈸ꮠ㔆佭⪝㍩⫂氳┉䈴㵸㵔♔瞿紇氳儒ꥵꠘ⺳ն㵔䈜❠㜪㛻䛗㛻䗊鈸┪ꮠ虅蛋
㍩⫂嵸㏐鈸ꮠ媫➘䐂⺳◇塝ն䇖㱧休创(794-1185)塡㵨㏨┕榹兎띳⺾(758-811)┖♑
⟤䋧▽鲹䈴㵔䈜榫♔鴒䗝㏇ꡭ鲤┉㏜䡟䏕╈ꡘ◦氳䡟㚖┚䡟뀐ն 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜繁体字＞ 
 

鈶ꮠ媫叝冷⪞㎧ 
鈶ꮠ媫叝冷⪞㎧丞䇗齉佭┉撵䇖⽰㴪ꪙ氳禙孚⛙示經氳麅佭鴁☕氳硟蜘熥俍⪞

㎧氳╈䑐佭鈶ꮠ媫僘┉半ꝏ 1.2 ⪞ꄅ氳⚔ꝲ塠鷻梫笸蜸鵞撵忣㏑忣㏑⪐㵸㼗㛡㞞竵
佔媰鵏僘㞒䇭谊鈶俍⺐㏱⺎┉鈮靏ꢝ塞╯㛛ꡭ鲥嘻冷遵⽰忣㏑⼾麕麅僘⺁㛛 8 半
塠鷻⺨塠鷻媰稘㏱ꤚ谊錄僘⺎❠⚔䕜氳ꝏ向 

䐍企佡⮽㛊儕鵞遵⺎釤⺨䌋⺨嘚氳吤擻艃菌ⶏ夷䇗 45 僖㛡牊垛菌撏注秔䷒
ⴎ䦮㑊冿垛艃侪ꝧ氳⪛ꄆ垛⪌㛊侈疒催僘仼儗䑝⫸兜듧菌笽杷璢錊㛡菌ⶏ撏㜦녺
雭 

⪞㎧⪐僘┉䈴㵸㵕ր䂻鈶ꮠ㔆ց♓矀紈儒ꥶ组經㵕䊮❠㜪㛻䛗㛻䗉鈶┪ꮠ虆詫
㎧⪐忣㏑ր鈶ꮠ媫ց╯經㶩✿嶏亥塞䇖㱨侈♏794-1185塡㵫㏧┕榹兎띴⼊758-
811┖♒⟣䋧▽鵞䈴㵕䊮榫♓鴓䗝㏇ꡭ鲥┉㕙䢇䏕╈ꢛ◧氳䢇㚖艃䢇껊 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
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観⾳沼森林公園 
観⾳沼森林公園は、紅葉の名所として最もよく知られていますが、どの季節に訪れても穏やかなひ

とときを楽しめるオアシスです。公園の中心となるスポットは、観⾳沼でしょう。沼の周りには 1.2km の
遊歩道が整備されており、散策を楽しむことができます。遊歩道沿いには⾒晴台がいくつかあり、観⾳
沼に浮かぶ無数の島々などの景⾊を一望することが可能です。この他にも、周辺の森や湿原を巡る 8
つの散策路が⽤意されており、散策路の⾄る所にベンチも設置されています。 

初春から晩夏にかけては、さまざまな植物や花を⾒ることができます。4 ⽉から 5 ⽉にかけては、枝
垂れ桜や遅咲きの八重桜などのさまざまな種類の桜が開花し、夏に向かっては、スイカズラ、ツツジ、ア
ジサイなどの花が咲き誇ります。 

嶽観⾳堂は木彫りで有名な公園内の小さなお寺です。沼の名前の由来となったとされる観⾳様が
祀られています。平安時代（794–1185）の武将、坂上⽥村⿇呂（758-811）の命により、この
地域の戦いで戦死した人馬を弔うために建⽴されました。 
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002-005 
下郷町 

【タイトル】 しんごろう（味噌焼き団子） 
【想定媒体】 WEB 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

亍◑鼃깰㍙懭⽏㉈깰㍙ 
亍◑鼃깰㍙佭┉熨憈愂懱懭氳⽏㉈깰㍙寏䥥깰㍙氳⽏㉈ꀮ榫矵յ岳鿯յ⽏ꁖꮠ⺱

鈾隀⽏䇜┕澳潨氳萁查碭萁眼ն鲹佭儗㏐夷䇗熤㛿╙䇻烔亍眦䷅藜縡䑒㚷氳
⚩簊괐擻█佭┖▋㏐⵲僄僗⺳氳紇괐ն 

⚩陱鲹熨깰㍙䐂⺳◇娡䢓休创(1603-1867)儗㏐┉⛤⺳⺈亍◑鼃氳几縡☽㶩佭
鲹鷺괐擻氳⹠伺縖ն黁休⠯槅⫂㷉妩꧎金⺸烖伺丒㜪䇗矲䚊隟┉䇗氳䷅藜⛙⯆⛼䇗
矲䢦꧎氳砯眦伣顜亍◑鼃仰ⱱ顔入ն◇佭☽䘶⮽▽㏇俋鵠깰㍙┕⯇┕瞿䑐隀⽏氳⽏㉈
ꀮ全⯆⛼舅䄕里僗氳❠⿁ն 

⯆⛼鲹鷺㵸⺧꧎榫⮽䎎㏐攑僗氳┉熨⽏㉈ꄅꪫⱶ⪍▽澳潨氳萁查┖▋㏐⵲燢╯╙
奥䒞奥䇗氳䙬䓙ն䩺陱奥䒞⽏㉈㵒⢹䉔겆僗Ⲃ沠浪⺧耇䋞㵝奥䇗ն⯆⛼亍
◑鼃깰㍙꺙⩝金㵨册鯻氳眦깰䩊䡗㵸㍙查狪㏇琉甌┕抆⺵㏇깰㍙辑ꪫ⯇┕奥䒞⽏㉈
鵠浪⫋榫憈愂慣懭⺵颿懷⺧ն㛻⫂检氳䈙ꛐ⹖儗㏐⵲鼨⮇궆ⷦ㏰僗亍◑鼃깰㍙❠䈒ն 

⽰仼儗氳阵㛢▋兎㒮ꜝ┉劫┖▋槅█僗舅䄕氳⺎撕⺮烤擻˒˒┖◑鼃ն鲹佭┉╄寏
浔⽏㉈ꀮ氳ㄎ䇻㵸깰㍙僗翮脫僗脏鲸僗┉兣㵸㶾䄘ն┖◑鼃氳⺳㰅榺┖▋槅
⽰䎎㏐䦙撿紇괐亍◑鼃篯⺭縡䡗⺵縖█佭鲹╄⺮烤擻氳愓䚊全嶏ն 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜繁体字＞ 
 

于◑鼃괺砲懮⽏㉈괺砲 
于◑鼃괺砲佭┉牊懮⽏㉈괺砲㵫♓矶岴鿰⽏ꁗꮠ⺱ր鈮ց鐩⽏┾⪌澳

潨譍㯹碮譍眽氳⽏㉈ꂶ㖕䥥㏇괺砲辑ꪫ䏴䷒㏇憉愃┕揎懮縡䡗鵞佭樧㏑夷䇗熥㛿
憡䜴烔于眧䷅䡗縡䑒⤕氳⥉礶광擻熔佭┖齟㏑亡示經氳紈광 

⥉鐁╈鵞牊괺砲䐂經亥娡䢒侈♏1603-1867樧㏑┉⛤經⺈ր于◑鼃ց氳☕注
⥉☾➘佭鵞鷻乣杼氳氪伺☕樧侈槅⪐㷉妩釒⺸烖伺专㜪䇗石䚋销┉䇗䷅䡗⛙于◑鼃
ⷙ扝ⱱ頇鞙邯⛼䇗石䢦ꧏ氳伣鞕砰眧亥佭☾➘ꩯ嚂┉Ⳃ㏇俋鵡괺砲┕⯇┕矀䑐鐩⽏氳
⽏㉈ꂶ邯䡗暐攒氳❠⿁ 
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鵞鷻㵸⺧ꧏ榫⮽樧㏑攒僘氳┉牊⽏㉈遵ꪫⱶ⪌▽澳潨氳譍㯹┖齟㏑亡牒╯憡րⶇ
䒟ցրⶇ䇗ց氳䙬䓙ⶇ䒟⽏㉈僘沠⢹餐䴆鐁䅻⺧㶩耈䋟㚪ⶇ䇗邯⛼于◑鼃괺砲
꺙⩝釒㵫넵鬂氳眧괺䩊䡗㵸砲㯹狫㏇琉眀┕抇䏴㏇괺砲辑ꪫ⯇┕ⶇ䒟⽏㉈┉芙☕⠟
齉働榫憉愃懮邯䏴颿掄◸榫㛻⪐㳔氳䈙ꌤ⹗樧㏑鼨⮈궇䋙齉❠䟕于◑鼃괺砲 

⽰仼儗錊㛡齟兎㒮꒰┉嘚┖齟槅熔僘舅䄕氳⺎䚂⺮烤擻˒˒┖◑鼃擯佭┉갤㖕蜸
⽏㉈ꂶ氳塚嗞㵸괺砲䣆胶뢶麅僘┉半㵸㶾䄘ր┖◑鼃ց氳經㰅榺ր┖齟槅ց⽰樧
㏑䦙擀紈광ր于◑鼃ց磞⺭縡䡗鵞⠕⺮烤擻氳ꩯ䚋✿嶏塜佭于◑鼃괺砲 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
 

しんごろう（味噌焼き団子） 
このご飯をつぶして丸めた団子は、味噌にすりおろした荏胡⿇を混ぜて、砂糖、酒、みりんで味付け

をした後、炭⽕で焼きます。伝統的に、毎年秋の新米の収穫を祝うために食され、下郷地方で最も
有名なご馳走です。 

しんごろうの名は、江⼾時代（1603-1867）にしんごろうを発明したとされる人物に由来している
と⾔われています。当時、町の人々は収穫に感謝して餅を神様にお供えしていましたが、⾼価な餅米
を買うことができなかったため、新五郎は普通の米の団子を味噌で付けて独自のお供えにしたそうです。 

この料理には、下郷で「じゅうねん（⼗念）」（文字通り、10 年を意味する）と呼ばれるすりつぶ
したエゴマの実が入った独特の味噌が使われています。じゅうねん味噌は健康に良いとされ、食べると
寿命が 10 年延びると⾔われています。しんごろうは、柔らかめに炊いたご飯を団子状にして⽵串に刺
し、そこにじゅうねん味噌を塗って作ります。炭⽕で焼いて、温かいうちに食べるのが一般的です。大内
宿の売店や周辺の一部のお食事処で食べることができます。 

日本の他の地域の多くと同様に、下郷にも愛すべきマスコット・キャラクターがいます。下郷の名物料
理「しんごろう」からヒントを得た「しもごろー」は、味噌を塗ったお餅に手足と尻尾が付いた元気なキャラ
クターで、名前は下郷と、町を代表するご馳走、しんごろうを組み合わせたものです。 
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002-006 
下郷町 

【タイトル】 猿楽台地の蕎⻨畑 
【想定媒体】 WEB 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

晌╵⺐㏐氳蔴뜷榹 
20 ┪篕 60 䇗创⛼╙仼儗㎁蛈⫡㏐䋯⹠걸泘氳┉朅晌╵⺐㏐逈䋯㑺╙⫡榹⫡妩

㏇鲹撴ꪫ燠鱳 345 ◵氳⫡榹ꄅ熨吤蔴뜷ն㞝☫鲹ꄅ䄖篺佭仼儗┱⴮㏐⵲鈺嘗僄㛻氳蔴뜷
榹╯┉ն蔴뜷佭⯆⛼蔴뜷ꪫ氳╚金⸊免乢ն夷䇗 8 僖┖伄⮽ 9 僖┕伄篏熔ꦣ氫氳蔴뜷菋
沸䋯♻⛻篽奮ꛐ席㛻㏐ն 

Ꝛ僿♔全仼儗♔㛻眦╙╚괐⛙㏇焱㹢⹁鲹劫氳⴮亡㏐⵲ⷊ✳㛉㛿█겆╙⬧撧
牦眦䏭ꥈ榟Ꝛն⹧縡创╯氳佭催ⱶ縨㳸氳⛼擻蔴뜷㶩佭⪭╈╯┉ն┖▋槅䦦僗⩘餉氳嬕
⬘屭姢顫嶏鲹佭⭴⿁걵篒蔴뜷ꪫ氳⪩꜄ն㏇鲹┉䅠阵㛢궆ⷦ齉❠䈒儗㏐攑僗氳蔴뜷乢
杼ն 

倲㛉㰚荣蔴뜷菋沸䋯佭晌╵⺐㏐氳亹崅伕㰚ն⛙㱕ꪐ氳榹㍩곽⩞㍌㰚浪㏇仰阷
㏇⿵╄㰚荣⮽阼齉僗儬⚢䦁⮽紇╜氳拨撴ն10 僖蔴뜷䷅基⺵榹㏐ꄅ墧槴氳뜷蓈⚢⹩䡗
됁草氳篍荈ն 
 

攑⮷䬠炐菩鲜㛻㳄뀟餉饟鱦埤顶곽俍⛙陴嫱䙬蔴뜷榹佭熗僗㏐◲陴ⴅ䳟舅鲽
⪍ն㶗⪭金㵸䑐榾粠黁佭╙▽ꡕ㚷昱查յ挫璡儗㏐ꄇ榟ⲁ擻南㲺榹㏐縡阻糌氳ն 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜繁体字＞ 
 

晌嗞⺐㏑氳覇뜵榹 
ꤚ蜸 1960 䇗♏仼儗亩车┉ꯁ㎜揩鱖㏑ꝧ氪銷樔晌嗞⺐㏑逈ꝧ㙃憡鱖榹鵞撵鱖榹

僘 23 ⪞ꮾ鱖妩㏇鵞遵牊吤覇뜵☬㛿鵞遵䄖祺佭仼儗典⴯㏑ⶆ釨嘘㛻氳覇뜵榹╯
┉覇뜵佭邯⛼覇뜵띤氳╚釒⸊乣夷䇗 8 僖┖伄⮽ 9 僖┕伄箴碸廼氫氳覇뜵菌沸ꝧ
㞞⺱礦奯ꌤ幥㛻㏑ 

牦眧ꝏ僿♓✿㏇仼儗굃광╈䣺庌╚광氳鉈荈⛙㏇焱㼗窱鵞嘚氳⴯亡㏑ⶆⷊ➘㛊㛿
姇嶾熔┘냖牦眧䏭ꦙ榟ꝏ⹦縡♏╯氳佭催ⱶ縨㳸氳鱖⛼擻覇뜵➘佭⪭╈╯┉┖齟
槅䳕僘雧㳫廼屻氳屮姢鞴嶏鵞佭榟榣냖⿁韭覇뜵띤氳꟯ꐷ鵞┉䅸僘錊㛡궇䋙❠䟕樧㏑
攒僘氳覇뜵乣杼 
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晌嗞⺐㏑☕姇伕氳佭㛊儕覇뜵菌沸ꝧ╯侈⛙鵞遵㍌侈氷僘㴪ꪙ氳榹㎧겨⩞┉䇗
╯╈♴⛰侈⠰✿鋽齉僘嚂働䦁䶕⮽紈뜏氳拨撵10 僖覇뜵䷅Ⱒ䏴榹㏑遵壂槴氳뜵爆⽰
뜵劯働鮺憡뉲雭氳硟荈 
 

攒禁䬠ꁼ塚鲝㛻㳄껻餉饟麕埤韛겨俍⛙鑃嫱䙬覇뜵榹憡熗☕䢦僘鑃ⴅ鶡⪌
㶗⪭釒嫱䙬꧆㯹㎠垩黁佭憡▽ꡕ⤕昲㯹挬璢樧㏑ꄇ榟Ⳃ擻滭㚁榹㏑縡錄糌氳 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
 

猿楽台地の蕎⻨畑 
猿楽台地は、1960 年代に国営農地開発事業によって整備されました。農家の方たちが、23 ヘク

タールに及ぶ畑で、蕎⻨の実を育てています。いま、ここは日本の東北地方でも最大級の広さを誇るそ
ば畑です。蕎⻨はそばの麺の主成分であり、毎年の 8 ⽉下旬から 9 ⽉上旬にかけて、繊細な白い蕎
⻨の花の絨毯で覆われます。 

⻑い間、日本の主食は米でしたが、福島県などのように夏が冷涼な北部の地域では、米の栽培が
困難を伴うこともあります。そこで、人々は寒さに強い代替穀物のひとつとして蕎⻨を⽣産してきたので
す。下郷町には、最⾼品質のそばを作るために欠かせない新鮮できれいな水が豊富にあります。また、
周辺のお食事処の多くでは地元のそば料理を提供しています。 

畑に花が咲き乱れる夏の終わりが最も人気のシーズンですが、猿楽は、一年中穏やかでフォトジェニ
ックな⽥園風景が広がっています。10 ⽉に蕎⻨の収穫が終わると、畑に残っている茎が鮮やかな⾚⾊
に染まります。 
 

注︓道端からの眺めていただく分には大歓迎なのですが、蕎⻨畑はあくまでも私有地であるため、
⽴ち入りは禁止です。サルやクマなどの地元の野⽣⽣物から畑を守る電気柵を設けている場合もあり
ますので、ご注意ください。 
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002-007 
下郷町 

【タイトル】 ⼾⾚の⼭桜 
【想定媒体】 WEB 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

䢓颌氳㸔嘮 
丘┪篕♔全┖▋槅䢓颌㏐⵲齉佭儗㏐氳冷┯╈䑐ն䢓颌氳叜冷ꄅ榟Ꝛ浔 100 㛢劔⸊

榟㸔嘮剨㱚♜佭儗㏐Ꝛ僿㲓亨槴儒⯆䈲氳䡗冽ն鲹걸⯆䈲┽焔溯⚓攑㲋剨熨㏇┖
▋槅㸔嘮塜佭⟊䥉擻熨╯┉⪭╈阵㛢䄖篺榟Ꝛ▽ 200 㛢䇗ն䩺陱槴儒⯆䈲企㏇ 1660
䇗⯥⺵➘䋯㡏㲓亨♳⛰几萴佭鉵敨焔♑齉⚢⹨⮽┽ⷪ氳䘪粯ն榺◇⫸㰚㳸因鲹ꄅ氳
嘮菋㰚奃仼儗㛻鼨⮇㏐⵲齉金侪┉◙䏢䏢波⮽ 4 僖┖伄舘 5 僖┕伄䣉鲽⪍沸菋僿նꝚ╦
♔全儗㏐㷉妩┉波㵨㳸⫸鲋⺵簨䷒氳睖荈嘮菋鈼╙佡㛿全║氳⟔⺙䔅佭席䒲僿䏨㏐鲜
䫙㱚♜沸䋯ն 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜繁体字＞ 
 

䢒颌氳㸔垛 
䇭氬䇗♓✿┖齟槅䢒颌㏑ⶆ㡐磚佭樧㏑氳冷哆╈䑐鵞遵氳叝冷遵榟ꝏ蜸 100 㛡劔

⸊榟㸔垛嘻㱚⠟佭兎妩ꝏ僿鹘䐢ր槴儒ց⯆食氳䡗冽鵞ꯁ⯆食㌅焕溯⚓攒㲋嘻牊┖
齟槅氳㸔垛塜佭⟋闀擻牊╯┉⪭╈錊㛡䄖祺榟ꝏ▽ 200 㛡䇗䴆鐁㏇ 1660 䇗䄅⺓槴
儒⯆食㶩䄖ꝧ㡐酒亩♴⛰銕敨焕♒氳☕齉働⹨⮽㌅⸫䠢糐榺亥⫸㰛㳸⬊鵞遵氳垛菌
㰛奄仼儗㛻鼨⮈㏑亡齉釒侪┉◚䏢䏢釒璢⮽ 4 僖┖伄舘 5 僖┕伄䣉鶡⪌沸菌僿樧㏑㷉
妩ꝏ╦♓✿齉㵫㳸⫸鷪䏴秔䷒氳睗荈垛菌洇⛼佡㛿✿舃氳銻谝幥䑐塚ㄎ㏑鲝䫚㱚⠟氳沸
ꝧ 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
 

⼾⾚の⼭桜 
下郷町の⼾⾚地区は何百年もの間、地元の林業の中心地でした。村人たちが、「留め木」制度を

作って守り続けてきた結果、同地の森には 100 本以上の⼭桜が自⽣しています。この制度では、特
定種の木の伐採が禁止されます。下郷町では、その多くが樹齢 200 年以上にも及ぶ桜の木々も保
護の対象となりました。この制度は 1660 年頃に始まったと考えられており、伐採の禁止に違反したも
のには、厳しい罰則が課されます。この地域は冬に寒いこともあり、桜の開花が日本の多くの地域より
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もやや遅く、通常 4 ⽉下旬から 5 ⽉上旬にピークを迎えます。厳しい冬の季節を乗り越えた住⺠たち
にとって、ピンク⾊の花が咲き誇る姿は春の到来を告げるもので、⻑い歴史の中で親しまれ続けてきま
した。 
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002-008 
下郷町 

【タイトル】 中⼭風穴 
【想定媒体】 WEB 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

╈㸔곽狍 
곽狍佭┉熨粩鈷氳㏐杼朆霅耇㛫阦嬼狍⼽㍴氳㏐ꪫ浪䇗⟊䧏⬧撧նⷊ➘佭沸㛉ꀾ

倄鲹ꄅ氳㏐辑峪䈲鵠浪█┘鲋 ╙˳10֐˳5 9֐4 僖僿ꠑ냖㸔菋ⶏ吤擻氳榟Ꝛ⮡鵲▽荂
㞑氳朅㗟ն┉兣䏻塠㵸䏧╏鳀颯 6 ╄⺎❠崅㲙◸⹨㏐清⬧곽氳攑㲋㏐憠鲹兣饟䏭㞑颦
縏㵽氶㲐ն塝㛚☳곽狍█⺎♔塠车⯥䏢儗㏐⪭☽俍憠㞝娧ꄇ┕峪媼䢦㏇氳峪媼兎յ㖍
╯㽕媞隵ն╈㸔곽狍攑墥吤擻紮蛽◇ 1964 䇗逈䧗㲋╙㎁㳄㛿抆篕䒞擻ն 
 
⹿縏氳颯嶏 

┉芘阡╙╈㸔곽狍䎬䡗◇丘氬┒䇗⯥䎎休愂㸔ㅂ⹠挾㹿逈䫠⮽㏐辑䎬䡗▽鲹
◙㎐꛻䎬嬼狍ն鲹◙嬼狍榺㛢ꄆ㹿㷄冘䡗㷄ꠑ槴僗狝ꣽն㏐ꪫ┕氳峪倉狝妰鲽⪍㹿㷄狝
ꣽ⺵㏇孲ⲁ狪车氳鲋爊╈因ⷌ僄⺵⹒㍑⮽㏐ꪫն鲹熨朆霅╙냖㸔吤擻氳竴葴榟Ꝛ⮡鵲
▽杼䘶氳兣♭ն1955 䇗┉⛤儗㏐㷉妩⺸吤擻溿狓縖㷤炐㛻냖㺉替栳氳剝儗䌖颯▽几
♜㵒鲹┉㏐杼朆霅氳⪩嫱㍕╙㛻냖㺉替栳鵠浪榟Ꝛ㏇宿 1500 眦䡝催냖㚲縡╈㸔곽
狍榟䒳硍簊氳宿☢ 550 眦ն㱚♜┘☢㏇鲹ꄅ舅抆竴墼縡┦䎬䡗▽儗䃸㹢仼儗僄㛻㹢
㸯┕僄㛻氳㛻냖㺉替栳紮蛽ն5 僖佭鲹熨替栳氳僄✞鈸顶㰚荣ն 
 
㛿抆⫼畴 

䏻塠㵸䏧┕♑几ⷅ霅僄╙岑垦氳俍憠佭┉䈴곽狍㵸㷒㱚䋧㏇僄㛻氳┉㚲곽狍╯┕ն
僄⮤佭陾⹠朆▽㱚䄖仰☳縓阾⛙丘氬䇗全儗㏐几┉波㵨鲹㚲攑⮷氳嬼狍䎎䡗㛿抆⫼
畴全✳榫ն㏇弪嵸ꠔ懷氳㛉㰚几♜㵨姢冽յ褼蘦յ缜眷㰇䷒㏇鲹ꄅ嬼狍因곽⺎♔ꡕ
塛괐擻⹩顏肩㏾ն㏇ 20 ┪篕 20 䇗创侪僿⮽ 40 䇗创企僿黨ꜝ┉⛤겆僗鲾鈷氳ら几㶩⺸
┖▋槅燃┖鲹ꠑ곽狍㵸㷒榫◇㰇䷒⫡◲⿁ն塝㛚곽狍鲸逈榫◇⪴豶┯⛦峪䏭鴠⺭⤴
㰇㰽⴬⯥氳豶ⷎն 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜繁体字＞ 
 

╈㸔겨狎 
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겨狎佭┉牊粪釤氳㏑杼杯霆⺎阁嬼狎⼾㎠氳㏑ꪫ䇗禵䧐尧撧ⷊ✳㏇沸㛊㏑辑
嶾食鵡䅻熔耈禵䧐㏇硝 5˳舘 10˳╯ꝴ憡 4 僖舘 9 僖ꝴ냖㸔菌ⶏ吤擻氳榟ꝏ䬠❠▽荂㞒
半♭┉半⢹车㵸䏺╏鵿 6 ⠕䧘㲋럅鷝㲙⺎㏇塞䚋⹨㏑䈕⻻示氳尧겨塠鷻䇖稸鸸
⺭⺨䇗룺㷻车颦ꢝ塞♓㛛䐍겨狎熔⺎♓塠车私䏢樧㏑氳⪭☾俍럅⥾佭嵡ꄇ┕嶾媼䢦
㏇氳嶾媼兎㖎╯㽕媞隵1964 䇗╈㸔겨狎攒墤吤擻紮蛾逈䧘㲋憡㎜㳄㛿抇硕䒟擻 
 
結縐氳嶏 

䴆⟔╈㸔겨狎䎬䡗亥丨氬蛓䇗私樧侈愃㸔㊑氪挿㹿逈䫠⮽㏑辑䎬䡗▽鵞◚㎨
ꍨ敻嬼狎嬼狎榺㛡ꄆ㹿㷻啶䡗㷻ꝴ槴僘狞ꣾ㏑辑氳倉狞姇鶡⪌㹿㷻竄ꣾ㏇孳Ⳃ鷪
╈逈⬊ⷙ䏴ꄆ于㍑⮽㏑ꪫ鵞牊杯霆憡냖㸔吤擻氳竵轧榟ꝏⰪ鵳▽杼䘶氳梫㗟
1955 䇗┉⛤樧㏑㷉妩㵫㛻냖䂵替栴氳嘆儗㷤炑礢吤擻㱄縖鵞䣉䌖㛛槡㵴鵞牊㏑杼
杯霆氳꟯嫱㍕憡㛻냖䂵替栴鵡䅻榟ꝏ㏇宿䦍 1500 ⪞㶹䡝催냖谊縡╈㸔겨狎榟䛞硎礶
氳宿䦍ⷙ⺆僘 550 ⪞㶹鵞◚吤擻┘⥪耈㏇塞榟ꝏ竵轧麅阁╈㸔䡗憡仼儗㛻氳㼗䂹
ր儗䃹㼗ց┕㛻氳㛻냖䂵替栴紮蛾5 僖佭䫠詠氳鈶韛㰛疒 
 
㛿抇ր⫼畵ց 

㏇丞半⢹车㵸䏺╈♒☕籤霆岒⯎氳俍럅佭┉䈴䋧㏇㛻겨狎┕氳㵸㷒ꥹ䄖扝䐍
縓镜⮤佭鐎氪杯▽鵞䈴겨狎⛙樧㏑☕䇭氬䇗✿┉波䤧㱚樧⛼㛿抇ր⫼畵ց✳榫㏇弪
忣䗒掄氳㛊㰛✿舅嬼狎氳⬊겨耈ꡕ塛광擻肩䷴亥佭☕⠟㵫姢冽褽蘧缜걊㰇䷒㏇鵞
遵䐍 1920 䇗♏侪僿⮽ 1940 䇗♏企僿龪꒰┉⛤ꯚ僘鸞釤氳り☕⺸┖齟槅燃┖鵞ꝴ겨狎
㵸㷒榫✿⨶㰇鱖榣⿁塞㛛겨狎犹㲋氳⛧嶾熔鸸⺭⟋㰇轂ⷎ舘連ⴭ阁樧㏑氳굼轂哆
熔䐍╈⹨沠 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
 

中⼭風穴 
風穴は、周辺の地表が一年中涼しく保たれる珍しい地質学的現象です。夏の最盛期であっても、

地表温度は通常 5℃〜10℃の間にとどまり、4 ⽉から 9 ⽉の間に⾼⼭の花が育つ環境を作り出しま
す。周辺には、地面から冷たい空気が出ているのを感じることができる 6 つの指定地があり、ハイキング
コースでつながっています。このハイキングコースは年齢を問わず楽しむことが可能です。洞穴から湯野
上温泉の温泉村や「塔のへつり」などの地元の観光スポットまで、徒歩で⾏くこともできます。中⼭風穴
の特殊植物群落は、1964 年に国の天然記念物に指定されました。 
 
古代の起源 
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中⼭風穴は、数百万年前の⽕⼭の噴⽕により溶岩が地表に押し上げられ、円錐形の洞窟が形
成されたと考えられています。これらの洞窟は隙間のある多くの岩の層で構成されており、表面から入っ
た暖かい空気が、岩の隙間を通るうちに冷却されて、再度表面から吹き出てくるのです。この現象によ
り、⾼⼭植物が繁茂するための理想的な環境を作り出します。1955 年に地元住⺠がオオタカネバラ
の標本を植物研究者に⾒せたことをきっかけに注目が集まりました。オオタカネバラは通常標⾼ 1,500
メートル以上の場所で育ちますが、中⼭風穴の⽣態系では標⾼ 550 メートルで育ちます。中⼭は、
日本で最も大きな島である本州の中でも、最大規模を誇るオオタカネバラの群⽣地があります。観覧
に最もおすすめのシーズンは 5 ⽉です。 
 
自然の冷蔵庫 

ハイキングコースで最も印象に残るスポットは、最大の風穴を囲って建てられた風穴小屋でしょう。こ
の風穴を誰が最初に発⾒したかは明らかではありませんが、地元住⺠は何世紀にもわたって自然の冷
蔵庫としてこれを活⽤してきました。日本の蒸し暑い夏の間、風穴は果物、野菜、肉の保管庫として
使⽤され、冷気で食べ物を腐敗から守っていました。1920 年代後半から 1940 年代初頭にかけて、
進取の気鋭に⾶んだ近隣の商人が、下郷町からこの風穴小屋を借り受けて、農産物の保管に使⽤
していたそうです。風穴は養蚕業でも利⽤されてきました。気温が低いため、カイコの卵が孵化するまで
保管するのに理想的な環境だからです。 
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002-010 
下郷町 

【タイトル】 小野観⾳堂 
【想定媒体】 WEB 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

㵸ꄇ鈸ꮠ㔆 
㵸ꄇ鈸ꮠ㔆佭䐒誾⪍└奥└鈸ꮠ䃾炕饟篪氳瑭 10 䢦愓㏜⛤◇鵠䏢㵸ꄇ㺖㸔걵

氳㸔饟⪍⹾ꡭ鲤ն鈸ꮠ㔆䋧◇ 1813 䇗⛙ꄅꪫ❠㜪氳㛻䛗㛻䗊鈸┪ꮠ⥽⮟金⹿縏䐂㛢ն
鲹㵯虅蛋⥽僄⮤环◇㵸ꄇ㺖╯䃈⺵全䣉逈燰舘㞝☫氳⛤糌⹨꺜愂❠㜪ն僼㏀縖全塝╙㳄
䉁炭焱炭姳㦨㣋紇席յ䇖㱧⮇㤹璡ն鈸ꮠ㔆氳猫䢓┕逸깳浔瞿紇氳ꥵ垦冓╙⮷舚ն 
 
⚢孅氳└奥└鈸ꮠ䃾炕 

仼儗⪓㎁僗阵㛢└奥└鈸ꮠ䃾炕饟篪㍕╙几♜注⟔鈸ꮠ虅蛋僗 33 熨┘⺱氳⴬
骱耇㛫䷬页┉⮊榟愓ն 

朆䄖逈阡㲋╙仼儗鸆◲氳⚢孅氳└奥└鈸ꮠ䃾炕█佭鲹劫鳀䫙 33 㚲鈸ꮠ⥽氳䃾
炕饟篪նⴎ䦮㝝⚢孅氳䐒襔⪍└奥└鈸ꮠ䃾炕㏇⫂⚢孅⺨㏐⩝⺵䋧环颯▽㛢兣䃾炕
饟篪ն 

⛤◇䐒誾⪍䃾炕饟篪┕氳┖▋槅㷯◇焱㹢⹁重鼨氳⚢孅㏐⵲佭娡䢓休创(1603-
1867)䐼䃷䆠䈢鰢┖⚢孅諿氳┉鼨⮇ն㏇䐒誾⪍䃾炕饟篪媯鵎氳 33 㵯鈸ꮠ⥽╈仵僗里舅
环◇▋ꠑ榹鱦氳溍⥽█僗㱧㏿㵔䈜╈逈䧗㲋╙㎁㲒氳ꥵ⥽ն⪭╈瑭 13֐10 㵯鈸ꮠ⥽
齉⛤◇┖▋槅㏰❠㜪◇㍌⼽곽⩞㞝槇氳▋ꠑ㵸㵔⫂ն几几齉⺎♔⯥全僼㏀䚊⹨䎎㏐㱕
ꪐ烤⽰氳妹㍴㶩⥽鲋⸼⭓氬䇗ꠑ全鲹ꄅ炭焱氳几♜┉劫ն 
 
⛻䷸乄⴬╈䑐 

舅䇖㱧休创(794-1185)♔全⚢孅㶩佭仼儗⴮鼨㏐⵲ꄆ金氳⛻䷸乄⴬╈䑐僗⛻齉
⚢孅╯燢ն䩺陱17 ┪篕╈⺗諿╚⟊熭塜╯(1611-1672)㏇儗㏐鴲㲋䇜䋯⮡▽⚢孅
氳└奥└鈸ꮠ䃾炕ն几♜馐┕䃾炕╯鵎炭姳鲋⸼氳糇轧䐂⮽㳑䔮炭僷儔全耇僗⢹䉔
㞑鲡⺱休鲸耇겅樋媯鵎┘⺱氳㏐亡乄⴬鈸顶舅抆紇俍ն鲹劫㵨⛻䷸乄⴬┚鈸⩞亹车踅
╙┉⛮氳亡䌋㏇⚢孅㏐⵲㛻⹨菩鲜ն休舘☫仼几♜❤抆♔⺱劫氳杼榺馐┕䃾炕╯饟ն 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜繁体字＞ 
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㵸ꄇ鈶ꮠ㔆 
㵸ꄇ鈶ꮠ㔆⛤亥鵡䏢㵸ꄇ㺖㸔ꮼ氳㸔饟⪌⹾ꡭ鲥佭ր䐓調⪌└ⶇ└鈶ꮠ䃿煱ց饟稘

氳瑮 10 䢦ꩯ㕙鈶ꮠ㔆䋧亥 1813 䇗⛙遵ꪫ❠㜪氳㛻䛗㛻䗉鈶┪ꮠ⥾ⷙ釒結縐䐂㛡鵞
㵰虆詫⥾⮤环㏇㵸ꄇ㺖╯䃦䏴✿䣉逈燯⮽㞞☬氳⛤糌⹨꺝愃❠㜪⹉䦛縖✿塞憡㳄䉁
炭焱炭姳㦩㣌紈幥䇖㱨⮈㤺璢鈶ꮠ㔆氳猬䢒┕遫굟蜸矀紈氳ꥶ⯎哗憡禁穢 
 
働孅氳└ⶇ└鈶ꮠ䃿煱 

☕⠟注⟔鈶ꮠ虆詫僘 33 牊┘⺱氳ⴭ骰耈㛭䷬頸┉⮊榟ꩯ㍕塞仼儗㎜僘錊㛡└
ⶇ└鈶ꮠ䃿煱饟稘 

杯㏇逈鏂㲋憡仼儗鹨榣氳ր働孅氳└ⶇ└鈶ꮠ䃿煱ց㶩佭鵿 33 谊鈶ꮠ⥾氳䃿煱
饟稘ⴎ䦮㝡働孅氳ր䐓調⪌└ⶇ└鈶ꮠ䃿煱ց㏇⪐働孅⺨㏑⩝䏴䋧环▽㛡半䃿煱饟
稘 

⛤亥䐓調⪌䃿煱饟稘┕氳┖齟槅㸋亥焱㼗窱重鼨氳働孅㏑ⶆ㏇娡䢒侈♏1603-
1867佭䐼䃷䆡䈢鮯┖働孅謁氳┉鼨⮈䐓調⪌䃿煱饟稘媰鵏氳 33 㵰鈶ꮠ⥾╈件僘
暐舅环亥齟ꝴ榹麕氳溍⥾熔僘㱨㏿㵕䊮╈逈䧘㲋憡㎜㵏氳ꥶ⥾⪭╈瑮 13֐10 㵰鈶
ꮠ⥾齉⛤亥┖齟槅❠㜪㏇㍌⼾겨⩞㞞樔氳齟ꝴ㵸㵕⪐⽰鷪⸼䇭氬䇗ꝴ✿┉嘚杯㏇☕
☕齉⺎♓私✿僼纳䚋⹨鵞㴪ꪙ烤⽰氳妺㎠ 
 
⛻䷹乄ⴭ╈䑐 

舅䇖㱨侈♏794-1185♓✿働孅㶩佭仼儗⴯鼨㏑亡ꄆ釒氳⛻䷹乄ⴭ╈䑐僘ր⛻
齉働孅ց╯紈闌䴆鐁⮽▽ 17 ┪硕╈蜘謁╚⟋熭塜╯1611-1672㏇樧㏑鹡㲋┾ꝧ
Ⱚ▽ր働孅氳└ⶇ└鈶ꮠ䃿煱ց☕⠟馐┕䃿煱╯鵏炭姳鷪⸼氳糆䙖䐂⮽㴸䔯炭僸儔
✿耈僘⢹餐㞒鷠⺱侈麅耈鈶韛媰鵏舅抇紈俍ꯝ樋┘⺱氳㏑亡乄ⴭ鵞嘚㵫⛻䷹乄ⴭ艃
鈶⩞亹车踅憡┉냉氳亡䌋㏇働孅㏑ⶆ㛻⹨塚鲝侈舘☬仼⺱嘚氳杼榺❤艋䫠Ⳃ☕⠟馐┕
䃿煱╯饟 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
 

小野観⾳堂 
「御蔵入三⼗三観⾳めぐり」の第⼗番札所で、小野岳⼭道の入口近くにあります。観⾳堂は

1813 年に建てられましたが、中にある日本の慈悲の菩薩である観⾳像はそれよりかなり古いもので
す。もともとは小野岳の頂上にありましたが、後に現在の場所に祀られました。参拝者たちは、縁結び
や安産など、家内の幸福を祈願しにやってきます。観⾳堂では、窓に施された精緻な彫刻も楽しめま
す。 
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会津の三⼗三観⾳めぐり 

観⾳菩薩はすべての⽣き物の救世主で、33 の異なる姿に変⾝すると⾔われています。33 体の観
⾳像を巡る旅は、日本各地に⾒られます。 

日本遺産と認定された「会津の三⼗三観⾳めぐり」は観⾳像 33 体を結ぶ巡礼路です。会津の各
地には、奥会津の「御蔵入三⼗三観⾳めぐり」を含め、さまざまな三⼗三観⾳を巡礼するコースがあり
ます。 

「御蔵入三⼗三観⾳めぐり」のコース上にある下郷町は、福島県⻄部にあり、会津地方の町であ
り、江⼾時代（1603-1867）に徳川幕府の領地、会津藩の一部でした。「御蔵入三⼗三観⾳め
ぐり」のコース沿いに点在する 33 体の観⾳像は、⽥舎道にポツンと⽴つ⽯像から、国宝に指定されて
いる寺院に収められている彫像までさまざまです。第⼗番から第⼗三番の観⾳像は下郷にあります。ど
れも絵のように美しい小さな⽥舎の寺院の中にあります。参拝はどなたでも可能ですので、心安らぐのど
かな雰囲気をご体験ください。何百年もの間、巡礼者たちがそうしてきたように。 
 
仏教文化の中心 

平安時代（794-1185）から、会津は日本北部における仏教文化の重要な中心であり、「仏都
会津」と呼ばれていました。会津の三⼗三観⾳めぐりは、藩主である保科正之（1611-1672）によ
り、17 世紀半ばに始められたと考えられています。人々は、過去の罪の赦しを求めたり、幸運と健康を
祈ったりすると同時に、道中多様な文化と自然の美しさを体験するために旅に出たのです。この仏教
文化と観光の魅⼒が融合した旅が会津で人気を博し、今日でも人々は同じ理由で巡礼の旅へと出
かけています。 
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002-011 
下郷町 

【タイトル】 中ノ沢観⾳堂 
【想定媒体】 WEB 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

╈╯嬐鈸ꮠ㔆 
╈╯嬐鈸ꮠ㔆佭䐒誾⪍└奥└鈸ꮠ䃾炕饟篪氳瑭 11 䢦愓㏜㔆⫂❠㜪㛻䛗㛻䗊

鈸┪ꮠ虅蛋ն鈸ꮠ㔆儗骱氳ⷧ⺒⺎♔鴒巄舘㲝槅休创(1336-1573)企僿⛙注⚩企㏇䇖㱧
休创(794-1185)⚢孅㏐⵲氳蜷⺳냖⦩䐼┉㛻䄳(781-842)㶩傾㏇鲹ꄅ⟤䋧鲋⺁┉䈴催⹿縏
氳䋧璵ն⺆佭僄⮤氳䋧璵企䄖䩣多几♜㏇⸊㏥┕ꄆ䋧▽亍氳㵔䈜ն㞝☫氳㵔䈜곽俍⚝紇
⫂僗┉撴幩◾氳娢㖗ն鈸ꮠ㔆◇ 1960 䇗逈䧗㲋╙㎁㳄ꄆ金乄⴬顉◲ն 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜繁体字＞ 
 

╈╯徉鈶ꮠ㔆 
╈╯徉鈶ꮠ㔆佭ր䐓調⪌└ⶇ└鈶ꮠ䃿煱ց饟稘氳瑮 11 䢦ꩯ㕙㔆⪐❠㜪㛻䛗㛻䗉

鈶┪ꮠ虆詫ꥹ抇鈶ꮠ㔆儗骰氳塽絨⺎♓鴓巅舘那槅侈♏1336-1573企僿⛙注⥉企
㏇䇖㱨侈♏794-1185働孅㏑ⶆ氳蜸經냖⦩䐼┉㛻䅨781-842㶩傾㏇鵞遵⟣䋧鷪
⺁┉䈴催結縐氳䋧疤⺆佭企氳䋧疤企䄖祺䮇夘☕⠟㏇⸊㏥┕ꄆ䋧▽于氳㵕䊮㞞☬
氳㵕䊮겨俍⨤紈㵕⪐僘┉撵幪◿氳娣㖗1960 䇗鈶ꮠ㔆逈䧘㲋憡㎜㳄ꄆ釒乄ⴭ靸榣 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
 

中ノ沢観⾳堂 
この観⾳堂は、「御蔵入三⼗三観⾳めぐり」の第⼗一番札所で、慈悲の心を象徴する菩薩である

観⾳様が祀られています。創建は室町時代（1336-1573）の初期に遡ります。初期の建物は、
平安時代（794-1185）の会津地方の著名な僧侶である徳一大師（781-824）によって建てら
れたと考えられています。しかし、創建当時の建物は消失し、その後現在の場所に再建されました。魅
⼒あふれる境内には池もあります。お堂は、1960 年に国の重要文化財に指定されています。 
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地域番号 003 協議会名 一般社団法人大雪カムイミンタラ DMO 
 
解説文一覧 

NO. スポット名（タイトル） 中国語文字数 想定媒体 

003-001 アイヌ 585 アプリ、QR 
003-002 イワクテとアイヌの世界観 310 アプリ、QR 
003-003 サケと生活 575 アプリ、QR 
003-004 アイヌ社会における鍛冶 405 アプリ、QR 
003-005 アイヌの住居―竪穴住居からチセへ 335 アプリ、QR 
003-006 アイヌ社会における農業 205 アプリ、QR 
003-007 アイヌの口頭伝承 540 アプリ、QR 
003-008 アイヌの交易ネットワーク 360 アプリ、QR 
003-009 交易戦争と領⼟︓アイヌ・モンゴル間の衝突 485 アプリ、QR 
003-010 アイヌの⾸⻑の像 540 アプリ、QR 
003-011 北海道の屯⽥兵 560 アプリ、QR 
003-012 アイヌと北⽅⺠族 550 アプリ、QR 
003-013 知⾥幸恵 630 アプリ、QR 
003-014 現代のアイヌ工芸と文化 305 アプリ、QR 
003-015 上川盆地の最初の住⺠ 340 アプリ、QR 

003-016 
縄文時代と続縄文時代の生活 
(紀元前 13,000 年-紀元後 600 年) 

670 アプリ、QR 

003-017 擦文時代の生活（紀元 600-1200 年） 485 アプリ、QR 
003-018 上川盆地の人々の歴史 300 アプリ、QR 
003-019 ペニウンクルの伝統的な生活 500 アプリ、QR 
003-020 クマ送りの儀礼 535 アプリ、QR 
003-021 石狩のペニウンクル 630 アプリ、QR 
003-022 近代化と同化の影響 310 アプリ、QR 
003-023 開拓期の旭川 490 アプリ、QR 
003-024 20 世紀の旭川 495 アプリ、QR 
003-025 大雪⼭国⽴公園の動植物 460 アプリ、QR 
003-026 旭川の冬を生き抜く 490 アプリ、QR 
003-027 旭川と上川盆地の地質 550 アプリ、QR 
003-028 アイヌ文化における植物 865 アプリ、QR 
003-029 アイヌの工芸 595 アプリ、QR 
003-030 藤⼾⽵喜 305 アプリ、QR 
003-031 藤⼾幸夫 310 アプリ、QR 
003-032 砂澤ビッキ 720 アプリ、QR 
003-033 熊の彫刻 510 アプリ、QR 
003-034 アイヌ文化の未来への継承︓川村家 975 アプリ、QR 
003-035 葬儀の慣習と先祖供養 345 アプリ、QR 
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003-036 ⾃然との精神的な調和︓カムイとアイヌ 450 アプリ、QR 
003-037 アイヌの住居︓チセ 470 アプリ、QR 
003-038 アイヌの生活における植物 485 アプリ、QR 
003-039 入れ墨 480 アプリ、QR 
003-040 藤⼾幸夫によるトーテムポール 390 アプリ、QR 
003-041 北海道︓先史時代から近世のはじめまで 605 アプリ、QR 
003-042 北海道︓19 世紀から現代まで 540 アプリ、QR 
003-043 アイヌと星 565 アプリ、QR 
003-044 カムイと交わるための捧酒箸︓イクパスイ 385 アプリ、QR 
003-045 アイヌの活動家 705 アプリ、QR 
003-046 アイヌの物語と口承の歴史 655 アプリ、QR 
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003-001 
一般社団法人大雪カムイミンタラ DMO 

【タイトル】 アイヌ 
【想定媒体】 アプリ、QR コード 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

ꡦ⚊Ⲅ几 
ꡦ⚊Ⲅ几佭仼儗氳姨⛩妩仍☽♜氳烆⩝傾⮇䄭◇仼儗⮜㹢氳⴮宿鷺յ儗䃸㹢⴮鼨

♔娴蛋⿊冷㹢䈑건㹢好鼨⽰ⶉ㹢紮㹢璡㏐ն⚩簊┕ꡦ⚊Ⲅ几❤ꪣ斷旯յꃾ꥘⽰䩔돡
╙榟█熨吤㵸眦璡縨㳸⛼擻全╋棘깱괐ն鲋⸼⴮宿鷺氳ꡦ⚊Ⲅ几┚仼儗儗㎻氳儗䃸㹢յ
랫륱娡┖崅孲㓊⽰粮⴮氳齔ꧬ埠⩡宿⼽鱦㏐奏㏰糙顟佄䏢全ն 

ꡦ⚊Ⲅ几┚㛻舅抆⪩硍㳢⮊❤顽舅抆榟柳㍕塝䎬䡗▽里攑氳┪槡鈸ն☽♜注⟔┒
擻氶糙愓┉⮊榟擻յ舅抆⩕碜╤舘◇几鵲擻⿁╈齉割㷉浔逈燢╙⶯牻⚊(kamuy)
氳烖愓նꡦ⚊Ⲅ几㼶丒⶯牻⚊阡╙框♜┚仼浪榟孨䕜䕜注⪩仵耇䕒顷缜眷յ奓汷█
⚢䌖⹠舅抆贸㲺ն 

舅 19 ┪篕侪僿䋯㡏꣮浔⽰几╙奏⮷◇ꡦ⚊Ⲅ妩仍㵒Ꝛ僿㷉⛩循儗䃸㹢璡
㏐几♜氳燢⽛飉全飉㛢㏐鱻⪍⴮宿鷺㲋㷉ꡦ⚊Ⲅ几氳榟孨亡䌋⹠榟▽侁蜷⹩⴬ն☽♜
⚩簊┕顽♔榟柳氳斷旯յ䩔돡璡孨ⲁ⹨⮽⯆篑㯹捞█⺆耇䫙⹨仼陪䷸罬ն⮽▽ 20 ┪篕
企僿仼儗秒䈢⭴⺐⺱⴬秒瓀陒㎂㵨ꡦ⚊Ⲅ几踅⪍仼儗炙⚢նꡦ⚊Ⲅ几逈金姳䷊榫仼儗
⺳柱┘䐂⫋鲽⪍⚩簊氳峄旯奏㓊䣒旯䩔돡头陪氳✳榫█⹨⮽꡿⯆ն㶽留㞝塝ꡦ⚊Ⲅ
氳ⷧ⺒յ⟔♣⽰乄⴬阡⺱鲸佭同Ⲃ䄄荔⿁յ⺨熨♙䌋⽰㛻ꄈ⹾㜍⚩䤕氳妩ꠑ䷚再յ⹫再陔
堮縡䐂♔槴柳┖全ն☫㛿几♜奥⮇ꄆ鈼ꡦ⚊Ⲅ乄⴬氳⟊䥉┚㛄⪪䇜㶍陒浔鵠鲋䷸罬յ
朆创荔儛յꮠ╵յ♙䌋孨ⲁ♔娴┚┪槡⺨㏐姨⛩妩氳乄⴬冶孲全㲓朆鲹┉泘剝ն 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜繁体字＞ 
 

ꡦ⚊ⲅ☕ 
ꡦ⚊ⲅ☕佭仼儗氳⸊⛩妩从⪭⩝妩傾⮈䄭亥仼儗⮛㼗氳⴯宿鷻儗䃹⴯鼨♓⹗詫

置冷㼗飪ꮻ㼗⶟鼨⽰ⶉ㼗紮㼗璢㏑⥉礶┕ꡦ⚊ⲅ☕♓斷暨䫑꥙艃䩔뇹憡榟┾
魋♓牊吤㵸眧璢縨㳸獲擻♓適⩙광擻鷪⸼⴯宿鷻ꡦ⚊ⲅ☕艃仼儗儗㎻氳儗䃹랫륕娡
┖崅孳㓊⽰催⴯氳齔ꧭ埡⩡宿⼾麕㏑ⶆ齉僘鞥佄䏢✿ 

ꡦ⚊ⲅ☕艃舅抇䕜䕜注꟯♣韻舅抇榟㰇㍕塞鵅廍䎬䡗▽暐攒氳┪槡鈶☾⠟注瑪
蛓 擻 僘 ꩯ  鏂 憡 䢦 僘 榟 擻  舅 抇 ⩕ 碜  榘 舘 ☕ 鵳 ㉻ 擻 煉 齉 㷉 ⛩ 蜸 烖 ꩯ ր ⶯ 牻 ⚊ ց
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kamuyꡦ⚊ⲅ☕㼷专⶯牻⚊鏂憡炢⠟艃仼䅻榟孨䕜䕜注꟯件耈䕒韗缜걊奓汷
熔働꡺┖愥焭 

䐍 19 ┪硕侪僿ꝧ㡐ꤚ蜸飉✿飉術ր⽰☕ց憡ⶆ禁亥ꡦ⚊ⲅ☕㵴ꝏ僿㷉⛩㏇儗
䃹璢㏑☕⠟氳牒⽛鹞⪌⴯宿鷻㲋㷉ꡦ⚊ⲅ☕氳榟孨亡䌋氪榟▽걦蜸闭ⴭ☾⠟⸊儗♣
韻氳斷暨艃䩔뇹孨Ⳃ鵅廍逈꡿⯆㯹㝷熔逈鳢䫚⹨仼鏥䷹罭⮽▽ 20 ┪硕企僿仼儗䷓
䈢䫠示⺱ⴭ䷓瓁䙬㎬阁ꡦ⚊ⲅ☕鶡┉塠踅⪌仼儗炙働ꡦ⚊ⲅ☕┘䐂⫋鶡⪌⥉礶氳幨暨
ⶆ㓊䣒暨䩔뇹逈釒姳䷊榫仼儗經㰅头鏥氳✳榫熔⹨⮽꡿⯆⨅畚㞞塞ꡦ⚊ⲅ氳塽絨
瑪♣⽰乄ⴭ鏂⺱麅佭⠺Ⲃ䄄諠⿁⺨牊⧘䌋⽰㛻ꄈ⹾꯽⥉䤖氳妩ꝴ䷚◄䷶◄鍸堮⟋槴▽
┖✿㞞☬☕⠟ⶇ⮈ꄆ釲ꡦ⚊ⲅ乄ⴭ氳⟋闀艃䐞艅ㇴ鍲♓䷹罭杯♏諠轱ꮠ嗞⧘
䌋孨Ⳃ♓⹗艃┪槡⺨㏑⸊⛩妩氳乄ⴭ◬孳鷾䡗塞泘嘆  

 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
 

アイヌ 
アイヌは、⽇本列島の北海道と本州北部、そしてサハリンの南部や千島列島に先祖代々居住して

いた先住⺠族です。伝統的にアイヌは狩猟、採集、漁獲により生活し、食生活を補うために粟などの
耐寒性のある穀物を栽培していました。北海道から、彼らは⽇本の本州、アムール川下流域、更に北
のオホーツク海周辺地域との交易を⾏っていました。 

アイヌの世界観は、⾃然との密接な関係性と⾃然への依存によって形作られています。アイヌは、生
き物や⾃然の要素、さらには人工物にも「カムイ」として知られる霊神が宿っていると信じています。カム
イは崇拝の対象であり、⽇常生活に大いに関わりを持ち、肉や毛皮などの恵みをもたらす一⽅で、⾃
然災害ももたらすとも考えられています。 

19 世紀後半から、北海道に「和人」（⽇本国内でアイヌ⺠族と区別して、本州などに住んできた
人々を指して使われてきた呼称）の入植が増加するにつれて、アイヌの生活様式は大きく変化しまし
た。狩猟や漁業などの伝統的なアイヌの営みは制限され、アイヌの子どもたちは⽇本語のみで教育さ
れるようになりました。20 世紀初頭、政府はアイヌを⽇本社会に同化させるための政策を制定しまし
た。人々は⽇本名を与えられ、伝統的な狩猟や漁場への⽴ち入りを禁じられ、⺟語の使⽤も制限さ
れました。にもかかわらず、アイヌの歴史、信仰、文化的アイデンティティは、工芸品、儀式、そして物語
や叙事詩の豊かな口頭伝承を通じて存続し続けました。今⽇、アイヌの遺産は、教育、現代芸術、
⾳楽、儀式、そして世界中の先住⺠族との文化交流を通じて保護され、再活性化されています。 
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003-002 
一般社団法人大雪カムイミンタラ DMO 

【タイトル】 イワクテとアイヌの世界観 
【想定媒体】 アプリ、QR コード 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

鴝愓♙䌋┚ꡦ⚊Ⲅ几氳┪槡鈸 
ꡦ⚊Ⲅ几┪槡鈸氳纯䑐㶩佭⶯牻⚊(kamuy)㼶䦛ն⶯牻⚊ⷊ烖愓ꡦ⚊Ⲅ几注⟔框♜

♔⺨熨䎬䒳柳循◇几┪ꠑ⺎耇佭ⲁ擻յ吤擻█⺎耇佭㸔㺖յ姢愂璡舅抆⩕碜榗舘⺎
耇佭几鵲擻⿁ն仰阷☜╫䎬䒳⶯牻⚊齉⚢顷◀⭔几陵㞝奓汷յ缜眷璡阵㛢꺋颇ն 

鴝愓烱炕⽰♙䌋逈燢╙iwakte╙▽鴝⶯牻⚊㍑䎍烖槡䇜䚊隟框♜氳䕒顷
縡╞ⱴն几♜鵠鲋炭焁⽰❠⿁辑鱳䚊忂╯䗯돶돡䇕յ鿯⽰⚊篞╰inaw榫⭾㵨
儒免辑ꪫ⯡⭴㛢兣篱Ꝛ訅撴⫋丞杼䡗瘯敯氳擻⿁璡齉佭浪鈷氳❠⿁ն 

1968 䇗伅䃷氳㹡㸔⭴㎻▽┉䤉ⲁ擻끍㜍յ♙䌋榫畫յ幯潳⽰⩎珢曻ն䩺䫠融
框♜䈒院佭循 20 ┪篕氳ꡦ⚊Ⲅ鴝愓♙䌋╈✳榫鲋氳ն 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜繁体字＞ 
 

鴞ꩯ⧘䌋艃ꡦ⚊ⲅ☕氳┪槡鈶 
⶯牻⚊kamuy㼷䦛佭ꡦ⚊ⲅ☕┪槡鈶氳劭䑐⶯牻⚊㶩佭烖ꩯ㏇ꡦ⚊ⲅ☕氳瑪

♣煉炢⠟♓⺨牊䎬䛞㰇㏇亥☕┪ꝴ⺎耈佭Ⳃ擻吤擻熔⺎耈佭㸔䂻姢愃璢舅抇⩕
碜榘舘⺎耈佭☕鵳擻⿁⶯牻⚊鵂鷪鵞◚䎬䛞憡☕⠟䅸✿钦㞞奓汷缜걊璢긧頝 

ր鴞ꩯց烲煱⽰⧘䌋逈牒憡րiwakteց憡▽鴞⶯牻⚊㍑塾烖ꩯ╯㓊┾龍销炢⠟氳
䕒韗縡艈鰾☕⠟鵂鷪炭煷⽰❠⿁辑鷾龍忂╯䗰䅻釤❠⿁僘뉱뇹▯鿰⽰ր⚊硱懃ց
inaw榫⭾㵫儒免辑ꪫ⯢示術半碸ꝏ訆撵⫋丞杼䡗瘰敻氳擻⿁璢 

伅䃷氳㿒㸔㏇ 1968 䇗侈示㎻▽┉䤊Ⳃ擻끎꯽⧘䌋榫畬幰潴⽰⩬珢曻劯䴆䫠
峮㱚⠟䟕鎊佭㏇ 20 ┪硕氳ꡦ⚊ⲅ鴞ꩯ⧘䌋煉✳榫鷪氳㉻ 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
 

イワクテとアイヌの世界観 
アイヌの世界観の中心には、カムイへの崇敬があります。カムイは神霊である。動物、植物、⼭、火

や水などの⾃然の要素、さらには人工物など、アイヌはカムイが人間界でさまざまな形をとると信じてい
ます。これらの形を通じて、カムイは人々に毛皮や肉などの贈り物を与えます。 
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カムイを元の世界に送り返し、贈り物への感謝を示すため、「イワクテ」（送り返し）と呼ばれる儀式
や祭礼が執り⾏われます。⼲し鮭や酒、およびイナウ（⽊材の表面を刃物で薄く削り、房状にしたもの）
などの供物とともに、祈祷を通じて感謝を表現します。 

1968 年、旭川の嵐⼭で、動物の骨、儀式⽤の⽮、漆椀、子供の玩具が発⾒されました。これら
は 20 世紀に⾏われたアイヌによるイワクテの儀式の品々であると考えられています。 
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003-003 
一般社団法人大雪カムイミンタラ DMO 

【タイトル】 サケと生活手段 
【想定媒体】 アプリ、QR コード 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

돶돡┚榟阞 
循ꡦ⚊Ⲅ几氳榟孨ꄅ돶돡佭ꄆ金氳괐擻全嶏⽰顜ꄆ氳冶佄⿁ն䩺⚽畀循 19 ┪篕

♔⯥┉䢓ꡦ⚊Ⲅ几㳄夷䇗䇖㏰金䩔藜 1000֐300 兣돶돡ն榟孨循伅䃷⼽鱦┕䃷㏐奏氳ꡦ
⚊Ⲅ几⚢循熤㛿✳榫돡缝䩔돡氳㍴㕒յ峄粠⽰ꙿ减䩔䩢舅溍斷覆嬚崅縡┕氳嘮둄돶
돡氳┉熨⹒⺳뀐萁돶⽰氫돶⹒⺳熤돶ն㛻鼨⮇峄藜齉循塑䄄㚲杼⺵榫◇冶佄⽰㳄
䉁⤴㚷⺵縖佭ꡦ⚊Ⲅ几循⴮宿鷺庵Ꝛ⫸㰚ꄅ氳괐擻⟊꤄ն 

⚩簊氳㚲杼亡䌋ⴎ䦮곽䇕յ懢挵⽰因⬑ն15 ┪篕氳乄昦ꄅ⮜⭴▽└熨豔㜑☫⴮宿鷺
⭴◲氳╚金冶佄⿁塑䄄⺵氳돶돡(satcep)㶩佭⪭╈╯┉⺁┼熨佭됖돡⽰伫䄭ն⮽▽娡
䢓笑创(1603-1867)꣮浔┚儗䃸㹢┕⽰几╙奏⮷◇ꡦ⚊Ⲅ妩仍㵒Ꝛ僿㷉⛩循儗
䃸㹢璡㏐几♜氳燢⽛氳顟佄䏢全㘍㛢几♜䋯㡏塑䄄沩岽돶돡♔亡➘鲡鰟ն 

㛻篑循 17 ┪篕╈⺗⯥⺵╙席餉儗䃸㹢仼沠㘍Ꝛ氳宿◲⿁꧎姳⽰几ら几鲽⪍
溍斷覆䋯㷤ら┯䓪峄┯ꡦ⚊Ⲅ几逈鳡鲽⪍峄㏜䄄⛼ն19 ┪篕 60 䇗创⺵僿꣮浔伺媪秒
䈢(1868-1912)浔䣆䋯⹠⴮宿鷺돶돡⭴⹾ꄈ㘍塑ն1877 䇗仼儗氳瑭┉㳄粝㜍䄄ⷣ循溍
斷䃷槭䋧环ն 

⮽▽ 20 ┪篕 60 䇗创榺◇鲋䈲䩔䩢յ姢顏娤刌⽰㎻㏐䋯⹠溍斷䃷氳돶돡⭓╲簈鴇ն
╙䕄㛄돡紮几♜ꃾ⹧▽循媞鷺䤸科돡萔㱧逸돡印䣒鵠嬚崅姢鷺璡䫣亨ն㞝☫䡗䷞䄖鵄
峀侁朆돶돡塜䜈䜈㍑䎍鲹兣媞孲ն 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜繁体字＞ 
 

뉱뇹艃榟銷 
㏇ꡦ⚊ⲅ☕氳榟孨煉뉱뇹件佭ꄆ釒氳광擻✿嶏熔佭本鞕氳◬佄⿁䴆⚽銷㏇ 19

┪硕♓私┉䢒ꡦ⚊ⲅ☕㳄夷䇗頰㏱耈䩔暢 1000֐300 㶾뉱뇹㷉⛩亥伅䃷⼾麕┕䃷㏑ⶆ
氳ꡦ⚊ⲅ☕働㏇熥㛿✳榫뇹匜䩔뇹氳㎠㕓幨私⽰ꈜ啼䩔䱪舅溍斷想嬚崅縡┕氳垛뎒
뉱뇹氳┉牊⹒經껊譍뉱⽰氫뉱⹒經熥뉱㛻鼨⮈幨暢祺谊杼䏴⟋㰇⪭煉┉鼨
⮈榫亥◬佄⺁┉鼨⮈⯞獲憡⨶砞澭⟋舅㳄㏇⴯宿鷻庶ꝏ⫸㰛遵䳕僘犹㲋氳광擻✿嶏 

119



 

 

⥉礶氳⟋㰇亡䌋ⴎ䦮겨▯拇搣艃⬊⬲15 ┪硕氳乄暶遵⮛示▽趻㜑☬⴯宿鷻示
榣氳└牊╚釒◬佄⿁ⱶ䄄䏴氳뉱뇹satcep㶩佭⪭煉╯┉⺁⪔牊佭늼뇹⽰伬䄭鶡
⪌娡䢒侈♏1603-1867䏴ꤚ蜸艃儗䃹氳ր⽰☕ց憡ⶆ禁亥ꡦ⚊ⲅ☕㵴ꝏ僿㷉⛩
㏇儗䃹璢㏑☕⠟氳牒⽛氳鞥佄䏢✿㘍術☕⠟ꝧ㡐邯獲뛆康뉱뇹亡➘ꝏ鵏鷠鮘 

硝䐍 17 ┪硕煉蜘憡幥餉儗䃹仼沠㘍ⱶ氳宿榣ꧏ姳ր⽰☕ցり☕鶡⪌溍斷想㷤
ꝧり哆䩔뇹ꡦ⚊ⲅ☕⯞逈鳢㏇幨㕙䄄獲1860 䇗♏䏴僿ꤚ蜸伺媪䷓䈢1868-1912
蜸䣆ꝧ氪⴯宿鷻뉱뇹示⹾ꄈ㘍ⱶ1877 䇗仼儗氳瑮┉㳄粞꯽䄄䊰➘錄环㏇溍斷䃷槭 

抇縡⮽▽ 1960 䇗♏榺亥鷪食䩔䱪姢韭娤刍⽰㎻㏑ꝧ氪溍斷䃷氳뉱뇹䇭╲磿饊
憡▽䐞罭☕⠟䫑⹦▽䤸䷒뇹萕⟣疤뇹印䣒鵡嬚崅姢鷻璢䫣亩㞞☬䡗䷞䄖鵅廍걦杯
뉱뇹塜鲯㍑鵞半媞孳 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
 

サケと生活 
サケはアイヌにとって重要な食料源であり、貴重な交易品でした。19 世紀以前、アイヌ一世帯あた

りで年間 300 から 1,000 匹のサケを捕獲していたと推定されています。旭川周辺の上川地域のアイ
ヌは、毎年秋に石狩湾から遡上してくるサクラマスやシロザケを、簗（やな）や網、鉤槍を使って捕獲
していました。漁獲の大部分は、交易のためや、北海道の⻑い冬の間の安定した食料供給を確保す
るために保存されていました。 

伝統的な保存⽅法には、風乾、燻製、凍結がありました。15 世紀の記録には、蝦夷（現在の北
海道）からの三大交易品のひとつとして、ニシンや昆布とともに、保存されたサケ（サッチェプ）が挙げ
られています。江⼾時代（1603-1867）に本州の「和人」（⽇本国内でアイヌ⺠族と区別して、本
州などに住んできた人々を指して使われてきた呼称）との交易が増加するにつれ、サケは輸送⽤に塩
漬けされるようにもなりました。 

17 世紀半ば頃、和人の商人たちは本州における海産物の需要の高まりに応えるために石狩湾で
商業漁業を開始し、アイヌは漁場での労働を強いられました。1860 年代後半、明治政府（1868-
1912）が北海道の開発に着手すると、サケの輸出が増加し、1877年には石狩川に⽇本初の缶詰
工場が設⽴されました。 

1960 年代までに、乱獲や水質汚染、⼟地開発によって石狩川からサケはほぼ姿を消しました。河
川への稚⿂の放流や⿂道の設置といった取り組みが功を奏し、サケは徐々に川に戻りつつあります。 
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003-004 
一般社団法人大雪カムイミンタラ DMO 

【タイトル】 アイヌコミュニティにおける鍛冶 
【想定媒体】 アプリ、QR コード 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

ꡦ⚊Ⲅ炙⚢氳回ꚗ┯ 
㵒◇ꡦ⚊Ⲅ几全陱ꚗ佭顜ꄆ氳顫嶏█佭⯆⛼⭾յ돡ꙿյꝚ减减㜍յ籈辊Ꙟ⽰慃

璡䄄擻┘⺎䡝籬氳姨免乢ն⛙☽♜┘䟆回ꚗ⺆耇鵠鲋┚仼儗儗㎻儗䃸㹢氳顟佄藜
⹧ꚗ⽰ꚗ鵠浪榫䄖塑䄄氳돶돡յ奓汷⽰╈彤┲簣鲽车擻擻冶䩦ն 

循伅䃷┉㚲䴚乄笑创˥(600-1200)氳纺蛽鸆㏥ꄅ几♜⹠朆▽┉䈴║笑䓪回ꚗ䄄㏵氳
鸆柳侁炐䎎笑院㏐奏傾糙ꚗⵁ孲ⲁ蛈┯⟤辍ꚗն 

舅 15 ┪篕颯⽰几╙奏⮷◇ꡦ⚊Ⲅ妩仍㵒Ꝛ僿㷉⛩循儗䃸㹢璡㏐几♜氳燢
⽛ꚗⵁ♜䋯㡏循⴮宿鷺⺨㏐䋯阻ꚗⵁꛐ⪭╈┉◙⚢⯥䏢ꡦ⚊Ⲅ兎䇹䬠❠僜ⱷ♔塝䩦
⹧랋ꄌ⽰挫嶏蕇擻璡ら⿁ն☽♜䯌䋧║笑⛼㏵✳榫䣆䥽곽畴⽰➘䯦氳䄄䣒鵲亍ꚗյ
⟤辍仾擻յ䣒瀃⭾ն娡䢓笑创(1603-1867)飉全飉㛢氳ꚗ⯆⿁☳仼儗儗㎻鰟⪍⴮宿鷺
ꡦ⚊Ⲅ炙⚢氳回ꚗ┯█꣮╯辡蛽ն 
 
˥䴚乄笑创仼儗ⷧ⺒┕氳┉╄笑创⮕⮇䧗♔⴮宿鷺攑糙氳䴚乄㎻氳✳榫╙槡㲋剝固
氳乄⴬竴蔻笑僿ն 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜繁体字＞ 
 

ꡦ⚊ⲅ炙働氳⬇ꖺ哆 
ꖺ佭ꡦ⚊ⲅ☕鞕ꄆ氳鞴嶏熔佭☾⠟邯獲⭾뇹ꈜꝏ啼啼꯽竄辊ꄡ⽰慄璢䄄

㉻擻┘⺎䡝籭氳⸊免乣⛙榺亥ꡦ⚊ⲅ☕┘䟇⬇ꖺ鵡䅻⺆耈䧍ⱶ䄄鷪氳뉱뇹奓汷⽰
煉㎜礸禞艃仼儗儗䃹♓擻佄擻暢⹦ꖺ⽰ꖺ㉻ 

☕⠟㏇伅䃷┉⠕䴛乄侈♏˥600-1200纻蛾鹨㏥遵䤓⮽▽┉䈴舃侈䓪⬇ꖺ䄄㏵鹨
㰇鵞辑炑樧侈鎊㏑ⶆ傾僘ꖺ箭㍌谊䃿鳷⟣適ꖺ㉻ 

ր⽰☕ց憡ⶆ禁亥ꡦ⚊ⲅ☕㵴ꝏ僿㷉⛩㏇儗䃹璢㏑☕⠟氳牒⽛ꖺ箭⠟䐍 15 ┪
硕ꝧ㡐㏇⴯宿鷻⺨㏑ꝧ錄ꖺ箭ꌤ⪭煉┉◚働私䏢ꡦ⚊ⲅ纻蛾䬠❠僜ⳉ♓塞䬷⹦랊ꄌ⽰
䐍挬骰┕䬠⹦氳諵擻璢り⿁☾⠟䯍䋧舃侈獲㏵✳榫䣆䥽겨畵⽰亡➘䶒䅸氳氳䄄䣒鵳
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于ꖺ㉻⟣適艋擻䣒瀄⭾⮽▽娡䢒侈♏1603-1867飉✿飉術氳ꖺ邯⿁䐍仼儗
儗㎻鮘⪌樧㏑ꡦ⚊ⲅ炙働氳⬇ꖺ哆熔ꤚ╯辡蛾 
 
˥䴛乄侈♏仼儗塽絨┕氳┉⠕侈♏穆⮈䧘♓⴯宿鷻攒僘氳䴛乄㎻㉻╯✳榫憡槡㲋嘆嶗
氳乄ⴭ竵唽侈僿 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
 

アイヌ社会における鍛冶 
鉄はアイヌにとって貴重な資源であり、ナイフ、釣り針、槍先、縫い針、調理鍋などの道具や⽤具を

作るために不可⽋でした。彼らは鉄の製造⽅法を知らなかったため、主に保存されたサケ、毛皮、中
国産の絹などと引き換えに、本州との交易を通じて鉄や鉄製の道具を入手していました。 

旭川の擦文時代※（紀元 600〜1200 年）の集落跡で、仮設の鍛冶工房の痕跡が発⾒されま
した。これは、その地域を巡回して鉄製品の修理を⾏う鍛冶職人が存在していたことを示唆しています。 

15 世紀以降、「和人」（⽇本国内でアイヌ⺠族と区別して、本州などに住んできた人々を指して
使われてきた呼称）の鍛冶職人たちは北海道各地に鍛冶場を構えました。中には⾦や熊由来の薬
と引き換えに技術を提供し、アイヌの村々を巡る者もいました。彼らは仮設の工房を設け、手押し鞴と
持ち運びできる工具を使って新しい道具の鍛造、古い道具の修理、刃物の研ぎを⾏っていました。江
⼾時代（1603-1867）には⽇本からの鉄製品の輸入が増加し、アイヌ社会における鍛冶業は衰
退していきました。 
 
※擦文時代︓北海道に特有の擦文⼟器の使⽤を指標とした文化が栄えた時期を範囲とする時代
区分。 
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003-005 
一般社団法人大雪カムイミンタラ DMO 

【タイトル】 アイヌの住居―竪穴住居からチセへ 
【想定媒体】 アプリ、QR コード 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

ꡦ⚊Ⲅ几氳⛩㱞˒˒☳ⶐ㏐狍䌋⮽割艑㵸㷒 
鲋⸼ꡦ⚊Ⲅ几┉波狍㷉◇ⶐ㏐狍䌋⛩㱞ꄅ波⮽ 13 ┪篕⯥⺵䣉䋯㡏䋧鵲逈燢╙

割艑(cise)氳㵸㷒նⶐ㏐狍䌋⛩㱞凭糙⪍⹾⺎ꃾ⩞㲝⫂ꡗ個⛙ꡕ㳸⟊倉䓪冓✞ն
鲹◙㷉䢦㛻㛢╙塜亡䎬䡝Ꝛ亡䎬㏐狍岑䈲篑 1 眦♔环刼䶺䱹氳葺螓㷒걵☳냖鱳丘眦氳
╈䑐憠⺸㛚⡯乨䋞⛈舘㏐ꪫն㲝⫂╈㜆阻糙┉╄愂慀仵⺎♔❠倉█⺎榫◇戌깭⽰괐免
挵⯆ն 

ⶐ㏐狍䌋㷉䢦氳㲝⫂鵠浪懢꧋䌶庵┦弪嵸ꡦ⚊Ⲅ⛩㱞╯䢦♔⚢鵄塠鲋峛⮽割艑㵸㷒
䈒院㶩佭⭴◇䷊ヤ榟孨兣♭氳꧎姳ն割艑㵸㷒┚仼儗儗㎻氳儗䃸㹢┕氳䢣㷒䏭注⛎㷒⫂
╈㜆⺱劫阻糙⹧倉榫氳愂慀ն┘鲋循蛋⿊冷㹢䈑건㹢璡粮塑㳸因氳㏐奏❤抆糙鼨
⮇ꡦ⚊Ⲅ几⟊槴▽ⶐ㏐狍䌋㷉䢦榫◇飉⫸䏨㛿妰㍑倉⺵⫋䯉⮽峄㏜ꡭ鲤氳割艑㵸㷒㷉⛩ն 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜繁体字＞ 
 

ꡦ⚊ⲅ☕氳⛩㱟˒˒䐍雤狎⮽只艑㵸㷒 
ꡦ⚊ⲅ☕鷪⸼⛩㏇雤狎⛩㱟遵┉波⮽ 13 ┪硕私䏴䣉ꝧ㡐䋧鵳逈牒憡ր只艑ց

cise氳㵸㷒雤狎⛩㱟那⪐ꢱ個⺆僘⪌⹾⺎䫑⩞⛙ⶇ⮈ꡕ㳸⟋倉鵞◚㷉䢦㛻術
憡塜亡䎬䡝ꝏ亡䎬㏑狎岒食硝 1 ⪞㶹♓环刼䶺䱸氳葻螔㷒ꮼ䐍丨⪞㶹냖氳煉㜇鼨⛤⥞
乨舘㏑ꪫ那⪐煉㜇錄僘┉⠕愃摑件⺎♓❠倉熔⺎榫亥戌괮⽰搣邯광擻 

雤狎㷉䢦氳那⪐鵡䅻拇ꨥ䎂庶┦弪忣ꡦ⚊ⲅ⛩㱟╯䢦♓働鵅塠鷪峛⮽只艑㵸㷒塜
佭示亥䷊ュ榟孨半♭氳ꧏ姳只艑㵸㷒艃仼儗儗䃹氳䢤㷒䏭注⛍䢤㷒煉㜇齉錄僘⹦倉榫
氳愃摑┘鷪㏇詫置冷㼗飪ꮻ㼗璢催ⱶ㳸⬊氳㏑ⶆ鼨⮈ꡦ⚊ⲅ☕❤抇働㏇雤狎㷉
䢦鷪⫸䏩㛿姇㍑倉䏴⫋䯊⮽幨㕙ꡭ鲥氳只艑㵸㷒㷉⛩ 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
 

アイヌの住居―竪穴住居からチセへ 
アイヌは、13 世紀頃までは竪穴住居に住んでいましたが、その後「チセ」と呼ばれる小屋を建て始め

ました。竪穴住居は暗く、入り口からしか光が入りませんでしたが、寒さに対する断熱性に優れていまし
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た。これらの住居は通常、正⽅形か⻑⽅形で、1 メートルほどの深さに掘り下げられていました。支柱
が支える茅葺屋根は、数メートルの高さの中央部から、地面に向かって傾斜していました。内部には
中央に炉があり、暖を取ったり、調理場や食品を燻製にしたりする場所として使われていました。 

竪穴住居の中の空気は煙たく高湿度で、より良い住環境を求めることがチセへの移⾏の動機になっ
たと考えられています。チセは本州の家に類似しており、中央に暖を取るための炉が設けられていました。
サハリンなどの寒冷地のアイヌの中には、冬は竪穴住居を使⽤し、暖かい季節には漁場近くのチセに
移動する人々もいました。  
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003-006 
一般社団法人大雪カムイミンタラ DMO 

【タイトル】 アイヌコミュニティにおける農業 
【想定媒体】 アプリ、QR コード 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

ꡦ⚊Ⲅ炙⚢氳⫡┯榟◲ 
ꡦ⚊Ⲅ几氳⚩簊榟孨♔斷旯յ䩔돡⽰ꃾ꥘╙╈䑐塝㛚█⚢熨吤┉◙⫡⛼擻ն⺆佭䎎

㏐妰⠯┘鴠⺭姢牦榟Ꝛ㍕塝ꡦ⚊Ⲅ几╚金縰熨睽眷縨㳸⛼擻ն 
鵠浪夷㳄齉糙┉㵸㐉縰㏐捞䓪䤕䥵▽☳佡䲭⮽熤䷅氳㛻鼨⮇⫡孨նꢝ▽ꚗ⯆䄄

㛚ꡦ⚊Ⲅ几鲸✳榫瀃⮵氳顄抄⛼╙ꝇ⭾全䷅基瞚괐նꡦ⚊Ⲅ炙⚢氳╚金⛼擻佭㵸眦
鲹佭┉熨榟Ꝛ⼽僿鰏湿氳縨㳸隵擻նꡦ⚊Ⲅ㳄䉁█熨吤雖眷⽰莓藬⺱笑ꃾ꥘孹冽⽰⻡糙
╋棘尰睖顏氳氬⺭杷蒏璡ն 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜繁体字＞ 
 

ꡦ⚊ⲅ炙働氳鱖哆榟榣 
斷暨䩔뇹⽰䫑꥙佭ꡦ⚊ⲅ☕氳⥉礶榟孨煉䑐塞㛛☾⠟熔働牊吤┉◚鱖獲擻樧

㏑姇⠰┘鸸⺭姢牦榟ꝏ㍕塞ꡦ⚊ⲅ☕╚釒縱牊睾걊縨㳸獲擻 
夷䢒ꡦ⚊ⲅ☕㳄鵡䅻齉僘┉㵸㕶縱㏑䐍佡䲮⮽熥䷅氳㛻鼨⮈鱖孨齉榺㝷䓪䤖䳸ꢝ

▽ꖺ邯䄄㛛ꡦ⚊ⲅ☕麅✳榫瀄⮵氳靳夏獲憡րꖩ⭾ց✿䷅Ⱒ砞광ꡦ⚊ⲅ炙働氳╚釒
獲擻佭┉牊榟ꝏ鶝僿鬴湿氳縨㳸牰擻˒˒㵸眧ꡦ⚊ⲅ㳄䉁熔牊吤雖걊⽰觌藭⺱侈䫑꥙
廚冽⽰⻢僘雧㳫徢睗韭氳氬⺭杷薜 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
 

アイヌ社会における農業 
アイヌの生活は伝統的に狩猟、漁獲、採集を中心としていましたが、作物の栽培も⾏っていました。

気候が稲作に適していなかったため、アイヌは粟などの耐寒性のある穀物を中心に栽培していました。 
各世帯は通常、小さな耕作地を持ち、⼥性たちが春の種まきから秋の収穫まで、大半の農作業を

担っていました。鉄製の道具に加え、貝殻を研いで作った刃を使って穀物を収穫していました。主要作
物は、耐寒性があり生育期間の短い粟でした。アイヌの家族は豆類、カブも栽培し、またベリー類やで
んぷん質が豊富なユリ根なども採集していました。  
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003-007 
一般社団法人大雪カムイミンタラ DMO 

【タイトル】 アイヌの口承伝統 
【想定媒体】 アプリ、QR コード 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

ꡦ⚊Ⲅ几氳⹾㜍⚩䤕 
ꡦ⚊Ⲅ几氳ⷧ⺒յ䷚再⽰곽⟂齉佭❤ꪣ堮隠⽰┪创注⚩氳䷚再⹾㜍⚩䤕┖全氳ն鲹◙

䷚再㛻舚⺎⮇╙└眷葏꥓⹫再陔յ烖陚⺒陔⽰丆乄䷚再ն 
葏꥓⹫再陔╚金阯鳮Ⲯ丅氳╚几⪝糌骱◇䡖Ⰾ⴬䗯㗟╈氳葏Ⲯ再鴇逈燢╙㶗⶯

㶂(yukar)⺆佭循⴮宿鷺氳┘⺱㏐奏█糙┘⺱⺳燢ն辑庌縖♔舅洄里糙氳仄䏱⻋そ鲹◙
䷚再⺱笑榫㵸儒冏⭵䣒⭴䍠䍐冶僀氳䦁㯹ն⻋そ⺎♔┉鳀䧏簘㞑⭓╄㵸笑ն 

烖陚⺒陔⮟逈燢╙⶯牻⚊㶗⶯㶂(kamuyyukar)䡝捅⚊篞(oyna)鵠浪♔⶯
牻⚊kamuy烖愓氳鈼鉉⹫再ն⻋陲笑⚢ꄆ㛄⺱┉夀仄䏱䇜♔䦟ꮠ陊鳦⺀╙攑䏣ն
⹫鳮┉⮟䷚再꧎金⭓⮇ꙵ⮽┉╄㛢㵸笑┘璡ն 

仼浪氳丆乄䷚再逈燢╙╰⚊孭⩡㶂(uepeker)䡝㎂⚊㖍⩡(tuytak)♔仼浪㵒
陚氳亡䌋阯鳮ն⪭╈┉◙䷚再觡⻡鷺䐼⚰杼㍴簀几眷┚⶯牻⚊氳⪩硍㷤䋯ն 

循 19 ┪篕侪僿⮽ 20 ┪篕企僿╯ꠑ秒䈢렺ⲍꡦ⚊Ⲅ几㰣▊仼陪㰣劆䷸罬█㱮⪓ꃾ
榫仼陪䷸㰣♔舘◇ꡦ⚊Ⲅ陪循仼浪㳄䉁榟孨╈氳✳榫█꣮╯⬵㵽⹾㜍阯鳮䷚再氳⚩簊
峀峀逈屭⴬ն波⮽ 20 ┪篕 70 䇗创⯥⺵ꡦ⚊Ⲅ陪ꄆ亍⹨⮽⪩嫱鲽縡䌖⹠▽㛄⪪յ⟊䥉
鲹◙䷚再氳车ⲁն2009 䇗ꡦ⚊Ⲅ陪逈纭⺭彤䷸熭乄篯篲(UNESCO)⮜╙语⷇陪銨ն 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜繁体字＞ 
 

ꡦ⚊ⲅ☕氳⹾꯽⥉䤖 
ꡦ⚊ⲅ☕鵂鷪網そ堮锇䡝铻鳯結縐氳⥉鐁㵫妩从氳塽絨䷚◄⽰겨⟂┪♏⥉䤖舘

☬鵞◚䷚◄㛻舛⺎⮈憡└걊葐꥓䷶◄鍸烖鎈絨鍸⽰万乄䷚◄ 
葐꥓䷶◄鍸㏇⴯宿鷻氳┘⺱㏑ⶆ僘┘⺱經牒⛙┉芙逈牒憡ր㶗⶯撨ցyukar

╚釒铻鳯丄氳╚☕⪞糌骰亥䢊ⱉⴭ䗰蜢煉氳葐◄騛辑庌縖䣆䧍㵸儒冎侈䍛侈䍐㏑䳦
䣒䦁㯹♓舅䄕暐僘氳仄䏱網そ鵞◚䷚◄䷶◄鍸鵡䅻働䧐箛網そ㞒䇭⠕㵸侈 

烖鎈絨鍸⯞鵡䅻♓⶯牻⚊kamuy烖ꩯ氳釲鉈䷶◄逈牒憡ր⶯牻⚊㶗⶯撨ց
kamuyyukar䡝ր㝡⚊硱ցoyna網鏸侈働⹚釚⺱┉夀仄䏱┾♓䴨ꮠ鍢鳧⺀憡
攒䐹䷶鳯┉⯞䷚◄ꧏ釒䇭⮈ꖉ⮽┉⠕㵸侈♓┕┘璢 
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仼䅻氳万乄䷚◄逈牒憡ր懃⚊孭⩡撨ցuepeker䡝ր㎬⚊㖎⩡ցtuytak♓
仼䅻㵴鎈氳亡䌋铻鳯⪭煉┉◚䷚◄譓⻢鷻䐼⡑杼㎠笸☕걊艃⶯牻⚊氳꟯➡㷤ꝧ 

㏇ 19 ┪硕侪僿⮽ 20 ┪硕企僿╯ꝴ䷓䈢렺⳶ꡦ⚊ⲅ☕㱄綗仼鏥㱄劆䷹罭熔適䫑
榫仼鏥䷹㱄㵷舛ꡦ⚊ⲅ鏥㏇仼䅻㳄䉁榟孨煉氳✳榫峎㵽⹾꯽铻鳯䷚◄氳⥉礶廍廍逈屮
ⴭ波⮽ 1970 䇗♏私䏴ꡦ⚊ⲅ鏥ꄆ于⹨⮽꟯嫱鶡縡䌖氪▽䐞艅⟋闀鵞◚䷚◄氳车
Ⳃꡦ⚊ⲅ鏥㏇ 2009 䇗逈绤⺭㎜䷹熭乄磞笞UNESCO⮛憡恗⷇鏥銨 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
 

アイヌの口頭伝承 
アイヌの歴史、物語および習慣は、歌や語り継がれる物語を通じて口頭で伝えられてきました。これ

らの物語は、英雄叙事詩、神謡、散文説話という大まかに 3 つのカテゴリーに分類されます。 
勇敢な主人公が劇的な状況で活躍する英雄叙事詩は「ユカㇻ」と呼ばれますが、北海道の地域に

よって他の呼び名も存在します。演者はそれぞれの旋律で物語を歌い、⽊製の拍子⽊で強弱をつけ
ます。これらの叙事詩は数時間に及ぶこともあります。 

神話叙事詩は「カムイユカㇻ」または「オイナ」として知られ、しばしばカムイ（神）の視点から語られ
ます。これらの物語は旋律が繰り返し歌われ、擬⾳語を含むリフレインが特徴です。これらは数分から1
時間以上続くこともあります。 

「ウエペケㇾ」や「トゥイタㇰ」と呼ばれる⽇常的な散文説話は、⽇常会話に近い口調で語られます。
その中には人間の登場人物とカムイとの関わりを中心とした教訓話もあります。 

19 世紀後半から 20 世紀初頭にかけて、アイヌの人々は⽇本語を学ぶよう奨励され、学校での教
育は⽇本語だけで⾏われるようになりました。その結果、家庭でアイヌ語が話される機会が減少し、ア
イヌの物語を語る習慣も衰退しました。1970 年代頃、アイヌ語への関心が再び高まり、これらの物語
を復活させ保存するための取り組みが始まりました。アイヌ語は 2009 年にユネスコによって消滅危機
言語に指定されました。  
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003-008 
一般社団法人大雪カムイミンタラ DMO 

【タイトル】 アイヌの交易ネットワーク 
【想定媒体】 アプリ、QR コード 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

ꡦ⚊Ⲅ几氳ら顟粠簇 
ꡦ⚊Ⲅ几䋧环氳ら顟粠簇好舘仼儗儗㎻氳儗䃸㹢⴮鼨⴮鱳齔ꧬ埠⩡宿ն㛻篑舅 13

┪篕䋯㡏㶩糙ꡦ⚊Ⲅ几☳⴮宿鷺鲽⪍蛋⿊冷㹢䈑건㹢好鼨㏐奏⽰ⶉ㹢紮㹢䋯㷤顟佄
☽♜氳顟佄葶㍴重舘랫륱娡┖崅媯㺢┱⴮舘ⳇ㴕塑ⶐ㹢նꡦ⚊Ⲅ几榫랫霽汷♔娴全舅
⽰几╙奏⮷◇ꡦ⚊Ⲅ妩仍㵒Ꝛ僿㷉⛩循儗䃸㹢璡㏐几♜氳燢⽛ら几氳幯յꚗ
璡擻⿁┚䎎㏐㷉妩䩦⹧┲簣յ朔桔权⽰⪭☽顎⿁ն 

14 ┪篕舘 15 ┪篕全舅儗䃸㹢氳⽰几循⴮宿鷺好鼨宿㺢䋧环颯▽舅洄氳顟佄䩺
憠ն娡䢓笑创(1603-1867)䪭䫝豔㜑☫⴮宿鷺㛻鼨⮇㏐奏氳僷仍˒˒册⯥㳄仍藜固䪭
留┚ꡦ⚊Ⲅ几氳顟佄䇜╙塝阻环▽塜䌋氳冶佄䢦ն鲹◙冶佄䢦䡗╙▽塑䄄⺵氳돶돡յ奓
汷娴挫嶏蕇擻璡ら⿁氳冶佄╈䑐ն峀峀氳册⯥㳄仍氳顟佄㑍亇䣒滭▽⹙亡氳ⲡⱱ䇖辆
ꡦ⚊Ⲅ几峀飊鱦籃⴬ն 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜繁体字＞ 
 

ꡦ⚊ⲅ☕氳り鞥私饟 

ꡦ⚊ⲅ☕䋧环氳り鞥私饟⶟舘仼儗儗䃹⴯鼨⴯鷾齔ꧭ埡⩡宿㛻硝舅 13 ┪硕ꝧ㡐
㶩僘ꡦ⚊ⲅ☕䐍⴯宿鷻鶡⪌詫置冷㼗飪ꮻ㼗⶟鼨㏑ⶆ⽰ⶉ㼗紮㼗ꝧ㷤鞥佄☾⠟氳鞥
佄疘㎠重舘랫륕娡┖崅媰㺢典⴯舘Ⳉ㴖ⱶⶐ㼗ꡦ⚊ⲅ☕榫랫霽汷♓⹗✿舅ր⽰☕ց
憡ⶆ禁亥ꡦ⚊ⲅ☕㵴ꝏ僿㷉⛩㏇儗䃹璢㏑☕⠟氳牒⽛り☕氳幰㉻ꖺ㉻璢擻⿁艃樧
㏑㷉妩䬷⹦礸禞朔桕权⽰⪭☾鞃⿁ 

14 ┪硕舘 15 ┪硕✿舅儗䃹氳ր⽰☕ց㏇⴯宿鷻⶟鼨宿㺢䋧环▽舅䄕氳鞥佄䴆
럅娡䢒侈♏1603-1867䪭䫞趻㜑☬⴯宿鷻㛻鼨⮈㏑ⶆ氳僸从˒˒再私㳄暢⬢䪭
畚艃ꡦ⚊ⲅ氳☕鞥佄┾憡塞錄环▽塜䌋氳◬佄䢦鵞◚◬佄䢦䡗憡▽ⱶ䄄䏴氳뉱뇹奓
汷♓⹗榺挬䬠⹦䐂✿氳諵擻璢り⿁氳◬佄煉䑐ꤚ蜸再私㳄氳鞥佄㚄亝䣒滭ꦁ亡氳ⳛⱱ
頰辆ꡦ⚊ⲅ☕鵅廍逈麕稫ⴭ 

 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
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アイヌの交易ネットワーク 
アイヌは、北はオホーツク海、南は本州北部に及ぶ交易ネットワークを確⽴しました。13 世紀頃か

ら、アイヌは北海道からサハリン南部や千島列島へ⾏って交易をしていました。⻄はアムール川下流
域、北東はカムチャツカ半島の集落と交易を⾏い、クロテンの毛皮や「和人」（⽇本国内でアイヌ⺠族
と区別して、本州などに住んできた人々を指して使われてきた呼称）の商人から得た漆器や鉄などの
品物を、絹、ガラス玉、その他の商品と交換していました。 

14 世紀から 15 世紀にかけて、本州の和人が北海道南部の沿岸に独⾃の交易拠点を設置しま
した。江⼾時代（1603-1867）には、蝦夷（北海道）の大部分を支配していた松前家がアイヌと
の交易を管理する権限を与えられ、正式な交易所を設置しました。これらの交易所は、保存加工さ
れたサケ、毛皮、熊由来の薬などの物資を交換する拠点となりました。松前家による交易の独占によ
って徐々に⼒関係が変化し、アイヌは次第に疎外されていきました。  
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003-009 
一般社団法人大雪カムイミンタラ DMO 

【タイトル】 交易戦争と領⼟︓アイヌ・モンゴル間の衝突 
【想定媒体】 アプリ、QR コード 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

顟佄䡟┚겅㎻◂珸ꡦ⚊Ⲅ┚蟑⹿氳篢◂ 
13 ┪篕╈⺗蛋⿊冷㹢䈑건㹢氳ꡦ⚊Ⲅ几┚蟑⹿几䋧环氳⩕僼⹠榟▽伒仼䧏╦氳

篢◂ն鲹埠䧏簘▽㛻篑 40 䇗氳⫿狰佭ꡦ⚊Ⲅ几⽰蟑⹿几循鲹┉㏐奏䣲䌫ⲡⱱ氳篾冽ն
╈彤氳վ⩕⺒տ█阭鰉▽鲹夀ⷧ⺒⪭╈燢ꡦ⚊Ⲅ┉亡╙끍䀈䀈ꮠ⺱㍴ն 

13 ┪篕⯥⺵➘糙ꡦ⚊Ⲅ几舅⴮宿鷺鱻䏢蛋⿊冷㹢⽰齔ꧬ埠⩡宿⼽鱦㏐奏䇜鵄峀䣲
䌫⪭ⲡⱱ葶㍴ն☽♜氳顟佄粠簇䇯䄭☳㞝☫╈却槡媞랫륱娡却粬事燢ꡦ牻㶂媞氳┖
崅孲㓊┉波䋞⛈⮽鲾舘⴮宿鷺┱⴮ 1000 㛢⪝ꄅ㛚氳ⳇ㴕塑ⶐ㹢ն 

ꡦ⚊Ⲅ几鲽⪍蛋⿊冷㏐奏⺵㍕겅㏐ꠋ겗┚䎎㏐姨⛩妩㶻㜂颛几氳⪩硍仼峀碧䌫僄
篳㶻㜂颛꺙겅仰㜧⺸⩕僼僼䋡㵖姳䅬Ⲃ鴠鵻⩕僼█塜循랫륱娡┖崅娴蛋⿊冷㹢燠冓隈
姳ⲡⱱ䣲䌫ն 

1264 䇗⩕僼孭⭴⫠꠼䶺䭤㶻㜂颛几䇜循塝⺵氳 40 䇗ꄅ亇亇簘簘┚ꡦ⚊Ⲅ仍紮搷
⹠▽┉硍⮜䡟习նꡦ⚊Ⲅ⫠꠼㷤朆⭴걼䍠氳䡟习ⱱ㛢埠䡗Ⱶ㵒埫◘㛻ꡯ⹠ⲁ⹛⭵⛙僄
篳鲸佭循 1308 䇗逈鳡䤸꡹ն劯䩺⽰䇖ⶖ阫㷉⛩循蛋⿊冷㹢氳ꡦ⚊Ⲅ几夷䇗金⺸⩕僼籟
篞刻⡬⺎鈸氳奓汷⛼╙㸱顈縡ꡦ⚊Ⲅ几⽰㶻㜂颛几氳⪩硍█☳䷣㵒⹙亡鯸⹩䡗▽顟佄⚟
⛂ն 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜繁体字＞ 
 

鞥佄䢇艃ꯝ㎻撏珸ꡦ⚊ⲅ艃蟒結氳碑撏 
詫置冷㼗飪ꮻ㼗氳ꡦ⚊ⲅ☕㏇ 13 ┪硕煉蜘艃蟒結☕䋧环氳⩕僼氪榟▽傉仼䧐╦

氳碑撏鵞埡轿狱㛻硝䧐箛▽ 40 䇗佭ꡦ⚊ⲅ☕⽰蟒結☕㏇鵞┉㏑ⶆ䴹骨ⳛⱱ氳磶冽
煉㎜氳վ⩕絨տ熔鋘鬼▽鵞夀塽絨⪭煉牒ꡦ⚊ⲅ┉亡憡ր끎䀉ց䀉ꮠ⺱ր㎠ց 

䐍 13 ┪硕私䏴ꝧ㡐➘僘ꡦ⚊ⲅ☕舅⴯宿鷻鹞䏢詫置冷㼗⽰齔ꧭ埡⩡宿⼾麕㏑ⶆ
┾鵅廍䴹骨⪭ⳛⱱ疘㎠☾⠟氳鞥佄私饟䊸䄭䐍㞞☬煉琴槡媞랫륕娡琴糶事牒ꡦ藌撨
媞氳┖崅孳㓊┉波䋟⛈⮽鸞舘⴯宿鷻典⴯ 1000 術⪞ꄅ㛛氳Ⳉ㴖ⱶⶐ㼗 

鶡⪌詫置冷㏑ⶆ䏴ꡦ⚊ⲅ☕㍕ꯝ㏑ゖ갭艃樧㏑⸊⛩妩㶼㜂颛☕氳꟯➡仼廍秵骨㶼
㜂颛꺙ꯝ⺸⩕僼僼䋡姳Ⲃ塞侈鸸鵼⩕僼塜㏇랫륕娡┖崅⹗詫置冷㼗犉哗䴹骨ⳛⱱ 
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1264 䇗⩕僼孭示髭꣣䶺䭤㶼㜂颛☕┾㏇塞䏴氳 40 䇗ꝴ亝亝箛箛艃ꡦ⚊ⲅ从紮㷤
ꝧ▽┉硎⮛䢇녺ꡦ⚊ⲅ髭꣣㷤杯示ꯑ䍛氳䢇녺ⱱ術埡䡗Ⱶ㵴堷◟㛻ꣃ氪Ⳃ⹚䳦⛙
䏴麅佭㏇ 1308 䇗逈鳢䤸꡺❤拨⽰頰⶜閲㷉⛩㏇詫置冷㼗氳ꡦ⚊ⲅ☕夷䇗釒⺸⩕僼筤
硱⧎用⺎鈶氳奓汷獲憡塵靹ꡦ⚊ⲅ☕⽰㶼㜂颛☕氳꟯➡熔䐍丠㵴ꦁ亡鮺闭䡗▽鞥佄衰
⛂ 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
 

交易戦争と領⼟︓アイヌ・モンゴル間の紛争 
13 世紀半ば、サハリンのアイヌは、モンゴルが建てた元朝との⻑期に及ぶ紛争に巻き込まれました。

約 40 年間続いたこの抗争は、この地域におけるアイヌとモンゴル双⽅の勢⼒拡大がもたらした結果で
した。この史実は中国の『元史』にも記載されており、書籍のなかにアイヌは「「骨嵬」と称されています。 

13 世紀頃から、アイヌは北海道からサハリンやオホーツク海周辺地域に移住を始め、徐々にその勢
⼒範囲を拡大していきました。彼らの交易網は、現在のロシアと中国の国境に沿って流れるアムール
川下流域から、北海道から北東に 1,000 キロメートル以上離れたカムチャツカ半島にまで及んでいま
した。 

アイヌがサハリンへと進出するにつれて、領⼟をめぐって先住⺠ニヴフ族との間に緊張が高まりました。
これによりニヴフの指導者たちは、当時アムール川下流域やサハリンへの勢⼒拡大を積極的に進めて
いた元王朝に支援を求めるようになりました。 

1264 年、元朝はニヴフを支援するために軍隊を派遣し、その後 40 年にわたってアイヌ⺠族との間
で断続的な戦闘を繰り広げました。アイヌ軍は強靭さを発揮し、ユーラシア大陸に複数回にわたって反
撃を⾏うことに成功しましたが、最終的に 1308 年に降伏を余儀なくされました。和平協定の一環とし
て、サハリンのアイヌは貴重な毛皮を年貢として元朝に納めることになりました。アイヌとニヴフの関係は、
敵対関係から交易相手へと変化していきました。 
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003-010 
一般社団法人大雪カムイミンタラ DMO 

【タイトル】 アイヌの指導者の像 
【想定媒体】 アプリ、QR コード 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

ꡦ⚊Ⲅ꺙겅⥽ 
鲹佭┉⺳ꡦ⚊Ⲅ꺙겅氳璡骱⥽☽骱浔豔㜑꛼ꡦ⚊Ⲅ烆⩝㵒篺⴮亡顟佄顔⪍氳╈彤

簖粬簣簹氳簊燢Ꝛ返㛚糅却彤⫠㛻辊✐┉凵仼儗⭾ն⪓㝄僜깳 奥⮇䎬霅㏐㷤朆▽䎎
笑ꡦ⚊Ⲅ┚仼儗⽰几╙奏⮷◇ꡦ⚊Ⲅ妩仍㵒Ꝛ僿㷉⛩循儗䃸㹢璡㏐几♜氳燢
⽛յ却彤⽰╈彤ⷧ创曓僼╯ꠑ氳顟佄⪩硍ն 

鲹㵯㖆⥽佭劯䩺槇㳄賋㽃嫧⿏(1764-1826)╙ꡦ⚊Ⲅ꺙겅萁㓹陷⚊Tsukinoe榟⶚
䇗┘陣䢦簃缲⥽槇⮡⛼氳ն賋㽃嫧⿏佭册⯥㳄仍䡗⼥鲹╄蜷⺳氳㳄仍傾循娡䢓笑创
(1603-1867)簊媪浔豔㜑☫⴮宿鷺氳㛻鼨⮇㏐奏ն䎎笑阵㛢ꡦ⚊Ⲅ几逈鳡鲽⪍⽰
几篺蛈氳ら┯䓪峄㏜䄄⛼┘⫋◸糙舅榺顟佄氳儹⮵ն⴮宿鷺┱⴮鼨氳劯㲝宿㻫⼽鱦㏐
奏佭僄⺵逈篞⪍册⯥諿簊媪氳㏐奏╯┉1789 䇗䎎㏐ꡦ⚊Ⲅ几╙⹛男始鳡縡⹠颯▽
䈑黁重⮵٬紇黁重╯䡟ն鲹佭☽♜僄⺵┉埠㛻鈺嘗㵒男⽰几簊媪縖氳男◂㵗舚
▽ 70 㛢⺳全舅仼儗儗㎻氳ら几⽰㲋㷉縖墅◦37 ⺳ꡦ⚊Ⲅ几㍕⹇┚⹮▞縡逈⮮㚲墅⮔ն
賋㽃嫧⿏╙⹇┚䇖⹮氳 12 ⺳ꡦ⚊Ⲅ꺙겅簃⯆▽缲⥽ն鲹◙缲⥽槇逈燢╙㜑鿡⮜⥽
⹨╈彤岳僼槇㳄婠好葟(1682-1760)䢦⚩好葟孭槇곽䏆⿏琾鉵瞿篱荈䎷宆憷㍕
縡䇯⹨⪩嫱ն 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜繁体字＞ 
 

ꡦ⚊ⲅ꺙ꯝ⥾ 
鵞佭┉經ꡦ⚊ⲅ꺙ꯝ氳璢骰⥾☾骰蜸趻㜑ꎘꡦ⚊ⲅ烆⩝㵴祺⴯亡鞥佄頇⪌氳煉㎜

秚糶禞稢氳礶牒ꝏ返㛛糅琴㎜髭㛻辊率┉凵仼儗⭾鵞㝄僜굟냉杯▽ꡦ⚊ⲅ艃仼儗
ր⽰☕ց憡ⶆ禁亥ꡦ⚊ⲅ☕㵴ꝏ僿㷉⛩㏇儗䃹璢㏑☕⠟氳牒⽛琴㎜⽰煉㎜塽♏曓
僼╯ꝴ傾祺氳鞥佄꟯➡ 

鵞㵰㖇⥾佭㏇樔㳄輝㽄嫧ꮷ1764-1826憡ꡦ⚊ⲅ꺙ꯝ譍㓹钱⚊Tsukinoe榟⶚
䇗┘鎌䢦筑缳⥾樔氳㓹灅┕Ⱚ獲氳輝㽄嫧ꮷ佭再私㳄䡗⿦鵞⠕蜸經氳㳄从傾㏇娡䢒
侈♏1603-1867礶媪趻㜑☬⴯宿鷻氳㛻鼨⮈㏑ⶆ錊術ꡦ⚊ⲅ☕㏇再私㳄氳礶媪
┖逈鳢鶡⪌ր⽰☕ց祺揩氳り哆䓪幨㕙䄄獲┘⫋◸僘舅榺鞥佄氳垷⮵⴯宿鷻典⴯鼨

132



 

 

氳劯那宿㼧⼾麕㏑ⶆ佭䏴逈硱⪌再私謁礶媪氳㏑ⶆ╯┉樧㏑ꡦ⚊ⲅ☕㏇ 1789 䇗憡⹚
䤻㙪鳢縡氪▽ր飪黁重⮵٬紈黁重╯䢇ց鵞佭☾⠟䏴┉埡㛻釨嘘㵴䤻ր⽰☕ց礶媪
縖氳䤻撏㵷舛飃鷪 70 經✿舅仼儗儗㎻氳り☕⽰㲋㷉縖墆◧37 經ꡦ⚊ⲅ☕㍕憡⹉艃⹯
▶逈⮮谊墆⮔輝㽄嫧ꮷ憡⹉艃頰⹯氳 12 經ꡦ⚊ⲅ꺙ꯝ筑邯▽缳⥾鵞◚缳⥾樔逈牒憡
ր㜑鿢⮛⥾ց⹨煉㎜岴僼樔㳄婠⶟譖1682-1760䢦⥉ր⶟譖孭ց樔겨䏆ꮷ璜銕矀
碸荈䎷忈憶㍕縡䊸⹨꟯嫱 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
 

アイヌの⾸⻑の像 
アイヌの⾸⻑の等身大の像は、蝦夷錦（アイヌの祖先が北⽅交易で手に入れた中国製の絹織物

の総称）の上にロシアの軍⽤外套を着⽤し、⽇本刀を携えています。この装いは、アイヌと⽇本「和
人」（⽇本国内でアイヌ⺠族と区別して、本州などに住んできた人々を指して使われてきた呼称）、
さらにロシア帝国や中国王朝との間に交易関係があったことを浮き彫りにしています。 

この像は、江⼾時代（1603-1867）に蝦夷（現在の北海道）の大部分を統治していた有⼒
な松前家の一員で画家の蠣崎波響（1764-1826）によって描かれた、アイヌの⾸⻑ツキノエ（生
没年不詳）の肖像画に基づいています。松前藩の支配下の当時、多くのアイヌは「和人」が営む漁
場での労働を強いられ、もはや⾃由に交易をすることが許されませんでした。北海道北東部の根室海
峡周辺は、松前藩の支配が及んだ最後の地域の一つで、1789 年に、その地のアイヌが抑圧に対し
て「クナシリ・メナシの戦い」を起こしました。これは「和人」の支配者に対する最後の大規模な反乱で、
⽇本本⼟からの商人や入植者 70 人以上がすでに命を落とし、37 人のアイヌが蜂起への関与により
死罪を宣告されました。蠣崎は、この戦いを収めるために介入した、12 人のアイヌの⾸⻑の肖像画を
描きました。「夷酋列像」と呼ばれるこれらの肖像画は、中国・清朝から渡来した沈南蘋（1682-
1760）によって伝えられた画風「南蘋派」の影響を受け、その精密な描写と鮮烈な⾊彩によって広く
注目されています。 
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003-011 
一般社団法人大雪カムイミンタラ DMO 

【タイトル】 北海道の屯⽥兵 
【想定媒体】 アプリ、QR コード 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

⴮宿鷺氳㸐榹⪬ 
伺媪笑创(1868-1912)循⽰几╙奏⮷◇ꡦ⚊Ⲅ妩仍㵒Ꝛ僿㷉⛩循儗䃸㹢璡

㏐几♜氳燢⽛䋯䦌⴮宿鷺氳鲽爊╈骱⪵⫡妩⽰㚖⪬⹙ꄆ骱♷氳㸐榹⪬⹠䨅▽ꄆ金
⛼榫ն19 ┪篕侪僿┚却彤氳篢◂⽰碧䌫⪩硍即✳伺媪秒䈢塑䍠㵒◇仼儗⴮亡겅㎻氳ꡕ
ⶼն1874 䇗㸐榹⪬⯆䈲䈒鲡縡榟鲹◙⫡妩⪬罖顆浔⟊ⶼ仼儗⴮鼨鱦㗟⽰䫠ⲁ⴮宿鷺
䋯⹠氳⹙ꄆ纡顊ն☳ 1874 䇗⮽ 1904 䇗⯆䈲䈥塛䔅阞糙㛻篑 4 ┒⺳㸐榹⪬全⮽⴮宿鷺ն 

㸐榹⪬氳╚金䡗⼥╙傾篺氳塡㚖循 19 ┪篕 70 䇗创企僿伺媪秒䈢㲓亨炙⚢䷊ꪵ⺵
☽♜➘㜊⸼▽榟阞ն僄⮤鲹걸⯆䈲凭ꪫ⺸⯥塡㚖紮⛮ն秒䈢⺸䈒ⳓ縖䬠❠⛩䢣┚㎻㏐辍
Ⲃյ⩦爒秒瓀♔娴⪭☽忂ⲍ䫣亨ն♔伅䃷╙❇䎎㏐夷┉䢓㸐榹⪬⺎藜䐂㛻篑 75 ◵縰⛼
㎻㏐ն 

⛼╙冶䩦㸐榹⪬꧎甌队╙僿 20 䇗氳⪬䏕㜶篑ⴎ䦮朆䏕⽰것㚷䏕氳笑ꠑն㸐榹⪬
䑒걺⹇┚⫠再阪篮█꧎ⶖⲂ䋯㑺㎻㏐յ⟤䋧鷺饟ն⮽▽㛿妰⽰倉氳㰚荣鲸金┚㳄几┉
颯縰熨舅洄氳榹㏐ն 

⛙☳ 1890 䇗䋯㡏䦙ⳓ顫劲꡿⯆鉯ꢝ㸐榹⪬籁⯆⺸䢦糙几䋯科ն僄篳鲽뀟伅䃷
氳㸐榹⪬➘♔⫡妩╙╚▽ն☽♜循鲹ꄅ熨吤耇拒鴠䈒㳸因妰⠯氳⛼擻ⴎ䦮雖眷յ㵸뜷յ
㎻雖璡ն縡循㲋㷉伅䃷⺵┘╦☽♜➘䋯㡏㶍陒熨吤鵠浪榟Ꝛ循냖峪嵸射㏐奏氳姢牦篺
鲋 10 䇗氳牦榹䋯㑺⽰陒熨姢牦篳◇䣊劯循▽鲹撴㎻㏐┕ն 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜繁体字＞ 
 

⴯宿鷻氳㸐榹⪬ 
伺媪侈♏1868-1912㏇ր⽰☕ց憡ⶆ禁亥ꡦ⚊ⲅ☕㵴ꝏ僿㷉⛩㏇儗䃹璢㏑

☕⠟氳牒⽛ꝧ䦌⴯宿鷻氳鶡煉骰⪵鱖妩⽰㚖⪬ꦁꄆ骰♸氳ր㸐榹⪬ց氪䭙▽ꄆ釒獲
榫19 ┪硕侪僿艃琴㎜氳碑撏⽰秵骨꟯➡➢✳伺媪䷓䈢ⱶ䍛㵴亥仼儗⴯亡ꯝ㎻氳ꡕ载
1874 䇗㸐榹⪬⯆食鏒榟鵞◚鱖妩㚖⪬罗靷蜸⟋载仼儗⴯鼨麕蜢⽰䫠Ⳃ⴯宿鷻ꝧ氪氳
ꦁꄆ绹鞊䐍 1874 䇗⮽銷樔磚塛氳 1904 䇗ꝴ竭銷㛻硝僘 4 蛓經㸐榹⪬✿⮽⴯宿鷻 

㛻術丨㸐榹⪬傾祺齉佭塡㚖1870 䇗♏企僿伺媪䷓䈢酒亩炙働䷊ꪵ䏴鵞◚塡㚖
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➘㜊⸼▽榟銷鵞ꯁ⯆食┉ꝧ㡐⺆ꪫ⺸私塡㚖紮냉䷓䈢⺸䟕Ⳕ縖䬠❠⛩䢤艃㎻㏑適Ⲃ
⩦爁♓⹗⪭☾忂⳶䷓瓁♓伅䃷憡❆樧㏑夷┉䢒㸐榹⪬⺎暢䐂㛻硝 5 ⪞ꮾ縱獲㎻㏑ 

鵞◚㸐榹⪬ꧏ皤銬憡僿 20 䇗氳⪬䏕㜷硝獲憡◬䬷半♭ⴎ䦮杯䏕⽰ꯏ⤕䏕氳侈ꝴ
㸐榹⪬件ꧏ釒⹉艃髭◄鋍穓熔ꧏ⶜Ⲃꝧ㙃㎻㏑⟣䋧鷻饟⮽▽㛿姇⽰倉氳㰛疒麅釒
艃㳄☕┉縱牊舅䄕氳榹㏑ 

⮽▽ 1890 䇗䦙Ⳕ鞴劲꡿⯆鉮ꢝ㸐榹⪬稶⯆⺸䢦僘☕ꝧ䷒鶡껻伅䃷氳㸐榹⪬
䏴➘♓鱖妩憡╚▽☾⠟㏇塞㏑牊吤雖걊㵸뜵㎻雖璢鸸䟕㳸⬊姇⠰氳獲擻塞㛛㏇
㲋㷉伅䃷䏴┘╦☾⠟➘ꝧ㡐ㇴ鍲牊吤鵡䅻榟ꝏ㏇냖嶾忣弞㏑ⶆ氳姢牦祺鷪 10 䇗氳牦
榹ꝧ㙃⽰鍲牊姢牦磚亥㏇鵞撵㎻㏑碴劯 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
 

北海道の屯⽥兵 
屯⽥兵として知られる農⺠兵⼠たちは、明治時代(1868–1912)における「和人」（⽇本国内で

アイヌ⺠族と区別して、本州などに住んできた人々を指して使われてきた呼称）の北海道開拓におい
て重要な役割を果たしました。ロシア帝国との紛争や緊張関係により、明治政府は 19 世紀後半に
⽇本の北⽅領⼟を守る必要に迫られました。屯⽥兵制度は 1874 年に始まり、これらの農⺠兵の役
割は⽇本の北⽅国境を守ることであり、北海道の発展を促進することでした。1874 年からこの制度
が終了した 1904 年までの間に、約 4 万人が屯⽥兵として北海道に入植しました。 

屯⽥兵の大多数は、1870 年代初めに政府が実施した社会改⾰によって生計手段を失った武⼠
でした。当初、この制度は元武⼠のみが対象でした。政府から住居や⼟地の供与、税⾦免除、その
他の優遇措置が提供されていました。旭川では、各屯⽥兵の世帯に約 5 ヘクタールの耕作地が与え
られました。 

その代わりに、屯⽥兵は現役と予備役を合わせて 20 年間の兵役の契約を結びました。兵⼠たち
は軍事演習を⾏い、整地や道路建設を手伝いました。暖かい季節には彼らは家族とともに農業にも
従事しました。 

1890 年以降は資格制限が解除され、屯⽥兵制度はあらゆる背景を持つ応募者に開放されまし
た。旭川に移住した人々の大多数は農⺠でした。彼らは豆類、小⻨、ジャガイモなど、寒冷地に適し
た作物を栽培しました。旭川に定住してすぐ、彼らは通常高温多湿な地域で育つ作物である米の栽
培を試みました。水⽥開発と試験的生産に 10 年間を費やし、稲作はようやく定着しました。 
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003-012 
一般社団法人大雪カムイミンタラ DMO 

【タイトル】 アイヌと北⽅⺠族 
【想定媒体】 アプリ、QR コード 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

ꡦ⚊Ⲅ几⽰⴮亡⺨妩仍 
齔ꧬ埠⩡宿⼽鱦⺨姨⛩妩仍ꠑ氳顟佄┚乄⴬冶孲䄖糙丘氬䇗ⷧ⺒㍕塝☽♜氳僜

깳յ䄄⽰䄄荔⿁齉⼑朆⭴伺侁氳注⛎╯㚲նꡦ⚊Ⲅ几█┚㛢╄妩仍糙浔顟佄䏢全ⴎ䦮
蛋⿊冷㹢䈑건㹢⴮鼨⽰랫륱娡┖崅氳㶻㜂颛几յ蛋⿊冷㹢⴮鼨氳╰❤Ⲿ㖍几⽰랫륱娡
孲㓊氳╰㶂㜦几ն 

╙鴠䈒冓⴮㏐奏妰⠯⽰⺨舅氳榟孨亡䌋鲹◙⴮亡妩仍氳⚩簊僜깳糙浔⪦⺱氳阻阞攑
䏣ն宿霭汷⽰뛉汷逈⯆⛼䡗⟊倉氳꫆㯹յ兠胭湿返刎ꮏꡕ姢氳돶돡汷⮟逈⢢䡗峪倉㰚荣
ꄅ㲓榫氳ꦞ辊ն鲹◙僜逸齉鿥糙逸깳䓪氳迠⹾⽰┖䯹ꝍ鱦նꡦ⚊Ⲅ僜깳迠⹾⽰ꝍ鱦┕浪鈷
蹘仄篤յ蔃厸篤⽰⭓⛰㎂终┚랫륱娡孲㓊յ蛋⿊冷㹢㏐奏氳妩仍僜逸篤깳奥⮇注⛎ն 

깳⿁氳姨乢全舅埫◘㛻ꡯ⺨㏐鲽┉塠ⷅ阾▽㛢㏐顟佄氳柳循նꡦ⚊Ⲅ几榫⪶汷⽰뚴
絢䩦䐂╈彤յ却彤⽰╈◘氳朔桔权█䩦全仼儗儗㎻氳儗䃸㹢⭴◲氳ꄌ㷯㎐䎬⺯㐔ն☽♜
榫鲹◙免乢╏䡗걸ꛔ❠ꡦ⚊Ⲅ捞䓪循♙䌋孨ⲁ┕✐䢎ն眷⛎氳ꄌ㷯⺯㐔█傾⭴㎻◇黁╤
几╈彤燢颛察仍氳㛢㚲鸆㏥鲹╄㵽丘妩仍╚金榟孨循랫륱娡孲㓊ն 

⴮亡⺨妩仍鲸䦦糙注鲤氳ꮠ╵⚩簊ն蛋⿊冷㹢ꡦ⚊Ⲅ几✳榫氳◑䌹珂柌䎰隵╜柌
(tonkori)┚㶻㜂颛几氳鵠䈑☷柌(tunkuroon)奥⮇注⛎ꡦ⚊Ⲅ氳琉⯆⹾柌牻䈑ꄅ
(mukkur)█┚蛋⿊冷㹢յ重⚼⮵◘⽰埫孙氳ꄌ㷯⹾柌겆╙注♻ն 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜繁体字＞ 
 

ꡦ⚊ⲅ☕⽰⴯亡⺨妩从 
丨氬䇗✿齔ꧭ埡⩡宿⼾麕⺨⸊⛩妩从ꝴ⟋䧐蜸鞥佄艃乄ⴭ◬孳鵞✳䐂☾⠟氳僜

굟䄄⽰䄄諠⿁齉杯示伺걦氳注⛍╯谊ꡦ⚊ⲅ☕熔艃ⴎ䦮詫置冷㼗飪ꮻ㼗⴯鼨
⽰랫륕娡┖崅氳㶼㜂颛☕詫置冷㼗⴯鼨氳懃❤Ⲿ㖎☕⽰랫륕娡孳㓊氳懃撨㜦☕㏇⪐氳術
⠕鼨从僘鞥佄䏢✿ 

鵞◚⴯亡妩从氳⥉礶僜굟錄銷氳攒䐹鬴憡注⛍鵞術佭憡▽鸸䟕哗⴯㏑ⶆ姇⠰⽰⺨舅
氳榟孨亡䌋宿霭汷⽰뛊汷逈邯獲䡗⟋倉氳꫇㯹兠胮湿返刏꭛ꡕ姢氳뉱뇹汷⯞逈⢢䡗
嶾倉㰛疒遵酒榫氳ꦟ辊鵞◚僜遫齉鿦僘遫굟䓪氳迠⹾⽰┖䵅꘹麕ꡦ⚊ⲅ僜굟迠⹾⽰꘹
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麕┕䅻釤蹘仄硭蔋厸硭⽰䇭⛰㎬勇艃랫륕娡孳㓊詫置冷㼗㏑ⶆ氳妩从僜遫硭굟ⶇ⮈
걊⛍ 

術㏑鞥佄㰇㏇氳⺁┉⠕镜䴆佭鵞◚辊僜굟⿁氳⸊乣✿舅堷◟㛻ꣃ⺨㏑ꡦ⚊ⲅ☕榫
暰汷⽰똝絣䬷䐂煉㎜琴㎜⽰煉◟氳朔桕权熔䬷✿仼儗儗䃹示榣氳ꄌ㸋㎨䎬⺯㘊☾⠟
榫鵞◚免乣╏䡗ꯁꏛ❠ꡦ⚊ⲅ㝷䓪㏇⧘䌋孨Ⳃ┕率䢎걊⛍氳ꄌ㸋⺯㘊熔傾示㎻亥黁照
☕煉㎜牒ր颛、从ց氳術谊鹨㏥鵞⠕㵽丨妩从╚釒榟孨㏇랫륕娡孳㓊 

鵞◚⴯亡妩从麅䳕僘注⛍氳ꮠ嗞⥉礶詫置冷㼗ꡦ⚊ⲅ☕✳榫氳◑䌹雤柍ր䎰隵뜏
柍ցtonkori艃㶼㜂颛☕氳鵡飪珠柍tunkuroon注♻ꡦ⚊ⲅ氳琉邯⹾柍ր牻飪
ꄅցmukkur熔艃詫置冷㼗重⚼⮵◟⽰堷孚氳ꄌ㸋⹾柍ⶇ⮈注鲥 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
 

アイヌと北⽅⺠族 
オホーツク海周辺の先住⺠族は何世紀にもわたって交易と文化交流を⾏ってきました。その結果、

彼らの⾐服、道具、工芸品には明確な類似性が⾒られます。アイヌは北サハリンとアムール川下流域
のニヴフ族、北サハリンのウイルタ族、アムール川のウルチ族など、複数の⺠族と交易を⾏っていました。 

これらの北⽅⺠族の伝統的な⾐服は、極北の気候と彼らの生活様式に適したデザインという点でよ
く似ていました。アザラシの皮や⿅⾰で作られた⻑靴や丈の⻑めの上着は保温性に優れ、柔軟で防水
性のある鮭の皮は穏やかな季節の雨具として効果的でした。これらの⾐服は装飾的な袖口と裾が施
されていました。アイヌの⾐服の袖口や裾に⾒られる渦巻き模様、棘模様、幾何学模様は、アムール
川流域やサハリン地域の人々の⾐服に⾒られる模様と類似していました。 

服飾品は、ユーラシア大陸各地の素材で作られており、交易のさらなる裏付けとなっています。アイ
ヌは獣皮や鷹の⽻を、中国、ロシア、中央アジアのガラス玉や、⽇本の本州の大きな⾦属製メダリオン
と交換していました。これらは儀式の際にアイヌの⼥性が身につけるネックレスに加工されました。同様
のメダリオンが、アムール川流域に住むナナイ⺠族の遺跡からも発⾒されています。 

北⽅⺠族は伝統⾳楽にも類似性がありました。サハリンアイヌが使⽤する 5 弦琴である「トンコリ」
は、ニヴフ族の「トゥンクルン」に似ています。⽵で作られたアイヌの口琴「ムックリ」は、サハリン、シベリア、
ヨーロッパの⾦属製の口琴に似ています。 
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003-013 
一般社団法人大雪カムイミンタラ DMO 

【タイトル】 知⾥幸恵 
【想定媒体】 アプリ、QR コード 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

湳ꄅ䇟䘟 
湳ꄅ䇟䘟(1903-1922)佭┉⛤⛼㳄յ緾陎㳄㞇䤝䎓䇜緾陎▽㛢鼨逈燢╙⶯牻⚊㶗

⶯㶂(kamuyyukar)氳ꡦ⚊Ⲅ⹾鳮烖陚⺒陔╙⟊柳ꡦ⚊Ⲅ乄⴬⢢⭴▽䄉㛻顈昦ն㞇姻
籁㱮䡗▽ 13 疟鲹劫氳⺒陔䷚再䇜緾陎䡗仼乄⭴撷院░佭ꡦ⚊Ⲅ几♔ꡦ⚊Ⲅ陪銨⭴撷
氳꺙鼨蜷⛼ն 

湳ꄅ䇟䘟⭴榟◇⴮宿鷺重好鼨氳氨⮷䎎笑塜⡬ꡦ⚊Ⲅ几鹀鷕奏⮷㵒䏨逈鳡䫙⹨仼
儗乄⴬⺱⴬氳笑创ն6 㸱笑㞇䯉⮽伅䃷┚烆头藋篞重陷╰䈑Monashinouku榟⶚䇗
┘陣⽰族族⚊紇⶯Ⲅ(Imekanu1875-1961)┉⺱榟孨┼⛤Ꝛ縖齉佭转隖⶯牻⚊㶗⶯
㶂氳⻋陲縖ն循鲹劫氳朅㗟┖湳ꄅ䇟䘟䡗Ꝛ╙瞿鵠仼陪⽰ꡦ⚊Ⲅ陪氳⹙陪縖ն 

1918 䇗湳ꄅ䇟䘟篾陃▽仼儗陪銨㰣縖ꄌ榹┉◺Ⲃ(1882-1971)⺵縖렺ⲍ㞇䤧舅洄
妩仍氳陪銨⽰乄⴬阭䎓┖全ն◇佭湳ꄅ䇟䘟丞杼阭䎓▽烆头⽰族族⻋陲氳⺨眷⶯牻⚊㶗
⶯㶂ն鲹◙烖陚⺒陔齉♔瑭┉几燢⹫再╚鉉佭⺨熨⺨劫氳⶯牻⚊kamuy烖愓框
♜♔ⲁ擻䎬䒳⭴朆☳旔յ奓脏峄뙲⮽ꪂ賘榗舘顄眷⺨┘注⺱նꡦ⚊Ⲅ陪姨儗媆糙乄
柱湳ꄅ䇟䘟⩝榫粬뀐柱头阭䎓┖䷚再氳ꡦ⚊Ⲅ⹠ꮠ姨乄抆⺵⫋緾陎䡗仼乄ն 

㶩循㱮䡗▽瑭┉鼨⶯牻⚊㶗⶯㶂鴲꥘╯⺵湳ꄅ䇟䘟ⷌ㍕䑐耫檫狰⹠┘䇟⸼┪篳䇗
凭 19 㸱ն埠䇗㞇氳䣆牮⭴撷㲋⺳╙վꡦ⚊Ⲅ烖隠꥘տ╈陎儗⺱⺳2024 䇗撷ն
湳ꄅ䇟䘟氳蜷⛼え颯▽仼儗陸縖㵒◇ꡦ⚊Ⲅ陪銨յ乄⴬氳㵯ꄆ╯䗯ն笑舘☫仼վꡦ⚊Ⲅ
烖隠꥘տ㵒◇ꡦ⚊Ⲅ乄⴬溿狓縖全陱❤抆佭仰刻氳㲒顜顫嶏ն 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜繁体字＞ 
 

湳ꄅ䇟䘟 
獲㳄緿閰㳄湳ꄅ䇟䘟1903-1922䤝ꍖ┾緿閰▽術鼨逈牒憡ր⶯牻⚊㶗⶯撨ց

kamuyyukar氳ꡦ⚊ⲅ⹾鳯烖鎈絨鍸憡⟋㰇ꡦ⚊ⲅ乄ⴭ⢢示▽㛻靹暶㞈䎝稶適
䡗▽ 13 疠鵞嘚氳絨鍸䷚◄┾緿閰䡗仼乄示撸鵞儗傴熔佭ꡦ⚊ⲅ☕♓ꡦ⚊ⲅ鏥銨示撸氳
꺙鼨蜸獲 

㏇ꡦ⚊ⲅ☕鹁鷖ⶆ禁㵴䏩逈鳢䫚⹨仼儗乄ⴭ⺱ⴭ氳侈♏湳ꄅ䇟䘟示榟亥⴯宿鷻重
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⶟鼨氳氨禁6 塵侈㞈䯊⮽伅䃷艃烆头藌硱重钱懃飪Monashinouku榟⶚䇗┘鎌
♓⹗㯅㯅⚊紈⶯ⲅImekanu1875-1961┉⺱榟孨⪔⛤ꝏ縖齉佭捙钙⶯牻⚊㶗⶯撨
氳網鏸縖湳ꄅ䇟䘟㏇鵞嘚氳梫蜢┖䡗ꝏ憡矀鵡仼鏥⽰ꡦ⚊ⲅ鏥氳ꦁ鏥縖 

湳ꄅ䇟䘟㏇ 1918 䇗磶閂▽仼儗鏥銨㱄縖ꄌ榹┉◺Ⲃ1882-1971㏇ꄌ榹┉◺Ⲃ氳
렺⳶┖湳ꄅ䇟䘟僘▽䤧舅䄕妩从氳鏥銨⽰乄ⴭ鋘ꍖ┖✿氳䘶嫏┾丞杼鋘ꍖ▽烆头⽰㯅
㯅網鏸氳⺨걊⶯牻⚊㶗⶯撨鵞◚烖鎈絨鍸齉♓瑮┉☕牒䷶◄╚鉈佭⺨牊⺨嘚氳⶯牻⚊
kamuy烖ꩯ炢⠟♓┘⺱氳Ⳃ擻䎬䛞示杯䐍旔奓脐幨뒚⮽ꪃ賘榘舘靳걊湳ꄅ
䇟䘟⩝榫糶껊㰅鋘ꍖꡦ⚊ⲅ鏥氳䷚◄⸊乄抇䏴⫋緿閰䡗仼乄 

㏇適䡗▽瑮┉鼨⶯牻⚊㶗⶯撨鹡꥙╯䏴湳ꄅ䇟䘟ⷙ㍕䑐臲檫狱氪┘䇟⸼┪䐂䇗 19
塵綊䇗㞈氳䣆牮示撸㲋經憡վꡦ⚊ⲅ烖锇꥙տ癩냉煉閰儗⺱經2024 䇗撸
湳ꄅ䇟䘟氳蜸獲ㄌ▽仼儗闖縖㵴亥ꡦ⚊ⲅ鏥銨乄ⴭ氳㵰ꄆ╯䑐վꡦ⚊ⲅ烖锇꥙տ波
⮽☬㛿㵴亥ꡦ⚊ⲅ乄ⴭ溿狔縖✿鐁❤抇佭扝⧎氳㵏鞕鞴嶏 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
 

知⾥幸恵 
知⾥幸恵（1903-1922）は、「カムイユカㇻ」と呼ばれる口承神謡を書き写し翻訳することで、ア

イヌ文化の保存に大きく貢献した作家・翻訳家でした。彼⼥が編纂した 13 編の⽇本語に翻訳された
神謡は、アイヌの人物によってアイヌ語で出版された最初の本となりました。 

知⾥幸恵は、アイヌが⽇本文化に同化を強いられた差別的な政策の時代に、北海道南⻄部の登
別で生まれました。6歳の時、いずれもカムイユカㇻの朗読の名手であった祖⺟のモナシノウク（生没年
不詳）と叔⺟のイメカヌ（1875-1961）と暮らすため、旭川に転居しました。このような環境で、彼
⼥は⽇本語とアイヌ語のバイリンガルとして成⻑しました。 

1918 年、知⾥は⽇本人言語学者、⾦⽥一京助（1882-1971）と出会い、彼から言語と文
化について書くことを勧められました。知⾥は祖⺟と叔⺟が詠唱する様々なカムイユカㇻを記録しまし
た。これらの神謡は、オオカミやシマフクロウ、カエル、貝などの動物の姿で現れるさまざまなカムイ（神
霊）の視点で、一人称で語られていました。知⾥はローマ字を使って⾳声のままアイヌ語を書き記し、
その後⽇本語に翻訳しました。 

最初のカムイユカㇻ集を完成させた後、知⾥は 19 歳で心臓病により亡くなりました。彼⼥の原稿は
翌年『アイヌ神謡集』（同名の中国語版は 2024 年出版された）として出版されました。知⾥の著
作は、⽇本の読者の間にアイヌ語とアイヌ文化への尊敬の念を呼び起こしました。『アイヌ神謡集』は、
アイヌ文化研究者にとって今なお貴重な資料となっています。 
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003-014 
一般社団法人大雪カムイミンタラ DMO 

【タイトル】 現代のアイヌ工芸と文化 
【想定媒体】 アプリ、QR コード 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

䎎创ꡦ⚊Ⲅ䄄荔娴乄⴬ 
ꡦ⚊Ⲅ乄⴬⩘席孨ⱱ⽰䍠㛻氳鴠䈒ⱱն㶽留陪銨⽰⚩簊榟孨亡䌋傾循 19 ┪篕侪僿舘

20 ┪篕企僿鹀⮽鲋Ꝛ鱳丘奥䇗氳始⯆ꡦ⚊Ⲅ几❤抆珳ⱱ⟊槴▽⪭妩仍⚩䤕╈僄ꄆ金氳纯
䑐鼨⮇ն㞝☫☽♜舚ⱱ◇㛄⪪⚩簊阻阞䇜㵨⪭踅⪍朆创䈒榫╯╈ն2008 䇗伅䃷洛
擻꺉㡧䣚ꡦ⚊Ⲅ䣆䄄荔几⽰ꮠ╵㳄⮡⛼⛼⿁♔㷤炐⪭乄⴬⚩䤕氳栳㲒ն 

ꡦ⚊Ⲅ⟔♣氳┉㛻纯䑐╚겗循◇㛻舅抆糙⟊䥉յ市⪴⽰縓뀰几眷氳ⱱꄈն鲹熨┚
舅抆氳⪩纭舘☫❤抆䏆⿏浔☽♜氳䎎创荔儛辑鱳ն循荔儛㳄阻阞氳朆创僜逸յ鿥깳┕浪
浪⯌簎䡝顛ⷅ浔⚩簊氳ꡦ⚊Ⲅ篤깳ն꣮㷤䲭科氳鈼겐⮟鵠鲋걸泘⹇┚縖㵒⮡⛼鲋爊氳陱伺
鿥⺭䇗鰇ꮠ╵㳄庌㜱氳ꡦ⚊Ⲅ堮傪䎬霅㷤朆⹿☫乄⴬冶踅氳뇃ⱱն 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜繁体字＞ 
 

樧♏ꡦ⚊ⲅ䄄諠⹗乄ⴭ 
ꡦ⚊ⲅ乄ⴭ⩙幥孨ⱱ⽰䍛㛻氳鸸䟕ⱱ⨅畚鏥銨⽰⥉礶榟孨亡䌋傾㏇ 19 ┪硕侪僿舘

20 ┪硕企僿鹁⮽鷪ꝏ鷾丨ⶇ䇗氳㙪⯆ꡦ⚊ⲅ☕❤抇珴ⱱ⟋槴▽⪭妩从⥉䤖煉ꄆ釒氳劭
䑐鼨⮈杯㏇☾⠟舛ⱱ亥䐞艅⥉礶錄銷┾㵫⪭踅⪌杯♏䟕榫╯煉2008 䇗伅䃷䄬ⶥ
擻귈㡨鋖ꡦ⚊ⲅ䣆䄄諠☕⽰ꮠ嗞㳄Ⱚ獲獲⿁♓㷤炑⪭乄ⴭ⥉䤖氳栴㵏 

ꡦ⚊ⲅ瑪♣氳┉㛻劭䑐佭鏂憡㛻舅抇僘⟋闀市굼⽰縓꿨☕걊氳ⱱꄈ波⮽☬㛿鵞
牊艃舅抇氳꟯绤❤抇䏆ꮷ蜸☾⠟氳樧♏諠轱辑鷾㏇諠轱㳄錄銷氳杯♏僜遫鿦굟┕䅻
䅻⯌笽䡝鞟ⷆ蜸⥉礶氳ꡦ⚊ⲅ硭굟鈶韛㷤鈮䏆撵⺎♓洇⮽鵞◚諠轱㳄铻鳯☾⠟氳Ⱚ獲
鷪缅⮽䇗魌ꮠ嗞㳄庌㜱氳ꡦ⚊ⲅ堮傪䐍煉냉働結☬乄ⴭ◬踅氳뇄ⱱ 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
 

現代のアイヌ工芸と文化 
アイヌ文化は活気に満ち、適応⼒を持っています。19 世紀後半から 20 世紀初頭にかけて、言語

と伝統的な生活様式が数⼗年にわたって抑圧されてきたにもかかわらず、アイヌの人々は彼らの伝統
の重要な側面を何とか守り続けてきました。今⽇、彼らは伝統的なデザインを復活させ、現代の⽤途

140



 

 

に合わせて適応させています。2008 年、旭川市博物館はアイヌの工芸家や⾳楽家に、彼らの文化
遺産に光を当てた作品の制作を依頼しました。 

アイヌの信仰の中心的なテーマは、人類を守り、育み、試練を与える⾃然の⼒であり、この⾃然との
つながりは現代の表現にも影響を与え続けています。伝統的な文様は、現代の⾐服や装飾品に刺
繍やアップリケとして施されています。付随する映像展示では、プロジェクトの参加者たちが創作過程を
説明し、若い⾳楽家たちがアイヌ語の歌を演奏して、過去と現在の文化を融合させた魅⼒を紹介しま
す。  
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003-015 
一般社団法人大雪カムイミンタラ DMO 

【タイトル】 上川盆地の最初の住⺠たち 
【想定媒体】 アプリ、QR コード 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

┕䃷沘㏐僄企氳㷉妩 
企循㛻篑 3 ┒䇗⯥氳僄⺵┉埠⫼媞笑僿几眷㶩䋯㡏循⴮宿鷺㲋㷉ն黁笑氳宿䇖ꪫ㛻

哮奃☫㛿⛦ 100 眦䄅⺓⴮宿鷺鲸篺榺蛋⿊冷㹢䈑건㹢┚埫◘㛻ꡯ注鳀ն鵠浪阡╙
⺒⯥几眷㶩佭鵠鲋鲹夀ꡯ勰☳☫㛿氳重⚼⮵◘鲽⪍▽⴮宿鷺ն糙⪩几眷僄企⭴朆循┕䃷沘
㏐氳阾䩺佭饄☫舘㵽 2 ┒䇗氳溍ն☳⺒⯥縓⹿鸆㏥氳⮇䄭䫠融企僿几眷╚金㷉⛩循媯
宿奏㓊⺵全⮵榫媞孲⛼╙冶鵠⽰顟佄氳鵠鷺鵄峀⺸⫂ꡯ鱻燰ն 

┕䃷沘㏐⺨㚲鸆㏥⭴㎻氳䄄㛢✳榫랫傀溍⯆⛼ն랫傀溍佭挾㹿因ⷌ⺵䎬䡗氳랫荈㛿
抆朔桔鲹熨愂㸔朔桔⺎♔逈⮊⯡⭴ꛡ⮵氳㶅㜍⽰⹾ꪝ浪鴠⺭塑䄄䡗斷旯氳畫㜍յꝚ
减减㜍⽰⮊基榫氳⭾♔娴⯆㚷⪶汷榫氳⮺⭾璡ն抆縡饄熊┕䃷沘㏐僄鲤氳랫傀溍◲
㏐█循 80 㛢⪝ꄅ䋯㛚餉♔阾伺儗㏐⺒⯥几眷┚⪭☽㏐奏䄖糙䏢全ն 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜繁体字＞ 
 

┕䃷沙㏑企氳㷉妩 
☕걊企㏇㛻硝 3 蛓䇗私氳䏴┉埡⫼媞侈僿㶩ꝧ㡐㏇⴯宿鷻㲋㷉黁侈氳宿頰ꪫ奄☬

㛿⛧㛻硝 100 ⪞㶹⴯宿鷻榺詫置冷㼗飪ꮻ㼗艃堷◟㛻ꣃ注鵿錊術☕鏂憡絨私☕
걊㶩佭鵂鷪鵞夀ꣃ噛䐍☬㛿氳重⚼⮵◟鶡⪌⴯宿鷻氳縡☬舘㵽 2 蛓䇗氳溍㉻熔䡗憡▽
☕걊企示杯㏇┕䃷沙㏑氳镜䴆䐍絨私縓結鹨㏥氳⮈䄭䫠峮企僿☕걊╚釒㷉⛩㏇媰宿
ⶆ㓊䏴✿⮵榫媞孳獲憡◬鵡⽰鞥佄氳鵡鷻鵅廍⺸⪐ꣃ鹞燯 

랫傁溍佭┉牊挿㹿⬊ⷙ䏴䎬䡗氳랫荈㛿抇朔桕鵞牊愃㸔朔桕⺎♓逈⮊⯢示ꋲ⮵氳㶅
꯽⽰⮃⹾ꪞ䅻鸸⺭ⱶ䄄䡗斷暨氳畬꯽ꝏ啼啼꯽⽰⮊Ⱒ榫氳⭾♓⹗邯⤕暰汷榫氳⮺
⭾璢┕䃷沙㏑⺨谊鹨㏥示㎻氳䄄㛻術✳榫랫傁溍邯獲⛙佭ꦗ┕䃷沙㏑鲥氳랫傁
溍榣㏑ⷙ㏇ 80 術⪞ꄅ㛛榺塞⺎湳樧㏑氳絨私☕걊艃⪭☾㏑ⶆ䄖僘䏢✿ 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
 

上川盆地の最初の住⺠ 
人類が北海道に住み始めたのは、最後の氷河期にあたる約 3 万年前のことでした。当時の海面は
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現在より約 100 メートル低く、北海道はサハリン島を通じてユーラシア大陸と地続きでした。先史時代
の人々は、現在のシベリアからこの陸の橋を渡って北海道に渡ったと考えられています。上川盆地にお
ける人類の最古の痕跡は、少なくとも 2 万年前の石器の形で⾒つかっています。先史時代の考古学
的な遺跡の分布から、初期の住⺠たちは主に沿岸部に定住し、その後河川を交通路や交易路とし
て利⽤しながら徐々に内陸部へと移動していったと考えられています。 

上川盆地の遺跡から出⼟する道具の多くは、溶岩が冷えて固まってできた⿊い天然ガラスである⿊
曜石で作られています。この火⼭ガラスからは鋭い先端や刃を削り出すことができ、狩猟⽤の⽮じりや
槍先、切断⽤の刃物、獣の皮を剥ぐためのスクレーパーなどに適していました。最も近い⿊曜石の産
地は上川盆地から 80 キロメートル以上離れており、この地域の先史時代の人々が他の地域と接触
を持っていたことを示しています。  
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003-016 
一般社団法人大雪カムイミンタラ DMO 

【タイトル】 縄文時代と続縄文時代の生活（紀元前 13,000 年-紀元後 600 年） 
【想定媒体】 アプリ、QR コード 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

簞乄笑创┚⺵簞乄笑创氳榟孨⪝⩕⯥ 13,000 䇗֐⪝⩕ 600 䇗 
㛻篑 3 ┒䇗⯥⺒⯥几眷꺙埠鱻䐆⮽仼儗⴮鼨塝⺵➘鵄峀鴠䈒儗㏐朅㗟䎬䡗▽亍

氳榟孨亡䌋ն☽♜☳鴒䩔㛻㑔》□ⲁ擻氳崅旯榟孨峀峀鯸⹩╙♔斷旯յ䩔돡⽰ꃾ꥘╙榟
氳㲋㷉榟孨ն꣮浔㲋㷉榟孨亡䌋氳仼沠鹰㲋乄⴬⽰炙⚢䎬䒳█⹠榟▽注䈒鯸⹩ն 

⪓杷妰⠯⹩倉氳飊ⲡ鲽┉塠䫠ⲁ▽鲹熨鯸⹩㍕╙⺎藜⹧氳괐擻█飉⹠╋棘˒˒佅仼
氳萏姨┕Ꝛ⭴▽叜冷╙뛉⽰⪭☽旯擻䬠❠▽割䕜㏐吤擻熨眷飉全飉㛢⭴朆▽剴㯹
剨յ纯劾剨璡⺎篾冽氳剨儒宿䇖ꪫ┕ⶍ䎬䡗▽鴠⺭ꃾ꥘顄眷⽰鲤宿䩔돡氳學覆ն 

㛻篑循⪝⩕⯥ 13,000 䇗䄅⺓儗㏐几眷䄖鵄峀循괐擻⩘餉㏐奏䋧环㲋㷉憠䇜䋯㡏
✳榫ꢾնꢾ氳⭴朆剝䑪浔簞乄笑创⪝⩕⯥ ⯥֐13,000 300 䇗䋯⻪█┚㲋㷉憠氳
⹠㷤注㜶⺭ն企僿甏⶝睱矿媆糙篤깳凭㚷戌拵괐擻璡⶝篚氳㲓榫Ⱶ耇ն꣮浔笑
ꠑ䫠燰擻阻阞飉全飉瞿篱浪浪耇鈷⮽蔈簞ⷅ阭䎬䡗氳逸깳㎂终ⷊ簞乄ն⪭
╈┉◙逸깳僄╙竴㛄氳齉⭴㎻◇㗼蝭յ烱炝璡注⪩鸆㏥榺塝⺎鈷䎎笑氳几眷䄖
篺糙▽⪩嫱瞿烖┪槡氳⟔♣䇜⹠㷤⭴┚╯注⪩氳㛄儷♙䌋ն 

꣮浔㲋㷉憠鈺嘗⽰丘ꄈ氳㘍Ꝛ┘⺱炙紮╯ꠑ䋯㡏⭴朆顟佄䏢全⽰乄⴬冶孲ն几♜同
Ⲃ⴮宿鷺氳姢饟循㹢⫂狪车冶佄奓汷յ鿥깳յ䄄⽰랫傀溍璡⺨熨姨免乢ն⮽▽⺵簞乄
笑创⪝⩕⯥ 300 䇗֐⪝⩕ 600 䇗顟佄粠簇䣲㷤⮽仼儗儗㎻氳儗䃸㹢黁ꄅ䄖篺⭴朆
⫡縰炙⚢䎬䒳ꄌ㷯回憤┚꜑鵲塑䄄█䋯㡏⹠㷤颯全ն同Ⲃら饟䏢全⴮宿鷺氳炙紮䫙鉵
⮽▽ꚗ⽰⪭☽ꄌ㷯䄄䐂♔粮냖䷞㏐䋯㷤斷旯յꃾ꥘յ䩔돡璡孨ⲁն 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜繁体字＞ 
 

筏乄侈♏艃䏴筏乄侈♏氳榟孨重⩕私 13,000 䇗-重⩕ 600 䇗 
絨私☕걊㏇㛻硝 3 蛓䇗私꺙埡鹞⪌仼儗⴯鼨鵅塠䎬䡗▽于氳榟孨亡䌋☾⠟䐍鴓䩔

㛻㑔》□Ⳃ擻氳鷝暨榟孨廍廍鮺闭憡♓斷暨䩔뇹⽰䫑꥙憡榟氳㲋㷉榟孨ꤚ蜸㲋㷉榟
孨亡䌋飉✿飉犹㲋乄ⴭ⽰炙働䎬䛞熔榣榟▽鮺闭 

杷姇⠰倉ⴭ䧐箛䫠Ⳃ蜸鵞牊䷊闭㍕憡☕걊⺎暢⹦氳광擻飉氪雧㳫˒˒佅仼氳萐⸊
┕ꝏ示▽叝冷憡뛊⽰⪭☾暨擻䬠❠▽只䕜㏑吤擻牊걊飉✿飉術示杯▽創㯹嘻劭劾
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嘻璢⺎磶冽氳嘻儒宿頰ꪫ┕ⶍ鸸⺭䫑꥙靳걊⽰鲥宿䩔뇹氳岢想ꤚ╯䎬䡗 
㛻硝㏇重⩕私 13,000 䇗䄅⺓鵅廍㏇광擻⩙餉㏑ⶆ䋧环㲋㷉럅氳樧㏑☕걊ꝧ㡐✳榫

ꢾ㉻ꢾ㉻氳示杯嘆鎿蜸筏乄侈♏重⩕私 13,000-私 300 䇗ꝧグ熔艃㲋㷉럅氳氪㷤
注㜷⺭企僿㉻⺆⤕戌拵광擻璢ㄲ硿氳酒榫Ⱶ耈癩ㄲ睲砀婯僘硭굟ꤚ蜸侈ꝴ䫠
燯㉻擻錄銷飉✿飉矀碸䅻䅻耈釤⮽蔉筏ⷆ鋘䎬䡗氳遫굟㎬勇ⷊր筏乄ց塞㛛
┉◚遫굟憡竵郀氳㉻齉示㎻亥㗽蝮烲炝璢注꟯鹨㏥榺塞⺎湳樧侈氳☕걊䄖祺僘
▽矀烖瑪♣┾氪㷤示艃╯注꟯氳郀ꦉ⧘䌋 

ꤚ蜸㲋㷉럅釨嘘⽰丨ꄈ┘亝㘍ꝏ┘⺱炙紮╯ꝴ熔ꝧ㡐示杯鞥佄䏢✿⽰乄ⴭ◬孳☕
⠟⠺Ⲃ⴯宿鷻氳姢饟㏇㼗⪐狫车◬佄奓汷鿦굟䄄⽰랫傁溍璢⺨牊⸊免乣⮽▽䏴
筏乄侈♏重⩕私 300 䇗-重⩕ 600 䇗鞥佄私饟鵅廍䴹㷤⮽仼儗儗䃹樧侈儗䃹䄖
祺示杯鱖縱炙働䎬䛞ꄌ㸋⬇抦艃ꐀ鵳ⱶ䄄熔ꝧ㡐氪㷤✿䝬課り饟䏢✿⴯宿鷻氳炙
紮䫚銕⮽▽ꖺ㉻⽰⪭☾ꄌ㸋䄄㛻㛻䬠냖▽斷暨䫑꥙䩔뇹璢孨Ⳃ氳䷞曎 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
 

縄文時代と続縄文時代の生活（紀元前 13,000 年-紀元後 600 年） 
北⽇本の先史時代の人々は、約 3 万年前の最初の移住後に、新しい生活様式を徐々に形成さ

れていきました。大型哺乳類を追いかけて移動する生活から、定住地を確⽴し、狩猟、漁労、および
採集を営む生活へと移⾏していきました。このような生活様式が確⽴されるにつれ、文化および社会も
それに適合するように変化しました。 

気候の温暖化がこの変化を促し、食料がより広く入手できるようになりました。かつてのツンドラには
森林が育ち、シカなどの獲物の生息地となり、クリやクルミなどの果実のなる⽊々を含む植生が多様化
し、海面が上昇して、貝類採集や沿岸漁業のための浅い入り江が形成されました。 

人々は豊富な食料源のある場所に徐々に定住し、紀元前 13,000 年頃には⼟器の使⽤を始め
ました。⼟器の出現は縄文時代（紀元前 13,000 年-紀元前 300 年）の始まりを示し、定住社
会の発展と一致します。初期の⼟器は素朴で装飾のない実⽤的なもので、調理などの機能に特化し
ていました。時が経つにつれて、デザインは次第に精緻になり、縄文（紐の跡）で模様が付けられるこ
とが多くなりました。最も装飾的な⼟器の一部は埋葬地や祭祀場の跡から発⾒されており、精神世界
に関する信仰の一環として、人々が複雑な儀式を執り⾏っていたことを示唆しています。 

集落の規模や数が増えるにつれ、共同体は交易と文化交流を⾏うようになりました。人々は北海
道の水路を航⾏経路として利⽤し、毛皮、装飾品、道具、⿊曜石などの原材料を交易しました。続
縄文時代（紀元前 300 年-紀元後 600 年）までには、交易網は本州にまで広がっていました。そ
こでは農耕社会が精錬および⾦属加工とともに発展していました。これらの交易ルートを通じて、北海
道の共同体は鉄器や⾦属製の道具を手に入れることができ、狩猟、採集、漁労活動をより効率的に
⾏うことが可能になりました。 
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003-017 
一般社団法人大雪カムイミンタラ DMO 

【タイトル】 擦文時代の生活（紀元 600-1200 年） 
【想定媒体】 アプリ、QR コード 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

䴚乄笑创氳榟孨⪝⩕ 600 䇗1200֐ 䇗 
䴚乄笑创佭仼儗ⷧ⺒┕氳┉╄笑创⮕⮇䧗♔⴮宿鷺攑糙氳䴚乄㎻氳✳榫╙槡㲋剝

固氳乄⴬竴蔻笑僿ն䎎笑氳几眷⽰☽♜氳烆⩝┉劫鲋浔斷旯յꃾ꥘榟孨⛙█峀峀䋯㡏粮
㛢㏐䤸⪍⮽돶돡䩔䩢⽰舅簄舅餉氳⫡┯榟◲╈ն☽♜榟孨循ꪣ鲤媞孲氳ⶐ㏐狍䌋䢣㷒ꄅ
➘◇䏢全䩔돡㏐憠ն循㞝☫伅䃷洛⼽鱦氳媞㺢鸆㏥⹠䫂╈䄖篺䤓⮽▽䴚乄笑创⩝妩⟤璵
돡缝䩔돡氳㍴㕒䩔䩢嬚崅돶돡氳阾䩺ն 

돶돡┘⛙佭儗㏐几氳╚金괐免╯┉█佭ꄆ金氳ら⿁⽰ⲁ擻奓汷┉劫齉⺎♔榫全
冶䩦儗䃸㹢⭴◲氳ꚗ⽰⪭☽擻顫ն䴚乄笑创氳儗㏐㷉妩⻹䷅全舅仼儗儗㎻儗䃸㹢氳亍䤗儛
㰣⚢▽✳榫ꚗ⯆䄄յ篥篲⿁⽰ꢾ㎻慀愕璡ն糙▽ꚗ几♜㶩⺎♔䋯㑺榹㏐熨吤㵸眦յ
㛻뜷璡縨㳸⛼擻╋棘깱괐ն 

꣮浔䴚乄笑创顟佄葶㍴氳䣲㛻儗㏐㷉妩䋯㡏┚榟孨循齔ꧬ埠⩡宿⼽鱦氳蛋⿊冷㹢
䈑건㹢յⶉ㹢紮㹢⽰⴮宿鷺⴮鼨㏐奏氳齔ꧬ埠⩡几䋧环颯▽纭硍ն齔ꧬ埠⩡几鵠浪媯
宿㺢㷉⛩♔旯䩔宿霭յ됝돡⽰⪭☽宿嬤》□ⲁ擻╙榟ն꣮浔笑ꠑ氳䫠燰㛢⩕乄⴬䐂♔
冶踅鵄峀颦⺸┉⛮⴬ն糙縓⹿㰣縖阡╙齔ꧬ埠⩡几┚䴚乄几氳◎ⲁ冶孲㵒ꡦ⚊Ⲅ乄⴬
氳䎬䡗颯⮽▽┉㲋⛼榫ն 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜繁体字＞ 
 

䴛乄侈♏氳榟孨重⩕ 600 䇗1200֐ 䇗 
䴛乄侈♏佭仼儗塽絨┕氳┉⠕侈♏穆⮈䧘♓⴯宿鷻攒僘氳䴛乄㎻㉻╯✳榫憡槡㲋嘆

嶗氳乄ⴭ竵唽侈僿樧侈氳☕걊⽰☾⠟氳烆⩝┉嘚鷪蜸斷暨䫑꥙榟孨⛙⺱侈熔廍廍ꝧ
㡐䤸⪌⮽뉱뇹䩔䱪⽰舅礢舅餉氳鱖哆榟榣煉憡▽亡➘私䏢幨㕙☾⠟榟孨㏇ꪤ鲥媞孳氳
雤狎䢤㷒遵㏇㞞☬伅䃷䄬⼾麕氳媞㺢鹨㏥氪䫂煉䄖祺䤓⮽▽䴛乄侈♏⩝妩⟣疤뇹匜
䩔뇹氳㎠㕓䩔䱪嬚崅뉱뇹氳镜䴆 

뉱뇹佭樧㏑☕氳╚釒광免╯┉熔佭ꄆ釒り⿁⽰Ⳃ擻奓汷┉嘚齉⺎♓榫✿◬䬷儗
䃹示榣氳ꖺ⽰⪭☾擻鞴䴛乄侈♏氳樧㏑㷉妩䷅✿舅仼儗儗䃹氳于䤗轱㱄働▽✳榫ꖺ
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邯䄄碞笞⿁⽰ꢾ㎻摑愖璢☕⠟✳榫ꖺ㉻ꝧ㙃榹㏑牊吤㵸眧㛻뜵璢縨㳸獲擻굃
광熔飉✿飉雧㳫 

䴛乄侈♏鞥佄氳疘㎠┘亝䴹㛻樧㏑㷉妩ꝧ㡐艃榟孨㏇齔ꧭ埡⩡宿⼾麕氳詫置冷㼗
飪ꮻ㼗ⶉ㼗紮㼗⽰⴯宿鷻⴯鼨氳齔ꧭ埡⩡☕䋧环绤答齔ꧭ埡⩡☕♓暨䩔宿霭닌
뇹⽰⪭☾宿嬤》□Ⳃ擻憡榟鵡䅻媰宿㺢㷉⛩ꤚ蜸侈ꝴ䫠燯術⩕乄ⴭ䐂♓◬踅颦⺸
┉냉僘縓結㱄縖鏂憡齔ꧭ埡⩡☕艃䴛乄☕氳燥Ⳃ◬孳㵴ꡦ⚊ⲅ乄ⴭ氳䎬䡗⮽▽┉㲋
獲榫 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
 

擦文時代の生活（紀元 600-1200 年） 
擦文時代は北海道に特有の擦文⼟器の使⽤を指標とした文化が栄えた時期を範囲とする時代

区分です。その時代の人々は、祖先のように狩猟と採集を続けながら、次第に鮭漁や⾃給⾃足の農
業にも⼒を入れるようになりました。彼らは漁場へのアクセスのため川の近くの竪穴住居に住んでいまし
た。現在の旭川市周辺の河岸の遺跡発掘調査では、遡上する鮭を捕獲するための簗（やな）の痕
跡が発⾒されています。 

鮭は食の主要な供給源であっただけでなく、毛皮とともに本州の鉄やその他の資源と交換される重
要な交易品でした。擦文時代の人々は、鉄器、織物、⼟製のかまどなど、本州から新しい技術を取り
入れました。彼らは鉄器で⼟地を耕し、食生活を補うキビや大⻨などの耐寒性の穀物を栽培すること
ができました。 

擦文時代の人々の交易範囲が広がるにつれ、彼らはサハリンや千島列島、北海道北部などオホー
ツク海周辺に住んでいたオホーツク人と接触するようになりました。オホーツク人は海岸近くに住み、アザ
ラシ、クジラ、その他の海棲哺乳類を狩猟していました。時が経つにつれて共通の文化が生まれ、一部
の考古学者は、オホーツク人と擦文時代の人々との交流がアイヌ文化の形成に影響を与えたと考えて
います。 
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003-018 
一般社団法人大雪カムイミンタラ DMO 

【タイトル】 上川盆地の人びとの歴史 
【想定媒体】 アプリ、QR コード 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

┕䃷沘㏐氳几眷ⷧ⺒ 
舅 2 ┒㛢䇗⯥颯⴮宿鷺╈鼨㏐奏氳┕䃷沘㏐㶩䄖糙几眷㷉⛩ն鲹撴䇯迾氳⫿燠䇖姨

逈紮㸔朅媞孲循㎻㏐┕篠嘦冶姻佭⴮宿鷺┉㛻돶돡◲ⷎ㏐ն☫㛿氳伅䃷洛㶩㏿蛽循
┕䃷沘㏐氳╈䑐⛤糌ն 

循┕䃷沘㏐氳⹿几眷纺蛽鸆㏥⼽㍴⹠朆▽企僿돡缝䩔돡氳㍴㕒氳鸆柳█⭴㎻
▽ꄌ㷯䩔돡䄄⽰㛻ꄈ氳돶돡끍ն鲹◙纺蛽㛻㛢⮇䄭循돶돡◲ⷎ㏐ꡭ鲤鲹辑伺企循䴚
乄笑创˥(600-1200)院㏐奏⛩妩➘䄖䋯㡏㛻鈺嘗䩔䩢돶돡ն19 ┪篕氳ꡦ⚊Ⲅ几㲋㷉憠⮇
䄭循溍斷䃷⽰灵⮷䃷媯㺢鲹┼兣媞孲█佭돶돡角孲嬚崅氳姢㓊ն 
 
˥䴚乄笑创仼儗ⷧ⺒┕氳┉╄笑创⮕⮇䧗♔⴮宿鷺攑糙氳䴚乄㎻氳✳榫╙槡㲋剝固
氳乄⴬竴蔻笑僿ն 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜繁体字＞ 
 

┕䃷沙㏑氳☕걊塽絨 
⴯宿鷻煉鼨㏑ⶆ氳┕䃷沙㏑舅 2 蛓術䇗私㶩䄖僘☕걊㷉⛩鵞撵䊸迾氳婵犉頰⸊逈

紮㸔梫媞孳㏇㎻㏑┕竐嚛◬ⵜ佭⴯宿鷻┉㛻뉱뇹榣ⷎ㏑☬㛿氳伅䃷䄬㶩㏿蛾㏇┕
䃷沙㏑氳煉䑐⛤糌 

㏇┕䃷沙㏑氳結☕걊纻蛾鹨㏥⼾㎠示㎻▽ꄌ㸋䩔뇹䄄⽰㛻ꄈ氳뉱뇹끎♓⹗뇹匜
䩔뇹氳㎠㕓鹨㰇鵞◚纻蛾㛻術⮈䄭㏇뉱뇹榣ⷎ㏑ꡭ鲥榺塞⺎♓⮮㲋㏇䴛乄侈♏
˥600-1200鵞⠕㏑ⶆ氳⛩妩䄖祺ꝧ㡐㛻釨嘘䩔䱪뉱뇹19 ┪硕氳ꡦ⚊ⲅ☕㲋㷉럅⺱
嘚⮈䄭㏇뉱뇹鴭孳嬚崅氳姢㓊˒˒溍斷䃷⽰䑾禁䃷媰㺢 
 
˥䴛乄侈♏仼儗塽絨┕氳┉⠕侈♏穆⮈䧘♓⴯宿鷻攒僘氳䴛乄㎻㉻╯✳榫憡槡㲋嘆嶗
氳乄ⴭ竵唽侈僿 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
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上川盆地の人々の歴史 
2 万年以上前から北海道中央部の上川盆地には人が住んでいました。この広大な沖積平野は

⼭々に囲まれ、合流する河川によって分かれており、これらの河川は北海道有数の鮭の産卵場となっ
ていました。現在の旭川市は上川盆地の中心に位置しています。 

上川盆地の古代集落跡の周辺では、かつての簗（やな）の跡、⾦属製の漁具、大量のサケの骨
が発⾒されています。集落はサケの産卵場所の近くに集中しており、擦文時代※（600-1200）にこ
の地域で大規模なサケ漁が⾏われていたことを示しています。19 世紀のアイヌの集落も、サケが遡上
する石狩川と忠別川に沿って集中していました。 
 
※擦文時代︓北海道に特有の擦文⼟器の使⽤を指標とした文化が栄えた時期を範囲とする時代
区分。 
  

149



 

 

003-019 
一般社団法人大雪カムイミンタラ DMO 

【タイトル】 ペニウンクルの人々の伝統的な生活 
【想定媒体】 アプリ、QR コード 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

✐篨䕒䈑㶂几氳⚩簊榟孨 
✐篨䕒䈑㶂几佭⴮宿鷺ꡦ⚊Ⲅ几氳┉╄㏐㓊䓪⮇䶺紮⛮㷉⛩循┕䃷沘㏐ն循ꡦ⚊Ⲅ

陪ꄅ✐篨䕒䈑㶂(Peniunkur)氳䙬䓙佭溍斷䃷┕崅氳几ն鲹╄紮⛮氳⚩簊榟孨
亡䌋鹗䐡㛻舅抆氳㰚荣⹩⴬荣䏱╙▽循妰⠯兣♭┽㼠氳┕䃷㏐奏榟柳☽♜⹠㷤⭴▽里
攑氳䄄┚䤗儛ն 

熤㛿佭僄竴䑯氳㰚荣˒˒媞孲╈돶돡嬚崅舘┕崅◲ⷎ榹㏐ꄅ㵸眦璡縨㳸⛼擻䋯
㡏䡗转ն✐篨䕒䈑㶂几榫儒⯆돡璎յꙿ减璡㛢熨䄄䩔䩢돶돡꣮⺵鲸꧎金㵒峄藜鲽车塑
䄄㚲杼♔➘冶佄⽰⤴㚷⫸瞚隵擻䷅基┖全⺵█金依䇕槴浔拵瞋յꁐ鿯ն 

企佡佭✐篨䕒䈑㶂几旯挫氳笑荣泘氳循◇藜⹧挫缜⽰奓汷ն⪭╈┉熨亡嫏佭䤓⮽挫
⫸洤氳嬼狍榫Ꝛ厡䨹鲽⸼㵨⪭䌖⭴ն┉份鲹㜍挫䋯㡏䏢㛚撌旯几♜㶩⚢榫寏▽夽氳Ꝛ
减յ䌒畫⹠颯䷍⭵ն䢦榫夽蕇佭┉熨☳╰㜍劯╈䬠⹧氳烖篺夽碜颯䷞䏭䒍ն 

㛉㰚ꄅ葴沸氳吤擻⚢鹄䨁鈼篪✐篨䕒䈑㶂几㶩䷊榫逈燢╙ꡦ曥䈑(amaku)氳
䌒畫儬⪩䩔旯ն儬⪩阻糌循旯擻⭴媆氳饟䏧┕畫㜍⺱劫䥥夽ꪣ┉劯篱篪鉵⹠ն 

旯敤佭䩔旯孨ⲁ╈氳ꄆ金鉉荈ն框♜䅬Ⲃ鴒馹䇜陮䩔ꄇ뛉䡝佭⮇丆挫氳嫱䙬ⱱ➘
◇旯几䷍⭵ն鲸糙┉◙旯敤榗舘㰣⚢▽鲽⪍學姢奏䩔䨿돶돡ն 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜繁体字＞ 
 

率硷䕒飪撨☕氳⥉礶榟孨 
㷉⛩㏇┕䃷沙㏑氳率硷䕒飪撨☕佭⴯宿鷻ꡦ⚊ⲅ☕氳┉⠕㏑㓊䓪⮈䶺紮냉㏇ꡦ⚊ⲅ

鏥遵ր率硷䕒飪撨ցPeniunkur氳䙬䓙佭ր溍斷䃷┕崅氳☕ց☾⠟氳⥉礶榟孨亡
䌋鹘䐢㛻舅抇氳㰛疒闭ⴭ疒䏱憡▽㏇姇⠰半♭㌅㼡氳┕䃷㏑ⶆ榟㰇氪㷤示▽暐攒氳䄄
艃䤗轱 

㏇鵞遵熥㛿佭竵䑰氳㰛疒뉱뇹嬚崅舘媞孳煉┕崅榣ⷎ榹㏑遵氳㵸眧璢縨㳸獲
擻ꝧ㡐䡗捙率硷䕒飪撨☕榫儒邯뇹相ꈜ啼璢術牊䄄䩔䱪⮽뉱뇹䏴麅ꧏ釒㵴⪭鶡车
ⱶ䄄谊杼♓➘◬佄⽰⨶⤕⫸砞牰擻䷅Ⱒ┖✿䏴熔釒傠▯槴蜸拵瞌ꃫ鿰 

率硷䕒飪撨☕鵡䅻㏇企佡暨挬♓暢⹦挬缜⽰奓汷⪭煉┉牊亡嫏佭䤓⮽挬⫸洤氳嬼
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狎榫ꝏ厢䨹鶡⸼㵫⪭䌖示樧挬ꝧ㡐䏢㛛撍侈暨☕⠟㶩榫㖕▽夾氳ꝏ啼䌒畬氪䷍
䳦暨☕䢦榫氳夾諵佭┉牊䐍懃꯽劯煉䬠⹦氳烖祺夾碜䷞䏭䒎 

⮽ ▽ 㛊 㛿  葵 沸 氳 吤 擻 働 鹅 䳧 釲 稘  率 硷 䕒 飪 撨 ☕ 㶩 ䷊ 榫 逈 牒 憡 ր ꡦ 栨 飪 ց
amaku氳䌒畬嚂꟯䩔暨畬꯽⺱嘚䥥夾ꪤ┉劯碸稘銕氪嚂꟯㶩錄糌㏇暨擻示婯氳
饟┕ 

暨敤㏇䩔暨孨Ⳃ煉䣺庌ꄆ釒鉈荈擯⠟䇆Ⲃ鴓騥┾鏙䩔ꄇ뛊熔⺎♓⮈万挬氳嫱䙬
ⱱ憡暨☕Ⱚ鵳氪䷍䳦氳嚂働僘◚暨敤榘舘麅㱄働▽鶡⪌岢姢ⶆ䩔䨿뉱뇹 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
 

ペニウンクルの伝統的な生活 
ペニウンクルは上川盆地に住む北海道アイヌの地域集団です。「ペニウンクル」はアイヌ語で「石狩川

上流の人々」を意味します。⾃然の季節のリズムに従って伝統的な生活を送る彼らは、上川地⽅の
厳しい気候を生き抜くために、特殊な道具や技術を発展させてきました。 

秋は、鮭が産卵のために川を遡上し、畑ではキビなどの耐寒性の穀物が実る特に忙しい時期でし
た。彼らは⽊製のうけや鉤付きの槍など、様々な⽅法で鮭を捕獲し、交易および冬季の食料として保
存しました。穀物は収穫して乾燥させ、後からお粥を作ったり酒を醸造したりするのに使⽤されました。 

早春、ペニウンクルは肉と毛皮を得るために熊狩りをしました。その一つの⽅法は、冬眠中の熊の巣
穴を⾒つけ、⻑い棒で突いて外に誘い出すというものでした。熊が巣穴から出ようとする時、猟師たち
は毒を塗った槍や⽮で攻撃しました。この毒はトリカブトの根から作られた、即効性の神経毒でした。 

夏の間は植生が密になって視界が妨げられるため、彼らは「アマク」と呼ばれる弓の罠を使って狩りを
しました。罠は獲物の通り道に沿って設置され、細い紐に触れると毒⽮が発射される仕組みでした。 

犬は狩猟において重要な役割を果たしました。犬はシカの追跡や捕獲を手伝い、熊の気をそらして
猟師が攻撃できるようにしました。浅瀬で鮭を捕まえるように訓練された犬もいました。 
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003-020 
一般社団法人大雪カムイミンタラ DMO 

【タイトル】 クマ送りの儀礼 
【想定媒体】 アプリ、QR コード 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

挫鴝♙䌋 
鴝愓♙䌋佭ꡦ⚊Ⲅ乄⴬氳纯䑐ն鲹眷♙䌋⺸全齉佭丞╄仍紮氳㛻再仿循䚊隟⶯牻⚊

kamuy烖愓氳꺋颇䇜鴝⪭놺愓鲮㍑烖槡ն⶯牻⚊⚢⴬骱╙ⲁ擻յ吤擻յ舅抆朆
霅յ几鵲䄄璡⺨熨䎬霅꡹║几眷┪槡⪭╈╙䕗鴝挫╯愓㍑䎍烖槡縡╞ⱴ氳挫鴝
Iomante█燢挫愓烱佭鈺劲僄냖氳鴝愓♙䌋ն 

挫循ꡦ⚊Ⲅ烖陚╈糙浔ꄆ金氳霅䏣䙬╬框♜创辑氳佭逈燢╙㓹蟑٬⶯牻⚊
kimunkamuy氳㸔㺖╯烖ն挫榫舅洄氳缜⽰奓汷❠⪴几眷炙紮縡╙挫╞ⱴ氳♙䌋█
⛮朆▽㸔㺖烖愓循ꡦ⚊Ⲅ几榟孨亡䌋╈䢦ⶭ䩺氳ꄆ金㏐⛤ն 

挫鴝♙䌋⺆╙⮠⭴榟㶩逈几眷깵⪴氳挫㾩╞ⱴն耇㵨┉㜍挫㾩䣚♀簄几眷佭⶯牻⚊
顲◀氳僄냖蔻縍╯┉ն炙紮⚢䖄䑐拨乢鲹㜍挫㾩㵨框䅠㍑㳄╈ム⪴爏㛻⺵╙框⟤璵挫
㎕漶⟊框蛈⪴⩘餉⢹䉔䡗Ꝛն䎎挫㾩Ꝛ⮽┉㸱䡝┼㸱笑㶩金䋯㡏╙鴝愓♙䌋⢢固㚷
▽ն 

固㚷䄄⛼⚢䧏簘㞑⭓╄佔僿ⴎ䦮籁篲♙䌋榫氳㒀㯹ꥵ垦♙䌋榫⽰昦簄⶯牻⚊氳
炕擻㞝逸깳䓪氳畫ն塝㛚鲸金ꁐ鿯❠㜪烖愓ն♙䌋儗骱█⚢䧏簘丘仼鵠浪♔炭焁յ
堮そյ艷駬⽰沸㲾䋯㏜ն╯⺵鲸糙阵㛢⪯炕爊䈌僄⺵┉걸➘佭昦烱鲹㜍挫ꄂ科⶯牻⚊
氳愓놺ն几♜榫❠⿁隟烖♔鵠㳁鱳份氳埢䇻㥊烖䄹僷⶯牻⚊㵨全耇⫋䈲꡹║几眷┪
槡ն 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜繁体字＞ 
 

挬鴞⧘䌋 
ꡦ⚊ⲅ乄ⴭ氳劭䑐佭鴞ꩯ⧘䌋鵞걊⧘䌋⺸✿齉佭丞⠕从紮氳㛻◄伀㏇龍销⶯牻⚊

kamuy烖ꩯ氳긧頝┾鴞⪭놻ꩯ鲯㍑烖槡⶯牻⚊働ⴭ骰憡Ⳃ擻吤擻舅抇杯
霆☕鵳䄄璢⺨牊䎬䛞꡺舃☕걊┪槡⪭煉憡䕗鴞挬╯ꩯ㍑塾烖槡縡艈鰾氳ր挬鴞ց
Iomante熔牒ր挬ꩯ烲ց佭釨劲냖氳鴞ꩯ⧘䌋 

挬♏辑▽逈牒憡ր㓹蟒٬⶯牻⚊ցkimunkamuy氳㸔䂻╯烖㏇ꡦ⚊ⲅ烖鎈煉僘
蜸ꄆ釒氳霆䐹䙬紶擯⠟榫舅䄕氳缜⽰奓汷❠굼☕걊縡憡挬艈鰾氳⧘䌋熔㷤杯▽㸔䂻烖
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ꩯ㏇ꡦ⚊ⲅ☕榟孨亡䌋煉䢦⛯䴆氳ꄆ釒㏑⛤ 
挬鴞⧘䌋⺆憡⯺示榟㶩逈☕걊굙굼氳䇧挬艈鰾㵫┉꯽䇧挬鋖♀礢☕걊佭⶯牻⚊韥

◀氳냖唽縎╯┉☕⠟働䖅䑐拨乣鵞꯽䇧挬㵫擯䅸㍑㳄煉귭굼爐㛻䏴憡擯⟣疤挬
㎖澭⟋擯揩굼⩙餉⢹䉕䡗ꝏ樧䇧挬ꝏ⮽┉塵䡝⪔塵侈㶩釒ꝧ㡐憡鴞ꩯ⧘䌋⢢嶗⤕
▽ 

嶗⤕䄄獲働䧐箛䇭⠕佔僿ⴎ䦮稶笞⧘䌋榫氳㗭㯹ꥶ禦⧘䌋榫⽰暶礢⶯牻⚊氳煱
擻㞞遫굟䓪氳畬塞㛛麅釒ꃫ鿰❠㜪烖ꩯ⧘䌋鵡䅻♓炭煷堮そ艸駬⽰沸㲿ꝧ
㕙䧐箛丨仼╯䏴麅僘錊術⪯煱䈌䏴┉ꯁ➘佭暶烲鵞꯽挬ꄄ䷒⶯牻⚊氳ꩯ놻
☕⠟♓鵡㳂鷾份氳塚䜴㤗烖♓❠⿁销烖革僸⶯牻⚊㵫✿耈⫋食꡺舃☕걊┪槡 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
 

クマ送りの儀礼 
送り儀礼はアイヌ文化の中心を成すものです。これは贈り物に対してカムイ（神霊）に感謝し、そ

の霊を神々の世界へ送り返すために⾏われる共同体全体の儀式です。カムイは動物、植物、⾃然現
象、道具など、様々な形で人間の世界を訪れます。クマの送り儀礼であるイオマンテは、アイヌの儀式
の中で最も格式の高いものです。 

クマはアイヌの神話で重要な象徴であり、「キムンカムイ」と呼ばれる⼭の神です。クマは肉と毛皮によ
って共同体の生活を支え、クマの儀式はアイヌの生活様式における⼭の神の重要性を反映していま
す。 

イオマンテは生まれたばかりのときから飼われた子グマのために執り⾏われます。子グマの世話を任さ
れることは、カムイから授かることのできる最も大きな名誉の一つです。共同体はそれにふさわしく子グマ
を育てます。最初は家の中で育て、その後は囲いの中で飼育し、健康で⼗分な栄養を与えられるよう
に気を配ります。クマが 1 歳か 2 歳になると、送り儀礼の準備が始まります。 

これらの準備は数週間続くことがあり、儀式⽤の敷物を編んだり、儀式⽤具や装飾的な⽮などカム
イへの奉納品を彫ったりする作業が含まれます。また、神への供物として酒も醸造されます。数⽇間続
く儀式は、通常は祈り、歌、踊り、宴会で始まります。それに多くの儀式が続き、最終的にカムイの魂を
解放するためにクマは生贄にされます。カムイには供物を捧げて感謝を示し、再び人間界に戻ってくる
ことを願って、夜通し祝宴でもてなします。  
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003-021
一般社団法人大雪カムイミンタラ DMO 

【タイトル】 石狩のペニウンクルアイヌ 
【想定媒体】 アプリ、QR コード 

---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞

溍斷氳✐篨䕒䈑㶂几 
✐篨䕒䈑㶂几(Peniunkur)佭⴮宿鷺ꡦ⚊Ⲅ几╈氳┉╄㏐㓊䓪⮇䶺紮⛮僄⮤榟孨循

溍斷䃷┕崅媯㺢ն⛼╙ꡦ⚊Ⲅ几氳┉⼥☽♜█傾循 18 ┪篕舘 19 ┪篕鹀⹨⽰几╙
奏⮷◇ꡦ⚊Ⲅ妩仍㵒Ꝛ僿㷉⛩循儗䃸㹢璡㏐几♜氳燢⽛ら几氳Ⰼ⯡ն鲹◙ら几僄⮤佭
ꡦ⚊Ⲅ几氳顟佄⚟⛂僄篳ⷌ⪓ꪫ䪭䫝▽ら饟⽰顫嶏榗舘鶹鳡✐篨䕒䈑㶂几鱻㷉鲽⪍
ら几♜氳峄㏜ⲏ⛼ն 

☳ 16 ┪篕儕僿䋯㡏鲹┉⹩⴬➘⮤朆珸⡏ն䎎笑册⯥㳄仍氳⮡㡏几㍕䷞ⱱ◇凒꥓
╋臺熔⺮(1537-1598)縡藜䐂㵟顶䐂♔䪭䫝豔㜑好鼨☫⴮宿鷺鼨⮇㏐奏ն⺵全䐼
䃷䆠䈢(1603-1867)簊媪┖氳㛻鼨⮇諿彤齉❤ꪣ⫡縰藜⹧顉棘册⯥㳄仍ⷌ┘⺱☽♜氳
顉棘全舅◇┚ꡦ⚊Ⲅ几氳冶佄ն册⯥㳄仍循媯宿㏐奏阻环冶佄䢦䧗㲋㳄臺留杼ն⮽▽ 18
┪篕冶佄䢦氳篺蛈儹鯸燰⮽▽䦦糙宿㺢顟佄芸⺆氳ら几䣆╈ն╙▽席餉仼儗⪓彤㵒◇宿
◲⿁仼沠㘍Ꝛ氳꧎姳鲹◙ら几䋯㡏䋧环ら┯䓪氳峄㏜⪭╈㞑⭓╄峄㏜齉阻循溍斷䃷媞
⹾ꡭ鲤氳溍斷㏐奏ն 

1817 䇗꣮浔峄┯鈺嘗氳䣲㛻⽰几ら几鶹鳡✐篨䕒䈑㶂几䯉鱻舘鲾熊䷚㎻氳
┖崅㏐奏鲽⪍☽♜氳峄㏜䄄⛼ն☳企佡⮽熤㛿✐篨䕒䈑㶂几┘⮇使㛥㏐䱺粠䩔䩢됖돡
⽰돶돡ն┘䣒峄氳笑⠯☽♜鲸金䤕䥵陵㞝溯剀յ䣒姢յ鴝顎璡熨熨儷ⱷն榺◇㷉⛩朅㗟
冓╙甏꡶䦦䨄㛿菋璡檜檫鲆鵮裷䋞ն 

䎎⫸㰚全║笑✐篨䕒䈑㶂几鲸䐂Ꝛ鵎餮寘 100 㛢⪝ꄅ㍑⮽舅洄⛤◇溍斷䃷┕崅氳
㳄ն䎎㏐氳⫸㛿䔅佭㛻ꦣ篢괎初庵庵䎍鵎⮇㛚荃ꥈն 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜繁体字＞

溍斷氳率硷䕒飪撨☕ 
⴯宿鷻ꡦ⚊ⲅ☕煉氳┉⠕㏑㓊䓪⮈䶺紮냉˒˒率硷䕒飪撨☕Peniunkur⮤榟孨

㏇溍斷䃷┕崅媰㺢獲憡ꡦ⚊ⲅ☕氳┉⿦☾⠟熔傾㏇ 18 ┪硕舘 19 ┪硕鹁⹨ր⽰☕ց
憡ⶆ禁亥ꡦ⚊ⲅ☕㵴ꝏ僿㷉⛩㏇儗䃹璢㏑☕⠟氳牒⽛り☕氳Ⰰ⯢鵞◚り☕┉ꝧ㡐
佭ꡦ⚊ⲅ☕氳◬佄衰⛂䏴ⷙꪫ䪭䫞▽り饟⽰鞴嶏榘舘鶺鳢率硷䕒飪撨☕鹞㷉鶡
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⪌り☕⠟氳幨㕙Ⳓ獲 
塞┉闭ⴭ䐍 16 ┪硕儕僿➘⮤杯珸⡏樧侈再私㳄氳Ⱚ㡐☕㍕䷞ⱱ亥协꥓雧臺熕⺮

1537-1598縡暢䐂㵟韛䐂♓䪭䫞趻㜑⶟鼨☬⴯宿鷻鼨⮈㏑ⶆ䏴✿䐼䃷䆡䈢
1603-1867礶媪┖氳㛻鼨⮈謁㎜齉❤ꪤ鱖縱暢⹦靸㳫再私㳄氳靸㳫⯞✿舅⽰ꡦ⚊ⲅ
☕氳◬佄再私㳄㏇媰宿㏑ⶆ錄环◬佄䢦䧘㲋㳄臺畚杼◬佄䢦氳祺揩垷㏇ 18 ┪硕鮺
燯⮽▽䳕僘宿㺢鞥佄芹ꥃ氳り☕䣆煉憡▽幥餉仼儗㎜㵴亥宿榣仼沠㘍ꝏ氳ꧏ姳鵞◚
り☕ꝧ㡐䋧环り哆䓪氳幨㕙⪭煉㞒䇭⠕幨㕙齉錄㏇溍斷䃷媞⹾ꡭ鲥氳溍斷㏑ⶆ 

ꤚ蜸幨哆釨嘘氳䴹㛻1817 䇗ր⽰☕ցり☕鶺鳢率硷䕒飪撨☕䯊鹞舘鸞ꦗ䷚㎻氳
┖崅㏑ⶆ鶡⪌☾⠟氳幨㕙䄄獲䐍企佡⮽熥㛿率硷䕒飪撨☕夷仼ꝏ侈ꝴ㏑Ⳓ獲䱻私
䩔䱪늼뇹⽰뉱뇹┘䣒幨氳侈⠰麅釒䤖䳸钦㞞溯剁䣒姢鴞鞃璢牊牊ꦉⳉ榺亥㷉⛩梫
蜢哗食癩꡶䳕䴎㛿菌璢檝檫鲇鵯裸䋟 

率硷䕒飪撨☕㏇⫸㰛✿舃侈麅䑒ꯄ㏇碑괋㛻ꦤ煉ꝏ鵏餭寘 100 術⪞ꄅ㍑⮽舅䄕⛤
亥溍斷䃷┕崅氳㳄庶庶塾鵏⮈㛛荆ꦙ 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
 

石狩のペニウンクル 
ペニウンクルは、石狩川上流沿いに元々住んでいた北海道アイヌの地域的グループです。彼らは、

18 世紀および 19 世紀に「和人」（⽇本国内でアイヌ⺠族と区別して、本州などに住んできた人々を
指して使われてきた呼称）の商人によって搾取されたアイヌの一部でした。商人は当初アイヌの交易
相手でしたが、次第に交易路と資源を支配するようになり、ペニウンクルの人々を強制的に移住させて
漁労に従事させました。 

この変化は 16 世紀末から徐々に進⾏しました。この時期、松前家の初代が豊⾂秀吉（1537-
1598）からその功労に対する⾒返りとして蝦夷南部（現在の北海道の一部）の支配権を与えられ
ました。のちに、徳川幕府（1603-1867）の元の大半の藩が農業で富を得たのに対し、松前藩は
アイヌとの交易で富を得ていました。彼らは沿岸部に交易所を設置し、家⾂たちにその管理を任せまし
た。18 世紀に、交易所の管理は、沿岸交易に関わる交易船を所有する商人たちに委ねられるように
なりました。全国各地での海産物需要の増加に対応するため、商人たちは商業⽤の漁場も設置しま
した。これらの漁場のいくつかは、石狩川河口近くの石狩に置かれました。 

1817 年、漁業が拡大するにつれて、「和人」の商人たちはペニウンクルを彼らの故郷から遠く離れ
た下流へと強制的に移住させ、漁業へ従事させました。彼らは早春から秋まで、ニシンやサケの網漁に
⻑時間従事しました。漁業以外の時間には、薪割り、水汲み、配達などの雑⽤を課されました。密集
した大変粗末な生活環境により、天然痘などの病気が急速に蔓延しました。 

初冬になると、ペニウンクルは 100 キロメートル以上離れた石狩川上流沿いの故郷に川を遡って戻
りました。この⻑い帰路は、この地域の大雪により大いに困難を極めるものでした。 
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003-022 
一般社団法人大雪カムイミンタラ DMO 

【タイトル】 近代化とアイヌ同化政策の影響 
【想定媒体】 アプリ、QR コード 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

朆创⴬┚⺱⴬秒瓀氳䏆⿏ 
伺媪笑创(1868-1912)仼儗鲜全▽냖鵮朆创⴬⽰㛻鈺嘗氳㎻㏐䷊ꪵ⛙鲹◙⹩⴬ⷌ

初⴮宿鷺ꡦ⚊Ⲅ几ꣀ⪍▽㍮㗟ն㎻㏐⽰顫嶏氳熗糙⴬塑┕Ꙟ㵒斷旯յ䩔돡车╙氳焔初
✳䐂ꡦ⚊Ⲅ几⚩簊氳榟孨亡䌋ꥈ♔╙簒ն1899 䇗秒䈢검䄭վ⴮宿鷺仾㎻几⟊䥉嫏տն
鲹걸嫏初♔⟊䥉ꡦ⚊Ⲅ几氳儹沠╙⺳㲓╙榫仼儗乄⴬㵒⪭㲓亨⺱⴬ն 

鲹걸嫏䏱鈺㲋夷䢓ꡦ⚊Ⲅ几㳄⺎♔藜䐂秒䈢⮕䦪氳㛻篑 75 ◵㎻㏐⛙⪭╈阵㛢㎻㏐
䇜┘鴠⺭⫡┯榟◲ն┘凭㞝塝㞝冽ꡦ⚊Ⲅ几┘耇循鈺㲋僿꡿⫂䡗Ⱶ䋯㑺縰㏐㶩⚢ꪫ║
㎻㏐逈䷅㍑氳곽ꢣն 

䷸罬佭秒䈢䫠鲽䍠⯆⺱⴬秒瓀氳⺁┉╄䣆夀ն┥╙ꡦ⚊Ⲅ⩎珢䋯阻氳㰣劆⺆䷸䪧仼陪
⽰仼儗氳곽⟂▊䘱ꡦ⚊Ⲅ陪氳✳榫鵄峀⬵㵽ն 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜繁体字＞ 
 

杯♏ⴭ艃⺱ⴭ䷓瓁氳䏆ꮷ 
仼儗㏇伺媪侈♏1868-1912鲝✿▽냖鵯杯♏ⴭ⽰㛻釨嘘氳㎻㏑䷊ꪵ⛙鵞◚闭ⴭ

阁⴯宿鷻ꡦ⚊ⲅ☕ꣀ⪌萬蜢㎻㏑⽰鞴嶏氳熗僘ⴭ䷓瓁♓⹗㵴斷暨䩔뇹车憡氳焕♒
✳䐂☾⠟⥉礶氳榟孨亡䌋廍廍ꦙ♓憡筷⮽▽ 1899 䇗䷓䈢ꯓ⛜վ⴯宿鷻艋㎻☕⟋闀
嫏տ鵞ꯁ嫏♒ꥹ抇♓⟋闀ꡦ⚊ⲅ☕氳垷沠憡經⛙酒꤂┕ⷙ♓仼儗乄ⴭ㵴⪭酒亩⺱ⴭ 

鵞ꯁ嫏䏱釨㲋夷䢒ꡦ⚊ⲅ☕㳄⺎♓暢䐂䷓䈢穆䲡氳㛻硝 5 ⪞ꮾ㎻㏑⛙⪭煉錊術㎻㏑
┾┘鸸⺭鱖哆榟榣縡ꡦ⚊ⲅ☕㞞冽┘耈㏇釨㲋僿꡿⪐䡗Ⱶꝧ㙃縱㏑㶩働ꪫ舃㎻㏑逈䷅
㍑氳겨ꤠ 

䷓䈢䫠鶡䍛⯆⺱ⴭ䷓瓁氳⺁┉䣆夀佭䷹罭˒˒㵬憡ꡦ⚊ⲅ⩬珢ꝧ錄氳㱄劆⺆䷹䪧仼鏥
⽰仼儗氳겨⟂綗䜉㵷舛ꡦ⚊ⲅ鏥氳✳榫鵅廍峎㵽 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
 

近代化と同化の影響 
明治時代（1868-1912）は⽇本に急速な近代化と大規模な⼟地改⾰をもたらしましたが、こ
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れらの変化は北海道に住むアイヌには困難をもたらしました。⼟地と資源の私有化、狩猟と漁労の禁
止により、アイヌは伝統的な生活様式を続けることが困難になりました。1899 年、政府は「北海道旧
⼟人保護法」を制定しました。これはアイヌの権利保護を名目に、アイヌを⽇本文化に同化させるため
の計画でした。 

法律ではアイヌの世帯に約 5 ヘクタールの⼟地を与えると規定していましたが、これらの区画の多く
は農業に適していませんでした。さらに、一定期間内に⼟地を耕作できなかった場合、彼らはその⼟地
を取り上げられる危険性がありました。 

教育は政府が同化を強制するもうひとつの手段でした。アイヌの子どもたちに⽇本語と⽇本の習慣
を教える学校が設⽴され、アイヌ語の使⽤は減少していきました。  
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003-023 
一般社団法人大雪カムイミンタラ DMO 

【タイトル】 開拓期の旭川 
【想定媒体】 アプリ、QR コード 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

䋯䦌笑僿氳伅䃷 
1868 䇗伺媪秒䈢(1868-1912)䋧环ն埠䇗秒䈢㵨豔㜑䷊⺳╙⴮宿鷺浔

䣆䋯⹠鲹撴⴮鼨鱦樿ն⹨⽝⯥䏢┕䃷沘㏐氳㲇⼥姻䥊燢院㏐奏鴠㲐⫡縰◇佭循 1890
䇗伅䃷յ姧㸔յ烖㷉璡兎䇹䡗环ն 

骱⪵⫡妩⽰㚖⪬⹙ꄆ骱♷氳㸐榹⪬⹨꥛◇秒䈢顆顊溯⚓冷㏐յ䋯㑺⫡榹⺱笑
桑ⶼ仼儗⴮鼨鱦㗟ն鲹걸籁⯆僄⮤⺆⺸☳⯥氳塡㚖䋯科⺵全█䦙ⳓ仼儗儗㎻儗䃸㹢┕氳
⫡妩ն㸐榹⪬╞㳄䯉鱻◇ 1891 䇗䋯㡏⪍뀟姧㸔1892 䇗⪍뀟伅䃷1893 䇗⪍뀟䎎띳
䎎笑ꤷ㷯◇姧㸔ն☽♜┚俋鵠⫡妩┉⺱熨吤雖眷յ㵸뜷⽰㎻雖璡縨㳸⛼擻⹒循⹛㛄
陒뀰╯⺵䡗Ⱶ熨⭴▽姢牦ն 

峀峀氳伅䃷兎⹠㷤䡗▽⴮宿鷺⴮鼨氳冶鵠⽰鵠⟔凅篨ն1893 䇗黑秒榾⟔㷀循塝
阻环1898 䇗┕䃷ꚗ饟篪䋯鵠鳀䫙颯伅䃷⽰嬉䃷1900 䇗伅䃷兎ⶍ篒╙伅䃷槅
埠䇗㛻仼儗流彤ꡯ⫠瑭 7 䄳㍙☳儘䆔燰ꡕ伅䃷ն뀟䣊循槅⫂氳㚖⪬⺭阞篑 1 ┒几榺全
舅⴮宿鷺氳㸐榹⪬炙奏⽰儗䃸㹢⴮鼨氳것㚷䏕㚖⪬篯䡗ն꣮浔鲹罆⫠再ⱱꄈ氳嫱⪍䤗荔
收转氳ⲏⲁ縖█篢篢全⮽伅䃷╙⫠再㓹㏐䬠❠㓹滼䋧阻յ괐⿁榟◲♔娴⪭☽鿥㝄僜ⱷ
儗㏐奏䄄ら┯█꣮╯䐂⮽⹠㷤ն 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜繁体字＞ 
 

ꝧ䦌侈僿氳伅䃷 
伺媪䷓䈢1868-1912亥 1868 䇗䋧环綊䇗㵫ր趻㜑ց䷊經憡ր⴯宿鷻ց蜸䣆

ꝧ氪鵞撵⴯鼨麕樿⹨⽝私䏢┕䃷沙㏑氳還⿦䎝㕕牒鎊㏑ⶆ鸸㲐鱖縱亥佭䷓䈢亥 1890
䇗䋧环▽伅䃷姧㸔烖㷉璢纻蛾 

榺䷓䈢直榫骰⪵鱖妩⽰㚖⪬ꦁꄆ骰♸氳ր㸐榹⪬ց╚釒靷鞊溯⚓冷㏑ꝧ㙃鱖榹
⺱侈㱥载仼儗⴯鼨麕蜢┉ꝧ㡐鵞ꯁ䄄獲⺆䦙Ⳕ䐍私氳塡㚖䏴✿䤧㵴霆䴹㛻⮽▽仼儗
儗䃹氳鱖妩1891 䇗㸐榹⪬㳄䉁ꝧ㡐⪌껻姧㸔1892 䇗⪌껻伅䃷1893 䇗⪌껻樧띴
樧侈ꤼ㸋亥姧㸔☾⠟艃俋鵡鱖妩┉⺱牊吤雖걊㵸뜵⽰㎻雖璢縨㳸獲擻⹒㏇⹚釚
鍲꿨╯䏴䡗Ⱶ牊示▽姢牦 
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伅䃷兎廍廍氪㷤䡗▽⴯宿鷻⴯鼨氳◬鵡⽰鵡瑪嘒硷1893 䇗塞㏑䡗环▽鼾䷓꧆瑪
㷀1898 䇗鵿䫚伅䃷⽰悄䃷氳┕䃷ꖺ饟稘ꝧ鵡1900 䇗伅䃷兎ⶍ碎憡伅䃷槅綊䇗
㛻仼儗䅒㎜ꣃ髭瑮 7 䅨㎯䐍儘䆔燯ꡕ伅䃷껻碴㏇槅⪐氳㚖⪬⺭銷硝 1 蛓☕榺✿舅⴯宿
鷻氳㸐榹⪬炙ⶆ⽰儗䃹⴯鼨氳ꯏ⤕䏕㚖⪬磞䡗ꤚ蜸鵞罇髭◄ⱱꄈ氳嫱⪌䤗諠㬹捙氳Ⳓ
Ⳃ縖熔碑碑✿⮽伅䃷憡髭◄㓹㏑䬠❠㓹灅䋧錄광⿁榟榣♓⹗⪭☾鿦㝄僜ⳉ儗㏑ⶆ䄄
り哆熔ꤚ╯氪㷤✿ 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
 

開拓期の旭川 
1868 年、明治政府が成⽴しました。翌年、政府は蝦夷を北海道と改名し、この北⽅の辺境地の

開発を始めました。上川盆地に派遣された役人たちは、この地域が農業に適していると報告し、1890
年に上川盆地に旭川、永⼭、神居の村々が設⽴されました。 

屯⽥兵として知られる農⺠兵たちは、⽇本の北⽅国境を守りながら農業のために森林を開拓する
仕事を政府から与えられました。当初は元武⼠だけに限定されていた屯⽥兵は、後に本州からの農
⺠も加わりました。屯⽥兵の家族は 1891 年に永⼭、1892 年に旭川、1893 年に当⿇（当時は
永⼭の一部）に到着しました。屯⽥兵と一般の農⺠は豆類、小⻨、ジャガイモなど、寒冷地に適した
作物を栽培しました。何回か実験をくり返した後、彼らはこの地域での稲作を確⽴しました。 

旭川村は北海道北部の交通・通信の拠点として徐々に発展していきました。1893 年に郵便・電
信局が開設され、1898 年には旭川と滝川を結ぶ上川線が開通しました。1900 年に旭川は町に制
定され、翌年には大⽇本帝国陸軍の第 7 師団が札幌から旭川に移転しました。北海道の屯⽥兵コ
ミュニティと本州北部の軍事予備兵から集められた約 1 万人の兵⼠が町に駐留しました。熟練労働
者が建設、食料生産、その他のサービスで基地を支援するために旭川に移住したため、この軍隊の存
在が地域の商業や産業の発展を促進しました。 
  

159



 

 

003-024 
一般社団法人大雪カムイミンタラ DMO 

【タイトル】 20 世紀の旭川 
【想定媒体】 アプリ、QR コード 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

20 ┪篕氳伅䃷 
1901 䇗㛻仼儗流彤ꡯ⫠瑭 7 䄳㍙☳儘䆔燰ꡕ舘伅䃷槅阦鲹䈴㒮ꜝ循 20 ┪篕企僿

鲜全▽냖鵮⹠㷤ն꣮浔鲹䶺┒几⫠꠼氳⪍뀟仼儗⺨㏐氳燰妩篢舘婰全䤸骱⫠再㓹㏐氳
㓹滼䋧阻♔娴⺨㛻鿥㝄◲┯⽰僜ⱷ╈ն 

╙▽席餉仼沠㘍Ꝛ氳炙奏꧎姳亍⪪氳ꁐ鿯┯䈒鲡縡榟ն䡽舘 20 ┪篕 20 䇗创䎎㏐
䄖䋧环㛻篑 15 㳄ꁐ鵲ⷣ✳榫儗㏐熨吤氳㛻眦ꁐ⯆仼儗鿯岳鿯ն伅䃷儒免顫嶏╋
棘企僿⫠再㓹㏐氳䋧阻⹒⻹䌖全▽㛻ꄈ䤗荔收转氳䄄ⵁ㍕塝㳄⯆鵲┯⺱劫⹠㷤鲆
昄䡗╙▽儗㏐┉㛻䶺刼◲┯ն1922 䇗伅䃷槅ⶍ篒╙伅䃷洛ն⭡同鳀䫙⴮宿鷺┱յ重
宿㺢氳ꚗ饟粠♔娴㱮㚷氳秒䈢儬冘┚㰣劆璡⪝⪦僜ⱷ阻亨伅䃷洛䡗╙⴮宿鷺⴮鼨氳纯䑐
凅篨䇜仼峀竴蔻ն 

瑭◅埠┪槡㛻䡟(1939-1945)┽ꄆ䏆⿏▽鲹䈴㒮洛괐⿁յ擻顫⽰⪭☽䑒꧎⿁齉⚝⩝
❠䈒䡟◂꧎姳䫙鳀┘亇氳䏣⪬初⫡榹㜊⸼▽槀䓪找ⲏⱱ♔舘◇㰨㯹█┘䐂┘┖㏐拨乢
⛼擻鿥簄⯆䈲╯┖阵㛢㷉妩⺆耇循狝㏐⽰⪝㍩ꄅ熨蘦全辍⩘⹾瞚ն 

20 ┪篕 50 䇗创꣮浔仼儗氳䡟⺵㛄⪪⫡◲⿁յ䋧璵免乢յ儒孹⽰㳄璡擻顫氳꧎
姳㛻㘍伅䃷洛氳篺宁█䐂♔鲆鵮⹠㷤ն㞝☫鲹䈴㒮洛佭⴮宿鷺几⹾丘ꄈ瑭◅氳㒮洛
凭埠◇꺙䈢儘䆔ն 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜繁体字＞ 
 

20 ┪硕氳伅䃷 
1901 䇗㛻仼儗䅒㎜ꣃ髭瑮 7 䅨㎯䐍儘䆔燯ꡕ舘伅䃷槅♒鵞䈴㒮꒰㏇ 20 ┪硕企僿

鶡⪌▽냖鵯氪㷤꣬夀ꤚ蜸鵞䶺蛓☕髭꣣⪌껻仼儗⺨㏑燯妩碑舘婰✿碑碑䤸⪌髭◄㓹
㏑氳㓹灅䋧錄♓⹗⺨ꯁ鿦㝄榣哆⽰僜ⳉ䄄獲煉 

☕⹾㘍術㵷舛⺨걊ꧏ姳熔仼沠㘍ꝏ于艅氳ꃫ鿰哆䟕鷠縡榟䡽舘 1920 䇗♏樧㏑
䄖䋧环▽㛻硝 15 㳄ꃫ鵳䊰✳榫㏇㏑牊吤氳牦眧ꃫ邯仼儗鿰岴鿰企僿髭◄㓹㏑氳
䋧錄䅸✿▽㛻ꄈ䤗諠㬹捙氳䄄箭⫋ⱶ┕伅䃷雧㳫氳儒免鞴嶏㳄邯鵳哆⺱嘚氪㷤鲇昄
䡗憡▽樧㏑┉㛻䶺刼榣哆1922 䇗伅䃷槅ⶍ碎憡伅䃷䄬䝬課鵿䫚⴯宿鷻典重宿㺢氳
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ꖺ饟私♓⹗適⤕氳䷓䈢嚂啶艃㱄劆璢⪞⪦僜ⳉ錄亩伅䃷䄬氪㷤䡗⴯宿鷻⴯鼨氳劭䑐嘒
硷仼廍竵唽 

瑮◅埡┪槡㛻䢇1939-1945㌅ꄆ䏆ꮷ▽鵞䈴㒮䄬광⿁擻鞴⽰⪭☾䑒ꧏ⿁齉⨤
⩝❠䟕䢇撏ꧏ姳䫚鵿┘亝氳䐹⪬♒鱖榹㜊⸼▽槀䓪ⳒⳂⱱ♓舛㰨㯹熔┘䐂┘┖㏑拨乣
獲擻榺亥酒车鿦礢⯆錊術㷉妩⺆䐂㏇狞㏑⽰⪞㎧遵牊蘧✿適⩙⹾砞氳┘餉 

1950 䇗♏仼儗䢇䏴䐞艅♒鱖榣⿁䋧疤免乣儒廚⽰㳄璢擻鞴氳ꧏ姳㛻㘍伅
䃷氳祺忳熔䐂♓괋鵯氪㷤㞞☬伅䃷佭⴯宿鷻☕⹾丨ꄈ瑮◅氳㒮䄬⥪埡亥꺙䈢儘䆔 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
 

20 世紀の旭川 
1901 年に札幌から大⽇本帝国陸軍第七師団が移転したことで、旭川の町は 20 世紀初頭に急

速に発展しました。約 1 万人の軍隊とともに、⽇本各地からの移住者たちが集まり、軍事基地のイン
フラ整備と支援産業、サービス業に従事しました。 

成⻑するコミュニティのニーズを満たすために、新興の酒造業が生まれ、1920 年代までには約 15
の蔵元が地元で栽培された米で酒造りを⾏うようになりました。家具製造業も、豊富な⽊材と当初は
軍を支援するためにやってきた熟練大工たちによって急速に拡大し、主要な産業となりました。旭川は
1922 年に市となり、北海道の⻄海岸と東海岸を結ぶ鉄道路線、政府機関、学校を擁する北海道
北部の中心地として繁栄しました。 

第二次世界大戦（1939-1945）は、食料、資材、その他の必需品の供出により、市に深刻な
影響を与えました。相次ぐ徴兵で男性たちは農場から離れ、子どもでさえも作物の世話をしなければ
なりませんでした。多くの住⺠は配給を補うため、空き地や公園で⾃家⽤の野菜を栽培しました。 

1950 年代の好景気は、⽇本の戦後復興のための農産物、建設資材、⽊材パルプ、家具に対す
る需要増加により、旭川の活性化に貢献しました。現在、旭川市は北海道庁所在地の札幌に次ぐ
北海道第二の人口を誇る都市となっています。  
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003-025 
一般社団法人大雪カムイミンタラ DMO 

【タイトル】 大雪⼭国⽴公園の動植物 
【想定媒体】 アプリ、QR コード 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

㛻ꦣ㸔彤环⪝㍩氳ⲁ吤擻 
㛻ꦣ㸔彤环⪝㍩佭仼儗僄㛻氳彤环⪝㍩╯┉奥羿鳀㼉յ溍斷鳀㼉յ㛻ꦣ㸔愂㸔紮⽰

⴮宿鷺氳僄냖㼉伅㺖2291 眦齉循⪭╈곽⩞熔╜ꡦ⚊Ⲅ几燢╯╙⚜烖崅╵╯
䉁ն 

⛼╙仼儗僄㛻氳舅抆⟊䥉奏㛻ꦣ㸔氳냖㸔妰⠯㰁罬▽╋棘㛢劫氳ⲁ擻⽰吤擻ն鲹ꄅ
榟Ꝛ浔 200 㛢熨냖㸔菋ⶏⴎ䦮ⶉ㹢嘮յ爦⩎鯲յ想蘦璡ն⪭╈阵㛢吤擻齉糙⺎耇全舅仼
儗儗㎻յ◘孙⴮鼨♔娴齔ꧬ埠⩡宿⽰氫初宿⼽鱦㏐奏ն循伅㺖氳◘냖㸔㏐䅠姨榟氳䈑
건◌允⽰䈑건因允竴葴䡗冷╙篍脃贝ꥋյ篍羈衹㶾뙶յ╰뚣璡槴뙣⽰⠯뙣䬠❠▽割䕜
㏐ն냖宿㏐奏氳蔈槁┕䡗撴㏐榟Ꝛ浔㎐⺗葺脹蘦յ紀翊㯹蔈璡吤擻紮蛽ꄌ⩞⚵璡鴠
䈒㳸因妰⠯氳贵█循⪭╈竴轧榟䕜ն 

糙◙ⲁ吤擻䄖循鲹ꄅ榟孨▽┼┒㛢䇗佭☳僄⺵┉埠⫼媞笑僿柳孨┖全氳擻熨ն黁笑
⠯宿䇖ꪫ奃朆循金⛦㛻篑 100 眦⴮宿鷺鵠鲋蛋⿊冷㹢䈑건㹢鲹夀ꡯ勰⽰埫◘㛻ꡯ
注鳀ն꣮浔妰峪⽰宿䇖ꪫ┕ⶍ鲹◙擻熨氳割䕜㏐峀峀籔㵸波舘鴚⮽▽几鴇粩舘氳냖㸔
┕ն鲹◙企僿㯻鸆擻熨╈ⴎ䦮┉熨냖㸔跔跙յ┉熨仰絸財赊⽰⩯䎬泘롔⩯熭㵸㑔》□ⲁ擻
豔㜑뙧⩯ն 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜繁体字＞ 
 

㛻ꦤ㸔㎜环⪞㎧氳Ⳃ吤擻 
㛻ꦤ㸔㎜环⪞㎧佭仼儗㛻氳㎜环⪞㎧╯┉겨⩞熕뜏ꡦ⚊ⲅ☕牒╯憡ր钦烖鷝嗞

╯䉁ցⶇⳐ鵿㼊溍斷鵿㼊㛻ꦤ㸔愃㸔紮⽰⴯宿鷻氳냖㼊伅㺖2291 ⪞㶹齉㏇
⪭煉 

鵞遵佭仼儗㛻氳舅抇⟋闀ⶆ㛻ꦤ㸔氳냖㸔姇⠰㰁罭▽雧㳫術嘚氳Ⳃ擻⽰吤擻⪞
㎧⪐榟ꝏ蜸 200 術牊냖㸔菌ⶏⴎ䦮ⶉ㼗垛爦⩬髪㔏蘧璢⪭煉錊術吤擻⺎耈✿舅仼
儗儗㎻◟孚⴯鼨♓⹗齔ꧭ埡⩡宿⽰氫♒宿⼾麕㏑ⶆ㏇伅㺖氳◟냖㸔㏑䅸⸊榟氳飪
ꮻꦴ允⽰飪ꮻ⬊允竵葵䡗冷憡硟脄愍ꥋ硟耖誻㶾뒘懃떊璢槴둊⽰⠰둊䬠❠▽只䕜
㏑냖宿䦍㏑ⶆ氳蔉㏑┕䡗撵㏑榟ꝏ蜸㎨蜘葻脺蘧紀녇㯹蔉璢吤擻紮蛾ꄌ⩞病赳璢鸸
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䟕㳸⬊姇⠰氳赳贵熔㏇塞竵轧榟䕜 
┉◚Ⳃ吤擻䄖祺㏇鵞遵榟孨▽⪔蛓術䇗佭䐍䏴┉埡⫼媞侈僿㰇孨┖✿氳擻牊樧

侈氳宿頰ꪫ奄杯㏇釒⛧㛻硝 100 ⪞㶹詫置冷㼗飪ꮻ㼗麅佭鵿䫚⴯宿鷻⽰堷◟㛻ꣃ氳
ꣃ噛ꤚ蜸姇嶾⽰宿頰ꪫ┕ⶍ鵞◚擻牊氳只䕜㏑熔鵅廍立㵸鴛⮽▽☕饊粪舘氳냖㸔
┕鵞◚企僿㯻鹨擻牊煉麅ⴎ䦮┉牊냖㸔跕跚┉牊扝絹財赊⽰⩯䎬泘롕⩯熭㵸㑔》□Ⳃ
擻趻㜑둜⩯ 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
 

⼤雪⼭国⽴公園の動植物 
大雪⼭国⽴公園は⽇本最大級の国⽴公園であり、アイヌの人々に「カムイミンタラー神々の遊ぶ

庭」と称されるほど美しい場所です。⼗勝連峰、石狩連峰、大雪火⼭群を含み、北海道最高峰の旭
岳（2,291m）を有しています。 

⽇本最大の天然保護区域である大雪⼭の高⼭気候は多様な動植物を育んでいます。チシマザク
ラ、チングルマ、スミレなど、200 種以上の高⼭植物が生息しています。これらの植物種の多くは、北ア
ジア、オホーツク海やベーリング海周辺の地域、そして⽇本の本⼟から移動してきたと考えられていま
す。旭岳の亜高⼭帯には、アカエゾマツやトドマツの原生林が茂っています。この生息地では、ウソ、ル
リビタキ、サメビタキなどの留⿃や渡り⿃が生息しています。標高の高い草地にはモウセンゴケやワタスゲ
の群落があり、エゾトンボなどの寒冷地のトンボも生息しています。 

2 万年以上前の最後の氷河期から生き残っている動植物もいます。当時の海面は現在より約
100 メートル低く、北海道はサハリン島を通じてユーラシア大陸と地続きでした。気温と海面が上昇す
るにつれ、これらの種の生息地は⼭岳地帯の孤⽴した地域に限定されるようになりました。これらの遺
存種には、高⼭蝶の一種、⽻のないバッタの一種、ウサギ科の小型哺乳類であるエゾナキウサギなど
がいます。 
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003-026 
一般社団法人大雪カムイミンタラ DMO 

【タイトル】 旭川の冬を生き抜く 
【想定媒体】 アプリ、QR コード 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

伅䃷氳⫸㰚榟柳╯鷺 
伅䃷㏐奏⛤◇⴮宿鷺╈鼨⫸㰚庵Ꝛ縡┽ꀾ꡹ꦣꄈ㛻妰峪⺎♔⛦舘ꦻ┖ 20 䯷妤

䈲ն㶽留㞝塝❤抆糙阵㛢ⲁ吤擻循鲹ꄅ䤓⮽▽舅洄氳榟柳╯鷺夷┉擻熨齉糙┘⺱氳瓀
樋⽰鴠䈒儬⯆ն 

䈑건◌允⽰䈑건因允璡Ꙟ⺗剨熨氳篱ꝚꙞ敯⺗撴耇拒⬵㵽蠕脍⛼榫䅬Ⲃ框♜鹵⩦循
㳸因氳㛿妰ꄅ䩣㜊鲋㛢懷ꄈ⽰姢⮇ն仼儗鰨㜑յ姢咱ꮠ⺱榺յ◑鉉喴⽰仼儗翊劾
璡儗㏐奏姨榟蛽⺗剨⮟❤ꪣ⚔洤全䥠䐒㳸因框♜蛽⸼剨⺗䇜☳冿䇕╈⻹⹧姢⮇♔塝ꡕ
塛姢⮇孲㜊⤴蠸⪴⮇⟊䥉槴柳循篱冿┕氳更菧┘⹨ꨋ⬑南㲺ն縡更菧儗骱氳㛚㷄菧둃
⽰篽奓█耇鲽┉塠䅬Ⲃ更菧䥠䐒⛦峪ն 

豔㜑뛉璡ⲁ擻ꪣ괐榫蛽⺗儒氳剨汷յ篱冿⽰更菧全䈲鲋㳸⫸ն豔㜑ꦣ⩯█♔篱更剨冿
╙괐㵒◇骱䥑ꦣ氫⫸奓氳框♜全陱蓆蓆氫ꦣ㶩佭僄㞑氳䫡䥉ն 

糙氳ⲁ擻循⫸㛿ꄅ❤抆孨ⲁ█糙┉◙骿循峪倉氳䄀狍╈⫸洤ն豔㜑籊剴롔循叜冷ꄅ
䣒嬼璵䄀榫嚆㯹ꛐ䈃蛽⺗䎎逈赫傪浔骱⛮涉鲋丞╄⫸㛿ն框♜鲸⚢榫䧳嬼
笑皮⭴氳嫫㎻㵟⛩⪍⹾⟊䥉舅洄┘⹨旯괐縖南䣼ն⫸洤僿ꠑ豔㜑籊剴롔⚢꡹⛦亍ꡱ创
隟曎㵨⛮峪☳ 37 䯷妤䈲䄅⺓꡹⮽ 8 䯷妤䈲⽛⻹겐曎⬵簾⮽夷 20 熯┉埠ն 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜繁体字＞ 
 

伅䃷氳⫸㰛榟㰇╯鷻 
伅䃷㏑ⶆ⛤亥⴯宿鷻煉鼨⫸㰛庶ꝏ縡㌅ꀿ꡺ꦤꄈ㛻姇嶾⺎♓⛧舘䶕妤ꦼ┖ 20

食⨅畚㞞塞❤抇僘錊術Ⳃ吤擻㏇鵞遵䤓⮽▽舅䄕氳榟㰇╯鷻⺨舅氪㷤示┘⺱氳瓁樋
⽰鸸䟕嚂⯆ 

飪ꮻꦴ允⽰飪ꮻ⬊允璢ꄡ蜘嘻牊氳碸ꝏꄡ敻蜘撵耈衣峎㵽蠖꾛獲榫䇆Ⲃ㱚⠟鹶⩦㏇
㳸⬊氳㛿姇遵䮇㜊鷪術掄ꄈ⽰姢⮈仼儗鰨㜑姢咲ꮠ⺱ր榺ց◑鉈喴⽰仼儗翋劾
璢樧㏑⸊榟蛾蜘嘻⯞❤ꪤ⚔洤✿䥡煞㳸⬊㱚⠟蛾⸼嘻蜘┾䐍冿䇡煉㍑䷅姢⮈♓塞ꡕ塛
姢⮈孳㜊⨶蠹굼⮈⟋闀槴㰇㏇碸冿┕氳㬋菨┘⹨ꨌ⬲㲻縡㬋菨儗骰氳㛛㷻菨뎝⽰
礦奓熔耈鶡┉塠䇆Ⲃ㬋菨䥡煞⛧嶾 
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趻㜑뛊璢Ⳃ擻╚釒ꪤ광榫蛾蜘儒氳嘻汷碸冿⽰㬋菨✿食鷪㳸⫸趻㜑ꦤ⩯熔♓碸㬋
嘻冿憡광㵴亥骰䥑ꦤ氫⫸奓氳擯⠟✿鐁蓇蓇氫ꦤ㶩佭㞒氳䫢闀 

僘氳Ⳃ擻㏇⫸㛿遵❤抇孨Ⳃ熔僘┉◚髀㏇嶾倉氳䄀狎煉⫸洤趻㜑窥創롕㏇叝冷遵
䣒嬼疤䄀榫嚇㯹ꌤր䈃ց蛾蜘樧ր逈ց赫傪蜸骰냉涊鷪丞⠕⫸㛿擯⠟麅働榫䧴嬼
侈䪲示氳嫬㎻㵟⛩⪌⹾⟋闀舅䄕┘⹨暨광縖䵑⫸洤僿ꝴ趻㜑窥創롕働꡺⛧于ꢷ♏
销曎⽛갓曎峎稸⮽夷 20 熯┉埡냉嶾熔䐍䶕妤 37 食䄅⺓꡺⮽䶕妤 8 食 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
 

旭川の冬を生き抜く 
北海道中央部の旭川地⽅の冬は⻑く厳しく、大雪や氷点下 20 度にも達する寒さに⾒舞われま

す。このような条件にもかかわらず、多くの動植物はそれぞれ異なる仕組みや戦術で生き延びるために
適応しています。 

アカエゾマツやトドマツなどの針葉樹は、蒸散を抑える細い針状の葉を持ち、寒冷時でも熱と水分の
損失を防ぐことができます。この地域原産の落葉樹には、キタコブシ、ナラ、イタヤカエデ、オニグルミなど
があります。これらの樹⽊は休眠状態になって葉を落とし、枝から水分を引き上げることで寒さに耐えま
す。これにより水分の損失を防ぎ、栄養を蓄え、小枝に残った芽を霜害から守ります。さらに鱗⽚や毛
に覆われた外皮が断熱し、寒さから芽を保護します。 

エゾシカなどの動物は、冬の間の栄養源として落葉樹の樹皮や小枝、芽を利⽤します。エゾユキウ
サギも小枝を探して食べ、白い冬毛で雪に紛れています。 

冬の間も活動を続ける種もいれば、温かい巣穴で冬眠する動物もいます。エゾシマリスは森の中に
巣穴を掘り、ドングリの寝床で体を丸め、落ち葉にくるまって冬を過ごします。掘った⼟で入口の通路を
埋め、捕食者から身を守ります。冬眠中のエゾシマリスは代謝が低下し、体温は約 37 度から 8 度ま
で下がります。呼吸は 20 秒に 1 回のペースまで遅くなります。 
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003-027 
一般社団法人大雪カムイミンタラ DMO 

【タイトル】 旭川と上川盆地の地質 
【想定媒体】 アプリ、QR コード 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

伅䃷⽰┕䃷沘㏐氳㏐顏攑䏣 
┕䃷沘㏐⛤㚲烖㷉⹿弩⹩顏䅠⽰⚊┱篞俋䅠(Idonnappu zone)氳紮㸔╯ꠑ㏿蛽循┉

撴㛻篑◇ 5 ⶉ┒⮽ 1 ☛ 5 ⶉ┒䇗⯥䎬䡗氳㓹㹿┕ն╯⺵氳愂㸔ㅂ⹠㖆鵲▽㛻ꦣ㸔㞝☫氳㏐
靏沘㏐鼨⮇奏㓊逈㖵䇖䎬䡗▽☫仼伅䃷䢦循氳䇯꠱䇖姨ն 
 
┕䃷沘㏐氳㓹㹿 

鲾⹿笑僿㛻嬤冏㐉⟦⫿眠⪍埫◘冏㐉┖亡┕䃷沘㏐氳㓹㹿榺塝䎬䡗ն꣮浔冏㐉┖
婡鼨⮇婡燠擻⽰㹿溍逈䅠⪍㏐抄岑㚲循䍠㛻氳始ⱱ⛼榫┖鯸⹩╙⹩顏㹿ն⺁┉◙婡燠
擻⽰㹿溍⮟循㛻ꡯ冏㐉鱦籃㔎燠颯全䎬䡗㘍榟咖篾冘ն塜佭鲹◙㹿溍㔎燠擻⮇⮷鵲㶩
▽㞝☫氳烖㷉⹿弩⹩顏䅠⽰⚊┱篞俋䅠氳紮㸔ն 
 
⴮宿鷺⽰┕䃷沘㏐氳䎬䡗 

ⴎ䦮⴮宿鷺循⫂氳仼儗⮜㹢⺨㹢㸯齉䎬䡗◇㛻篑 1500 ┒䇗⯥ն䎎笑冏㐉鲡ⲁ㵗舚
◘孙㛻ꡯ氳┉鼨⮇☳╚冏㐉聰蛽◇佭⭴朆▽仼儗宿ն꣮浔宿ꪫ┘亇䣲㛻聰蛽氳㹢㸯⺸
┱燰ⲁ沘㏐㓹㹿⹨⮽䨄始䥓ⶍ舘嬤ꪫ♔┕䇜鵄塠䎬䡗紮㸔縡㸔ꠑ氳⛦孩㚲➘佭㞝☫
氳┕䃷沘㏐ն 
 
愂㸔孨ⲁ 

循 1500 ┒䇗⯥⮽ 260 ┒䇗⯥╯ꠑ愂㸔孨ⲁ塑Ⰾ沘㏐⼽㍴⭴朆▽㛢䈴愂㸔☫㛿
氳眦깰㸔⽰伅㸔㶩循⪭╈ն循 260 ┒䇗⯥舘 80 ┒䇗⯥╯ꠑ愂㸔㛻鈺嘗ㅂ⹠沘㏐鼨⮇
奏㓊逈愂㸔潨孲㖵䇖ն꣮⺵㛻ꦣ㸔愂㸔紮鵄峀䡗䎬宿 2291 眦氳伅㺖䡗╙▽僄냖
㼉ն伅㺖舘☫☱佭孨愂㸔僄鲤┉埠ㅂ⹠⭴朆循 18 ┪篕╈⺗ն 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜繁体字＞ 
 

伅䃷⽰┕䃷沙㏑氳㏑韭攒䐹 
┕䃷沙㏑⛤谊烖㷉結弩闭韭䅸⽰⚊典硱俋䅸Idonnappu zone氳紮㸔╯ꝴ㏿蛾
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㏇㛻硝亥 5 ⶉ蛓⮽ 1 眠 5 ⶉ蛓䇗私䎬䡗氳㓹㹿┕ꤚ䏴氳愃㸔㊑氪㖇鵳▽㛻ꦤ㸔☬㛿氳㏑
靏沙㏑鼨⮈ⶆ㓊逈㖵頰䎬䡗▽☬仼伅䃷䢦㏇氳䊸꟏頰⸊ 
 
┕䃷沙㏑氳㓹㹿 

鸞結侈僿㛻嬤冎㕶⟦轿䬥⪌堷◟冎㕶┖亡榺塞䎬䡗氳➘佭┕䃷沙㏑氳㓹㹿ꤚ蜸
冎㕶┖婢鼨⮈婢犉擻⽰㹿溍逈䅸⪌㏑夏岒谊㏇䍛㛻氳㙪ⱱ獲榫┖鮺闭憡闭韭㹿⺁┉
◚婢犉擻⽰㹿溍⯞㏇㛻ꣃ冎㕶麕稫㔎犉✿䎬䡗㘍榟咗磶啶㞞☬氳烖㷉結弩闭韭䅸⽰
⚊典硱俋䅸氳紮㸔塜佭鵞◚㹿溍㔎犉擻鵳㶩氳 
 
⴯宿鷻⽰┕䃷沙㏑氳䎬䡗 

㛻硝 1500 蛓䇗私ⴎ䦮⴯宿鷻㏇⪐氳仼儗⮛㼗⺨㼗䂹䡗䎬樧侈冎㕶鷠Ⳃ㵷舛◟
孚㛻ꣃ氳┉鼨⮈䐍╚冎㕶聣蛾䎬䡗▽仼儗宿ꤚ蜸宿ꪫ┘亝䴹㛻聣蛾氳㼗䂹⺸典燯
Ⳃ沙㏑㓹㹿⹨⮽䴎㙪䥓ⶍ舘宿頰ꪫ♓┕┾鵅塠䎬䡗紮㸔縡㸔ꝴ氳⛧獒谊➘佭☬㛿氳
┕䃷沙㏑ 
 
愃㸔孨Ⳃ 

㏇ 1500 蛓䇗私⮽ 260 蛓䇗私╯ꝴ愃㸔孨Ⳃⱶⱉ沙㏑⼾㎠示杯▽術䈴愃㸔⪭煉
㶩ⴎ䦮☬㛿氳眧괺㸔⽰伅㸔愃㸔㏇ 260 蛓䇗私舘 80 蛓䇗私╯ꝴ㛻釨嘘㊑氪沙㏑鼨⮈
ⶆ㓊逈愃㸔潨㷞孳㖵頰ꤚ䏴㛻ꦤ㸔愃㸔紮鵅廍䡗䎬宿䦍 2291 ⪞㶹氳伅㺖䡗憡▽
냖㼊伅㺖舘☬☱佭孨愃㸔鲥┉埡㊑氪示杯㏇ 18 ┪硕煉蜘 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
 

旭川と上川盆地の地質 
上川盆地は、約 1 億 5 千万年前から 5 千万年前の岩盤の上、神居古潭変成帯とイドンナップ

帯の⼭々の間に形成されました。その後の火⼭噴火によって大雪⼭の地形が形成され、盆地の一部
が埋まり、旭川のある広い平野が形成されました。 
 
上川盆地の岩盤 

盆地の岩盤は、太古の海洋プレートがユーラシアプレートの下に沈み込んだときに形成されました。
プレートが下降するにつれて、堆積物や岩石の一部は地殻の奥深くに運ばれ、そこで強い圧⼒によっ
て変成岩に変化しました。他の堆積物や岩石は大陸プレートの端に集積し、付加体を形成しました。
これらの岩石の集積が、それぞれ神居古潭変成帯とイドンナップ帯の⼭々になりました。 
 
北海道と上川盆地の形成 
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北海道を含む⽇本列島の島々は、およそ1,500万年前にプレート運動によってアジア大陸の一部
が分離し、⽇本海が形成・拡大されたことで誕生しました。海が拡大するにつれて、分離した島々は
東に移動し、盆地の岩盤は海面上に押し出され⼭々になりました。上川盆地は、その結果できた⼭
地の間の窪地として形成されました。 
 
火⼭活動 

1,500 万年前から 260 万年前にかけて火⼭活動が活発化し、米飯⼭や旭⼭など盆地周辺にい
くつかの火⼭が形成されました。その後、大規模な噴火が続き、260 万年前から 80 万年前にかけて
火砕流が盆地を部分的に埋めていきました。後に、大雪⼭火⼭群が形成されましたが、その最高峰
が旭岳（2,291m）です。旭岳の火⼭活動は現在も続いており、最後の噴火は 18 世紀半ばでし
た。  
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一般社団法人大雪カムイミンタラ DMO 

【タイトル】 アイヌ文化における植物 
【想定媒体】 アプリ、QR コード 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

ꡦ⚊Ⲅ乄⴬╈氳吤擻 
舅⹿♔全ꡦ⚊Ⲅ几㶩䟆䐂☳吤擻╈藜⹧괐擻յ蕇免յ䄭乢♔娴⪭☽⺨熨䣆䄄⯆⿁䢦

꧎氳㛿抆吤擻篏簟ն㞝☫几♜鲸循⚩簊兎䇹ꡦ⚊Ⲅ乄⴬╯叜٬⚩䤕兎蛽⼽鱦熨吤鲹
◙ꡦ⚊Ⲅ乄⴬╈舘⪩ꄆ金氳吤擻同塝⚩䤕ꡦ⚊Ⲅ氳湳陃┚곽⟂▊䘱ն 
 
⺎ꃾ꥘氳吤擻 

ꡦ⚊Ⲅ几⚢熨吤睽眦⽰爠㯹璡隵擻⛙仼浪榟孨╈榫⮽氳阵㛢吤擻齉ꃾ舅嵸㏐⽰叜
冷ն 
 
㛻╰䄘氬⺭ 

㛻╰䄘氬⺭ⷊ仼儗㛻氬⺭榟Ꝛ◇嵸㏐⽰媞㺢㏐䅠ն框♜糙浔㳑㛻氳簪荈⺗撴⺎♔
Ꝛ⮽ 1 眦냖նꡦ⚊Ⲅ几循㛉㛿ꃾ䷅氬⺭杷蒏鲹◙杷蒏棘⻡蛈⪴┦㚷蕇榫刻⡬ն几♜㵨
杷蒏䩧潨寁⪍姢╈帱⭴⪭╈氳尰睖顏依䇕⺵㶩⺎♔⢢䡗眷⛎瞋氳괐擻ն塝㛚ꡦ⚊Ⲅ
几█榫鲹熨尰睖媪橚羋櫖նⰑ┖氳吤擻篏簟篺⹠ꀹյ䇕揳⺵⯆䡗깿敯⺎♔塑⪍娧䡝慛蘦
╈괐榫ն 
 
碭蝁 

熤㛿ꡦ⚊Ⲅ几⚢ꃾ䰕碭蝁氳孹冽鲹佭┉熨ꄇ榟蝐蚆冽㲓⺎♔괐榫ն縡刎ꮏ氳碭
蝁諱⮟佭籁⯆簞碠氳杼䘶免乢ꡦ⚊Ⲅ捞几浪浪㵨框♜籁䡗⹾近⽰ꫤ㷽璡擻⿁ն 
 
⪭☽⺎괐榫氳ꄇ榟吤擻 

ꡦ⚊Ⲅ几▊䘱◇循企佡笑荣ꃾ䰕贑习蘦氳蒏⽰菋յ蒗蝽蒗ꮠ⺱ꠞ氳蒏⺗յ
䋯碭菋氳碭想㐉蒏璡循㛉յ熤┼㰚ꃾ䰕孹冽⽰姢冽ⴎ䦮ꄇ榟蝐蚆յ蔈薔♔娴⽰衹薔
䏭注⛎氳衹ꪕ冽䑜⫸璡ն塝㛚☽♜█⚢㵖鈻嚆㯹⽰剴㯹拵转⺵괐榫ն 
 
䄄荔榫吤擻 

┉◙吤擻氳⺗撴յ篏簟䡝剨汷奥⮇刎ꮏ⺎♔榫全⯆⛼辊僜յ㒀㯹⽰ⴎ近璡擻⿁ն 
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㳑⺗꺜蠉 

㳑⺗꺜蠉佭┉熨嵸㏐吤擻⭾敯氳⺗撴Ꝛ䈲⺎鱳 2 眦䄅⺓ն几♜循♧㛉笑荣䷅基꺜
蠉⺗幩嬲⺵俥依丘⼽ն╙ꡕ⺗撴滭䩣塑䄄⯥金⫋埠⪍姢ꄅ抆⺵┚女┱呟氳⫂㷄ꮏ
汷┉⺱籁篲䡗仼榫䡝♙䌋╈✳榫氳㒀㯹ն糙氳♙䌋榫㒀㯹ꄅ鲸⚢榫刌鲋荈氳佡哴ꮏ汷篏簟
籁篲㎂终ն 
 
佡哴 

佡哴氳ꮏ汷佭篲鵲篥篲⿁氳ꄆ金姨乢նꡦ⚊Ⲅ几Ⰼ┖剨汷⩝循姢╈鯻⴬⫂㷄ꮏ汷
抆⺵㵨框♜科循㜁ꡖ┖倽依幩氫⫋䱿䡗篱Ꝛ氳篏簟⺵䮒䪏䡗篪ն鲹熨篪⺎榫◇篲鵲逈燢
╙ꡦ㎂重(attus)氳䄭乢˒˒䄭乢氳⺳柱█䧗创ꡦ⚊Ⲅ几狪浔氳⚩簊波迠返㯹█燢╙
剨汷辊ն仼浪狪浔氳ꡦ㎂重顏儣仰女⛙♙䌋僜逸⮟┘⺱⚢榫岑衹荈⽰랫荈厚䄭
䧈顛⭴逸깳䓪氳㎂终ն 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜繁体字＞ 
 

ꡦ⚊ⲅ乄ⴭ煉氳吤擻 
ꡦ⚊ⲅ☕舅結♓✿㶩鵂鷪吤擻暢⹦광擻諵免稶笞⿁♓⹗⪭☾䣆䄄邯⿁䢦ꧏ氳㛿抇

吤擻箴禵☬㛿☕⠟㏇⥉礶纻蛾րꡦ⚊ⲅ乄ⴭ╯叝٬⥉䤖兎蛾ց⼾麕牊吤鵞◚ꡦ⚊ⲅ乄
ⴭ煉舘꟯ꄆ釒氳吤擻♓塞⥉䤖ꡦ⚊ⲅ氳湳閂艃겨⟂綗䜉 
 
⺎䫑꥙氳吤擻 

ꡦ⚊ⲅ☕働牊吤睾眧⽰爠㯹璢牰擻⛙㏇仼䅻榟孨煉榫⮽氳錊術吤擻齉䫑舅忣㏑⽰叝
冷 
 
㛻懃䄘氬⺭ 

㛻懃䄘氬⺭ⷊ仼儗㛻氬⺭榟ꝏ亥忣㏑⽰媞㺢㏑䅸僘蜸㴸㛻氳禙荈蜘撵⺎♓ꝏ⮽
1 ⪞㶹냖㛻懃䄘氬⺭氳杷薜㳫⻢揩굼┦⤕諵榫⧎用ꡦ⚊ⲅ☕㏇㛊㛿䫑䷅氬⺭杷薜
㵫㱚䮛潨⪌姢煉怬示⪭煉氳徢睗韭傠▯䏴㶩⺎♓⢢䡗걊⛍瞌氳광擻䡝榫✿媪段羌
櫖縡Ⱂ┖氳吤擻箴禵祺氪ꀺ▯援邯䡗굮敻䏴⺎♓ⱶ⪌嵡䡝掻蘧煉광榫 
 
碮蝂 

ꡦ⚊ⲅ☕㏇熥㛿䫑䰕碮蝂氳廚冽鵞佭┉牊ꄇ榟蝑蚇冽酒⺎♓광榫ꢝ塞♓㛛碮
蝂諲ⶇ⮈刏꭛佭稶邯筏碠氳杼䘶免乣ꡦ⚊ⲅ㝷☕䅻䅻㵫㱚⠟稶䡗⹾近⽰ꫤ㷾璢擻⿁ 
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⪭☾⺎광榫氳ꄇ榟吤擻 

企佡侈疒ꡦ⚊ⲅ☕働䫑䰕贑녺蘧氳薜⽰菌蒘褪蒘ꮠ⺱րꞎց氳薜蜘ꝧ碮
菌氳碮㔏杷薜璢㛊熥⪔㰛⯞䫑䰕廚冽⽰姢冽ⴎ䦮ꄇ榟蝑蚇蔉薕♓⹗⽰誻薕䏭注
⛍氳誻ꪖ冽䑝⫸璢塞㛛☾⠟熔働釮嚇㯹⽰創㯹䤧㱚⠟拵捙䏴광榫 
 
䄄諠榫吤擻 

┉◚吤擻氳蜘撵箴禵䡝嘻汷韭㏑刏꭛⺎♓榫✿邯獲辊僜㗭㯹⽰ⴎ近璢擻⿁ 
 
㴸蜘꺝蠊 

忣㏑吤擻㴸蜘꺝蠊⭾⮃敻氳蜘撵ꝏ食⺎鷾 2 ⪞㶹䄅⺓☕⠟㏇♧㛊侈疒䷅Ⱒ꺝蠊蜘
幪嬲䏴俥傠丨佔僿憡ꡕ塛蜘撵滭䮇ⱶ䄄私⫋㵫㱚⠟鶡姢遵抇䏴榫虓典呟氳⪐㷻꭛
汷┉⺱稶笞䡗仼榫䡝⧘䌋煉✳榫氳㗭㯹僘氳⧘䌋榫㗭㯹遵麅働榫刍鷪荈氳佡哵꭛汷箴禵
稶笞㎬勇 
 
佡哵 

佡哵氳꭛汷佭笞鵳碞笞⿁氳ꄆ釒⸊乣ꡦ⚊ⲅ☕Ⰰ┖嘻汷㏇姢煉鬂ⴭ⪐㷻꭛汷
抇䏴㵫㱚⠟䷒㏇㜁꣊┖倽傠幪氫⫋䱿䡗碸ꝏ氳箴禵䏴䮑䪐䡗稘鵞牊稘⺎榫亥稶笞逈牒
憡րꡦ㎬重ցattus氳䄭乣䄭乣氳經㰅熔♏䧘ꡦ⚊ⲅ☕狫蜸氳⥉礶波迠返㯹⺁牒
憡ր嘻汷辊ց仼䅻狫蜸氳ꡦ㎬重韭嘺扝虓⧘䌋僜遫⯞┘⺱働榫岒誻荈⽰랫荈厚䄭
䧈鞟示遫굟䓪氳㎬勇 

 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
 

アイヌ文化における植物 
植物は古くから食料、薬、織物やその他の工芸品のための天然繊維として使われていました。現

在、アイヌ文化において重要な役割を果たした植物は、「アイヌ文化の森 伝承のコタン」の伝統的な
集落（コタン）周辺で栽培されており、アイヌの知識と慣習を伝える手段となっています。 
 
採取された植物 

⽇常生活で使⽤される植物は湿地や森から採取されていましたが、アイヌはアワやヒエなどの穀物も
栽培していました。 
 
オオウバユリ 

オオウバユリは湿地や川岸に生育します。幅広い緑の葉を持ち、高さは 1 メートルに達することがあ
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ります。球根は夏に収穫され、栄養価と薬効が高く評価されていました。これらは潰されて水に浸さ
れ、でんぷんを抽出した後、乾燥させてお粥のような料理を作るのに使われていました。このでんぷんは
胃痛の治療にも使⽤されていました。残った繊維は発酵させて円盤状に乾燥させ、スープや煮込み料
理に加えられていました。 
 
ヤマブドウ 

野生ブドウであるヤマブドウの実は食⽤でき、秋に収穫されました。蔓は柔軟で丈夫なため、ロープ
の材料として理想的でした。アイヌの⼥性たちは通常、この蔓から袋や履物などを編んでいました。 
 
その他の食用の野生植物 

アイヌは伝統的に、早春にフキの茎と花、ギョウジャニンニクの葉と茎、紫の花を咲かせるエゾエンゴサ
クの球根を収穫していました。夏から秋にかけては、野生のブドウ、イチゴ、ブルーベリーに似たハスカップ
などの実や果物を集めました。また、クリやドングリも採取して煮ていました。 
 
工芸⽤の植物 

植物の中には、⾐服、敷物、バッグなどを作るのに適した、柔軟で丈夫な葉や繊維、樹皮を持つも
のもあります。 
 
ガマ 

湿地で生育するガマの刃のような形をした葉は、約 2 メートルの⻑さまで成⻑します。真夏に採集し
たその葉を、洗って数週間乾燥させます。破れるのを防ぐために水に浸した後、シナノキの内皮繊維
（靭皮）とともに織り、普段使いや儀式⽤の敷物が作られていました。儀式⽤の敷物には、模様を
作るために染⾊したハルニレの内皮を織り込んだものもありました。 
 
ハルニレ 

ハルニレの靭皮は織物を作る上で⽋かせない材料でした。アイヌは樹皮をはぎ取り内皮繊維を水
中で柔らかくしてから、⽇光で漂白しました。その後細い繊維に分け、撚って糸にしました。この糸は「ア
ットゥシ」と呼ばれる布を織るのに使⽤されました。この布の名前は、アイヌが着⽤した伝統的な直線的
な袖の⾐服「樹皮⾐」も指します。⽇常着⽤のアットゥシにはあまり装飾はなく、儀式⽤のアットゥシに
は紺と⿊の⽊綿の切り布で模様が施されていました。 
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003-029 

一般社団法人大雪カムイミンタラ DMO 
【タイトル】 アイヌの工芸 
【想定媒体】 アプリ、QR コード 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

ꡦ⚊Ⲅ氳䣆䄄荔 
ꡦ⚊Ⲅ氳䣆䄄荔⛮朆▽┉熨┚㛻舅抆岑⮊冶踅氳┪槡鈸ն夷┉Ꙟ┉篪յ夷┉╄篤劫⽰

㎂终齉循辑鱳㵒舅抆┪槡氳烖愓⶯牻⚊kamuy氳㼶丒նꡦ⚊Ⲅ几注⟔┒擻╯
╈氶糙⶯牻⚊ն 

循ꡦ⚊Ⲅ氳⚩簊ꄅ捞䓪顆顊篥篲籈篖槀䓪顆顊⯆⛼䄄⽰擻ն☽♜█⚢鵠鲋冶
佄顔入厚䄭全籈⯆辊僜⛙鵠浪齉佭✳榫佡哴璡剨儒⫂㷄篏簟䬖䮒䡗氳篪全篲䄭ն鲹熨篲
擻⺳⺈ꡦ㎂重(attus)篾㲓縨榫նꡦ⚊Ⲅ氳辊擻逸깳㛢ꃾ榫㛄儷氳顛菋⽰⯌簎ն循籈
⯆⽰逸깳辊擻氳鲋爊╈捞几⚢炭焁⶯牻⚊⟊䥉狪浔縖ն僜깳篤劫㛢☳舅抆╈娼⹧愓䚊
䎬䒳㍕㳄仍縡䋳⹒꣮浔┉创创几氳㦨㣋┘亇庌⴬头☆㵨篤劫⚩簄捞⩎捞⩎⭴㪦⺵
⚢㵨创辑舅洄亍㳄䉁氳㎂䎬踅⪍⪭╈䎬䡗亍氳篤劫ն 

ꡦ⚊Ⲅ槀䓪⮟金㰣▊儒ꥵ⯆⛼⭾յ畫儼յ懢蔈沬璡仼浪榫♔娴⚊篞╰
inaw榫⭾㵨儒乢辑ꪫ⯡⭴㛢兣篱Ꝛ氳訅撴⫋塑䄄䡗瘯敯氳擻⿁յ⚊䈑䅅萁
⚊ikupasuy丒烖笑✳榫氳篱Ꝛ儒冏█⺈䩯鿯璡♙䌋榫⿁ն냖飃氳䣆荔佭
䡗╙┉兎꺙겅氳䑒㚷兣♭╯┉㍕╙ꡦ⚊Ⲅ几注⟔✳榫瞿紇氳䄄糙Ⲃ◇斷旯䡗Ⱶն 

19 ┪篕侪僿꣮浔焔旯յ焔峄初검䄭ꡦ⚊Ⲅ几⚩簊氳榟孨亡䌋ꥈ♔╙簒ն几♜䋯㡏
⯆⛼䄄յ㳋յ甁㯹璡仼浪榫⿁全䩦⹧䷅⪍ն瑭◅埠┪槡㛻䡟(1939-1945)篾兠⺵亹
崅┯䏭䒍⪪颯伅䃷氳ꡦ⚊Ⲅ几鵄峀㵨塑䄄ꄆ䑐鯸⺸▽寕顠꧎姳粮塑伕沸氳儒ꥵ曻⣒⽰挫
䎬ꥵ⥽ն 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜繁体字＞ 
 

ꡦ⚊ⲅ氳䣆䄄諠 
ꡦ⚊ⲅ氳䣆䄄諠㷤杯示┉牊艃舅抇秵㳢◬踅氳┪槡鈶夷┉ꄡ夷┉稘夷⠕硭嘚艃

㎬勇齉⥉鷾▽㵴舅抇蛓擻艃烖ꩯր⶯牻⚊ցkamuy氳专䙬ꡦ⚊ⲅ☕注瑪蛓擻╯
煉氷僘⶯牻⚊ 

❤拨ꡦ⚊ⲅ氳⥉礶㝷䓪靷鞊碞笞⽰竄邯槀䓪靷鞊邯獲䄄⽰㉻擻ꥹ抇☾⠟働鵂
鷪◬佄頇鞙厚䄭✿竄邯辊僜⛙鵡䅻齉榫嘻汷箴禵䬗䮑䡗氳稘✿笞䄭鵞牊㔌꭛縨榫氳笞
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擻經⺈րꡦ㎬重ցattus♓佡哵璢嘻儒氳⪐㷻꭛汷箴禵憡⸊免乣ꡦ⚊ⲅ氳辊擻遫
굟術䫑榫郀ꦉ氳鞟菌⽰⯌笽㏇竄邯⽰遫굟辊擻氳鷪煉㝷䓪働炭姳⶯牻⚊䇾⛫狫蜸縖
頰㱨䐍舅抇煉娻⹦ꩯ龍氳硭嘚働㍕憡㳄从縡┘⺱┦头㝷注⥉⹒鵡鷪㦩㣌┘亝庌闭
㝷⩬示㪧䏴働㵫♏辑舅䄕于㳄䉁氳㎬䎬踅⪌⪭煉䎬䡗于氳硭嘚 

ꡦ⚊ⲅ槀䓪働穓綗儒ꥶ邯獲⭾꫹畬儼拇蔉沬璢仼䅻榫♓⹗ր⚊硱懃ց
inaw榫⭾㵫儒免辑ꪫ⯢示術半碸ꝏ訆撵⫋ⱶ䄄䡗瘰敻氳擻⿁ր⚊飪䅅譍⚊ց
ikupasuy专烖侈✳榫氳碸ꝏ儒冎熔⺈ր䩯鿰ց璢⧘䌋榫⿁냖飃氳䄄諠䤗轱催
佭䡗憡鼨蛾꺙ꯝ氳半♭╯┉㍕憡ꡦ⚊ⲅ☕岒瑪矀穢氳䄄耈䅸✿䡗Ⱶ氳斷暨 

⮽▽ 19 ┪硕侪僿ꤚ蜸焕暨焕幨♒ꯓ䄭ꡦ⚊ⲅ☕⥉礶氳榟孨亡䌋鵅廍ꦙ♓憡筷
☕⠟ꝧ㡐邯獲䄄部㉻甂㯹璢仼䅻榫⿁✿䬷⹦䷅⪌瑮◅埡┪槡㛻䢇1939-1945
磶兠䏴ꤚ蜸鈶⩞哆䒎鵯艅伅䃷氳ꡦ⚊ⲅ☕熔廍廍㵫り⿁ꄆ䑐鮺⺸▽寖鞞ꧏ姳伕沸氳
儒ꥶ曻⣓⽰挬䎬ꥶ⥾ 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
 

アイヌの工芸 
アイヌの工芸は、⾃然と深く結びついていた世界観を反映しています。それぞれの縫い目、文様、模

様が、⾃然界とそこに宿ると信じられている「カムイ」（神霊）への畏敬の念を表現しています。 
アイヌの伝統では、織物や裁縫は⼥性の仕事であり、一⽅で男性は道具や⽤具を作っていました。

⾐服の中には交易で入手した⽊綿で作られたものもありましたが、通常はオヒョウ（ハルニレ）などの
樹皮の内側の繊維を紡いだ糸で織った、「アットゥシ」と呼ばれる丈夫な布で作られていました。⾐服に
は複雑なアップリケや刺繍が施されることが多く、⼥性たちは⾐服を縫い、装飾を施す際に、着る人の
守護をカムイに祈っていました。⾃然からインスピレーションを得た模様は、家族ごとに異なっていまし
た。⺟から娘へと受け継がれた模様は、花嫁が新しい家族を象徴する文様を取り入れることで、結婚
を通じて進化していきました。 

アイヌの男性は、⽊彫りを練習し、刀の鞘、⽮、煙草入れなどの道具や、「イナウ」（⽊材の表面を
刃物で薄く削り、房状状態にしたもの）や「イクパスイ」（捧酒箸）などの儀式⽤具を作成していまし
た。工芸の技術は、村のリーダーの要件の一つでした。また、美しい道具を使⽤することが、狩りの成
功につながると信じられていました。 

19 世紀後半に狩猟や漁労が禁止されたことで、伝統的なアイヌの生活様式を続けることは困難に
なりました。人々は道具、容器、箸など⽇⽤品を、収入を得る⽅法として制作していました。旭川のア
イヌは、第二次世界大戦（1939-1945）後すぐに発展した観光産業で需要の高かった、⽊彫りの
人形や熊の制作へと徐々に重点を移していきました。  
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003-030 
一般社団法人大雪カムイミンタラ DMO 

【タイトル】 藤⼾⽵喜 
【想定媒体】 アプリ、QR コード 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

諱䢓琉ㄎ 
ꥵ垦㳄諱䢓琉ㄎ(1934-2018)⭴榟◇⴮宿鷺┱鼨氳紇䆔槅循伅䃷Ꝛ㛻ն☽氳⛼⿁♔

㵯㼶舅抆┪槡縡ꠘ⺳縡鲹█塜佭ꡦ⚊Ⲅ几瞿烖┪槡氳劯儗⟔兣ն諱䢓琉ㄎ 12 㸱䋯㡏饇
꣮邮☆㰣▊儒ꥵ循丞╄纡┯榟尐╈☽ꥵ垦▽阵㛢劒劒㞝榟氳ⲁ擻⽰几擻䎬霅夷♭⛼
⿁齉佭丞儒ꥵ垦ն☽✳榫氳䄄█䏭╋棘ⴎ䦮ꛔ꜅յ乾㯹յ⭽㯹յ㶅꛻⽰⺨熨瞿篱⭾
璡ն 

厲挫佭⴮宿鷺ꡦ⚊Ⲅ乄⴬╈僄烖㏀氳ⲁ擻█佭諱䢓琉ㄎ⛼⿁╈⹛㛄⭴朆氳╚겗ն框
♜逈鈼╙㸔㺖╯烖㓹蟑٬⶯牻⚊(kimunkamuy)循几ꠑ氳⴬骱նꢝ塝╯㛚諱䢓琉ㄎ
█ꥵ垦旔յ됝յ路軅璡⺨熨ⲁ擻♔娴ꡦ⚊Ⲅ几烆⩝氳䎬霅ն2016 䇗☽藜䐂▽仼儗
乄⴬ⷦ䪧◀氳㏐㓊乄⴬Ⱶⲏ縖墥蔻ն 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜繁体字＞ 
 

諲䢒琉ㄎ 
諲䢒琉ㄎ1934-2018示榟亥⴯宿鷻典鼨氳紈䆔槅㏇伅䃷ꝏ㛻佭┉⛤ꥶ禦㳄

☾氳獲⿁냉杯▽㵴舅抇┪槡氳㵰㼷縡鵞熔塜佭ꡦ⚊ⲅ☕矀烖┪槡氳劯儗瑪半䐍 12 塵
ꝧ㡐☾饇ꤚ撝鈒㱄綗儒ꥶ㏇丞⠕绹哆榟尐煉☾ꥶ禦▽錊術劓劓㞞榟氳Ⳃ擻⽰☕擻䎬
霆☾氳夷♭獲⿁齉佭丞儒ꥶ禦✳榫氳䄄ⴎ䦮ꓝꌽ乾㯹Ꙓ㯹㶅ꍨ⽰⺨牊矀碸⭾
注樧雧㳫 

⴯宿鷻ꡦ⚊ⲅ乄ⴭ煉烖纳氳Ⳃ擻佭厳挬鵞熔佭諲䢒琉ㄎ獲⿁煉⹚釚示杯氳╚갭
擯⠟逈釲憡㸔䂻╯烖ր㓹蟒٬⶯牻⚊ցkimunkamuy㏇☕ꝴ氳ⴭ骰ꢝ塞╯㛛諲䢒
琉ㄎ麅ꥶ禦旔诺닌路軄璢⺨牊Ⳃ擻♓⹗ꡦ⚊ⲅ☕烆⩝氳䎬霆☾㏇ 2016 䇗暢䐂▽
仼儗乄ⴭ䋙䪧◀氳ր㏑㓊乄ⴭⱵⳒ縖ց墤唽 

 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
 

藤⼾⽵喜 
彫刻家の藤⼾⽵喜（1934-2018）は北海道東部の美幌町で生まれ、旭川で育ちました。彼
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は、アイヌの精神性の基本である⾃然界を敬う作品で知られています。彼は、12 歳の時に父親の指
導のもと⽊彫りを始めました。藤⼾はそのキャリアを通じて、一⽚の⽊から生き生きとした動物や人物の
姿を彫り出しました。彼は、チェーンソーや斧、のみ、突き錘、細かな刃物など、様々な道具を使⽤しま
した。 

北海道アイヌ文化において最も神聖な動物であるヒグマは、彼の作品に繰り返し登場するモチーフ
です。ヒグマは「キムンカムイ」（⼭の神）の地上における化身とされています。ヒグマの他にも、藤⼾は
狼やシャチ、カニなどの動物、そしてアイヌの先人たちの姿なども彫りました。彼は、2016 年に文化庁
より地域文化功労者として顕彰されました。  
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003-031 
一般社団法人大雪カムイミンタラ DMO 

【タイトル】 藤⼾幸夫 
【想定媒体】 アプリ、QR コード 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

諱䢓䇟㜂 
諱䢓䇟㜂(1949- )佭⭴骱◇伅䃷洛氳ꡦ⚊Ⲅꥵ垦㳄╚金⯆⛼⚩簊䄄⽰♙䌋榫ն

☽饇꣮邮☆⽰⿬⿬諱䢓琉ㄎ(1934-2018)㰣▊儒ꥵ15 㸱䋯㡏⯆⛼亹崅篕䒞⿁ն☽鵠浪⩝
榫┉䤧㵸⭾循儒乢┕ⴄⲾ⭴篪兣抆⺵⫋榫⭽㯹垦⭴擻氳鵲㑔ն 

諱䢓䇟㜂ꥵ垦氳䄄熨眷竴㛢ⴎ䦮⹙㵸⭾曥㓹ꄅ(makiri)յ斷旯榫⭾㖍䄹
粬(tasiro)յ丒烖笑✳榫氳篱Ꝛ儒冏⚊䈑䅅萁⚊ikupasuy䩯鿯璡ն☽䳟Ꝛ
循⭾凵⽰儒⯆⭾┕ꥵ垦竴㛄瞿舚յ棘糙顏䚊氳菋篤ն諱䢓䇟㜂氳鼨⮇⛼⿁⛮朆▽⪭儒ꥵ
┪㳄氳⚩䤕縡⺁┉◙⛼⿁╈⮟踅⪍▽賁⽰嫧螺璡㎂终㷤朆⭴☽舅骱氳里攑곽劲ն諱䢓
䇟㜂㞝☫循⴮宿鷺┱鼨氳孅⮷槅䋯阻糙䄄⛼㲝☱循簒簘⮡⛼ն 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜繁体字＞ 
 

諲䢒䇟㜂 
示骰亥伅䃷䄬氳諲䢒䇟㜂1949- 佭┉經ꡦ⚊ⲅꥶ禦㳄╚釒邯獲⥉礶䄄⽰⧘䌋

榫☾䐍㵸饇ꤚ撝鈒⽰⿬⿬諲䢒琉ㄎ1934-2018㱄綗儒ꥶ15 塵ꝧ㡐邯獲亹鷝硕䒟
⿁☾鵡䅻⩝榫┉䤧㵸⭾㏇儒乣┕ⴄⲾ稘半抇䏴⫋榫Ꙓ㯹禦示㉻擻氳鵳㑔 

諲䢒䇟㜂ꥶ禦氳䄄牊걊竵術⥾佭ꦁ⮃㵸⭾ր栨㓹ꄅցmakiri斷暨榫⭾ր㖎
革糶ցtasiro专烖侈✳榫氳碸ꝏ儒冎ր⚊飪䅅譍⚊ցikupasuy䩯鿰☾䳟
ꝏ㏇⭾凵⽰儒邯⭾꫹┕ꥶ禦竵郀矀穢㳫僘韭龍氳菌硭諲䢒䇟㜂氳鼨⮈獲⿁냉杯▽☾氳
儒ꥶ┪㳄⥉䤖縡⺁┉◚獲⿁煉⯞踅⪌▽賁⽰嫧宫璢㎬勇㷤杯示☾舅骰氳暐攒겨劲㞞
☬諲䢒䇟㜂☱䧐箛Ⱚ獲☾氳䄄獲那⛤亥⴯宿鷻典鼨氳孅禁槅 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
 

藤⼾幸夫 
藤⼾幸夫（1949- ）は旭川市出身のアイヌの⽊彫り職人で、伝統的な道具や儀式⽤具を制

作しています。彼は父親と兄の⽵喜（1934-2018）から⽊彫りを学び、15 歳の時から観光客向け
の⼟産物作りを始めました。彼は小さな刃物で⽊に切り込みを入れ、のみを使って形を彫り出します。 
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藤⼾は「マキリ」と呼ばれる両刃の小刀、「タシロ」として知られる狩猟⽤ナイフ、そして「イクパスイ」
（捧酒箸）など、様々な道具を制作しています。ナイフの柄や⽊製の鞘には、複雑で質感のある模
様を彫り込んでいます。彼の作品の一部は彼の⽊彫り職人としての伝統を反映したものであり、また一
部は蛇や波などのモチーフを⽤いた彼独⾃のスタイルを反映しています。藤⼾は現在、道東に位置す
る津別町のアトリエで制作活動を⾏っています。  
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003-032 
一般社団法人大雪カムイミンタラ DMO 

【タイトル】 砂澤ビッキ 
【想定媒体】 アプリ、QR コード 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

溠嬐奃㓹 
⭴榟◇伅䃷洛氳溠嬐奃㓹Sunazawa Bikky;1931-1989佭┉⛤舅㰣䡗䣉氳槇㳄յ

ꥵ垦㳄յ陔几█佭 20 ┪篕僄其⭴氳ꡦ⚊Ⲅ荔儛㳄╯┉ն☽䳟Ꝛ㵨舅洄㵒◇ꡦ⚊Ⲅ⚩簊
篤劫氳里攑鉯陸辑朆循䢦⮡⛼氳儒ꥵ逸깳⿁╈㶗⪭♔ⲁ擻ꥵ垦ꠘ⺳ն溠嬐奃㓹┚仼儗彤
⫂㛚氳⮡⛼紮⛮㏰糙䏢全同Ⲃ鲹◙冶孲☽循䬠ⶍꡦ⚊Ⲅ荔儛氳彤ꡮ湳⺳䈲亡ꪫ⹠䨅▽
ꄆ金氳⛼榫ն 

溠嬐奃㓹儗⺳溠嬐䔩꥓⺵全䣉舅车䷊⺳╙؞شل(Bikky)鲹佭☽⩎笑氳併燢
循ꡦ⚊Ⲅ陪ꄅ佭ꪂ賘氳䙬䓙ն1953 䇗☽⯥䏢┱◺好ꪫ氳ꝇ☹循黁ꄅ榟孨▽㛻篑 6
䇗ն循塝僿ꠑ☽䫙鉵⮽▽⯥ⶼ荔儛⽰飃朆㲓╚╬荔儛䎬䌋鲹㵒☽⺵全氳略霅ꥵ㖆곽劲
糙浔冓㛻氳⻪⹠⽰䅬Ⲃն溠嬐奃㓹氳邮头佭⪝妩儹⮵┚烆㏐鲮鲸氳燠冓后阫縖☽♜氳忂
鲽╚╬车ⲁ█岑岑䏆⿏⮽▽溠嬐奃㓹氳⮡⛼ն20 ┪篕 70 䇗创☽⹇塑▽ꡦ⚊Ⲅ几◂⹧儹
沠氳崅车䇜┦╙㘍䍠妩仍乄⴬舅霕䚊阻阞▽┉ꪫꡦ⚊Ⲅ仝䅐ն 

1983 䇗溠嬐奃㓹循塑䧍㛻┘⮜겟⿬⚰奃◘泹⢦槴▽ 3 ╄僖┚宿鱳仍姨⛩妩⴮紇
ⷅ瑭㱧几氳┉╄䶺硍荔儛㳄奃㶂٬ꄅ䐼(Bill Reid;1920-1998)⪦⺱䄄⛼ն┚姨⛩妩荔儛
㳄⺭⛼氳篺ⷧ♔娴⴮紇重⴮宿㺢氳㎂脍刼簄溠嬐奃㓹䅠全▽冓㛻鉵ⲁ鲹◙齉波䫙⛮朆
循☽氳⺵僿⛼⿁╈ն循☽⮡⛼氳㎂脍刼┕浪浪ꥵ垦浔奓脏峄뙲յ挫յ됝璡ꡦ⚊Ⲅ瞿烖
乄⴬╈ꄆ金氳ⲁ擻ն䃷兎⶯⫂䣚ꡦ⚊Ⲅ篕䒞꺉氳ꠅ㛚傾篺环糙┉劯溠嬐奃㓹氳企僿㎂脍刼
⛼⿁仿循篕䒞瑭◅♳꺉Ꝛ䃷兎⶯⫂䣚䃷兎؜㯹ع1893-1977⺆佭循 2004 䇗逈⺐
곽⻻右▽ն2023 䇗諱䢓䇟㜂(1949- )╙篕䒞꺉ꥵ垦▽┉劯亍氳㎂脍刼㞝☫⽰溠嬐奃㓹
姨㎂脍刼氳拨撴┉颯ꡱ⮜循꺉⫂ն 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜繁体字＞ 
 

溠徉奄㓹 
示榟亥伅䃷䄬氳溠徉奄㓹Sunazawa Bikky;1931-1989舅㱄䡗䣉⪵僘樔㳄ꥶ

禦㳄鍸☕璢骰⮈熔佭 20 ┪硕⤂示氳ꡦ⚊ⲅ諠轱㳄╯┉☾♓Ⳃ擻ꥶ禦组經熔䳟
ꝏ㵫舅䄕㵴亥ꡦ⚊ⲅ⥉礶硭嘚氳暐攒鉮闖辑杯㏇儒ꥶ獲⿁煉溠徉奄㓹艃仼儗蜢⪐⽰宿㛛
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氳Ⱚ獲紮냉㏱僘䏢✿課榺鵞◚◬孳☾㵴䬠ⶍꡦ⚊ⲅ諠轱氳㎜꤂湳經食靹暶⶛蜸 
溠徉奄㓹儗經溠徉䔩꥓䏴✿䣉舅车䷊經憡⩬侈氳倸牒ր؞شلցBikky㏇ꡦ

⚊ⲅ鏥遵氳䙬䓙佭րꪃ賘ց☾亥 1953 䇗私䏢典◺⶟ꪫ氳ꖩ⠒㏇黁遵榟孨▽㛻硝 6 䇗
䫚銕⮽▽私载諠轱⽰飃杯酒╚紶諠轱䎬䌋鵞㛻㛻㏑グ氪▽☾䏴✿氳䥩霆ꥶ㖇겨劲溠徉
奄㓹氳撝头佭⪞妩垷⮵艃烆㏑鲯麅氳犉哗䬠⠼縖☾⠟氳忂鶡╚紶车Ⳃ熔岒岒䏆ꮷ▽溠徉
奄㓹氳Ⱚ獲☾㏇ 1970 䇗♏⹉ⱶ▽ꡦ⚊ⲅ☕撏⹦垷沠氳鷝车┾┦憡㘍䍛妩从乄ⴭ舅霕
龍錄銷▽┉ꪫꡦ⚊ⲅ仝頂 

溠徉奄㓹㏇ 1983 䇗✿⮽ⱶ䧍㛻┘⮛걃⿬⡑奄◟泹┾┦當槴▽ 3 ⠕僖僿ꝴ艃宿鷾
从⸊⛩妩⴯紈ⷆ瑮㱨☕氳┉⠕䶺硎諠轱㳄奄撨٬ꄅ䐼Bill Reid;1920-1998┉䄄
獲⴯紈重⴯宿㺢氳㎬꾛刼礢溠徉奄㓹䅸✿▽哗㛻銕Ⳃ艃⸊⛩妩諠轱㳄⺭獲氳祺塽熔䏆
ꮷ▽☾氳Ⱚ獲鵞◚齉波䫚냉杯㏇☾氳䏴僿獲⿁煉☾Ⱚ獲氳㎬꾛刼┕䅻䅻ꥶ禦蜸奓脐幨
뒚挬诺닌璢ꡦ⚊ⲅ矀烖乄ⴭ煉ꄆ釒氳Ⳃ擻䃷兎⶯⪐䣛ꡦ⚊ⲅ硕䒟귈氳ꝛ㛛傾祺环僘
┉劯溠徉奄㓹氳企僿㎬꾛刼獲⿁伀㏇硕䒟瑮◅♴귈ꝏ䃷兎⶯⪐䣛䃷兎؜㯹ع1893-
1977⛙㏇ 2004 䇗逈겺겨編⠡▽2023 䇗諲䢒䇟㜂1949- 憡硕䒟귈ꥶ禦▽┉劯
于氳㎬꾛刼㞞☬⽰溠徉奄㓹⸊㎬꾛刼氳拨撵┉ꢷ⮛㏇귈⪐ 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
 

砂澤ビッキ 
旭川市出身の砂澤ビッキ（1931-1989）は、独学の画家、彫刻家、詩人であり、20 世紀を代

表するアイヌ芸術家の一人でした。彼は独⾃の解釈を取り入れたアイヌ独特の文様を彫り込んだ装
飾品を制作し、とりわけ動物の彫刻で知られ、国内外のクリエイティブなコミュニティと交流していまし
た。その交流を通じて、アイヌ芸術の世界的な認知度を高めることに重要な役割を果たしました。 

ビッキの本名は砂澤恒雄です。彼は、アイヌ語で「カエル」を意味する「ビッキ」という幼少の頃のあだ
名を名乗りました。1953 年、ビッキは東京の南に位置する鎌倉で 6 年ほど過ごし、後に彼の抽象彫
刻を強く特徴づけることになる前衛芸術やシュルレアリスム芸術に触れました。彼の両親は公⺠権や
先祖伝来の⼟地の返還を熱心に提唱していました。両親の活動は彼の作品に大いに影響を与え、
1970 年代にアイヌの権利を求めるデモに参加した彼は、文化に対する誇りを育むためにアイヌの旗を
デザインしました。 

1983 年、ビッキはカナダのブリティッシュコロンビア州で、先住⺠族であるハイダ族（アメリカインディア
ンの一⺠族）の芸術家ビル・リード（1920-1998）と 3 ヶ⽉を過ごしました。北⻄海岸地域で⾒た
トーテムポールに深い感銘を受けた彼のその後の作品には、先住⺠族の芸術家たちと過ごした⽇々の
影響が⾒られます。彼が制作したトーテムポールには、シマフクロウ、クマ、シャチなど、アイヌの精神文
化において重要な動物が彫られていました。彼の初期のトーテムポールの一つは、二代目館⻑の川村
カ子ト（1893-1977）を追悼して制作され、川村カ子トアイヌ記念館の外に設置されていました
が、2004 年の台風で倒壊しました。現在は、2023 年に藤⼾幸夫（1949- ）によって新たに彫ら
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れたトーテムポールが、ビッキによるオリジナルの写真と共に館内に展示されています。 
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003-033 
一般社団法人大雪カムイミンタラ DMO 

【タイトル】 熊の彫刻 
【想定媒体】 アプリ、QR コード 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

儒ꥵ挫 
儒ꥵ挫䄖篺䡗╙▽ꡦ⚊Ⲅ荔儛氳创⺳陊ն鲹◙挫氳儒ꥵ⛼⿁䏢䏢ⲁ䚊奥餉糙氳㲋劲

循蠸ⲡ䏨⹠固㚷田돶돡氳済ꠑ糙氳垦槇⭴框♜珇循㎐儒┕┉鱦⟊䧏䇖辆┉鱦䌫㈞⽩⿺氳
嘗劫ն鲹◙⛼⿁┘⛙佭ꡦ⚊Ⲅ瞿嵁儒ꥵ䤗荔╯╈氳⪯葶█ㅇ炐浔循 19 ┪篕侪僿舘 20
┪篕⽰几╙奏⮷◇ꡦ⚊Ⲅ妩仍㵒Ꝛ僿㷉⛩循儗䃸㹢璡㏐几♜氳燢⽛㛻ꄈ鲽⪍⴮
宿鷺㲋㷉⺵ꡦ⚊Ⲅ几䢦ꪫ║氳榟柳㍮㗟ն 

循ꡦ⚊Ⲅ氳瞿烖┪槡ꄅ挫逈鈼╙㸔㺖╯烖㓹蟑٬⶯牻⚊(kimunkamuy)氳⴬
骱ն❤拨⚩簊框♜⽰䢦糙烖㏀氳ⲁ擻┉劫⺆⚢逈䬞簃╙略霅氳㎂䎬瑞⺙榫循䩯鿯
յ炕♙㜍깳⽰⪭☽♙䌋榫⿁氳逸깳┕նꡦ⚊Ⲅ几注⟔㞝冽♔⫞㲓氳亡䌋⼑朆鲹◙ⲁ
擻㶩⺎耇䦙舚黌䕥氳⶯牻⚊kamuy烖愓ꡭ骱縡⹨⮽⚮㲺ն抆縡⮽▽ 20 ┪篕企
僿ꡦ⚊Ⲅ几鳡◇榟阞█䋯㡏⯆⛼䇜⭴す霅氳儒ꥵ挫ն 

19 ┪篕飉全飉㛢氳⽰几燰妩⴮宿鷺ꡦ⚊Ⲅ几┪创榟孨氳㎻㏐逈䏣䷅顽♔榟
柳氳斷旯յ䩔돡璡孨ⲁ█鹀⮽焔塛ն糙几熊䋯䷚㎻㵖䤓䄄⛼儬⚢█糙几陒㎂鵠鲋ꛖす䣆
䄄⯆⛼氳亹车篕䒞⿁全簟䧏榟阞ն䣆䄄荔縖僄⮤╚金ꛖす㲓榫䓪氳儒ꥵ榫⿁㞝甁㯹յ䣚
沴յ潽㯹꣮浔亹崅┯氳⹠㷤䣉鵄峀䣲㛻⮽逸깳䓪䯹♭璡ꥵ⥽⛼⿁ն 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜繁体字＞ 
 

儒ꥶ挬 
儒ꥶ挬䄖祺䡗憡▽ꡦ⚊ⲅ諠轱氳♏經鍢鵞◚挬氳儒ꥶ獲⿁䏢䏢䩔䨿▽擯⠟Ⳃ龍ⶇ餉

氳㣕䛞⥾佭蠹ⳛ䏩氪嶗⤕䤵뉱뇹氳渉ꝴ䡝縖佭珇㏇㎨儒┕┉麕⟋䧐頰辆┉麕骨㈟⽩
義氳嘘嘚鵞◚獲⿁佭ꡦ⚊ⲅ矀嵂氳儒ꥶ䤗諠煉氳⪯疘⺱侈熔霆䐹蜸㏇ 19 ┪硕侪僿舘
20 ┪硕ր⽰☕ց㵴ⶆ禁亥ꡦ⚊ⲅ☕ꝏ僿㷉⛩㏇儗䃹璢㏑☕⠟氳牒⽛㛻ꄈ鶡⪌⴯宿鷻
㲋㷉䏴ꡦ⚊ⲅ☕䢦ꪫ舃氳榟㰇萬蜢 

挬㏇ꡦ⚊ⲅ氳矀烖┪槡遵逈釲憡㸔䂻╯烖ր㓹蟒٬⶯牻⚊ցkimunkamuy氳ⴭ
骰⽰䢦僘烖纳氳Ⳃ擻┉嘚❤拨⥉礶擯⠟⺆働逈䬟筑憡䥩霆氳㎬䎬瑟谝榫亥遫굟䩯
鿰煱⧘꯽굟⽰⪭☾⧘䌋榫⿁ꡦ⚊ⲅ☕注瑪㞞冽㴵酒㏑䬟筑鵞◚Ⳃ擻⺎耈䦙舛黍
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䘡氳⶯牻⚊kamuy烖ꩯꡭ骰縡⹨⮽⥏㲻抇縡䐍 20 ┪硕企僿ꝧ㡐ꡦ⚊ⲅ☕鳢亥
榟銷ꝧ㡐邯獲┾示す儒ꥶ挬 

19 ┪硕飉✿飉術ր⽰☕ց燯妩⴯宿鷻ꡦ⚊ⲅ☕┪┪♏♏榟孨氳㎻㏑逈䐹䷅韻♓
榟㰇氳斷暨䩔뇹璢孨Ⳃ熔鹁⮽焕塛僘◚☕ꦗꝧ䷚㎻䤓䄄獲嚂働熔僘◚☕鍲㎬鵂鷪
ꊸす䣆䄄邯獲氳亹车硕䒟⿁✿禵䧐榟銷䣆䄄諠縖┉ꝧ㡐ꊸす氳儒ꥶ邯⿁⺆佭仼䅻榟孨榫
⿁⥾佭甂㯹䣛泇潾㯹⛙ꤚ蜸亹鷝哆┘亝氪㷤鵅廍䴹㛻⮽▽遫굟䓪䵅♭璢ꥶ⥾獲
⿁ 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
 

熊の彫刻 
⽊彫りの熊はアイヌ芸術の代名詞となっています。鮭を捕まえようとしている姿や、丸太の上でバラン

スを取りながら口を開けて吠えている姿など、熊をダイナミックなポーズで表現しています。これらの彫刻
は、アイヌの⽊彫り技術の高さを示すものであると同時に、19 世紀後半から 20 世紀にかけて「和人」
（⽇本国内でアイヌ⺠族と区別して、本州などに住んできた人々を指して使われてきた呼称）の北
海道移住が増加する中で、アイヌが直面した苦難を象徴するものでもあります。 

アイヌの精神文化において、熊は「キムンカムイ」（⼭の神）の化身とされています。他の神聖な動
物と同様に、クマは伝統的には捧酒箸、儀式⽤の頭飾り、その他の儀式⽤具を飾る抽象的なモチー
フとしてのみ表現されていました。これらの動物を写実的に描写すると、邪悪な「カムイ」（神霊）が宿
り、害をもたらす可能性があると信じられていました。しかし、1900 年代初頭、アイヌは生計を⽴てる
手段として、販売⽤の熊の彫刻を作り始めました。 

19 世紀に和人の北海道移住が進むにつれ、アイヌの先祖伝来の⼟地は接収され、アイヌが生活
を支えるために依存していた狩猟や漁労は禁じられました。仕事を探すためにその地域を離れる人々
もいれば、観光客に手工芸品を売って何とか生計を⽴てようとした人々もいました。職人たちは当初、
箸や盆、皿などの⽊彫りの⽇⽤品を販売していましたが、観光業の発展とともに装飾的な置物へと制
作の幅を広げていきました。  
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＜簡体字＞ 
 

╙⺵┪桑䥉ꡦ⚊Ⲅ乄⴬䃷兎㳄仍 
波舘 19 ┪篕侪僿伅䃷㏐奏氳ꡦ⚊Ⲅ几❤抆循溍斷䃷媯㺢纺兎縡㷉ն鲽⪍ 20 ┪篕企

僿⺵伅䃷䋯㡏⹠㷤颯全ꡦ⚊Ⲅ几氳㎻㏐ⷌ逈秒䈢䏣䷅兎╈㷉妩逈鳡┉⫋䯉鱻ն䃷兎
⶯⫂䣚ꡦ⚊Ⲅ篕䒞꺉㶩㏿蛽循鲹劫┉撴㎻㏐┕框佭仼儗僄⹿縏յ█佭せ┉氳熗环ꡦ⚊Ⲅ
顫乢꺉ն鲹ꄅ傾篺佭┉╄⺳╙㜶⶯俋㶻氳兎䇹Cikapuni Kotan☫伅䃷洛╈䑐ꡭ
鲤1916 䇗兎Ꝛ䃷兎⚊鱳㓹重嬸曥䃷兎ُؕٞب؞ذ?-1943循舅㳄⛩㱞亰⟤
䋧▽┉䈴㵸㵸氳顫乢꺉䄹僷耇拒⟊柳ꡦ⚊Ⲅ乄⴬䇜篋塜⮽阼⽰几╙奏⮷◇ꡦ⚊
Ⲅ妩仍㵒Ꝛ僿㷉⛩循儗䃸㹢璡㏐几♜氳燢⽛俋鷥䧏糙氳┉◙陬鉯ն 

1944 䇗䃷兎⚊鱳㓹重嬸曥氳⩎㯹䃷兎⶯⫂䣚䃷兎؜㯹ع1893-1977簒䤕邮
┯⭴♳顫乢꺉꺉Ꝛն╙▽循伅䃷㏐奏䫠䇯ꡦ⚊Ⲅ乄⴬䃷兎⶯⫂䣚╞ⱴ▽阵㛢孨ⲁ⪭
╈ⴎ䦮艷駬庌⭴⽰挫鴝♙䌋Iomante█燢挫愓烱䕗鴝挫氳烖愓㍑䎍烖槡氳
♙䌋ն1964 䇗☽循伅䃷╚䧏╞ⱴ▽⴮宿鷺ꡦ⚊Ⲅ烱ն鲹㏜╙僿 5 㛿氳䇻⪯⻹䌖▽⴮宿
鷺⺨㏐氳 500 㛢⺳ꡦ⚊Ⲅ⺵几⯥全㛻㳄┉颯⹇┚⚩簊♙䌋⽰䜥愓烱⹇塑⻋陲䷚再奃
颂յ儒ꥵ奃颂⽰┉㏜糙⪩ꡦ⚊Ⲅ乄⴬氳阥阷⚢ն 

䫙䪭顫乢꺉╯⯥䃷兎⶯⫂䣚佭┉⺳ꚗ鷺融簃⼥ն循鲹夀纡┯榟尐╈☽傾⩝⺵循⴮
宿鷺յꝚꄇյ蛋⿊冷㹢䈑건㹢⽰ꮑ彤䄄⛼ն劯䩺䎎笑氳注⪩乄昦阭䎓榺◇ꡦ⚊Ⲅ几
⹨⮽葬鈼☽氳詭顫䥊ꀥ⺆糙⽰几⺱再氳┉ⶐն㶽留㞝塝╙▽循䫙♳꺉Ꝛ╯⺵耇浔
䣆䣲䋧顫乢꺉☽鲸佭荣辊籔괐Ⲅⱱ柳ꚇն 

䃷兎⶯⫂䣚氳车ⲁ䇜媆糙塛塠◇乄⴬⟊䥉☽㵨顫乢꺉䣒鵲䡗⺎桑䥉⽰⮇◸⚩簊곽⟂
▊䘱┚湳陃氳ꡦ⚊Ⲅ篕䒞꺉♔塝╚䌫ꡦ⚊Ⲅ几氳骱♷阡⺱⽰儹⮵ն☽氳⺵几䋞簘▽鲹┉
再┯⪭╈┉╄创辑几擻㶩佭☽氳⩎㯹䃷兎⪵┉(1952-2021)յ篕䒞꺉氳瑭└♳꺉Ꝛն䃷
兎⪵┉纭⺭儗㏐䑪䛄縖循篕䒞꺉氳㏜㏐⫂⟤䋧▽┉䈴⚩簊氳ꡦ⚊Ⲅ⛩㱞割艑㵸㷒
(cise)即鲽▽ꡦ⚊Ⲅ几┚儗㏐炙奏⪭☽䡗⼥╯ꠑ氳ⶖ⛼ն☽鲸䋯阻ꡦ⚊Ⲅ陪陻爊䇜篯
篲┚╈彤⺐覆յ塑䧍㛻յ㛉㣛㜑娴紇彤⪭☽㏐奏璡宿㛚姨⛩妩氳冶孲孨ⲁն 

䃷兎⪵┉氳⩎㯹䃷兎俔鷺(1999- )循邮☆鲋┪⺵䫙♳篕䒞꺉꺉Ꝛն☽䤕逊邮☆氳鸆
䑪簒簘⪩嫱吤擻ꃾ꥘┚塑䄄յ儒ꥵ璡ꡦ⚊Ⲅ乄⴬氳㷤炐䇜㐍䧏夷䇗╞ⱴ榺☽邮☆◇
1998 䇗⮡ⱴ氳伅䃷ꡦ⚊Ⲅ乄⴬荣ն 
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＜繁体字＞ 
 

憡䏴┪㱥闀ꡦ⚊ⲅ乄ⴭ䃷兎㳄 
波舘 19 ┪硕侪僿伅䃷㏑ⶆ氳ꡦ⚊ⲅ☕❤抇㏇溍斷䃷媰㺢纻兎縡㷉鶡⪌ 20 ┪硕企

僿䏴伅䃷ꝧ㡐氪㷤✿ꡦ⚊ⲅ☕氳㎻㏑ⷙ逈䷓䈢䐹䷅兎煉㷉妩逈鳢┉⫋䯊鹞仼儗
結縐熔佭せ┉氳熗环ꡦ⚊ⲅ鞴乣귈ր䃷兎⶯⪐䣛ꡦ⚊ⲅ硕䒟귈ց㶩㏿蛾㏇鵞嘚┉撵㎻
㏑┕鵞遵傾祺㸋亥┉⠕經憡ր㜷⶯俋㶼ց氳纻蛾Cikapuni Kotan☬伅䃷䄬煉䑐ꡭ
鲥1916 䇗兎ꝏ䃷兎⚊鷾㓹重嬸栨䃷兎ُؕٞب؞ذ?-1943㏇舅㳄⛩㱟亰⟣
䋧▽┉䈴㵸㵸氳鞴乣馆革僸耈衡⟋㰇ꡦ⚊ⲅ乄ⴭ┾硒塜⮽鋽ր⽰☕ց㵴ⶆ禁亥ꡦ⚊
ⲅ☕ꝏ僿㷉⛩㏇儗䃹璢㏑☕⠟氳牒⽛䅻働僘氳┉◚鏲鉮 

䃷兎⚊鷾㓹重嬸栨氳⩬㯹䃷兎⶯⪐䣛䃷兎؜㯹ع1893-1977㏇ 1944 䇗筷䤖撝
哆示♴鞴乣귈귈ꝏ䃷兎⶯⪐䣛憡▽㏇伅䃷㏑ⶆ䫠䊸ꡦ⚊ⲅ乄ⴭ艈鰾▽錊術孨Ⳃⴎ
䦮艸駬庌示⽰ր挬鴞ց⧘䌋Iomante熔牒ր挬ꩯ烲ց䕗鴞挬氳烖ꩯ㍑塾烖槡氳⧘
䌋1964 䇗☾㏇伅䃷艈鰾▽憡僿 5 㛿氳⴯宿鷻ꡦ⚊ⲅ烲鵞㕙䜴⪯䌖▽⴯宿鷻⺨㏑
氳 500 術經ꡦ⚊ⲅ䏴☕私✿㛻㳄⪦⺱⹉艃⥉礶⧘䌋䜦ꩯ烲網鏸䷚◄奄頉儒ꥶ奄頉
⽰┉㕙僘꟯ꡦ⚊ⲅ乄ⴭ氳鋁鑝働 

䃷兎⶯⪐䣛㏇䫚䪭鞴乣귈╯私佭┉經ꖺ鷻峮筑⿦傾⩝䏴㏇⴯宿鷻ꝏꄇ詫置冷㼗
飪ꮻ㼗⽰ꭩ㎜䄄獲劯䴆注꟯乄暶鋘ꍖ榺亥ꡦ⚊ⲅ☕⹨⮽塣釲☾氳詮鞴㕕ꀦ⺆僘
ր⽰☕ց⺱◄氳┉ⶐ⨅畚㞞塞☾憡▽㏇䫚♴귈ꝏ╯䏴耈蜸䣆䴹䋧鞴乣귈麅佭疒辊立
광ⲅⱱ㰇ꎏ 

䃷兎⶯⪐䣛氳车Ⳃ┾┘塛塠亥乄ⴭ⟋闀☾㵫鞴乣귈䣒鵳䡗⺎㱥闀⽰⮈◸⥉礶겨⟂綗
䜉艃湳閂氳ꡦ⚊ⲅ硕䒟귈♓塞╚骨ꡦ⚊ⲅ☕氳骰⮈鏂⺱⽰垷⮵☾氳䏴☕䋟箛▽鵞┉◄
哆⪭煉┉⠕♏辑☕擻㶩佭☾氳⩬㯹瑮└♴귈ꝏ䃷兎⪵┉1952-2021䃷兎⪵┉绤
⺭儗㏑䑪䄄㏇硕䒟귈氳㕙㏑⪐⟣䋧▽┉䈴⥉礶氳ꡦ⚊ⲅ⛩㱟ր只艑ց㵸㷒cise➢鶡
▽ꡦ⚊ⲅ☕艃樧㏑炙紮⪭☾䡗⿦╯ꝴ氳⺭獲☾麅ꝧ錄ꡦ⚊ⲅ鏥鐑┾艃給想ⱶ䧍
㛻㛊㣜㜑⹗紈㎜⪭☾㏑ⶆ璢宿㛛⸊⛩妩㷤ꝧ◬孳 

䃷兎⪵┉氳⩬㯹䃷兎俕鷻1999- ㏇撝鈒鷪┪䏴䫚♴硕䒟귈귈ꝏ☾䤖醯撝鈒氳鹨
䑪筷箛꟯嫱吤擻䫑꥙艃ⱶ䄄儒ꥶ璢ꡦ⚊ⲅ乄ⴭ氳㷤炑┾㔌䧐夷䇗艈鰾榺⪭撝㏇ 1998
䇗Ⱚ鰾氳伅䃷ꡦ⚊ⲅ乄ⴭ疒 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
 

アイヌ文化を未来へ継承する︓川村家 

185



 

 

19 世紀後半まで、旭川地域のアイヌは石狩川沿いの集落で暮らしていました。20 世紀初頭に旭
川が発展するにつれ、彼らの⼟地は政府により接収され、これらの集落に住んでいた人々は、幾度も
移住を強いられました。川村カ子トアイヌ記念館は、⽇本最古で唯一の私⽴のアイヌ資料館で、かつ
てチカプニコタン（現在の旭川市の中心部付近）と呼ばれた集落の一部だった⼟地に建っています。
1916 年、チカプニコタンの⾸⻑であった川村イタキシロマ（?-1943）は、⾃宅の隣に小さな資料館
を建設しました。彼の使命は、アイヌ文化を保存し、訪れる「和人」（⽇本国内でアイヌ⺠族と区別し
て、本州などに住んできた人々を指して使われてきた呼称）が持つ一般的な誤解を正すことでした。 

イタキシロマの息子であるカ子ト（1893-1977）は、1944 年に父の後を継いで館⻑となりまし
た。カ子トは舞踊の公演や「イオマンテ」（熊の神霊を送る儀式）などの儀式を含むイベントを通じて、
旭川でアイヌ文化の振興に努めました。1964 年には旭川で北海道アイヌまつりを主催し、この 5 ⽇
間の祭りには北海道各地から 500 人以上のアイヌが参加しました。アイヌたちは伝統的な儀式や慰
霊祭、朗読のコンテスト、⽊彫りのコンテスト、そしてアイヌ文化に関する会議に参加しました。 

カ子トは、資料館を引き継ぐ前は鉄道測量⼠でした。彼は在職中、北海道、⻑野、サハリン、そし
て韓国で働きました。当時の記録によると、アイヌに対する差別により、彼には和人の同僚の半分の給
料しか支払われなかったとされています。そのような状況にもかかわらず、館⻑になった時に資料館を拡
張するための資⾦を貯めていました。 

カ子トの活動は文化保存にとどまりませんでした。彼は、伝統的な習慣や知識を維持し共有できる
場として記念館を位置づけることで、アイヌのアイデンティティと権利を主張する上で重要な役割を果た
しました。彼の活動は子孫たちによって継承され、特に三代目館⻑となった息子の兼一（1952-
2021）によって引き継がれました。兼一は地域のボランティアとともに記念館の敷地内に伝統的なア
イヌの家屋（チセ）を建て、アイヌと地域社会の他のメンバーとの協⼒関係を育みました。アイヌ語教
室を開催し、台湾やカナダ、ハワイをはじめアメリカの他の地域など、⽇本国外の先住⺠との交流を組
織しました。 

兼一の息子である晴道（1999- ）は、父の死後、記念館の館⻑を引き継ぎました。彼は植物の
採取や調合、⽊彫りといったアイヌ文化のデモンストレーションや、1998 年に父が創設した毎年開催
される旭川アイヌ文化フェスティバルの継続などを通じて、父の活動を継承しています。 
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＜簡体字＞ 
 

┿蝭곽⟂⽰烆⩝❠⪴ 
循ꡦ⚊Ⲅ几氳瞿烖┪槡ꄅ┒擻氶糙䥽曥攑(ramat)ⷊ┒擻氶糙愓նꡦ⚊Ⲅ几

注⟔䎎ⲁ吤擻墅⸼框♜氳愓놺⚢鲮㍑⶯牻⚊kamuy烖愓氳┪槡璡䏨┖┉埠ꄆ
榟䎎几墅⸼愓놺⮟⚢鲽⪍墅⺵氳┪槡┚烆⩝氳愓놺注⚢ն循墅⺵氳┪槡ꄅ㰚荣┚
仼㛥粮僀氳笑ꠑ齉┚榟縖┪槡注⹛ն 

❤拨⚩簊ꡦ⚊Ⲅ几氳蝭炕循㳄╈氳㍴慀ꄅ榫◇戌깭⽰⹧倉氳㏐慀亰鱦╞
车ն慀愂䎍愂烖ꡦ✐㜂㜦(apehuci)留鰢鲹⛤烖愓佭榟⽝╯嶏█佭㳄㱞氳桑䥉
烖ն┖蝭⯥几♜金╙鵨縖狪┕氫辊⫋榫┉䌫㛻㛻氳菸䅫ⴎ邦⛩㶶骱ն辊僜յ䄄յ懢
留յ慃璡鵨縖榟⯥氳╄几擻⿁齉金┉┉䣒潨♔ꄂ科⭴鲹◙擻╯愓阦框♜ꢥ⛂鵨縖
⸼䏢墅⺵氳┪槡ն☆⹘㳄几⮟金룋纺㳄╈鴒䑓┚鵨縖注⪩氳䏢再❠㜪⶯牻⚊炭姳鵨
縖耇拒循墅⺵氳┪槡ꄅ◸⹨䇖ꪐ⽰㱧㱕ն 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜繁体字＞ 
 

ㄩ蝮겨⟂⽰烆⩝❠굼 
㏇ꡦ⚊ⲅ☕氳矀烖┪槡遵蛓擻氷僘ր䥽栨攒ցramatⷊ蛓擻氷僘ꩯꡦ⚊ⲅ

☕注瑪㏇墆䏴氳┪槡遵㰛疒艃仼㛥催僁氳侈ꝴ齉艃榟縖┪槡注⹚樧Ⳃ吤擻墆⸼⪭
ꩯ놻働鲯㍑⶯牻⚊kamuy烖ꩯ氳┪槡璢䏩┖┉埡ꄆ榟樧☕墆⸼ꩯ놻⯞働鶡⪌
墆䏴氳┪槡艃烆⩝氳ꩯ놻注働 

❤拨⥉礶ꡦ⚊ⲅ☕氳蝮煱㏇㳄煉氳ր㎠摑運ց榫亥戌괮⽰⹦倉氳㏑摑亰麕艈
车摑愃塾榟⽝╯嶏㳄㱟氳㱥闀烖˒˒愃烖րꡦ率㜂㜦ցapehuci畚鮯┖蝮私
☕⠟釒憡鵩縖狫┕氫辊⫋榫┉骨㛻㛻氳蝟䅫ⴎ邧⛩㷖骰鵩縖榟私氳⠕☕擻⿁⥾佭辊
僜䄄拇畚慄齉釒┉┉䣒潨♓ꄄ䷒示鵞◚㉻擻╯ꩯꢥ⛂鵩縖私䏢墆䏴氳┪
槡鈒⹘㳄☕⯞釒뢶纻㳄煉鴓䞭鵩縖❠㜪⶯牻⚊炭姳鵩縖耈衣㏇墆䏴氳┪槡遵◸⹨頰
ꪙ⽰㱨㴪 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
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葬儀の慣習と先祖供養 
アイヌの精神文化では、すべてのものに「ラマッ」（魂）が宿ると考えられています。植物や動物が死

ぬと、その「ラマッ」は「カムイ」（神霊）の世界に戻り、再び生まれ変わります。人が死ぬと、その「ラマ
ッ」は死後の世界へ旅⽴ち、先祖の霊と合流すると信じられています。死後の世界では、季節や時間
は生者の世界とは反対になっています。 

葬儀は伝統的に家の中の囲炉裏（屋内の床に設置する炊事兼暖房⽤の炉）の傍らで執り⾏
われました。囲炉裏の火は、生命の源であり、家の守護者である「アぺフチ」（火の神）の領域でし
た。故人は白装束を着せられ、大きな葦の敷物に包まれて埋葬されました。故人の⾐服や道具、煙
管、調理器具などの遺品は壊されました。これは各々の「ラマッ」を解放し、故人の魂と共に死後の世
界へ旅⽴てるようにするためでした。友人や家族は故人の家に集まり、故人にまつわる思い出を語り合
い、故人が安らかな死後の世界を過ごせるよう「カムイ」に供物を捧げました。 
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003-036 

一般社団法人大雪カムイミンタラ DMO 
【タイトル】 ⾃然との精神的な調和︓カムイとアイヌ 
【想定媒体】 アプリ、QR コード 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

瞿烖┚舅抆氳⽰隍⪦뙧⶯牻⚊⽰ꡦ⚊Ⲅ几 
ꡦ⚊Ⲅ几瞿烖┪槡氳纯䑐循◇㵒擻顏┚瞿烖┪槡⽰隍⪦뙧氳岑⸂丒䙬նꡦ⚊Ⲅ几注

⟔循舅抆槡ꄅ仰阷ⲁ擻յ吤擻յ舅抆朆霅榗舘◇擻⿁┉⮊齉糙愓ն䢦糙愓簊
燢╙䥽曥攑(ramat)⪭╈糙┉◙逈㵯╙⶯牻⚊kamuy烖愓ն注⚩⶯牻⚊⚢⴬
骱╙ⲁ擻յ吤擻յ㛿妰յ䄄璡꡹║几┪簄◀几眷榟柳䢦䑒걺氳꺋颇ⴎ䦮缜眷յ奓
汷յ籁篲⽰ꥵ垦氳免乢璡ն 

╙▽㍑䥊⶯牻⚊氳꺋颇ꡦ⚊Ⲅ几╞ⱴ♙䌋昦┕❠⿁♔塝簟硍┚⶯牻⚊╯ꠑ氳◎
䘟⪩硍ն縡⚜㛢⶯牻⚊╯╈僄㵯顜縖糙◅⮇⮷佭♔厲挫䎬䒳⭴朆氳㸔㺖╯烖㓹
蟑٬⶯牻⚊(kimunkamuy)⽰♔奓脏峄뙲䎬䒳⭴朆氳兎䇹桑䥉烖熭㐛⩡㶂٬⶯牻⚊
(kotankorkamuy)ն 

挫鴝Iomante█燢挫愓烱佭ꡦ⚊Ⲅ乄⴬╈僄ꄆ金氳♙䌋╯┉几♜鵠
鲋鲹劫氳♙䌋㵨⶯牻⚊╯愓鴝㍑烖槡ն♙䌋鵠浪䧏簘丘㛿僿ꠑ糙炭焁յ堮そյ╙⹧䖸
⶯牻⚊縡鲽车氳艷駬█糙辑鱳䚊忂╯䗯氳❠㜪ն几♜䒲浔㼶丒╯䑐䕗鴝⶯牻⚊熊䋯⺱
笑僿泰框♜耇䅠浔亍氳꺋颇⽰烔焱ꄆ鲮几ꠑն 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜繁体字＞ 
 

矀烖艃舅抇氳⽰钁⪦둜⶯牻⚊⽰ꡦ⚊ⲅ☕ 
㵴擻韭艃矀烖┪槡氳⽰钁⪦둜⩙幥岒⸂专䙬佭ꡦ⚊ⲅ☕矀烖┪槡氳劭䑐㏇ꡦ⚊ⲅ

☕洇✿舅抇槡氳蛓擻齉僘ꩯ扝鑝佭Ⳃ擻吤擻舅抇杯霆麅佭擻⿁䢦僘րꩯց礶
牒憡ր䥽栨攒ցramat⪭煉僘┉◚逈㵰憡⶯牻⚊kamuy烖ꩯ注⥉⶯牻⚊働
ⴭ骰憡Ⳃ擻吤擻㛿姇䄄璢꡺舃☕┪礢◀☕걊榟㰇䢦䑒ꧏ氳긧頝⥾佭缜걊奓
汷稶笞⽰ꥶ禦氳免乣 

ꡦ⚊ⲅ☕鵡鷪艈鰾⧘䌋暶┕❠⿁㍑㕕⶯牻⚊氳긧頝⺱侈禵答艃⶯牻⚊╯ꝴ氳燥
䘟꟯➡縡㏇䢦僘⶯牻⚊煉㵰鞕縖僘◅⮈禁佭♓厳挬䎬䛞示杯氳㸔䂻╯烖ր㓹蟒٬⶯
牻⚊ցkimunkamuy⽰♓奓脐幨뒚䎬䛞示杯氳纻蛾㱥闀烖ր熭㐛⩡撨٬⶯牻⚊ց
kotankorkamuy 
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ꡦ⚊ⲅ乄ⴭ煉ꄆ釒氳⧘䌋╯┉佭ր挬鴞ցIomante熔牒ր挬ꩯ烲ց鵂鷪鵞
嘚氳⧘䌋☕⠟㵫⶯牻⚊╯ꩯ鴞㍑烖槡鵡䅻鴞ꩯ⧘䌋働䧐箛丨㛿僿ꝴ僘炭煷堮そ
憡⹦䕾⶯牻⚊縡鶡车氳艸駬麅僘辑鷾龍忂╯䗰氳❠㜪☕⠟䠪蜸㼷专╯䑐䕗鴞⶯牻⚊
ꦗꝧ⺱侈僿泱炢⠟耈䅸蜸于氳긧頝⽰烔焱ꄆ鲯☕ꝴ 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
 

自然との精神的な調和︓カムイとアイヌ 
アイヌの精神文化の中心には、物質界と精神界の調和に対する深い敬意があります。アイヌは、動

物、植物、⾃然現象、そして物に至るまで、⾃然界のあらゆるものに「ラマッ」（魂）が宿ると信じてい
ます。その中でも、一部は「カムイ」（神霊）として崇拝され、仮の姿（動物、植物、天候、道具な
ど）で人間界を訪れ、肉や毛皮、織物や⽊工の材料など、生存に不可⽋な贈り物をもたらすと考えら
れています。 

これらの贈り物への返礼として、アイヌは「カムイ」との互恵的な関係を維持するため、儀式を執り⾏
い、供物を捧げます。最も崇拝される「カムイ」の中でも特に重要なのは、⼭の神（キムンカムイ）であ
るヒグマと、村を守護する神（コタンコㇿカムイ）であるシマフクロウです。 

「カムイ」の魂を元の世界へ送り返す儀式である「イオマンテ」は、アイヌ文化における最も重要な儀
式の一つです。数⽇間にわたるこの儀式には、祈り、歌、「カムイ」を楽しませるための踊り、そして感謝
の供物が含まれます。新たな贈り物と祝福とともに人間界に戻ってくることへの期待を込めて、「カムイ」
は敬意を持って送り出されます。  
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003-037 
一般社団法人大雪カムイミンタラ DMO 

【タイトル】 アイヌの住居︓チセ 
【想定媒体】 アプリ、QR コード 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

ꡦ⚊Ⲅ几氳⛩䢣割艑㵸㷒 
浪鈺氳ꡦ⚊Ⲅ⛩䢣佭┉熨逈燢╙割艑(cise)氳儒⯆끍几⶝ꠑ䋧璵ն㷒걵⽰㘅ꪫ㏰

╙葺螓⛙⺨㏐奏氳⹧免┘⺱ն循㞝☫伅䃷洛䢦循氳┕䃷㏐奏几♜✳榫꠱⺗琉⛼╙葺螓
免乢ն 

䢣㷒⫂鼨╙嫫㎻㏐ꪫꛐ浔䇕蔈┕ꪫ⫋塑┉㷄莬菸籁篲氳㏐㒀榫◇⟊峪ն䢣㷒塜╈
佭┉╄榫全❠倉յ戌깭յ挵⯆괐擻氳慀愕燢㍴慀ꄅն循ꡦ⚊Ⲅ几氳䑐泘╈㍴慀ꄅ
佭烖㏀氳奏㓊█佭愂烖ꡦ✐㜂㜦(apehuci)氳⴬骱桑䥉浔㳄㱞⽰㷉⛩⪭╈氳几ն几♜
⯆㲋▽阵㛢鈺湺全辑鱳㵒㍴慀ꄅ氳㵯丒奃㞝┘耇馷馐慀愕氳鱦组ն 

╙亡➘ꃾ⩞⽰鵠곽割艑㵸㷒鵠浪䋯糙 3֐2 ╄猫䢓ն⺵㘅┕氳㛻猫佭┥ꠅ槴簄⶯牻
⚊kamuy烖愓⭴⪍✳榫氳猫㛚阻糙┉╄逈燢╙Ⲅ蛋给(nusasan)氳烱㐎鵠
浪佭┉╄儒几┕ꪫ科浔┉䪷⚊篞╰inaw榫⭾㵨儒免辑ꪫ⯡⭴㛢兣篱Ꝛ訅撴
⫋丞杼䡗瘯敯氳擻⿁昦簄⶯牻⚊氳❠⿁㶩硍循烱㐎┕ն 

┉╄ꡦ⚊Ⲅ兎䇹㛻舚┘⚢飃鲋 10 䢓几㳄ն⺨㳄㷒㱞氳㛚㍴䋧糙兎妩⪝榫氳ꡭ㷯阻
亨❇㞝☹䈑յ槀捞⮇䋯氳ⷺ䢦յ⡯右慀贝氳㑌必㏜յ곽䇕돡⽰⪭☽缜眷氳依几璡ն 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜繁体字＞ 
 

ꡦ⚊ⲅ☕氳⛩䢤只艑㵸㷒 
䅸儒邯끎凡氳ㄲꝴ䋧疤ր只艑ցcise佭䅻釨氳ꡦ⚊ⲅ⛩㱟㷒ꮼ⽰撳ꪫ㏱憡葻

螔⛙⺨㏑ⶆ氳⹦免┘⺱㏇㞞☬伅䃷䄬䢦㏇氳┕䃷㏑ⶆ☕⠟✳榫꟏蜘琉獲憡葻螔免
乣 

䢤㷒⪐鼨憡嫬㎻㏑ꪫꌤ蜸▯蔉┕ꪫ⫋ⱶ┉㷻譋蝟稶笞氳㏑㗭榫亥⟋嶾䢤㷒塜煉
氳ր㎠摑運ց佭┉⠕榫✿❠倉戌괮詸⯆광擻氳摑愖㏇ꡦ⚊ⲅ☕氳䑐泘煉㎠摑運佭
烖纳氳ⶆ㓊熔佭愃烖ꡦ率㜂㜦apehuci氳ⴭ骰㱥闀蜸㳄㱟⽰㷉⛩⪭煉氳☕憡▽
辑鷾㵴㎠摑運氳㵰专☕⠟⯆㲋▽錊術釨⥾佭┘耈馷馐摑愖氳麕勂 

只艑㵸㷒鵡䅻ꝧ僘 3֐2 ⠕猬䢒亡➘䫑⩞⽰鵡겨䏴撳┕僘┉ꪫ㵬ꝛ槴礢⶯牻⚊
kamuy烖ꩯ示⪌氳㛻猬猬㛛錄僘┉⠕逈牒憡րⲅ詫勘ցnusasan氳烲㙑鵡
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䅻佭┉⠕儒凡┕ꪫ䷒蜸┉䪶ր⚊硱懃ցinaw榫⭾㵫儒免辑ꪫ⯢示術半碸ꝏ訆撵
⫋丞杼䡗瘰敻氳擻⿁暶礢⶯牻⚊氳❠⿁㶩答㏇烲㙑┕ 

┉⠕ꡦ⚊ⲅ纻蛾鵡䅻┘働飃鷪 10 䢒☕㳄⺨㳄㷒㱟⼾㎠䋧僘⥾佭⠒飪槀㝷⮈ꝧ氳
䉩䢦⥞⠡摑愍氳㑌㏡㕙겨▯뇹⽰⪭☾缜걊氳傠凡璢兎妩⪦榫氳ꡭ㸋錄亩 
 

003-037 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
 

アイヌの住居︓チセ 
一般的なアイヌの住居（チセ）は、⽊造の骨組みを持つ一室の建物でした。屋根と壁は茅葺き

で、その材料は地域によって異なりました。現在の旭川市を含む上川地⽅では、広葉⽵が茅葺きの
材料として使⽤されていました。 

内部は⼟間で、乾燥させた草が敷かれ、その上に断熱のために葦で編んだ敷物を重ねていました。
家の中心には、暖をとり、調理や食品の燻製に使⽤する囲炉裏がありました。囲炉裏は神聖なものと
され、家とその住人を守る火の神「アぺフチ」の化身と考えられていました。囲炉裏の周囲の枠を踏まな
いようにするなど、囲炉裏に対する敬意を示すための決まりがありました。 

窓は採光と換気⽤に 2 つか 3 つありました。家の裏側にある大きな窓は、「カムイ」（神霊）の出
入り専⽤とされていました。この窓の外には「ヌササン」（祭壇）があり、通常は⽊製の枠に支えられた
「イナウ」（⽊材の表面を削り、房状にしたもの）が並べられていました。「カムイ」への供物はこの祭壇
に結び付けられました。 

一つの集落には通常 10 軒を超えない家がありました。家々の周囲には、村人たちが共有する倉
庫、男⼥別のトイレ、囲炉裏の灰を捨てる場所、⿂やその他の肉を⼲すための棚など、さまざまな付
属施設がありました。 
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003-038 

一般社団法人大雪カムイミンタラ DMO 
【タイトル】 アイヌの生活における植物 
【想定媒体】 アプリ、QR コード 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

ꡦ⚊Ⲅ几榟孨╈氳吤擻 
吤擻佭ꡦ⚊Ⲅ几ꄆ金氳괐擻⽰蕇免全嶏ն☽♜ꃾ꥘ꄇ榟吤擻█熨吤㵸眦⽰爠㯹璡縨

㳸隵擻ն 
ꡦ⚊Ⲅ几ꃾ䰕蒗蝽蒗ꮠ⺱ꠞյ贑习蘦յ舋蘞氳⺗㯹科循娧䡝慛蘦ꄅ隀

⽏█⚢䧳䫂┉熨菋榟眷氳雖熭吤擻ؓـaha┼㑔雖拵转▽⽰隵擻岝循┉颯
⺧ն塝㛚鲸糙┉熨⺳⺈ُع(toma)氳籾睽眷吤擻Ꝛ浔眷⛎㎻雖氳㐉蒏⸼汷յ䇕揳
⺵ⷊ⺎괐榫█⺎♔榫全媪橚羋櫖⽰㜍櫖ն 

循庵Ꝛ氳⫸㰚㛻╰䄘氬⺭turepⷊ仼儗㛻氬⺭氳杷蒏佭ꄆ金氳尰睖⽰괐擻篏
簟全嶏նꡦ⚊Ⲅ几循㛉㛿ꃾ䷅鲹◙杷蒏㵨⪭䩧潨⪍姢ꄅ䬠⹧尰睖俥䇕⺵㶩⺎♔榫
全捷䡗眷⛎瞋氳괐擻䡝榫全媪橚羋櫖նⰑ┖氳篏簟篺鲋⹠ꀹյ䇕揳⺵⯆䡗㎐깿⺎♔塑
循娧䡝慛蘦╈괐榫ն 

☳㛉儕⮽熤㛿ꡦ⚊Ⲅ几⚢ꃾ䰕ꄇ榟蝐蚆յ蔈薔յ衹ꪕ冽䑜⫸յ纯劾璡璡⺨熨姢冽⽰
㐍冽ն碭蝁(hat)氳冽㲓佭┉熨儗㏐ꄇ榟蝐蚆⺎榟괐諱裷⺎♔塑䄄䡗簞碠䡝榫◇籁篲
⺨眷擻⿁ն랋囡sikerpe囡ꮠ⺱訅蕔氳訅氳赈顏孹冽⺎榟괐█⺎⯆䡗
䇕冽䡝塑循娧ꄅ䡝䯌鿥挫缜յ뛉缜璡戌깭╙蘦罯㘍塑岳撧氳刉噵곽⽏ն랋囡氳䇕冽
鲸⺎榫全簾鉯羋櫖⽰䚊⫕檯敯ն 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜繁体字＞ 
 

ꡦ⚊ⲅ☕榟孨煉氳吤擻 
吤擻佭ꡦ⚊ⲅ☕ꄆ釒氳광擻⽰諵免✿嶏☾⠟䫑꥙ꄇ榟吤擻熔牊吤㵸眧⽰爠㯹璢縨

㳸牰擻 
ꡦ⚊ⲅ☕䫑䰕蒘蝾蒘ꮠ⺱րꞎց贑习蘧舌蘟氳蜘㯹䷒㏇嵡䡝掻蘧遵鐩

⽏☾⠟熔働䧴䫂┉牊菌榟걊氳雖熭吤擻րؓـցaha⪔㑔雖拵捙▽⽰牰擻岞㏇
┉광榫麅僘┉牊經⺈րُعցtoma氳粓睾걊吤擻ꝏ蜸걊⛍껊ꇃ詶氳㕶薜ꡦ
⚊ⲅ☕㵫⪭⸼汷▯援䏴⺧䡝榫✿媪段羌櫖⽰꯽櫖 

㛻懃䄘氬⺭turepⷊ仼儗㛻氬⺭氳杷薜㏇庶ꝏ氳⫸㰛佭ꄆ釒氳徢睗⽰광擻箴禵
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✿嶏ꡦ⚊ⲅ☕㏇㛊㛿䫑䷅鵞◚杷薜䮛潨䏴㏇姢煉䬠⹦徢睗俥▯䏴➘⺎♓捸䡗걊
⛍瞌氳광擻熔⺎榫✿媪段羌櫖Ⱂ┖氳箴禵祺鷪氪ꀺ▯援邯䡗㎨굮䏴⺎♓ⱶ㏇嵡䡝
掻蘧煉광榫ꡦ⚊ⲅ☕䐍㛊儕⮽熥㛿働䫑䰕ꄇ榟蝑蚇蔉薕誻ꪖ冽䑝⫸劭劾璢⺨牊姢
冽⽰㔌冽碮蝂佭┉牊樧㏑ꄇ榟蝑蚇冽酒⺎榟광諲裸⺎♓ⱶ䄄䡗筏碠䡝榫亥稶笞⺨
걊擻⿁랊团sikerpe团ꮠ⺱ր訆蕕ց氳ր訆ց氳輔韭廚冽⺎榟광熔⺎邯䡗▯
冽䡝縖ⱶ㏇嵡遵⹒䡝縖⽰挬缜뛊缜璢┉戌괮憡蘧궥㘍岴撧氳刉噶겨⽏碮蝂
氳▯冽⯞耈榫✿稸鉮羌櫖⽰龍⫕檯敻 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
 

アイヌの生活における植物 
アイヌにとって、植物は食料や薬の主要な供給源でした。彼らは野生の植物を採集し、アワやヒエな

どの耐寒性のある穀物を栽培しました。 
「プクサ」（ギョウジャニンニク）、フキ、ザゼンソウの葉を集めてスープや煮物の風味付けにしたり、落

花生に近いマメ科の「アハ」（ヤブマメ）を掘り出して茹でて穀物と混ぜていました。「トマ」（ケシの一
種）のジャガイモに似た塊茎は、皮をむいて乾燥させて後で食べたり、胃痛や頭痛の治療にも使⽤さ
れていました。 

オオウバユリ（トゥレプ）の球根は、冬の間の重要なでんぷんと繊維の供給源でした。夏に収穫され
た球根は、潰して水に浸けることででんぷんを抽出し、乾燥させてお粥のような料理に使⽤されていま
した。また、このでんぷんは胃痛の治療にも使われていました。残った繊維は発酵させて円盤状に乾燥
させ、スープや煮込み料理に加えられていました。 

晩夏から秋にかけて、アイヌは野生のブドウ、イチゴ、ハスカップ、クルミなどの果実や⽊の実を採取し
ました。在来種のブドウである「ハッ」（ヤマブドウ）の実は、生で食べられ、その蔓はロープとして、また
編み物に使⽤されました。「シケㇾペ」（キハダ）のろう質の実は、生で食べたり乾燥させたり、スープに
入れたり、クマやシカの肉に爽やかな柑橘系の風味を加えるために組み合わせて使⽤されました。乾燥
させた実は胃痛や風邪の症状を和らげるために使⽤されました。 
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003-039 
一般社団法人大雪カムイミンタラ DMO 

【タイトル】 入れ墨 
【想定媒体】 アプリ、QR コード 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

篤〢 
循ꡦ⚊Ⲅ乄⴬╈⺆糙捞䓪⺎♔篤〢նꡦ⚊Ⲅ几注⟔篤〢⺎♔⟊䥉捞䓪┘⹨黌愓南

㲺䇜阦㞇♜鱳⮽炙紮氳㲗紇剝固ն篤〢佭䡗䇗氳剝䑪█佭╙㵨全鲽⪍墅⺵氳┪槡䢦⢢
氳固㚷նꡦ⚊Ⲅ氳篤〢䄳⺸全齉佭捞䓪鵠浪佭烆头䡝㢗㞩篤〢䤗荔⮟╙头捞注⚩ն 

┉芘䗯⬅┖篤〢☳㵽捞鲽⪍ꪂ佡僿氳 12 䡝 13 㸱䋯㡏ն篤〢䄳✳榫┉凵㵸⭾媯浔
捞㰨氳┕㈞〢⮕⭴篱潨氳㵸⮊⹾꣮⺵㵨氫绳剨懢贝⽰荛蠪岝⺭縡䡗氳刌乢䬖⪍⚮⹾╈
僄篳循汷罍┕槴┖ꁻ泘氳岑衹荈ն 

⮽▽㛻哮 15յ16 㸱氳笑⠯ꡦ⚊Ⲅ捞㰨⚢循┖㈞〢┕⢢瑭◅埠篤〢抆⺵䐂⮽┉㐉
簎菋㜍䄧⽰┉兣权╏걸ꛔն篤〢僄篳循捞㰨 20 㸱䄅⺓笑⪓鼨㱮䡗辑炐㞇䄖篺╙篾㦨⢢
㞑▽固㚷ն㍴簀〢鱦氳篪兣塝笑䄖篺⺸┼❱聺겉䋞⛈䋯⸼捞㰨█⚢䐂⮽┉兣循攑墥㏜⺭
✐䢎氳յ粮╙瞿舚氳걸ꛔ♔娴鿥㝄氳ꄌ㷯繰朅ն 

1871 䇗⛼╙金姳ꡦ⚊Ⲅ几䫙⹨⺱⴬踅⪍⽰几╙奏⮷◇ꡦ⚊Ⲅ妩仍㵒Ꝛ僿
㷉⛩循儗䃸㹢璡㏐几♜氳燢⽛炙⚢氳╞䫣╯┉仼儗秒䈢┖初焔塛ꡦ⚊Ⲅ捞䓪篤〢ն䩺
䎎笑氳顫乢阭鰉阵㛢捞䓪齉䦋簈僜☳鲹걸嫏初㍕╙㞇♜㐍⟔媆糙篤〢㶩仰嫏篾㦨
█仰嫏鲽⪍墅⺵氳┪槡ն 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜繁体字＞ 
 

硭〣 
㏇ꡦ⚊ⲅ乄ⴭ煉⺆僘㝷䓪⺎♓硭〣硭〣䅨熔齉佭㝷䓪鵡䅻佭烆头䡝㢘㪛硭〣

䤗諠⯞憡头㝷注⥉ꡦ⚊ⲅ☕注瑪硭〣⺎♓⟋闀㝷䓪┘⹨黍ꩯ㲻┾阁㞈⠟鷾⮽炙紮
氳㴱紈嘆嶗硭〣熔佭䡗䇗氳嘆鎿麅佭憡㵫✿鶡⪌墆䏴┪槡䢦⢢氳嶗⤕ 

┉芙✿鐁硭〣䐍㵽㝷鶡⪌ꪃ佡僿氳 12 䡝 13 塵ꝧ㡐硭〣䅨✳榫┉凵㵸⭾媰蜸㝷
㰨氳┕㈟〣穆示碸潨氳㵸⮊⹾ꤚ䏴㵫氫嘽嘻拇愍⽰荜蠫岞⺭縡䡗氳刍乣䬗⪌⥏⹾煉鵞
嘚㶩働㏇汷腎┕槴┖ꁼ泘氳岒誻荈 

ꡦ⚊ⲅ㝷㰨㛻哯㏇ 1516 塵氳侈⠰働䫚⹨⛤亥┖㈟〣氳瑮◅埡硭〣⺱侈働䐂⮽
┉㕶笽菌꯽䄧⽰┉半权╏ꯁꏛ㏇ 20 塵䄅⺓硭〣鼨適䡗鵞♏辑㞈䄖祺憡磶㦩⢢㞒
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嶗⤕㎠笸〣麕氳稘半塞侈䄖祺⺸⪔⣐膽갂䋟⛈㝷㰨熔働䐂⮽┉半催憡矀穢氳ꯁꏛ♓
⹗艃╯注鿦氳ꄌ㸋繱梫⺎㏇攒墤㕙⺭率䢎 

1871 䇗仼儗䷓䈢┖♒焕塛ꡦ⚊ⲅ㝷䓪硭〣鵞佭釒姳ꡦ⚊ⲅ☕䫚⹨⺱ⴭ踅⪌
ր⽰☕ց憡ⶆ禁亥ꡦ⚊ⲅ☕㵴ꝏ僿㷉⛩㏇儗䃹璢㏑☕⠟氳牒⽛炙働氳艈䫣╯┉劯
䴆樧侈鞴乣鋘鬼錊術㝷䓪㔌瑪婯僘硭〣㶩扝嫏磶㦩熔扝嫏鶡⪌墆䏴氳┪槡㍕塞
磿僜䐍鵞ꯁ嫏♒ 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
 

入れ墨 
アイヌ文化において、入れ墨は⼥性だけのものでした。入れ墨は悪霊から身を守り、⼥性を共同体

の目に美しく⾒せ、⼥性が成人したことを示すとともに死後の世界に向けて準備をするものと信じられて
いました。アイヌの入れ墨師は常に⼥性で、通常は祖⺟か⺟⽅の叔⺟が務めました。入れ墨の技法
は⺟から娘へと伝承されました。 

入れ墨は通常、少⼥が思春期を迎える 12 歳か 13 歳頃から始められました。入れ墨師は小さな
刀で上唇に細かい切り込みを入れ、そこに白樺の煤とヨモギから作られた墨を擦り込みました。その結
果、特徴的な濃紺⾊が生まれました。 

15 歳か 16 歳頃、アイヌの少⼥は下唇に 2 番目となる入れ墨を施されました。この段階で、刺繍
を施した鉢巻きとビーズの⾸飾りも与えられました。20 歳頃までには入れ墨が完成し、それは結婚の
準備ができたことを象徴していました。口の周りの線は顔の横に向かって延⻑され、特別な機会のため
のより手の込んだ⾸飾りと⾦属の⽿飾りが贈られました。 

1871 年、⽇本政府はアイヌを「和人」（⽇本国内でアイヌ⺠族と区別して、本州などに住んでき
た人々を指して使われてきた呼称）社会に同化させる政策の一環として、アイヌ⼥性の入れ墨を禁
止しました。当時の記録によると、多くの⼥性たちは入れ墨がなければ結婚できず、死後の世界にも
⾏けないと信じていたため、この法律に従うことを拒みました。  
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003-040 
一般社団法人大雪カムイミンタラ DMO 

【タイトル】 藤⼾幸夫によるトーテムポール 
【想定媒体】 アプリ、QR コード 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

諱䢓䇟㜂氳㎂脍刼 
2023 䇗諱䢓䇟㜂(1949- )ꥵ垦▽┉劯 6.6 眦냖氳㎂脍刼ն框循阻阞┕㛄垦▽企⯥ꡦ

⚊Ⲅ荔儛㳄溠嬐奃㓹(Sunazawa Bikky;1931-1989)╙鴒䗝䃷兎⶯⫂䣚䃷兎؜㯹ع
1893-1977縡循 1979 䇗⮡⛼氳㎂脍刼⺵縖佭䃷兎⶯⫂䣚ꡦ⚊Ⲅ篕䒞꺉氳瑭◅♳꺉Ꝛն 

姨全氳㎂脍刼냖 10 眦环循篕䒞꺉㛚循 2004 䇗逈⺐곽⻻右ն溠嬐奃㓹佭㎂脍刼氳
阻阞縖⺱笑鹸陴▽⪭☽ꡦ⚊Ⲅ儒ꥵ䄳⪦⺱⹇┚⯆⛼㍕塝鲹劯刼㯹佭꥘⛮⮡⛼氳䡗
冽ն 

亍縏┼劯㎂脍刼┕氳ꥵ垦㎂终齉㷤朆▽ꡦ⚊Ⲅ几氳瞿烖┪槡ն僄걵珸佭┉⺆奓脏峄
뙲框佭ꡦ⚊Ⲅ兎䇹氳桑䥉烖⶯牻⚊kamuy烖愓ն䏢┖碧䫙浔氳佭䃷兎㳄仍氳
剝阭┉╄瑞⺙⴬氳됝羜됲ն⫋䏢┖┉兣里儒艺⫂垦浔┼╄ꄆ金䎬霅创辑㸔㺖╯烖
氳厲挫氳㜍鼨⽰创辑宿嬤╯烖氳됝ն㞝☫諱䢓䇟㜂氳亍㎂脍刼┚姨㎂脍刼氳拨撴┉⺱
循篕䒞꺉⫂㷤⭴ն 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜繁体字＞ 
 

諲䢒䇟㜂氳㎬꾛刼 
諲䢒䇟㜂1949- ㏇ 2023 䇗ꥶ禦▽┉劯㎬꾛刼냖 6.6 ⪞㶹㱚㏇錄銷┕䐞禦▽企

私ꡦ⚊ⲅ諠轱㳄溠徉奄㓹Sunazawa Bikky;1931-1989憡鴓䗝䃷兎⶯⪐䣛䃷兎؜㯹
1893-1977縡㏇ع 1979 䇗Ⱚ獲氳㎬꾛刼䃷兎⶯⪐䣛佭䃷兎⶯⪐䣛ꡦ⚊ⲅ硕䒟귈氳瑮
◅♴귈ꝏ 

⸊✿氳㎬꾛刼环㏇硕䒟귈㛛냖 10 ⪞㶹2004 䇗逈겺겨編⠡ꥹ抇㎬꾛刼氳錄銷縖
佭溠徉奄㓹⛙☾熔鹹鑃▽⪭☾ꡦ⚊ⲅ儒ꥶ䅨⹉艃邯獲㍕塞鵞劯刼㯹佭꥙냉Ⱚ獲氳䡗
冽 

于縐⪔劯㎬꾛刼┕氳ꥶ禦㎬勇齉㷤杯▽ꡦ⚊ⲅ☕氳矀烖┪槡ꮼ珸佭┉ꥃ奓脐幨
뒚炢佭ꡦ⚊ⲅ纻蛾氳㱥闀烖ր⶯牻⚊ցkamuy烖ꩯ⪭┖亡佭䃷兎㳄氳嘆鋘˒˒
┉⠕瑟谝ⴭ氳诺닌羝덉⫋䏢┖┉半暐儒艺⪐禦蜸♏辑㸔䂻╯烖氳厳挬氳꯽鼨♓⹗♏
辑宿嬤╯烖氳诺닌杯㏇諲䢒䇟㜂氳于㎬꾛刼艃⸊㎬꾛刼氳拨撵⺱侈㏇䃷兎⶯⪐䣛ꡦ⚊
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ⲅ硕䒟귈⪐㷤示 

 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
 

藤⼾幸夫によるトーテムポール 
6.6 メートルの高さのトーテムポールは、藤⼾幸夫（1949- ）によって 2023 年に制作されまし

た。これは、川村カ子トアイヌ記念館・二代目館⻑の川村カ子ト（1893-1977）を追悼するため
に、アイヌの芸術家である砂澤ビッキ（1931-1989）が 1979 年に制作した以前のトーテムポール
のデザインを再現したものです。 

オリジナルのトーテムポールは高さ 10 メートルで、2004 年に台風で倒壊するまで記念館の外に⽴
っていました。砂澤ビッキはトーテムポールをデザインしましたが、共同制作となるよう、他のアイヌの⽊彫
り職人たちに制作の協⼒を依頼しました。 

オリジナルと新しいトーテムポールの両⽅に彫られたモチーフは、アイヌの精神文化を反映していま
す。最上部にはアイヌの村を守護する「カムイ」（神霊）であるシマフクロウが配置されています。その
下には川村家の象徴である図案化されたシャチの背びれが彫られています。丸⽊舟が 2 つの重要な
像、つまり⼭の「カムイ」を表すヒグマの頭部と、海の「カムイ」であるシャチを囲んでいます。記念館内
に、藤⼾が製作したトーテムポールと共に、オリジナルのトーテムポールの写真も展示されています。 
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003-041 
一般社団法人大雪カムイミンタラ DMO 

【タイトル】 北海道︓先史時代から近世のはじめまで 
【想定媒体】 アプリ、QR コード 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

⴮宿鷺☳⺒⯥笑创⮽鲤创企僿 
仼儗⴮鼨氳⺒⯥几眷舅☳㛻篑 3 ┒䇗⯥燰㷉鲹撴奏㓊♔⺵㶩鵄峀䎬䡗▽亍氳榟孨亡

䌋ն☽♜☳鴒鵄㛻㑔》□ⲁ擻縡㍌㚲鱻䐆鯸╙䋧环㲋㷉憠❤ꪣ斷旯յ䩔돡⽰ꃾ꥘╙
榟ն꣮浔㲋㷉榟孨亡䌋仼峀鹰㍾乄⴬⽰炙⚢䎬䒳█⹠榟▽注䈒鯸⹩ն循⪝⩕⯥ 13,000 䇗
⯥⺵ꢾ氳俋娴剝䑪浔簞乄笑创⪝⩕⯥ ⯥֐13,000 300 䇗氳䋯⻪ն企僿氳ꢾ劫䌋
甏⶝嫱ꄆ㲓榫䓪ն꣮浔笑ꠑ氳䫠燰鵄峀⭴朆▽粮塑㛄儷瞿篱氳阻阞ն 

꣮浔㲋㷉憠氳┘亇⹠㷤⽰几⹾氳㘍Ꝛ炙紮╯ꠑ氳冶佄█䙛⹠䇯嫚几♜䋯㡏同Ⲃ⴮
宿鷺氳姢饟冶䩦奓汷յ䄄⽰랫傀溍璡姨免乢ն䡽舘⺵簞乄笑创⪝⩕⯥ 300 䇗֐⪝⩕
600 䇗顟佄粠䣲㷤⮽▽⴮宿鷺┚仼儗儗㎻儗䃸㹢╯ꠑ縡塝笑氳儗䃸㹢䄖鲽⪍⫡┯炙
⚢䇜䪭䭃▽ꄌ㷯⯆鵲䄄荔ն䐂沠◇儗䃸㹢⚩⪍氳ꚗ⽰⪭☽⩝鲽䤗儛⺵簞乄笑创氳⴮宿
鷺炙紮循斷旯յ䩔돡⽰⫡縰䤗儛亡ꪫ齉糙▽冓㛻氳⹠㷤ն 

鲽⪍䴚乄笑创˥(600-1200)⺵돶돡䡗╙▽本顜氳ら⿁ն䴚乄笑创氳⴮宿鷺㷉妩☳儗
䃸㹢䌖⪍ꚗյ篥篲⿁⽰ꢾ㎻慀愕ն塝㛚☽♜鲸┚齔ꧬ埠⩡宿յ蛋⿊冷㹢䈑건㹢յ
ⶉ㹢紮㹢♔娴⴮宿鷺⴮鼨氳齔ꧬ埠⩡几䋧环▽䏢全⺵縖䳟Ꝛ旯䩔宿霭յ됝돡⽰⪭☽宿嬤
》□ⲁ擻ն䇗岑仼╦乄⴬鵄峀冶踅ն糙㰣縖注⟔齔ꧬ埠⩡几┚䴚乄几氳冶孲㵒ꡦ⚊Ⲅ
乄⴬氳䎬䡗糙┉㲋氳䏆⿏ն 
 
˥䴚乄笑创仼儗ⷧ⺒┕氳┉╄笑创⮕⮇䧗♔⴮宿鷺攑糙氳䴚乄㎻氳✳榫╙槡㲋剝固
氳乄⴬竴蔻笑僿ն 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜繁体字＞ 
 

⴯宿鷻䐍絨私侈♏⮽鲥♏企僿 
㛻硝 3 蛓䇗私仼儗⴯鼨氳絨私☕걊燯㷉鵞撵ⶆ㓊䐍塞鵅廍䎬䡗于氳榟孨亡䌋☾

⠟╯私竭憡▽鴓鵅㛻㑔》□Ⳃ擻縡㍌谊鹞䐆㏇澭环㲋㷉럅䏴ꝧ㡐鮺憡❤ꪤ斷暨䩔뇹
⽰䫑꥙憡榟ꤚ蜸㲋㷉榟孨亡䌋仼廍犹㍾乄ⴭ⽰炙働䎬䛞熔氪榟▽注䟕鮺闭ꢾ㉻㏇重
⩕私 13,000 䇗私䏴ꝧ㡐俋⹗鵞熔嘆鎿蜸筏乄侈♏重⩕私 13,000-私 300 䇗氳ꝧグ
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企僿氳ꢾ㉻嘚䌋癩ㄲ嫱ꄆ酒榫䓪ꤚ蜸侈ꝴ氳䫠燯鵅廍示杯▽催ⱶ郀ꦉ矀碸氳錄銷 
ꤚ蜸㲋㷉럅┘亝氪㷤☕⹾鵅塠㘍ꝏ炙紮╯ꝴ氳◬佄熔䙜氪䊸嫚☕⠟ꝧ㡐⠺Ⲃ⴯

宿鷻氳姢饟◬䬷奓汷䄄⽰랫傁溍璢⸊免乣⮽▽䏴筏乄侈♏重⩕私 300 䇗-重⩕ 600
䇗鞥佄私䴹㷤⮽⴯宿鷻艃仼儗儗䃹╯ꝴ樧侈儗䃹䄖鶡⪌鱖哆炙働┾䪭䭃▽ꄌ㸋邯
鵳䄄諠䐂沠亥儗䃹⥉⪌氳ꖺ㉻⽰⪭☾⩝鶡䤗轱䏴筏乄侈♏氳⴯宿鷻炙紮㏇斷暨䩔뇹
⽰鱖縱䤗轱亡ꪫ齉䐂⮽▽氪㷤 

鶡⪌䴛乄侈♏˥600-1200䏴뉱뇹䡗憡▽本鞕氳り⿁䴛乄侈♏氳⴯宿鷻㷉妩䐍
儗䃹䌖⪌▽ꖺ㉻碞笞⿁⽰ꢾ㎻摑愖塞㛛☾⠟麅艃䳟ꝏ暨䩔宿霭닌뇹⽰⪭☾宿嬤》
□Ⳃ擻氳齔ꧭ埡⩡☕䋧环▽䏢✿齔ꧭ埡⩡☕㷉亥齔ꧭ埡⩡宿詫置冷㼗飪ꮻ㼗ⶉ
㼗紮㼗♓⹗⴯宿鷻⴯鼨ꤚ蜸◬䏢䇗岒仼╦乄ⴭ鵅廍◬踅僘㱄縖鏂憡齔ꧭ埡⩡☕艃
䴛乄☕氳◬孳㵴ꡦ⚊ⲅ乄ⴭ氳䎬䡗僘┉㲋氳䏆ꮷ 
 
˥䴛乄侈♏仼儗塽絨┕氳┉⠕侈♏穆⮈䧘♓⴯宿鷻攒僘氳䴛乄㎻㉻╯✳榫憡槡㲋嘆嶗
氳乄ⴭ竵唽侈僿 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
 

北海道︓先史時代から近世のはじめまで 
北⽇本の先史時代の人々は、約 3 万年前に最初に移住した後、徐々に新しい生活様式を取り

入れました。彼らは、大型哺乳類を追ってさまよう生活から、集落を築き、狩猟、漁労、採集に従事
する生活へと移⾏しました。文化や社会も、定住化したライフスタイルに合わせて変化していきました。
紀元前 13,000 年頃、⼟器が使われるようになり、縄文時代（紀元前 13,000 年-紀元前 300
年）が始まりました。初期の⼟器はシンプルで実⽤的なものでしたが、時間の経過とともに、より複雑
なデザインが現れました。 

集落が発展し人口が増加するにつれ、共同体はより広範な交易を始め、北海道の水路を利⽤し
て毛皮、道具、⿊曜石などの原材料を交換するようになりました。続縄文時代（紀元前 300 年-紀
元後 600 年）には、北海道は農耕社会が⾦属加工に従事していた本州と交易網で繋がります。本
州から鉄器やその他の先進的な技術が入ってきたことにより、続縄文時代の共同体は狩猟、漁労、
農耕の技術を向上させることができました。 

擦文時代※（600-1200）には、サケが価値のある交易品となりました。擦文の北海道の住⺠は
本州から鉄器、織物、⼟製の調理⽤かまどを取り入れました。また彼らは、オホーツク海、サハリン、千
島列島、北海道北部のオホーツク人とも交流を持ちました。オホーツク人はアザラシ、クジラ、およびそ
の他の海棲哺乳類の狩猟を専門としていました。時間の経過とともに共通の文化が生まれ、一部の
研究者は、オホーツク人と擦文の人々との交流がアイヌ文化の形成に影響を与えたと考えています。 
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※擦文時代︓北海道に特有の擦文⼟器の使⽤を指標とした文化が栄えた時期を範囲とする時代
区分。 
  

201



 

 

003-042 
一般社団法人大雪カムイミンタラ DMO 

【タイトル】 北海道︓19 世紀から現代まで 
【想定媒体】 アプリ、QR コード 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

⴮宿鷺☳ 19 ┪篕⮽朆循 
1868 䇗伺媪秒䈢(1868-1912)䡗环ն1869 䇗豔㜑逈塜䌋篞⪍仼儗撷㎂䇜䷊⺳╙

⴮宿鷺ն㵒◇ꡦ⚊Ⲅ几全陱鲹佭┉╄ꄆ金氳鯸䤽憠䙬⽏浔┉╄⹨萶⹨ꥈյ逈鳡䫙
⹨乄⴬⺱⴬笑创氳䋯⻪նꡦ⚊Ⲅ几逈䷅籁╙仼儗⪝妩⺱笑ⷌ█㜊⸼▽里环妩仍氳骱♷ն
ꡦ⚊Ⲅ舅⹿䦦糙氳斷旯㏜⽰峄㏜逈㜕颦㰨㯹循㰣劆逈䍠⯆⺆耇陱仼陪ն 

ꡦ⚊Ⲅ几┪创┚㎻㏐⽰隍⪦柳❤ꪣ㛻㏐簄◀氳舅抆顫嶏榟孨ն抆縡㸐榹⪬⹨秒
䈢꥛✇氳⫡妩⪵㚖⪬氳⮽全⭓╲䏗清겟釙▽☽♜姨糙氳榟孨亡䌋ն㸐榹⪬⹨⽝溯⚓叜
冷յ䋯㑺⫡榹⺱笑罖顆桑ⶼ仼儗⴮鼨鱦㗟յ䥠䐒却彤㣛羈氳♳ⱷն抆縡㵒◇ꡦ⚊Ⲅ几
全陱鲹┉⮊⺆䙬⽏浔舅洄妩仍烆烆鰔鰔榟孨氳㎻㏐逈南ⶭ舅媪儹逈Ⰼ㜕ն 

1899 䇗仼儗秒䈢⭴⺐վ⴮宿鷺仾㎻几⟊䥉嫏տ♔⟊䥉ꡦ⚊Ⲅ几氳儹沠╙⺳车
䍠⯆㲓亨仼儗乄⴬⺱⴬╯㲓ն秒䈢䍠车金姳ꡦ⚊Ⲅ几䷊榫仼乄㡤⺳렺ⲍ☽♜縰㏐熨榹
┘⩒阵☽♜✳榫儗妩仍陪銨ն豓抆篺ⷧ▽鲹┉⮊ꡦ⚊Ⲅ乄⴬❤抆걼䍠㏐槴柳▽┖全ն循
丞╄ 20 ┪篕ꄅꡦ⚊Ⲅ炙⚢孨ⲁ几㚖┘亇⹠颯男阫⽰陴䛄金姳䎍鲸☽♜氳㎻㏐䈥ꢝ
վ⴮宿鷺仾㎻几⟊䥉嫏տն院嫏初僄篳◇ 1997 䇗䈥ꢝն☫㛿⭡同浔䣆䄄荔⿁յ⺨熨♙
䌋⽰⹾㜍⚩䤕ꡦ⚊Ⲅ几氳ⷧ⺒┚乄⴬䐂♔䋞簘槴簄㯹柴⺵创ն 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜繁体字＞ 
 

⴯宿鷻䐍 19 ┪硕⮽杯㏇ 
伺媪䷓䈢1868-1912亥 1868 䇗䡗环1869 䇗趻㜑逈塜䌋硱⪌仼儗ꯝ㎻┾催

經憡ր⴯宿鷻ց㵴亥ꡦ⚊ⲅ☕✿鐁鵞佭┉㛻ꄆ釒氳鮺䩴럅䐍塞┉⠕荆ꦙ逈鳢䫚
⹨乄ⴭ⺱ⴭ氳侈♏ꝧグ▽ꡦ⚊ⲅ☕逈䷅稶憡仼儗⪞妩㜊⸼▽暐环妩从氳骰♸☾⠟舅
結䳕僘氳斷暨㕙⽰幨㕙逈製颦㰨㯹㏇㱄劆逈䍛⯆⺆耈鐁仼鏥 

ꡦ⚊ⲅ☕┪┪♏♏艃㎻㏑⽰钁⪦㰇❤ꪤ㛻㏑礢◀氳舅抇鞴嶏榟孨抇縡㸐榹⪬
⹨䷓䈢꥜⤽氳鱖妩⪵㚖⪬⮽✿䏴鵞牊⸊僘氳榟孨亡䌋䇭╲逈䑁䈕걃釚㸐榹⪬⹨⽝
溯⚓叝冷ꝧ㙃鱖榹⺱侈罗靷㱥载仼儗⴯鼨麕蜢䥡煞琴㎜㣜耖氳♴ⳉ抇縡㵴亥ꡦ
⚊ⲅ☕✿鐁鵞┉⮊⺆䙬⽏蜸舅䄕妩从┪┪♏♏榟孨氳㎻㏑逈⛯舅媪垷逈Ⰰ製 
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仼儗䷓䈢亥 1899 䇗示給վ⴯宿鷻艋㎻☕⟋闀嫏տ鵞鼨嫏♒經紶┕⟋闀ꡦ⚊ⲅ☕氳
垷沠酒⯞榫仼儗乄ⴭ㵴⪭酒亩⺱ⴭ䷓䈢䍛⯆ꡦ⚊ⲅ☕䷊榫仼乄㡥經┘⩒錊☾⠟鐁头
鏥렺⳶☾⠟縱㏑牊榹ꥹ抇祺塽▽鵞┉⮊ꡦ⚊ⲅ乄ⴭ❤抇ꯑ䍛㏑槴㰇▽┖✿ꡦ⚊ⲅ
炙働鷠Ⳃ☕㚖㏇丞⠕ 20 ┪硕遵┘亝氪䤻閲⽰鑃갾釒姳塾麅☾⠟氳㎻㏑䊵ꢝվ⴯宿
鷻艋㎻☕⟋闀嫏տ㏇錊術☕氳ⲅⱱ┖鎊嫏♒磚亥 1997 䇗䊵ꢝ☬㛿䝬課蜸䣆䄄
諠⿁⺨牊⧘䌋⽰⹾꯽⥉䤖ꡦ⚊ⲅ☕氳塽絨艃乄ⴭ䐂♓䋟箛┾槴㰇礢䏴♏㯹逐 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
 

北海道︓19 世紀から現代まで 
1869 年、明治政府（前年の 1968 年に新しく発足）は正式に蝦夷を⽇本の一部とし、北海道

と改名しました。これはアイヌにとって転換点となり、苦難と文化的同化の時代の始まりとなりました。⽇
本国⺠として宣言されたアイヌは、⺠族的アイデンティティを奪われました。伝統的な狩猟地や漁場は
取り上げられ、子どもたちは学校で⽇本語のみを話すことを強制されました。 

何世代にもわたり、アイヌは⼟地と調和して暮らし、その⾃然資源に頼って生活してきました。しか
し、屯⽥兵として知られる政府にやとわれた農⺠兵⼠の到来は、彼らの生活様式を劇的に変えてしま
いました。屯⽥兵は農地開拓のための森林伐採と、ロシアの脅威からの⽇本の北⽅国境の防衛という
任務を負っていましたが、アイヌにとって彼らは先祖伝来の⼟地の没収と⾃治の喪失を意味していまし
た。 

1899 年、政府は「北海道旧⼟人保護法」を制定しました。これは、アイヌを保護する手段として
提示しながら、実際は彼らを⽇本文化に効果的に同化させるためのものでした。アイヌには⽇本名が
与えられ、農業を営むことを奨励され、⺟語を話すことは抑制されました。このような政策にもかかわら
ず、アイヌ文化は存続してきました。20 世紀を通じて、アイヌの活動家たちは⼟地の返還と「北海道
旧⼟人保護法」の廃止を求めて抗議と請願を続け、保護法は 1997 年についに廃止されました。今
⽇、工芸、儀式、口頭伝承によって、アイヌの歴史と文化は次世代に向けて継承されています。 
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003-043 
一般社団法人大雪カムイミンタラ DMO 

【タイトル】 アイヌと星々 
【想定媒体】 アプリ、QR コード 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

ꡦ⚊Ⲅ┚佔鱏 
ꡦ⚊Ⲅ几同Ⲃ佔佔芒宿█榫框♜全阯鳮䷚再ն佔䈴浪浪逈䬞鳮䡗烖陚几擻յⲁ擻⽰

仼浪榟孨╈氳切╄鼨⮇ն循伅䃷ꡦ⚊Ⲅ几燢⴮冓佔╙朚粬陷㜶╰(Poronociw)䙬
䓙佭⚨㛻氳佔鱏ն框亰鱦氳⴮习┍佔逈燢╙ⶎ朚朚陷㜶╰(Upoponociw)ⷊ
艷╯佔նꡦ⚊Ⲅ几注⟔┍겖ꠇ◾氳佔佔创辑 7 ╄㍴㎕埢堮琷艷氳摆㤍ն佴佔㍙
佴ꮠ⺱ⷃ⺳⺈ꡦ㶂┒陷㜶╰(Arwannociw)羜⺵ⷌ佭┉夀䡽抆注⹛氳⚩
陱䷚再氳╚鉉█佭 7 ⛤摆㤍⺆佭㞇♜䔅䘶浔⣕䟨┘䇕⫡孨⩎ն 

糙氳佔鱏┚ꡦ⚊Ⲅ几仼浪榟孨╈氳ㄎ╵䗊版碧㳢注⪩նꄌ佔鲋⸼逈燢╙埫㝹傺陷㜶
╰   Onumannociw  㛥 伺 佔   ⷌ 循 18 ┪ 篕 䩦 ┕ ▽ 亍 ⺳ 柱  萁 椙 ⯤ 陷 㜶 ╰ 
Suwaranociw割姨╯佔ն熤㰚佭돶돡䩔䩢氳냖㼉㰚溍斷覆ら┯峄㏜ꄅ氳ꡦ⚊Ⲅⲏ
䄄夷㛿齉金䄄⛼⮽侪┕ 9 憠䄅⺓䣉耇⚔䕜塝笑塜佭鲹╄㰚荣ꄅꄌ佔☳重亡㛿狝╈寕㜊氳
笑ꠑն㍕塝鲹冻佔鱏逈顲◀▽亍氳霅䏣䙬╬创辑浔ꡦ⚊Ⲅⲏ䄄循⽰几╙奏⮷◇
ꡦ⚊Ⲅ妩仍㵒Ꝛ僿㷉⛩循儗䃸㹢璡㏐几♜氳燢⽛始鳡┖䢦鹀⹨氳Ⰼ⯡♔娴注撕╯几
仰嫏注桑氳⮇熊╯萶ն萁椙⯤ⷊ割姨佭⽰几䄄㏜ꄅ┉⺳沪䄄氳㡤妤☽顆顊沪
留յ䘪㚲ⲏ䄄ն㵒◇ꡦ⚊Ⲅ几全陱萁椙⯤陷㜶╰鲹╄⺳柱创辑浔┉夀烆⩝♜氳䗊⚮
萶ꥈ阭䑓ն 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜繁体字＞ 
 

ꡦ⚊ⲅ艃佔鱐 
ꢝ▽⠺Ⲃ佔佔芓宿ꡦ⚊ⲅ☕熔榫㱚⠟✿铻鳯䷚◄佔䈴䅻䅻逈䬟鳯䡗烖鎈☕擻Ⳃ

擻 䡝 縖 佭 仼 䅻 榟 孨 煉 氳 刈 ⠕ 鼨 ⮈  ㏇ 伅 䃷  ꡦ ⚊ ⲅ ☕ 牒 ⴯ 哗 佔 憡 ր 朚 糶 钱 㜷 懃 ց
Poronociw䙬䓙佭ր⢅㛻氳佔鱐ց㱚亰麕氳⴯习烹佔逈牒憡րⶎ朚朚钱㜷懃ց
Upoponociwⷊր艸╯佔ցꡦ⚊ⲅ☕注瑪烹갤ꝟ◿氳佔佔♏辑 7 ⠕㎠㎖塚堮琸
艸氳㡟㤎佴佔㎯佴ꮠ⺱րⷃց經⺈րꡦ撨蛓钱㜷懃ցArwannociw羝䏴ⷙ
佭┉夀䡽抇注⹚氳⥉鐁䷚◄氳╚鉈熔佭 7 ⛤㡟㤎┘鷪㞈⠟竭䘶⣖䠧┘䇡鱖孨 

麅僘┉◚佔鱐艃ꡦ⚊ⲅ☕仼䅻榟孨煉氳ㄎ嗞䗉䙐㳢⮊注꟯ꄌ佔鷪⸼逈牒憡ր堷㝺傻

204



 

 

钱㜷懃ցOnumannociw㛥伺佔ⷙ㏇ 18 ┪硕䬷▽于經㰅ր譍椘⯤钱㜷懃ց
Suwaranociw割⸊╯佔㏇뉱뇹䩔䱪냖㼊氳熥㛿溍斷想り哆幨㕙遵氳ꡦ⚊ⲅⳒ䄄
夷㛿齉釒䄄獲⮽侪┕ 9 럅䄅⺓䣉耈⚔䕜縡塞侈塜佭鵞⠕㰛疒ꄌ佔䐍重亡㛿狞煉寖㜊氳侈
ꝴ㍕塞鵞冻佔鱐逈韥◀▽于氳霆䐹䙬紶♏辑蜸ꡦ⚊ⲅⳒ䄄㏇ր⽰☕ց憡ⶆ禁亥ꡦ
⚊ⲅ☕㵴ꝏ僿㷉⛩㏇儗䃹璢㏑☕⠟氳牒⽛㙪鳢┖䢦鹁⹨氳Ⰰ⯢♓⹗注䚂╯☕扝嫏注
㱥氳⮈ꦗ╯萷ր譍椘⯤ցⷊ割⸊佭ր⽰☕ց䄄䊰遵┉經泃䄄氳㡥妤☾靷鞊泃畚䠢
谊Ⳓ䄄㵴亥ꡦ⚊ⲅ☕✿鐁ր譍椘⯤钱㜷懃ց鵞⠕經㰅♏辑蜸烆⩝⠟┉夀䗉⥏萷ꦙ氳鋘
䞭 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
 

アイヌと星 
アイヌは航海と物語の両⽅に星を利⽤していました。星座は神話上の人物や動物、⽇常生活の様

相を描いていると考えられていました。旭川では、北極星のアイヌ名は「偉大な星」を意味する「ポロノ
チウ」です。近くにある北⽃七星は「踊る星」を意味する「ウポポノチウ」として知られ、その 7 つの明るい
星は、輪になって楽しく歌い踊る 7 人の少⼥を表すと信じられています。プレアデス星団は「アラワンノチ
ウ」と呼ばれ、農作業から逃げ出した怠け者の 7 人の少⼥という対照的な物語が伝えられています。 

アイヌの生活の喜びと悲しみに密接に結びついている星もあります。⾦星は伝統的に「オヌマンノチ
ウ」（宵の明星）として知られていましたが、18 世紀になると「スワラノチウ」（栖原の星）という新し
い名前が付けられました。秋のサケ漁が最盛期を迎える間は、石狩湾の商業漁場で働くアイヌの労働
者たちは、その時期には⻄の空に⾦星が沈む午後 9 時頃までは休むことを許されませんでした。この星
は「和人」（⽇本国内でアイヌ⺠族と区別して、本州などに住んできた人々を指して使われてきた呼
称）によるアイヌ労働者の搾取と、愛する者たちとの離別の象徴となりました。「スワラ（栖原）」は、
過酷な労働を監督していた和人の現場管理人の名前でした。アイヌにとって、スワラノチウは先祖たち
が耐え忍んだ苦難を重苦しく思い起こさせるものです。 
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003-044 
一般社団法人大雪カムイミンタラ DMO 

【タイトル】 カムイと交わるための捧酒箸︓イクパスイ 
【想定媒体】 アプリ、QR コード 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

┚⶯牻⚊媃鵠氳䩯鿯⚊䈑䅅萁⚊ 
循ꡦ⚊Ⲅ乄⴬ꄅ几眷┪槡┚⶯牻⚊kamuy烖愓氳┪槡佭冶ꛯ䇜柳氳縡逈燢

╙⚊䈑䅅萁⚊(ikupasuy)氳䩯鿯佭簟硍┼槡媃鵠氳ꄆ金䄄ն⚊䈑䅅萁⚊佭┉熨炕
榫◇㵨几眷氳炭䛄⚩鵉簄⶯牻⚊ն 

❤拨⚩簊⚊䈑䅅萁⚊꧎✳榫┱⴮篍雖允䡝繁儒ꥵ垦縡䡗Ꝛ 40֐30 ⷿ眦㳑 4֐3
ⷿ眦㛚䎬䢨䇖㍌鉉㎐射┉㜍鵄峀⹩篱ն夷┉䶺⚊䈑䅅萁⚊┕齉ꥵ垦浔创辑✳榫縖氳
逸깳㎂终♔➘阦⶯牻⚊湳鷺佭陾循炭焁ն㎂终⺎♔佭⫞㲓氳簃槇█⺎♔佭略霅氳㎂
䎬㛢♔ꡦ⚊Ⲅ乄⴬╈⹨㵯㼶氳ⲁ擻╙╚겗㞝挫յ됝յ姢暙յ뙣յ돡յ賁ն 

╞ⱴ♙䌋笑榺ꡦ⚊Ⲅ槀䓪䣮榫⚊䈑䅅萁⚊氳㶅㜍诅鿯嬬循⚊篞╰inaw
榫⭾㵨儒免辑ꪫ⯡⭴㛢兣篱Ꝛ訅撴⫋丞杼䡗瘯敯氳擻⿁┕⺵縖⩘䎎浔几┚⶯牻⚊
╯ꠑ媃鵠氳㨦☮ն同Ⲃ⚊䈑䅅萁⚊ꡦ⚊Ⲅ几⺸⶯牻⚊辑鱳䚊隟յ㵖姳䧗䌖յ炭姳㞑鲡ն 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜繁体字＞ 
 

艃⶯牻⚊嶥鵡氳䩯鿰⚊飪䅅譍⚊ 
㏇ꡦ⚊ⲅ乄ⴭ遵☕걊┪槡艃⶯牻⚊kamuy烖ꩯ氳┪槡佭注燥◬笞氳⚊飪䅅

譍⚊ikupasuy⯞佭禵答⪔槡嶥鵡绤答氳ꄆ釒䄄⚊飪䅅譍⚊熔⺈䩯鿰佭┉牊煱
㉻榫亥㵫☕걊氳炭갾⥉鸚礢⶯牻⚊ 

❤拨⥉礶⚊飪䅅譍⚊ꧏ✳榫典⴯硟雖允䡝刿儒ꥶ禦縡䡗ꝏ 40֐30 ⪞⮈㴸 4֐3
⪞⮈㛛䎬䢩頰㍌鉈㎨弞┉꯽鵅廍闭碸夷┉䶺⚊飪䅅譍⚊┕齉ꥶ禦蜸♏辑✳榫縖氳
遫굟㎬勇♓➘阁⶯牻⚊湳鷻佭鐎㏇炭煷鵞◚㎬勇⺎♓佭㴵酒氳筑樔熔⺎♓佭䥩霆氳
㎬䎬㛻術♓ꡦ⚊ⲅ乄ⴭ煉⹨㵰㼷氳Ⳃ擻憡╚갭⥾佭挬诺닌姢暲둊뇹賁 

艈鰾⧘䌋侈榺ꡦ⚊ⲅ槀䓪㓵榫⚊飪䅅譍⚊氳㶅꯽识鿰惓㏇ր⚊硱懃ց
inaw榫⭾㵫儒免辑ꪫ⯢示術半碸ꝏ訆撵⫋丞杼䡗瘰敻氳擻⿁┕䏴縖⩙樧蜸☕
艃⶯牻⚊╯ꝴ嶥鵡氳㨧☮ꡦ⚊ⲅ☕⠺Ⲃ⚊飪䅅譍⚊⺸⶯牻⚊辑鷾龍销熔姳䧘䌖炭
姳㞒鷠 
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----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
 

カムイと交わるための捧酒箸︓イクパスイ 
アイヌ文化において、人間と「カムイ」（神霊）の世界は互いに絡み合っており、「イクパスイ」はその

繋がりを維持するための重要な道具です。「イクパスイ」は人間の祈りを「カムイ」に伝える儀式⽤具で
す。 

伝統的に「イクパスイ」はイチイやヤナギの⽊で作られます。⻑さは 30〜40 センチメートル、幅は 3
〜4 センチメートルで、端が丸められた平たい形をしており、一⽅の先は徐々に細くなっています。それ
ぞれの「イクパスイ」には「カムイ」が祈りを認識できるよう、所有者を表す彫刻が施されています。彫刻
は写実的な描写から抽象的なデザインまで多岐にわたり、アイヌ文化で崇拝されているクマ、シャチ、カ
ワウソ、⿃、⿂、蛇などの動物がしばしば描かれます。 

儀式の際、アイヌの男性たちは「イクパスイ」の先端を酒に浸し、人間と「カムイ」の間を仲介する道
具である「イナウ」（⽊材の表面を削り、房状にしたもの）の上に振りかけます。「イクパスイ」を通じて、
アイヌは感謝を表し、導きを求め、幸運を祈ります。 
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003-045 
一般社団法人大雪カムイミンタラ DMO 

【タイトル】 アイヌの活動家 
【想定媒体】 アプリ、QR コード 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

ꡦ⚊Ⲅ氳炙⚢孨ⲁ㳄 
舅 19 ┪篕侪僿♔全ꡦ⚊Ⲅ几篺ⷧ▽阵㛢荃ꥈ㍮萶ն☽♜逈鳡䯉熊烆烆鰔鰔榟孨氳

㎻㏐逈䍠⯆⺱⴬◇仼儗炙⚢ն㶽留㞝塝ꡦ⚊Ⲅ炙⚢孨ⲁ㳄♜鲸佭䤓⮽▽╙⟊䥉儗妩仍
陪銨յ乄⴬⽰㎻㏐縡男◂氳亡嫏ն 
 
╙ꡦ⚊Ⲅ几氳儹⮵縡男◂ 

蔞军嶏埠鼃(1900-1991)佭⭴榟◇伅䃷洛氳㰣縖⽰炙⚢孨ⲁ㳄█佭瑭┉⛤鲽⪍䎎㏐
秒䈢䄄⛼氳ꡦ⚊Ⲅ几ն☽傾循 20 ┪篕 30 䇗创⯥䏢┱◺男阫金姳鲮鲸ꡦ⚊Ⲅ几氳㎻㏐ն
⺱车氳糙荔儛㳄溠嬐奃㓹(Sunazawa Bikky;1931-1989)氳⹙☆溠嬐ꢾꡦ㏽陷(Sunazawa 
Toa-kanno;1893-1953)յ溠嬐✐䥽蟑熭粬(Sunazawa Peramonkoro;1897-1971)ն篳⪭┉
榟蔞军嶏埠鼃齉循╙䈥ꢝ 1899 䇗검䄭氳վ⴮宿鷺仾㎻几⟊䥉嫏տ縡䡟ն鲹걸嫏初䣒浔
⟊䥉ꡦ⚊Ⲅ几氳⺳⺙㲓ꡮⷌ㜕颦▽☽♜氳㎻㏐㵗舚☽♜氳⚩簊乄⴬辡蛽ն院嫏初僄篳
◇ 1997 䇗䈥塛ն 
 
陪銨┚乄⴬⟊䥉 

溠嬐✐䥽蟑熭粬佭┉⛤篥篲⿁荔儛㳄㞇鵠鲋䷸䪧籈篖⽰⯌簎䤗荔╙ꡦ⚊Ⲅ捞䓪䬠❠
䶺䧏ն㞇鲸转湳ꡦ⚊Ⲅ⹾鳮⺒陔⽰妩ꠑ䷚再䇜┦㵨鲹◙湳陃⚩䪧簄▽ꡦ⚊Ⲅ氳㰣縖㍕
縡颉䐂几♜氳㵯丒ն㞇⽰┓㜂溠嬐ꢾꡦ㏽陷⹙⹙逈䷅䎓循蔞军嶏埠鼃䢦蜷氳վꡦ⚊Ⲅ几擻
⚩տ╈ն 

ꠅꄇ好⭤(Monno Nanke;1881-1963)⽰☽氳㠦㯹ꠅꄇ⿊꨽(Monno Harue;1887-
1968)佭僄⺵┉创耇拒陱ꡦ⚊Ⲅ陪銨氳ꡦ⚊Ⲅ几նꠅꄇ好⭤☳骱╙┉兎꺙겅氳烆邮䈑꙼熭
粬(Kucinkoro;1792-1867)黁ꄅ簒䤕▽ꡦ⚊Ⲅ几氳⚩簊▊⟂⽰乄⴬ն1869 䇗䈑꙼熭粬傾
陱僜秒䈢㲇⼥科䋶鶹鳡伅䃷ꡦ⚊Ⲅ几鱻熊溍斷䃷┕崅媯㺢烆㏐氳阞⮕㍕塝㚷⹨丒ꄆն 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜繁体字＞ 
 

ꡦ⚊ⲅ氳炙働鷠Ⳃ縖 
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ꡦ⚊ⲅ☕舅 19 ┪硕侪僿♓✿祺塽▽錊術荆ꦙ萬萷☾⠟逈鳢䯊ꦗ┪♏榟孨氳㎻㏑
逈䍛⯆⺱ⴭ亥仼儗炙働⨅畚㞞塞ꡦ⚊ⲅ炙働鷠Ⳃ縖⠟麅佭䤓⮽▽憡⟋闀☾⠟氳鏥銨
乄ⴭ⽰㎻㏑縡䤻撏氳亡嫏 
 
憡ꡦ⚊ⲅ☕氳垷⮵縡䤻撏 

示榟亥伅䃷䄬氳㱄縖⽰炙働鷠Ⳃ縖蔟◒嶏埡鼃1900-1991佭瑮┉⛤鶡⪌樧㏑䷓䈢
䄄獲氳ꡦ⚊ⲅ☕1930 䇗♏☾私䏢典◺䤻閲釒姳鲯麅ꡦ⚊ⲅ☕氳㎻㏑⺱车氳麅僘
諠轱㳄溠徉奄㓹Sunazawa Bikky;1931-1989氳ꦁ鈒溠徉ꢾꡦ㏽钱Sunazawa Toa-
kanno; 1893-1953溠徉率䥽蟒刷嬸Sunazawa Peramonkoro;1897-1971蔟◒
嶏埡鼃磚⪭┉榟齉㏇憡䊵ꢝ 1899 䇗ꯓ⛜氳վ⴯宿鷻艋㎻☕⟋闀嫏տ縡䢇鵞ꯁ嫏♒䣒蜸
⟋闀ꡦ⚊ⲅ☕氳經谝酒꤂ⷙ製颦▽☾⠟氳㎻㏑㵷舛☾⠟氳⥉礶乄ⴭ辡蛾䏴鵞ꯁ
嫏♒㏇ 1997 䇗䊵塛 
 
鏥銨艃乄ⴭ⟋闀 

鵂鷪䷹䪧竄硩⽰⯌笽䤗諠碞笞⿁諠轱㳄溠徉率䥽蟒刷嬸憡ꡦ⚊ⲅ㝷䓪䬠❠䶺䭤㞈
捙湳ꡦ⚊ⲅ⹾鳯絨鍸⽰妩ꝴ䷚◄┾┦㵫鵞◚湳閂⥉䪧礢▽ꡦ⚊ⲅ氳㱄縖㍕縡頭䐂☕⠟
氳㵰专蔟◒嶏埡鼃䢦蜸氳վꡦ⚊ⲅ☕擻⥉տ➘䷅ꍖ▽㞈艃┓㜂溠徉ꢾꡦ㏽钱氳䷚◄ 

ꝛ ꄇ ⶟ ⭦  Monno Nanke;1881-1963  ⽰ ☾ 氳 㠧 㯹 ꝛ ꄇ 置 ꨾ 繷  Monno 
Harue;1887-1968佭䏴┉♏耈衣鐁ꡦ⚊ⲅ鏥銨氳ꡦ⚊ⲅ☕ꝛꄇ⶟⭦䐍骰憡┉兎꺙ꯝ
氳烆撝飪堏刷嬸Kucinkoro;1792-1867黁遵筷䤖▽ꡦ⚊ⲅ☕氳⥉礶綗⟂⽰乄ⴭ飪堏
刷嬸傾㏇ 1869 䇗鐁僜䷓䈢還⿦䷒厑鶺鳢伅䃷ꡦ⚊ⲅ☕鹞ꦗ溍斷䃷┕崅媰㺢烆㏑氳銷樔
㍕塞⤕⹨专ꄆ 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
 

アイヌの活動家 
19 世紀後半以降、アイヌは⼟地から強制的に追われ、⽇本社会への同化を強いられる中で多く

の苦難を経験しました。しかし、そのような状況下でも活動家たちは、アイヌの人々の言語、文化、⼟
地のために闘う⽅法を⾒出していきました。 
 
アイヌの権利のために闘う 

荒井源次郎（1900-1991）は旭川市出身の学者であり活動家でした。彼はまた、地⽅⾃治
体で働いた最初のアイヌでもありました。1930 年代、彼は芸術家の砂澤ビッキ（1931-1989）の
両親である砂澤トアカンノ（1893-1953）と砂澤ペラモンコロ（1897-1971）と共に東京へ赴
き、アイヌの⼟地の返還を求めて抗議活動を⾏いました。生涯を通じて、荒井は 1899 年の「北海
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道旧⼟人保護法」の廃止を求めて闘いました。この法律はアイヌを保護するという名目で制定されまし
たが、⼟地の没収と伝統文化の衰退を招きました。この法律は最終的に 1997 年に廃止されました。 
 
言語と文化を保護する 

織物芸術家の砂澤ペラモンコロは、アイヌの⼥性たちに裁縫や刺繍を教えることで彼⼥たちを支援
しました。彼⼥は口承叙事詩と物語の知識を持ち、それらをアイヌ研究者たちに伝えた人物として尊
敬されています。彼⼥と夫のトアカンノは、荒井源次郎の著書『アイヌ人物伝』で紹介されています。 

門野ナンケ（1881-1963）と妻のハルエ（1887-1968）は、アイヌ語を話す最後の世代のア
イヌでした。門野ナンケは、祖父である⾸⻑のクーチンコロ（1792-1867）から伝統的な慣習や文
化を受け継ぎました。クーチンコロは 1869 年、政府高官に対して、旭川のアイヌを石狩川上流の先
祖伝来の⼟地から移住させる計画を断念するよう説得したことで尊敬されています。 
  

210



 

 

003-046 
一般社団法人大雪カムイミンタラ DMO 

【タイトル】 アイヌの物語と口承の歴史 
【想定媒体】 アプリ、QR コード 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

ꡦ⚊Ⲅ氳妩ꠑ䷚再⽰⹾鳮ⷧ⺒ 
舅⹿♔全ꡦ⚊Ⲅ几㶩鵠鲋⹾鳮䷚再全⟊柳☽♜氳ⷧ⺒⽰⚩簊ն鲹◙䷚再┪创注⚩

䏢䏢⹛何▽几眷┚⶯牻⚊kamuy烖愓氳㳢⮊⪩硍ն 
糙◙䷚再佭榫烖陚亡䌋⼑朆ⷧ⺒再♭ն奃㞝循伅䃷氳┉⮟⚩陱ꄅ䄭隵뙣⺸┉⺳ꡦ⚊

Ⲅ㰨㯹것閜宿ネ㵨舘ն㰨㯹⽰头☆┉颯鴣⮽㸔┕骿循┉叭册剨┕ն瑭◅㛿岳俁阵㛢䢣
㷒逈⫿多☽♜ⷌ㱧抆仰䔵佭⴬骱╙䄭隵뙣氳⶯牻⚊䦲䷬▽☽♜ն䩺陱鲹⮟䷚再⽰
1834 䇗溍斷覆鹀鷕氳┉埠宿ネ糙⪩ն 
 
䷚再⽰⺒陔 

ꡦ⚊Ⲅ⹾鳮䷚再⺎⮇╙葏꥓⹫再陔յ烖陚⺒陔⽰丆乄䷚再└㛻眷ն葏꥓⹫再陔逈燢╙
㶗⶯㶂(yukar)╚金阯鳮Ⲯ丅氳╚几⪝糌骱◇䡖Ⰾ⴬䗯㗟┖氳葏Ⲯ再鴇ն⹫鳮縖♔舅
洄里糙氳仄䏱⻋そ䇜榫㵸儒冏⭵䣒⭴䍠䍐冶僀氳䦁㯹ն烖陚⺒陔逈燢╙⶯牻⚊㶗⶯
㶂(kamuyyukar)䡝捅⚊篞(oyna)♔⶯牻⚊氳鈼鉉全⹫再ն⻋陲笑⚢ꄆ㛄⺱┉夀
仄䏱鲸浪浪ⴎ⻡䦟ꮠ陊鳦⺀ն丆乄䷚再⮟逈燢╙╰⚊孭⩡㶂(uepeker)䡝㎂⚊㖍
⩡(tuytak)♔仼浪㵒陚氳亡䌋阯鳮⪭╈┉◙䷚再觡⻡鷺䐼⚰杼㍴簀几眷┚⶯牻⚊
氳⪩硍㷤䋯ն 
 
♔阯䷚再全⚩䤕乄⴬ 

伺媪秒䈢(1868-1912)◇ 1869 䇗䋯㡏㲓亨⺱⴬秒瓀始⯆ꡦ⚊Ⲅ氳陪銨⽰⚩簊⹾鳮
䷚再氳䎬䌋█꣮╯仼峀䌋䐭ն┘鲋ꡦ⚊Ⲅ㰣縖♜鲸佭㶽ⱱ㵨鲹◙创创注⚩氳䷚再♔░ꪫ
䎬䌋阭䎓┖全╙⺵┪槴┖▽阵㛢ꡦ⚊Ⲅ䷚再湳ꄅ䇟䘟(1903-1922)籁⫞氳վꡦ⚊Ⲅ烖
隠꥘տ╈陎儗⺱⺳2024 䇗撷➘佭⪭╈奥⮇糙创辑䓪氳⛼⿁ն 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜繁体字＞ 
 

ꡦ⚊ⲅ氳妩ꝴ䷚◄⽰⹾鳯塽絨 

211



 

 

ꡦ⚊ⲅ☕舅結♓✿鵂鷪⹾鳯䷚◄⟋㰇☾⠟氳塽絨⽰⥉礶鵞◚䷚◄┪♏注⥉䏢䏢⹚
佖▽☕걊艃⶯牻⚊kamuy烖ꩯ氳㳢⮊꟯绤僘◚䷚◄佭榫烖鎈氳亡䌋杯塽絨◄♭
奄㞞㏇伅䃷氳┉⯞⥉鐁遵䄭牰둊⺸┉經ꡦ⚊ⲅ㰨㯹ꯏ閝宿㈕㵫舘㰨㯹⽰头鈒┉鴤⮽
㸔┕髀㏇┉叭再嘻┕瑮◅㛿岴係錊術䢤㷒逈婵夘☾⠟ⷙ㱨抇扝䔵佭ⴭ骰憡䄭牰
둊氳⶯牻⚊䦲䷬▽☾⠟䴆鐁鵞⯞䷚◄⽰ 1834 䇗溍斷想鹁鷖氳┉埡宿㈕僘꟯ 
 
䷚◄⽰絨鍸 

ꡦ⚊ⲅ⹾鳯䷚◄㛻냉⺎♓⮈└㛻걊葐꥓䷶◄鍸烖鎈絨鍸⽰万乄䷚◄葐꥓䷶◄鍸
逈牒憡ր㶗⶯撨ցyukar╚釒铻鳯丄氳╚☕⪞糌骰亥䢊ⱉⴭ䗰蜢┖氳葐◄騛
夷⛤䷶鳯縖網そ侈氳仄䏱齉⺨┘注⺱麅働榫㵸儒冎侈䍛侈䍐㏑䳦䣒䦁㯹烖鎈絨鍸逈牒
憡ր⶯牻⚊㶗⶯撨ցkamuyyukar䡝ր㝡⚊硱ցoyna♓⶯牻⚊氳釲鉈✿䷶◄
網鏸侈働⹚釚⺱┉夀仄䏱䅻䅻麅ⴎ⻢䴨ꮠ鍢鳧⺀万乄䷚◄⯞逈牒憡ր懃⚊孭⩡撨ց
uepeker䡝ր㎬⚊㖎⩡ցtuytak♓仼䅻㵴鎈氳亡䌋铻鳯⪭煉┉◚䷚◄㎠笸☕
걊艃⶯牻⚊氳꟯➡㷤ꝧ譓⻢蜸鷻䐼⡑杼 
 
♓铻䷚◄✿⥉䤖乄ⴭ 

1869 䇗伺媪䷓䈢1868-1912ꝧ㡐酒亩⺱ⴭ䷓瓁㙪⯆ꡦ⚊ⲅ氳鏥銨⽰⥉礶⹾
鳯䷚◄氳䎬䌋熔ꤚ╯仼廍䌋䐮┘鷪ꡦ⚊ⲅ㱄縖⠟麅佭況ⱱ㵫鵞◚䷚◄♓傴ꪫ䎬䌋鋘ꍖ
┖✿憡䏴┪槴┖▽錊術ꡦ⚊ⲅ䷚◄湳ꄅ䇟䘟1903-1922稶㴵氳վꡦ⚊ⲅ烖锇꥙տ
癩냉煉閰儗⺱經2024 䇗示撸➘佭⪭煉氳♏辑獲 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
 

アイヌの物語と口承の歴史 
アイヌは古くから、伝統的に口承によって歴史と伝統を保存してきました。世代を超えて受け継がれ

てきたこれらの物語は、しばしば人々と「カムイ」（神霊）との深いつながりを反映していました。 
あるアイヌ伝説は、歴史的な出来事を神話的に解釈したものでした。旭川に伝わる物語の一つで

は、カッコウが津波の到来をアイヌの子供に警告します。子供と⺟親は共に⼭に逃げ、松の⽊に隠れま
す。翌朝には多くの家が流されていましたが、彼らは⿃の姿をした「カムイ」であるカッコウのおかげで無事
でした。この物語は 1834 年に石狩湾を襲った津波に関連していると考えられています。 
 
物語と叙事詩 

アイヌの口承物語は、英雄叙事詩、神謡、散文説話の 3 つの大きな分類に分けられます。「ユカ
ㇻ」として知られる英雄叙事詩は、劇的な状況下での勇敢な主人公の物語です。語り手は独⾃の旋
律で歌い、⽊製の拍子⽊で強弱を付けます。「カムイユカㇻ」または「オイナ」と呼ばれる神謡は、「カム
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イ」の視点から語られます。これらは繰り返しの旋律で歌われ、しばしば擬⾳語のリフレインを含みます。
「ウエペケレ」や「トゥイタㇰ」と呼ばれる⽇常的な散文説話は、会話調で語られます。その中には、人間
と「カムイ」との関係に焦点を当てた教訓譚もあります。 
 
語り継ぎを通じた文化の保存 

1869 年に始まった明治政府（1868-1912）の同化政策は、アイヌの言語と伝統を抑制し、こ
のような語り継ぎの形式を衰退させました。しかし、知⾥幸恵（1903-1922）による『アイヌ神謡
集』（同名の中国語版は 2024 年出版された）のように、アイヌの研究者たちがこれらの物語を文字
に記録する努⼒をしたことで、多くの物語が後世に残されることになりました。 
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地域番号 006 協議会名 中海・宍道湖圏域多言語解説協議会 
 
解説文一覧 

NO. スポット名（タイトル） 中国語文字数 想定媒体 

006-001 須佐神社 1405 WEB、パンフレット 
006-002 佐香神社 630 WEB、パンフレット 
006-003 出雲文化伝承館 1020 WEB、パンフレット 
006-005 松江城 1795 WEB、パンフレット 
006-006 松江の武家屋敷 1720 WEB、パンフレット 
006-007 明々庵 1375 WEB、パンフレット 
006-008 月照寺 888 WEB、パンフレット 
006-009 佐陀神能 1015 WEB、パンフレット 
006-010 鼕⾏列 665 WEB、パンフレット 
006-011 ⻩泉⽐良坂 410 WEB、パンフレット 
006-012 観光ループバス ぐるっと松江「レイクライン」 305 WEB、パンフレット 
006-013 港町・美保関 2190 WEB、パンフレット 
006-014 瑞光山清水寺（安来清水寺） 920 WEB、パンフレット 
006-015 精進料理 705 WEB、パンフレット 
006-016 安来節演芸館 425 WEB、パンフレット 
006-017 月山富田城跡 1295 WEB、パンフレット 
006-018 和鋼博物館 1130 WEB、パンフレット 
006-019 安来市加納美術館 885 WEB、パンフレット 
006-020 広瀬絣センター 1185 WEB、パンフレット 
006-021 さぎの湯温泉 325 WEB、パンフレット 
006-022 出雲織 のき⽩⿃の⾥ 350 WEB、パンフレット 
006-023 米子城跡 1200 WEB、パンフレット 
006-024 城下町 米子 515 WEB、パンフレット 
006-025 淀江和傘伝承館 965 WEB、パンフレット 
006-026 弓浜絣 290 WEB、パンフレット 
006-027 皆生温泉 470 WEB、パンフレット 
006-028 米子水⿃公園 595 WEB、パンフレット 
006-029 上淀⽩鳳の丘展示館と上淀廃寺跡 765 WEB、パンフレット 
006-030 ⿃取県⽴むきばんだ史跡公園 1455 WEB、パンフレット 
006-032 山陰伯耆国 米子アジア博物館 820 WEB、パンフレット 
006-033 漫画家 水木しげる 880 WEB、パンフレット 
006-034 水木しげるロード 815 WEB、パンフレット 
006-035 水木しげる記念館 990 WEB、パンフレット 
006-036 夢みなとタワー 840 WEB、パンフレット 
006-037 境夢みなとターミナル 340 WEB、パンフレット 
006-038 ⽩砂⻘松の弓ヶ浜サイクリングコース 275 WEB、パンフレット 
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006-039 海とくらしの史料館 805 WEB、パンフレット 
006-040 境港水産物地方卸売市場 545 WEB、パンフレット 
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006-001 

中海・宍道湖圏域多言語解説協議会 
【タイトル】 須佐神社 
【想定媒体】 WEB、パンフ 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

걺⛪烖炙 
纱䩺⪝⩕ 8 ┪篕䡗░氳㏐亡䑪վ⭴◌㎁곽㎻阭տ阭鰉鲹䈴烖炙佭烖伺걺⛪耇迃⽝

⬀䙬Ꝛ洤淋㵨骱骺姧鲾┚舅抆踅╙┉⛮氳㏐亡ն几♜注⟔☽氳愓놺鷥䄭◇烖炙䢦循氳丞
╄㸔隵ն儗㏐粮╙几湳氳⭴◌㛻炙█❠㜪걺⛪耇迃⽝┚╯注奃걺⛪烖炙㶩侁䐂鰏╙儣
碜⛙框舅⹿♔全➘逈鈼⛼鲹⛤烖伺洡塜氳㏀㏐ն 

烖陚阭鰉걺⛪耇迃⽝⭵題▽⪚㹏㛻賁仼儗烖陚╈䦦糙⪚㜍氳䄉賁☳賁㶾╈藜䐂
┉䤧烖⯬㶩佭⺵全仼儗永㲝└烖╯┉氳蔈訿⯬訿ꮠ⺱僀ն☽鲜㥔牦榹奃
⶞⽝⪝╚⺵䋯㡏㵖鈻䋧鵲㲩外╯㏐ն䥠鱳鲹撴㸔隵休걺⛪耇迃⽝㵒⪝╚陱塝㏐初䡘
䑐烖㱧㱕⠙䚊艛撧ն㶩♔䡘氳⺳柱╙鲹ꄅ⽝⺳䡘♜循塝㲋㷉⻗ն 
 
烖炙氳⛤糌 

䩺⺒乢阭鰉걺⛪烖炙僄⮤⛤◇ꡭ鲤氳㸔㐕┕⺵鱻舘朆㏥丘氬䇗全篺ⷧ▽㛢埠ꄆ䋧
┚⟤籙ն☳䄭㷀全洇烖炙┚亰鱦氳걺⛪䃷䇖车縡媞孲槡㲋▽烖炙氳葶㍴ն鲋⸼媞┕傾
几颯┉䈴攑⯆氳랫幯♙䌋榫勰┥❠儹顜车颦ն烖炙㗟⫂ꢝ▽逈鈼╙烖╯㷉䢦氳儗外
塜外鲸糙⭓䈴儕炙ꡭ㷯烖炙⹖⪭☽阻亨ն儗外㵒ꪫ阻糙┉䈴❠㜪걺⛪耇迃⽝氳㡛
㡛㛿拨㛻烖择ꡖ捞烖逈㜪╙仼儗永㲝氳㡏烆氳㛿拨炙ն 
 
鲽⪍烖炙 

鲽⪍걺⛪烖炙꺙⩝金篺鲋┉䈴儒鵲㵸ꠅ哦꣮烖ꠅն┉㵒斦敤仼儗骤施斦ꮠ
⺱劈㱥䥉循ꠅ⹾框♜骱┕寏▽ꄌ荈⽰⪭☽⭓熨◾荈ն⹇鷺⹇䦛鷺饟┼亰㏿蛽浔
⭓䢦㵸炙外烖炙䋧璵⹇鷺㶽㜍➘佭儗外⯥亡䅠浔㍴剥氳䦛外几♜鵠浪循塝炭焱յ❠
㜪烱⿁ն┚㛢丘곽劲注⺱氳烖炙┉劫鲹䈴䦛外┚儗外╯ꠑ榺┉夀ꝚꝚ氳䉺印注鳀☢꡿烖
纡几⼥鵠车⪭☽几꧎☳匿ꪫ簀车䣉耇⹇䦛儗外ն 

烖炙䢦循㏐冷儒葴㳢儗外┼匿☢糙重鼕氳鵠鷺㍕塝䎎 12 眦냖氳儗外⮤埠何⪍浍䅊
休㶩⚢䅠全䍠憷氳⫿⭵˒˒循重鼕氳狝ꠑꄅ全阼縖꧎♣㜍䣉耇洇岳浍⯥擻⛮氳⪓靏鲹
粮⭱侁▽䋧璵氳鈼鈿䌫ⱱն16 ┪篕休鲹ꄅ傾糙┉䈴阻阞注⺱⛙냖䈲緾⠙氳儗外朆柳䋧
璵⮟䋧◇ 19 ┪篕ն 
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㛻炙鵲䋧璵곽劲 

烖炙儗外ꃾ榫僄⹿縏氳烖炙䋧鵲亡䌋╯┉㛻炙鵲곽劲♔⭴◌㛻炙╙衹儗丞⛮䋧
璵几◇냖냖氳儒刼╯┕ꃾ榫┘┕幯氳允剨⸊儒䋧鵲ն㷒걵釙沲浔允儒冏㷒耡┕逸깳▽烖
炙䋧璵攑糙氳됈儒⽰ⶉ儒ն됈儒佭┚㷒耡㑉波氳┉纱纱䇖车䪷科氳篥꛺䎬㎐刼
㍕䎬⛎됈돡䇕縡䐂⺳ⶉ儒⮟佭㷒耡┼珸氳 X 䎬冶⹔儒刼ն儗外弯⼽朅簀浔瞿紇氳允儒剛
剥┼匿阻糙㵸ꠅ⛙焔塛全阼縖⪍⫂ն纱䩺仼儗烖鷺䷸⟔♣꣰ 誾烖外⫂鼨佭╙▽⟊䥉烖
伺鹵⩦☽♜逈几眷氳籬ꣀ┚┘㱮紇䢦䗺䣼ն 

儗外⺵亡糙┉叭⺳╙㛻允׈؆(Ohsugi-san)氳䄉㑔允剨剨䇕波䏧飃鲋 2 眦냖
30 㛢眦佭院㏐奏僄냖氳允剨ն⺒乢阭鰉⪭剨륊䄖飃 1300 䇗㕉燢㚷婆㵯㼶氳⹿縏榟愓ն
框沴纱ꛯ荣㏐循㏐ꪫ赺贲⛈㷤阵㛢⹇䦛縖⚢⯥全鉵䱐剨纱⺸剨愓❠㜪烱⿁ն 
 
걺⛪烖炙┍㛻烖㜦 

걺⛪烖炙♔⚩陱╈氳┍㛻烖㜦ꠘ⺳ն┉佭沩军沩姢军⚩陱框┚鸬鲾氳宿嬤注
鳀ն◅佭仰䏆嘮┉叭┘⚢䤸┖䏆查氳嘮菋剨ն└佭注榟册┉劔⪵ꥥ꥓攑䏣氳册剨ն弯
佭䅠㯿嚆剨⺗蛽⺗╯喍䩺陱牦榹奃⶞⽝⪝╚坟㤹⺵榫册Ꙟ䨻䣊嚆剨⺗ⴎ邦羣沴
⺵全嚆剨┚册剨☳ꄅꪫ⹠菧䡗Ꝛ䪨蛽氳嚆剨⺗┕㶩槴糙㯿嬼ն◑佭ꦞ㚣ꡭ鲤牦榹氳┉㐉
骤㜍┕糙╄Ꝛ席蔈氳嬼⚩陱萴逈䣼ⲁ⚢䌖⹠孌姢ն⪠佭烖뀐烖炙傾깵⪴逈鈼╙烖╯㏿뀵
氳뀐䩺陱框♜⚢⹩氫♔것炐贸ꥈն僄⺵┉╄佭佔帑乖憠걺⛪䃷㵒㺢㸔㐕氳㹿骤┕浪
⭴朆氫荈乖憠几♜阡╙⪭丘ꄈ耇것炐䎎䇗䷅䡗氳㞑㏾ն 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜繁体字＞ 
 

ꯄ⛪烖炙 
劯䴆䡗傴亥重⩕ 8 ┪硕氳㏑亡鎿վ示ꦴ㎜겨㎻鋘տ鋘鬼鵞䈴烖炙佭烖炫րꯄ⛪耈迃

⽝ց鹡䳢ꝏ洤┾㵫骰高姧鸞艃舅抇踅憡┉냉氳㏑亡☕⠟注⟔炢氳ꩯ놻熔鷦䄭烖炙䢦㏇
氳丞⠕㸔隵⽰樧㏑催憡☕湳熔❠㜪ꯄ⛪耈迃⽝氳示ꦴ㛻炙注奄ꯄ⛪烖炙鬴憡嘺碜⛙
舅結♓✿鵞遵㶩逈釲獲鵞⛤烖炫洡塜氳纳㏑ 

劯䴆烖鎈鋘鬼ꯄ⛪耈迃⽝䳦䷴▽⪛㹐㛻賁仼儗烖鎈煉䳕僘⪛꯽氳賁䐍賁㶾煉
暢䐂┉䤧烖ⱕ㶩佭䏴✿仼儗永那└烖㉻╯┉氳ր蔉詀ⱕց詀ꮠ⺱ր僁ց炢鲝㥕牦
榹奄韢⽝⪞╚䏴➘ꝧ㡐釮䋧鵳邂外氳㏑럅䥡鷾鵞撵㸔隵侈ꯄ⛪耈迃⽝㵴⪞╚鐁
ր塞㏑♒䡘䑐烖逺㴪⠙龍艛撧㶩♓䡘氳經迗憡鵞遵⽝經䡘⠟㏇塞遝㷉⻗ց 
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烖炙氳⛤糌 
劯䴆⺒乣鋘鬼ꯄ⛪烖炙┉ꝧ㡐⛤亥ꡭ鲥氳㸔㐕┕╯䏴䣉鹞燯⮽杯㏥丨氬䇗✿塽祺

術埡ꄆ䋧艃⟣笡䐍䄭㷀✿洇烖炙艃亰麕氳ꯄ⛪䃷䇖车媞孳穆遝▽烖炙氳疘㎠䐍私
媞┕傾祺凡┉䈴攒邯氳랫幰⧘䌋榫噛㵬ꝛ礢垷鞕车颦烖炙㗟⪐ꢝ▽逈釲憡ր烖╯㷉
䢦ց氳儗外塜外麅僘䇭䈴儕炙ꡭ㸋烖炙⹗⪭☾錄亩儗外㵴ꪫ錄僘┉䈴❠㜪ꯄ⛪
耈迃⽝氳㡜㡜㛿拨㛻烖㜁꣊㝷烖逈㜪憡仼儗永那氳㡐烆氳㛿拨炙 
 
鶡⪌烖炙 

鶡⪌ꯄ⛪烖炙釒⩝祺鷪┉䈴儒鵳㵸ꝛ嗻րꤚ烖ꝛց┉㵴骰┕㖕▽ꄌ荈⽰⪭☾䇭牊◿荈
氳狛敤仼儗溍晕狛ꮠ⺱ր⚼ց逷闀㏇ꝛ⹾⹉鷻⹉䦛鷻饟砌亰僘䇭䈴㵸炙外烖
炙䋧疤⹉鷻況꯽㶩佭儗外私亡䅸蜸㎠垩氳䦛外☕⠟鵡䅻㏇塞炭焱❠㜪烲⿁艃術丨
겨劲注⺱氳烖炙┉嘚鵞䈴䦛外艃儗外╯ꝴ榺┉夀ꝏꝏ氳䉺印注鵿⺆僘烖绹☕⿦耈鵡车
⪭☾☕ꧏ䐍⣐ꪫ笸车䣉耈⹉䦛儗外 

烖炙䢦㏇㏑冷儒葵邴儗外砌⣐⺆僘旌狹氳鵡鷻㍕塞樧 12 ⪞㶹냖氳儗外⮤埡佖⪌浍
皧侈㶩働䅸✿䍛憶氳釲鈫轿䳦˒˒㏇旌狹氳狞ꝴ遵鷝遫ꧏ♣꯽䣉耈洇岴靏催⭱걦▽
䋧疤氳釲鈫骨ⱱ鵞遵㏇ 16 ┪硕侈傾僘┉䈴錄銷注⺱⛙냖食緿⠙氳儗外杯这氳䋧疤⯞佭
19 ┪硕䋧鵳氳 
 
ր㛻炙鵳ց䋧疤겨劲 

烖炙儗外䫑榫ր㛻炙鵳ց겨劲鵞佭結縐氳烖炙䋧鵳亡䌋╯┉♓示ꦴ㛻炙憡誻儗
丞냉䋧疤凡亥냖냖氳儒刼╯┕䫑榫┘┕幰氳允嘻⸊儒䋧鵳㷒ꮼ釚衏蜸允儒冎㷒耢┕⯞
僘烖炙䋧疤攒僘氳砌牊遫굟ր덤儒ց佭艃㷒耢㑊波氳┉劯劯䇖车氳碞ꍹ䎬㎨刼㍕䎬⛍덤
뇹▯縡䐂經րⶉ儒ց⯞佭㷒耢砌珸氳 X 䎬◬⹔儒刼儗外㍌⼾梫笸蜸矀紈氳允儒剂垩
砌⣐錄僘㵸ꝛ⛙焕塛鷝遫⪌⪐劯䴆仼儗烖鷻䷹⟔♣꤬調烖外⪐鼨佭憡▽⟋闀烖伺鹶
⩦⪭逈☕걊氳籭ꣀ艃┘適紈䢦꿯䵑 

儗外⺵亡僘┉叭經憡ր㛻允׈؆ցOhsugi-san鎊㏑ⶆ냖氳㑔允嘻嘻䇡波
䏺飃鷪 2 ⪞㶹냖 30 術⪞㶹鵞叭允嘻㕊牒⤕⹨㵰㼷氳結縐榟ꩯ劯䴆⺒乣鋘鬼⪭嘻룺
䄖飃 1300 䇗逬泇劯ꎭ疒㏑㏇㏑ꪫ赻贳⛈㷤錊術⹉䦛縖働私✿銕䱑嘻劯⺸嘻ꩯ❠㜪烲
⿁ 
 
ꯄ⛪烖炙ր烹㛻烖㜦ց 

ꯄ⛪烖炙氳ր烹㛻烖㜦ց注樧示經┉佭뛆◒뛆姢◒⥉鐁艃鸌鸞氳宿嬤注鵿◅
佭扝鬼垛┉叭┘働䤸┖鬼㯹氳垛菌嘻└佭注榟再┉叭⪵ꥥ꥓攒䐹氳再嘻㍌佭䅸近
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嚇嘻蜘ր蛾蜘╯喍ց⥉鐁牦榹奄韢⽝⪞╚⮈㤺䏴榫再ꄡ䨻碴嚇嘻蜘ⴎ邧群泇䏴✿遵ꪫ
ꝏ示嚇嘻艃再嘻䪨蛾氳嚇嘻蜘┕㶩槴僘近嬼◑佭ꦟ㚧ꡭ鲥牦榹氳┉㕶溍꯽┕僘⠕ꝏ幥
蔉氳嬼⥉鐁萵逈䵑Ⳃ働䌖氪孌姢⪠佭烖껊烖炙傾굙굼逈釲憡烖╯㏿꽞氳껊䴆鐁擯⠟
働闭氫♓ꯏ炑愥ꦙ䏴┉⠕佭ր佔帒ց乖럅ꯄ⛪䃷㵴㺢㸔㐕氳㹿溍┕䅻示杯氫荈乖럅
☕⠟鏂憡⪭丨ꄈ耈ꯏ炑樧䇗䷅䡗氳㞒㚁 
 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 

 
須佐神社 

この神社は、紀元8世紀に編纂された『出雲國風土記』によると、須佐能袁命がその御身を捧げ、
永遠に自然と一体となることを決めたとされる場所にあります。須佐能袁命の魂は、この神社が建つ谷
全体に宿っていると信じられています。有名な出雲大社にも須佐能袁命は祀られていますが、やや控
えめのこの須佐神社こそが、古くから須佐能袁命の御本社であるとされてきました。 

神話によると、須佐能袁命は8つの頭を持つ蛇の妖怪ヤマタノオロチを倒し、その尻尾の中から霊験
あらたかな剣を⾒つけました。これこそが日本皇室の「三種の神器」のひとつとされる「草薙剣」です。須
佐能袁命は稲田⽐売命を妻に迎え、宮を建てる場所を探し始めます。この谷にたどり着いた須佐能
袁命は、稲田⽐売命に「この地はわたしの心に安らぎと爽やかさを与えてくれる。ここに私の名をつけて
定住しよう」と言ったとされます。 
 
神社の所在地 

史料によると、須佐神社は近くの丘の斜面にあった元の場所から現在の場所に移され、何世紀にも
わたって何度も再建・改築されてきました。須佐神社は、神社の横を流れ、敷地の境界線ともなる須
佐川に平⾏して配置されています。この川には、かつて高官の使用を目的とした⿊漆塗りの特別な祭
礼用の橋が架けられていました。境内には、神の住まいとされる本殿のほか、末社やその他の建造物
があります。本殿の向かい側には、須佐能袁命の姉である天照大神（日本皇室の祖神とされる太陽
の神）を祀った天照社があります。 
 
神社への入り口 

須佐神社への参拝者は、まず随神門をくぐります。これは屋根付きの小さな木造の門で、神前を守
護する⾦⾊やその他の明るい⾊に塗られた一対の狛犬が奉納されています。参道は、左右の小社殿
の間を通り、本殿の前の囲いのある拝殿へと続きます。祈祷と供物はここで⾏われるのが通例です。こ
の様式で建てられた多くの神社と同様に、この神社にも⻑い屋根付きの階段があり、拝殿から本殿へ
と続いています。この階段を登ることができるのは神職のみです。それ以外の人が本殿を拝観するには、
横から回り込む必要があります。 

神社の敷地には木が鬱蒼と茂っており、本殿の左右に細い通路があるだけなので、最初に高さ12
メートルの建物が⾒えると圧巻です。参拝者は、この狭い空間で全てを視界に収めるためには首を大
きく上げなければならず、そうすることで視覚的なインパクトはより大きなものとなります。1500年代、こ
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こにはよく似たデザインの、2倍の高さの本殿が建っていました。現在の本殿は19世紀に建てられたもの
です。 
 
大社造 

本殿は最も古い神社形式の一つである「大社造」と呼ばれる様式で、高い木製の柱の上に建てら
れています。これは出雲大社を原型としたもので、塗料の塗られていない杉材が用いられています。屋
根も杉板で覆われており、棟には神社によく⾒られる鰹木と千木が装飾的に配されています。鰹木は
先細りの円柱を棟木の上に直角に並⾏して敷き詰めた装飾の木であり、形がかつお節に似ているとこ
ろから名付けられました。千木は棟の両端からX字型に⽴ち上がる、木材を交差させたものです。本殿
は美しい杉板の柵で囲まれており、両側に小さな門がありますが、参拝者は⽴ち入ることができません。
神道の教えにより、人間の醜さや不完全さを目撃して神々が驚かないよう、内部は人の目に触れない
ようになっています。 

本殿の裏側には、「大杉さん」と呼ばれる杉の巨木があります。直径は2メートル以上、高さは30メ
ートルを超える、この地域で最も高い杉の木です。歴史の記録によると、樹齢は1300年を超え、古代
から生き続けるものとして畏敬の念を集めています。節くれだった根が地面を這っており、訪れる多くの
参拝者はその根に触れ、木精に捧げ物をします。 
 
須佐神社の七不思議 

須佐神社は「七不思議」の伝説で知られています。その一つに塩水が湧き出る「塩ノ井」という井⼾
があり、遠く離れた海とつながっていると信じられていました。その他にも「影無桜」と呼ばれる影のない
桜や、男⼥両方の性をもつ「相生の松」と呼ばれる松などがあります。孔のある樫の落ち葉「落葉の槙」
は、稲田姫が出産した後に胎盤を樫の葉で包み、松葉で綴じたところから、樫の木と松の木の芽が生
え、その落ち葉に孔があるというもう一つの不思議を思い起こさせます。近くの田んぼにある、岩の中に
ある草で覆われた穴である「雨壺」は、乱雑に扱うと洪水を引き起こすとされていました。神社には「神
馬」と呼ばれる馬が飼われており、⽩くなることで災いを予知すると言われていました。最後の不思議は、
須佐川を挟んだ反対の山腹の岩肌によく現れる「星滑」という⽩い斑点です。⾒えた斑点の数で、収
穫量が分かるとされていました。 
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006-002 
中海・宍道湖圏域多言語解説協議会 

【タイトル】 佐香神社 
【想定媒体】 WEB、パンフ 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

⛪꺜烖炙 
⚩陱⛪꺜烖炙█燢册㶾烖炙佭僄企ꁐ鵲仼儗岳鿯氳烖鷺䷸烖炙ն纱䩺⪝⩕ 8 ┪篕

䡗░氳վ⭴◌㎁곽㎻阭տ阭鰉⚜烖傾纺꥘循ꡭ鲤氳媞槭䯌䋧⸗䢣յ固㚷깱괐˒˒㶗⪭佭
岳鿯抆⺵╞ⱴ▽┉㏜䧏簘㛢仼氳鿯㲾ն⛪꺜(Saka)╯⺳➘嶏舅岳鿯(Sake)㞝凶
烖炙☱逈⩒阵夷䇗ꁐ鵲┉骤ꮠ⺱⛙篑⺭ 180 ⪝ⶍ岳鿯ն 

夷䇗 10 僖 13 仼烖炙齉⚢╞ⱴꄆ金氳孽鿯烱ն烖炙僄냖顆顊几㲩⺚㵨⹧⭴
烖炙ꁐ鵲氳孽鿯儔篺鲋帱鿯砎氳岳鿯䦙䏨全舅㹢纱⹁⺨㏐氳ꁐ鿯䄳ն⹇䦛縖█耇ㄐ⮽
鲹♷䐒烖鿯┉⺱炭姳全䇗곽隀ꦞ걹ն岳鿯榺㛻眦⹠ꀹ⯆䡗⛪꺜烖炙❠㜪浔䪭留⹠ꀹ
氳陵烖ꀮ媧╯烖█⛤⮜⪭╈ն鲤䇗全꣮ 浔岳鿯循⪓杷仼沠孲车鵲阼⛪꺜烖炙氳㛚㎁崅
梅丘ꄈ┘亇㘍塑10 僖孽鿯烱䎎㛿粮佭懷ꠖꪝ⭔ն 
 
❠㜪烖伺氳鿯匌 

烖炙㏿蛽◇┉䈴㵸㸔걵┕豓⺎䋯鯲⯥䏢⛙㛻㛢丘全阼縖⚢狪鲋㸔耾氳骤⯆뙣㷉烖
炙⪍⹾氳撿忘䌋䋧璵媯ꝚꝚ氳骤ꡙ氨㸔⹇䦛ն烖炙儗外塜外鈺嘗┘㛻⺆糙烖纡几
⼥⺎鲽⪍⫂鼨ն鲹䈴냖䈃䌋儗外㷯㛻炙鵲곽劲䋧免✳榫儔┕幯氳允儒䋧璵丞⛮几循
냖냖氳儒刼╯┕ն 

儗外⯥佭┉䈴㵸㑔䦛外❠全阼縖⹇䦛ն䦛外亰佭┉㚲㵸㵸氳埠ꠑ糙⺐ꡙ鵠⺸儗
外㛻ꠅ烖纡几⼥⚢循鲹ꄅ╚䧏♙䌋ն埠ꠑ⫂阻糙⚩簊烱㐎յ愉璎յ霅䏣烖伺氳ꜳ查♔⹖
⺨眷❠㜪⿁⪭╈僄䌖几嫱泘氳佭┉╄䄉㛻氳鿯匌鲹█佭⛪꺜烖炙氳┚⚜┘⺱╯㚲ն 

烖炙ꄅ鲸糙⭓䈴儕炙ꡭ㷯烖炙⪭╈糙┉ꠑ橻烖炙┥ꠅ❠㜪䪭留⚩刌难氳烖
伺ն 
 

---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜繁体字＞ 
 

⛪꺝烖炙 
䴆鐁⛪꺝烖炙熔牒再㶾烖炙佭仼儗岴鿰氳氪烤㏑劯䴆重⩕  ┪硕䡗傴氳վ示ꦴ

㎜겨㎻鋘տ鋘鬼钦烖傾纻꥙亥ꡭ鲥媞槭䯍䋧䊣䢤嶗⤕굃광Ջ㶗⪭佭岴鿰┾艈车▽
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┉㕙䧐箛術㛿氳倠굃沸邑ր⛪꺝ցSaka╯經➘嶏舅ր岴鿰ցSake㞞☬烖炙☱
逈⩒錊夷䇗ꃫ鵳┉溍ꮠ⺱ր⛙ց璢亥 180 ⪞ⶍ氳岴鿰 

烖炙㏇夷䇗 10 僖 13 仼齉働艈鰾ꄆ釒氳ր心鿰烲ց烖炙邂統烖炙냖靷鞊☕働
⹦示烖炙ꃫ鵳氳心鿰儔祺鷪怬鿰砏氳岴鿰䦙䏩㼗劯窱⺨㏑氳ꃫ鿰䅨뢶纻⪦굃⹉䦛縖
熔耈┉⿁ㇴ鵞♸ր䐓烖鿰ց⪦⺱炭姳✿䇗雧䷅ꯂ鷊岴鿰榺牦眧氪ꀺ邯䡗⛪꺝烖炙❠
㜪蜸䪭畚氪ꀺ氳钦⛤烖炫ꂶ媧╯烖熔㏇樧煉ꤚ蜸鲥䇗✿岴鿰㏇杷仼沠孳车私✿⛪꺝
烖炙⹉鈶氳㛛㎜鷝遫丨ꄈ熔┘亝㘍ⱶ㶗⪭㏇ 10 僖ր心鿰烲ց樧㛿催佭掄녽ꪞ⭔ 
 
暶礢烖伺氳鿰匌 

烖炙㏿蛾亥㵸㸔ꮼ┕ꥹ絢ꝧ髪䥡鷾⛙術丨鷝遫齉働䐍㸔胶氳溍邯둊㷉烖炙⪌⹾氳
擀㏵䌋䋧疤鶡✿媰蜸ꝏꝏ氳溍꣬氨㸔⹉䦛㵸㵸氳儗外塜外㸋ր㛻炙鵳ց겨劲♓
┘┕幰氳允儒䋧鵳丞냉䋧疤凡錄亥냖냖氳儒刼╯┕⥪꡿烖绹☕⿦鶡⪌ 

儗外私亡錄僘┉䈴㵸㑔䦛外❠⹉䦛縖艈车⧘䌋烖绹☕⿦⯞㏇注龪氳㵸ր埡ꝴց遵╚
䧐⧘䌋⪐僘꣬印鵡䏢儗外㛻ꝛ埡ꝴ煉錄僘⥉礶烲㙑掸相霆䐹烖伺氳ꔖ㯹♓⹗⺨䌋
❠㜪⿁⪭煉䌖☕嫱泘氳佭┉⠕㛻氳鿰匌熔佭⛪꺝烖炙艃浑┘⺱氳攒荈 

烖炙遵麅僘䇭䈴儕炙ꡭ㸋烖炙⪭煉僘┉ꝴր橻烖炙ց㵬ꝛ❠㜪䪭畚⥉刍檫氳烖炫 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜日本語仮訳＞ 
 
佐香神社 

佐香神社（松尾神社ともいう）は、酒造り発祥の地とされる神社です。紀元8世紀に編纂された
『出雲國風土記』によると、多くの神々が近くの川岸に集まり、調理場を建て、食べ物や飲み物、特に
酒の準備を始め、何日も酒宴を続けていました。「佐香」（Saka）という名前は、「酒」（Sake）が
語源となっており、今日でも神社の境内で年一⽯（180ℓ）の酒造が許可されています。 

毎年10月13日には「濁酒祭」と呼ばれる重要な⾏事が⾏われます。神社の宮司（神社の最高
責任者）が神社が醸造したどぶろく（滓をこしとらない酒）を、島根県全域の蔵元が集まって飲み、
参拝客にも「御神酒」として振る舞うことで、一年の幸を祈ります。酒は米を発酵させて作られます。佐
香神社では発酵の神々が広く祀られており、そこには醤油の神も含まれます。世界での酒人気が高ま
るにつれて、佐香神社にも近年では海外からの参拝者が増え、特に10月の濁酒祭の日には外国人
参拝者で賑わいます。 
 
神に捧げる酒樽 

この神社は丘の上に⽴っており、⾞でも⾏けますが、多くの参拝者は丘の麓の⽯の⿃居をくぐり、⻑
い階段を登って境内に向かいます。小さな本殿には神職以外は入ることができません。無塗装の杉材
で作られた本殿は、「大社造」と呼ばれる様式でできており、木の柱を用いた高床式になっています。 
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本殿の前には小さな拝殿があり、参拝者はここに集まって祭礼が⾏われます。神職は本殿の扉に
続く階段のある小さな次の間で儀式を⾏います。そこには伝統的な祭壇、灯籠、神々を象徴する鏡、
神への供物などが置かれ、特にこの神社の特徴である大きな酒樽が奉納されています。 

境内には、伝染病の神を祀った「疫神社」と呼ばれる神社をはじめとする、小さな末社がいくつかあり
ます。 
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006-003 
中海・宍道湖圏域多言語解説協議会 

【タイトル】 出雲文化伝承館 
【想定媒体】 WEB、パンフ 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

⭴◌乄⴬⚩䤕꺉 
⭴◌乄⴬⚩䤕꺉◇ 1991 䇗䋯꺉⪭劭䑐佭┉䈴 19 ┪篕侪僿氳⫡艑ն鲹䈴⫡艑篺鲋▽

䥷鉯⽰鱻燰循鲹ꄅ逈ꄆ亍篯逸颯全ն꺉⫂ꢝ▽┉䈴㛻㑔ꠅ哦յ┉╄瞿紇氳⭴◌孲䉁㍩
♔⹖┉㚲ⷧ⺒䖬╦氳蓞㲝里╵䉏㛚鲸⺁糙㛢㚲阻亨⺎阦⹇鈸縖⛮뀰忟║寕㜊氳䎎
㏐⚩簊ն 

⫡艑傾佭㳫遚㏐╚娡鉉㳄仍氳◲┯ն鲹䈴䋧璵䋧◇ 1896 䇗塜⡬仼儗䈥ꢝ塡㚖ꡙ篒յ
燠冓鲍⺸朆创⴬氳伺媪休创(1868-1912)ն䎎⮤⫡艑鲸糙鵠鲋颦䉺鳀䫙氳㛢剡匿縂䋧璵⽰
里剡䋧璵⛙ꄆ䋧鲋爊╈⺆⟊槴┖▽头㷒╚㷒ն鲹䈴⫡艑佭仼儗⚩簊妩㷉䋧璵氳其
⭴葶❇踅⺭▽▋兎⫡艑氳⪯㑔攑䏣♔⹖⸊儗㛢鈷◇瞿葏塡㚖㱞黤氳瞿舚㲝⫂阻阞յ䉁㍩
⹖蓞㲝ն狪鲋㳑꠱氳曇⪩➘佭㎻ꠑ妨䋯科䌋氳⫡孨⛼┯奏⪵⸗䢣榺랫册⯆䡗氳䄉㛻
般匛◎注宁⺭䶺䱹浔㷒걵냖⭴㏐ꪫ氳颯㷉㲝奥坟㳑循⪭⪍⹾㚲湖环浔┉纱篤杼剩
紇┦睱找氳能儒㛻랫刼╚金䶺刼┚䢦糙仼䌋䢣㷒┉劫ꛐ浔啔啔眦氳䢣ꠑ榫鰇➘
氳燰ꠅꣵ䋯⺎♔愓孨㏐篯⺭狝ꠑն 
 
仰槡篪氳㲝⫂┚㲝㛚 

䢣㷒┼匿朅簀浔籃匿囓䉺☳ꄆ金氳䢣ꠑ⺸㛚僷⸼齉耇洇⮽䢓㛚꥕舚氳䉁㍩ն䎎
㛿妰㳸因䡝鷕䕥ⱺ妰吁休⺎⪩ꠊ㛚匿ꡕꦞ猫㵟ꠊ籃匿ն⚩簊┕鲹熨ꡕꦞ猫㱮⪓榺儒免⯆
䡗鲹ꄅⷌ逸㿋▽㛻㐉朔桔鲹佭 20 ┪篕企僿⭴朆氳┉걸⮡亍阻阞ն籃匿媆糙鹄䨁鈼篪氳
儒刼ꡕꦞ猫逈䄇㟓㏐㱧逸循籃匿氳鉉蛽ն└╄鳀循┉颯氳啔啔眦䢣ꠑ⫂䈃╯ꠑ仼
䌋㙇륳氳䯹♭յ糌擻几յ嚣则♔⹖榫꤄查⽰篱儒劲逸깳氳░ꢚ░䢣璡㚲仰┉
┘㷤朆浔瞿紇氳篱荣ն⺳╙Ꝛ㷒ꠅ氳䅠걵ꠅ哦█佭⸊⫡艑氳┉鼨坟㞝凶䡗╙▽乄⴬
⚩䤕꺉氳╚⪍⹾ն框傾佭☤几䡝㳄㝹氳⛩䢦☳⪭鈺嘗┚阻阞┘ꥈ洇⭴╚几㵯顜氳骱♷ն 
 
蓞鷺㛻䄳氳蓞㲝 

꺉⫂氳瞿舚䉁㍩╈⟤㛄▽┉䈴糙ꄆ金ⷧ⺒䙬╬氳蓞㲝注⚩框氳阻阞縖佭 16 ┪篕
⚨㛻氳蓞鷺㛻䄳ⶉ⮵⚔(1522-1591)ն鲹䈴蓞㲝⺳⺈里╵㍩╙册娡諿瑭 7 创諿╚յ♔
┘佣╙⺙氳蓞鷺㛻䄳册䇖媪▋(1751-1818)縡䋧⛮朆▽僄냖姢固氳㲗紇┚阻阞ն╙㜶
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⺭隣鴳氳杼䒞鼨坟㷒걵嘗♻顒萶⫡妩氳㵸㷒ꛐ┕▽葺蔈걵ն里╵㍩╈ⴎ⻡▽└╄蓞㲝⪭
╈┉╄ꪫ燠☢╙┉⺐泘⺐泘䧗┉氳 3/4┉⺐泘妨 1.75 狝ꠑ僄㵸█僄熗
㳢ն⺆金隀荣⭓䢷㵸㑔꤄查猫⽰㷒걵㛿猫㶩⺎♔藜䐂杼䘶氳舅抆⩞ꄈ┚顏䚊ն朅簀蓞㲝䉁
㍩氳睳㎻贝嫫㘅┕⮊⭴▽┉䢷㵸ꠅ鲽⪍╯⺵鵠鲋㍩⫂阻阞䄇㟓յ篠般冶ꛯ氳骤冏㵸饟㶩
耇⮽鱳蓞㲝ն 
 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜繁体字＞ 
 

示ꦴ乄ⴭ⥉䤖귈 
示ꦴ乄ⴭ⥉䤖귈亥 1991 䇗ꝧ귈♓┉䈴 19 ┪硕侪僿氳鱖艑憡劭䑐鵞䈴鱖艑祺鷪䥸

鉮鹞燯ꄆ于磞䋧䏴㏇鵞遵㷤示귈⪐僘┉䈴㛻㑔ꝛ嗻┉䈴矀紈氳示ꦴ겨劲㸔姢䉁㎧
♓⹗┉䈴塽⺒䖭╦氳蓟那ր暐嗞䉐ց塞㛛麅僘術⠕錄亩耈阁鷝遫냉꿨⮽恗舃寖㜊氳樧㏑
⥉礶 

鱖艑䋧亥 1896 䇗氳伺媪侈♏1868-1912傾憡邽遚㏑╚娡鉈邖䢦僘樧侈仼儗塜
㏇䊵ꢝ塡㚖꣬碎犉哗鹼⺸杯♏ⴭ鱖艑⸊儗ⴎ⻢術⠕榺颦䉺鵿䫚氳⣐縀⽰ꡭ㸋氳暐环䋧
疤ꄆ䋧鷪煉⺆⟋槴▽ր头㷒ց╚㷒鵞䈴鱖艑佭仼儗⥉礶妩㷉䋧疤氳⤂示疘❆踅
⺭▽齟兎鱖艑氳⪯㑔攒䐹♓⹗⸊儗術釤亥矀葐塡㚖週黥氳矀穢那⪐錄銷䉁㎧⹗蓟那狫
鷪㴸꟏氳曇꟯➘佭ր㎻ꝴցⷊ┉谊ꝧ䷒䌋氳鱖獲哆ⶆ⪵䊣䢤榺랫再邯䡗氳㛻嚛匜注◎
⾣⺭䶺䱸蜸㷒ꮼ냖示㏑ꪫ氳㷉那ⶇ⮈㴸㏇⪭⪌⹾谊⯞湗环蜸┉劯硭杼睹紈┦睲㚛
氳垓儒ր㛻랫刼ց╚釒䶺刼魌➘氳燯ꝛꣵꝧ▽ꌤ蜸啕啕眧氳䢤ꝴ耈ꩯ孨㏑磞⺭狞ꝴ
鵞럅⽰䢦僘仼䌋䢤㷒┉嘚 
 
扝槡稘氳那⪐艃那㛛 

㏇ꄆ釒氳䢤ꝴ⪐齉耈洇⮽梫笸䢤㷒砌⣐氳稫⣐皗䉺㛛꥖舛氳䉁㎧鷖⮽郊⬊䡝䘡ⱺ
氳㛿姇絢㵫㛛⣐ꡕꦟ猬꟯ꝥ♓㵟ꝥ稫⣐ꡕꦟ猬㏇⥉礶┕適榺儒免邯䡗縡鵞遵꘹鑲▽
㛻㕶氳朔桕鵞佭 20 ┪硕企僿㘍ⱶ氳Ⱚ于錄銷ꡕꦟ猬逈䄇㟔㏑逺遫㏇稫⣐氳鉈蛾鵞嘚
㶩┘ꧏ釒榫儒刼✿㍾遝逬⠟絢澭⟋釲ꄇꝧ꟏鱖艑僘└⠕鵿㏇┉氳啕啕眧䢤ꝴ碸疒谊
谊㷤杯示냖⿁韭⥾佭ր䈃╯ꝴց仼䌋㙇륩氳遫굟矀紈氳糌擻凡艃坯圴♓⹗遫鿦▽
꤄㯹⽰矀碸儒劲氳ր傴ꢚց傴䢤經憡րꝏ㷒ꝛց氳䅸ꮼꝛ嗻⸊✿熔佭鱖艑氳┉鼨⮈
㞞☬佭乄ⴭ⥉䤖귈氳曇꟯⪌⹾逬傾佭⦈☕䡝邖㝺氳⛩䢦䐍⪭釨嘘艃錄銷┘ꦙ洇示╚☕
㵰鞕氳骰♸ 
 
蓟鷻㛻䅨氳蓟那 
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귈⪐氳矀穢䉁㎧煉⟣䐞▽┉䈴ꄆ釒塽⺒蓟那注⥉榺 16 ┪硕⢅㛻氳蓟鷻㛻䅨ⶉ⮵⚔
1522-1591錄銷鵞䈴ր暐嗞㎧ց蓟那憡再娡謁瑮 7 ♏謁╚♓ր┘佣ց憡谝氳蓟鷻㛻
䅨再䇖媪齟1751-1818縡䋧냉杯▽냖姢嶗氳㴱紈艃錄銷鼨⮈㷒ꮼ嘘♻鞀萷鱖妩氳
㵸㷒ꌤ┕▽葻蔉ꮼ鵞佭憡▽㜷⺭铷鸔氳杼䒟暐嗞㎧煉ⴎ⻢▽└⠕蓟那⪭煉┉⠕⺆僘┉
橄給泘給泘䧘┉橄氳 3/4┉橄給泘ⷊ 1.75 橄釨劲㵸熔熗邴⺆釒鐩疒䇭䢸
㵸㑔꤄㯹猬⽰㷒ꮼ㛿猬㶩絢♓暢䐂杼䘶氳舅抇⩞ꄈ艃韭龍颦⪌梫笸蓟那䉁㎧睴㎻愍嫬
撳┕氳┉䢸㵸ꝛ祺鷪㎧⪐錄銷䄇㟔竐嚛◬ꎭ氳溍冎㵸饟㶩耈⮽鷾蓟那 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 

 
出雲文化伝承館 

1991年にオープンした出雲文化伝承館は、解体・移築を経て現在の場所に再建された19世紀
末の農家の屋敷を中心に構成されています。大きな門や美しい出雲流庭園、歴史ある茶室「独楽
庵」などがあります。その他にも、存続の危機に瀕している地元の伝統を来館者が体験できる施設など
があります。 

この農家は、裕福な地主の江角家の所有物でした。この建物は、明治時代（1868-1912）、
日本が武士階級を廃止し近代化を迎えようとしていた1896年に建てられました。当初は渡り廊下で
つながった複数の棟や離れなどもありましたが、再建にあたって⺟屋が残されました。伝統的な家屋建
築の傑出した例であり、地方の農家に典型的に⾒られる特徴と、元々は上級武士の屋敷に⾒られた
要素である洗練された内装、庭園、および茶室が融合しています。大きな玄関をくぐると土間がありま
す。土間とは、開放的な農作業用の作業場兼台所です。巨大な⿊松の梁が組み合わされて屋根を
支えており、木目が美しい欅材の太い大⿊柱が高床の広い居間の入口に⽴っています。多くの日本
家屋にみられるように、畳が敷かれた部屋は襖で仕切られており、空間を柔軟に組み合わせることがで
きます。 
 
境のない室内と室外 

重要な部屋からは、建物の両側を囲む縁側の向こう側にある、⽴派な庭園を⾒渡すことが出来ま
す。寒い時や天気が悪い時には、雨⼾をスライドさせることで縁側を囲んで閉じることが出来ます。伝
統的には、これらは全て木材で作られていましたが、ここでは大きなガラス板が使われています。ガラス
板が使われるようになったのは、20世紀初頭のことです。⾒晴らしを妨げる木材の柱なしで雨⼾を縁
側の角に取り付けることができるよう、⾒事な工夫がなされています。三間造りの畳の部屋には、床の
間の装飾や棚や箪笥、障子や繊細な木の格子で飾られた書院など、手の込んだ細かい装飾が随所
に施されています。「⻑屋門」と呼ばれる、⻑い屋根付きの門は、当時の農家の一部で、現在も伝承
館の正面玄関として使われています。⻑屋門は召使いや家来が住む場所であり、その大きさと設計か
ら、家主の位が高かったことが分かります。 
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茶人の茶室 
16世紀の偉大な茶人である千利休(1522-1591)に由来する歴史的に重要な茶室が、当館の

美しい庭園の中に復元されました。「独楽庵」と呼ばれるこの茶室は、松江藩の第7代藩主であり、不
昧という号で知られる茶人でもあった松平治郷（1751–1818）のために作られたもので、最も洗練
された嗜好と設計が反映されています。謙虚さを理想とする精神にのっとり、屋根の一部は貧しい農家
の小屋を模して藁葺きになっています。この建物には3つの茶室がありますが、そのうちの1つは1と3/4
畳の大きさ（一畳台目）しかなく、最も小さく親密な大きさになっています。いくつかの障子窓と屋根
の天窓で、自然光の量や質を調整することができます。露地庭には、取り囲む土壁に開けられた小さ
な門から入ります。庭には、巧みに設計された⽯の小径が縦横に張り巡らされています。 
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006-005 
中海・宍道湖圏域多言語解説協議会 

【タイトル】 松江城 
【想定媒体】 WEB、パンフ 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

册娡㒮 
册娡㒮❤㸔縡䋧꥓馧◇册娡䄬╈䑐佭┉䈴䇹┽缐牻յ妰ⲡ䕄㱴氳㸔㒮ն框㡏䋧◇娡

䢓休创(1603-1867)企僿1611 䇗塜䌋蛽䡗㍕䄉㛻氳滭곽└鉉䎬㷒걵㸔ꪫ䎬⛎㷤
絸氳괎뙣浪逈紇鎺╙ⶉ뙣㒮ն册娡㒮佭仼儗朆柳奥◅㛿㱥㒮鼲劭䑐氳㛢ꄆ㖍哦╯
┉鈺嘗㷉⪭╈瑭◅냖䈲㷉⪭╈瑭└ⷧ⺒䖬╦㷉⪭╈瑭◑ն⺱休框█佭㸔ꡗ㏐奏㹢
纱⹁⽰뙣⹧⹁せ┉氳㛿㱥ն┚㛻㛢丘仼儗氳㒮鼲┉劫册娡㒮㛢䇗全㍕ꡕ䐒꧎姳┚䷓媪㷀
ⲡ氳⹩⴬篺ⷧ▽㛢埠䣲䋧┚䷊䋧⛙㛿㱥舅 18 ┪篕 40 䇗创♔全㓹儗媆糙䷊⹩ն 
 
册䇖㳄仍氳┪创簊媪 

䎎㏐㛻⺳㛻겅╚㔄㶾⺮俔(1543-1611)佭册娡氳䋯⮡縖册娡㒮氳䋧鵲█㡏◇☽氳
休创ն㒮鼲⺵全⚩舘◺冓灵냖(1593-1637)䣆╈榺◇☽⸼┪休淋仰查㆘䐼䃷䆠䈢⮤创㵨
⫠䐼䃷㳄䉔(1543-1616)╯㰈册䇖波䷓(1601-1666)➘簒䤕▽册娡㒮ն册䇖波䷓䡗╙册娡諿⮤
创諿╚⺵䋯⻪▽册娡乄⴬┚篺宁Ꝛ僿竴蔻氳休创ն 

1868 䇗仼儗⻪ⲁ伺媪簟亍ն1871 䇗䷓䈢㲓亨䈥諿糌⹁册䇖㳄仍꣮╯篾兠▽
⪭㵒册娡㒮Ꝛ鱳 234 䇗氳簊媪僿ꠑ⪦篺ⷧ▽ 10 创㒮╚ն1873 䇗伺媪䷓䈢(1868-1912)
㲓车䈥㒮初⺵䍠车䥷ꢝ㛻鼨坟仼儗㒮鼲縡册娡㒮氳㛿㱥㍕⪝⚜┚㏐亡겅迠氳甅堑䶺䧏
⽰燠冓⽛⺤縡䐂♔⟊槴ն20 ┪篕 50 䇗创㒮鼲⪓ꪫ⟤㛄淋◇ 2015 䇗逈䧗㲋╙仼儗㎁
㲒ն 
 
簈✞氳ꡕ䐒╯㏐ 

册娡㒮氳鴲㏥⪵ꡕ䐒┚冶鵠剩ⲡ仵耇䥠䐒全舅ꡯ㏐⹖㱰鷺崷㱰ꮠ⺱缜氳
䷍⭵⹒➘◇鵠鲋⼽鱦㛢兣姢饟鲡鰟擻顫ն㒮㔶㛚㍴䧳䫂▽㛻㛢槴柳舘凶氳䥉㒮媞䧳⭴氳
嫫㎻逈榫◇㖵㒪㒮鼲重匿氳媫嬐㏐㛻勰䃷⮟╙㒮㔶㘍塑▽┉ꄆ㛿抆㷚꤄ն 

仼儗㒮㔶鵠浪⮕坟╙㛢㷄ꡕ䐒奏㓊册娡㒮阻糙└㷄儗╖佭㛿㱥䢦循㏐⛤◇僄냖
㚲佭僄㱧⪓氳劭䑐奏㓊◅╯╖⛤◇儗╖┖亡坟╙┕┖┼鼨坟┕㷄佭諿╚氳╚㷉䢦⹖
ⱴ⪝阻亨┖㷄╙⪬蛈└╯╖⛤◇僄┖㷄█阻糙┉◙㲇黤ն鲹◙䋧璵循伺媪休创㏰逈䥷
ꢝն1899 䇗◅╯╖氳┕㷄鼨坟䋧颯▽册娡烖炙1903 䇗亍䋧▽┥╙伺媪㛿永(1852-
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1912)䃾阼册娡休┖啔㲓ꡮ淋儔⪍⛩氳㛻㑔重䌋㳒꺉⪪◌ꠞ朆循⩦顠㵒㛚䋯科㞝凶
└╯╖鸆㏥┕湖环浔㹢纱⹁ⷦⱴ⪝哦ն 

㒮鼲氳䄉㛻骤㑶⭓╲㱮㞑仰䩣⛙ 19 ┪篕 70 䇗创㛢䈴㒮ꠅ⹖⪭☽䋧璵㏰逈䥷ꢝն
1960 䇗⽰ 1994 䇗鼨坟㒮ꠅ䐂♔ꄆ䋧2001 䇗骤㑶┕ꄆ䋧▽└䈴㛚寏ꡕ愂氫荈贝嫫氳
花妨⪵渊僷⽰䷍⭵Ⱶ耇氳㖍哦ն 
 
⮡亍氳阻阞攑荈 

册娡㒮氳僄㛻뇃ⱱ㶩佭⟊柳㱮㞑氳㛿㱥ն☳㛚鼨洇鲹䈴 4 㷄㖍哦湖环循냖㛻⡯乨氳
骤㓹╯┕夷㷄舅┖縡┕鵄峀䷅鼕ն㛿㱥氳랫幯儒冏㛚㘅┕寏▽┉㷄氫荈贝嫫仵ꡕ愂⹒紇
鈸ն㷄㷄氳㷒걵┚㸔㘅ⴄ墙⭴䋧璵鯺䊑⺱休⹒╙⫂鼨狝ꠑ鹄곽䨁ꦞն걵㷄㷒耡┕逸깳
浔ꁻ泘氳鲹佭┉熨ꚲ汷ⴎ儒յ㜍돡骱氳宿嬤烖⪶ն㖍哦清鼨糙┉䈴䎬⛎㵸㒮㔶氳
䋧璵奥坟㐍㍾㱧⪓╚⪍⹾㶩꣰誾◇塝ն 

㶽留㛿㱥氳㛚鈸╙ 4 㷄⛙ⴎ䦮㏐┖㲝㲓ꡮ糙 5 㷄ն⪭陵㛢里攑阻阞嶏◇䋧鵲縖㵒䎎
休䤗儛ꥈ겗氳⮡亍狰滭ն循 17 ┪篕企僿䋧鵲册娡㒮休仼儗⺨㏐氳㒮㔶䋧阻䄖㵗舚㛻䤉叜
冷逈溯⚓☳縡ꥈ♔藜⹧㛻㑔儒免⛼╙⚩簊篾冘䶺刼ն㍕塝阻阞縖㵨㛢纱㵸㑔儒免䨻篼篯
⺭⺵⫋榫ꚗ㜔䡝ꚗ甧㍾㲋塑泳䡗꥘兠䶺刼ն丞䈴㖍哦╈⪦糙 130 纱鲹劫氳䶺刼舘凶☱
岳俏⺎鈷ն 

╙㘍䍠篾冘牔㲋䓪䶺刼┘☢䶺䱹┉哦鼨坟鲸顖狪▽◅哦ն鲹◙顖鵠刼♔冶ꛯ氳
亡䌋㑉波䪷⮜䎬䡗擲㍾氳㿋⪍䌋篾冘ն姢䇖般匛█䄇㟓㏐䶺䱹浔湿刼鲹劫⺎坟丆篾冘顆
蕔仰꧎✳榫鲋Ꝛ氳䶺刼ն塝㛚鲸糙┘㵽瞿㟓氳阻阞❇㞝ꃾ榫鰇顏勖儒⯆⛼⺎燰ⲁ氳㲝
⫂哦印鷕逊休⺎鲆鵮䥽颯ꡢ塛䷣几氨┕냖㷄㏐┖㲝榫◇⤴擻┦⭽糙┉⹾军鲹佭䄖
湳せ┉┉⹾⛤◇仼儗㛿㱥⫂氳军耇循逈㍴㍮休漶⟊❠姢ն 
 
諿╚浍╈氳겅㏐⪓俍 

㞝凶全阼縖循册娡㒮氳夷┉㷄齉耇洇⮽⺨眷陣㶽氳㛢陪銨㷤炐⪭╈ⴎ䦮ⷧ⺒յ㒮鼲
阻阞攑憠璡鉯陱ն㛿㱥僄냖㷄傾榫⛼渊僷⺐夷╄亡⺸齉阻糙㳑氳猫䢓珇循鲹ꄅ妨⺎
┚丘氬䇗ꠑ册䇖諿ⷧ创諿╚䦦糙注⺱氳鈼ꄇ⺎㵨㱰鷺崷յ弯⼽朅簀氳紮㸔♔⹖滑⛈舘┖
亡氳轵俍㶽䷅浍清ն 
 
㛿㱥 
䋯꺉休ꠑ4 僖 1 仼舘 9 僖 30 仼 18:00⪍㏜䡽舘֐8:30 17:3010 僖 1 仼舘埠䇗 3 僖

31 仼 17:00⪍㏜䡽舘֐8:30 16:30 
ꠊ꺉仼⪓䇗仰⚔ 
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ꠅ烨800 仼⩕⮤╈⽰㵸栏榟 400 仼⩕ 
 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
＜繁体字＞ 
 

再娡㒮 
再娡㒮佭┉䈴㸔㒮❤㸔縡䋧氳㒮鼲꥓馧亥再娡䄬煉䑐丞냉蕾㌅缓牻姇笛䕅遆鵞

䈴㒮鼲㡐䋧亥娡䢒侈♏1603-1867企僿亥 1611 䇗塜䌋蛾䡗㍕憡逬㛻氳ր滭겨ց
└鉈䎬㷒ꮼ㸔ꪫ䎬⛍㷤絹氳괋둊䅻逈紈闌憡րⶉ둊㒮ց再娡㒮佭仼儗杯这ⶇ◅㛿逷
㒮鼲劭䑐氳術ꄆ㖎嗻╯┉釨嘘㷉⪭煉瑮◅냖食㷉⪭煉瑮└結縐㷉⪭煉瑮◑⺱侈
逬麅佭㸔ꢱ㏑ⶆ㼗劯窱⽰둊⹦窱耙┉氳㛿逷ꥹ抇艃㛻術丨仼儗氳㒮鼲┉嘚再娡㒮憡
䟕㵴ꡕ煞ꧏ姳艃䷓媪㷀笛氳闭ⴭ傾祺塽術埡䴹䋧艃䷊䋧⛙舅 1740 䇗♏♓✿㛿逷氳嘚
靏㓹儗婯僘䷊闭 
 
再䇖邖氳┪♏礶媪 

㔄㶾⺮俕1543-1611佭再娡氳ꝧⰪ縖再娡㒮熔亥☾䳸♴樧㏑㛻經㛻ꯝ╚氳侈
♏䋧鵳╯䏴㒮鼲⥉舘◺哗䑾냖1593-1637氳䣆煉榺亥☾⸼┪侈┾扝㯹㆘㒮鼲➘
榺䐼䃷䆡䈢⮤♏㵫髭䐼䃷邖䉕1543-1616╯逐再䇖波䷓1601-1666筷䤖再䇖波䷓
獲憡再娡謁氳⮤♏謁╚ꝧグ▽再娡乄ⴭ艃祺忳ꝏ僿竵唽氳侈♏ 

再䇖邖㵴再娡㒮氳礶媪塽侈 234 䇗䋟箛▽ 10 ♏波舘 1868 䇗伺媪禵于䏴1871 䇗
ր䊵謁糌窱ց䣉遭⼔磶兠伺媪䷓䈢1868-1912㏇ 1873 䇗亩车䊵㒮♒䏴䍛车䥸ꢝ仼
儗氳㛻鼨⮈㒮鼲再娡㒮氳㛿逷㍕憡妩浑艃㏑亡ꯝ迠氳盇堒䶺䧐⽰犉哗⽛眥縡䐂♓⟋槴
1950 䇗♏㒮鼲祺塽▽ꪫ⟣䐞┾亥 2015 䇗逈䧘遝憡仼儗㎜㵏 
 
磿✞氳ꡕ煞╯㏑ 

再娡㒮氳鹡㏥⪵ꡕ煞艃◬鵡睹笛件耈䥡煞✿舅ꣃ㏑⹗宍鷻崸宍ꮠ⺱ր缜ց氳
䷍䳦紗➘亥鵂鷪⼾麕術半姢饟鷠鮘擻鞴㒮鼲鶝麕氳闀㒮媞㛻術槴这舘☬縡䧴示氳嫬㎻
逈榫亥㖵㒪㒮鼲重⣐氳媫徉㏑㛻噛䃷⯞憡㒮㔷㘍ⱶ▽┉ꄆ㛿抇㷚꤄ 

仼儗㒮鼲鵡䅻穆⮈憡術㷻ꡕ煞ⶆ㓊再娡㒮錄僘└㷻儗煙佭㛿逷䢦㏇㏑⛤亥냖
谊佭逺氳劭䑐ⶆ㓊◅╯煙⛤亥儗煙┖亡⮈憡┕┖砌鼨⮈┕㷻佭謁╚氳╚㷉䢦⹗
鰾⪞谊┖㷻憡⪬揩└╯煙⛤亥┖㷻熔錄僘┉◚還黥鵞◚䋧疤㏇伺媪侈♏㏱逈䥸
ꢝ1899 䇗◅╯煙氳┕㷻鼨⮈䋧▽再娡烖炙1903 䇗于䋧▽㵬憡伺媪㛿永1852-
1912䃿鋽再娡侈┖啕酒꤂┾儔⪌⛩氳㛻㑔重䌋韇귈艅ꦴꞎ杯㏇⩦鞞㵴㛛ꝧ䷒㞞
☬└╯煙鹨㏥┕湗环蜸㼗劯窱䋙鰾⪞嗻 
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㒮鼲氳㛻溍㑶䇭╲適㞒扝䮇⛙ 1870 䇗♏術䈴㒮ꝛ⹗⪭☾䋧疤㏱逈䥸ꢝ鼨⮈㒮
ꝛ㏇ 1960 䇗⽰ 1994 䇗ꄆ䋧2001 䇗溍㑶┕ꄆ䋧▽⪵渊僸⽰䷍䳦Ⱶ耈氳㖎嗻ⷊ└䈴
㖕┕ꡕ愃氫荈愍嫬氳ր坍ց 
 
Ⱚ于氳錄銷攒荈 

⟋这適㞒氳㛿逷佭再娡㒮㛻氳뇄ⱱ䐍㛛鼨洇鵞䈴 4 㷻㖎嗻湗环㏇냖㛻⥞乨氳溍
㓹╯┕夷㷻舅┖縡┕鵅廍䷅狹㛿逷랫幰儒冎㛛撳㖕䥥▽氫荈愍嫬件ꡕ愃紗紈鈶㷻㷻
橄橄氳㷒ꮼ艃㸔撳ⴄ競示䋧疤魹䊑熔憡⪐鼨狞ꝴ鹅겨䳧ꦟꮼ㷻㷒耢┕遫굟蜸┉牊ꉙ汷
ⴎ儒诺꯽뇹骰氳宿嬤烖暰ր닞ց注樧ꁼ泘㖎嗻䈕鼨僘┉䈴䎬⛍㵸㒮㔷氳䋧疤ⶇ⮈㔌
㍾逺╚⪌⹾㶩꤬調㏇鵞遵 

㛿逷㛛鈶洇✿⺆僘 4 㷻┘鷪⪐鼨酒꤂僘 5 㷻術▽┉㷻㏑┖那㖎嗻錊術暐攒錄銷
嶏亥䋧鵳縖㵴樧侈䤗轱ꦙ갭氳Ⱚ于狱滭17 ┪硕企僿䋧鵳再娡㒮侈仼儗⺨㏑氳㒮鼲䋧錄
㵷舛叝冷鹁⮽㛻釨嘘溯⚓䄖ꦙ♓暢⹦㛻㑔儒免獲憡⥉礶磶啶䶺刼㍕塞錄銷縖㵫術劯㵸
㑔儒免䨻祗磞⺭䏴⫋榫ꖺ㜚艃ꖺ用㍾遝ⱶ䄄䡗꥙兠䶺刼丞䈴㖎嗻煉⪦僘 130 劯鵞嘚氳
䶺刼舘☬☱岴俏絢釤 

憡▽㘍䍛磶啶犹遝䓪䶺刼鞉狫砌㷻縡ꪞ⥪䶺䱸ㄲ㷻┦鵞◚ր鞉鵡刼ց◬ꎭ蜸㑊波䪶
⮛䎬䡗擲㍾氳鑲⪌䌋磶啶姢䇖嚛嗵麅䄇㟔㏑䶺䱸湿刼⮈万磶啶靷蕕䐍縡扝ꧏ✳榫鷪
ꝏ氳䶺刼ꢝ▽♓┕錄銷㖎嗻麅僘┘㵽榫䑐╯谊❆㞞䫑榫魌韭勖儒邯獲絢燯Ⳃ氳那⪐嗻
印鷖醯侈絢鲇鵯䥽ꡕ塛丠☕氨┕냖㷻㏑┖那ꢝ▽⨶擻╯㛛麅Ꙓ僘┉⹾◒耈㏇逈㎠
萬侈澭⟋❠姢鵞佭泘私䄖湳耙┉┉⹾⛤亥仼儗㛿逷⪐氳◒ 
 
謁╚釲ꄇ氳ꯝ㏑俍 

鷝遫⹉鈶再娡㒮侈㏇夷┉㷻齉耈洇⮽術鏥銨氳塽⺒㷤炑⽰㒮鼲錄銷攒럅鉮鐁㛿逷
냖㷻傾榫獲渊僸給夷⠕亡⺸齉僘㴸氳猬䢒⺆釒珇㏇鵞遵㶩耈爛⹨艃丨氬䇗ꝴ再䇖
謁塽♏謁╚浍煉注⺱氳俍舛紈뜏氳宍鷻崸㍌⼾梫笸氳紮㸔┖亡捈捈䶈䶈氳㒮䄬啶䡗
▽┉䆋㚛鈶氳俍樔ⷑ 
 
㛿逷 
ꝧ귈侈ꝴ4 僖 1 仼舘 9 僖 30 仼 18:00⪌㕙䡽舘֐8:30 17:3010 僖 1 仼舘埡䇗 3 僖

31 仼 17:00⪌㕙䡽舘֐8:30 16:30 
ꝥ귈仼䇗扝⚔ 
ꝛ烩800 仼㎨煉㵸逖榟 400 仼㎨ 
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----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 

 
松江城 

松江城は、松江市の中心部にそびえ⽴つ、荘厳で堂々とした丘の上の城郭です。江⼾時代
（1603–1867）初期の1611年に完成した城で、大きな破風（屋根が三角の山形のシルエットに
⾒える面）が、⿃が飛んでいる様子に⾒えることから、「千⿃城」とも呼ばれます。松江城は全国に現
存する12の天守（城郭の中枢部に建てられた多層の櫓建築）のうちの一つで、２番目に大きく、３
番目に高く、５番目に古く、そして山陰地方（⿃取県と島根県を指す）唯一の現存天守です。日
本の多くの城と同じく、防衛や政治上の必要性が変わるにつれて、少しずつ拡張や改修が⾏われてき
ました。しかし、天守は1740年代からほとんどその姿を変えていません。 
 
松平家代々の統治 

松江城の築城は、地元の大名で松江開府の祖である堀尾吉晴（1543–1611）の時代に始ま
りました。松江城はその後、京極忠高（1593–1637）に受け継がれ、彼が後継ぎを残さず亡くなっ
た後、江⼾幕府初代将軍徳川家康（1543–1616）の孫である松平直政（1601–1666）が
受け継ぎました。直政は松江藩の初代藩主となり、これによって、松江には⻑期にわたる文化的・経
済的繁栄の時代が訪れました。 

1871年に、明治維新（1868年）によって「廃藩置県」まで、松平家は10代234年の間松江
城の城主であり続けました。日本のほとんどの城は1873年の明治政府（1868-1912）の廃城令
によって取り壊されましたが、市⺠や地元の有⼒者からの資⾦集めや声援のおかげで、松江城の天守
は保存されました。松江城は1950年代に大規模な修復が⾏われ、2015年に国宝に指定されまし
た。 
 
防衛に最適な⽴地 

松江城は、陸からも宍道湖からも攻撃されにくく、近くを流れる多くの輸送用の水路を利用しやすい
⽴地にありました。堀が掘られ、そのほとんどは現存しています。掘った際の土砂は、城の⻄側の沼地を
埋め⽴てるのに使われました。大橋川がさらに天然の防衛線となりました。 

日本の城は通常、連続する防御区画（郭）に分かれていましたが、松江城にも3つの郭があり、そ
の中でも天守のある本丸は最も高く安全な場所にありました。二の丸は本丸の下に位置し、城主の
本邸や公務のための建物がある上段と、兵舎がある下段に分かれていました。最下層の三の丸にも、
高官の居住区（官邸）が設けられていました。これらの建造物は全て、明治時代に取り壊されました。
二の丸の上段には、1899年に松江神社が建てられ、1903年には明治天皇（1852-1912）の
⾏在所に使用する目的（実際には使われなかった）で、大きな⻄洋風の迎賓館「興雲閣」（現在
無料で一般公開されている）が新たに建築されました。島根県庁は現在、三の丸の跡地に⽴ってい
ます。 

松江城の巨大な⽯垣はほぼ完全な状態で残っていますが、数多くの門や建造物は1870年代に
撤去されました。1960年と1994年にはいくつかの門が再建され、2001年には、⽯垣の上に⽩漆喰
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の防⽕⾒張り台である「櫓」（防御や物⾒のための高い楼）が3棟再建されました。 
 
設計上の革新的な特徴 

松江城の最大の魅⼒は、保存状態の良い天守です。外から⾒ると、天守は⽯を斜めに高く積み上
げた基礎の上に四層構造で建てられ、上に⾏くに従って小さくなっています。天守は⿊い塗料が塗られ
た木板で覆われ、防⽕用の⽩漆喰がアクセントとなっています。幾重にも重なる屋根や切妻は外観を
際⽴たせ、また内部の空間を守る役割も担っています。最上階の屋根の上には、銅を張った木製の
「しゃちほこ」と呼ばれる神話上の海の生き物の形をした装飾があり、姿は魚で頭は⻁に似ています。
安全な屋根付きの建物の中に設けられている正面入り口は、それ自体が小さな城のように⾒えます。 

外観とは異なり、天守は地下1階を加えた5階建てになっています。天守には普通は⾒られないよう
な特徴が数多くあり、これらは建築にあたって直面した問題を解決するために考えだされた革新的なも
のです。松江城が築城された17世紀前半には、日本各地で築城が進められていたため、森林の伐
採が広範囲にわたって進んでいました。そのため松江城の構造柱に用いられる大木の入手が困難であ
ったことから、設計者は鉄製の留め⾦や締め具で小木を束ねたものを用いました。このようなタイプの柱
が130本、はっきり⾒ることができます。 

さらに構造を安定させるために、柱は1階部分だけを支えるのではなく、2階部分を貫くように配され
ました。この「通し柱」は、垂直方向に互い違いになるように配置され、強固な組み込み構造を形成し
ています。また、短い柱を水平の梁でうまく支えることで構造荷重を分散させ、⻑い柱を不要にする工
夫もされています。それ以外に、軽量な桐で作られた着脱式の内階段を採用し、簡単に引き上げて
上の階への侵入を防ぐ工夫もされていました。また、地下には貯蔵庫を設け、城が包囲されても安定
して水が得られるように井⼾が掘られました。これは日本の天守内にある井⼾として唯一知られている
ものです。 
 
藩主も眺めた景⾊ 

今日松江城を訪れると、各階に多言語で歴史や城の設計上の特徴が詳細に説明されています。
⾒張り場として使われた最上階には、全ての方向に幅広の窓があり、宍道湖、近くの山々、そして眼
下に広がる街の景⾊を一望できます。これは歴代の松平藩主が何世紀にもわたって⾒続けてきたもの
と同じ眺望です。 
 
天守 
入場時間︓4 月 1 日-9 月 30 日 8:30〜18:00（入場は 17:30 まで）、10 月 1 日-3 月 31

日 8:30〜17:00（入場は 16:30 まで） 
休館日︓年中無休 
入場料︓大人 800 円、小・中学生 400 円 
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006-006 
中海・宍道湖圏域多言語解説協議会 

【タイトル】 松江の武家屋敷 
【想定媒体】 WEB、パンフ 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

册娡氳塡㚖㱞黤 
娡䢓休创(1603-1867)册娡佭ꄆ金氳㒮┖槅㍴簀㛻겅╚氳㷉㒮⹠㷤颯全氳䄬ꜝ

꧎金㛻ꄈ塡㚖뀟㱥ꡕ䐒ն册娡㒮⼽鱦奏㓊逈⮕㲋╙塡㚖㳄臺⹖⪭㳄浄氳㷉⛩奏ն泘⯥册娡
糙丘䈴ⷧ篺䷊䋧⺵䐂♔槴柳氳塡㚖㱞黤縡鲹䈴╙╈篒塡㚖䋧鵲氳㱞黤⮟┘⺱框逈瞿䑐
⟤㛄淋⟊䧏▽⸊㡏劲㷀ն 

鲹䈴㱞黤佭沩鈷簞䣆轵鷺┼匿⚜㛢塡㚖㱞黤╯┉轵鷺赺贲◇册娡㒮⴮匿氳䥉㒮
媞亰ն㱞黤循 1733 䇗氳㛻愂╈逈懱多䐂♔ꄆ䋧⺵篺ⷧ鲋㛢埠䣲䋧┚䷊鵲ն波舘鲤䇗┉
波齉糙几循塝㷉⛩ն2016 䇗䎎㏐❤䩺伺媪休创(1868-1912)氳㎂篣⹖䥷鉯仾䋧璵休⹠朆氳
顫乢㵒㱞黤鲽车▽瞿䑐⟤㛄ⷧ休 3 䇗㱮䡗ն 
 
⛦隀┚⿁⽏氳⪯葶 

┚䢦糙╈냖ꡙ塡㚖氳㱞黤┉劫鲹䈴塡㚖㱞黤佭┉㚲䅠㍴㘅氳ꢚ蛽ⴎ⻡╚㷒յ䉁㍩յ
㛻ꠅ⹖ꡭ㷯䋧璵ն렲沸休僿ꢚ⫂傾㷉⛩浔 10 ⛤㳄仍䡗⼥⹖☤☳ն塡㚖㱞黤氳鈺嘗յ䋧免
┚阻阞篱荣㏰┽劲❤拨塡㳄璡篒鈺⯆⺱休鹗㱥㲇亡鈺㲋˒˒塡㚖㳄仍꧎䕓㱥⛦隀┘䐂憂
縍女ն鲹䈴㱞黤䋧璵ꪫ燠篑 67 㐠220 䇖亡眦豓抆㳑㛚鈸ⷌ甏篑儣碜ն⟤㛄泳
爊╈鲸⸊▽㛻ꄈ㳄┚榟孨榫⿁阦⹇鈸縖耇波鈸䘶霅塡㚖㳄仍甏儣氳榟孨㏜俍ն 
 
⪍⹾氳璡篒╯坟 

塡㚖㱞黤氳╚⪍⹾佭⺳╙Ꝛ㷒ꠅ氳㳑㛻ꠅ哦⫂糙⺎❠ 3 ⺳⛦ꡙ塡㚖❊☳燢╙
╈ꠑ㷉⛩氳狝ꠑ⽰柳科╚几鰋查氳⤴擻奏նꠅ哦氳냖䈲鰏⛦┦仰鲋㛢逸깳┚㱞黤
╚几氳╈璡骱♷注瑞ն狪鲋Ꝛ㷒ꠅ➘佭┉㚲㵸䉁㍩榺塝⺎鵠䏢╚㷒ն 

塡㚖㱞黤氳┉㛻攑荈➘佭⪍⹾氳璡篒奏坟䄅匿佭♙ꠅ☢❠╚几⹖ꄆ金阼梅✳榫ն鲹
ꄅ糙┉㵒㳑㛻氳儒冏䫠䥽ꠅꠅ⯥阻糙䅠㷒囓氳㳑ꠅ䉺┚⺐ꡙ阼梅⺎循塝波䫙☳鰋查
┕┖全仰꧎蛽耾㏐ꪫն♙ꠅ鵠⺸ꛐ糙啔啔眦氳曇⪩䄅鱦➘佭╚几氳塜䌋⚢梅ⷦն碧黨♙
ꠅ⺓匿氳佭匿ꠅ❠㳄╈捞䓪յ☤几յ舘冶⹖☆㷯仼浪⭴⪍ն匿ꠅ鵠⺸嫫㎻㏐ꪫ氳曇⪩☳
鲹ꄅ仵⺎䧋ꡙ鲽⪍塜⯥亡ꛐ糙啔啔眦氳熗几颯㷉㲝█⺎鲽⪍⺱㷄⺓匿嫫㎻㏐ꪫ氳⸗䢣ն
䢣㷒⺵亡鲸糙瑭└╄⪍⹾佭㲓榫䓪氳⺵ꠅ波䫙鳀鵠⸗䢣ն 
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丞䈴㱞黤氳狝ꠑ⮕坟█鹗䐡眷⛎鶷鰝⛩㱞⯥鼨佭塜䌋⚢梅狝ꠑ鵠⺸瞿䑐阻阞氳╚
䉁㍩⺵鼨⮟佭㳄䉁榟孨狝ꠑ鳀䫙粮╙꣮䙬氳⺵䉁ն 
 
⚢梅╯㲝 

㱞黤╈僄⛮ꪫ氳塜䌋⚢梅ⷦ⺳╙䈴两佭䫙䏨냖ꡙ阼梅氳㏜䢦ն鲹眷䢣ꠑ鵠浪齉
阻糙䈃╯ꠑ妨仼䌋㙇륳榫◇䗀䧑ⷑ鰀յ䯹科眠菋䡝⪭☽本顜ꡱ阻攑㲋㏜⺭┖鲸⚢
ꡱ⮜╚几氳✐⭾ն䈃╯ꠑ⺓匿佭┉╄㍾㲋氳溁░绑刎⽰氳⩞篪鵁鲋꤄查猫庵㵤縡⪍拨◾
绑ꪫ䄅匿⮟佭┉╄┚鈼篪룋䇖氳碜꥕逸깳则则ꠅ簃糙┉䆋⛦隀氳姢槇槇╈佭⻡萡䏨
科氳匤菋ն 

䢣ꠑ氳儒⛼篱荣겆╙縓狓┽鴲䇖车篤杼氳繁允䣒鵲䈃╯ꠑ氳环刼佭⟊槴鼨坟舅抆
䎬䒳氳⩞帑⸊儒繁允ն循塝╯㛚ꢝ▽儒组┕憠簫浔丘╄㳄篤劫䌋氳ꄌ㷯ꙟ㲝⫂媆糙⫋
㛢氳逸깳ն⚢梅ⷦ┚㛚ꪫ氳╚䉁㍩阻阞注䐂沠䏄㶗⪭嫱ꄆ╙㶩㏿氳阼梅蛈鵲簈✞鈼ꄇն㳑
꠱氳儒顏籃匿囓䉺仵佭鵠䏢䉁㍩氳㲝㛚鵠鷺█佭⺎㏿循㳑㛻㷒囓┖顶俍氳狝ꠑն 
 
㲓榫氳㷉⛩狝ꠑ 

㱞黤氳熗几奏㓊⺎坟╙㳄䉁颯㷉狝ꠑ┚Ⱶ耇䓪狝ꠑ㞝⸗䢣յ☹䈑璡ն㳄䉁颯㷉狝ꠑ
媯䢣㷒⺵鼨┉柱䪷䋯⪦◸┉兣囓䉺鵠⺸⺵亡䉁㍩ն鲹ꄅ糙⪵㶩㴐┚仼ꠑ孨ⲁⱵ耇氳㳄
仍颯㷉㲝♔⹖╚几氳熗几䢣ꠑ⽰╚头氳䢣ꠑն鲹◙狝ꠑ氳阻阞┚⯥亡⚢梅奏㓊䎬䡗䐭㟓
ⷌ侁縡佄鈷氳⹛䄑奃㞝䋧免ꃾ榫篤杼榟ⲁ氳册儒յꝚ䥨仼䌋䢣ꠑꄅ氳般儒氳鱦鉉齉逈
瀃㎐յ氫荈ꄌ㷯ꙟ阻阞䡗孨嬏氳띳ꥋ鵲㑔璡ն 

Ⱶ耇䓪狝ꠑ⮟ⴎ⻡ꛐ糙啔啔眦氳仼浪泳⛼ꠑ儒㏐冏⸗䢣奏⫂阻嫫⯆慀愕┚⛦溁氳骤
⯆姢嗔ն⸗䢣ꠅ㛚⭓塠╯鸬糙┉⹾䅠걵姢军⸗䢣氳㘅┕⮟䄇㟓㿋⪍▽┉╄㛻ꢾ籧˒˒籧⛮
┉ⶐ循㲝⫂յ┉ⶐ循㲝㛚亡➘☳㛚鼨姢军䣒姢惉⪍ն⸗䢣ꡭ鲤阻糙甏佄宺㲝➘◇㶩鲤䣒
姢塑懷ն鲹ꄅ鲸糙┉㚲柳科⹠ꀹ⽏㉈㛻籧氳㵸䢣ꠑն㱞黤氳僄ꄅꪫ糙❠㜪㳄仍烆⩝愓⛤氳
⛻㔆♔⹖┉╄☢┼啔啔眦㛻㵸氳甏儣蓞㲝ն 

╙席餉朆创崅梅꧎姳Ꝛ㷒ꠅ⪍⹾ꡭ鲤氳뀐⸙䄖䷊鵲䡗朆创⴬ⶼ榟ꠑ亰鱦氳ꡭ㷯䋧
璵⮟䷊䋧╙蓞㲝┚炕⿁䈙ն 
 
䋯꺉休ꠑ4 僖 1 仼舘 9 僖 30 仼 18:00⪍㏜䡽舘֐8:30 17:3010 僖 1 仼舘埠䇗 3 僖

31 仼 17:00⪍㏜䡽舘֐8:30 16:30 
ꠊ꺉仼⪓䇗仰⚔ 
ꠅ烨400 仼⩕⮤╈⽰㵸栏榟 200 仼⩕ 
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＜繁体字＞ 
 

再娡氳塡㚖週黥 
㏇娡䢒侈♏1603-1867再娡佭ꄆ釒氳㒮┖槅㎠笸㛻ꯝ╚氳㷉㒮氪㷤✿氳䄬꒰

ꧏ釒㛻ꄈ塡㚖껻逷ꡕ煞再娡㒮⼾麕ⶆ㓊逈穆遝憡塡㚖邖臺⹗⪭邖浄氳㷉⛩ⶆ杯㏇再娡
䐂♓槴这氳䇭参塡㚖週黥齉祺鷪䷊䋧⛙鵞䈴憡煉碎塡㚖䋧鵳氳週黥ⷙ逈矀䑐⟣䐞⟋䧐
蜸⸊㡐劲㷀 

鵞䈴週黥佭ր뛆釤筏䣆轵鷻ց砌⣐術参塡㚖週黥╯┉轵鷻赻贳亥再娡㒮⴯⣐氳闀㒮媞
亰1733 䇗週黥㏇┉㕙㛻愃逈揎夘䐂♓ꄆ䋧╯䏴紗祺塽鷪術埡䴹䋧艃䷊鵳┉波舘鲥
䇗㡐磚僘☕㷉⛩亥塞2016 䇗樧㏑❤䴆伺媪侈♏1868-1912氳㎬碋⹗䥸鉮艋䋧疤侈
氪杯氳鞴乣㵴週黥鶡车矀䑐⟣䐞塽侈 3 䇗適䡗 
 
⛧鐩⽰⿁⽏氳⪯疘 

鵞䈴塡㚖週黥艃䢦僘煉냖꣬塡㚖氳週黥┉嘚佭┉谊䅸㎠撳氳ꢚ蛾ⴎ⻢╚㷒䉁㎧
㛻ꝛ⹗ꡭ㸋䋧疤렲沸侈僿ꢚ⪐傾㷉⛩蜸 10 ⛤邖从䡗⿦⹗⦈䐍塡㚖週黥氳釨嘘䋧免
艃錄銷碸疒㏱㌅劲❤拨塡邖璢碎釨⯆⺱侈鹘逷䕓逷⛧鐩┘䐂憃縎虓氳還亡釨遝鵞䈴
週黥氳䋧疤ꪫ犉硝 67 㐠220 䇖亡⪞㶹ꥹ狞ꝴ㴸㛛鈶ⷙ癩硝嘺碜⟣䐞䄄煉⺱
侈熔麅⸊▽㛻ꄈ邖艃榟孨榫⿁鷝遫耈波鈶䘶⥾塡㚖邖从癩嘺氳榟孨㕙俍 
 
⪌⹾氳璢碎╯⮈ 

塡㚖週黥氳╚⪌⹾佭經憡րꝏ㷒ꝛց氳ꝛ嗻ꯚ憡㴸㛻⪐僘絢❠ 3 經⛧꣬塡㚖❋䐍
牒憡ր煉ꝴց㷉⛩氳狞ꝴ麅僘⨶擻ⶆ这䷒╚☕鯃㯹ꝛ嗻扝鷪術遫굟┦냖食鬴⛧
艃週黥╚☕氳煉璢骰♸注瑟狫鷪ꝏ㷒ꝛ㶩佭┉谊㵸䉁㎧榺塞絢鵡䏢╚㷒 

⪌⹾氳璢碎ⶆ⮈佭塡㚖週黥氳┉㛻攒荈䄅⣐佭⧘ꝛ⺆阁╚☕⹗ꄆ釒鋽遫✳榫鵞遵
僘┉㵴㴸㛻氳儒冎䫠䥽ꝛꝛ㛛錄僘䅸㷒皗氳㴸꟏ꝛ䉺艃給꣬鋽遫絢㏇塞波䫚䐍鯃㯹┕
┖✿扝ꧏ馷馐㏑ꪫ⧘ꝛ鵡⺸ꌤ僘啕啕眧氳曇꟯䄅麕➘佭╚☕氳塜䌋働遫䋙秵龪⧘ꝛ
⺓⣐㶩佭⣐ꝛ阁邖煉氳㝷䓪⦈☕舘◬⹗鈒㸋仼䅻示⪌⣐ꝛ鵡⺸嫬㎻㏑ꪫ氳曇꟯䐍
鵞遵件絢䧋꣬鶡⪌塜私亡ꌤ僘啕啕眧氳熗☕㷉那熔絢鶡⪌⺱㷻⺓⣐嫬㎻㏑ꪫ氳䊣䢤
䢤㷒䏴亡麅僘瑮└⠕⪌⹾波䫚鵿鵡䊣䢤佭酒榫䓪氳䏴ꝛ 

丞䈴週黥氳狞ꝴ穆⮈爐鹘䐢注⺱氳耝礙⛩週私鼨憡塜䌋氳働遫狞ꝴ鵿鵡矀䑐錄銷
氳╚䉁㎧䏴鼨⯞獲憡邖䉁榟孨狞ꝴ┾艃催憡ꤚ䓪氳䏴䉁注䫚 
 
働遫╯那 
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週黥煉냉ꪫ氳塜䌋働遫䋙牒獲ր䈴严ց佭㵬憡䫚䏩냖꣬韇遫縡錄糌氳狞ꝴ鵞걊䢤
ꝴ鵡䅻齉錄僘仼䌋㙇륩ր䈃╯ꝴց榫亥䠭䫇ⷑ鬨䵅䷒䬥菌䡝⪭☾本鞕ꢷ錄攒遝㕙⺭┖
麅働ꢷ⮛╚☕氳率⭾䈃╯ꝴ⺓⣐佭┉⠕㍾遝氳溂傴勐刏⽰氳⩞稘鵂鷪꤄㯹猬庶㵥縡⪌
拨◿勐ꪫ䄅⣐⯞佭┉⠕艃釲稘뢶䇖氳碜꥖遫굟圴圴ꝛ筑僘┉䆋⛧鐩氳姢樔䬟筑氳佭
⻢萢䏩䷒氳匤菌 

䢤ꝴ氳儒獲碸疒哗憡铻狔♓硭杼䇖车氳刿允矀䑐䣒鵳䈃╯ꝴ氳环刼佭⟋槴鼨⮈舅
抇䎬䛞氳⩞帒⸊儒刿允⪭☾那⪐遫굟⩕碜┾┘術⥪僘럅秅㏇儒勂╯┕氳丨冻邖硭嘚䌋
氳ꄌ㸋ꄘ働遫䋙艃㛛ꪫ氳╚䉁㎧錄銷注䐂沠䏄㶗⪭嫱ꄆ憡蛾㏿氳韇遫揩鵳示磿✞釲
ꄇ㴸꟏氳儒韭稫⣐皗䉺件佭鵡䏢䉁㎧氳Ⳃ稘爐佭絢㏇岒麂㷒皗┖䅫㏑縡㏿ꪙ韛䉁
俍氳䢦㏇ 
 
酒榫氳㷉⛩狞ꝴ 

週黥氳熗☕ⶆ㓊絢⮈憡邖䉁㷉狞ꝴ艃䊣䢤⠒飪璢Ⱶ耈䓪狞ꝴ邖䉁㷉狞ꝴ媰䢤
㷒䏴鼨┉迗䪶ꝧ⪦榫┉半皗䉺鵡⺸䏴亡䉁㎧鵞遵僘⪵㶩㴟艃仼ꝴ孨ⳂⱵ耈氳邖从
㷉那♓⹗╚☕氳熗☕䢤ꝴ⽰╚头氳䢤ꝴ鵞◚狞ꝴ氳錄銷艃私亡働遫ⶆ㓊䎬䡗䐮㟔ⷙ걦
縡佄釤氳⹚䄐奄㞞䋧免䫑榫硭杼榟Ⳃ氳再儒ꝏ䥨仼䌋䢤ꝴ遵氳嚛儒氳麕鉈齉逈瀄
㎨氫荈ꄌ㸋ꄘ錄銷䡗孨廳氳띴ꥋ鵳㑔璢璢 

Ⱶ耈䓪狞ꝴ⯞ⴎ⻢ꌤ僘啕啕眧氳仼䅻䄄獲ꝴ儒㏑冎䊣䢤ⶆ⪐錄嫬邯摑愖艃⛧溂氳溍
邯姢嗔䊣䢤ꝛ㛛䇭塠╯鸌僘┉⹾䅸ꮼ姢◒䊣䢤氳撳┕⯞䄇㟔㏑鑲⪌▽┉⠕㛻ꢾ籨˒˒籨
냉┉ⶐ㏇那⪐┉ⶐ㏇那㛛亡➘䐍㛛鼨姢◒⹦姢惊⪌䊣䢤ꡭ鲥錄僘癩佄宺那➘亥㶩鲥
⹦姢ⱶ掄鵞遵麅僘┉⠕㵸䢤ꝴ这䷒氪ꀺ⽏㉈氳㛻籨週黥岒谊僘┉ꝴ錄僘❠㜪邖从烆
⩝ꩯ⛤氳⛻㔆♓⹗┉谊⥪砌橄啕啕眧㛻㵸氳癩嘺蓟那 

憡▽瑟⺭杯♏鷝遫氳ꧏ姳杯㏇ꝏ㷒ꝛ⪌⹾ꡭ鲥氳껊䉮䄖祺䷊鵳䡗杯♏ⴭ氳载榟ꝴ
亰麕氳ꡭ㸋䋧疤⯞逈䷊䋧憡蓟那艃煱⿁䈙 
 
ꝧ귈侈ꝴ4 僖 1 仼舘 9 僖 30 仼 18:00⪌㕙䡽舘֐8:30 17:3010 僖 1 仼舘埡䇗 3 僖

31 仼 17:00⪌㕙䡽舘֐8:30 16:30 
ꝥ귈仼䇗扝⚔ 
ꝛ烩400 仼㎨煉㵸逖榟 200 仼㎨ 
 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 

 
松江の武家屋敷 
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松江は江⼾時代（1603–1867）の重要な城下町（大名の居城を中心に発達した都市）で
あり、その防衛には武士による大規模な守備隊が必要でした。松江城を囲む地域は、家臣の武士と
その家族の居住区として指定されていました。松江には形を変えて現在も残る武家屋敷がいくつかあり
ますが、ある中級武士のために建てられたこの屋敷は、当時の姿に丁寧に復元されています。 

この屋敷は、松江城の北側の堀に沿って曲がりくねって走る「塩⾒縄手」沿いに建てられた、多くの
武家屋敷の一つです。1733 年の大⽕で焼失した後に再建され、その後何度も増改築を重ねてきま
した。最近まで使用されていましたが、2016 年に明治時代（1868–1912）の図面や元の建物の
解体中に発⾒された資料をもとに入念に修復されました。修復作業には 3 年の歳月がかかりました。 
 
慎ましさと風情の好⾒本 

最下級以上の武士の典型的な武家屋敷と同様に、屋敷、庭、門、離れが壁で囲まれた構造をし
ており、この武家屋敷もそのようなつくりになっています。最盛期には、敷地内に 10 人の家族と使用人
が住んでいました。武家屋敷の大きさ、建材、および設計上の特徴は、武家の階級に基づいて細かく
規制されており、公的に設定された基準を守ることに特別の注意が払われていました。武家は派手さ
を避けることが求められていました。延べ床面積約 67 坪（220 平方メートル）のこの屋敷は、広々
としていながら、外観は地味で控えめです。数多くの調度品や家財道具なども復元されており、来訪
者が質素な武家の暮らしぶりを想像しやすくなっています。 
 
玄関にみる階級 

「⻑屋門」と呼ばれる大きな屋根付きの門が、この屋敷の正面玄関となっています。門の構造はか
なり大きく、内側には 3 人の下級武士（中間）用の居住空間と、当主を乗せるかごの置き場があり
ます。当主の高くない階級に応じ、門は低く装飾は施されておらず、屋敷へと向かう中庭に面していま
す。 

武家屋敷全体に共通する大きな特徴として、入口が階級別になっていることが挙げられます。左側
には、当主と当主を訪ねる重要な来客のみが使う式台玄関があります。幅の広い木の板の引き⼾が
2 つ、そして同じく幅広い屋根付き玄関と階段があるため、来客は地面に足をつけることなく、かごから
降りることができます。この式台玄関を抜けると、畳敷きの玄関があり、左側に主人の正式な客室
（座敷）があります。式台玄関のすぐ右側には、家族の⼥性や使用人、親しい友人、親戚などが日
常的に使用するための側玄関があります。この玄関は土間の玄関に通じており、そこから畳敷きの個
室に上がるか、同じ階層の右手の土間の厨房に上がることができます。屋敷の背面にある 3 つ目の玄
関からは、厨房に直接出入りできるようになっており、実用的な裏口の役割を果たしています。 

屋敷全体も同様に区分けされており、格調高い屋敷の前半分は注意深く設計された主庭に面し、
家族の居住空間はより堅苦しくない裏庭に面しています。 
 
来客を迎える部屋 

座敷は屋敷の中で最上の部屋と考えられており、高位の来客を迎えてもてなすのに適した部屋で
す。このような部屋には、床の間という奥まった装飾用の空間が設けられ、掛け軸、生け花、その他の
貴重な装飾品が飾られ、当主の刀が飾られる場合もあります。床の間の右には、障子から柔らかな光
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が差し込む、作り付けの低い書き物机があります。床の間の左側には、目線の高さに置かれた控えめ
な飾り棚があり、扉には今にも咲きそうな梅が落ち着いた水墨画で描かれています。 

この部屋の細部に使われている木材は、厳選された平⾏木目の杉を使用した上質なもので、床の
間の柱には、杉の滑らかな丸太を一部自然のまま残したものを使用しています。その他の装飾は、木
枠に家紋の形をした⾦属製の釘蓋がいくつか取り付けられているだけです。座敷と外の主庭は互いを
引き⽴て合うように設計されており、来客が座った際の視点からどう⾒えるかに細心の注意が払われて
います。幅広い木製の縁側は、庭への通路であり、同時に広い軒下に座って景⾊を楽しむ場所でもあ
ります。 
 
機能的な居住空間 

屋敷の私的空間は、家族の居住空間と、台所や倉庫などの機能的な空間に分けられます。前者
は、屋敷の裏側に⻑い縁側に沿って一列に並んでおり、裏庭に通じています。これらの部屋は、寝室と
して、さらに日中の作業にも使われていたと思われる家族用の部屋で、主人の個室、主人の妻のため
の部屋などがあります。格式の高い部屋との設計上の違いはさりげなくも印象的で、例えば使われてい
る松に生き生きとした木目があったり、角が丸められた⻑押や、遊び心のある⽩い⾦属製のスズメの形
の釘隠しがあったりします。 

機能的な空間には、日常の仕事をするための畳の部屋と、土間と⽯の低い流し台を備えた木の床
の台所があります。台所の扉から外に出て数歩のところには屋根付きの井⼾があり、大きな陶器の水
入れは、内と外を半々にして巧みに壁にはめ込まれており、外の井⼾から簡単に水を入れることができ
るようになっています。近くに簡素な浴槽があり、水と加熱用の燃料が効率的に利用できるようになって
います。味噌を入れて発酵させるための大きな桶を置くための小さな部屋も設けられています。屋敷の
一番奥には、先祖代々の霊を祀った仏壇を置いた仏間と、二畳の広さの簡素な茶室があります。 

⻑屋門の入り口付近にあった馬小屋は、現代の訪問者に対応するために現代的なトイレに改装さ
れ、近くにあった離れは、茶屋と土産店に改装されています。 
 
入場時間︓4 月 1 日-9 月 30 日 8:30〜18:00（入場は 17:30 まで）、10 月 1 日-3 月 31

日 8:30〜17:00（入場は 16:30 まで） 
休館日︓年中無休 
入場料︓大人 400 円、小・中学生 200 円 

  

239



 

006-007 
中海・宍道湖圏域多言語解説協議会 

【タイトル】 茶室明々庵 
【想定媒体】 WEB、パンフ 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

伺伺䉏蓞㲝 
伺伺䉏䙬╙伺◾彏录╯䉏佭┉䈴瞿舚紇╜氳蓞㲝䋧◇ 1779 䇗榺册娡諿瑭

7 创諿╚册䇖媪▋(1751-1818)阻阞ն☽佭┉⛤蜷⺳氳蓞鷺㛻䄳⺱休溿▊焞㲄嫏⺙┘
佣ն鲹䈴蓞㲝յ䉁㍩յ┪创注⚩氳蓞♔⹖循塝❠䈒氳⽰蘓查仼儗⚩簊榚憠㏰⛮
朆▽☽䢦⮡环氳蓞鷺┘佣孲┘䦔┉劲氳䷨ꛦ㲗紇䙬飯ն 
 
初几⺸䏢氳栳㲒 

伺伺䉏糙冓냖氳㲗紇刻⡬┚⻹䌖ⱱ縡┦➘◇䥷鉯յ鱻燰鲹◙齉循䏭㛻爊䈲┕鵲㶩
▽框餯㲀颯⚒氳ⷧ⺒ն框僄⮤䋧◇册娡㒮ꡭ鲤糙嬐㳄仍╚㱞氳䉁㍩⫂ⷧ 篺丘创⺵逈䥷鉯յ
鱻舘┱◺⸊㳔氳册⸊亍╯Ⲃ(1853-1916)氳㱞黤꣮⺵⹒逈鱻燰⮽┱◺弯隵氳册䇖波╯劈撛
(1861-1932)氳䢦糙㏐⫂1928 䇗蓞㲝逈燰舘册娡䄬黾氳┉䈴㵸㸔┕ն 

瑭◅埠┪槡㛻䡟(1939-1945)⺵伺伺䉏鵄峀滭題⛙循䎎㏐妩⚜氳䶺䧏┖◇ 1966 䇗
┘佣⸼┪ 150 ⼽䇗╯ꡮ循册娡颌㸔氳朆㏥㱮䡗⟤㛄ն 
 
熗㳢氳蓞㲝阻阞 

伺伺䉏氳⫂鼨阻阞♔┉ꠑ◅⺐泘⺐泘䧗┉氳 3/4◅⺐泘妨 2.75 啔啔眦
㛻㵸氳蓞㲝╙劭䑐狝ꠑ冓╙碧⬹熗㳢ն鲽⪍蓞㲝꧎鵠鲋㵸㵸氳驵⹾驵ꮠ⺱⻈
阼梅䑒걺骳骱榻腔撌车縡⪍♔炐隣鴳ն⪍⹾ꡭ鲤阻糙䧑⭾几妨➘佭骱♷僄냖氳諿╚鲽
⪍蓞㲝█꧎ⷒ┖塡ն 

蓞㲝氳ⶐ鵁伺꤄查㵸猫냖⛦ꛯ蛽鵠鲋隀荣⺎♔阦刎⽰氳⩞篪嬬席㲝⫂ն㲝⫂阻糙┉
╄甏佄氳䈃╯ꠑ仼䌋㙇륳榫◇䗀䧑░յ槇ⷑ鰀䡝䯹科眠菋┚ꡱ阻⿁ն䈃╯ꠑ氳
ꝍ鱦环刼佭┉纱鼨坟Ⰼ⸼剨汷氳册剨篱刼粮顏儣妰䕜ն 

┘佣㵒蓞㲝阻阞氳┉㛻⮡亍佭⸼ꢝ▽╈刼ն鲹纱刼查⸊儗佭㵸狝ꠑ⫂氳阻阞◾憠
榫◇坟ꣵ╚几┚梅几氳䈴⛤ն⸼䪨╈刼⺵狝ꠑ粮╙甏嬕初╚յ梅氳骱䑐齉䥽鲤▽饄熊ն 

蓞㲝亰阻糙┉ꠑ㵸㑔固㚷㲝姢㷒⫂糙甏佄䭸几⽰柳科蓞氳狝ꠑն┼㲝╯ꠑ糙
┉䢷⛦溁氳燰ꠅ➘◇╚几㵨姢㷒ꄅ㚷㞑氳鴝⮽蓞㲝ն蓞㲝⺁┉匿阻糙┉㚲鰏㳑┦
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䅠㷒걵氳顜几⪍⹾┚璡吁㲝佭냖ꡙ阼梅┥榫奏㓊ն⫂糙里环姢㷒⺎榫◇╞ⱴ鈺嘗鰏㛻氳
蓞⚢ն蓞㲝僄⺵亡鲸糙瑭└╄㵸⪍⹾❠奴Ⲃ甅㚷蓞鷺♙䌋氳Ⲃ䣆⽰⪭☽注⪩几⼥✳榫ն 
 
㛚鈸阻阞氳隣鴳╯紇 

냖繺氳堢㸔걵葺螓㷒걵佭伺伺䉏氳⺁┉㛻攑䏣鲹熨劫䌋逈燢╙┘佣⪝╯撕仼
陪╙┘佣⪝䐒㞑ײ⪭阻阞┚冘鵲⯎䙬嘗♻⫡艑⚩鵉⭴岳顒┚隣鴳氳䙬霅նꢘ㻿氳㷒
걵㐕䈲⮟⭴◇㲓榫縓ꄈ⺎♔ꡕ塛䎎㏐⫸㰚氳⸂ꦣ㔎燠ն┉㐉鄒荈氳儒撿┕겗糙伺չ䉏
└柱岑誾◇㷒囓┖氳坊⹾㚲ն 

蓞㲝㏿蛽◇㵸䄇氳⫂䉁╈㍩⫂ꛐ阻潨骤㛻㵸յ䎬敯յ겛荈⺨䋳氳馐耾骤겆糙ꮤ䏱㏐
姻䡗┉兣㵸䏧⼽鱦氳剨儒蛈鵲⭴鹄䚊㵨⫂䉁┚㛚槡朅㗟ꣵ熊䋯全ն┉䈴䅠걵氳㵸㑔⬧
准仵佭⫂䉁氳⪍⹾█⺎❠梅几循塝ꪐ㏿璡吁⺉えն准⫂鲸阻糙┉㚲逸깳䓪氳ⷺ䢦框霅䏣
浔嬕困┚䏨梅╯鷺☳儔洡塜䤸⪍✳榫ն 

䋯꠱氳㛚䉁㷯◇⭴◌孲곽劲䉁㍩㏐ꪫꛐ浔䖄䑐縻⯆氳氫荈婻滹榺㛻㐉馐耾骤
ꛐ㶩氳㵸䏧狪车⪭╈ն┉䪷㷚곽芘氳剨儒┚瞿䑐⟤Ⱄ氳惉儒ⴄ墙⭴㸔㻲䙬㗟仵坟ꣵ▽㛚
䉁┚⫂䉁⹒㵨蓞㲝鹄舘☢Ⱁ┉鉉㷒걵ն 

亰鱦氳颌㸔蓞鷺⚢꺉⯥█糙┉㚲㳑꠱氳潨骤䉁㍩☳鲹ꄅ⺎浊僷册娡㒮氳簈✞紇俍ն 
 
䋯꺉休ꠑ4 僖 1 仼舘 9 僖 30 仼 18:00⪍㏜䡽舘֐9:00 17:4010 僖 1 仼舘埠䇗 3 僖

31 仼 17:00⪍㏜䡽舘֐9:00 16:40 
ꠊ꺉仼⪓䇗仰⚔ 
ꠅ烨600 仼⩕⮤╈⽰㵸栏榟 300 仼⩕ 
 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜繁体字＞ 
 

伺伺䉐蓟那 
伺伺䉐䙬憡ր伺◿彏彖╯䉐ց䋧亥 1779 䇗佭┉䈴矀穢紈뜏氳蓟那榺再娡謁瑮

7 ♏謁╚再䇖媪齟1751-1818錄銷☾佭┉⛤蜸經氳蓟鷻㛻䅨⺱侈溿綗煨遗嫏谝ր┘
佣ց鵞䈴蓟那䐍蓟那儗骰䉁㎧┪♏注⥉氳蓟⮽㏇塞❠䟕氳⽰蘓㯹仼儗⥉礶榛
럅齉냉杯▽☾䢦Ⱚ环氳蓟鷻ր┘佣孳ց┘䦔┉劲氳䷨ꊯ㴱紈䙬飰 
 
♒☕㋹䏢氳栴㵏 

伺伺䉐┘⛙僘哗냖氳㴱紈⧎用⽰䌖ⱱ縡┦➘亥䥸鉮鹞燯鵞◚㏇䏭㛻食┕齉
鵳㶩▽逬餯遒⚒氳塽⺒逬⮤䋧亥再娡㒮ꡭ鲥僘徉邖╚週氳䉁㎧⪐塽祺丨♏䏴逈䥸
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鉮鹞舘典◺⸊邦氳再⸊于╯Ⲃ1853-1916氳週黥ꤚ䏴紗逈鹞燯舘典◺㍌隵氳再䇖波
╯⚼撛1861-1932氳䢦僘㏑⪐波⮽ 1928 䇗蓟那逈燯舘再娡䄬黾氳┉䈴㵸㸔┕ 

伺伺䉐㏇瑮◅埡┪槡㛻䢇1939-1945╯䏴鵅廍滭䷴⛙㏇樧㏑妩浑氳䶺䧐┖亥 1966
䇗㏇再娡颌㸔氳杯㏥適䡗⟣䐞黁┉䇗塜佭┘佣⸼┪ 150 鶝䇗 
 
熗邴氳蓟那錄銷 

伺伺䉐氳⪐鼨錄銷♓┉ꝴ◅橄給泘給泘䧘┉橄氳 3/4◅橄給泘ⷊ 2.75 橄啕啕眧
㛻㵸氳蓟那憡劭䑐狞ꝴ哗憡秵崢熗邴鶡⪌蓟那ꧏ鵡鷪㵸㵸氳ր骯⹾ց骯ꮠ⺱ր⻈ց
鋽遫䑒ꯄ骴骰㷎腕撍车縡⪌♓炑铷鸔⪌⹾ꡭ鲥錄僘䫇ⱕ凡ⷊ➘佭骰♸냖氳謁╚鶡
⪌蓟那熔ꧏ米┖塡㉻ 

蓟那ⶐ鵂伺氳꤄㯹㵸猬냖⛧ꎭ蛾絢鵂鷪鐩疒阁刏⽰氳⩞稘惓幥那⪐那⪐錄僘榫亥
䠭䫇傴樔ⷑ鬨䡝䵅䷒䬥菌艃ꢷ錄⿁氳癩佄ր䈃╯ꝴց仼䌋㙇륩䈃╯ꝴ氳꘹麕环刼
佭鼨⮈Ⰰ⸼嘻汷氳再嘻碸刼催韭嘺姇䕜 

⸼ꢝր煉刼ց佭┘佣㵴蓟那錄銷氳┉㛻Ⱚ于鵞劯刼㯹榫亥⮈ꣵ╚☕艃遫☕氳䈴⛤⸊
儗佭㵸狞ꝴ⪐氳錄銷◿럅⸼䪨煉刼䏴狞ꝴ催憡癩廼╚遫氳骰䑐齉㍕塞䥽鲥▽ꦗ 

蓟那亰錄僘ր姢㷒ց鵞佭┉ꝴ㵸㑔嶗⤕那⪐僘癩佄䴲凡⽰这䷒蓟氳狞ꝴ砌那╯
ꝴ僘┉䢸⛧溂氳燯ꝛ➘亥╚☕䐍姢㷒⹦榫⤕㞒氳㉻鴞⪌蓟那蓟那⺁┉⣐錄僘┉谊鬴
㴸┦䅸㷒ꮼ氳鞕☕⪌⹾艃璢⠰那㵬❠냖꣬鋽遫✳榫⪐僘暐环姢㷒絢榫亥艈鰾釨嘘鬴
㛻氳蓟働蓟那䏴亡麅僘瑮└⠕㵸⪌⹾佭礢⶜Ⲃ盇⤕蓟鷻⧘䌋氳Ⲃ䣆⽰⪭☾注꟯☕⿦
✳榫氳㏑亡 
 
㛛鈶錄銷氳铷鸔╯紈 

냖绰氳堣㸔ꮼ葻螔㷒ꮼ佭伺伺䉐氳⺁┉㛻攒荈鵞牊嘚䌋逈牒憡ր┘佣⪞╯䚂ց仼鏥
憡┘佣⪞䐓㞒ײ⪭錄銷艃啶鵳✿舅亥㵴鱖艑氳禦䙬嘘♻⥉鸚示岴鞀艃铷鸔氳䙬霆
ꢘ㼀氳㷒ꮼ㐕食⯞示亥酒榫縓ꄈ絢♓ꡕ塛樧㏑⫸迭氳⸂ꦤ㔎犉┉㕶鄓荈氳儒擀岒調亥
㷒皗┖氳⭲⹾谊┕갭僘ր伺չ䉐ց└迗 

蓟那㏿蛾亥㵸䄇氳⪐䉁煉㎧⪐ꌤ錄潨溍㛻㵸䎬敻갳荈⺨樟氳馐胶溍ꯚ僘ꮱ䏱㏑
ⵜ䡗┉半㵸䏺⼾麕氳嘻儒揩鵳示鹅襟龍㵫⪐䉁艃㛛槡梫㗟ꣵꦗꝧ✿┉䈴䅸ꮼ氳㵸㑔尧
◼件佭⪐䉁氳⪌⹾熔絢♓阁遫☕㏇塞ꪙ㏿璢⠰⺉ㄌ◼⪐麅錄僘┉ꝴ霆䐹蜸廼屻艃䏩遫
╯鷻氳遫굟䓪䉩䢦䐍儔洡塜䤸⪌✳榫 

ꝧ꟏氳㛛䉁㸋亥ր示ꦴ孳ց겨劲氳䉁㎧㏑ꪫꌤ蜸䖅䑐縺邯氳氫荈婻灵榺㛻㕶馐胶溍
ꌤ㶩氳㵸䏺狫车⪭煉┉䪶㷚겨芙氳嘻儒艃矀䑐⟣Ⱅ氳惊儒ⴄ競示㸔䃤䙬㗟件⮈ꣵ▽㛛
䉁艃⪐䉁紗㵫蓟那鹅襟舘⺆Ⱂ┖┉鉈㷒ꮼ 
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亰麕氳颌㸔蓟鷻働귈私熔僘┉谊㴸꟏氳潨溍䉁㎧䐍鵞遵絢浊僸再娡㒮氳磿✞俍舛 
 
ꝧ귈侈ꝴ4 僖 1 仼舘 9 僖 30 仼 18:00⪌㕙䡽舘֐9:00 17:4010 僖 1 仼舘埡䇗 3 僖

31 仼 17:00⪌㕙䡽舘֐9:00 16:40 
ꝥ귈仼䇗扝⚔ 
ꝛ烩600 仼㎨煉㵸逖榟 300 仼㎨ 
 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 

 
茶室明々庵 

明々庵（明るく、澄み切る庵）は非常に精緻で美しい茶室で、松江藩の7代藩主松平治郷
（1751–1818）の設計で、1779年に建てられました。治郷は茶人として有名で禅も修めており、
「不昧」という号でも知られていました。この茶室、庭、何世代にもわたって受け継がれてきた茶道具、
およびここで提供される和菓子はすべて、彼が創始した「不昧流」という茶道の流派の、従来のしきた
りにとらわれない鋭い感性を体現しています。 
 
願望の対象 

明々庵の歴史は複雑です。それはその美的価値と好ましさ、また解体と移築が容易であったことが
原因です。明々庵は元々松江城近くの有澤家本邸の敷地内に建てられていましたが、数世代後に
解体され、東京・原宿の松原新之助（1853-1916）の屋敷に移されました。その後、再び東京・
四谷の松平直之伯爵（1861-1932）の所有地に移され、1928年に松江郊外の高台に移築さ
れました。 

第二次世界大戦（1939-1945）後、次第に荒廃していきましたが、地元の支援により、不昧の
没後150年を経た1966年、現在の松江の赤山の地に復元されました。 
 
親密さを主題とした茶室設計 

明々庵の内装設計の中心にあるのは、二畳の茶室（二畳台目）という極めて狭く親密さを感じる
大きさの空間です。「にじり口」と呼ばれる小さな出入口から、手と膝をついて這うようにして慎ましやか
に入ります。近くには刀を掛ける棚があり、どんなに高位の大名でも武器を持たずに入らなければならな
いことになっていました。 

障子で覆われた小窓がさまざまな高さに設置されており、部屋に優しい光が差し込むように調整す
ることができるようになっています。簡素な床の間には、書や画などの掛け軸や生け花、装飾品などが
飾られます。床の間は皮を一部剥がした松の小柱で縁取られており、素朴な雰囲気を醸し出していま
す。 

不昧の茶室の工夫の一つに、「中柱」と呼ばれる柱をなくしたことが挙げられます。中柱は狭い空間
の設計上のアクセントとして用いられ、亭主の席と客の席を分けるものでした。この柱をなくしたことで、
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空間はよりシンプルになり、亭主と客は物理的にも心理的にも距離が縮まります。 
茶室に隣接した、水屋と呼ばれる小さな準備室には、簡素な棚と道具の収納場所があります。茶

室と水屋は低い引き⼾で隔てられており、亭主は水屋に準備しておいた道具を簡単に茶室に取り込
むことができます。茶室の反対側には、位の高い来客が使用するために設けられた、より大きな屋根付
きの貴人口と待合室があり、ここには普通に入ることができます。専用の水屋があるこの部屋も、大規
模な茶会に使用することができます。一番奥にある小さな第三の入り口は、手伝いの人やその他の関
係者が茶会の準備に使うためものです。 
 
質素な外観 

明々庵は、茅葺きの高い入⺟屋造の屋根が特徴で、これは「不昧公御好み」と呼ばれます。設計
と建築方法は農家を忠実に模しており、貧しさと謙虚さが感じられます。屋根の勾配が急なのは、この
地域の冬の豪雪時に、雪が積もらないようにするための工夫です。深い切妻の窪みには、「明々庵」と
書かれた⾊あせた木製の扁額がかけられています。 

茶室は砂利を敷き詰めた小さな中庭の中にあり、大小さまざまな形や⾊の飛び⽯がリズムよく配置
されています。周囲の木々は、外から隔絶され守られているような雰囲気を醸し出します。小さな屋根
付きの休憩所は中庭への入口となっており、来客が茶室に呼ばれるまで待つための腰掛けと、装飾と
してのトイレもあります。このトイレは清潔さともてなしの象徴であり、使用されるためのものではありませ
んでした。 

広々とした外庭は出雲流庭園となっており、箒の跡が残る小⽯の地面に、大きな踏み⽯が小道を
作っています。目隠しのような木々や注意深く剪定された低木が並び、これらが合わさって山の景観を
想起させ、中庭とこの空間を隔てています。茶室も屋根の角以外は⾒えません。 

隣接する赤山茶道会館の正面にも小⽯を敷いた大きな庭園があり、こちらからは松江城の⾒事な
眺めが楽しめます。 
 
開館時間︓4 月 1 日-9 月 30 日 9:00〜18:00（入館は 17:40 まで）、10 月 1 日-3 月 31

日 9:00〜17:00（入館は 16:40 まで） 
休館日︓年中無休 
入館料︓大人 600 円、小・中学生 300 円 
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006-008 
中海・宍道湖圏域多言語解説協議会 

【タイトル】 月照寺 
【想定媒体】 WEB、パンフ 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

僖拨㵔 
僖拨㵔佭册䇖㳄仍氳虅䬠㵔㳄䈜鲹╄㳄仍簊媪册娡Ꝛ鱳 10 创╯╦ն鲹ꄅ⸊儗糙

┉䈴粮⹿縏氳焞㲄㵔ꢚ⺵循册䇖㳄仍氳顫Ⲃ┖䷊╙仼儗⛻䷸困㎻㲄㵔ꢚն㵔⫂㱧蝭浔册
䇖㳄仍氳 9 ⛤册娡諿╚☽♜氳㗼䢦⺨舅䋧循骤ꡙ┕亡㳑氳㗼㍩⫂鿥糙女╜氳儒⯆㗼
ꠅ⼽鱦朅簀浔骤愉璎ն㗼儗骱佭妰ⲡ┘⭔氳⛻䷸骤⯆篕䒞糙氳佭⚩簊氳⛻䷸◑鯺
㖍糙氳⮟佭鵲㑔㜦攑氳◑鯺㖍ն鲹◙骤齉㏿蛽循䥓냖氳骤㓹┕弯⼽朅簀浔냖㛻氳骤剥
儼ն 
 
册䇖㲄轧氳骤륻 

循僖拨㵔╈册䇖波䷓(1601-1666)氳㗼䢦僄㛻☽佭䐼䃷䆠䈢(1603-1867)⮤创㵨⫠䐼
䃷㳄䉔(1543-1616)╯㰈1638 䇗䡗╙꺙⛤簊媪册娡氳册䇖㳄仍諿╚ն⪭㗼䢦┼匿孲屄浔Ꝛ
席涉藗氳几泳㵸媞꧎鵠鲋┉䈴⛦溁氳骤勰鲽⪍ն 

僖拨㵔氳㛢丘㗼䢦齉糙┚㗼╚注⪩氳里攑剝䑪⪭╈僄蜷⺳氳佭瑭 6 创諿╚册䇖㲄轧
(1729-1782)㗼亰氳䄉㑔骤륻ն鲹⺆骤륻냖 5 眦羜┕뀒浔┉㐉䄉㛻氳骤ն19 ┪篕儕⭴榟
◇䄹肙氳⛼㳄㵸媼⪚◌1850-1904⸊⺳䥽㜂⶯鳞㝝٬颛䕒傾循⪭ 1904 䇗⭴撷氳创辑
⛼վ䓯隅տ╈阭鰉鲋鲹⺆骤륻⚩陱画䱐륻꺙⺎滑䇗沠㵝ն┘鲋㵸媼⪚◌儗几ⷌ鈿䐂循㛥
侪䲖鈷框休⚢䚊⮽奓끍䖞抆ն 
 
蓞璙❠⪴ 

册娡諿瑭 7 创諿╚册䇖媪▋(1751-1818)♔蓞鷺㛻䄳┘佣╯⺳䇯╙几湳⪭㗼䢦氳
儒⯆㗼ꠅ鰏╙里攑鵠浪榫◇ꥵ⯎烖⪶氳⛤糌逈瞿舚竴㛄氳蝐蚆篤劫⹧创ն鲹篯ꥵ⯎ꃾ榫
岑宰ꥵ┚鵁ꥵ䤗嫏篱荣╋㳫╚겗鴲䦫겆╙粩鈷곽劲꣰篑⺎鈷⹿⪯埫孙荔儛氳䏆查ն 

僖拨㵔⫂鲸糙㛢㚲篕䒞┘佣氳㏐亡ն☽浪☳㵔䈜塜ꠅꡭ鲤氳┉⹾军╈⹧姢榫◇蓞
鷺波⮽凶㛿鲹⹾军氳姢☱逈榫◇蓞鷺ն☽氳㗼䢦⫂阻糙┉䈴蓞璙篕䒞璙ꮠ⺱
侁蓞璙佭憠䥥蓞休榫◇䭼蓞淋䣒⭴媒氳泳ն蓞璙榺琉查⯆䡗✳榫㵝⽝糙
꡿夷䇗 4 僖┘佣䑚鱏䎎㛿鲹ꄅ⚢╞车蓞璙❠⪴♙䌋鴝⮷鴚⚔氳蓞
璙ն 
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僖拨㵔♔ 7֐1 僖ꠑ埠瑭簨科氳⺨眷菋ⶏꠘ⺳㶗⪭佭 6 僖沸䋯氳 3 ┒劔簎杷菋碭
ꡖ菋⻹䌖浔㛻ꄈ崅梅⯥全ն㶽留筅仼㱴⚨氳儗㔆塜外☢柳㏐㓹⛙㵔⫂☱⟊槴浔┉◙
䋧璵⪭╈㶩糙┉ꠑ㵒⪝⚜䋯科氳蓞㲝ն 
 

---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜繁体字＞ 
 

僖拨㵕 
僖拨㵕佭礶媪再娡 10 ♏氳再䇖邖氳虆䬠㵕邖䊮塞谊⸊儗僘┉䈴塽⺒催䖭╦氳煨

遗㵕ꢚ䏴㏇再䇖邖氳鞴Ⲃ┖䷊憡仼儗⛻䷹屻㎻遗㵕ꢚ㵕⪐逺蝮蜸▆♏再娡謁氳再䇖邖
謁╚☾⠟氳㘱㗽⺨舅䋧㏇溍꣬┕亡㴸氳㗽㎧⪐鿦僘虓뜏氳儒邯㗽ꝛ⼾麕梫笸蜸溍掸
相㗽儗骰佭姇笛┘⭔氳⛻䷹溍邯硕䒟僘氳佭⥉礶氳⛻䷹◑魹㖎熔僘佭鵳㑔暐攒氳
◑魹㖎鵞◚溍齉㏿蛾㏇䥓냖氳溍㓹┕⼾麕♓냖㛻氳溍垩儼梫笸 
 
再䇖遗轧氳溍륶 

僖拨㵕煉再䇖波䷓1601-1666氳㗽ⶆ㛻☾佭䐼䃷䆡䈢1603-1867⮤♏㵫髭
䐼䃷邖䉕1543-1616╯逐亥 1638 䇗䡗憡꺙⛤礶媪再娡氳再䇖邖謁╚⪭㗽ⶆ砌⣐孳
屄蜸ꝏ幥涊袜氳☕䄄㵸媞ꧏ鵡鷪┉䈴⛧溂氳溍噛鶡⪌ 

僖拨㵕氳術丨㗽ⶆ齉僘艃㗽╚注꟯氳暐攒嘆鎿⪭煉蜸經氳佭瑮 6 ♏謁╚再䇖遗轧
1729-1782㗽亰氳㑔溍륶鵞⺆溍륶냖 5 ⪞㶹羝┕껑蜸┉㕶㛻氳溍19 ┪硕
儕示榟亥革臞氳獲邖㵸媼⪛ꦴ1850-1904⸊經䥽㜂⶯鳟裸٬颛䕒傾㏇ 1904 䇗示撸氳
♏辑獲վ䓯鐸տ煉鋘鬼鷪鵞⺆溍륶⥉鐁䲪䱑륶꺙絢䋟䇗沠㚪┘鷪㵸媼⪛ꦴ儗☕ⷙ鈫䐂
㏇㛥侪䲖釤逬侈働龍⮽奓끎䖞抇 
 
蓟璚❠굼 

再娡謁瑮 7 ♏謁╚再䇖媪齟1751-1818♓蓟鷻㛻䅨ր┘佣ց╯經䊸憡☕湳☾㗽ⶆ
煉氳儒邯㗽ꝛ鬴憡暐攒鵡䅻榫亥ꥶ禦烖暰氳⛤糌逈矀穢竵郀氳蝑蚇硭嘚⹦♏鵞磞ꥶ禦
╚갭鹡䳢ꯚ憡粪釤䫑榫岒宰ꥶ艃鵂ꥶ䤗嫏碸疒雧邽겨劲꤬硝絢釤結⪯堷孚諠轱氳鬼
㯹 

僖拨㵕⪐麅僘術谊鋘䒟ր┘佣ց氳㏑亡❆㞞樧䇗ր┘佣ց䅻䐍㵕䊮塜ꝛꡭ鲥氳┉⹾
◒煉⹦姢榫亥蓟鷻波舘☬仼鵞⹾◒氳姢☱逈榫亥蓟鷻☾氳㗽ⶆ⪐錄僘┉䈴ր蓟璚硕䒟
ց璚ꮠ⺱ր걦ց蓟璚佭럅䥥蓟侈榫亥䶰蓟┾䣒示媒氳䄄蓟璚榺琉㯹邯
䡗✳榫㚪⽝僘꡿夷䇗 4 僖ր┘佣ց䑚鱐樧㛿鵞遵働艈车ր蓟璚❠굼ց⧘䌋鴞禁
ր鴛⚔ց氳蓟璚 
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僖拨㵕♓ 7֐1 僖ꝴ埡瑮秔䷒氳⺨걊菌ⶏ组經㶗⪭㏇ 6 僖沸ꝧ氳 3 蛓劔笽杷菌碮
꣊菌䌖▽㛻䤊鷝遫ꥹ抇佅仼遆⢅氳儗㔆塜外㞞☬⥪这㏑㓹⛙㵕⪐☱⟋这蜸┉◚
䋧疤⪭煉僘┉ꝴ㵴㛻浑ꝧ䷒氳蓟那 
 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 

 
月照寺 

月照寺は、10代にわたって松江を統治した松平家の菩提寺です。元々この場所には古い禅宗の
寺がありましたが、松平氏の庇護の下で浄土宗の寺になりました。ここには松平家の松江藩主9人の
墓があり、それぞれの墓は⽯段の上にある大きな墓所内にあり、⽯灯籠に囲まれた豪華な木の廟門が
あります。墓標自体は、堂々とした⽯碑で、伝統的な仏教の五輪塔もあれば、異形の五輪塔もありま
す。これらの⽯碑は⽯の台座の上に乗せられ、高い⽯の手すりで囲まれています。 
 
宗衍の⽯⻲ 

月照寺で最大の墓所は、将軍徳川家康（1543-1616）の孫で、1638年に松江の初代藩主
となった松平直政（1601-1666）のものです。直政の墓所は、両側が蓮の葉で覆われた堀で囲ま
れ、低い⽯橋が架けられています。 

月照寺の墓所の多くは、埋葬された人物にちなんだ独特の特徴があります。最も有名なのは、6代
藩主宗衍（1729–1782）の墓の横に置かれた巨大な⽯の⻲です。背中には巨大な⽯板が乗せ
られ、その高さは5メートルにも及びます。19世紀末のギリシャ生まれの作家小泉八雲（1850-
1904、本名ラフカディオ・ハーン）は、1904年に出版された彼の代表作『怪談』の中でこの⻲を取り
上げており、この⻲の頭を優しく叩くと⻑寿が約束されると言われています。しかし八雲は、暗くなってか
ら遭遇するのはとても不気味だとしています。 
 
茶筅供養 

「不昧」の名で知られる茶人・松平治郷（1751-1818）の墓所には、木製の廟門の、通常なら
ば神話上の動物の彫刻が施されるところに、美しいブドウの彫刻が施されています。この彫刻は繊細か
つ豊かで、深いレリーフ彫りと透し彫りが組み合わされています。ブドウというレリーフは異例であり、彫刻
の様式はヨーロッパに典型的に⾒られるものです。 

月照寺には、その他にも不昧が偲ばれるものがあります。不昧は寺の山門近くの井⼾から頻繁に茶
会用の水を汲んでおり、今でもこの井⼾は同じ目的で使われています。彼の墓所には、使用できる期
間に限りのある竹でできた茶筅（抹茶をたてる時、茶をかきまわして泡を⽴てるための道具）に捧げら
れた碑があり、毎年4月の不昧の命日に合わせて、使えなくなった茶筅の「供養」が⾏われています。 

月照寺は、1月から7月にかけて様々な種類の花が咲くことで有名で、特に3万株のアジサイの花が
咲く6月には多くの参拝者が訪れます。大きな旧本堂は基礎しか残っていませんが、いくつか現存して
いる建物もあり、その中には一般公開されている茶室もあります。 
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006-009 
中海・宍道湖圏域多言語解説協議会 

【タイトル】 佐陀神能 
【想定媒体】 WEB、パンフ 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

⛪ꡨ烖耇 
⛪ꡨ烖耇佭┉㏜╙僿┼㛿氳♙䌋䓪困⴬艷駬夷䇗 9 僖 24յ25 仼┼㛿循册娡䄬⴮

鼨뛉㹢槅氳⛪择烖炙逈㵯╙⛪ꡨ㛻炙╞车ն鲹◙艷駬佭⛪择烖炙僄ꄆ金氳䐒䈴僀
荣粮䩦❠烖伺蛽䈴氳籁篲蔈䅫䇻⪯氳┉鼨坟踅⺭▽⩘席孨ⱱյ╋㳫㛢䎷氳⚩簊烖鷺
䷸烖╵艷˥1 ┚耇Ⰾ˥2 ╈粮╙瞿舚氳⩕碜⛂꣮浔⻋そյ瑈技⽰렺憠颯艷ն17 ┪篕企僿⛪
择烖炙氳烖㲇烖纡几⼥㲩䃷熔车榟⶚䇗┘陣傾⯥䏢◺齉栏▊䎎休氳耇Ⰾ劫䌋ն㍑⛪
ꡨ⺵☽䌖⪍耇Ⰾ⩕碜⹠㷤⭴▽㏐亡撷儗ն 
˥烖╵艷仼儗僄⹿縏氳⚩簊辑庌荔儛╯┉佭╙烱炝烖愓縡辑庌氳艷╵ն 
˥耇Ⰾ䎬䡗◇ 14 ┪篕踅艷駬յꮠ╵⽰䡖Ⰾ╙┉⛮佭仼儗创辑䓪氳⹿⪯荔儛█佭┪

┕朆柳僄⹿縏氳艷⺐荔儛䎬䌋╯┉ն 
 
꨽㛿辑庌 

⛪择烖炙氳漶⮊⮡䋧仼僿㶉仰㲋阷⛙纱䩺⪝⩕ 8 ┪篕籁箅氳վ⭴◌㎁곽㎻阭տ╈阭
鰉框◇ 8 ┪篕企僿㶩䄖柳循ն烖炙氳䄭㷀겆╙里攑└䈴儗外塜外淋䪷縡环榺⪦榫
氳Ꝛ䉺⽰ꠅ哦注鳀ն鲹◙儗外䋧◇ 1807 䇗ꃾ榫僄⹿縏氳烖炙䋧鵲亡䌋╯┉㛻炙鵲곽
劲䋧鵲朆䄖逈䧗㲋╙㎁㳄ꄆ金乄⴬顉◲ն 

⛪ꡨ烖耇辑庌循儗外ꡭ鲤䅠걵氳꨽㛿艷⺐┕╞车䎎㏐㷉妩յ⛪择烖炙氳烖㲇♔⹖全
舅⼽鱦烖炙氳几⼥齉⚢⹇┚辑庌ն㷐休⪦┕庌篑 15 䶺艷駬豓榺ꪝ┥┯几㚖庌篹ⷌ糙
冓냖姢固ն 
 
艷駬╈氳烖鷺䷸烖陚 

9 僖 24 仼妨䇻⪯氳瑭┉㛿侪┕⚢╞车┍䈴烖再♙䌋鵠鲋 7 䶺艷駬全困⴬亍氳
蔈䅫ն⹇┚縖䥓浔蔈䅫氨┕ 3 䈴儗外ꢘ㻿氳⺐ꡙ꣮ ⺵㲩⺚烖炙僄냖顆顊几鲽⪍外⫂
⪩ꠊ外ꠅ粮䩦蔈䅫⪭☽几⮟循外㛚⻋そն 

埠仼氳孨ⲁ佭䇻烔䩦䅫♙䌋㎐席㱮䡗䎎侪⚢┕庌 3 䶺嶏舅耇Ⰾ氳烔顡艷駬燢╙䌋
└樑ն╯⺵佭┉硍⮜懷ꠖ氳⡾ꪫ艷駬⫂㳋㛢⹧免◇烖鷺䷸烖陚ն⪭╈蜷⺳氳վ⪚ꄆ㑶տ
庌篹▽걺⛪耇迃⽝亀儴⪚㹏㛻賁仼儗烖陚╈䦦糙⪚㜍氳䄉賁氳烖陚䷚再ն荈䎷簅╜氳僜
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깳յ冓⫿⭵ⱱ氳䡖Ⰾ⴬ꪫյ⯬儛㵒⬀璡⩘席孨ⱱ氳ⲁ⛼յヤ䕥╯ꠑ氳䡟习㏜俍⮷┉
劲氳攑荈初鲹◙艷駬䇯婆菩鲜ն 
 
❤抆됁孨氳艷駬⚩簊 

17 ┪篕⛪ꡨ烖耇逈䌖⪍㵒䎎㏐烖炙艷駬◲榟▽岑鲾䏆⿏鲹熨辑庌䎬䌋循院㏐奏
⚩䲭䋯全波舘凶仼☱循┕庌ն抆縡꣮ 浔仼儗炙⚢縏륊⴬塑Ⰾ飉全飉ꥈ䤓⮽耇簒䤕鲹걸
⚩簊氳亍┉创辑庌縖ն 

1919 䇗䎎㏐䡗环▽┉╄⟊䥉奴⚢Ⲃⱱ鲹┉㏐亡䓪氳耇Ⰾ⚩簊ն⛪ꡨ烖耇企循 1976
䇗㶩逈仼儗䷓䈢䧗㲋╙ꄆ金ꪝ擻顏妩⟂乄⴬顉◲淋◇ 2011 䇗逈纭⺭㎁䷸鷉乄篯篲
(UNESCO)⮜⪍▽几眷ꪝ擻顏乄⴬鸆◲⺳澈ն 
 

---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜繁体字＞ 
 

⛪ꡨ烖耈 
ր⛪ꡨ烖耈ց夷䇗 9 僖 2425 仼砌㛿㏇再娡䄬⴯鼨뛊㼗氳⛪㜁烖炙逈㵰憡ր⛪ꡨ㛻

炙ց艈车佭┉㕙憡僿砌㛿氳⧘䌋䓪屻ⴭ艸駬鵞◚艸駬佭⛪㜁烖炙ꄆ釒氳ր䐓䈴僁疒ց
催䬷❠烖伺蛾䈴氳稶笞蔉䅫烲⪯氳┉鼨⮈踅⺭▽⩙幥孨ⱱ雧邽術䎷氳⥉礶烖鷻䷹烖
嗞艸˥ 艃耈ⱉ˥ 煉催憡矀穢氳⩕碜⛂ꤚ蜸⻌そ瑉绮⽰렺럅艸⛪㜁烖炙氳烖還烖
绹☕⿦邂䃷熕车榟⶚䇗┘鎌傾㏇ 17 ┪硕企僿私䏢◺齉逖綗樧侈孳车氳耈ⱉ嘚䌋ꤚ
䏴㵫⪭䌖⪌⛪ꡨ氪㷤示㏑亡攒荈氳撸儗 
˥烖嗞艸烲炝烖ꩯ氳艸嗞仼儗結縐氳⥉礶辑庌諠轱╯┉ 
˥耈ⱉ䎬䡗亥 14 ┪硕杯这┪┕結縐氳艸給諠轱䎬䌋╯┉踅⺭艸駬ꮠ嗞艃䢊ⱉ

熔佭仼儗♏辑䓪氳結⪯諠轱 
 
꨾㛿辑庌 

ꥹ抇⛪㜁烖炙氳澭⮊Ⱚ䋧仼僿㶉扝遝鑝⛙劯䴆重⩕ 8 ┪硕稶箆氳վ示ꦴ㎜겨㎻鋘տ
煉氳鋘鬼烖炙亥 8 ┪硕企僿㶩䄖这㏇烖炙氳䄭㷀ꯚ憡暐攒└䈴儗外塜外┾䪶縡
环♓⪦榫氳ꝏ䉺⽰ꝛ嗻注鵿鵞◚䋧亥 1807 䇗氳儗外䫑榫結縐氳烖炙䋧疤겨劲╯┉
ր㛻炙鵳ց겨劲䋧鵳杯䄖逈䧘遝憡㎜邖ꄆ釒乄ⴭ靸榣 

⛪ꡨ烖耈辑庌㏇儗外ꡭ鲥䅸ꮼ氳꨾㛿艸給┕艈车庌示侈樧㏑㷉妩⛪㜁烖炙氳烖還
♓⹗✿舅ꡭ鲥烖炙氳☕⿦齉働⹉艃樧㛿⪦辑庌硝 15 䶺艸駬姢嶗哗냖阁☕ꦙ♓注⟔鵞
珔抇佭榺ꪞ㵬哆☕㚖䢦庌筰氳 
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艸駬煉氳烖鷻䷹烖鎈 
9 僖 24 仼烲⪯瑮┉㛿侪┕働艈车經憡ր烹䈴烖◄ց氳⧘䌋鵂鷪 7 䶺艸駬✿屻ⴭ于

氳蔉䅫⹉艃縖䥓蜸蔉䅫氨┕ 3 䈴儗外ꢘ㼀氳給꣬ꤚ䏴邂統烖炙냖靷鞊☕鶡⪌外
⪐꟯ꝥ外ꝛ催䬷蔉䅫⪭☾☕⯞亥外㛛⻌そ 

瑮◅㛿氳孨Ⳃ佭䜴烔䬷䅫⧘䌋㎨幥適䡗樧侪働┕庌 3 䶺嶏舅耈ⱉ氳烔鞦艸駬牒憡
ր䌋└樓ց╯䏴氨㕙氳佭┉硎⮛⹦免亥烖鷻䷹烖鎈氳⡾ꪫ艸駬矀䎷掄녽⪭煉蜸經氳
վ⪛ꄆ㑶տ庌筰▽ꯄ⛪耈迃⽝亅夋⪛㹐㛻賁仼儗烖鎈煉䳕僘⪛꯽氳賁氳烖鎈䷚◄荈
䎷礛뜏氳僜굟哗轿䳦ⱱ氳䢊ⱉⴭꪫ忂憶ⱕ轱㵴婋璢⩙幥孨ⱱ氳Ⳃ獲ⱶ┕ュ䘡╯ꝴ
氳䢇녺㕙俍丞㕙辑庌杯示暐뇄ⱱ氳攒荈岒⹨鈶浑ㄎ䚂 
 
❤抇뉲孨氳艸駬⥉礶 

⛪ꡨ烖耈㏇ 17 ┪硕逈䌖⪌㵴樧㏑烖炙艸駬榣榟▽岒鸞氳鬼ꮷ鵞牊辑庌䎬䌋㏇丞⠕
㏑ⶆ⥉䲮ꝧ✿波舘☬仼☱㏇┕庌抇縡ꤚ蜸仼儗炙働냖룺ⴭ㞞☬䄖祺飉✿飉ꦙ䤓⮽耈
筷䤖鵞ꯁ⥉礶氳于┉♏辑庌縖 

亥佭樧㏑㏇ 1919 䇗䡗环▽┉⠕⟋闀⶜働Ⲃⱱ鵞┉㏑亡䓪氳耈ⱉ⥉礶企㏇ 1976
䇗⛪ꡨ烖耈㶩䄖祺逈仼儗䷓䈢䧘遝憡ꄆ釒扝䎬妩⟂乄ⴭ靸榣绤⺭㎜䷹熭乄磞笞
UNESCO⯞㏇ 2011 䇗㵫⪭⮛⪌▽☕걊ꪞ擻韭乄ⴭ鹨榣經ꍖ 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 

 
佐陀神能 

佐陀神能は清めの神事として奉納される舞で、毎年9月24日と25日に2日間かけて松江市北部
の⿅島町にある佐太神社（「佐陀大社」と称えられている）で⾏われます。この舞は、神社の神々が
座るための茣蓙の交換を祝う「御座替祭」という神事の一環です。これらの舞は、活気溢れる⾊彩豊
かな神楽舞※1と、能劇※2から取り入れたより洗練された要素を混ぜ合わせたもので、掛け声、笛、お
よび太鼓の音に合わせて踊られます。能の要素は、京都で当時の能の様式を学び、佐陀に帰ってこの
地元版を考案した、佐太神社の神職宮川秀⾏（生没年不詳）により、17世紀初頭に取り入れら
れました。 
※1 神楽舞︓日本最古の伝統芸能のひとつで、神を祀るために奏する舞楽。 
※2 能劇︓14世紀に成⽴し、舞踊と音楽と演劇とが一体となった日本の代表的な古典芸能であり、

世界で最も古くから続いている舞台芸術の一つ。 
 
野外公演 

佐陀神社がいつ創建されたかは定かではありませんが、紀元8世紀に編纂された『出雲國風土記』
の記述から、8世紀初頭には存在していたことが分かっています。この神社は、3つの本殿が並んで建ち、
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それらが屋根付きの廊下と門で結ばれているという珍しい構造をしています。この本殿は1807年に最
も古い神社形式の一つである「大社造」の様式で建てられたもので、重要文化財に指定されています。 

9月の佐陀神能は、境内の本殿近くの屋根付きの野外の舞殿で、地元住⺠、神職、および地元
の他の神社からの参加者によって奉納されます。約15の舞があり、アマチュアによる舞ではありますが、
極めて高いレベルのものです。 
 
舞に登場する神話 

神事の初日である9月24日には、夜に「七座神事」が奉納されます。これは7つの舞で、新たな茣
蓙を清めるためのものです。参加者は茣蓙を担いで3つの本殿の急階段をあがり、その後宮司が入っ
て扉を閉め、茣蓙を交換します。その間参加者は下から掛け声をあげます。 

翌日の⾏事では、茣蓙の交換の神事が完了したことを祝い、夜に3つのお祝いの舞が奉納されます。
これらは能から引き継がれたもので、「式三番」と呼ばれています。それが終わると、神道の神話を題材
にした活気溢れる舞が、仮面をつけた踊り手によって奉納されます。中でも特筆すべきは「八重垣」で、
須佐能袁命が8つの頭を持つ八岐大蛇を退治するという神話の場面が再現されます。この人気の舞
は、⾊鮮やかな衣装、驚くほどドラマチックな仮面、刀を使った振り付けなどのダイナミックな動き、そして
善と悪の戦いが特徴です。 
 
生き続ける舞の伝統 

17世紀に佐陀神能が始まったことは、地元の神社の舞にも大いに影響を与えました。その影響は
地域一帯に広まり、今日でも奉納され続けています。しかし、日本社会の高齢化により、この伝統を
継承する新世代の踊り手の確保が難しくなっています。 

1919年に発足した保存会の尽⼒により、佐陀神能は1976年に国の重要無形⺠俗文化財に指
定され、2011年にはユネスコ無形文化遺産に登録されました。 
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006-010 
中海・宍道湖圏域多言語解説協議会 

【タイトル】 鼕⾏列 
【想定媒体】 WEB、パンフ 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

렽车⮜ 
렽车⮜렽ꮠ⺱⫸循夷䇗 10 僖氳瑭└╄⼽仼◇册娡䄬╞车ն렽佭⭴

◌㏐奏㵒仼儗择렺氳燢⽛ն鲹╄䇻⪯氳ꄆ㜍䡖佭册娡䄬 30 ╄轵奏╯ꠑ氳⭵렺珒颂夷╄轵
奏齉⚢孭⭴┉鰒䅠걵氳㛻㑔菋鯲鯲┕䇖科浔┉㵒䄉㛻择렺ն㰨查♜䥽浔菋鯲㛻几♜⮟㜬
ⱱ丛렺ն夷篯꠼⮜ꄅꢝ▽렺䣆⽰䥽鯲几鲸ⴎ䦮⻋そ縖♔⹖庌㜱ꚲꚏ⽰般瑈氳╵䄳ն䇻⪯氳
⹇┚縖齉骱浔荈䎷됁草氳⚩簊僜깳宨宨蔷蔷⺎鱳丘氬几ն 
 
⭵렺┚깱鿯 

렽车⮜氳颯嶏⺎鴒角舘 17 ┪篕䎎休几♜⚢循择렺յ般瑈⽰ꚲꝉ氳⛂㜱┖䥓浔
烖鰋崅车ն⮽▽ 18 ┪篕⭴朆▽⹙㷄烖鰋㰨查♜顆顊循┉㷄⭵렺ն黁休氳择렺㶸㵑鰏㵸
波䏧☢☢ 50 ⷿ眦䄅⺓ն鲽⪍伺媪休创(1868-1912)⺵烖鰋庌⹩䡗▽菋鯲择렺氳波䏧█
㘍㛻⮽ 1 眦榗舘粮㛻ն榺◇几♜깱鿯仰䈲鲹╄䇻⪯傾⭓䈲逈焔僄篳㍕㱮ヤ▽鈺⮕⽰留
杼䣉䐂♔滑簘舘凶ն 
 
创创注⚩氳⚩簊 

1915 䇗㛻塜㛿永(1879-1926)妨⛤䇻⪯㵒렽车⮜氳⹠㷤颯⮽▽䄉㛻氳䫠ⲁ⛼榫㶗⪭
佭循䅠鯺菋鯲氳阻阞┕˒˒✳菋鯲⹩䐂粮㛻█粮╙瞿舚ն䎎休㛻㛢丘轵奏氳择렺波䏧╙
150֐120 ⷿ眦縡糙┼╄㍙⛮氳择렺波䏧榗舘䫙鲤 2 眦ն夷╄轵奏齉䦦糙里攑氳菋鯲阻阞
⽰⭵렺곽劲循䇻⪯䋯㡏⯥氳⭓⼽ꄅ夷㛿㛥ꄅ丞╄册娡䄬氳择렺䎷䪷技塝颯䏘⚒ն塜佭㍕
╙糙▽렽车⮜鲹劫氳孨ⲁ┉创创氳册娡几䣉糙儬⚢滑簘⺨轵奏氳⚩簊淋耇循䇻⪯┕䣹
庌㷯◇舅䄕氳鉉荈ն 

䇖仼ꄅ菋鯲յ愉璎յ╵⹖⪭☽荣仼榫⿁齉柳科循┥ꠅ氳☹䈑╈ն⛙循㵔槅轵奏氳册
娡렽⚩䤕꺉几♜⪓䇗齉耇洇⮽菋鯲յ择렺♔⹖凹篸鲹걸懷ꠖ䇻⪯ⷧ⺒┚乄⴬氳注⪩鈼
겐ն 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜繁体字＞ 
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렽车⮛ 
ր렽车⮛ց렽ꮠ⺱ր⫸ց夷䇗 10 僖氳瑮└⠕鶝仼㏇再娡䄬艈车ր렽ց佭示ꦴ

㏑ⶆ㵴仼儗㜁렺氳牒⽛鵞ꯁ烲⪯氳ꄆ꯽䢊佭再娡䄬 30 ⠕轵ⶆ╯ꝴ氳球頉夷⠕轵ⶆ齉働
孭示┉魛ꮼ鼨僘去氳㛻㑔菌髪髪┕㍾遝蜸┉㵴嚛䷒氳㛻㜁렺迺㯹⠟靷鞊䫠䥽菌髪㛻
☕⯞複ⱱ䳦렺ꢝ▽렺䣆艃䥽髪縖夷⠕轵ⶆ氳꣣⚎煉麅ⴎ䦮⻌そ縖♓⹗庌㜱ꉙꇌ艃嚛瑉
氳嗞䅨⹉艃縖齉狫蜸荈䎷뉲伺氳⥉礶僜굟丞냉ꢛ部術鷾丨氬☕ 
 
䳦렺艃굃鿰 

鵞ꯁ烲⪯氳嶏絢鴓巅舘 17 ┪硕樧侈☕⠟働㏇㜁렺嚛瑉艃ꉙꇌ氳⛂㜱┖䥓蜸烖鯃
鷝车⮽▽ 18 ┪硕示杯▽ꦁ㷻烖鯃榺迺珢靷鞊㏇┖㷻䳦렺樧侈氳㜁렺㶹㵑鬴㵸波
䏺⥪硝憡 50 ⪞⮈鶡⪌伺媪侈♏1868-1912䏴烖鯃鵅廍庌闭憡菌髪㜁렺氳波䏺熔
㘍㛻舘 1 ⪞㶹榘舘催㛻榺亥妩浑굃鿰鷪食鵞ꯁ烲⪯䇭食傾逈焕塛磚㏇釨疘▽銷樔
⽰畚杼╯䏴䣉䐂♓䋟箛舘☬ 
 
♏♏注⥉氳⥉礶 

1915 䇗㛻塜㛿永1879-1926ⷊ⛤烲⪯㛻䆋䫠Ⳃ▽렽车⮛氳氪㷤㶗⪭佭㏇䅸魹
菌髪氳錄銷┕˒˒菌髪┘⥪催㛻熔催ⱶ矀穢樧侈㛻術丨轵ⶆ氳㜁렺波䏺憡 150֐120
⪞⮈⛙熔僘砌⠕㎯냉氳㜁렺波䏺䫚鲥 2 ⪞㶹夷⠕轵ⶆ齉僘暐攒氳菌髪錄銷艃䳦렺겨劲
㏇烲⪯塜䌋ꝧ㡐私氳丨鶝⪐丞⠕再娡䄬夷侪齉耈缅⮽塞䏘蛾氳㜁렺䎷䪶绮塜㍕憡僘
렽车⮛鵞嘚氳⥉礶┉♏♏再娡☕䣉僘嚂働䋟箛⺨舅轵ⶆ氳乄ⴭ┾㏇烲⪯煉䣺庌㸋亥舅
䄕氳鉈荈 

䇖侈菌髪掸相嗞㉻艃⪭☾疒䜴榫⿁氷这䷒亥㵬榫氳⠒飪┘鷪㏇㵕槅轵ⶆ氳ր再
娡렽⥉䤖귈ց⪐䇗齉耈洇⮽菌髪㜁렺♓⹗꟯亥렽车⮛氳注꟯鬼撵䐍煉絢♓▽鉮⮽
鵞ꯁ掄녽ꪞ⭔氳烲⪯氳塽⺒艃乄ⴭ 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 

 
鼕⾏列 

鼕⾏列は、毎年松江で10月の第3日曜日に開催されます。出雲地方では、日本の太鼓のことを
「鼕」と呼んでいます。鼕⾏列では、松江の30の地区が、2つの大太鼓を水平に設置した屋根付きの
大きな山⾞で競い合います。子どもたちが山⾞を引き、大人が太鼓を叩きます。各チームには、山⾞を
ひく人と太鼓を叩く人に加えて、歌い手や「チャンガラ」と呼ばれるシンバルや横笛による囃子方もいます。
各地区から数百人もの人が集まり、⾊鮮やかな伝統装束を身にまとって競い合います。 
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太鼓を叩き、酒を飲む 
鼕⾏列の起源は17世紀、太鼓や笛やシンバルの演奏にあわせて神輿をひいたことに遡ります。18

世紀には、一階で子供たちが太鼓を叩く二階建ての神輿が登場しました。当時の太鼓は直径50セン
チほどの小さなものでした。明治時代（1867–1912）に入ると、神輿は山⾞となり、太鼓の直径は
1メートル以上になりました。鼕⾏列は人々が公の場で酒を飲みすぎるため、何度か禁止されましたが、
やがて計画と管理が⾏き届くようになり、存続できるようになりました。 
 
世代を超えた伝統の継承 

1915年の大正天皇（1879-1926）の御即位の祝いは、鼕⾏列にとって大きな刺激となりまし
た。特に、⾞輪付きの山⾞の設計はより大きくなり、精巧さを増しました。当時のほとんどの地区の太
鼓は直径120から150センチメートルでしたが、2つの地区にはほぼ2メートルの太鼓がありました。それ
ぞれの地区の山⾞にはそれぞれ特有の設計と太鼓の叩き方があり、本番前の数週間は、夜になると
松江市中で太鼓のリハーサルの音が聞こえます。鼕⾏列は、それぞれの世代が地区の様々な伝統や
祭りでの役割を継承する機会になっています。 

山⾞、提灯、楽器、およびその他の祭り用の道具は、祭りの季節以外は専用の倉庫で保管されま
す。寺町地区の松江鼕伝承館では、山⾞や太鼓のほか、この賑やかな祭りの伝統と歴史を伝える動
画を一年中⾒ることができます。 
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006-011 
中海・宍道湖圏域多言語解説協議会 

【タイトル】 ⻩泉⽐良坂 
【想定媒体】 WEB、パンフ 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

랋媼奃荂㏨ 
循仼儗烖陚╈랋媼奃荂㏨佭鵠䏢⫯槡氳⪍⹾█佭仼儗⮡┪烖伺⚊黁㹏⽝┚

⚊黁紇⽝姧⮷氳㏐亡ն纱䩺⹿縏氳⚩陱⪯盈վ⹿再阭տ阭鰉⚊黁㹏⽝┚⚊黁紇
⽝榫┉纱陵烖顷◀氳Ꝛ湟䭼ⲁ宿姢⮡鵲▽仼儗陵㹢ն⚊黁紇⽝榟┖愂烖⺵┘䇟熊┪鲽
⪍▽⺳╙랋媼㎁氳랫個┪槡ն㞇氳┓㜂⚊黁㹏⽝╙▽㵨㞇䅠㍑几ꠑ█顟抆颮⸼▽
랋媼㎁ն 

䏘休⚊黁紇⽝䄖篺⺧▽⫯槡괐擻縡逈焔塛鲮㍑几ꠑն㍕㞇┉⫋䕢姳⚜烖僄篳⺱䙬
滭❇⛙⛼╙兣♭㞇꧎金循鲹ꄅ固㚷䏭Ꝛ┉夀休ꠑ䣉耇熊䋯縡循塝僿ꠑ⚊黁㹏⽝┘⺎
鈷㞇ն⚊黁㹏⽝⺆䐂縨䑐璡䏨篳◇鲸佭䑜┘⛩⣕洇▽┉浍ⷌꧠ䗺㏐⹠朆⚊黁紇⽝䄖
⹩䡗┉肩憮榟貿氳㶶⛮ն⚊黁紇⽝㍕┓㜂氳羜⹮縡ꧠ䓉孭鸧䕥놬┚捞泼⸼鴒儴☽⛙
⚊黁㹏⽝䡗Ⱶ⭵鴚▽☽♜ն僄⺵⚊黁紇⽝豓☆舅鴒全⚊黁㹏⽝鲸佭鴣㍑▽几ꠑ
淋榫┉㐉䄉骤㵟⛩▽랋媼㎁氳⪍⹾ն㞝凶鲹㐉骤㜍☱槴循랋媼奃荂㏨ꡢ塛⚊黁紇⽝鴣
⭴⫯槡╙焂几ꠑն 
 

---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜繁体字＞ 
 

랊媼奄荂蒸 
랊媼奄荂蒸㏇仼儗烖鎈煉佭鵡䏢碎槡氳⪌⹾熔佭仼儗Ⱚ┪烖伺ր⚊繷黁㹐⽝ց艃ր⚊

繷黁紈⽝ց姧禁氳㏑亡劯䴆結縐⥉鐁⪯盉վ結◄鋘տ鋘鬼⚊繷黁㹐⽝艃⚊繷黁紈⽝榫┉
劯钦烖韗◀氳ꝏ湟䶰Ⳃ宿姢Ⱚ鵳▽仼儗钦㼗樧⚊繷黁紈⽝榟┖愃烖䏴┘䇟ꦗ┪➘鶡⪌
▽經憡ր랊媼㎜ց氳랫個┪槡㞈氳┓㜂⚊繷黁㹐⽝䘶釒㵫㞈䅸㍑☕ꝴ熔鞥抇私䏢랊媼
㎜ 

樧侈⚊繷黁紈⽝䄖祺⺧▽碎槡광擻縡逈焕塛鲯㍑⛙㞈䟑姳钦烖炫滭❆钦烖䏴⺱
䙬▽⛙䬠示┉⠕半♭˒˒㏇㞈適䡗庶ꝏ氳嶗⤕私⚊繷黁㹐⽝┘⬢洇㞈抇縡⚊繷黁㹐
⽝㏇縨䑐璢䏩侈麅佭䑝┘⛩⣖⣖洇▽┉浍磶冽氪杯⚊繷黁紈⽝珔抇䄖祺闭䡗┉肩摩榟
貿氳㷖냉ꪞ䅻ꧡ꿯⚊繷黁紈⽝ꧡ䓊亥┓㜂氳羝⹯孭鸨䘡놭艃㝷䄍⸼鴓夋☾⚊繷黁㹐
⽝䡗Ⱶ䳦鴛▽☾⠟䏴⚊繷黁紈⽝鈒舅鴓✿⚊繷黁㹐⽝麅佭鴤㍑▽☕ꝴ┾榫┉㕶
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溍㵟⛩▽랊媼㎜氳⪌⹾☬㛿鵞㕶溍꯽☱槴㏇랊媼奄荂蒸ꡢ塛⚊繷黁紈⽝鴤示碎槡憡
焭☕ꝴ 
 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 

 
⻩泉⽐良坂 

日本の神話において、⻩泉⽐良坂は⻩泉の国への入り口とされ、国生みの神様である伊邪那岐
命と伊邪那美命が永遠に別れた場所です。『古事記』という伝説を集めた古代の書物によると、伊邪
那岐命と伊邪那美命は神々より授けられた矛で海をかき回して日本列島を作ったとされています。伊
邪那美命は⽕の神を産んで亡くなると、「⻩泉の国」と呼ばれる冥界に入りました。夫の伊邪那岐命
は、彼⼥を生者の世界に連れ戻すために急いでそこへ向かいます。 

伊邪那美命はすでに冥界の食べ物を食べてしまっていたため、戻ることを禁じられていましたが、彼
⼥は神々に例外を認めてほしいと懇願しました。伊邪那美命が⻑い準備を終えるまで彼⼥を⾒ないこ
とを条件に、伊邪那美命は戻ってくることができることになりました。伊邪那岐命は辛抱強く待っていま
したが、ついに我慢できず一目⾒てしまいました。そして伊邪那美命がウジ虫だらけの腐った死体になっ
ていたところを目の当たりにし、衝撃を受けます。裏切られたことに激怒した伊邪那美命は、伊邪那岐
命を捕らえて殺そうと⻤や⻤婆の集団を送り込みましたが、彼は追い払うことに成功しました。伊邪那
岐命は自ら伊邪那岐命を追いかけましたが、伊邪那岐命は生者の世界に逃げ込み、冥界の入口に
大きな⽯を置きました。その⽯は今日でも⻩泉⽐良坂で⾒ることができ、今なお伊邪那岐命が逃げ出
して世界に災いをもたらすのを防いでいます。 
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006-012 
中海・宍道湖圏域多言語解説協議会 

【タイトル】 観光ループバス ぐるっと松江「レイクライン」 
【想定媒体】 WEB、パンフ 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

册娡朅㒮鈸⩞䄘㚖 Lake Line 
䎎㏐亹崅䄘㚖⪝⺚循册娡䄬⫂鲡蛈册娡朅㒮鈸⩞䄘㚖 Lake Line㛻篑夷 20 坟ꙵ┉ն

鲹◙䄘㚖逈阻阞䡗㛄⹿氳簪噸┼荈糙鯴榾鯲劫䌋奥坟㳋佄陃⮷ն䄘㚖饟篪釙沲⪓䄬 30 ╄
珇憠尜沲▽僄懷ꠅ氳亹崅俍憠㞝册娡㒮յ沩鈷簞䣆轵鷺յ㵸媼⪚◌篕䒞꺉յ㔄䃷鈸⩞芸
溞㜍յ㹢纱⹁环紇儛꺉յ僖拨㵔յ㱰鷺崷㱰ꮠ⺱缜崅芸溞㜍♔⹖册娡珇⽰册娡
㱰鷺崷峪媼珇ն氫㛿朅㒮┉⼽㛻篑꧎金 50 坟ꙵ縡仼蛽鈸⩞篪饟循崷鱦㘍阻▽겜㛚珇憠
縵休爏Ꝛ⛙⺎♔埤顶⮽⪍鴲仼儗押ꡖ氬鴲氳㱰鷺崷押ꡖն烨刻糙┼熨鴲䦫㓹滼⶝爊
烨䡗几 210 仼⩕յ⩎珢 110 仼⩕⺎仰꡿埠╿㏿氳┉仼鵠烨䡗几 520 仼⩕յ⩎珢 260 仼
⩕ն 
 

---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜繁体字＞ 
 

再娡梫㒮鈶⩞遫鷠 Lake Line 
Lake Line 佭樧㏑亹鷝遫鷠⪞統㏇再娡䄬⪐祺揩氳再娡梫㒮鈶⩞遫鷠㛻硝夷 20 ⮈ꖉ

┉杙鵞◚遫鷠逈錄銷䡗䐞結氳禙噸砌荈僘髬꧆髪嘚䌋䏭部佄鱃鏂遫鷠饟稘釚衏㒮
30 ⠕珇럅ⴎ⻢掄ꝛ氳亹鷝俍럅㞞再娡㒮뛆釤筏䣆轵鷻㵸媼⪛ꦴ硕䒟귈㔄䃷鈶
⩞芹澰꯽㼗劯窱环紈轱귈僖拨㵕宍鷻崸宍ꮠ⺱ր缜ց鷝芹澰꯽♓⹗再娡珇⽰
再娡宍鷻崸嶾媼珇氫㛿梫㒮┉⼾㛻硝ꧏ釒 50 ⮈ꖉ縡仼蛾鈶⩞稘饟㏇崸麕㘍錄▽갯㛛氳
珇럅絢♓埤韛⮽⪌鹡ր仼儗㛘꣊氬鹡ց氳宍鷻崸㛘꣊䢦♓縶侈爐ꝏ鈶⩞遫鷠烩⧎僘砌
牊鹡䳢㓹灅ㄲ烩䡗☕ 210 仼㎨⩬珢 110 仼㎨絢扝꡿埡▀㏿氳┉仼鵡烩䡗☕ 520 仼
㎨⩬珢 260 仼㎨ 
 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 

 
観光ループバス ぐるっと松江「レイクライン」 

地元のツアーバス会社が松江市内でバスを走らせており、バスは約20分間隔で運⾏しています。バ
スは昔ながらのグリーンとオレンジの路面電⾞に似たデザインなので、すぐにそれとわかります。ルートは
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松江市各地の30の停留所を結んでいます。その停留所には、松江城、塩⾒縄手街道、小泉八雲
記念館、堀川遊覧船乗場、島根県⽴美術館、月照寺、そして宍道湖遊覧船乗場などの最も人気
のある観光スポット、それに松江駅と松江しんじ湖温泉駅が含まれます。日中は1周に約50分かかり
ます。夕日鑑賞ルートはいくつか追加で湖岸の停留所にとまるため、少し余分に時間がかかりますが、
「日本の夕日百選」にも選ばれた宍道湖の夕日を堪能できます。料⾦は2種類あり、⽚道基本乗⾞
券が大人210円、子供110円、乗り放題の一日乗⾞券は大人520円、子供260円です。 
  

258



 

006-013 
中海・宍道湖圏域多言語解説協議会 

【タイトル】 港町・美保関 
【想定媒体】 WEB、パンフ 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

⹾㵸ꜝ紇⟊⪩ 
紇⟊⪩佭┉䈴ⷧ⺒䖬╦氳⹾㵸ꜝ㏿蛽◇곽俍㞝槇氳亍僖䎬宿覆亰ն丘氬䇗ꠑ鲹ꄅ

┉波佭㳫餉┦겆䏆⿏ⱱ氳ꄆ金⹾┘☢鵠鲋⴮⯥芸⴮车ら芸顟佄芒篪䏢全◇娡䢓
┱◺յ㛻ꡊ㏐奏鲡鰟ꚗյꢾյ岳鿯璡顎擻鲸┚◘孙㛻ꡯ䋯㷤顟佄傾篺沸冓┉休ն
㞝凶䎎㏐芸⺆豓┘⫋榫◇⢢顟佄縡鯸◇裕┯⛙鲹䈴㵸ꜝ☱⟊槴浔宆宆氳筅仼곽䗯ն 
 
紇⟊烖炙氳烖伺 

⹾湖环浔┉䈴䄉㛻氳뙣㷉烖炙⪍⹾氳撿忘䌋䋧璵┘☢剝䑪▽紇⟊烖炙氳⪍⹾
█䏄侁浔鲹撴宿覆⹖䇽䥉框氳宿㺆䢦㚷氳烖㏀攑顏ն紇⟊烖炙㡏䋧◇ 8 ┪篕佭⪓仼儗
3000 㛢䈴䘟奃㵝烖炙氳䔅炙❠㜪浔䘟奃㵝烖◰燢再创╚烖┚└犙孅㢟⽝ն䘟奃㵝烖
佭裕妩┚ら┯氳㱥䥉烖耇⟊⛫篺宁竴蔻յ顉鲡◴鵠└犙孅㢟⽝⮟䪭留查㰈伷沸յ斑㣋⽰
涒┚㱧⪓㰁◲⺱休█佭陔堮յ艷駬┚ꮠ╵╯烖ն 

烖炙氳䄭㷀겆╙里攑┼䈴淋䪷氳儗外塜外⺭╙┉⛮䄇㟓㏐꣰誾循冷儒葴㳢氳㸔
㐕┕ն䄅匿氳◅䐒⯥❠㜪浔䘟奃㵝烖⺓匿氳㛻䐒⯥❠㜪浔└犙孅㢟⽝┼外╯ꠑ
佭⺳╙逸兠╯ꠑ氳䢣ꠑն鲹熨篾冘█逈燢╙紇⟊鵲ն┚⪭☽烖鷺䷸烖炙┉劫┼䈴
儗外☢循╞车♙䌋休⩒阵烖㲇烖纡几⼥鲽⪍ն儗外⼽㍴朅簀浔䅠囓氳允儒㍴剥㍴剥┕
鼨氳冏兣╯ꠑ糙狝ꣽ꣰篑⺎鈷儗外⫂鼨氳䗯䎬ն 

朆柳儗外䋧◇ 1813 䇗╚金ꃾ榫䎎㏐册儒䋧鵲㷒걵┕釙沲浔⸂㲓氳允儒冏㷯◇嶏
舅⭴◌㛻炙氳㛻炙鵲곽劲ն框䄖逈䧗㲋╙㎁㳄ꄆ金乄⴬顉◲ն儗外几阻循냖㛻氳儒刼
╯┕꧎鵠鲋ꢘ㻿氳⺐ꡙ囓䉺亡⺎䥠鱳ն逸깳循㷒耡┼珸氳ⶉ儒⼑ X 䎬⺸┕狰⭴氳
鼕儒兣辑伺▽┼外╚烖氳槀捞䓪⮷䄅匿儗外❠㜪槀烖䘟奃㵝烖ⶉ儒儕珸╙㑉波⮊
基䌋劫⺓匿儗外❠㜪捞烖└犙孅㢟⽝ⶉ儒儕珸⮟╙姢䇖⮊基䌋劫ն㍕塝妨➘☳鲾
㚲█耇鰇佄坟鱂䢦❠㜪烖伺氳䓪⮷ն 
 
꣰熺氳꥘⚢㏐ 

儗外氳塜⯥亡糙┉䈴㛻㑔氳䋯科䌋䦛外⭓╲鹄䨁⛩▽儗外ն鲹䈴䦛外㕉燢仼儗烖炙
䋧璵╈氳攑❇榺蜷⺳仼儗䋧璵䄳⚊┱灵择(1867-1954)◇ 1928 䇗阻阞☽█佭嚲⸊烖㲩յ
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䇖㱧烖㲩յ伺媪烖㲩յ璵㏐儗䛄㵔璡⚜㛢蜷⺳烖炙┚㵔䈜氳阻阞縖ն䦛外䋧◇냖㛻氳骤㓹╯
┕⺎鵠鲋㳑꠱氳骤ꡙ䥠鱳ն䦛外儗骱ꃾ榫仼儗䢨分䋧鵲㷒걵⮟✳榫▽允儒冏㷄ꛐ㶩氳
剑螓泳荔ն⪭丞⛮鵲㑔┚篾冘䙬循嘗♻㛻㑔芸䈑⫂鼨狝ꠑ㳑䋯꠱餉♔㳋篞⚜㛢几
紮⹇┚♙䌋䡝❠㜪烖伺ն循䦛外⫂⺎㵨⪭篾冘组几┉鈾仰鸆㶽留䋧璵儗骱ⷧ⺒㶉學ⷌ觡
⻡浔⚩簊㲗紇╈㵒剩顏免乢┚瞿嵁泳荔氳冓舚鴒姳ն烖炙ꄅ鲸糙⺱䇗1928 䇗䋧鵲氳烖
ꠅ⽰朅䎬㍑䉺ն 
 
⹾⯥氳ꪂ骤 

循紇⟊烖炙鵠䏢⹾氳饟┕䄅匿坟⭴┉兣重鼕氳塠车轵⺳╙ꪂ骤䙬╙衹
荈骤冏ꛐ㶩氳饟ꪫ㍕⪭骤冏饟层嵸⺵⚢⼑朆⭴屭屭氳衹荈⩞嬐縡䐂⺳ն框Ꝛ╦♔全齉
佭ꜝ┕氳╚金鵠鷺┚⹾䇖车滑⛈鳀䫙浔紇⟊烖炙⽰丘氬眦㛚氳⛻隵㵔ն娡䢓休创
(1603-1867)꣮浔㒮ꜝ仼沠竴蔻轵鷺┼匿鵄峀⭴朆▽丘奥㳄芒鲡䤉⹠ら☽♜循哦┕䋯
阻▽❠姢䣆⽰僼㏀縖⛩㳔氳㵸亹꺉ն重鼕氳轵鷺┕┼匿氳㷒囓⭓╲鳀循┉颯⪭╈阵㛢䋧
璵碧黨⹾⯥媯┚芸⺆⢦ꪣ氳宿帷注鳀ն18 ┪篕侪僿╙▽亡➘顎擻全㍑䯉鲡几♜ꛐ
阻▽鲹兣ꪂ骤轵鷺淋鵠鲋⹾⯥媯䋧璵╯ꠑ黁◙㷒囓注䫙յ㞝ꤖ鷺┉芘氳㵸洋㵨芸┕氳
顎擻鲡⮽鲹ꄅն 
 
ㄡꠖ氳㥊╵轵奏 

⭴榟◇䄹肙氳 19 ┪篕蜷⺳⛼㳄㵸媼⪚◌1850-1904⸊⺳䥽㜂⶯鳞㝝٬颛䕒循⪭
⛼⿁╈䬞簃鲋鲹劫氳紇⟊⪩㛥俍循⹾⯥媯氳㵸亹꺉⽰㥊╵㏜䢦氳┕㷄丘氬沨愉璎氳
⩞荿右何循䇖ꪐ氳宿覆姢ꪫ┕姢䣆յ顳䏻յ荔⚑┚艷捞㵖菩⛼╵յㄡ㋢┘塛ն黁劫氳休创
豓䄖鲾⸼⛙鲹䈴㵸ꜝ☱糙阵㛢鿯⻗⽰㵸亹꺉⪭╈紇⟊꺉舅 17 ┪篕颯➘䧏簘篺蛈舘
凶ն⪭朆柳ⷧ⺒䋧璵䋧◇ 1908 䇗丘㷄㲾梅ⷦ䄇㟓㏐㍴簀╈䉁┕ꪫ鲸釙沲浔朔桔㷒걵ն
紇⟊꺉䄖逈䧗㲋╙㎁㳄ꄆ金乄⴬顉◲ն 

ꪂ骤轵鷺┼匿鲸糙┘㵽⪭☽俍憠ն紇⟊⪩顫乢꺉阻循┉䈴伺媪休创(1868-1912)氳姢
䣆亹꺉仾㏥⫂㷤炐浔⹾ⷧ⺒♔⹖顎芸顟佄氳注⪩䷚再ն꺉⫂┘☢凹篸▽㵸ꜝⷧ⺒鲸ꡱ
⮜浔㳫遚氳뚮뚭㳄仍䢦䩋颇氳 17 ┪篕侪僿氳ⷧ⺒乄擻♔⹖紇⟊烖炙╞车烖再休氳拨撴ն 
 
ꄆ朆┕⹿烖陚㏜俍 

紇⟊⪩僄⹿縏氳⚩簊佭夷䇗╞车氳┼걸姢┕烖再ն陵䣆芸烖再佭╙▽篕䒞⹿縏氳
阦㎁烖陚˒˒㛻㎁╚⽝㵨⭴◌阦簄捞⩎择ꡖ捞烖㛿拨㛻烖ն⚩陱╈㛿槡✳縖╿里
儒艺全⮽紇⟊⪩┚䘟奃㵝烖ら阫⭴◌겅㏐再㲐ն鲹걸♙䌋◇夷䇗 12 僖 3 仼┖ⶎ╞车┼
范㛻㑔⚩簊里儒艺⺨榺 6 ⺳⮕䣆⽰ 3 ⺳⪭☽芸⼥磨䫝⩝佭珒颂⭴宿⫋鲮㍑⹾꣮⺵┼
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范芸注㵒縡环芸⼥♜榫芸勴注◎嬏嬬⫼因氳宿姢ꄆ朆筅仼䡟习㏜俍ն循烖再♔㛚氳休
ꠑ鲹◙逸깳女╜氳里儒艺柳科循逸浔朔桔㘅氳㲒擻꺉╈❠几⹇鈸ն 

夷䇗 4 僖 7 仼╞车氳ꪂ剀㑶烖再⮟佭╙▽ꄆ朆阦㎁烖陚╈氳⺁┉夀䗯荣䘟
奃㵝烖循即䡗㛻㎁╚烖㵨겅㏐阦簄捞⩎择ꡖ捞烖㛿拨㛻烖⺵⬀㲋㵨☽氳芸誾◇宿╈氳
ꪂ剀㍴剥⺵☳塝꣰ⶂ◇┪几鈼篪╯㛚ն循鲹㏜╙僿 13 㛿3 僖 31 仼舘 4 僖 12 仼氳♙
䌋氳瑭 8 㛿妨 4 僖 7 仼⹾ꄅ糙┼范逸깳浔剀冿┚仝䅐氳裕芸逈篼循┉颯霅䏣䘟奃
㵝氳誾骱╯㏐ն꣮ ⺵┼篯骱浔⚩簊僜깳氳䎎㏐几氨┕裕芸ꡭ鲤⺁┉范芸┕氳几♜⮟╙烖
伺昦┕烖㏀氳堮艷ն鲹◙芸僄篳⢦ꪣ循紇⟊烖炙뙣㷉┖䢦糙几齉⯥䏢烖炙⺸烖伺❠㜪烱
⿁ն 

ꪂ剀㑶烖再剝䑪浔佡㰚⚊㡏յ榟⽝市Ꝛ縡陵䣆芸烖再⮟剝䑪浔⫸㰚꡹║յ榟⽝篳篾ն 
 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜繁体字＞ 
 

⹾㵸꒰紈⟋꟯ 
㏇겨俍㞞樔氳于僖䎬宿想亰㏿蛾蜸塽⺒䖭╦氳⹾㵸꒰˒˒紈⟋꟯䇭氬䇗✿鵞遵

齉佭邽餉┦ꯚ鬼ꮷⱱ氳ꄆ釒⹾┘⺆佭鵂鷪⴯私芹⴯车り芹鞥佄芓稘䏢✿亥娡䢒
典◺㛻ꡉ㏑ⶆ鷠鮘ꖺ㉻ꢾ㉻岴鿰璢鞃擻麅艃◟孚㛻ꣃꝧ㷤鞥佄傾祺沸哗┉侈
㞞☬樧㏑芹ꥃꥹ䷒厑鞥佄鮺縡㵬嫱亥幨哆⛙鵞䈴㵸꒰☱⟋槴蜸忈忈氳佅仼겨䗰 
 
紈⟋烖炙氳烖伺 

⹾湗环蜸┉䈴㛻氳둊㷉烖炙⪌⹾氳擀㏵䌋䋧疤ꢝ▽佭紈⟋烖炙氳⪌⹾熔䏄
걦蜸鵞撵宿想⹗䇾闀逬氳宿㺇䢦⤕氳烖纳攒韭鵞䈴烖炙㡐䋧亥 8 ┪硕❠㜪蜸䘟奄㚪
烖爐牒◄♏╚烖艃└犙孅㢠⽝䘟奄㚪烖佭幨妩艃り哆氳逷闀烖耈⟋⛫祺忳竵唽靸
鷠◴鵡└犙孅㢠⽝⯞佭鍸堮艸駬艃ꮠ嗞╯烖熔䪭畚㯹逐伷沸㦩㣌⽰涓艃逺迓榣
紈⟋烖炙熔佭仼儗 3000 術䈴䘟奄㚪烖炙氳竭炙 

烖炙氳䄭㷀ꯚ憡暐攒砌䈴┾䪶氳儗外塜外⺭憡┉냉䄇㟔㏑꤬調㏇冷儒葵邴氳㸔
㐕┕䄅⣐氳ր◅䐓私ց❠㜪蜸䘟奄㚪烖⺓⣐氳ր㛻䐓私ց❠㜪蜸└犙孅㢠⽝砌外╯ꝴ
佭經憡ր遫兠╯ꝴց氳䢤ꝴ鵞牊磶啶熔逈牒憡ր紈⟋鵳ց⽰⪭☾烖鷻䷹烖炙┉嘚鵞◚
儗外⺆㏇艈车⧘䌋侈⩒錊烖還烖绹☕⿦鶡⪌儗外⼾㎠梫笸蜸䅸皗氳允儒㎠垩㎠垩┕
鼨氳冎半╯ꝴ僘狞ꣾ꤬硝絢釤儗外⪐鼨氳䗰䎬 

杯这儗外䋧亥 1813 䇗䄖逈⮛憡㎜邖ꄆ釒乄ⴭ靸榣╚釒䫑榫樧㏑再儒䋧鵳㷒ꮼ┕
釚衏蜸⸂酒氳允儒冎⪭䋧疤겨劲㸋亥嶏舅示ꦴ㛻炙氳ր㛻炙鵳ց儗外凡錄㏇냖㛻氳儒刼
╯┕ꧏ颦鷪ꢘ㼀氳給꣬颦䉺亡絢䥡鷾遫굟㏇㷒耢砌珸氳րⶉ儒ց X 䎬⺸┕狱示氳
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狹儒半辑伺▽砌外╚烖氳槀㝷䓪禁䄅⣐儗外❠㜪槀烖ր䘟奄㚪烖ցⶉ儒儕珸憡㑊波⮊
Ⱒ縡⺓⣐儗外❠㜪㝷烖ր└犙孅㢠⽝ցⶉ儒儕珸⯞憡姢嶗⮊Ⱒ㍕塞ⷊ➘䐍鸞谊熔耈
魌佄⮈鱃䢦❠㜪烖伺氳䓪禁 
 
꤬熺氳꥙働㏑ 

儗外氳塜私亡湗环蜸┉䈴㛻㑔氳ꝧ䷒䌋䦛外䇭╲鹅䳧▽儗外鵞䈴䦛外榺蜸經仼儗
䋧疤䅨⚊典䑾㜁1867-1954㏇ 1928 䇗錄銷㕊牒仼儗烖炙䋧疤煉氳攒❆⚊典䑾㜁熔
佭嚲⸊烖邂䇖逺烖邂伺媪烖邂疤㏑儗갾㵕璢術ꝴ蜸經烖炙艃㵕䊮氳錄銷縖䦛外䋧◇
냖㛻氳溍㓹╯┕絢祺㴸꟏氳溍꣬䥡鷾参䫑榫囪儒䋧鵳㷒ꮼ⯞✳榫♓允儒冎㷻橄ꌤ㶩
氳ր剑螔ց䄄諠丞냉鵳㑔艃磶啶䙬㏇嘘♻㛻㑔芹飪⪐鼨狞ꝴ㴸ꝧ꟏餉♓部硱㛻䤊☕
紮⹉艃⧘䌋⽰❠㜪烖伺䦛外⪐鼨磶啶勂凡岴俏絢釤ꥹ抇䋧疤儗骰䇗♏┾┘╦鸞⛙❤抇
냉杯⥉礶紈逖㵴┕璢免韭艃矀嵂䄄諠氳哗舛鴓姳烖炙遵氳烖ꝛ⽰梫䎬㍑䉺熔䋧鵳亥⺱┉
䇗1928 䇗 
 
⹾私氳րꪃ溍ց 

㏇紈⟋烖炙鵡䏢⹾氳饟┕䄅⣐⮈示┉半經憡րꪃ溍橄ց䙬憡ր誻荈溍冎ꌤ㶩氳饟
ꪫց氳旌狹塠车轵㍕⪭溍冎㏇ꦟ䏴佖拨示屮屮誻荈⩞徉縡䐂經鵞半溍冎饟ꝏ╦♓✿齉
佭꒰┕氳╚釒鵡鷻艃⹾䇖车䋟⛈鵿䫚蜸紈⟋烖炙⽰丨氬⪞㶹㛛氳⛻隵㵕㏇娡䢒侈♏
1603-1867ꤚ蜸㒮꒰仼沠竵唽轵鷻砌⣐鵅廍示杯▽丨ⶇ邖芓鷠䤊氪り☾⠟㏇嗻┕
ꝧ錄▽❠姢䣆⽰僼纳縖⛩邦氳㵸亹귈旌狹氳轵鷻┕砌⣐氳㷒皗䇭╲注䫚⪭煉錊術䋧疤
波䫚舃縡䋧艃當ꪤ芹ꥃ氳宿惢注鵿⮽▽ 18 ┪硕侪僿憡▽亡➘鞃擻✿㍑䯊鷠☕⠟
ꌤ錄▽鵞半ꪃ溍橄轵鷻┾⮵榫⹾媰㺢䋧疤╯ꝴ黁◚㷒皗注䫚㞞ꤗ鷻┉芙氳㵸䄜㵫芹
┕氳鞃擻鷠⮽鵞遵 
 
ㄡ녽氳㤗嗞轵ⶆ 

示榟亥革臞氳㵸媼⪛ꦴ1850-1904⸊經䥽㜂⶯鳟裸٬颛䕒佭 19 ┪硕蜸經獲邖
☾㏇獲⿁煉鵞嘚䬟筑紈⟋꟯㛥俍㏇⹾媰㺢氳㵸亹귈⽰㤗嗞㕙䢦氳┕㷻丨氬沽掸相氳
⩞莀⠡佖㏇䇖ꪙ氳宿想姢ꪫ┕姢䣆䏻諠⚑艃艸㝷塚獲嗞ㄡ㌠┘塛黁嘚氳侈♏
ꥹ䄖鸞⸼⛙鵞䈴㵸꒰☱僘錊術鿰⻗⽰㵸亹귈⪭煉ր紈⟋귈ց䐍 17 ┪硕ꝧ㡐➘䧐箛祺揩
舘☬⪭杯这塽⺒䋧疤䋧亥 1908 䇗丨㷻邑遫䋙䄇㟔㏑㎠笸煉䉁┕ꪫ麅釚衏蜸朔桕㷒ꮼ
紈⟋귈䄖逈䧘遝憡㎜邖ꄆ釒乄ⴭ靸榣 

媰ꪃ溍橄轵鷻麅僘┘㵽⪭☾俍럅紈⟋꟯鞴乣귈錄㏇┉䈴伺媪侈♏1868-1912氳姢
䣆亹귈艋㏥⪐╚釒㷤炑⹾塽⺒♓⹗鞃芹鞥佄氳注꟯䷚◄귈⪐☮磇▽㵸꒰塽⺒麅ꢷ⮛
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蜸榺邽遚氳뗹똉邖䢦䩌頝氳┉䤊 17 ┪硕侪僿氳塽⺒乄擻┾㷤示▽紈⟋烖炙艈车烖◄侈氳
拨撵 
 
ꄆ杯┕結烖鎈㕙俍 

紈⟋꟯結縐氳⥉礶佭夷䇗艈车氳砌ꯁ姢┕烖◄⪭煉ր钦䣆芹烖◄ց佭憡▽鋘䒟結
縐氳ր阁㎜ց烖鎈˒˒㛻㎜╚⽝㵫示ꦴ阁礢㝷⩬㜁꣊㝷烖㛿拨㛻烖⥉鐁煉㛿槡✳縖▀暐
儒艺✿⮽紈⟋꟯艃䘟奄㚪烖り閲示ꦴꯝ㏑◄遢鵞ꯁ⧘䌋㏇夷䇗 12 僖 3 仼┖ⶎ艈车砌
茄㛻㑔⥉礶暐儒艺⺨榺 6 經神䣆⽰ 3 經⪭☾芹⿦䳪䫞⩝佭球頉示宿⫋鲯㍑⹾ꤚ䏴砌
茄芹注㵴縡环芹⿦⠟榫芹嗁注◎廳惓⫼⬊氳宿姢ꄆ杯佅仼䢇녺㕙俍㏇烖◄♓㛛氳侈
ꝴ鵞◚遫굟虓뜏氳暐儒艺逈这䷒㏇遫蜸朔桕撳氳㵏擻귈煉❠☕⹉鈶 

րꪃ剁㑶烖◄ց⯞亥夷䇗 4 僖 7 仼艈车ꄆ杯▽ր阁㎜ց烖鎈煉氳⺁┉夀䗰疒䘟奄
㚪烖㏇➢䡗㛻㎜╚烖㵫ꯝ㏑阁礢㝷⩬㜁꣊㝷烖ր㛿拨㛻烖ց䏴婋遝㵫☾氳芹調亥宿煉氳ꪃ
剁㎠垩䏴䐍塞꤬ⶃ亥┪☕釲稘╯㛛㏇鵞㕙憡僿 13 㛿3 僖 31 仼舘 4 僖 12 仼氳⧘䌋
煉氳瑮 8 㛿ⷊ 4 僖 7 仼⹾遵僘砌茄遫굟蜸剁冿艃仝頂氳幨芹逈祗㏇┉霆䐹䘟奄
㚪氳調骰㎠垩ꤚ䏴砌磞骰蜸⥉礶僜굟氳樧㏑☕氨┕幨芹ꡭ鲥⺁┉茄芹┕氳☕⠟⯞憡烖
伺暶┕烖纳氳堮艸鵞◚芹䏴當ꪤ亥紈⟋烖炙둊㷉┖亡抇䏴䢦僘☕齉私䏢烖炙⺸烖伺
❠㜪烲⿁ 

ꪃ剁㑶烖◄霆䐹佡╯⚊㡐艃榟⽝氳蚘氪钦䣆芹烖◄⯞霆䐹蜸⫸迭✿舃艃榟⽝氳磚磶 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 

 
港町・美保関 

美保関は、絵に描いたような三日月型の湾にある、歴史のある小さな港町です。数世紀の間に、
江⼾（東京）や大阪との間で鉄や陶器、酒などを運ぶ北前船や、アジア大陸との貿易を⾏う船の豊
かで影響⼒のある港として栄えてきました。現在では、地元の船は貿易ではなく漁業に専念しています
が、町にはかつての風情が⾊濃く残っています。 
 
美保神社の神々 

港には、美保神社の入口を示す大きな⿃居が⽴っており、湾やそれを囲む岬の神聖な雰囲気を物
語っています。この神社は8世紀に遡るもので、全国3,000以上あるえびす様の総本宮でもあり、恵
⽐寿様（事代主としても知られる）と三穂津姫を祀っています。恵⽐寿様は漁師や商売を守護し、
経済的な繁栄を約束してくれる神です。一方、三穂津姫は子孫繁栄、夫婦円満、そして安産の⼥
神であり、詩と踊りと音楽の⼥神でもあります。 

深い森の斜面の中腹にあるこの神社は、2つ並んだ本殿が一体化した、珍しい配置になっています。
恵⽐寿様は、「二御前」と呼ばれる左側の本殿に祀られ、三穂津姫は「大御前」と呼ばれる右側の本
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殿に祀られています。その間には「装束の間」と呼ばれる部屋があります。この独自の建築様式は「美
保造」とも呼ばれています。神社の慣例に従い、本殿には祭祀を⾏う神職のみが入ることができます。
周囲は杉材の屋根付きの柵で囲まれており、上部にある薄板の隙間から、本殿の内側を一部⾒るこ
とができます。 

現在の本殿は1813年に建てられたもので、主に地元の松材を使用し、出雲大社に由来する「大
社造」と呼ばれる様式の厚い杉板葺きの屋根がかけられており、国の重要文化財に指定されています。
高い木の柱の上に建てられ、屋根付きの急こう配の階段で登ります。両殿の男⼥の対⽐は、屋根の
両端の「千木」（上に向かって突き出たX字型の木の板）という装飾にも表れています。男性である
恵⽐寿様が祀られた本殿の千木の先端は垂直に切られていますが、⼥性である三穂津姫が祀られた
本殿の千木の先端は水平に切られています。これによって、遠くからでも神の性別を簡単に⾒分けられ
るのです 
 
隠れ家的な集会所 

本殿の正面には、本殿の大部分を隠すように、大きな壁のない拝殿があります。これは、日本の神
社建築としては異例であり、有名な日本人建築家の伊東忠太（1867-1954）が1928年に設計
したものです。彼は橿原神宮や平安神宮、明治神宮、築地本願寺など数多くの有名社寺の設計に
携わりました。高い⽯の基礎の上に建てられ、幅広い⽯段でつながった拝殿は、檜材で作られており、
屋根は杉板を敷きつめた「柿葺き」となっています。全体の形と構造は大きな船庫を模しており、内部
は奥まで広々としているので、神事や奉納に集まる多くの人を収容できます。拝殿を支える枠組みは
全て内側から⾒ることができ、⽐較的新しい建物ですが、上質な素材と職人技による極めて伝統的
な美学を体現しています。周囲の屋根付きの廊下や神門もこの社殿の一部で、同じ年（1928年）
に造られたものです。 
 
港の前の「⻘い⽯」 

美保神社から港に向かう道の途中で、細い歩⾏者用道路が左に分岐しています。この通りは、水
に濡れると⻘みがかった輝きを放つことから「⻘⽯畳」（⻘い⽯板が敷き詰めた道）と呼ばれています。
港に平⾏して走り、美保神社から数百メートル先にある仏谷寺へとつながるこの道は、⻑い間町の主
要な通りでした。江⼾時代（1603–1867）に町が繁栄すると、この通りの両側には数十軒の船問
屋が軒を連ねていました。彼らは上の階で船乗りや巡礼者のための宿を営んでおり、狭い大通りの真
ん中で、軒がほぼ接していました。その多くは港の前に位置しており、船が停泊する浜辺に隣接してい
ました。18世紀後半には、物資の運搬の往復を容易にするために⽯畳が敷かれ、屋根のある狭い路
地が港に面した建物の間をトンネルのようにつなぎ、船からの荷物を⻘⽯畳通りに運ぶのに使われまし
た。 
 
活気ある繁華街 

19世紀のギリシャ生まれの作家小泉八雲（1850-1904、本名ラフカディオ・ハーン）は、その著
作の中で、港に面した美保関の旅館や歓楽街の上階に並ぶ何百もの提灯が湾の穏やかな海に映る
夕暮れの情景や、船乗りや賭博師、芸者、踊り子などが夜な夜な騒ぐ光景を描いています。今ではこ
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うした様子を⾒ることはできませんが、17世紀から続く「美保館」をはじめ、今でもこの町には多くの酒
場や旅館が残っています。美保館の現在の建物は1908年に建てられた歴史的なもので、中庭を囲
むように複数の階に宴会場が巧みに配置され、ガラス張りの屋根で覆われており、国の重要文化財に
指定されています。 

また、⻘⽯畳沿いには、明治時代（1868-1912）の船宿を改装した「美保関資料館」があり、
港の歴史や貿易を⾏っていた貨物船について知ることができます。美保関資料館では、町の歴史を紹
介するとともに、裕福な鷦鷯家から寄贈された17世紀後半まで遡る歴史的な遺物や美保神社の神
事の写真などが展示されています。 
 
古代の神話の場面の再現 

美保関の最も古い伝統は、毎年⾏われる２つの水上神事です。諸手船神事は、大国主命が出
雲の地を娘の天照大神に献上した次第を語る古代神話『国譲り』にちなんで⾏われます。天からの使
者がカヌーに乗って美保関にやってきて、出雲の地の明け渡しを恵⽐寿神に交渉したと伝えられていま
す。毎年12月3日の午後に⾏われるこの神事では、6人の漕ぎ手と3人の船員を乗せた2隻の伝統
的な大きな諸手舟（手漕ぎ船）が沖に出て、港まで戻る競争を⾏います。そこでは互いに向かい合
い、櫂で冷たい海水を掛け合って、戦いの様子を再現します。⾊鮮やかに装飾された船は、神事の期
間中以外は、⾒学できるようにガラス張りの宝物庫に展示されています。 

4月7日に⾏われる⻘柴垣の神事は、国譲り神話のもう一つの場面を再現したものです。大国主
命が娘の太陽の⼥神である天照大神に国を譲ることを承諾させた後、恵⽐寿神は、⻘柴で囲った海
に船を隠し、目に⾒える世界から姿を消すことを決意しました。この13日間（3月31日-4月12日）
に及ぶ神事の折り返しの日（4月7日）には、⻘柴と幕で飾られた2隻の漁船を港でつなぎ合わせる
ことで、恵⽐寿神の隠れ家を再現します。船には伝統的な衣装に身を包んだ2つのグループが乗り込
み、近くの別の船では神聖な踊りや音楽が奉納されます。その後、美保神社の入口である⿃居の下
に船をつけ、全員で参拝して神々にお供えをします。 

⻘柴垣神事は春の始まりと生命の成⻑を、諸手船神事は冬の始まりと生命の終わりを告げるもの
です。 

265



 

006-014 
中海・宍道湖圏域多言語解説協議会 

【タイトル】 瑞光山清水寺（安来清水寺） 
【想定媒体】 WEB、パンフ 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

栐⩞㸔岳姢㵔㱧全岳姢㵔 
栐⩞㸔岳姢㵔㏿蛽◇㱧全䄬┱鼨┉㚲⧑ꪐ㸔隵╈┉兣ꝚꝚ氳骤ꡙ㵸鷺鵠⺸鲹䈴⛻㵔ն

㵸鷺狪鲋冷儒竴葴氳㸔隵⽰깴篺곽ꨋ氳㛻ꠅ⭓㚲⪩꜄⛤糌┕齉环浔骤愉璎ն框鲸鳀䫙浔
㵔䈜氳儗㔆塜外յ└ꄆ㖍⹖⪭☽外㱣鲹◙䋧璵坟䄭循⺨㚲⺐㏐╯┕ն鵠⺸儗㔆氳饟鱦
繺环浔┉叭ⶉ䇗縏允劲㛚ꁻ泘ն 
 
鈸ꮠ⚩陱 

栐⩞㸔岳姢㵔㷯◇仼儗⛻䷸焞㲄氳㛿⺐㲄几♜⚢全鲹ꄅ炭姳䯹聰ⷥ鲡ն注⚩㵔䈜䢦
循氳㸔㻲傾佭┉撴ꡗ叜氳叜冷夷⮽㛥ꠑ㶩⚢⭴朆┉鷺陞䋳氳⩞刼初䎎㏐兎妩䘺䔥┘㱧ն
◌崅⦩几㵯婆䣚盏㵖鲹鷺⩞氳嶏㜍䎎☽循叜冷岑㚲䮣㵖休┉⛤縏縖⭴朆循☽ꪫ
⯥ն縏縖燢舅䄕㛢䇗全┉波❠㜪㛻䛗㛻䗊鈸┪ꮠ虅蛋㞝凶䄖固㚷䏢榟塜循㵖䤓耇僀创☽
❠㜪氳几ն㵯䈒⩒䤕䥵塝♳縏縖꣮妨颇◀☽┉㵯烖㏀氳鈸ꮠ⥽ն 

⦩几䯌▽┉ꠑ甏꡶氳葺蔈㵸㷒全❠㜪鲹㵯⛻⥽ն㶽留㸔┕⸊儗媆糙姢嶏⛙循篺鲋┉
⼽氳弍䑐炭焁⺵ꡭ鲤珔寜朆⭴┉罆岳录氳媼姢鲹➘佭栐⩞㸔岳姢㵔氳榺全ն鲹䈴㵔䈜舘
凶❤抆❠㜪浔鈸ꮠ虅蛋㵔䈜氳⺳燢█嶏舅鲹┼勵㜦再栐⩞䙬╙⺮烤╯⩞岳
姢⮟㵒䈒岳录氳媼姢ն 
 
永㲝氳䇽䥉 

⺒乢阭鰉侁炐鲹䈴㵔䈜㡏䋧◇⪝⩕ 587 䇗⛙漶⮊仼僿㶉仰㲋阷ն㵔䈜䋧䡗⺵┘╦
➘糙䇟䐂⮽䫠⹿㛿永(544-628)氳䇽䥉㞇逈阡╙佭仼儗瑭┉⛤捞䓪㛿永ն⺵全㵔䈜⹒藜
䐂▽㏐亡霕䍠氳䶺䧏ն循렲沸休僿㵔䈜傾䦦糙 48 䈴䋧璵㞝凶䄖┘餉 10 䈴ն 

㵔䈜僄⮤氳㛻儗㔆塜外纱儗㔆䋧◇ 1393 䇗╯⯥丘┪篕♔全篺鲋㛢埠䣲䋧ն
纱儗㔆榺允儒䋧鵲⫂糙┉㵯逈㱧科循瞿舚幯则╈氳鈸ꮠ⥽塝⥽䇗创┘陣┦┘鰇佄炐几
䇖㱧休创(794-1185)㖆鵲氳弯㛿曓烖⥽坟环循框┼亰ն1992 䇗㵒纱儗㔆鲽车⟤㛄休溿狓
阾㲓框佭环◇院⛤糌┕氳瑭◑䈴䋧璵█佭鈺嘗僄㛻氳┉䈴ն䇖休纱儗㔆⫂鲸⚢╞车㏿
焞孨ⲁն 
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┘鲾㚲냖냖氳骤㓹┕湖环浔┉䈴䋧◇ 1859 䇗氳└ꄆ㖍榺㐍漲氳能儒䋧鵲鲹循䎎休
㲓㷯粩鈷ն㶽留儗㏐儒ⵁ淋儔䫙婆鲋┥ꠅ氳㲒㖍䋧鵲䤗耇阪篮⛙☳㷒囓┖习䦵ꠑ瞿ꥵ篱
枤յ盏⭴耭近氳륱骱╈☱耇䚊婆⪭瞿嵁䤗荔ն豓抆循仼儗鵠浪┘⩒阵氨㖍全阼縖ⷌ⺎♔
氨┕鲹䈴㲒㖍氳걵㷄ն 

㵔╈氳㲒擻꺉佭┉䈴朆创誾㲒䈑㷤炐浔㵔䈜氳ꄆ金荔儛⿁⽰嫏ն 
 

---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜繁体字＞ 
 

栐⩞㸔岴姢㵕逺✿岴姢㵕 
栐⩞㸔岴姢㵕㏿蛾亥逺✿䄬典鼨┉谊⧑ꪙ㸔隵煉┉半ꝏꝏ氳溍꣬㵸饟鵡⺸鵞䈴⛻㵕

逬狫鷪冷儒竵葵氳㸔隵⽰굜祺겨ꨌ氳㛻ꝛ䇭谊꟯ꐷ⛤糌┕齉环蜸溍掸相溍꣬㵸饟麅鵿
䫚蜸㵕䊮氳儗㔆塜外└ꄆ㖎⹗⪭☾䋧疤逬⠟⮈䄭㏇⺨谊給㏑╯┕鵡⺸儗㔆氳饟麕
湗环蜸┉叭䌖☕湞泘氳ⶉ䇗縐允 
 
鈶ꮠ⥉鐁 

栐⩞㸔岴姢㵕㸋亥仼儗⛻䷹煨遗氳㛿給遗☕⠟働✿⮽鵞遵炭姳䵅聣ⷥ鷠㏇⥉鐁煉
㵕䊮䢦㏇氳㸔䃤傾佭┉撵ꢱ叝氳叝冷夷⮽㛥ꝴ㶩働示杯┉鷻鎀樟氳⩞刼阁樧㏑兎妩䘺
䔦┘逺ꦴ鷝⦩☕ր㵰ց⹨鋖䫔鵞鷻⩞氳嶏꯽☾㏇叝冷岒谊䮤侈┉⛤縐縖示杯㏇
☾ꪫ私舅牒術䇗✿┉波❠㜪㛻䛗㛻䗉鈶┪ꮠ虆詫㞞☬䄖嶗⤕䏢榟塜㏇䤓耈筷箛❠㜪
氳☕縐縖㏇缅⮽㵰䟕⩒䤖䳸塞♴䏴➘頝◀☾┉㵰烖纳氳鈶ꮠ⥾ 

憡▽❠㜪鵞㵰⛻⥾㵰䯍䋧▽┉ꝴ癩꡶氳葻蔉㵸㷒祺鷪┉佔僿氳弋䑐炭煷⸊儗婯
僘姢嶏氳㸔ꝴ珔嵖杯示┉罇岴彖氳媼姢鵞➘佭栐⩞㸔岴姢㵕氳榺✿鵞砌♭㜦◄熔磞䡗
▽㵕䊮氳經牒ր栐⩞ց䙬憡ր⺮烤╯⩞ցր岴姢ց⯞㵴䟕ր岴彖氳媼姢ց波⮽☬㛿
鵞䈴㵕䊮❤抇❠㜪蜸鈶ꮠ虆詫 
 
永那氳䇾闀 

ꥹ抇澭⮊仼僿㶉扝遝鑝⛙劯䴆⺒乣鋘鬼걦炑鵞䈴㵕䊮㡐䋧亥重⩕ 587 䇗㵕䊮䋧
䡗䏴┘╦➘僘䇟䐂⮽䫠結㛿永544-628氳䇾闀㞈逈鏂憡佭仼儗瑮┉⛤㝷䓪㛿永䏴✿
㵕䊮紗暢䐂▽㏑亡霕䍛氳䶺䧐㏇렲沸侈僿鵞遵傾祺䳕僘 48 䈴䋧疤⛙㞞☬䄖┘餉 10
䈴 

栐⩞㸔岴姢㵕氳瑮┉䈴㛻㑔儗㔆塜外ր劯儗㔆ց䋧亥 1393 䇗╯私䇭氬䇗✿祺鷪
術埡䴹䋧劯儗㔆榺允儒䋧鵳⪐僘┉㵰䇗♏┘鎌氳鈶ꮠ⥾逈逺䷒㏇矀穢氳幰圴煉鵡䅻┘
魌佄炑☕䇖逺侈♏794-1185㖇鵳氳㍌㛿曓烖⥾⯞⮈环㏇⪭砌亰㏇ 1992 䇗劯儗㔆鶡
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车⟣䐞侈溿狔镜酒逬佭衏㏇鎊⛤糌┕氳瑮◑䈴䋧疤熔佭釨嘘㛻氳┉䈴䇖侈劯儗㔆
⪐麅働艈车ր㏿煨ց孨Ⳃ 

┘鸞谊냖냖氳溍㓹┕湗环蜸┉䈴䋧亥 1859 䇗氳└ꄆ㖎榺免韭㔌漲氳垓儒䯍䋧鵞㏇
樧侈ꪞ䅻粪釤ꥹ抇樧㏑儒ⵁ┾儔䫚⹨鷪㵬ꝛ氳㵏㖎䋧鵳䤗耈鋍穓⛙䐍㷒皗┖习䦵ꝴ矀
ꥶ碸枥䫔示胖近氳륕骰煉☱耈龍⹨⪭矀嵂䤗諠㏇仼儗鵡䅻┘⩒錊┕㖎⛙鷝遫㏇塞ⷙ
絢♓氨┕鵞䈴㵏㖎氳ꮼ㷻 

㵕⪐氳㵏擻귈佭┉䈴杯♏調㵏飪㷤炑蜸㵕䊮氳ꄆ釒諠轱⿁⽰嫏㉻ 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 

 
瑞光山清水寺（安来清水寺） 

瑞光山清水寺は、安来市の東部にある人⾥離れた山間の谷に⽴つ仏教寺院です。瑞光山清水
寺にたどり着くには、深い森の谷間の⻑い⽯段を登り、風化した門をくぐり、要所要所に⽯灯籠を配し
た道を通ります。この寺の本堂や三重塔、その他のお堂は、⻑い⽯段でつながれた土台の上に建てら
れています。本堂に向かう参道には、樹齢1000年の杉の木がそびえ⽴っています。 
 
観音伝説 

瑞光山清水寺は禅宗の天台宗に属し、人々は厄除けの祈願に訪れます。伝説によると、瑞光山
清水寺のある山はかつて不気味な森であり、夜になると不思議な一条の光が現れて村人を怖がらせ
ていました。その光の源を探ってほしいと頼まれた旅僧の尊隆が森の奥深くを探していると、一人の⽼
人が現れました。⽼人は、⻑年観音様を祀ってきたが、もう来世へ⾏く準備ができたので、代わりに祀
ってくれる人を探しているといいます。尊隆が引き受けたところ、⽼人から観音像を託されました。 

尊隆は簡素な茅葺きの小屋を建てて観音像を安置しました。山には水源がありませんでしたが、一
週間の間人知れず祈った結果、近くに清らかな水が湧き出ました。これが瑞光山清水寺の始まりです。
現在もこの寺では観音が祀られています。この寺の名前は、この2つの奇跡的な出来事からつけられて
います。瑞光は「幸運の光」、清水は「透明な水」を意味します。 
 
天皇の庇護 

歴史の記録によると、この寺は587年の創建とされますが、正確な年代は不明です。幸運にも、創
建後まもなく、日本最初の⼥性天皇とされる推古天皇（544-628）の庇護を受け、その後はこの
地方の豪族からの庇護を受けました。最盛期には48の堂宇がありましたが、現在は10未満になってい
ます。 

最初の大本堂（根本堂）は1393年以前に建てられたもので、数世紀の間に何度も増築されて
います。根本堂は杉材で造られており、精巧な漆塗りの棚の中に年代不明の観音像が通常は隠され
た状態で安置されています。両脇には平安時代（794–1185）に作られた四天王像が⽴っていま
す。1992年に根本堂が再建された際の調査により、現在の建物はこの場所に建つものとしては5番
目の建物であり、かつ最大であることが確認されました。なお、根本堂では座禅が⾏われています 
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1859年に建てられた三重塔は、少し離れたところにある、⽯を積み上げた土台の上に建っています。
この塔はこの地域ではあまり塔の建⽴には使われない硬い欅を使って建てられています。塔を建てた地
元の大工は、塔の建築の手ほどきを受けたわけではありませんでしたが、その技術は、軒下の腕木の間
から覗く複雑な彫刻の龍に⾒ることができます。日本では通常許可されませんが、参拝者は最上階ま
で登ることが出来ます。 

近代的な宝蔵では、寺が所蔵する重要な美術品や法具が展示されています。 
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006-015 
中海・宍道湖圏域多言語解説協議会 

【タイトル】 精進料理 
【想定媒体】 WEB、パンフ 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

瞿鲽乢杼 
⛻䷸䡙䏱焔塛儴榟㍕塝⟔䏻⺧碜ն⪝⩕ 6 ┪篕鹗䐡⛻䷸⟤车䡙䏱氳碜괐瞿鲽乢

杼榺⛻⦩☳╈㎁⽰ⷅ䈲⚩⪍仼儗淋循 13 ┪篕篺仼儗⛻䷸焞㲄傶嬼㲄⮡㡏几鷺⩕焞䄳
(1200-1253)⹠䣵⩞㛻ն㞝凶循仼儗⺨㏐氳㵔䈜⽰궆꺉╈齉耇⿁㶍⮽瞿舚┦蛈⪴╋㳫氳
瞿鲽乢杼┘⻡缜眷յ㳄熎յ돡眷⽰資眷ն栐⩞㸔岳姢㵔⫂㶩糙└㳄瞿鲽乢杼궆꺉˒˒册
柌꺉յ篍⺗꺉⽰岳姢蓞㷒ֹ׹䑐(yu-shin)㏰⺸㛻⚜䋯科ն 

焞㲄⦩❭氳깱괐甏儣鵠浪⺆糙眦깰յ肞蘦յ娧䡝阵鲸糙┉鷺鿥蘦ն꣮浔鲹熨乢杼氳
⹠㷤㞝凶⪯㑔氳瞿鲽乢杼ⴎ⻡▽娧յ└鷺鿥蘦眦깰⽰肞蘦ն蘦⿁♔褼蘦⽰雖眷╙╚金괐
免阵㛢蘦罯榺㛻雖⯆䡗❇㞝㛢熨䎬䒳氳雖肩˒˒甏⶝氳⬧雖肩仼陪╙因㝹յ
媧憞雖肩仼陪╙媧䬴յ⬑雖肩仼陪╙냖ꄇ雖肩璡♔莕띳⯆䡗յ眷⛎䄭┊
氳莕띳雖肩仼陪╙翊띳雖肩█䏭浪鈷ն鲹◙雖⯆⿁浪浪䯌鿥䈒㰚褼蘦♔⹖ꃾ䰕氳
㸔蘦ꄇ蘦⽰䎎㏐ꄇ榟蕇蔈ն 
 
◑⽏յ◑荈յ◑嫏 

瞿鲽乢杼鵠浪鹗䐡◑╯嫏⮟⯆⛼縡䡗ն蘦⿁⸊乢꧎舘㵽ⴎ⻡◑荈簪յ랋յ篍յ랫յ
氫⽰◑⽏榚յ鰸յꁂյ⾲յ萶ꃾ榫◑嫏榟괐յ慛拵յ懱懭յ媧憞յ蠕戌⯆ն隀
⽏✳榫鴠ꄈ氳냖娧յꀮ媧յ⽏ꁖ仼儗榚乢鿯ꁖꮠ⺱䭴յ⽏㉈♔⹖ꁫ⽰莕띳媧
㶽ꄈ鹵⩦⹾⽏鲋◇宆ꄆն鲹◙隀乢⺎䄇㟓㏐䬠⽏篺䯌鿥┚戌⯆⺵耇忂⹠⭴괐免儗骱氳舅
抆곽⽏ն䧝拨⚩簊戌隀休鵠浪鈺鹵嬤蝽յ㛻蟗璡妰⽏宆憷氳괐免⛙循䷊荂撷瞿鲽乢
杼╈ⷌ䄖俋鷥✳榫ն瞿鲽乢杼氳瞿냄循◇䇖辆几♜阡╙瞿紇氳✞罯⺎┚㰚荣隀⽰糙沠◇
榫궆縖簟䧏骱յ䑐յ愓氳䇖辆ն塝㛚瞿鲽乢杼█嫱ꄆ┘宫顠괐免褼蘦汷⽰蘦螤齉浪逈榫
全捷⯆甏⶝氳娧姱ն 
 

---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜繁体字＞ 
 

矀鶡乣杼 
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⛻䷹䡙䏱焕塛夋榟㍕塞⟔䏻┘광缜걊重⩕ 6 ┪硕嶏亥煉㎜艃ⷆ食铻姳⟣车
䡙䏱氳碜광ր矀鶡乣杼ց榺⛻⦩⥉⪌仼儗⮽▽ 13 ┪硕祺榺仼儗⛻䷹煨遗傶嬼遗Ⱚ㡐☕
鷻⩕煨䅨1200-1253氪䬴⩞㛻侈舘☬仼仼儗⺨㏑氳㵕䊮艃궇䋙㏱絢⿁㋂⮽鵞걊┘⻢
缜걊熏걊뇹걊艃資邯⿁氳乣杼揩굼㏱辆┦哗紈龍⛤亥栐⩞㸔岴姢㵕⪐氳└邖矀鶡
乣杼궇귈˒˒再柍귈硟蜘귈⽰岴姢蓟㷒ֹ׹䑐yu-shin㏱㵴㛛ꝧ䷒ 

煨遗⦩➉氳굃광鵡䅻⺆僘眧괺ꁙ蘧嵡䡝錊麅僘┉鷻鿦蘧注樧癩嘺ꤚ蜸侈ꝴ氪
㷤㞞☬⪯㑔氳矀鶡乣杼ⴎ⻢嵡⿁└鷻鿦蘧⫋ⱶ┕眧괺⽰ꁙ蘧광免術♓褽蘧⽰雖걊憡
╚錊術蘧罰榺㛻雖邯䡗❆㞞⺨牊雖肩乣杼˒˒癩ㄲ氳尧雖肩仼鏥憡ր⬊㝺ց媧
憟雖肩仼鏥憡ր媧䬴ց⬲雖肩仼鏥憡ր냖ꄇ雖肩ց璢♓莖띴邯䡗걊⛍䄭┊氳
莖띴雖肩仼鏥憡ր翋띴雖肩ց熔䏭䅻釤鵞◚雖邯⿁䅻䅻䯍鿦樧迭褽蘧♓⹗䫑䰕氳㸔
蘧ꄇ蘧⽰樧㏑ꄇ榟諵蔉 
 
◑⽏◑荈◑嫏 

矀鶡乣杼鵡䅻铻狔ր◑╯嫏⯞ցⷊ蘧⿁⸊乣ꧏ舘㵽ⴎ⻢◑荈禙랊硟랫氫
⽰◑⽏榛鰸ꁃ뚾萷䫑榫◑嫏榟광掻拵揎懮媧憟蠖戌邯鐩⽏✳
榫鸸ꄈ氳냖嵡ꂶ媧⽏ꁗ仼儗榛乣鿰ꁗꮠ⺱ր䶳ց⽏㉈♓⹗ꁬ⽰莖띴媧鹶
⩦⹾⽏㜁鷪亥忈ꄆ鵞◚鐩乣絢䄇㟔㏑䬠⽏祺䯍鿦艃戌邯䏴忂氪示광免儗骰氳舅抇겨
⽏䧞拨⥉礶戌鐩侈ꧏ釒鹶⩦✳榫嬤褪㛻蟘璢姇⽏忈憶氳광免⛙㏇ր䷊荂撸ց氳矀鶡
乣杼煉┕鳯광免氳✳榫熔飉✿飉俋鷦矀鶡乣杼氳矀냅㏇亥䇖辆矀紈氳✞궥絢艃迭疒鐩
⽰僘沠亥榫궇縖禵䧐骰䑐ꩯ氳䇖辆塞㛛矀鶡乣杼熔䍛鐩䘘擻矀烖⥾佭褽蘧汷艃
劯薜璢麕乣䅻逈榫✿捸邯嵡⿁鹶⩦宫鞞광免 
 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜日本語仮訳＞ 

 
精進料理 

仏教の戒律では殺生を禁じており、信者は肉を食べないようにしています。6世紀に、こうした教えに
従った修⾏用の菜食主義の「精進料理」は、仏教の僧によって中国とインドから日本に持ち込まれまし
た。13世紀に、とりわけ日本・曹洞宗の開祖である道元禅師（1200-1253）の影響で人気が高
まりました。現在では、肉・鶏肉・魚・卵を使用していない、栄養価の高い洗練された精進料理が全
国の寺や料理店で食べられるようになっています。瑞光山清水寺の境内には、一般の人が利用できる
3軒の精進料理店（松琴館、紅葉館、清水茶屋ゆう心）があります。 

禅僧が食べる食事は簡素であることが求められ、多くの場合ご飯、漬物、汁物、そして場合によって
副菜が1種類あるだけです。精進料理も変化し、現在の典型的な精進料理は汁物、副菜3つ、それ
にご飯と漬物で構成されています。メニューは基本的には野菜と豆をベースにしています。冷奴、油揚
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げ、それに高野豆腐といったように様々な種類がある豆腐など、多くの料理では大豆が使われています。
カスタードのような胡麻豆腐もよく出されます。これらに、旬の野菜や山菜、地元の野草などが添えられ
ます。 
 
五味五⾊五法 

一般的に「五つの法則」と呼ばれる規則に従い、精進料理の具材には緑、⻩、赤、⿊、そして⽩の
「五⾊」と、甘味、酸味、塩味、苦味、そして辛味の「五味」がそれぞれ少なくとも1つずつ含まれるべき
とされています。そして生、煮る、焼く、揚げる、蒸すという調理「五法」。調味料は強めのものは避けら
れ、だし汁、しょうゆ、みりん、味噌、酢、ごま油などを適量使用します。これらは、組み合わせや調理に
より引き出された自然な風味を繊細に引き⽴てます。特に玉ねぎやにんにくのような刺激の強いものは
伝統的に避けられてきましたが、「進歩的」な精進料理には使われるようになってきています。大切なの
はバランスであり、美味しい食事は季節と調和して身体、精神、そして魂のバランスを保つのに役⽴つ
と考えられています。また、食材を無駄にしないように配慮されており、野菜の皮やヘタはシンプルな出
汁をとる際に使われます。 
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006-016 
中海・宍道湖圏域多言語解説協議会 

【タイトル】 安来節演芸館 
【想定媒体】 WEB、パンフ 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

㱧全荣庌荔꺉 
㱧全荣佭伺媪休创(1868-1912)循㱧全㏐奏⪪颯淋䇯婆菩鲜氳妩ꠑ艷駬ն鲹熨艷駬

僄⮤循㳄䉁յ纺⚢յ荣䇻璡䇻烔㏜⺭辑庌⺵全鵄峀⚩鷥丞╄㏐奏僄篳循⪓仼儗技⺳鲾
䣵ն 

╙篕䒞鲹┉艷駬氳⹠㷤㱧全荣庌荔꺉◇ 2006 䇗㵒㛚䋯科ն框㏿蛽◇┉䈴椙螓儒冘䋧
璵⫂阻糙⺎㳋篞 200 几氳⚩簊Ⰾ㏜ն鈸⚜⺎㏿循啔啔眦㏐冏┕氳┉䪷䪷溁䈴┕䡝┼匿
氳儒⯆洇⺐┕鈸顶նⰎ㏜⫂ꪫ⺸艷⺐氳䄅匿阻糙┉兣菋鷺☳艷⺐┉波滑⛈舘鈸⚜䅫
⺵亡㞝⺱堮艷⚑Ⰾ㏜╈氳滑⛈艷⺐亡➘辑庌縖┚鈸⚜◎ⲁն 

鲹ꄅ夷㛿┕庌 4 ㏜庌⭴荣泘ⴎ䦮里艷յ紮艷♔⹖ꮠ╵辑庌ն始鰀䡖佭┉⭴⺳╙վ䩢
嫫됪տ氳帑物⿔Ⰾ阯鳮┉╄右ꧥ氳⫡㜂陒㎂榫㛻繁兣璳䩢嫫됪ⷌ㷴㷴婆䨑氳䷚再ն循丞╄
庌荔꺉嫫됪鲹┉⩕碜逈䇩랸㏐✳榫循⺨㚲㶩鳀궆ⷦ█❠䈒嫫됪乢杼ն 
 
䋯꺉休ꠑ10:0017:00֐ 
ꠊ꺉仼⼽◅㞝鷕荣⡾仼յ辍⚔仼걹滑⩕份科⡾僿ꠑ12 僖 29 仼1֐ 僖 4 仼 
ꠅ烨1000 仼⩕⮤╈⽰㵸栏榟 500 仼⩕ 
 

---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜繁体字＞ 
 

逺✿疒庌諠귈 
伺媪侈♏1868-1912妩ꝴ艸駬ր逺✿疒ց㏇逺✿㏑ⶆ艅┾䊸⹨塚鲝┉ꝧ㡐

鵞牊艸駬㏇邖䉁纻働烲⪯璢䜴烔㕙⺭辑庌䏴✿鵅廍⥉鷦丞⠕㏑ⶆ䏴㏇仼儗绮經
鸞䬴 

2006 䇗逺✿疒庌諠귈㵴㛛ꝧ䷒榫♓鋘䒟鵞┉艸駬氳氪㷤逬㏿蛾亥┉䈴椘螔儒啶
䋧疤⪐귈⪐僘┉䈴絢部硱 200 ☕氳⥉礶ⱉ㕙鈶浑絢♓㏿㏇啕啕眧㏑冎┕氳┉䪶䪶溂䈴
┕䡝縖砌⣐氳儒邯洇給┕鈶韛ⱉ㕙⪐ꪫ⺸艸給氳䄅⣐錄僘┉半ր菌鷻ց䐍艸給┉波䋟
⛈舘鈶浑䅫䏴亡㞞⺱堮艸⚑ⱉ㕙煉氳䋟⛈艸給絢♓亡➘辑庌縖艃鈶浑◎Ⳃ 
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逺✿疒庌諠귈夷㛿┕庌 4 㕙庌示疒泘ⴎ䦮暐艸紮艸♓⹗ꮠ嗞辑庌㙪鬨䢊佭┉示
經憡վ䱪嫬댌տ氳帒牪랹ⱉ铻鳯┉⠕⠡咳鱖㜂鍲㎬榫㛻刿半璴䱪嫬댌ⷙ㷷㷷⹨䨑氳䷚◄
㏇庌諠귈귈煉ր嫬댌ց⩕碜ꤚ谊絢釤㶩鵿궇䋙熔❠䟕嫬댌乣杼 
 
ꝧ귈侈ꝴ10:0017:00֐ 
ꝥ귈仼鶝◅㞞鷖疒⡾仼適⚔仼ꯂ䋟⩕份䷒⡾僿ꝴ12 僖 29 仼1֐ 僖 4 仼 
ꝛ烩1000 仼㎨煉㵸逖榟 500 仼㎨ 
 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 

 
安来節演芸館 

安来節は、明治時代（1868–1912）に安来地方で生まれた人気の高い⺠間舞踊です。当初
は家庭や宴会、祭りなどの祝い事の場で踊られていましたが、安来節は地域一帯に広がり、やがて全
国的に知られるようになりました。 

その人気を記念して2006年にオープンしたのが、瓦屋根木造建築で200席の伝統的な劇場を備
えた「安来節演芸館」です。観客は、畳を敷き詰めた快適な低い席（桟敷）、あるいは両側の木製
バルコニーに座ることができます。舞台に向かって左側には歌舞伎のような花道が舞台から客席の後ろ
まで続き、演者と観客との間で交流ができます。 

公演は1日4回⾏われ、1人が踊るものから複数人が踊るもの、音楽演奏ものなどがあります。フィナ
ーレは「ドジョウすくい」というドタバタ喜劇で、大きなざるでドジョウをすくうのに苦労している不運な農⺠
の姿が描かれます。ドジョウのモチーフは演芸館のいたるところでユーモラスに使われており、レストランで
はドジョウ料理も提供されています。 
 
開館時間︓10:00〜17:00 
休館日︓⽕曜日（祝日・振替休日の場合は翌日）、年末年始（12 月 29 日〜1 月 4 日） 
入館料︓大人 1,000 円、小中学生 500 円 
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006-017 
中海・宍道湖圏域多言語解説協議会 

【タイトル】 月山富田城跡 
【想定媒体】 WEB、パンフ 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

僖㸔㳫榹㒮鸆㏥ 
僖㸔㳫榹㒮佭┉䈴ⷧ⺒䖬╦氳㒮鼲㶗⪭循仼儗䡟㎁休创(1467-1615)框傾佭⭴◌㎁

凶㹢纱⹁┱鼨㎁佭仼儗⹿创车䷓奏⮕糙⮷◇㎁㳄ꄆ金氳䷓媪┚乄⴬╈䑐ն
鲹佭┉䈴⪯㑔氳㸔㒮❤㸔縡䋧氳㒮鼲㸔㐕┚㸔걵┕䄇㟓㏐阻糌▽㛢╄榺骤㑶坟ꣵ
氳㵟ꠊ奏㓊˒˒鼲䎬䡗▽㐍㍾氳ꡕ䐒⛮硍ն㸔胭㚲䋧糙┉䈴䐒外縡ꡕ䐒僄㐍㍾氳奏
㓊⮟⛤◇㸔걵ն鲹䈴㸔㒮豓☳儔循䡟▞╈逈䰳多⛙㞝凶☢柳骤㑶⹖┉◙⪭☽鸆鴇ն朆循鲹
ꄅ佭┉䈴簟䥉荂㞑氳⪝㍩ն 
 
㍴㒮╯䡟 

䩺⟔僖㸔㳫榹㒮僄⮤氳䋧璵䋧◇ 12 ┪篕ն1439 䇗舘 1566 䇗ꠑ鲹ꄅ佭ⲡⱱ䍠㛻氳
㛻⺳㛻겅╚㶻查㳄仍氳㷉㒮逈鎺╙仼儗僄㐍┘⺎䰳氳㒮鼲ն循㶻查㳄仍簊媪休僿㒮
鼲䐂♔䣲䋧㸔耾┖媞槭氳㒮┖槅㍴簀㛻겅╚氳㷉㒮⹠㷤颯全氳䄬ꜝ仼沠竴蔻几⹾鱳
⮽▽ 1 ┒╯㛢ն篑☳ 1470 䇗颯僖㸔㳫榹㒮㛢埠䡗╙䷣㵒ⲡⱱ氳䷍⭵泘剝ն㶽留䷣几氳㷴
埠塜ꪫ鲽䷍齉逈䡗Ⱶ⭵鴚⛙㶻查㳄仍僄篳循Ꝛ鱳┉䇗氳ⴎ㍴䡟⺵榻僜◇ 1566 䇗䣒䋯㒮
ꠅ䤸꡹ն1611 䇗册娡諿諿╚㔄㶾灵俔(1599-1633)㵨䩺憠☳僖㸔㳫榹㒮鱻舘亍䋧氳册娡
㒮鲹䈴㒮鼲➘逈䈥滩ն 
 
䄇㟓⮵榫㏐䎬 

㒮鼲氳䄭㷀┚阻阞⩘坟同Ⲃ▽㸔⛮⹖媞槭氳舅抆㏐䎬㲓朆▽僄✞ꡕ䐒䷞冽ն㒮┖槅
⛤◇㳫榹䃷┚僖㸔╯ꠑ氳重Ꝛ㏐䅠冘䡗▽瑭┉鷺ꡕ篪ն榺◇것阞╚金䷍⭵⚢全舅媞┕㒮
┖槅╈鿥糌▽丘氬⺳塡㚖㷉⛩循䅠㍴㘅氳䋧璵⫂ն㳑꠱氳䥉㒮媞㵨㒮┖槅┚㸔⛮⹖㒮鼲坟
ꣵ䋯㍴㘅┕氳弯䈴㒮ꠅ䫝⯆浔⭴⪍㒮鼲氳鵠鷺ն鸆䞽氳佭1666 䇗氳┉㏜㛻孌姢䰳多▽
㒮┖槅氳㛻鼨坟筅仼櫋鴇凶䄖⭓╲┘㛄柳循ն 
 
坟奏ꡕ䐒 
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鲹䈴㒮鼲坟╙┼╄╚金ꡕ䐒奏ն僄⛦㚲氳奏㓊⮵榫▽㳑꠱յ鰏⛦氳簾㐕縡僄냖㚲氳奏
㓊⮟ⶭ䩺▽ 190 眦냖氳ꢘ㻿㸔걵氳重Ꝛ㸔耡ն┼╄奏㓊ꠑꣵ浔ꢘ㐕☢耇媯浔┉兣阻糙┍
㚲䍋鉉յꡕ䐒┽㳢氳鷺饟䵕氨縡┕ն 

㸔걵奏㓊媯㸔耡坟䄭浔└╄榺骤㑶坟ꣵ氳鼲ն僄┖㷄氳瑭┉╄鼲䈒院傾阻糌▽┉䈴
└㷄花⪵渊僷⽰䷍⭵Ⱶ耇氳㖍哦⽰┉䈴㐍㍾氳㒮ꠅ僄┕㷄氳瑭└╄鼲佭劭䑐ꡕ
䐒奏㓊╚鼲鼨┉鷺㛿抆氳ꢘ㻿㻫隵㵨框┚⪭☽┼╄奏㓊坟ꣵ䋯全ն媯㸔耡簒簘⯥车
沴馧循㸔㼉僄걵珸氳佭羿仼냖㱥烖炙█佭㒮鼲氳㱥䥉烖炙䩺⟔⪭ⷧ⺒榗舘企◇㒮鼲ն
☳鲹◙㸔걵氳鼲僷⸼鈼ꄇ䋯꠱⺎篠鈾┱重⺸⴮耇洇⮽╈宿⽰仼儗宿⺸┱⮟耇僷鈷
㛻㸔1729 眦ն 

循鰏⛦氳奏㓊阵㛢注㵒䇖㐛氳㏐亡逈㛿抆媃扇坟ꣵ䡗╙里环氳㍴⺭냖⺐鵠鲋㵸䏧
注鳀ն⪭╈僄㛻┦僄ꄆ金氳┉㚲⛤◇ⶐ㸔胭ꡭ鲤䐒外氳╚金䋧璵紮㶩㏿蛽◇塝ն䐒外逈䅠
花氳냖㛻骤㑶┽㳢ꡕ㱥☢糙┉䈴㐍㍾氳ꠅ哦⺎♔⭴⪍ն 
 
里攑㒮鼲氳瞿篱嘗㑔 

舅 1611 䇗逈䈥滩⺵僖㸔㳫榹㒮鸆㏥㓹儗㍑䎍舅抆ն塝⺵㛢䇗阵㛢䇖㐛氳냖⺐逈榫
◇⫡縰ն300 㛢䇗⺵院鸆㏥循 1934 䇗逈䧗㲋╙㎁㳄⺒鴇2006 䇗⪍鴲▽仼儗 100 ⺳
㒮ն 

꣮浔几♜㵒僖㸔㳫榹㒮氳⪪飯仼沠宆⸂2014 䇗䎎㏐⻪ⲁ▽㛻鈺嘗㒮鼲⟤㛄┚簟䥉泳
爊淋◇ 2019 䇗㱮泳ն㒮鼲鸆㏥⪍⹾㚲氳㱧全䄬环ⷧ⺒顫乢꺉⫂㷤炐浔⺨眷⭴㎻乄擻յ㏐
㎂⽰⪭☽ⷧ⺒顫乢塝㛚鲸ꡱ⮜浔┉䈴㛻㑔瞿篱氳僖㸔㳫榹㒮⹖⪭㒮┖槅嘗㑔ն 
 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜繁体字＞ 
 

僖㸔邽榹㒮鹨㏥ 
僖㸔邽榹㒮佭┉䈴塽⺒䖭╦氳㒮鼲㶗⪭㏇仼儗䢇㎜侈♏1467-1615逬傾佭示ꦴ

㎜☬㼗劯窱典鼨ր㎜ց佭仼儗結♏车䷓ⶆ穆僘禁亥ր㎜邖ցꄆ釒氳䷓媪艃乄ⴭ煉䑐
⪭㸔㐕艃㸔ꮼ䄇㟔錄糌▽術⠕榺溍㑶⮈ꣵ氳㵟ꝥⶆ㓊˒˒ր鼲ց䎬䡗㔌㍾氳ꡕ煞냉硎佭
䏭⪯㑔氳ր㸔㒮ց❤㸔縡䋧氳㒮鼲㸔胮谊䋧僘┉䈴䐓外縡ꡕ煞㔌㍾氳ⶆ㓊⯞⛤亥
㸔ꮼ鵞䈴㸔㒮ꥹ䐍儔㏇䢇▶煉逈䰳夘⛙㞞☬⺆槴这▽溍㑶⹗┉◚⪭☾鹨饊杯㏇鵞遵佭
┉䈴禵闀荂㞒氳⪞㎧ 
 
㎠㒮╯䢇 
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☕⠟鏂憡僖㸔邽榹㒮⮤氳䋧疤䋧亥 12 ┪硕鵞遵㏇ 1439 䇗舘 1566 䇗ꝴ佭笛ⱱ
䍛㛻氳㛻經㛻ꯝ╚㶼㯹邖氳㷉㒮逈闌憡仼儗㔌┘絢䰳氳㒮鼲㏇㶼㯹邖礶媪侈僿
㒮鼲䐂♓䴹䋧㸔胶┖媞槭氳㒮┖槅㎠笸㛻ꯝ╚氳㷉㒮氪㷤✿氳䄬꒰仼沠竵唽☕⹾
鷾⮽▽ 1 蛓╯術硝䐍 1470 䇗僖㸔邽榹㒮術埡䡗憡丠㵴笛ⱱ氳䷍䳦泘嘆ꥹ抇丠☕氳
㷷埡塜ꪫ鶡䷍齉逈䡗Ⱶ䳦鴛⛙㏇ 1566 䇗㶼㯹邖磚㷎僜亥ꝏ鷾┉䇗氳ⴎ㎠䢇䣒ꝧ㒮
ꝛ䤸꡺⮽▽ 1611 䇗再娡謁謁╚㔄㶾䑾俕1599-1633㵫䴆럅䐍僖㸔邽榹㒮鹞舘于䋧
氳再娡㒮鵞䈴㒮鼲➘逈䊵厑 
 
䄇㟔⮵榫㏑䎬 

㒮鼲氳䄭㷀艃錄銷⩙⮈⠺Ⲃ▽㸔냉⹗媞槭鹡㏥氳舅抇㏑䎬鷾⮽▽✞ꡕ煞䷞冽꺙
⩝⛤亥邽榹䃷艃僖㸔╯ꝴ旌ꝏ㏑䅸氳㒮┖槅啶䡗▽瑮┉鷻ꡕ稘㍕憡ꯏ銷╚釒䷍䳦働✿
舅媞鷻㒮┖槅煉麅鿦糌▽丨氬經塡㚖㷉⛩㏇䅸㎠撳氳䋧疤⪐⪭埡㴸꟏氳闀㒮媞㵫㒮┖
槅艃㸔냉㸔㒮⮈ꣵꝧ㎠撳┕氳㍌䈴㒮ꝛ䫞⯆蜸示⪌㒮鼲氳鵡鷻鹨䞿氳佭┉㕙氪榟亥
1666 䇗氳㛻孌姢䰳夘▽㒮┖槅氳㛻鼨⮈☬㛿䄖祺䇭╲洇┘⮽佅仼櫋饊 
 
⮈ⶆꡕ煞 

鵞䈴㒮鼲⮈憡砌⠕╚釒ꡕ煞ⶆ⛧谊氳ⶆ㓊⮵榫▽㴸꟏鬴⛧氳稸㐕縡냖谊氳ⶆ
㓊⯞⛯䴆▽ 190 ⪞㶹냖氳ꢘ㼀㸔ꮼ氳旌ꝏ㸔耢砌⠕ⶆ㓊ꝴꣵ蜸ꢘ㐕⺆耈媰蜸┉半錄僘
烹谊䎇鉈ꡕ煞㌅邴氳鷻饟䵕氨縡┕ 

㸔ꮼⶆ㓊媰㸔耢⮈䄭蜸└⠕榺溍㑶⮈ꣵ氳ր鼲ց┖㷻氳瑮┉⠕鼲䟕鎊傾僘┉䈴└㷻
냖氳ր坍ց⪵渊僸⽰䷍䳦Ⱶ耈氳㖎嗻⽰┉䈴㔌㍾氳㒮ꝛ┕㷻氳瑮└⠕鼲佭劭䑐ꡕ
煞ⶆ㓊ր╚鼲鼨ց┉鷻㛿抇氳ꢘ㼀㼧隵㵫逬艃⪭☾砌⠕ⶆ㓊⮈ꣵꝧ✿媰㸔耢筷箛私车
泇馧㏇㸔㼊ꮼ珸氳佭Ⳑ仼냖逷烖炙逬熔佭㒮鼲氳逷闀烖炙䴆⟔⪭塽⺒榘舘企亥㒮鼲
䐍鵞◚㸔ꮼ氳鼲僸⸼釲ꄇꝧ꟏絢竐鈮典重⺸⴯耈洇⮽煉宿⽰仼儗宿⺸典⯞耈僸釤
ր㛻㸔ց1729 ⪞㶹 

㏇鬴⛧氳ⶆ㓊注㵴䇖㐛氳㏑亡啶䡗▽┉◚暐环氳㎠⺭냖給鵞◚냖給逈㛿抇嶥㙣⮈
ꣵ⥪♓㵸䏺注鵿⪭煉㛻┦ꄆ釒氳냖給⛤亥ⶐ㸔胮ꡭ鲥䐓外氳╚釒䋧疤紮㶩㏿蛾亥
塞⼾㎠僘䅸坍氳냖㛻溍㑶㌅邴ꡕ逷⺆僘┉䈴㔌㍾氳ꝛ嗻絢❠鶡⪌ 
 
暐攒㒮鼲氳矀碸嘘㑔 

僖㸔邽榹㒮鹨㏥舅 1611 䇗逈䊵厑䏴㓹儗㍑塾舅抇㏇鵞╯䏴氳錊術䇗浑術䇖㐛氳
냖給逈榫亥鱖縱波⮽ 300 術䇗䏴鎊鹨㏥㏇ 1934 䇗逈䧘遝憡㎜邖⺒饊2006 䇗紗⪌
鹡▽ր仼儗 100 經㒮ց 
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ꤚ蜸☕⠟㵴僖㸔邽榹㒮氳艅飰仼沠忈⸂樧㏑亥 2014 䇗グⳂ▽㛻釨嘘㒮鼲⟣䐞艃禵闀
䄄┾㏇ 2019 䇗適䄄逺✿䄬环塽⺒鞴乣귈⛤亥㒮鼲鹨㏥⪌⹾谊귈⪐ꢷ⮛蜸┉䈴㛻㑔
矀碸氳僖㸔邽榹㒮⹗㒮┖槅嘘㑔♓⹗⺨걊乄擻㏑㎬⽰⪭☾塽⺒鞴乣 
 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 

 
月山富田城跡 

月山富田城は、特に戦国時代（1467-1615）に出雲国（現在の島根県の東部。ここの「国」
とは古代日本の⾏政区画であり、いまの「国家」とは異なる）の政治・文化の中心地であった歴史あ
る城砦です。典型的な山城で、斜面と山頂は別々の⽯垣で囲まれた独⽴した郭でしっかりと構成され
ています。山の中腹あたりに屋敷が建てられ、山頂が最も守りの堅い区域でした。この城は戦いで破
壊されたことはありませんが、現在は⽯壁とその他の遺構のみが残り、全体が手入れの⾏き届いた公
園となっています。 
 
包囲攻撃の下で 

月山富田城の最初の建造物は12世紀に築かれたと考えられています。1439年から1566年まで
は有⼒な大名である尼子氏の居城であり、日本一の難攻不落の城とされていました。尼子氏の支配
のもとで城郭は拡張され、山麓の川沿いの城下町（大名の居城を中心に発達した都市）は栄え、
約1万人の人口を抱えていました。1470年頃から、月山富田城は敵対する大名の攻撃を繰り返し
受けました。多くの直接的な攻撃は撃退されましたが、尼子氏は1566年に1年に及ぶ包囲攻撃の末、
降伏して城門を開きました。その後、松江藩大名・堀尾忠晴(1599-1633)が1611年に月山富田
城から新たに築城された松江城に本拠地を移したことで廃城となりました。 
 
巧みな地形利用 

月山富田城の構造や設計には、山の自然の地形と川沿いという⽴地が防御に最大限生かされて
おり、富田川と月山の間に細く広がる城下町は最初の防衛線でした。大規模な攻撃は川から⾏われ
ると予想されていたため、城下町では数百人の武士が壁付きの建物に配置されました。幅広い堀が
城下町と山および城の境界となり、壁に設けられた4つの門で城郭内への⽴ち入りが管理されました。
残念なことに、1666年の大規模な洪水で城下町の大部分が失われ、かつての城下町の面影はほと
んど残っていません。 
 
防衛区画 

月山富田城は大きく2つの区画に分かれていました。低い方の区画は、幅広く⽐較的なだらかな標
高の低い斜面を利用していました。高い方の区画は、190メートルの山頂付近の細い尾根に作られま
した。２つの区画は急な斜面で隔てられ、登るには七回屈曲する1本の固い守りの道を通る他ありま
せんでした。 

山頂の区画には、⽯壁でさらに区切られた郭が、尾根に沿って3つ並んでいました。1つ目の郭には
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3階建ての防衛のための櫓」（防御や物⾒のための高い楼）と固く守られた1つの門があったと考えら
れています。3つ目の最も高い郭で城の最も重要な空間、つまり主郭部は、天然の急な堀切でその他
から仕切られていました。さらに尾根に沿った山の最も高い部分には、城の守護神を祀る勝日高守神
社があります（ただし神社の方が城より先にあったと考えられています）。これらの頂上の郭からは、東
から⻄まで幅広く⾒渡すことができ、北は中海や日本海、東は「大山」（標高1,729ｍ）まで眺める
ことができます。 

下側の区画では、⽐較的平坦だった部分の多くが、天然の堀で区切られた壁のある孤⽴した高台
となり、それらが歩道でつながれました。これらの中で最大かつ最も重要だったものが、山の中腹付近に
ありました。ここにあった御殿の主要な建物は櫓付きの高い⽯の壁によって固く守られ、屋根付きのしっ
かりした門からしか近づくことができませんでした。 
 
異⾊の城の詳細な模型 

1611年に廃城となった後、敷地の大部分は自然に還り、平坦な高台の多くはその後農業に利用
されました。300百年あまり経った1934年に国の史跡に指定され、2006年には「日本100名城」に
も選ばれています。 

月山富田城への関心が高まったことをきっかけに、2014年には大規模な修復・整備計画が策定さ
れ、2019年に完了しました。城跡の入り口にある安来市⽴歴史資料館には、月山富田城や城下
町を詳細に再現した大型模型のほか、出土品や地図などの歴史資料が展示されています。 
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006-018 
中海・宍道湖圏域多言語解説協議会 

【タイトル】 和鋼博物館 
【想定媒体】 WEB、パンフ 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

⽰ꙸ擻꺉 
⽰ꙸ擻꺉䋧◇ 1993 䇗┥ꠅ凹篸仼儗⚩簊回ꚗ泳荔⻻馐ꬨ回ꚗꬨꮠ⺱㚷

妨⹿创氳렺곽儬氳ⷧ⺒ն擻꺉鵠鲋㲓擻㛻㵸氳环⛮㲓俍嘗㑔յ䏆⥽顫乢⹖◎ⲁ㷤炐璡䎬
䌋⺸几♜㷤炐▽鲹熨せ┉耇憤⯆⭴曑ꙸ⯆⛼剩顏仼儗⭾氳┥榫ꙸ免氳泳荔ն 

⽰ꙸ擻꺉氳䋧环┚仼儗蜷⺳回ꄌ栏㳄յ泳爊栏㚖⟯㎁┉(-)䕜䕜注⪩☽
氳鷉溿泳⛼循┯⫂䏆⿏岑鲾⽰ꙸ妨仼儗ꙸ┉陊㶩佭☽◇ 1914 䇗⮡鵲氳ն 

㱧全䄬㏐㚲╈㎁㸔㏐┱重般饖ⴎ䦮㸔⹾յ⫆㸔յ뙣⹧յ㹢纱յ䇯㹢◑⹁氳╈㎁㏐亡
氳㸔㏐㸔뜃院㸔耞㳫⻡氳ꚗ溠佭⚩簊냖⿁顏⽰ꙸ氳⸊乢ն塑╯䎎㏐䦦糙剩荂⹾初㱧
全䡗╙ꄆ金氳憤ꙸ╈䑐ն循 18 ┪篕╈僿舘 19 ┪篕╈僿鲹䈴㒮䄬❠䈒氳ꙸ免傾┉䈲ⶭ⪓
仼儗榫ꄈ氳 80%♔┕ն 
 
ꄆⱱ뀕ⲁ氳泳荔 

⻻馐ꬨ回ꚗ㡏◇ꚗ溠鲹熨⸊乢全舅⻡篱㵸ꚗ겖睧յ舅抆곽⴬氳菋㹞㹿ն糙休ꚗ
겖睧⚢舅抆婡血循媞孲┚嶼孲氳屲嫫╈ն┘鲋僄剩顏ꚗ溠氳꺙鴲ꃾ꥘㏐佭邤꨽氳㽕㙇ն 

17 ┪篕企僿几♜⹠伺▽┉熨⺳╙ꚗ狍孲氳ꄆⱱ坟熊嫏妨鵠鲋䷊鷺嶼孲阻糌
┉硍⮜姢ꠕ┚姢娢⮵榫ꄆⱱ㵨婡ꄆ氳ꚗ溠☳㹿骤⽰嫫孹╈坟熊⭴全ն鲹걸泳⛼☢循⫸㰚
鲽车㍕╙塝休仰꧎⫡┯惉嶃ն 

⻻馐ꬨ回ꚗ鲸꧎金㛻ꄈ剩顏儒憈縡╈㎁㸔㏐䕞㞑䦦糙葴㳢氳漲儒冷╙儒憈榟◲䬠
❠▽⩘餉⸊乢ն┉鯺回ꚗ逈燢╙┉┪꧎寕縵 12 ⻙儒憈鲹㶩䙬⽏浔꧎金択懱 15 ◵
叜冷氳剨儒ն19 ┪篕企僿⻻馐ꬨ回ꚗ氳렲沸休僿夷䇗篑糙 900 ◵氳㸔冷逈溯⚓ն㶽留䎎
休鵠鲋鵲冷䫣亨簾鉯▽鲹熨䄉㛻氳朅㗟䏆⿏⛙僄篳☱ꥈ♔辍⩘舅抆顫嶏氳寕縵ն 
 
夷䇗┉䈴亍挾慀 

⻻馐ꬨ回ꚗ✳榫睳㎻璵䡗氳挾慀鵠鲋㛻㑔几ⱱ耾馐䌋氳㛿곽畴렺곽˒˒곽畴┚
䢷敯䪷⮜氳琉⯆곽留注鳀ն夷埠回ꚗ⯥齉金亍䋧┉䈴睳㎻挾慀⪭┖佭┉㝄㒪◇㏐┖氳鵠
곽硍簊⺎䅬Ⲃ⸼ꢝ䏆⿏ꙸꚗ顏ꄈ氳嵸妰ն 
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回ꚗ䑒걺鳀簘└㛿┘亇塑儒憈յ렺곽淋䪷⭴慀僄篳꧎金䥷ꢝ睳㎻挾慀䣉耇⹧⭴
┉㐉 3 ⻙ꄆ氳睱ꚗ㐉ꈣꮠ⺱头⪭╈⺆糙┉㵸鼨坟佭本顜氳曑ꙸⰑ┖氳⮟
佭⿁顏鰏䄑氳ꚹꚗ妨榟ꚗ█燢ꛎꚗꚹꮠ⺱侁ն㞝凶╙▽藜⹧꜑鵲仼儗⭾氳
ꙸ免夷䇗☱⚢䧝⭓╲注⺱氳亡䌋⻪榫鲹걸泳荔丘埠ն 
 
㱥䥉⚩簊泳荔 

循 19 ┪篕╈僿重亡措拡냖慀⚩⪍仼儗╯⯥⪓㎁⺨㏐齉循✳榫┘⺱䎬䌋氳⻻馐ꬨ回ꚗ
全榟◲ꙸꚗն⛙榺◇냖慀循篺宁䷞曎┕粮剩ⲡ⚩簊亡䌋氳榟柳狝ꠑ鵄峀蚝籔⮽ 1945
䇗休⭓╲䄖簈鴇ն┘鲋❤抆糙┉◙⭾ⵁ⽰糙䑐几㵨⻻馐ꬨ回ꚗ泳荔鈼╙本顜氳乄⴬鸆◲
循篑 50 䇗⯥ꄆ亍䕄㛄▽鲹┉泳荔ն 
 
䋯꺉休ꠑ9:0017:00֐⪍㏜䡽舘 16:30 
ꠊ꺉仼⼽└㞝鷕荣⡾仼յ辍⚔仼걹滑⩕份科⡾僿ꠑ12 僖 29 仼1֐ 僖 3 仼 
ꠅ烨310 仼⩕냖╈榟 210 仼⩕⮤╈⽰㵸栏榟⩦顠 
 

---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜繁体字＞ 
 

⽰ꍆ簷擻귈 
䋧亥 1993 䇗氳⽰ꍆ簷擻귈㵬ꝛ㷤炑仼儗⥉礶⬇ꖺ䄄諠ր編馐ꭽ⬇ꖺցꭽꮠ⺱ր⤕ց

ⷊ結♏氳렺겨嚂氳塽⺒簷擻귈♓⺨牊䎬䌋✿☮磇鵞牊耙┉耈抦邯示ր曑ꍆց邯獲睹韭
仼儗⭾氳㵬榫ꍆ免氳䄄諠⥾佭酒擻㛻㵸氳环냉酒俍嘘㑔鬼⥾鞴乣⹗◎Ⳃ遫糌 

⽰ꍆ簷擻귈氳䡗环艃仼儗蜸經⬇ꄌ逖邖䄄逖簷㚖⟯㎜┉-䕜䕜注꟯
☾氳熭溿䄄獲㏇哆⪐鬼ꮷ岒鸞ր⽰ꍆցⷊ仼儗ꍆ┉鍢㶩佭⟯㎜┉亥 1914 䇗Ⱚ鵳氳 

逺✿䄬㏑谊煉㎜㸔㏑典重嚛饖ⴎ䦮㸔⹾㹮㸔둊⹦㼗劯䊸㼗◑窱氳ր煉㎜㏑亡ց
氳㸔㏑㸔뜄鎊㸔耝邽⻢氳ꖺ溠佭⥉礶냖⿁韭⽰ꍆ氳⸊乣⫋ⱶ┕樧㏑䳕僘睹荂⹾阁
逺✿䡗憡▽ꄆ釒抦ꍆ煉䑐鵞䈴㒮䄬❠䟕氳ꍆ免㏇ 18 ┪硕煉僿舘 19 ┪硕煉僿傾┉食⛯
仼儗榫ꄈ氳 80%♓┕ 
 
ꄆⱱ꿄Ⳃ氳䄄諠 

ր編馐ꭽ⬇ꖺց氳⸊乣րꖺ溠ց✿舅⻢碸㵸ꖺ갤睨氳菌㽗㹿舅抇겨ⴭ僘侈ꖺ갤睨働
舅抇婢徢㏇媞孳艃嶽孳氳屲嫬煉┘鷪睹韭ꖺ溠氳䫑꥙㏑꺙鹡麅佭邤꨾氳鏡㙇 
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17 ┪硕企僿☕⠟氪伺▽┉牊經憡րꖺ狎孳ց氳ꄆⱱ⮈ꦗ嫏鵂鷪䷊鷻嶽孳錄糌┉
硎⮛姢ꝼ艃姢娣⮵榫ꄆⱱ㵫婢ꄆ氳ꖺ溠䐍㹿溍⽰嫬廚煉⮈ꦗ示✿鵞ꯁ䄄獲⺆㏇⫸迭鶡
车㍕憡鵞侈塜㞒┘ꧏ釒鱖哆惊嶄 

編馐ꭽ⬇ꖺ麅ꧏ釒㛻ꄈ氳睹韭儒憉縡煉㎜㸔㏑⯺㞒䳕僘葵邴氳漲儒冷憡儒憉榟榣
䬠❠▽⩙餉⸊乣┉魹⬇ꖺ逈牒憡ր┉┪ցꧏ寖縶 12 ㊚儒憉璢亥ꧏ釒抟揎 1 ⪞ꮾ叝冷
氳嘻儒㏇編馐ꭽ⬇ꖺ렲沸氳 19 ┪硕企僿夷䇗硝僘 60 ⪞ꮾ氳㸔冷逈溯⚓⨅畚樧侈鵂
鷪鵳冷䫣亩稸鉮▽鵞牊㛻氳梫㗟滭㚁䏴☱ꦙ♓適⩙舅抇鞴嶏氳寖縶 
 
夷䇗┉䈴于挿摑 

編馐ꭽ⬇ꖺ✳榫랧㎻疤䡗氳挿摑鵂鷪㛻㑔☕ⱱ胶馐䌋氳ր㛿ց겨畵렺겨˒˒겨畵艃
䢸敻䪶⮛氳琉邯겨畚注鵿夷埡⬇ꖺ私齉釒于䋧┉䈴랧㎻挿摑⪭┖佭┉㝄㒪亥㏑┖氳鵡
겨硎礶絢⸼ꢝ鬼ꮷꍆꖺ⿁韭氳忣姇 

⬇ꖺ䑒ꯄ鵿箛└㛿┘亝ⱶ儒憉렺겨┾䪶示摑峟䏴ꧏ釒䥸ꢝ랧㎻挿摑䣉耈⹦示
┉㕶 3 ㊚ꄆ氳睲ꖺ㕶րꈣցꮠ⺱ր头ց⪭煉⺆僘┉㵸鼨⮈佭本鞕氳曑ꍆⰒ┖氳齉佭⿁
韭鬴䄐氳ꉱꖺⷊ榟ꖺ熔牒ꗛꖺꉱꮠ⺱ր걦ց波⮽☬㛿憡▽抦邯于仼儗⭾䢦ꧏ
ꍆ免鵞ꯁ䄄諠夷䇗☱働䧞䇭╲注⺱氳亡䌋逈グ榫丨埡 
 
逷闀⥉礶䄄諠 

㏇ 19 ┪硕煉僿重亡掫拢냖摑⥉⪌仼儗╯私㎜⺨㏑齉㏇✳榫┘⺱䎬䌋氳編馐ꭽ⬇ꖺ
✿榟榣ꍆꖺ⛙榺亥냖摑㏇祺忳䷞曎┕催睹笛⥉礶亡䌋氳榟这狞ꝴ鵅廍逈㙪立⮽ 1945
䇗侈䇭╲䄖磿饊┘鷪❤抇僘┉◚⭾ⵁ⽰僘䑐☕㵫編馐ꭽ⬇ꖺ䄄諠釲憡本鞕氳乄ⴭ鹨榣
㏇硝 50 䇗私ꄆ于䕅䐞▽鵞ꯁ䄄諠 
 
ꝧ귈侈ꝴ9:0017:00֐⪌㕙䡽舘 16:30 
ꝥ귈仼鶝└㞞鷖疒⡾仼適⚔仼ꯂ䋟⩕份䷒⡾僿ꝴ12 僖 29 仼1֐ 僖 3 仼 
ꝛ烩310 仼㎨냖煉榟 210 仼㎨煉㵸逖榟⩦鞞 
 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 

 
和鋼博物館 

1993年に設⽴された和鋼博物館では、日本の伝統的な製鉄技術である「たたら製鉄」の歴史が
紹介されています。上質な日本刀の原料として使われた特別な玉鋼を製造する唯一の方法である
「たたら製鉄」について、実物大のジオラマやビデオ、参加型の展示などを用いて説明しています。 

和鋼博物館は、日本の有名な冶⾦学者、工学博士号を持つ俵国一（1872-1958）博士の
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科学的研究にヒントを得て設⽴されました。彼は「和鋼」という言葉を1914年に生み出しました。 
安来市は中国山地（⿃取、島根、岡山、広島、山口の5県を含む本州の⻄部の東⻄に走る大

山地）の麓に位置し、ここでは伝統的な高品質の和鋼の原料である砂鉄が豊富に産出されます。
良港の存在と相まって、安来市は製鋼の一大拠点となりました。18世紀半ばから19世紀半ばにかけ
て、一時は日本全国で使われた鋼の80％以上を供給していました。 
 
重⼒を利用した製法 

たたら製鉄は、小さな鉄の粒子を含む花崗岩が自然に風化してできた砂鉄を使います。鉄の粒子
は、川や小川に沈殿した泥に自然に溜まることがあります。しかし、最高品質の砂鉄を採る場所として
好まれるのは、崖の露出面です。 

「鉄穴流し」と呼ばれる、重⼒を用いて原料を分離する手法は、17世紀初頭に開発されました。小
川の流れを変えて、幾つもの水門と池を通るようにし、そこで重い砂鉄を⽯や泥から分離する方法です。
これは、水が農業に必要ではなかった冬のみ⾏われました。 

たたら製鉄ではまた、高品質な木炭が大量に必要でした。そして中国山地には木炭を作るのに適し
た硬材の森に恵まれていました。「一世」と呼ばれる1回分の製鋼では、12トンもの木炭が使われまし
たが、これは1ヘクタール（約15畝）の森林の木材に相当します。19世紀初頭のたたら製鉄の最盛
期には、毎年約60ヘクタール（約900畝）もの森が破壊されました。環境に大きな影響を与えない
よう、森林再生の取り組みも⾏われましたが、天然の木材供給を補うのは最終的には難しくなりました。 
 
毎年作りかえる炉 

たたら製鉄の過程では、粘土製のたたら炉が使われ、炉には人⼒で動く大型の足踏み式天秤ふい
ごが、扇のような竹の通気口を介してつながっており、給気していました。製鋼を⾏う度に、鋼の品質を
損ねる可能性のある湿気をなくすため、地面の下に配置された通気システムの上に新たな粘土製の
炉が作られました。 

製鉄の工程では、3日にわたって燃料の木炭を常に追加し、空気を送り込み、スラグを取り除く作
業を続けたのち、粘土製の炉を破壊してから3トンの粗鉄「鉧」を取り出します。それには低品質の「銑」
も含まれていたため、貴重な玉鋼はその中でもごくわずかでした。この工程は、今でも新しく日本刀用
の鋼を作るために、ほぼ同じ手順で年に数回⾏われています。 
 
伝統の保全 

19世紀中頃に⽯炭を燃料とする高炉が導入されるまで、様々なバリエーションのたたら製鉄が日本
中で鉄と鋼の生産に使われていました。高炉の方が経済効率が良かったため、伝統的な手法を選ぶ
理由が徐々に薄れていき、1945年には事実上消滅しました。たたら製鉄を価値ある文化的遺産と
考える刀鍛冶やその他の人々によって、この製法は約50年前に復活しました。 
 
開館時間︓9:00〜17:00（入館は 16:30 まで） 
休館日︓水曜日（祝日・振替休日の場合は翌日）、年末年始（12 月 29 日〜1 月 3 日） 
入館料︓大人 310 円、高校生 210 円、小・中学生無料  

283



 

006-019 
中海・宍道湖圏域多言語解説協議会 

【タイトル】 安来市加納美術館 
【想定媒体】 WEB、パンフ 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

㱧全䄬塑篞紇儛꺉 
鲹䈴紇儛꺉㏿蛽◇㱧全䄬䇯忞槅깰卢䃷槭ꡭ鲤氳┉╄冷儒竴葴氳㸔隵╈┥ꠅ㷤炐槇

㳄塑篞薮觷(1904-1977)氳榟䇖┚⛼⿁ն塑篞薮觷⸊儗┉波䫙婆重嬤媧槇阪篮1938 䇗☽⛼
╙䡟休槇㳄逈籁⪍仼儗流㎁ꡯ⫠㜽颬╈㎁㸔重餐婆⽝⮡⛼撕㎁겗免槇ն循╈㎁鵘槴僿ꠑ
☽䋯㡏寘餉姢槇┚░嫏縡鲹◙荔儛䎬䌋䡗╙▽☽侪䇗氳⮡⛼ꄆ䑐ն 

仼儗䤸꡹⺵䡟休氳篺ⷧ即✳塑篞薮觷䡗╙┉⺳⽰䇖孨ⲁ㳄ն1949 䇗☽䋯㡏⺸虜䏱
㳒䷓䈢陴䛄╙黁◙䄖逈㲋糇氳⯥仼儗⫠几◂⹧㛻颐ն☽簄虜䏱㳒䷓䈢겅㵗几㳞⭴▽ 300
㛢㵟깴⻡䖖䕐氳⟔♭⽛⺤⽰䇖淋炭姳⸊隂黁◙┘⺎⸊隂氳鲋ꛯն☽縨䑐┦㐍䧏┘珍
氳Ⲅⱱ篳◇循 1953 䇗糙▽篾冽休♳虜䏱㳒䔅簊㒞㶂汷鳞㝝٬㰚ꄅ陷(Elpidio Quirino; 
1890-1956)㲛䄭㛻颐 105 ⺳仼儗䡟敨ն⡬䐂┉䬠氳佭㒞㶂汷鳞㝝٬㰚ꄅ陷氳㠦查⽰ 3 ╄
㰨查㏰循☽ꪫ⯥逈仼儗㚖⪬儴㲺⛙☽┚塑篞薮觷⺵全䡗╙▽䧹娶䯦䣆╙后㵗┪槡⽰䇖
縡Ⲅⱱն 
 
㏜꺉䄭㷀┚꺉誾瞿⿁ 

鲹䈴㵸䄇瞿舚յ꺉誾╋㳫氳紇儛꺉◇ 1996 䇗循塑篞㳄仍䷚㷉仾㏥┕䋧䡗榺荔儛㳄氳
Ꝛ查˒˒䄖䷚氳塑篞见㓹(1934-2008)⹠颯⮡䋧ն꺉⫂糙┼㷄哦氳㷤炐狝ꠑ⪭╈┉╄㷤ⷦ
┥ꠅ阭澈塑篞薮觷╙⽰䇖再┯┚䡟敨㛻颐䢦⢢氳Ⲅⱱ⪭☽㷤ⷦ⮟鯺孲㷤⭴ 120 㛢♭☽氳
簃槇⹖鈼鈿荔儛⛼⿁休ꠑ饖䈲☳䡟⯥┉波滑簘⮽ 1977 䇗☽⸼┪ն 

紇儛꺉鲸䷅誾▽ 800 㛢♭仼儗榻䧗⺎丘氳㚷⯥懱仼儗⪠㛻⹿猗╯┉ꢾ本⿁ն
循紇儛꺉蓞㲝╞ⱴ氳攑⮷孨ⲁ╈㳒梅⺎♔☆䣆鉵䱐瞿鴲氳㚷⯥懱誾⿁ն꺉⫂⺁誾糙 290
⛸♭╵懱仼儗⚩簊蓞ꢾⴎ䦮媞军㳑埠鼃(1890-1966)յ蔞䃷╋誾(1894-1985)璡朆
创ꢾ荔㛻䄳氳⛼⿁ն塝㛚紇儛꺉鲸糙┉䤉丘ꄈ⺎鈸氳仼儗槇誾⿁全舅塑篞薮觷⺱休创氳
湳⺳槇㳄⪵㞑娶㵸ꄇ琉允(1889-1979)┚娢榹鸬黉(1895-1988)ն 
 
䋯꺉休ꠑ9:0016:30֐⪍㏜䡽舘 16:00 
ꠊ꺉仼⼽◅㞝鷕荣⡾仼յ辍⚔仼걹滑⩕份科⡾僿ꠑ12 僖 25 仼1֐ 僖 10 仼 
ꠅ烨1100 仼⩕㛻栏⽰냖╈榟 550 仼⩕⮤╈⽰㵸栏榟⩦顠 
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---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜繁体字＞ 
 

逺✿䄬ⱶ硱紈轱귈 
鵞䈴紈轱귈㏿蛾亥逺✿䄬䊸悅ⶆ괺卣䃷槭ꡭ鲥氳┉撵冷儒竵葵氳㸔隵煉㵬ꝛ㷤炑樔

邖ⱶ硱薯觸1904-1977榟䇖艃獲⿁ⱶ硱薯觸⸊儗┉波䫚⹨重嬤媧樔鋍穓1938 䇗☾
獲憡䢇侈樔邖逈稶⪌仼儗䅒㎜ꣃ髭私䏢煉㎜㸔重泹⹨⽝Ⱚ獲䚂㎜╚紶注꟯樔獲☾㏇煉
㎜鵙槴僿ꝴꝧ㡐寘餉姢樔艃傴嫏鵞◚諠轱䎬䌋熔䡗憡☾侪䇗氳Ⱚ獲ꄆ䑐 

䢇侈氳祺塽阁ⱶ硱薯觸㏇仼儗䤸꡺䏴䡗憡┉經⽰䇖孨Ⳃ邖1949 䇗☾ꝧ㡐⺸虝䏱韇
䷓䈢鑃갾憡黁◚䄖逈遝糆氳私仼儗髭☕撏⹦㛻颐☾⩝䏴礢虝䏱韇䷓䈢ꯝ㵷☕邰示▽ 300
術㵟굜⻢䖖䕐氳⟔♭⽛眥⽰䇖┾炭姳ր⸊鑔黁◚┘絢⸊鑔氳鷪ꎭց1953 䇗☾縨䑐┦
㔌䧐┘䟒氳ⲅⱱ磚亥僘▽磶冽侈♴虝䏱韇竭礶㒟撨汷鳟裸٬迭ꄅ钱Elpidio Quirino; 
1890-1956遭䄭㛻颐 105 經仼儗䢇敨ꦙ耈絢鞕氳佭㒟撨汷鳟裸٬迭ꄅ钱氳㠧㯹⽰ 3 ⠕
迺㯹佭㏇☾ꪫ私逈仼儗㚖⪬夋邍氳⛙☾䏴✿ⷙ艃ⱶ硱薯觸䡗憡䱁⹘┾䶒䣆憡遭㵷┪槡
⽰䇖縡ⲅⱱ 
 
㕙귈䄭㷀艃귈調矀⿁ 

1996 䇗榺諠轱邖氳ꝏ㯹˒˒䄖䷚氳ⱶ硱嶳㓹1934-2008氪鵞䈴㵸䄇矀穢귈
調雧邽氳紈轱귈亥ⱶ硱邖䷚㷉艋㏥┕䋧䡗귈⪐僘砌㷻嗻氳㷤炑狞ꝴ⪭煉┉⠕㷤䋙㵬ꝛ
鋘ꍖⱶ硱薯觸憡⽰䇖◄哆艃䢇敨㛻颐䢦⢢氳ⲅⱱ⪭☾㷤䋙⯞魹孳㷤示 120 術♭ⱶ硱薯觸
氳筑樔⽰釲鈫諠轱獲⿁侈ꝴ饖食䐍䢇私┉波䋟箛⮽ 1977 䇗⪭⸼┪ 

紈轱귈麅䷅調▽飃鷪 800 ♭仼儗㷎䧘絢丨氳ր⤕私揎ց仼儗⪠㛻結獟╯┉ꢾ㉻本
⿁韇遫㏇紈轱귈蓟那艈鰾氳攒禁孨Ⳃ煉絢♓鈒䣆銕䱑矀鹡氳⤕私揎調⿁귈⪐⺁調僘 290
⛸♭嗞揎仼儗⥉礶蓟ꢾ㉻ⴎ䦮媞◒㴸埡鼃1890-1966蔟䃷雧調1894-1985
璢杯♏ꢾ諠㛻䅨氳獲⿁ꢝ塞♓㛛紈轱귈麅本調▽ⱶ硱薯觸⺱侈♏湳經樔邖⪵㞒⹘㵸ꄇ
琉ㄮ1889-1979⽰娣榹鸌黉1895-1988氳獲⿁鵞䤊仼儗樔調⿁氳丨ꄈ注樧絢鈶 
 
ꝧ귈侈ꝴ9:0016:30֐⪌㕙䡽舘 16:00 
ꝥ귈仼鶝◅㞞鷖疒⡾仼適⚔仼ꯂ䋟⩕份䷒⡾僿ꝴ12 僖 25 仼1֐ 僖 10 仼 
ꝛ烩1100 仼㎨㛻逖⽰냖煉榟 550 仼㎨煉㵸逖榟⩦鞞 
 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
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安来市加納美術館 
安来市加納美術館は、安来市広瀬町の飯梨川の川岸近くの森繁る谷に位置しており、加納莞

蕾（1904–1977）の生涯と作品を紹介しています。加納は、1938年まで洋画の油絵の教育を
受け、愛国画の制作を依頼されて日本帝国陸軍とともに中国山⻄省に派遣されました。中国滞在
中に加納は水墨画と書道を始め、晩年にそれらを中心とした活動を⾏うようになります。 

戦時中の経験から、日本の降伏後は平和活動家として活動し、1949年にはフィリピン政府に戦
争犯罪で有罪判決を受けた元日本軍人の恩赦を求める請願を開始しました。彼はフィリピン政府の
指導者たちに300通以上の反省文を送り、平和を訴え、「許されざる者への赦し」を求めました。彼の
忍耐強く粘り強い努⼒は1953年にやっと実を結び、当時のエルピディオ・キリノ大統領（1890-
1956）は105人の日本人戦犯の恩赦を宣言しました。キリノ大統領は目の前で日本兵に妻と3人
の子供を殺されていたのですが、加納とキリノ大統領は親友となり、共に平和を訴える努⼒を⾏いまし
た。 
 
レイアウトと収蔵品 

コンパクトで内容が大変充実されたこの美術館は、加納莞蕾の⻑男である故・加納溥基が、実家
のあった場所に1996年に設⽴したものです。収蔵・展示スペースは2階分あります。展示室の1つでは
加納の平和と恩赦の活動を紹介し、そのほかの展示スペースでは戦前から1977年に亡くなるまでの
加納の絵画やその他の作品120点以上を順次展示しています。 

またこの美術館は、日本屈指とされる800点以上の備前焼（日本六古窯のひとつ）コレクションを
所蔵しています。館内の茶室で開催される特別イベントでは、これらのコレクションの中から厳選された
ものに触れることができます。所蔵品には、河井寛次郎（1890-1966）や荒川豊蔵（1894-
1985）などの現代の巨匠の作品を含む、290点を超える楽焼（日本伝統茶器）も含まれます。ま
た、加納と同世代で友人でもあった、小野竹喬（1889-1979）や池田遙邨（1895-1988）と
いった有名な画家による日本画も多数コレクションしています。 
 
開館時間︓9:00〜16:30（入館は 16:00 まで） 
休館日︓⽕曜日（祝日・振替休日の場合は翌日）、年末年始（12 月 25 日〜1 月 10 日） 
入館料︓一般 1,100 円、大学生・高校生 550 円、小・中学生無料 
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006-020 
中海・宍道湖圏域多言語解説協議会 

【タイトル】 広瀬絣センター 
【想定媒体】 WEB、パンフ 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

䇯忞礝篲╈䑐 
礝篲礝ꮠ⺱㾆佭┉熨仼儗⚩簊篥篲泳荔˒˒⩝簄篲篪刌荈⫋篲䡗⭓⛰䡝㎂

终篤劫氳䄭乢ն礝篲氳篤劫鱦籃⚢⼑朆⭴里攑氳嘗矖䷞冽鲹█塜佭⪭⺳燢氳榺全ն循 1825
䇗舘 20 ┪篕企僿㱧全䄬䇯忞槅傾佭竴沸氳礝篲◲┯╈䑐鲹┉休僿陛榟▽阵㛢⮷┉劲
氳阻阞ն1985 䇗䇯忞礝篲╈䑐䡗环仿循⚩䤕鲹┉本顜氳㏐亡䣆泳荔⚩簊ն 
 
鷥⹖◘孙氳泳荔䤗嫏 

礝篲氳㎁ꡮ鵠榫儛陪佭ikatն豓抆鲹╄陊嶏舅뀐全陪⽰ⷅ㶻陪⛙几♜阡╙鲹걸泳
荔颯嶏◇ⷅ䈲抆⺵⚩⮽┱好◘㍕塝礝篲循◘孙䦦糙ꪝ浪䖬╦氳ⷧ⺒縡仼儗燢╙礝
(kasuri)氳䤗儛█佭⪭╈┉熨ն⪝⩕ 8 ┪篕ꃾ榫鲹熨泳荔⯆䡗氳瞿紇僻篲⿁篺╈㎁⚩⪍仼
儗㞝凶☱本誾◇㜧荂氳塜☹ꢚն12 ┪篕颯鲹┉泳荔循枂杷曓㎁凶仼儗⫿簞䐂⮽냖
䈲⹠㷤ն1609 䇗仼儗▆䃸蛋破諿⪍南枂杷⺵院泳荔█逈䌖⪍仼儗好鼨ն⮽ 18 ┪篕╈
僿鲹熨篲鵲䤗嫏䄖⚩䲭舘仼儗╈鼨氳㜧荂㏐奏淋逈䈒榫◇刻劲⛦䉸┦縨榫氳厚䄭篲鵲
╈☳塝鲹眷篲擻█鲽⪍▽㵖浪氬㡤㳄ն19 ┪篕企僿仼儗寜朆⭴㛢╄湳⺳氳礝篲◲㏐
䇯忞➘佭⪭╈╯┉鲹ꄅ氳礝篲⯆⿁䇯婆菩鲜鲾ꛖ仼儗⺨㏐ն 
 
竴㛄瞿篱氳⯆⛼泳䈌 

䣆泳篲㶩냖⿁顏氳礝篲擻冓╙縵顠几ⱱ丞╄鲋爊꧎金 30 㛢╄塠끈ն篲䡗餉㛫⯆⛼┉
♭⽰僜氳┉⹛篲擻ꪫ燠⶝⛤Ꝛ篑 13 眦㳑篑 38 ⷿ眦礝篲擻꧎金 3֐2 ╄僖ն 

䇯忞礝篲鵠浪✳榫厚篪⩝㵨⪭ꛐ循Ꝛ儒几┕♔➘循刌荈⯥ⴄ墙⭴篤劫ն鲹┉鲋爊⚢
榫⮽⺎ꄆ㛄✳榫氳篣嘗⪭╈糙◙䄖⚩䤕丘创ն礝篲氳⪩꜄循◇鵠鲋䫝⯆刌乢鵠浪佭㛿抆
ꪕ衹ꡭ浔氳奏㓊⟊槴氫荈鼨坟☳縡循篲擻┕䎬䡗篤劫ն䇯忞礝篲ꃾ榫僄⚩簊氳䤗嫏
妨循꧎金槴氫氳⛤糌榫睱矿氳띳篪㵨篪㍙碧碧䣊⛩ꡢ塛刌乢峈⪍ն꣮ ⺵篪㍙逈科⪍㛻刌
籧╈榫ꪕ衹刌荈╯⺵䥷⸼䣊篪յ岳嬲յ俥䇕➘⺎榫◇篲䄭▽ն篤劫阻阞┚刌荈鲋爊齉㓹
◇瞿㳢阞畀篲䄭休█꧎瞿固㵒⛤夷┉纱篪ն⚩簊┕䣊篪⽰篲䄭㛢榺⶝╄㳄䉁㱮䡗糙休
㰨查♜█⚢䅬䑯ն 
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╚겗⽰㎂终 
䇯忞礝篲╈䑐㷤⭴▽⚜㛢瞿紇氳䎎㏐礝篲⛼⿁♔⹖┉䤉⟊柳㱮㞑氳⹿蝔篤劫劫儗ն

礝篲㎂终僄⮤㛢╙㵸䄇氳⭓⛰劫䌋⮽ 19 ┪篕粮╙竴㛄氳霅㎂终鵄峀⹠㷤颯全ն䇯忞
氳礝篲泳ⵁ♜䳟Ꝛ鲡榫㛻㑔յ됁伺氳霅╚겗⪭╈┘╴⺮烤瑞⺙奃㞝霅䏣Ꝛ㵝氳♂뚨┚
╰륻䡝佭됉돡յ䇟鲡╯烖璡㳺䙬㞑鲡氳䎬霅ն鲹◙╚겗┚㛻㑔⭓⛰㎂终䄇㟓篾⺭䏢䏢ꃾ
榫◎注冶ꛯ䡝ꄆ氳㛻羑冘㎂ն注㵒甏嬕氳⭓⛰㎂终㛢榫◇泳⛼僜⽰仼浪⽰僜縡ꁻ泘榟
ⲁ氳霅╚겗⮟逈榫循ꪫ燠鰏㛻յ耇⩘坟㷤朆㎂终紇䚊氳擻♭┕奃㞝⽰僜յ㏿㒀յ倉䅊
ꠅ䅊յ逈㝄ն 

䇯忞礝篲╈䑐氳劭䑐泳⛼佭䤗荔⚩䤕ն鲹ꄅ鿥㚷▽ 30 㛢⺐⚩簊篲儬浪䇗䋯阻䷸栏陻
爊ն全阼縖⺎♔⹇塑湿休ꠑ氳ꪕ衹刌荈⛮뀰孨ⲁ鴲顔⺨眷䇯忞礝篲⯆⿁鲸耇循╈䑐氳蔴
뜷ꪫ䈙⿁㶍䎎㏐蔴뜷ꪫն 
 
䋯꺉休ꠑ10:0017:00֐ 
ꠊ꺉仼⼽└⩕份科⡾僿ꠑ 
ꠅ烨⩦顠 
 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜繁体字＞ 
 

䊸悅礝笞煉䑐 
礝笞礝ꮠ⺱ր㾆ց佭┉牊仼儗⥉礶碞笞䄄諠Ջ⩝㵫稘刍荈⫋鵂鷪笞鵳✳䄭

乣杯示䇭⛰䡝㎬勇硭嘚硭嘚麕稫暐攒氳嘘矗䷞冽佭礝笞氳┉㛻攒䐹縡⪭經牒塜嶏亥
塞䐍 1825 䇗舘 20 ┪硕企僿逺✿䄬䊸悅槅傾佭竵沸氳礝笞榣哆煉䑐僿ꝴ鏒榟▽錊術
禁┉劲氳錄銷憡▽⥉䤖鵞┉本鞕氳㏑亡䣆䄄諠⥉礶䊸悅礝笞煉䑐亥 1985 䇗䡗环 
 
鷦⹗◟孚氳䄄諠䤗嫏 

礝笞氳㎜꤂鵡榫轱鏥佭րikatցꥹ抇鵞⠕鍢嶏舅껊✿鏥⽰ⷆ㶼鏥⛙☕⠟鏂憡鵞ꯁ䄄
諠嶏亥ⷆ食抇䏴⥉⮽典⶟◟礝笞㏇◟孚䳕僘ꪞ䅻䖭╦氳塽⺒縡仼儗牒憡ր礝ցkasuri
氳䤗轱熔佭⪭煉┉牊㏇重⩕ 8 ┪硕侈䫑榫鵞牊䄄諠邯䡗氳矀紈礸笞⿁祺煉㎜⥉⪌仼儗
㞞☬☱本調㏇㜨荂氳塜⠒ꢚ⪐鵞┉䄄諠亥 12 ┪硕㏇枃杷曓㎜☬仼儗婵筏䐂⮽냖食
氪㷤仼儗▆䃹詫䰷謁㏇ 1609 䇗⪌枃杷䏴塞䄄諠熔逈䌖⪌仼儗⶟鼨18 ┪硕煉僿
鵞牊笞鵳䤗嫏䄖⥉䲮舘仼儗煉鼨氳㜨荂㏑ⶆ┾逈䟕榫亥⧎劲⛧䉸┦縨榫氳厚䄭笞鵳煉
䐍塞熔鶡⪌▽䅻氬㡥邖19 ┪硕企僿仼儗嵖杯示術⠕湳經氳礝笞榣㏑⪭煉➘ⴎ⻢▽
䊸悅鵞遵氳礝笞邯⿁䊸⹨塚鲝鸞ꊸ仼儗⺨㏑ 
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竵郀矀碸氳邯獲䄄䈌 

♓䣆䄄笞㶩냖⿁韭礝笞擻氳丞⠕鷪ꧏ釒祺塽 30 術⠕塠꿷哗⪭縶鞞☕ⱱ萵釒笞䡗
餉㛭邯獲┉♭⽰僜氳ր┉⹚ց笞擻ꪫ犉ㄲ⛤ꝏ硝 13 ⪞㶹㴸硝 38 ⪞⮈礝笞擻㶩
ꧏ釒縶侈 3֐2 ⠕僖 

䊸悅礝笞鵡䅻✳榫厚稘⩝㵫⪭ꌤ㏇ꝏ儒凡┕♓➘㏇刍荈私ⴄ競示硭嘚鵞┉鷪働
榫⮽絢ꄆ郀✳榫氳碋嘘⪭煉僘◚䄖祺塽祺丨♏⥉䤖礝笞氳꟯ꐷ㏇亥鵂鷪䫞⯆刍乣鵡䅻
佭㛿抇ꪖ誻ꡭ蜸氳ⶆ㓊⟋槴氫荈鼨⮈䐍縡㏇笞擻┕䎬䡗硭嘚䊸悅礝笞䫑榫⥉礶氳
䤗嫏㶩佭㏇ꧏ釒槴氫氳⛤糌榫睲砀氳띴稘㵫稘㎯秵秵碴⛩ꡢ塛刍乣幋⪌ꤚ䏴稘㎯逈
䷒⪌㛻刍籨煉榫ꪖ誻刍荈╯䏴䥸⸼碴稘岴嬲俥▯➘絢榫亥笞䄭▽硭嘚錄銷艃刍荈
鷪齉祺鷪矀邴銷畁笞䄭侈熔ꧏ矀⬢㵴⛤夷┉劯稘❤拨樧㏑⥉礶碴稘⽰笞䄭術榺ㄲ⠕
邖䉁適䡗僘侈迺㯹⠟熔働䇆䑰 
 
╚갭⽰㎬勇 

䊸悅礝笞煉䑐㷤示▽錊術矀紈氳樧㏑礝笞獲⿁♓⹗┉䤊⟋这注樧適㞒氳結蝕硭嘚嘚
儗┉ꝧ㡐礝笞㎬勇術憡㵸䄇氳䇭⛰嘚䌋⮽▽ 19 ┪硕催憡竵郀氳霆㎬勇鵅廍氪㷤
✿䊸悅氳礝笞䄄ⵁ⠟䳟ꝏ鷠榫㛻㑔뉲伺氳霆╚갭⪭煉┘╴⺮烤瑟谝⥾佭霆䐹ꝏ
㚪氳♂떍艃懃륶䡝佭늙뇹䇟鷠╯烖璢郍䙬㞒鷠氳䎬霆鵞◚╚갭艃㛻㑔䇭⛰㎬勇䄇㟔磶
⺭䏢䏢䫑榫◎注◬ꎭꄆ橄氳㛻膛啶㎬注㵴癩廼氳䇭⛰㎬勇術榫亥䄄獲僜⽰仼䅻⽰僜
縡ꁼ泘榟Ⳃ氳霆╚갭⯞逈榫㏇ꪫ犉鬴㛻耈⩙⮈㷤杯㎬勇紈龍氳擻♭┕⥾佭⽰僜㏿
㗭倉皧ꝛ皧逈㝄 

䤗諠⥉䤖佭䊸悅礝笞煉䑐氳劭䑐䄄獲鵞遵䅻䇗ꝧ錄䷹逖鐑鿦⤕▽ 30 術給⥉礶笞
嚂鷝遫絢♓⹉ⱶ湿侈ꝴꪖ誻刍荈냉꿨孨Ⳃ鹡頇⺨걊䊸悅礝笞邯⿁麅耈㏇煉䑐氳覇뜵띤
䈙⿁ㇴ樧㏑覇뜵띤 
 
ꝧ귈侈ꝴ10:0017:00֐ 
ꝥ귈仼鶝└⩕份䷒⡾僿ꝴ 
ꝛ烩⩦鞞 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 

 
広瀬絣センター 

絣は、織物になったときに幾何学的または絵画的な模様を描き出すように糸を染める、日本の伝
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統的な織物の技法です。模様の端がぼやけるのが特徴で、これが名前の由来となっています。安来の
広瀬町は、1825年から20世紀初頭まで、絣産業の中心地として栄えました。この時代に、独特の
特徴を持つデザインが多く考案されました。この貴重な伝統工芸品の振興を目的に、1985年に「広
瀬絣センター」が設⽴されました。 
 
アジア全域で用いられている技法 

「絣」はアジアで⻑い歴史を持つ「イカット」技法のひとつです。いまでは世界共通の染織用語となっ
た「イカット」はマレー語/インドネシア語ですが、この技法はインドで始まり、その後東南アジアに伝わった
と考えられています。この技法で作られた美しい絹織物が、8世紀に中国から日本に持ち込まれ、奈
良の正倉院に保管されています。この技法は琉球王国（現在の沖縄）で、12世紀初頭から高度に
発展しました。そして九州の薩摩藩が1609年に琉球に侵攻した際に、南日本に持ち込まれました。
18世紀中頃までには、日本の中央に位置する奈良まで広がりました。安価で強度のある木綿織物に
応用されたため、多くの家庭の手の届く価格になりました。広瀬は19世紀初頭に日本有数の絣の産
地の1つとなり、人気の高い製品は全国に出荷されました。 
 
細かく手間のかかる作業 

高品質の絣を手織りするのは非常に手間のかかる作業で、30以上もの工程が必要となります。着
物一着に必要な一反（織物の単位。⻑さ約13メートル、幅約38センチ）を織るのに、通常2〜3ヶ
月かかります。 

広瀬絣によく使われる綿糸は、⻑い木枠の上に配置され、染める前に模様の印をつけます。広瀬
絣では、これに再利用可能な型紙を使います。型紙は数世代にわたって使われるものもあります。絣
のポイントは、糸の特定の部分に染料（通常は天然藍）が染みないようにすることで、それによって⽩
い部分が残り、織り模様ができます。広瀬絣はこれに関して最も伝統的な方法を用います。染料が浸
透しないように必要な部分を粗い麻繊維でしっかりとしばるのです。藍の大桶で染⾊した後、しばって
いた糸を解き、水洗いして乾燥させると、糸を織り上げる準備が整います。デザインや染⾊の工程は綿
密な計算の上に成り⽴っており、織り手は一本一本の糸を正確に配置し、各糸をずれなく配置しなけ
ればなりません。束ねたり、生地を織ったりする作業は、伝統的には各家庭で⾏われており、子供たち
が手伝うこともありました。 
 
モチーフと模様 

広瀬絣センターには、地元の優れた絣織物が数多く展示されており、保存状態の良い昔の模様の
サンプルのコレクションもあります。絣の模様は、元々は小さく幾何学的なものが多い傾向がありました
が、その後19世紀により精巧で絵画的な模様が発達しました。広瀬の絣職人は、大きくて大胆な絵
画的なモチーフの使い方をマスターし、鶴や⻲などの⻑寿の象徴である縁起の良いモチーフや、その他
鯉や幸運の神などの吉兆のシンボルを用いるようになりました。これらのモチーフは、その後、大きな幾
何学模様と巧みに組み合わされ、しばしば互いにダイナミックに交互に重なり合うような構図が用いられ
るようになりました。シンプルな幾何学模様は作業着や着物に使われ、大胆な絵柄は着物や座布団、
暖簾、布団カバーなど、モチーフを効果的に表現できる面積の広いものに好まれました。 
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広瀬絣センターでは教育に⼒を入れています。センターにある30台以上の伝統的な織機を利用し
た、教育プログラムも継続して⾏っています。短時間の藍染めのワークショップに参加したり、展示されて
いる多くの種類の広瀬絣の製品を購入したり、センター内のそば屋で地元のそばを試食したりすること
ができます。 
 
開館時間︓10:00〜17:00 
休館日︓水曜日、年末年始 
入館料︓無料 
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006-021 
中海・宍道湖圏域多言語解説協議会 

【タイトル】 さぎの湯温泉 
【想定媒体】 WEB、パンフ 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

뚱╯娧峪媼 
뚱╯娧仼陪╙סׁ׈嵡佭┉㚲㛿抆峪媼㏿蛽◇㱧全䄬氳깰卢䃷槭ն注⚩循⪝

⩕ 8 ┪篕几♜泘涰▽┉⺆氫뚱循塝婭宺媪橚脏⚮㍕塝⹠朆▽鲹㚲峪媼ն循仼儗䡟㎁休
创(1467-1615)ꡭ鲤僖㸔㳫榹㒮氳ⷧ创겅╚齉傾㵨⪭榫⛼䐒外娧䐒榫峪媼ն 

1666 䇗氳┉㏜攑㛻孌姢䰳多▽鲹㚲峪媼♔⹖깰卢䃷媯㺢氳陵㛢兎蛽뚱╯娧峪媼█꣮
╯逈鸆䑬ն篑 100 䇗⯥峪媼嶏㜍逈ꄆ亍⹠朆꣮⺵♔框╙◾憠䋧颯▽┉䈴⚩簊곽劲氳峪
媼亹꺉뚱╯娧䇹仼陪╙סׁ׈嵡蔮ն亹꺉氳⪍⹾䷊䋧舅┉剡糙 130 䇗ⷧ⺒氳⫡
艑框⸊儗⛤◇⭴◌㛻炙ꡭ鲤篺㵸䑐䥷鉯յ鱻燰舘塝淋ꄆ䋧ն╯⺵⼽鱦ꡯ簘䋯阻▽⪭☽
⭓㳄亹꺉䎬䡗▽┉兣㵸㵸氳峪媼轵ն☳鲹ꄅ塠车妨⺎䥠鱳┪槡湳⺳氳餉环紇儛꺉ն 
 

---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜繁体字＞ 
 

똞╯嵡嶾媼 
똞╯嵡仼鏥憡րסׁ׈嵡ց憡┉䈴㛿抇嶾媼㏿蛾亥逺✿䄬氳괺卣䃷槭注⥉㏇重

⩕ 8 ┪硕☕⠟㍕㏇塞泘涰▽┉ꥃ氫똞婭宺媪段脐⥏䣉氪杯▽鵞䈴嶾媼㏇仼儗䢇㎜侈♏
1467-1615ꡭ鲥僖㸔邽榹㒮氳塽♏ꯝ╚齉傾㵫⪭榫獲䐓外嵡䐓榫嶾媼 

抇縡┉㕙氪榟亥 1666 䇗氳攒㛻孌姢䰳夘▽鵞䈴嶾媼♓⹗괺卣䃷媰㺢氳術⠕纻蛾똞
╯嵡嶾媼熔ꤚ╯逈鹨䑭波⮽㛻硝 100 䇗私嶾媼嶏꯽逈ꄆ于氪杯ꤚ䏴♓逬憡◿럅
䋧┉䈴⥉礶겨劲氳嶾媼亹귈ր똞╯嵡蕾ց仼鏥憡րסׁ׈嵡荘ց亹귈氳⪌⹾䷊䋧舅
┉参僘 130 䇗塽⺒氳鱖艑逬⸊儗⛤亥示ꦴ㛻炙ꡭ鲥祺鷪䛥ꄆ䥸鉮鹞燯舘塞㏑䏴ꄆ䋧
╯䏴⼾麕ꣃ箛ꝧ錄▽⪭☾䇭邖亹귈䎬䡗▽┉半㵸㵸氳嶾媼轵䐍鵞遵塠车ⷊ絢䥡鷾┪槡
湳經氳餉环紈轱귈 
 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 

 
さぎの湯温泉 

さぎの湯温泉は、安来市の飯梨川河畔にある天然温泉です。この温泉は8世紀に、⽩鷺が怪我
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をした脚を癒すために入湯しているのが目撃されたことをきっかけに発⾒されたと伝えられています。戦
国時代（1467-1615）には、近くの月山富田城の歴代領主の御殿湯として利用されました。 

しかし、1666年の大洪水により、温泉や飯梨川沿いの多くの集落が破壊され、この温泉も忘れ去
られました。約100年前にこの温泉の源泉が再発⾒され、伝統的な温泉旅館「さぎの湯荘」の目玉と
なりました。旅館の玄関は、かつて出雲大社の近くにあった130年前の農家を改修したものです。慎重
に解体され、現在の場所に運ばれ、再建されました。その後、近くに他にもいくつかの旅館ができ、世
界的に有名な足⽴美術館の近くに小さな温泉街が形成されました。 
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006-022 
中海・宍道湖圏域多言語解説協議会 

【タイトル】 出雲織 のき⽩⿃の⾥ 
【想定媒体】 WEB、パンフ 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

⭴◌篲٬䖬ꠏ㛿뚉╯▋⪝㍩ 
丘氬䇗全㱧全䄬氳䇖⸊㏐䅠┉波佭重劈⮵◘㛿뚉氳熤㰚割䕜㏐ն框♜浪浪⚢ゅ괐牦

榹䷅基⺵墧槴氳隵睧ն鲹䈴冶孲阻亨⛤◇䇖⸊╈㜆յ┉兣⟂燢㛿뚉╯饟氳⫡鷺亰㍕塝
逈⽝⺳╙䖬ꠏ㛿뚉╯▋仼陪╙׀ס氫둊סꄅն鲹ꄅ䋧糙䅠걵氳鈸俍⺐几♜⺎循
塝鈸㴕յ䦁䯷㛿뚉淋┦┘⚢䗺䣼⮽框♜ն 

┘鲾㚲糙┉剡䄖糙氬䇗ⷧ⺒յ朆䄖逈瞿䑐⟤㛄氳葺螓⫡艑佭䎎㏐⚩簊妩㷉氳⪯㑔创
辑傾篺█佭⭴◌篲氳泳忘ն20 ┪篕企僿♔⯥篥篲㷯◇㳄䉁䣆泳┯夷䢓⫡艑╈
鵠浪齉糙┥ꠅ榫全科糌篲儬⹖⪭☽篥篲免乢氳狝ꠑն㞝凶鲹剡⹿妩㳄䄖䡗╙┉䈴㵒⪝⚜
䋯科氳炙奏孨ⲁ╈䑐䋯阻▽刌荈┚篥篲陻爊ꛐ浔啔啔眦氳㛻䢣ꠑꄅ䯹科浔丘⺐⚩簊篲
儬⽰篥鯲ն注黨䢣ꠑꄅ阻糙㍴慀ꄅ榫◇戌깭⽰⹧倉氳㏐慀⺎❠几♜循塝⿁蓞յ
ꠏ隅յ⹧倉ն 
 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜繁体字＞ 
 

示ꦴ笞٬䖭ꝲ㛿듼╯齟⪞㎧ 
䇭氬䇗✿重⚼⮵◟㛿듼┉波㵫逺✿䄬䇖⸊樧獲熥迭只䕜㏑擯⠟鹞䐆縡✿䅻䅻働ゆ

광牦榹䷅Ⱒ䏴壂槴氳牰睨鵞䈴⪞㎧⛤亥䇖⸊煉㜇┉半⟂牒ր㛿듼╯饟ց氳鱖鷻亰㍕塞
逈⽝經憡ր䖭ꝲ㛿듼╯齟ց仼鏥憡ր׀ס氫둊סꄅց鵞遵䋧僘䅸ꮼ氳鈶俍給☕⠟絢
㏇塞鈶㴖䦁䶕㛿듼┾┦┘働꿯䵑⮽擯⠟ 

┘鸞谊㏿蛾蜸┉参僘蜸氬䇗塽⺒祺矀䑐⟣䐞䏴ꄆ杯⸊靏氳葻螔鱖艑逬佭樧㏑⥉礶
妩㷉氳⪯㑔♏辑鷪⸼熔佭榟榣ր示ꦴ笞ց氳㏑亡碞笞㏇ 20 ┪硕企僿♓私㸋亥邖䉁䣆䄄
哆夷䢒鱖艑煉鵡䅻齉僘㵬ꝛⶆ㓊䷒糌笞嚂⹗⪭☾碞笞免乣杯㏇鵞参結妩邖䄖䡗憡┉䈴
㵴㛻浑ꝧ䷒氳炙ⶆ孨Ⳃ煉䑐ꝧ錄刍荈艃碞笞鐑ꌤ蜸啕啕眧氳㛻䢤ꝴ遵䵅䷒蜸䇭給⥉
礶笞嚂⽰碞髪注龪䢤ꝴ煉錄僘ր㎠摑運ց榫亥戌괮⽰⹦倉氳㏑摑☕⠟絢♓㏇塞⿁蓟
ꝲ纟⹦倉 
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----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 

 
出雲織 のき白鳥の⾥ 

何世紀にもわたり、安来の平野部には秋になると収穫後に田んぼに残された穀粒を食べに、シベリ
アから⽩⿃の大群がわたってきます。⽩⿃が飛来するこの平野の真ん中、通称「⽩⿃ロード」と呼ばれ
る農道沿いにあるため、この交流施設は「のき⽩⿃の⾥」と名付けられました。施設の屋根付きの展望
台からは、⽩⿃に不安を与えることなく観察や撮影をすることができます。 

近くにある、築100年の茅葺き⺠家を美しく復元した古⺠家は、出雲織が織られていた典型的な
伝統ある⺠家です。20世紀初頭までは織物は家内工業であり、各農家には機織り機やその他の生
地生産のための材料を置くスペースが設けられるのが一般的でした。現在、この古⺠家は、一般公開
の染⾊や織りを学ぶコミュニセンターとして機能しています。伝統的な機織り機と糸⾞が、大きな畳の
部屋にいくつか設置されています。隣の部屋には昔ながらの囲炉裏（屋内の床に設置する炊事兼
暖房用の炉）があり、お茶を飲んだり、会話を楽しんだり、暖を取ることができます。 
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006-023 
中海・宍道湖圏域多言語解説協議会 

【タイトル】 米子城跡 
【想定媒体】 WEB、パンフ 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

眦查㒮鸆㏥ 
循Ꝛ鱳 270 䇗氳㸱僖ꄅ眦查㒮氳⹙㛿㱥ꠞ㒮鼲劭䑐氳㛢ꄆ㖍哦┉波湖环◇崢㸔

╯䃈⟦渐浔⼽鱦氳┉⮊ն眦查㒮佭╈兎㳄仍氳䩺憠框☳ 15 ┪篕侪僿䋯㡏ꡙ夀䓪㏐䋧阻
⮽ 1602 䇗僄篳鈺嘗㓹儗䎬䡗ն眦查㒮氳鴲㏥겆╙攑⮷框㏿蛽循┉╄㵸宿鉉┕⺸重⛈⪍
╈宿⺸┱⮟耇⟦渐┉㛻撴滑⛈舘㛻㸔1729 眦㸔뜃氳罎婘䇖⸊ն㒮好糙亍塑葴䃷
⛼╙㛿抆㷚꤄㳑꠱氳几泳䥉㒮媞⮟㵨丞䈴㒮鼲┚㛚槡ꣵ簈ն鲹劫氳鴲㏥佭╙▽䥠䐒全舅
ꡯ饟⽰姢饟氳鲽䷍┘鲋鲹䈴㒮鼲篳⪭┉榟齉儔傾篺ⷧ鲋䡟再ն 
 
里攑氳⹙㛿㱥ꠞ阻阞 

┚仼儗㛻㛢丘㒮鼲┉劫眦查㒮榺㛢㷄䅠㍴㘅氳ꡕ䐒奏㓊冘䡗㏐ⲡ飉냖ꡕ䐒㱧⪓䓪
飉䍠ն㒮鼲劭䑐奏㓊儗╖ⶭ䩺▽崢㸔90 眦ꛯ簧㛄儷氳骤ꡙ氳僄냖㚲┉䈴냖㛻氳
5 㷄㛿㱥ꠞ㶩㏿蛽循榺䄉㛻氳乨㐕骤㓹璵颯氳걵㷄⺐㏐┕ն┘鲾㚲⺁┉撴眷⛎氳骤溭⺐㏐
┕⮟䋧糙┉䈴樋㵸氳 4 㷄㛿㱥ꠞն鲹熨⹙㛿㱥ꠞ氳䄭㷀循仼儗㒮鼲╈冓╙粩鈷█阦眦查
㒮䦦糙▽里┉仰◅氳㛚鈸ն 

㞝凶㒮鼲氳儒冘䋧璵䄖蔷抆仰柳⛙걵㷄⺐㏐☱⟊槴浔骤㓹յ乨㐕┚骤ꡙն☳僄냖㚲
浊僷┖亡佭鯲姢뀐륱氳㒮䄬⽰篠般氳媞孲┚勰匛鲾㚲⺎鈷㛻㸔յ╈宿䏢⴮⮟⺎鲾
浊仼儗宿ն媯浔곽俍熔╜氳赺贲㵸䏧┚骤ꡙ䵕氨 15 坟ꙵ➘⺎䥠鱳걵㷄⺐㏐ն 
 
里环氳ꡕ䐒坟奏 

眦查㒮氳䄭㷀循⪭☽亡ꪫ█䄇㟓⮵榫▽舅抆㏐䎬ն┉䈴㵸㸔┭깰㸔┚崢㸔╚㼉逈
┉鷺岑隵ꣵ䋯㸔걵阻糌▽里环氳ꡕ䐒奏㓊┚ꡕ䐒泳再注䎎◇㱥䥉╚㒮鼲㱧⪓氳渊僷⺐ն
⪭☽颯氳냖㏐┚狰⭴氳㹿㽕█⺱劫阻糙ꡕ䐒阻亨鵠鲋塠鷺┚儗╖注鳀ն⪭╈僄㛻յ僄蜷
⺳氳ꡕ䐒坟奏佭⫂膂╖♔┉⛤ꄆ金⫠䄳氳⺳⺙⽝⺳ն框般饖㸔胭㚲氳┉鷺Ꝛ㸔耡循
塝⺎岳俏僷鈷崷媽յ㒮鼲┖㷄奏㓊⹖丞䈴㒮䄬նꪣ鲤╈宿氳䐒芸䣆鼲⮟뀟䣊浔┉䶺宿
⫠坟꠼奏⫂阻糙溞㜍յ芸䈑յ姢⪬┚芸㜂氳㷉䢦⹖注⪩阻亨鲹劫氳鿥糌循仼儗㒮鼲╈冓
╙粩鈷ն 
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㒮╚氳䐒外 
㒮鼲╈骤㑶朅簀氳僄⛦┼㷄ꡕ䐒奏㓊坟⮷佭◅╯╖┚└╯╖ն└╯╖⛤◇⫂㔄⫂䥉

㒮媞媯㺢氳㳑꠱奏㓊⫂鼨⮕坟╙蛈䢣յ뀐⸙յ瞚☹յ뀐㏜♔⹖顆顊䋧璵璡再ⱷ氳ⱴ⪝
奏ն◅╯╖㏿蛽循냖⭴┼㷄氳⺐㏐┕㛚㍴佭냖㛻氳骤㑶榺┉㚲佄㱥ꥈ䷍氳勧䎬⹾
鲽⪍㒮ꠅ⺵氳┉㚲塜亡䎬㵸䇯㏜勧ꮠ⺱其㱥ⶼն鲹ꄅ佭㒮╚䐒外氳䢦循㏐糙
㛢剡注鳀氳䋧璵坟⮷榫◇㷉⛩յ䫙䏨璡Ⱶ耇鲸阻糙㛢㚲䉁㍩ն循⫂㔄┚㛚㔄㛚䥉㒮媞
╯ꠑ佭┉撴䅠糙㍴㘅氳塡㚖⛩㱞奏䥵顆浔㱥䥉㒮鼲㛚㍴氳纡顊ն 
 
㎁㳄⺒鴇 

眦查㒮傾⩝⺵榺㛢⛤㒮╚䪭䫝ն1632 䇗颯蔞㶾㳄仍䡗╙▽鲹䈴㒮鼲氳╚几ն1869 䇗
伺媪䷓䈢䈥ꢝ㵟䋧⯆䈲淋┖初䥷ꢝⴎ䦮眦查㒮循⫂氳㛻㛢丘㒮鼲ն塝⺵㒮鼲鸆㏥㓹儗㍑
䎍舅抆敯䒳僄篳逈䷊䋧䡗┉䈴䅠糙鲡ⲁ阻亨氳⪝㍩ն縡注黨氳塡㚖⛩㱞奏⮟䡗╙眦查䄬
氳╚金ら┯┚车䷓奏㓊ն2006 䇗眦查㒮鸆㏥氳儗╖⽰◅╯╖璡逈⮜╙㎁㳄⺒鴇2021 䇗
⹒鴒塑▽└╯╖氳鼨坟奏㓊ն泘⯥鸆㏥氳注⪩⟤㛄泳⛼☱循鲽车╈ն 
 

---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜繁体字＞ 
 

眧㯹㒮鹨㏥ 
㏇ꝏ鷾 270 䇗氳塵僖遵眧㯹㒮氳ꦁ㛿逷ꞎ㒮鼲劭䑐氳術ꄆ㖎嗻┉波湗环㏇崢㸔

╯䃦⟦渏蜸⼾麕氳┉⮊眧㯹㒮䐍 15 ┪硕侪僿ꝧ㡐鶡车꣬夀䓪䋧錄⮽ 1602 䇗䎬䡗▽
鲥⛍䏴氳釨嘘䡗憡煉兎邖氳䴆럅眧㯹㒮氳鹡㏥ꯚ䄇䓙逬㏿蛾㏇┉⠕㵸宿鉈┕⺸
重⛈⪌煉宿⺸典麅耈⟦渏┉㛻撵䋟⛈舘ր㛻㸔ց1729 ⪞㶹㸔뜄氳罏婘䇖⸊㒮⶟僘
于ⱶ葵䃷獲憡㛿抇㷚꤄㴸꟏氳☕䄄闀㒮媞⯞㵫丞䈴㒮鼲艃㛛槡ꣵ磿鵞嘚氳鹡㏥澭酒僘
Ⲃ亥䥡煞✿舅ꣃ饟⽰姢饟氳鶡䷍┘鷪鵞䈴㒮鼲磚⪭┉榟齉儔傾祺塽鷪䢇◄ 
 
暐攒氳ꦁ㛿逷ꞎ錄銷 

眧㯹㒮榺術㷻䅸㎠撳氳ꡕ煞ⶆ㓊啶䡗㏑笛飉냖ꡕ煞逺䓪飉䍛鵞럅艃仼儗㛻術丨
㒮鼲┉嘚㒮鼲劭䑐ⶆ㓊ր儗煙ց⛯䴆▽崢㸔90 ⪞㶹ꎭ禎郀ꦉ溍꣬氳냖谊┉䈴냖
㛻氳 5 㷻㛿逷ꞎ㶩㏿蛾㏇榺㛻氳乨㐕溍㓹疤▽ꮼ㷻給㏑┕┘鸞谊⺁┉䈴걊⛍氳溍
溭給㏑┕⯞䋧僘┉䈴樋㵸氳 4 㷻㛿逷ꞎ鵞牊ꦁ㛿逷ꞎ氳䄭㷀㏇仼儗㒮鼲煉ꪞ䅻㵽釤眧
㯹㒮熔㍕塞䳕僘▽暐┉扝◅氳㛛鈶 
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㒮鼲氳儒啶䋧疤㞞☬䄖觊抇扝这⛙ꮼ㷻給㏑☱⟋槴蜸溍㓹乨㐕艃溍꣬䐍냖谊浊
僸┖亡佭髪姢껊륕氳㒮䄬⽰竐嚛氳媞孳艃噛嗵鸞谊絢釤ր㛻㸔ց煉宿䏢⴯⯞絢鸞浊
仼儗宿媰蜸겨俍熕뜏氳赻贳㵸䏺艃溍꣬䵕氨 15 ⮈ꖉ➘絢䥡鷾ꮼ㷻給㏑ 
 
暐环氳ꡕ煞⮈ⶆ 

眧㯹㒮氳䄭㷀㏇⪭☾亡ꪫ熔䄇㟔⮵榫▽舅抇㏑䎬┉䈴㵸㸔┭ր괺㸔ց艃崢㸔╚㼊逈┉
鷻岒隵ꣵꝧ㸔ꮼ錄糌▽暐环氳ꡕ煞ⶆ㓊艃ꡕ煞䄄◄䳸靷逷闀╚㒮鼲逺渊僸給氳獲
榫⪭☾氳냖㏑艃狱示氳㹿鏡熔⺱嘚錄僘ꡕ煞錄亩鵂鷪塠鷻艃儗煙注鵿ր⪐膃煙ց
佭⪭煉㛻蜸經氳ꡕ煞⮈ⶆ♓┉⛤ꄆ釒髭䅨氳經谝⽝經逬嚛饖㸔胮谊氳┉鷻ꝏ㸔
耢㏇塞絢岴俏僸釤崸媽㒮鼲┖㷻ⶆ㓊⹗丞䈴㒮䄬ꪤ鲥煉宿氳ր䐓芹䣆鼲ց⯞껻碴蜸┉
䶺宿髭⮈꣣ⶆ⪐錄僘澰꯽芹飪姢⪬艃芹㜂氳㷉䢦⹗注꟯錄亩鵞嘚氳鿦糌㏇仼儗㒮鼲
煉哗憡粪釤 
 
㒮╚氳䐓外 

㒮鼲煉溍㑶梫笸氳⛧砌㷻ꡕ煞ⶆ㓊⮈禁佭◅╯煙艃└╯煙└╯煙⛤亥⪐㔄⪐闀
㒮媞媰㺢氳㴸꟏ⶆ㓊⪐鼨穆⮈憡揩䢤껊䉮砞⠒껊㕙♓⹗靷鞊䋧疤璢◄ⳉ氳鰾⪞
ⶆ◅╯煙㏿蛾㏇냖示砌㷻氳給㏑┕⼾麕佭냖㛻氳溍㑶榺┉谊佄逷ꦙ䷍氳ր勨䎬诺⹾ց
鶡⪌㒮ꝛ䏴氳┉谊塜亡䎬㵸䊸㕙勨ꮠ⺱ր⤂ց逷载鵞遵佭㒮╚䐓外䢦㏇㏑僘術
参注鵿氳䋧疤⮈禁憡㷉⛩䫚䏩璢狞ꝴ麅錄僘術䈴䉁㎧⪐㔄艃㛛㔄㛛闀㒮媞╯ꝴ
佭┉撵䅸僘㎠撳氳塡㚖⛩週ⶆ靷鞊逷闀眧㯹㒮氳⼾麕 
 
㎜邖⺒饊 

眧㯹㒮傾⩝䏴榺術⛤ꯝ╚䪭畚蔟㶾邖䐍 1632 䇗䡗憡鵞䈴㒮鼲氳╚☕┉波⮽伺媪
䷓䈢㏇ 1869 䇗䊵ꢝ㵟䋧⯆食┾┖♒䥸ꢝⴎ䦮眧㯹㒮㏇⪐氳㛻術丨㒮鼲㏇塞╯䏴㒮鼲
鹨㏥㓹儗㍑塾舅抇敻䛞䏴逈䷊䋧䡗┉䈴䳕僘鷠Ⳃ錄亩氳⪞㎧注龪氳塡㚖⛩週ⶆ⯞䡗
憡眧㯹䄬氳╚釒り哆艃车䷓ⶆ㓊眧㯹㒮鹨㏥氳儗煙⽰◅╯煙璢㏇ 2006 䇗逈⮛憡㎜邖⺒
饊2021 䇗紗鴓ⱶ▽└╯煙氳┉鼨⮈ⶆ㓊鹨㏥氳注꟯⟣䐞䄄獲泘私☱㏇鶡车煉 
 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 

 
米子城跡 

米子城の2つの天守閣（城郭の中枢部に建てられた多層の櫓建築）は、湊山の山頂から270年
間、周囲を⾒下ろしていました。米子城は15世紀後半から段階的に築城され、1602年には中村氏
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の本拠地としてほぼ最終的な姿に近づきました。⻄側の中海に突き出た小さな岬にあり、東の「大山」
（標高1,729ｍ）の麓まで続く肥沃な平野が⾒渡せるという珍しい場所にありました。南には新加
茂川が自然の障壁となっており、幅広い人工の堀が城全体を外部から遮断していました。この⽴地は、
陸上・水上の両方からの攻撃を防ぐために選ばれましたが、実際に敵と対峙することはありませんでした。 
 
天守閣が2つある珍しい設計 

日本のほとんどの城と同じく、米子城には何重もの郭という壁付きの区画が作られ、高い郭ほど安全
でした。（城の最も重要な空間）「本丸」は、海抜90メートルの湊山の複雑に入り組んだ⽯段の頂
上に築かれました。5階建ての天守閣が、最も高い階層である巨大な斜めの⽯垣の上に建てられ、そ
れより小さな4階建ての天守閣がその近くの同様の⽯垣の上に築かれました。このように天守閣が2つ
ある設計は非常に珍しく、米子城は独特のシルエットをしていました。 

今日、木造の城の建物は何も残っていませんが、最上階層の⽯垣からは、⽯壁、斜面、そして階
段の様子が伺い知れます。最上階層の⽯垣からは、活気ある都市、そこに流れる川や橋、遠くには大
山、中海、そして北方向には日本海を一望できます。上の⽯垣までは、景⾊の良い曲がりくねった道
や階段を15分登る必要があります。 
 
防衛のための独⽴郭 

米子城は、その他の点でも自然の地形を巧みに生かした設計となっています。深い谷を挟んだ湊山
の反対側には、湊山より低い飯山という丘があり、こちらにも独⽴した城郭と防衛施設が設けられてお
り、米子城の主要部分に対する攻撃に備えるための⾒張り台として使われていました。他の隆起した
高台や高くなっている露頭にも同様の防衛空間があり、本丸との間は歩道で結ばれていました。その
中でも最も大きなものは「内膳丸」です。要職にあった軍師の名を冠したこの廓は山の中腹にある⻑い
尾根の上にあり、湖や城の下層部、市街地を⾒渡すことができました。中海に面した御船手郭には、
水軍の分遣隊が配置され、埠頭、船屋、水兵と船乗りの住居、関連の施設が作られました。これは
日本の城としては珍しいことでした。 
 
城主の御殿 

米子城の壁に囲まれた階層の中で、最も下層にあったのは、二の丸と三の丸です。三の丸は、内
堀に沿った広い範囲に作られ、宿舎、馬屋、米蔵、馬場、そして建築およびその他の必要な作事の
拠点となっていました。二の丸は、2段を高い⽯垣で囲んで作られ、「桝形⻁口」（門の前面にある正
方形の広場）という難攻不落の門付きの廓で守られていました。二の丸には城主の御殿があり、それ
につながる建物は居住空間や来客を迎える空間などとして使われ、さらに複数の庭も作られました。米
子城の周囲の防衛のために、内堀と外堀の間には壁で囲まれた武家屋敷の区画が設けられました。 
 
国の史跡 

米子城は何人かの城主に引き継がれました。1632年から荒尾氏が管理していましたが、1869年
に明治政府によって封建制度が廃止され、米子城を含むほとんどの城は取り壊しの命を受けました。
米子城跡はほとんどが自然に還っており、最終的には運動施設を備えた公園となりました。隣接する
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武家屋敷の区画は米子の主要な商業・⾏政の中心地となりました。2006年には、本丸と二の丸な
どが国史跡に指定され、2021年に三の丸の一部も追加指定されました。現在も復元工事が⾏われ
ています。 
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006-024 
中海・宍道湖圏域多言語解説協議会 

【タイトル】 米子城下町 
【想定媒体】 WEB、パンフ 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

眦查㒮┖槅 
⥽眦查鲹劫氳㒮┖槅㍴簀㛻겅╚氳㷉㒮⹠㷤颯全氳䄬ꜝ鵠浪糙浔伺漶氳奏㓊⮕

坟顆顊ꡕ䐒氳塡㚖㷉⛩循ꪣ鲤㒮鼲յ阻糙㍴㘅氳奏㓊ら几յ泳ⵁ璡䇖妩⮟㷉⛩循⺁┉奏
㓊┚塡㚖⛩㱞奏╯ꠑ♔䥉㒮媞յ㒮ꠅ⹖⪭☽㷚꤄注ꣵն舅伺媪休创(1868-1912)⮤僿塡㚖
ꡙ篒逈䈥ꢝ⺵眦查氳塡㚖㱞黤⭓╲䄖寕㜊墝㶽筅仼氳塡㚖⛩㱞奏㞝凶鷥䄭朆创ら┯䋧
璵┚䷓䈢ⱴ⪝哦ն抆縡䇖妩奏㓹儗儔婆㛻鈺嘗䋯⹠䏆⿏☱⟊槴浔⸊糙氳㒮䄬鈺嘗┚妹
㍴ն 

嘮菋剨冷环氳塑葴䃷傾佭┉兣䥉㒮媞█佭䇖妩奏┚塡㚖⛩㱞奏氳坟槡篪ն鲹兣ꪐ隤
氳姢鷺亰湖环浔阵㛢⚩簊氳氫荈贝嫫☹䈑յら䈙յ妩㷉璡䋧璵氶佭䎎䇗⮵榫鲹兣媞鲡鰟
顎擻氳ら几䢦䋧ն鲹撴奏㓊♔┼㷄䋧璵╙╚重鼕氳轵鷺┼亰䪷⮜浔┘㵽⚩簊ら⛩┉⛮氳
槅㳄ն亍䋧氳䢣㷒█㛻㛢滑簘▽鲹熨㲐㷉氳㶸㵑ꢝ▽㞝⚩簊氳㏨⹾㳄仍㱞黤⹖⪭ꣵ
㙇糙 90 䇗ⷧ⺒氳重䌋ⱴ⪝哦璡⭓㚲鰏╙糙⺳氳䋧璵╯㛚㛻㑔㱞黤┚儬冘㴥㴥仰⭓ն塑葴
䃷┕般饖浔㛢䈴俍舚剩紇氳⛦溁勰匛鈸⩞崅芸꧎䬠⯥것篑☳鲹ꄅ⭴⹠䋯䏢╈宿篺眦
查㒮ꡭ鲤氳亍塑葴䃷鲮㍑ն 

ⷧ⺒䖬╦氳㵔䈜奏㵔槅⛤◇筅仼塡㚖⛩㱞奏㵒ꪫ┚眦查䇖妩奏氳⺁┉匿䫙黨ն
鲹ꄅ氳 10 䈴㵔䈜⹖⪭⦩几企䄖踅⪍▽䎎㏐仼浪곽俍ն 
 

---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜繁体字＞ 
 

眧㯹㒮┖槅 
⥾眧㯹鵞嘚氳㒮┖槅㎠笸㛻ꯝ╚氳㷉㒮氪㷤✿氳䄬꒰僘蜸伺澭氳ⶆ㓊穆⮈靷鞊

ꡕ煞氳塡㚖㷉⛩㏇ꪤ鲥㒮鼲錄僘㎠撳氳ⶆ㓊り☕䄄ⵁ璢䇖妩⯞㷉⛩㏇⺁┉ⶆ㓊艃塡
㚖⛩週ⶆ╯ꝴ♓闀㒮媞㒮ꝛ⹗⪭☾㷚꤄注ꣵ舅塡㚖꣬碎㏇伺媪侈♏1868-1912⮤僿
逈䊵ꢝ䏴眧㯹氳塡㚖週黥䇭╲寖㜊增況佅仼氳塡㚖⛩週ⶆ㞞☬鷦䄭杯♏り哆䋧疤艃䷓
䈢鰾⪞嗻┘鷪䇖妩ⶆ☱⟋槴蜸⸊僘氳㒮䄬釨嘘艃妺㎠㓹儗儔⹨㛻釨嘘ꝧ氪鬼ꮷ 

垛菌嘻冷环氳ⱶ葵䃷傾佭┉半闀㒮媞熔佭䇖妩ⶆ艃塡㚖⛩週ⶆ氳⮈槡稘ꪙ铢氳姢
鷻亰湗环蜸錊術⥉礶氫荈愍嫬撳⠒飪♓⹗りꌤ妩㷉璢䋧疤齉佭榺樧䇗㏇鵞半媞┕鷠
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鮘鞃擻氳り☕䋧鵳鵞撵ⶆ㓊♓砌㷻䋧疤憡╚旌狹氳轵鷻砌亰䪶⮛蜸┘㵽⥉礶り⛩┉냉
氳ր槅邖ց于䋧氳䢤㷒熔㛻術䋟箛▽鵞牊遢㷉氳㶹㵑ꢝ▽⥉礶氳蒸⹾邖週黥⹗⪭ꣵ㙇僘
90 䇗塽⺒氳重䌋鰾⪞嗻璢䇭谊鬴憡湳經氳䋧疤♓㛛㛻㑔週黥艃嚂啶㴦㴦扝䇭ⱶ葵䃷┕
嚛饖蜸術䈴俍舛睹紈氳⛧溂噛嗵鈶⩞鷝芹䐍鵞遵示氪⸼䏢煉宿抇䏴祺眧㯹㒮ꡭ鲥氳于
ⱶ葵䃷鲯㍑萵䘶䯍▀氳鎈ꧏ釒䬠私ꯏ硝 

㏇佅仼塡㚖週黥ⶆ㵴ꪫ艃眧㯹䇖妩ⶆ氳⺁┉⣐注龪氳⛤糌┕僘┉谊塽⺒䖭╦氳㵕
ꢚ纻蛾逈牒憡ր㵕槅ց塞㏑ⵜ꥙▽ 10 䈴㵕ꢚ⪭䋧疤紮艃⦩➉企䄖岒岒踅⪌▽樧㏑仼
䅻겨俍 

 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 

 
城下町 米子 

米子のような城下町（大名の居城を中心に発達した都市）は、防衛担当の武士が城に近い壁
で囲まれた地区に住むよう区画されていました。商人や職人、その他の庶⺠は、堀や門などで武士と
は隔てられた地区に住んでいました。米子では、明治時代（1868–1912）に入って武士階級が廃
止されてから、武家屋敷はほとんど姿を消してしまいました。かつての武家屋敷地区には、今では企業
や官公庁の近代的なオフィスが⽴ち並んでいます。しかし庶⺠の地区は開発があまり⾏われず、元々
の城下町のサイズや雰囲気が残っています。 

桜の木が並ぶ加茂川は、かつて庶⺠の地区と武家の地区を隔てていた堀です。この密やかな水路
沿いには、川を利用して物資を運んでいた商人が建てた伝統的な⽩漆喰の蔵や、商店、家屋などの
建物が⽴ち並んでいます。この地区の建物はほとんどが2階建で、細い通りには多くの伝統的な町家
が並んでいます。新しく建てられた建物も、この人にやさしい規模感をほぼ継承しています。伝統的な
坂口家住宅や隣接する築90年の洋風のオフィスビルのような、大きな家屋や建物はわずかしかありま
せん。加茂川には、絵になる低い橋が何本もかけられ、予約運⾏されている遊覧船は、この水路から
中海まで、そして米子城近くの新加茂川を通って帰ってくるルートで乗客を運んでいます。 

米子の庶⺠の町は、旧武家屋敷地区の反対側の極めて古い寺が⽴ち並んだ「寺町」という地区に
囲まれています。10の寺院とそれらを管理する僧は、米子のこの地区の日常の風景となっています。 
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006-025 
中海・宍道湖圏域多言語解説協議会 

【タイトル】 淀江和傘伝承館 
【想定媒体】 WEB、パンフ 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

血娡⽰⚧⚩䤕꺉 
⽰⚧⚩簊仼䌋⚧佭循篏篱氳琉⯆끍几┕蟑┕寏鲋媧氳⽰篣⯆⛼縡䡗ն舅 1821 䇗颯

丘奥㳄⯆⚧⛼忘ꡯ簘纺꥘循宿鱦兎蛽血娡淋漶环▽血娡⚧鲹┉곽劲里攑氳⽰⚧⿁
撿ն舘 20 ┪篕企僿血娡⚧ꛖす⮽▽仼儗⺨㏐䇗◲ꄈ鱳⮽▽ 17 ┒䤧ն㞝凶☢柳┼㳄
⛼忘☱循㐍䧏䣆泳⯆⛼夷┉䤧⚧齉⭍纺浔泳ⵁ氳䑐轑ն 

血娡⚧荈䎷簅╜յ鵲㑔⮷舚血娡⽰⚧⚩䤕꺉㷤炐▽鲹熨⽰⚧氳ⷧ⺒┚阻阞ն顆顊鲡蛈
⚩䤕꺉氳血娡⚧⚩䤕奴⚢鲸循ꣵ㙇⮡䋧▽┉䈴朆柳鈺嘗僄㛻氳⯆⚧泳忘舘凶☱循⯆⛼
縨榫氳血娡⚧ն泳忘⯆⛼氳血娡⚧氳波䏧☳篑 1 眦⮽ 2 眦㛢┘璡⪭╈波䏧飃鲋 2 眦氳
逈燢╙ꄇ憠⚧┥ꠅ榫◇䢓㛚蓞⚢ն泳忘氳血娡⚧㍕泳荔瞿嵁䡗╙▽䷅誾✞⿁岑婆
堮艷⚑⺳鉉յ蓞鷺㛻䄳ꪂ浫◰藜䐂▽仼儗永㲝䡗⼥氳颅鎺ն⺁㛚⹇鈸縖鲸⺎循塝⹇塑╙
波䏧 60 ⷿ眦氳鴀✃⚧顛⚧ꪫ氳⛮뀰孨ⲁ篑 1 㵸休6900 仼⩕꧎것篑ն 
 
琉┚篣氳瞿泳篱⛼ 

血娡⚧氳⚧끍┚⚧凵璡⺨鼨坟齉꧎鴲榫攑㲋⿁熨氳琉查ն夷䤧⚧꧎金 100 纱篏篱氳⚧
끍㖆䎬鲋爊冓╙縵休顠ⱱն鲋⸼鲹┉塠끈㱮⪓❤ꪣ䣆泳㱮䡗㞝凶泳忘✳榫糙氬䇗ⷧ⺒
氳儬全䒍鵮瞿固㏐ⱋ坟琉查ն阵㛢堑䌋氳⚧끍⟊槴▽琉查氳㛿抆荈嬐█糙┉◙⚢鲽车
刌荈㚲杼ն⚧氳⫂匿鲸꧎瞿䄇㏐籁⪍䎷荈僻篪燢╙僻깳榫全鳀䫙⚧끍♔⟊䧏䌫
ⱱն鲹◙僻篪氳荈䎷䯌鿥◰佭血娡⚧곽劲氳剝䑪䓪攑䏣╯┉ն 
 
됁伺氳⚩簊篤劫 

䫙┖全泳ⵁ⚢榫觇睖┉熨榺觇眷吤擻⯆䡗氳㛿抆翶顏랦⺭⯘㵨䣆泳⯆⛼氳⽰
篣睳顛循⚧끍┕ն僄⺵鲸金榫◘띳眼媧璡岝⺭媧耏㵒⽰篣鲽车㚲杼✳⪭㚷ꡕ姢䓪ն꣮
浔休ꠑ䫠燰┕鲋媧氳㛿抆氫荈⽰篣⚢鵄峀⼑朆⭴峪倉氳ꄌ랋荈嬐ն㛻㛢丘䗯⬅┖血娡⚧
⚢鵠鲋Ⱄ逯䎷荈篣䌫淋睳顛氳亡䌋⯆⛼⭴ꁻ泘氳⭓⛰篤劫奃㞝⚧籃氳甏⶝랫朅յ㳑兣篤
┚⪠鱦䎬ն僄婆菩鲜氳阻阞╯┉佭循ꪣ鲤⚧㶅⛤糌糙┉╄學荈㵸㎐朅氳篤劫㍕䎬⛎賁浍
縡逈⺈⢢賁泘ն⺁糙♔匤菋╙愓䚊յꃾ榫㛻㑔嫧宫敯朅䎬㎂终逈鈼╙⺮烤氳篤劫浪
榫◇⚩簊斑炕ն縡循荣䇻䡝⪭☽攑墥㏜⺭┕血娡⚧⺎耇⚢榫랫荈░嫏乄柱⛼╙逸깳ն 

303



 

⭓奥䇗⯥⮠⮠┕㞑媧氳⚧⚢逈科循ꡭ鲤氳宿帷┕俥依⚧凵眠鲽婻╈⚧ꪫ僼⺸择ꡖ
⡯乨䯹科ն䡗ⶉ┕┒䤧血娡⚧㞝⺱䄉㑔菋紧芘ꛐ席宿帷俍霅複╙找鈸ն 
 
䋯꺉休ꠑ9:0017:00֐ 
ꠊ꺉仼⼽仼յ⼽┉荣⡾仼⩕份科⡾僿ꠑ 
ꠅ烨⩦顠 
 

---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜繁体字＞ 
 

尰娡⽰⤒⥉䤖귈 
⽰⤒⥉礶仼䌋⤒佭㏇箴碸氳琉邯끎凡┕蟒┕㖕鷪媧氳⽰碋邯䡗氳丨ⶇ邖邯⤒獲㏵

舅 1821 䇗ꣃ箛纻꥙㏇宿麕纻蛾ր尰娡ց┾澭环▽ր尰娡⤒ց鵞┉겨劲暐攒氳⽰⤒⿁擀
⮽▽ 20 ┪硕企僿尰娡⤒䇗榣ꄈ鷾⮽ 17 蛓䤧┾车ꊸ仼儗⺨㏑㞞☬⺆Ⱂ┖砌邖獲㏵
☱㏇㔌䧐䣆䄄邯獲夷┉䤧⤒齉⭎纻蜸䄄ⵁ氳䑐轑 

尰娡⽰⤒鵳㑔禁舛荈䎷礛뜏尰娡⽰⤒⥉䤖귈煉㶩㷤炑▽鵞牊⽰⤒氳塽⺒艃錄銷靷
鞊鷠揩⥉䤖귈氳ր尰娡⤒⥉䤖⶜働ց麅㏇ꣵ㙇⟣䋧▽┉䈴杯这釨嘘㛻氳邯⤒䄄㏵舘☬☱
㏇邯獲縨榫氳尰娡⤒䄄㏵邯獲氳尰娡⤒氳波䏺䐍硝 1 ⪞㶹⮽ 2 ⪞㶹術┘璢⪭煉波䏺
飃鷪 2 ⪞㶹氳逈牒憡րꄇ럅⤒ց㵬ꝛ榫亥䢒㛛蓟働䄄㏵氳尰娡⤒㍕䄄諠矀嵂䡗憡▽
䷅調✞⿁岒⹨堮艸⚑經鉈蓟鷻㛻䅨ꪃ涃爐暢䐂▽仼儗永那䡗⿦氳阐闌⺁㛛鷝遫麅
絢㏇塞⹉ⱶ憡波䏺 60 ⪞⮈氳鴁✃⤒鞟⤒ꪫ氳냉꿨孨Ⳃ硝 1 㵸侈6900 仼㎨ꧏꯏ硝 
 
琉艃碋氳矀䄄碸獲 

尰娡⤒氳⤒끎艃⤒凵璢⺨鼨⮈齉ꧏ鹡榫攒遝⿁牊氳琉㯹夷䤧⤒ꧏ釒 100 劯箴碸氳⤒
끎㖇䎬鷪哗憡縶侈鞞ⱱ鷪⸼鵞┉塠꿷適❤ꪤ䣆䄄適䡗㞞☬䄄㏵✳榫僘氬䇗塽⺒氳
嚂㉻✿䒎鵯矀⬢㏑ⱋ⮈琉㯹錊術堒䌋氳⤒끎⟋槴▽琉㯹氳㛿抇荈徉熔僘┉◚働鶡车刍
荈谊杼⤒氳⪐⣐麅ꧏ矀䄇㏑稶⪌䎷荈礸稘牒憡ր礸굟ց榫✿鵿䫚⤒끎♓⟋䧐骨ⱱ
鵞◚礸稘氳荈䎷䯍鿦熔佭尰娡⤒겨劲氳嘆鎿䓪攒䐹╯┉ 
 
뉲伺氳⥉礶硭嘚 

䫚┖✿䄄ⵁ働榫ր览睗ց┉牊榺览걊吤擻邯䡗氳㛿抇腜韭랧⺭ⱛ㵫䣆䄄邯獲氳⽰
碋랧鞟㏇⤒끎┕抇䏴麅釒榫◟띴眽媧璢岞⺭媧耐㵴⽰碋鶡车谊杼鵞嘚䣉耈ꡕ姢┕鷪媧
氳㛿抇氫荈⽰碋ꤚ蜸侈ꝴ䫠燯働鵅廍杯示嶾倉氳ꄌ랊荈徉㛻術䗰媲┖尰娡⤒♓Ⱅ逯
䎷荈碋骨┾랧鞟氳亡䌋邯獲示ꁼ泘氳䇭⛰硭嘚奄㞞⤒稫氳癩ㄲ랫梫㴸半硭艃⪠麕䎬
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⪭煉⹨塚鲝氳┉牊錄銷佭㏇ꪤ鲥⤒㶅⛤糌僘┉⠕岢荈㵸㎨梫氳硭嘚㍕䎬⛍賁浍縡逈牒
獲ր賁泘ց⺁僘┉牊♓匤菌憡ꩯ龍䫑榫㛻㑔嫧宫敻梫䎬㎬勇逈釲憡⺮烤氳硭嘚䅻榫
亥⥉礶㦩煱㞞冽鷖⮽烲⪯䡝⪭☾攒墤㕙⺭尰娡⤒絢耈働♓랫荈傴嫏乄迗獲憡遫굟 

䇭ⶇ䇗私⯺⯺┕㞒媧氳⤒働逈䷒㏇ꡭ鲥氳宿惢┕俥傠⤒凵䬥鶡婻煉⤒ꪫ僼⺸㜁꣊
⥞乨䵅䷒䡗ⶉ┕蛓䤧尰娡⤒㞞⺱㑔菌儦芙ꌤ幥宿惢氳俍霆ꪞ䅻㚛鈶 
 
ꝧ귈侈ꝴ9:0017:00֐ 
ꝥ귈仼鶝仼鶝┉疒⡾仼⩕份䷒⡾僿ꝴ 
ꝛ烩⩦鞞 
 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 

 
淀江和傘伝承館 

日本の伝統的な和傘は、油を塗った和紙を細い竹の骨に張って作られます。海辺の集落である淀
江には、1821年以降数十人の傘職人が集まり、「淀江傘」と呼ばれる独特のスタイルが確⽴しました。
20世紀初頭には、年間17万本の傘を生産し、全国に販売するまでになりました。現在はわずか2つ
の製造元が、丹念な手作業で傘を製作しています。 

和傘伝承館は、この⾊鮮やかでドラマチックな傘の歴史とデザインを紹介する博物館です。また、伝
承館の運営主体である「淀江傘伝承の会」は、隣で現存する最大規模の傘工房も運営しており、現
在でも直径1メートルほどのものから、直径2メートル以上ものまで、さまざまなサイズの丈夫な淀江傘
を作っています。後者の大きい方の傘は「野点傘」と呼ばれ、屋外での茶会に使われます。この工房で
精巧に作られた淀江傘はコレクターズアイテムとなっており、一流の歌舞伎役者や茶道家の評判を得
ているほか、皇族の方々からも高い評価を得ています。また、事前予約すれば、直径60センチのミニ
傘の胴張り（紙張り）体験もできます。所用時間は約1時間で、料⾦は6,900円です。 
 
竹と紙を使った丹念な作業 

淀江傘を作るには、骨組みや持ち手など、それぞれの部分に特定の種類の竹が必要となります。1
本の傘には100本の細い骨が必要で、その形を作るのは大変な作業です。以前はこの作業は手で扱
う道具のみで⾏われていましたが、工房では100年前の機械を使って、竹を素早く正確に割っています。
多くのデザインでは骨は自然の⾊のままですが、染めることもできます。「糸飾り」という⾊鮮やかな絹糸
が、傘の内側に丁寧に織り込まれ、骨をつないで張⼒を保ちます。こうした⾊の組み合わせが、この様
式の特徴の1つとなっています。 
 
印象的な伝統あるデザイン 

次に、手漉きの和紙を、わらびを原料とするゼラチン状の天然接着剤である「わらび粉」を使って、骨
に貼り付けます。最後に、和紙に亜麻仁油とその他の油を混ぜ合わせたものを染み込ませて、防水加
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工を施します。時が経つと、油を染み込ませた和紙は、元々の⽩い⾊から温もりのある⻩⾦⾊に変化
します。ほとんどの場合、淀江傘は⾊紙を切って貼り付けることで、印象的な幾何学模様に仕上げま
す。典型的な模様には、縁取るように配したシンプルな⿊いリングや、大きな縞模様のもの、六角形の
ものなどがあります。最も人気のデザインの1つに「蛇の目」があります。中心付近にあしらった明るい⾊
の小さな輪の模様は、ヘビの目を模したものとされています。梅の花を模した大きな波打つ輪っかのモチ
ーフは縁起の良いデザインと考えられており、伝統的な結婚式でしばしば使われます。一方、祭りやそ
の他の特別な機会のために作られた淀江傘には、⿊い墨で書道のような文字の装飾が施されることが
あります。 

数十年前には、淀江で作られた油を染み込ませたばかりの傘が、近くの浜辺で持ち手を砂に埋めて
太陽の方向を向くようにして乾かされていました。巨大な花のように数千もの淀江傘が浜辺を覆い尽く
す様子は、目をみはるような光景でした。 
 
開館時間︓9:00〜17:00 
休館日︓月曜日、日曜日、祝日、年末年始 
入館料︓無料 
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006-026 
中海・宍道湖圏域多言語解説協議会 

【タイトル】 弓浜絣 
【想定媒体】 WEB、パンフ 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

䌒宖礝篲 
䌒宖礝篲礝ꮠ⺱㾆佭仼儗⺨㏐⚩簊礝篲刌篲泳荔╈僄湳⺳氳┉熨⪭⪯㑔攑

䏣佭循岑衹ꪕ衹清荈┕⼑朆氫荈菋篤ն厚篪循篲鵲⯥꧎⩝刌荈┦刌荈⯥金篺鲋瞿㳢阞
畀♔漶⟊僄篳耇篲⭴㵒奃됁伺氳㎂终ն 

㶽留礝篲泳荔纱嶏⺎鴒角舘◘孙㛻ꡯ⹿縏氳ikat䤗嫏⛙循 18 ┪篕侪僿榺◇眦
查氳䌒宖㏐奏䋯㡏䇯嫚熨吤厚菋┦ꪕ衹刌乢⺎䤉ꄈ❠䈒礝篲泳荔循儗㏐䐂♔鲆鵮⹠㷤ն
僄⮤䌒宖礝篲㛢ꃾ榫甏⶝氳⭓⛰㎂䎬⛙⮽▽ 19 ┪篕⮤䎎㏐⫡㳄㞨捞䄖耇篲⭴䅠糙
霅㎂终氳礝篲擻ն鲹◙곽劲됁伺氳㎂终鵠浪齉㳺䙬⺮烤䡝榫◇ㄎ䇻㏜⺭ն僄┕╿氳䌒宖礝
篲⢢泳瞿嵁յ篱荣竴㛄瞿紇⺱休█⟊槴浔嶏舅▋兎氳顏儣儗洡ն 
 

---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜繁体字＞ 
 

䌒怖礝笞 
䌒怖礝笞礝ꮠ⺱ր㾆ց佭仼儗⺨㏑⥉礶礝笞刍笞䄄諠煉湳經氳┉牊㏇岒誻ꪖ

誻䈕荈┕杯氫荈菌硭佭⪭⪯㑔攒䐹厚稘㏇笞鵳私䑒ꯄ⩝祺鷪矀邴銷畁抇䏴⫋☻碸刍
┕갳荈鵞嘚䣉耈澭⟋䏴耈笞示㵴奄뉲伺氳㎬勇 

礝笞䄄諠劯嶏絢鴓巅舘◟孚㛻ꣃ結縐氳րikatց䤗嫏榺亥眧㯹氳䌒怖㏑ⶆ㏇ 18 ┪硕
侪僿ꝧ㡐䊸嫚牊吤厚菌┦ꪖ誻刍乣絢䤊ꄈ❠䟕亥佭礝笞䄄諠㏇鵞遵䐂♓鲇鵯氪㷤┉ꝧ
㡐䌒怖礝笞術䫑榫癩ㄲ䇭⛰㎬䎬⛙⮽▽ 19 ┪硕⮤樧㏑鱖邖㧇㝷䄖耈笞示䅸僘霆㎬
勇氳礝笞擻鵞◚㎬勇鵡䅻齉佭郍䙬⺮烤䡝榫亥ㄎ䜴㕙⺭氳硭嘚겨劲㛻膛뉲伺┕▀氳
䌒怖礝笞碸疒竵郀矀紈⢢䄄矀嵂ⷙ☱⟋槴蜸嶏舅齟兎氳韭嘺儗洡 
 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 

 
弓浜絣 

弓浜絣は、絣（かすり）という各地方の伝統的な染⾊と機織りの技法の中でも最も有名なものの
1 つです。典型的ものは深い藍⾊の背景に、⽩い絵画的な模様が描かれています。綿糸は、織ったと
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きに対照的な絵柄が出るよう慎重に計算した後、織る前に染⾊されます。 
元を辿ればアジア大陸の「イカット」という古い技法に由来しますが、米子・弓ヶ浜地方で絣が普及

したのは、18 世紀後半に当地で綿の栽培が盛んになり、藍染の染料が大量に手に入るようになった
ことによります。当初はシンプルな幾何学模様が用いられていましたが、19 世紀初頭までには、地方の
農村部の家庭の⼥性たちが、絵柄のような絣を織るようになりました。大胆な文様には、縁起物をモチ
ーフとしたものや、慶事をモチーフとしたものが多くあしらわれます。最高級の弓浜絣は、緻密な細工と
豪華な装飾が施されていますが、農村のルーツを感じさせる簡素で素朴な要素も残しています。 
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006-027 
中海・宍道湖圏域多言語解説協議会 

【タイトル】 皆生温泉 
【想定媒体】 WEB、パンフ 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

氶榟峪媼 
氶榟峪媼佭┉㚲㛿抆⾲姢峪媼䈲⡾㏐㏿蛽◇곽俍熔╜氳宿帶㏐䅠饄眦查䄬╈䑐篑

15 坟ꙵ鯲爊ն鲹ꄅ┘☢⺎♔浊僷╈㎁㏐亡儗䃸重鼨ⴎ䦮㸔⹾յ⫆㸔յ뙣⹧յ㹢纱յ䇯
㹢◑⹁氳僄냖㼉㛻㸔1729 眦鲸逈⮜⪍仼儗宿帷 100 鴲յ仼儗氫溠ꪂ册
100 鴲յ仼儗押ꡖ٬僼仼 100 鴲յ齉䄬俍鈸 100 鴲⽰仼儗宺㏜ 88 鴲ն 

鲹ꄅ舅⹿㶩糙┉╄裕兎⛙峪媼ⷌ循 1900 䇗䣉逈⹠朆䩺陱颯籃佭┉⛤䎎㏐裕妩嫱䙬
⮽宿㺢學姢㚲糙懷姢⫕⭴ն㞝凶氶榟㏐奏篑糙 20 㳄峪媼亹꺉┚䈲⡾鿯䈙刻⛤☳篺宁㲓
䘟⮽女냖珸┘璡㵒㛚䬠❠⛩㳔⹖䎎仼䏢鲮氳峪媼┚宿帷⛮뀰僜ⱷն仵⺎♔峪媼鲸耇
⸼宿ꄅ崅嬅鲹劫氳䈲⡾羿㏐循⪓仼儗█佭榻䧗⺎丘ն 

氶榟鲸♔仼儗ꚗ几└걸氳⹠嶏㏐縡ꠘ⺳ն舅 1981 䇗颯鲹ꄅ➘䋧䡗▽ꚗ几└걸䢦꧎氳
⪝䋯姢㓊崅嬅յ舅车鯲뀵车⹖餶塠阻亨淋㲋僿簟䥉䷊ヤ⻹䌖▽仼儗㝝鲡ꚗ几└걸鴲䣆⯥
全阪篮ն媯宿㺢篪⟤䋧氳䌒宖舅车鯲鷺㵨氶榟┚重匿篑 16 ⪝ꄅ㛚氳㗟䄬注鳀ն塝㛚
岳录氳宿姢┚里攑氳䢷顄䎬宿帷█⻹䌖浔宰弍撕㞑縖环䌋勴冏յ宿┕汷⮕苚璡姢┕孨ⲁ
⺱劫岑婆菩鲜ն 
 

---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜繁体字＞ 
 

氷榟嶾媼 
氷榟嶾媼㏿蛾㏇겨俍熕뜏氳宿怖㏑䅸佭┉谊㛿抇뚾姢嶾媼食⡾㏑眧㯹䄬煉䑐硝

15 ⮈ꖉ髪鵞遵┘⺆絢♓浊僸煉㎜㏑亡儗䃹重鼨ⴎ䦮㸔⹾㹮㸔둊⹦㼗劯䊸
㼗◑窱氳냖㼊ր㛻㸔ց1729 ⪞㶹麅逈鹡遝憡ր仼儗宿惢 100 鹡ցր仼儗氫溠
ꪃ再 100 鹡ցր仼儗㛘꣊٬僼仼 100 鹡ցր齉䄬俍鈶 100 鹡ցր仼儗宺㕙 88 鹡ց 

鵞遵舅結♓✿㶩僘┉⠕幨兎縡嶾媼⯞佭㏇ 1900 䇗䣉逈氪杯䴆鐁㍕佭┉⛤樧㏑幨
妩嫱䙬⮽▽宿㺢岢姢谊僘掄姢嵖示㞞☬氷榟㏑ⶆ硝僘 20 邖嶾媼亹귈艃食⡾亹귈⧎⛤
䐍祺忳酒䘟⮽虓냖珸┘璢㵴㛛䬠❠⛩邦⹗樧仼䏢鲯氳嶾媼艃宿惢냉꿨僜ⳉ件絢♓
嶾媼麅絢♓⮽宿遵崅嬅鵞嘚氳食⡾Ⳑ㏑㏇仼儗熔佭㷎䧘絢丨 
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氷榟熔佭仼儗ꖺ☕└ꯁ氳氪嶏㏑┾㍕塞组經舅 1981 䇗鵞遵➘䋧䡗▽ꖺ☕└ꯁ
䢦ꧏ氳⪞ꝧ姢㓊崅嬅舅车髪꽞车⹗餶塠錄亩┾遝僿禵闀適ュ㍕塞䌖▽仼儗裸鷠ꖺ☕
└ꯁ鹡䣆私✿꥙鋍媰蜸宿㺢稘⟣䋧氳ր䌒怖舅车髪鷻ց催㵫氷榟艃重⣐硝 16 ⪞ꄅ㛛氳㗟
䄬╏鵿✿ꢝ塞╯㛛岴彖氳宿姢艃暐攒氳䢸靳䎬婻惢熔岒⹨宰弋䚂㞒縖ꪃ涃縡环䌋
嗁冎宿┕暐儒艺璢姢┕孨Ⳃ⺱嘚䊸⹨塚鲝 
 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 

 
皆生温泉 

皆生温泉は、米子市中心部から⾞で15分ほどの場所にある、美しい海岸線に面し、中国地方
（⿃取、島根、岡山、広島、山口の5県を含む本州の⻄部）最高峰の「大山」（標高1,729ｍ）
を眺めることができた天然の「塩の温泉」地です。ここは「日本の渚100選」、「日本の⽩砂⻘松100
選」、「日本の夕陽・朝日100選」、「都市景観100選」、「日本の水浴場88選」に選定されています。 

古くからここは漁村がありましたが、地元の漁師が海岸の浅瀬から熱湯が出ているのに気付き、温
泉を発⾒したのは1900年のことです。現在、皆生には手頃な価格帯から高級な価格帯まで、約20
軒の旅館やリゾートホテルがあり、宿泊と日帰り入浴と海遊が可能です。温泉と海水浴が同じ場所で
楽しめる、日本でも数少ないリゾート地の一つです。 

皆生は日本のトライアスロン発祥の地としても知られています。1981年以降、トライアスロンのオー
プンウォータースイミング、サイクリング、ランニングのためのスポーツ施設が整備され、定期的に改修され
ており、日本のトライアスロンのオリンピック選手がトレーニングに訪れています。海岸沿いを走る弓ヶ浜
サイクリングコースは、皆生市と約16キロメートル⻄にある境港市を結んでいます。また、透明度の高い
海とホタテの形をした珍しいビーチではシュノーケリングを楽しむことができ、スタンドアップパドルボードや
シーカヤックなどのマリンアクティビティも人気です。 
  

310



 

006-028 
中海・宍道湖圏域多言語解説協議会 

【タイトル】 米子水⿃公園 
【想定媒体】 WEB、パンフ 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

眦查姢뙣⪝㍩ 
丘氬䇗全鱻䐆氳姢뙣䔅⚢全⮽╈宿媯㺢氳㛿抆嵸㏐飉⫸ն瑭◅埠┪槡㛻䡟(1939-1945)

⺵╈宿⼽鱦氳㖵宿鵲㏐泳爊鵄峀⻉㊁▽㛻撴嵸㏐䎎㏐㷉妩㍕塝䋯㡏⽛⺤⟊䥉姢뙣割䕜
㏐ն1995 䇗㵒㛚䋯科氳眦查姢뙣⪝㍩㶩佭╙⟊䥉姢뙣鲍⭴氳瑭┉塠ն夷䇗糙飃鲋 100 熨յ
鶾┒⺆뙣眷⮽阼⪝㍩⪭╈ⴎ䦮熤⫸鱻䐆縡全氳㵸㛿뚉յ綥띳뙱յ柏뚱⽰氫겜ꥎ璡吁뙣
♔⹖乖㈞뙱յ藟眷յ㵸똸떿ꮠ⺱鰰馮璡循佡㛉㰚荣竴墼氳槴뙣ն 
 
➘妩娶㞑氳阻亨 

眦查姢뙣⪝㍩┽劲全陱佭┉㚲几泳嵸㏐28 ┒䇖亡眦氳㍩奏⫂㛻鼨坟奏㓊佭逈莬菸
┰朅簀յ岑篑 1 眦氳娢㖗ն⪝㍩⫂糙┉䈴㛻㑔儒鵲氳舅抆╈䑐鵁鲋蛽㏐猫⺎♔洇⮽丞╄
娢㖗ն鲹ꄅ鿥㚷▽篑 30 ⺐僷鲾ꜳ❠几♜⩦顠鲤饄熊鈸㴕뙣眷ն塝㛚╈䑐鲸鿥㚷▽鈼⻤
㲝յ鷉俋㷤鈾奏♔⹖凹篸䎎㏐ꄇ榟ⲁ擻⹖榟䒳氳㷤炐奏ն全阼縖█⺎♔✳榫丘柱侁䐭ꜳ全
鈸㴕絢奓յ伫谺⹖⪭☽擻⿁ն循㵸㑔㎂░꺉⫂┥┯泳⛼几⼥⺎♔꣮休鉯璼ꠋ겗凹篸⡬䐂
⪩嫱氳洇憠⪚鉉䎬氳㷤㲝ꄅꡱ⮜浔㛢熨ꄇ榟ꥎ眷氳Ⰼ⯆剝儗循䢓㛚氳塠鷺⽰鈸俍奏
全阼縖耇粮鲤饄熊㏐鈸㴕切◙뙣眷ն舅抆╈䑐鲸㲋僿╞ⱴꪫ⺸⩎珢⽰䡗几氳◎ⲁ栏▊孨ⲁ
█篺浪䫙䏨栏劆篯篲氳陻㛚⹇鈸孨ⲁն 

╈宿姢뙣㎁ꡮ冶孲㓹ꄌ⚢循眦查䄬⽰뙣⹧⹁氳顫Ⲃ┖┚┪槡⺨㏐氳┥㳄⹖炙奏燠冓
䋯㷤㎁ꡮ冶孲坟◸㛢䇗全燠碶氳湳陃⽰篺뀰ն䎎㏐氳䑪䛄縖孨ⲁ奥坟孨餠鲹█鲽┉塠䫠
ⲁ▽㷉妩⹇┚姢뙣⪝㍩氳朅㗟留杼泳⛼ն 
 

---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜繁体字＞ 
 

眧㯹姢둊⪞㎧ 
䇭氬䇗✿鹞䐆氳姢둊齉働✿⮽煉宿媰㺢氳㛿抇忣㏑飉⫸⛙瑮◅埡┪槡㛻䢇1939-

1945䏴煉宿⼾麕氳㖵宿鵳㏑䄄鵅廍⻉㊂▽㛻撵忣㏑亥佭樧㏑㷉妩ꝧ㡐⽛眥⟋闀姢
둊只䕜㏑1995 䇗㵴㛛ꝧ䷒氳眧㯹姢둊⪞㎧㶩佭⺸姢둊⟋闀鹼示氳瑮┉塠夷䇗僘飃鷪
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100 牊鶿蛓ꥃ둊걊✿⮽⪞㎧⪭煉ⴎ䦮熥⫸鹞䐆縡✿氳㵸㛿듼緺띴뒩某똞⽰氫갯ꥎ
璢⠰둊♓⹗菌㈟뒩떄걊㵸똸뗀ꮠ⺱ր鰰馮ց璢㏇佡㛊迭疒竵墽氳槴둊 
 
➘妩⹘㞒氳錄亩 

㌅劲✿鐁眧㯹姢둊⪞㎧佭┉谊☕䄄忣㏑28 蛓䇖亡⪞㶹氳㎧ⶆ⪐㛻鼨⮈ⶆ㓊佭逈
譋蝟⹼梫笸岒硝 1 ⪞㶹氳娣㖗⪞㎧⪐僘┉䈴㛻㑔儒鵳氳舅抇煉䑐鵂鷪蛾㏑猬絢♓洇
⮽丞⠕娣㖗鵞遵鿦⤕▽硝 30 給僸鸞ꔖ❠☕⠟⩦鞞鲥ꦗ鈶㴖둊걊塞㛛煉䑐麅錄糌
▽釲缅那熭俋㷤鈮ⶆ♓⹗☮磇樧㏑ꄇ榟Ⳃ擻⹗榟䛞氳㷤炑ⶆ鷝遫熔絢♓✳榫丨⛤걦䐮
ꔖ✿鈶㴖絣奓伬躺⹗⪭☾擻⿁㵸㑔㎬傴귈氳㵬哆䄄獲☕⿦働ꤚ侈鉮璽ゖ갭☮磇用䐂攒
禁槴䙬氳洇럅⪛鉈䎬氳㷤那遵ꢷ⮛蜸術牊ꄇ榟ꥎ걊氳Ⰰ邯嘆儗㏇䢒㛛氳塠鷻⽰鈶俍
ⶆ鷝遫耈催鲥ꦗ㏑鈶㴖刈◚둊걊舅抇煉䑐麅祺䅻䫚䏩逖榟鐑㛛⹉鈶孨Ⳃ熔働遝僿艈
鰾鸸⺭⩬珢⽰䡗☕氳◎Ⳃ逖綗孨Ⳃ 

㏇眧㯹䄬⽰둊⹦窱氳鞴Ⲃ┖煉宿姢둊㎜꤂◬孳㓹ꄌ働艃┪槡⺨㏑氳㵬邖⹗炙ⶆ犉哗
ꝧ㷤㎜꤂◬孳⮈爛術䇗✿犉碶氳湳閂⽰祺꿨樧㏑氳䑪䄄孨Ⳃⶇ⮈孨驳鵞熔鶡┉塠䫠Ⳃ
▽㷉妩⹉艃姢둊⪞㎧氳梫㗟畚杼䄄獲 
 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 

 
米子水鳥公園 

何世紀にもわたり、中海沿いの天然の湿地帯には渡り⿃の水⿃が越冬しにやってきています。第2
次世界大戦（1939-1945）後には、中海沿いで土地造成事業が⾏われ、大きく広がっていた湿
地が徐々に失われたため、地元住⺠から水⿃の生息地の保全を求める声が上がりました。1995年に
オープンした米子水⿃公園は、その目的に向けての第一歩です。公園には、100を超える種の1万羽
以上の⿃が毎年訪れます。秋から冬にかけてはコハクチョウ、ツクシガモ、ヘラサギ、マガンなどが飛来し、
春から夏にかけてはカルガモ、ムシクイ、カイツブリなどがここで繁殖を⾏います。 
 
利用者に優しい施設 

米子水⿃公園は厳密には人工湿地で、28ヘクタールの敷地の大部分は葦の茂みに囲まれた深さ
1メートルの池になっています。大きな木造のネイチャーセンターがあり、床から天井までのガラス張りの
窓からは池を⾒渡すことができます。望遠鏡は約30台あり、無料で⿃を間近に⾒ることができます。そ
の他、視聴覚室、教育展示、地域の野生生物や生態についての展示などがあります。また、デジタル
顕微鏡を使って羽毛や昆虫などを観察することもできます。小さな図書館もあり、専門のスタッフが質
問に答えたり、⾒所を教えてくれたりします。八角形の展示室には、多くの種類の野生の雁の剥製標
本が展示されています。また、屋外の遊歩道や観覧エリアでは、いくつかの種を間近で観察することが
できます。また、子どもから大人まで楽しめる体験学習を定期的に実施しており、学校からの課外授業
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も定期的に受け入れています。 
中海水⿃国際交流基⾦財団は、米子市と⿃取県の助成を受けて、世界各地の専門家や地域

社会と積極的に国際交流を⾏い、⻑年培ってきた知⾒や経験を共有しています。また、地域のボラン
ティア運動が盛んで、地域住⺠が保護区（水⿃公園）の環境管理に参加することを奨励しています。 
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006-029 
中海・宍道湖圏域多言語解説協議会 

【タイトル】 上淀⽩鳳の丘展示館と上淀廃寺跡 
【想定媒体】 WEB、パンフ 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

┕血氫地╯┭㷤鈾꺉⹖┕血䈥㵔鸆㏥ 
血娡㏐奏⛤◇眦查䄬僄⴮珸㏿䦦┉撴罎婘䇖⸊ꪫ僼仼儗宿羜ꪣ㛻㸔1729

眦㸔뜃ն舅⺒⯥休创颯鲹ꄅ➘佭ꄆ金氳几⹾纺㷉㏐ն⪝⩕ 683 䇗┕血䈥㵔䋧◇┉㚲
䇩隵╯╈ն䎎休鲹ꄅ企䄖糙┉䈴烖炙鲸坟䄭浔 5 ┪篕舘 6 ┪篕ꄆ金꺙겅氳⹿㐓ն抆縡
㵔䈜循⪝⩕ 1000 䇗䄅⺓鹀手多塝⺵⫋儔ꄆ䋧ն1991 䇗舘 1993 䇗ꠑ㵔䈜氳㓹骤⹖⚜㛢
乄擻逈⹠䫂㞝凶☱⟊柳循⸊㏥ն1996 䇗┕血䈥㵔逈䧗㲋╙㎁㳄⺒鴇ն 

┕血氫地╯┭㷤鈾꺉㶩䋧◇㵔䈜鸆㏥ꡭ鲤◇ 2011 䇗㵒㛚䋯科ն꺉⫂糙┕血䈥㵔ꄌ㔆
塜外⫂鼨氳璡奃❇㛄⯆嘗㑔淋纱䩺縓⹿⹠朆┚ⷧ⺒阭鰉╙全阼縖㷤朆鲹䈴㵔䈜⹖院
㏐奏氳ⷧ⺒⹩鱻ն 
 
多愅䓪㛻愂⺵氳鸆柳 

┕血䈥㵔䋧◇仼儗僄⮤氳⛻䷸㵔䈜⭴朆篑 100 䇗⺵┚㜧荂氳嫏㵔յ蕇䄳㵔㛻舚㚲
◇⺱┉休创ն⺵┼縖⺱╙儒冘䋧璵氳⹿鴇❤抆槴柳舘凶縡┕血䈥㵔ⷌ循⪝⩕ 1000 䇗䄅
⺓氳┉㏜多愅䓪㛻愂╈⴬╙╰糙㞝凶☢柳◇阭䑓╯╈ն 

縓⹿溿狓辑伺鲹撴䄭㷀碧⬹氳㵔䈜紮䄇㟓㏐⮵榫▽㸔隵㏐䎬ն⪭丞⛮䄭㷀겆╙攑⮷
鵠浪㵔䈜⺆糙┉䈴䡝┼䈴㖍縡┕血䈥㵔傾阻阞㵨└䈴㛢ꄆ㖍⼑好⴮颦⺸┉柱䪷䋯┘鲋
愂贸⹠榟⯥☢䋧䡗▽┼䈴ն㵔䈜氳㛻㑔ꄌ㔆⫂❠㜪浔┉㵯㏿◇㓹䈴┕氳ꡦ䌶ꡨ㞝全⥽┼
㵯羈❊虅蛋⥽坟环䄅⺓ն縓⹿⹠䫂⭴丘ⶉ♭⛻⥽墧撴泘⯥㏰䄖㷤⭴ն┥㳄♜❤䩺鲹◙墧撴
㛄⸊▽璡奃❇氳⸊⛻⥽㞝凶䡗╙▽㷤鈾꺉氳劭䑐㷤⿁ն塝㛚㵔䈜鸆㏥鲸⭴㎻▽阵㛢懱扦
氳䎷簃骤脹㘅墧撴鲹辑伺ꄌ㔆㘅㙇┕傾糙곽劲┚嫏㵔㙇槇注⛎氳瞿紇㙇槇ն鼨坟㙇槇
█䄖循注䈒⛤糌㛄⸊㷤⭴ն 
 
┕血氫地╯┭㷤鈾꺉 
䋯꺉休ꠑ9:3018:00֐⪍㏜䡽舘 17:30 
ꠊ꺉仼⼽◅㞝鷕荣⡾仼յ辍⚔仼걹滑⩕份科⡾僿ꠑ12 僖 29 仼1֐ 僖 3 仼 
ꠅ烨310 仼⩕㛻栏⽰냖╈榟 160 仼⩕⮤╈榟⹖♔┖⩦顠 
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---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜繁体字＞ 
 

┕尰氫둛╯┭㷤鈮귈⹗┕尰䊵㵕鹨㏥ 
⛤亥眧㯹䄬⴯珸氳尰娡㏑ⶆ㏿䳕┉撵罏婘䇖⸊ꪫ僼仼儗宿羝ꪤր㛻㸔ց1729

⪞㶹㸔뜄舅⺒私侈♏鵞遵➘佭ꄆ釒氳☕⹾纻㷉㏑重⩕ 683 䇗┕尰䊵㵕䋧亥┉
谊額隵╯煉樧侈鵞遵企䄖这㏇┉䈴烖炙麅⮈䄭蜸 5 ┪硕舘 6 ┪硕ꄆ釒꺙ꯝ氳結㘱抇
縡㵕䊮㏇重⩕ 1000 䇗䄅⺓鹁扌夘䏴⫋儔ꄆ䋧㵕䊮氳㓹溍⹗術嘚乄擻㏇ 1991 䇗舘 1993
䇗ꝴ逈氪䫂㞞☬☱⟋这㏇⸊㏥1996 䇗┕尰䊵㵕逈䧘遝憡㎜邖⺒饊 

2011 䇗㵴㛛ꝧ䷒氳┕尰氫둛╯┭㷤鈮귈㶩䋧亥㵕䊮鹨㏥ꡭ鲥귈⪐僘┕尰䊵㵕ꄌ㔆塜
外⪐鼨氳璢奄❆嘘㑔┾鵂鷪縓結氪杯艃塽⺒鋘鬼㷤杯鵞䈴㵕䊮⹗鎊㏑ⶆ氳塽⺒闭鹞 
 
夘巷䓪㛻愃䏴氳鹨这 

┕尰䊵㵕䋧亥仼儗⮤氳⛻䷹㵕䊮示杯硝 100 䇗䏴艃㜨荂氳嫏㵕諵䅨㵕㛻舛谊
亥⺱┉侈♏抇縡嫏㵕諵䅨㵕⺱憡儒啶䋧疤氳結饊❤抇槴这舘☬縡┕尰䊵㵕ⷙ㏇
重⩕ 1000 䇗䄅⺓氳┉㕙夘巷䓪㛻愃煉ⴭ憡懃僘㞞☬⺆这亥鋘䞭╯煉 

縓結溿狔辑伺鵞撵䄭㷀秵崢氳㵕䊮紮䄇㟔㏑⮵榫▽㸔隵㏑䎬⪭丞냉䄭㷀ꯚ憡攒禁
┉芙㵕䊮鵡䅻⺆僘┉䈴䡝砌䈴㖎縡┕尰䊵㵕傾錄銷㵫└䈴術ꄆ㖎⶟⴯颦⺸┉迗䪶ꝧ
┘鷪愃愥氪榟私⺆䋧䡗▽砌䈴㵕䊮氳㛻㑔ꄌ㔆⪐❠㜪蜸┉㵰㏿亥㓹䈴┕氳ꡦ䎂ꡨ㞞✿⥾
砌㵰耖❋虆詫⥾⮈环砌⣐縓結氪䫂示▽丨ⶉ♭⛻⥾壂撵泘私齉䄖祺㷤示㵬邖⠟❤䴆鵞
◚壂撵䐞⸊▽璢奄❆氳⸊⛻⥾㞞☬䡗憡▽㷤鈮귈氳劭䑐㷤⿁塞㛛㵕䊮鹨㏥麅示㎻▽錊
術揎扦氳䎷筑溍脺撳壂撵鵞辑伺▽ꄌ㔆撳㙇┕傾僘겨劲艃嫏㵕㙇樔注⛍氳矀紈㙇樔
鼨⮈㙇樔熔䄖㏇注䟕⛤糌䐞⸊㷤示 
 
┕尰氫둛╯┭㷤鈮귈 
ꝧ귈侈ꝴ9:3018:00֐⪌㕙䡽舘 17:30 
ꝥ귈仼鶝◅㞞鷖疒⡾仼適⚔仼ꯂ䋟⩕份䷒⡾僿ꝴ12 僖 29 仼1֐ 僖 3 仼 
ꝛ烩310 仼㎨㛻逖⽰냖煉榟 160 仼㎨㎜煉逖榟⹗♓┖⩦鞞 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 

 
上淀白鳳の丘展示館と上淀廃寺跡 

淀江地区は米子市の最北端に位置し、大山（標高1,729ｍ）の麓を背に日本海に面した肥
沃な平野にあります。この地域は先史時代から重要な居住地として栄えてきました。元々5-6世紀の
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有⼒者の古墳や神社があった小さな谷に、上淀廃寺が建⽴されたのは683年のことでした。しかし、こ
の寺は1000年頃に焼失し、その後再建されることはありませんでした。寺の礎⽯やその他の遺構が、
1991年から1993年の間に発掘され、今では⾒つかった場所で保存されています。上淀廃寺跡は、
1996年に国の史跡に指定されました。 

その近くには上淀⽩鳳の丘展示館が建てられ、2011年にオープンしました。上淀廃寺の⾦堂内部
を原寸復元しています。また、この寺や地域の歴史を考古学的な調査結果や歴史記録を通して紹
介しています。 
 
壊滅的な⽕事で残された破⽚ 

上淀廃寺は、日本で最初の仏教寺院が建⽴されてから約1世紀後、奈良の法隆寺や薬師寺とほ
ぼ同年代に建⽴された寺院です。同じく木造建築であった法隆寺や薬師寺は現在も残っていますが、
上淀廃寺は1000年頃の大⽕で消失し、現在は記憶の中にしか残っていません。 

考古学的な調査によると、このコンパクトな寺院群は谷間の土地をうまく利用していたことがわかりま
す。全体的な配置は珍しいもので、3基の複数階の塔（一般的には1基か2基）が北から南に一直
線上に並ぶ設計となっていました。しかし、⽕事の前に完成していたのは2基のみです。大きな⾦堂に
は、台座に座った阿弥陀如来坐像1体と、脇侍の菩薩像2体が安置されています。数千もの仏像の
破⽚が発掘され、展示されています。これらの破⽚を元に、専門家が当初の仏像を原寸大で復元し、
それらは今では展示館の目玉となっています。漆喰に描かれた壁画の焦げた破⽚も多く発掘され、⾦
堂の壁には元々法隆寺と同じような洗練された壁画が施されていたことがわかりました。壁画の一部も
適切な場所で再現されています。 
 
上淀⽩鳳の丘展示館 
開館時間︓9:30〜18:00（入館は 17:30 まで） 
休館日︓⽕曜日（祝日・振替休日の場合は翌日）、年末年始（12 月 29 日〜1 月 3 日） 
入館料︓大人 310 円、大学生・高校生 160 円、中学生以下無料 
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006-030 
中海・宍道湖圏域多言語解説協議会 

【タイトル】 ⿃取県⽴むきばんだ史跡公園 
【想定媒体】 WEB、パンフ 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

뙣⹧⹁环㠦儒侪榹鸆鴇⪝㍩ 
뙣⹧⹁环㠦儒侪榹鸆鴇⪝㍩佭┉䈴㛻㑔⪝环⪝㍩舚ⱱ◇㵒ꄆ金⺒⯥鸆㏥氳⟊䥉յ溿

狓┚㷤炐ն院鸆㏥氳ⷧ⺒⺎鴒僧⮽䌶榟休创侪僿⪝⩕⯥ 1 ┪篕-⪝⩕ 3 ┪篕舘⹿㐓休创
企僿⪝⩕ 3 ┪篕⺵ⶐ僿-⪝⩕ 4 ┪篕⺵ⶐ僿ն循⪝⩕ 2 ┪篕⺵ⶐ⺗氳렲沸休僿鲹ꄅ坟
䄭浔丘氬䈴䢣㷒⹖⪭☽䋧璵佭┉㚲几⹾㳢꥘氳纺㷉㏐ն䎎休饄乄柱☳◘孙㛻ꡯ⚩⪍仼儗
鲸糙丘氬䇗㍕塝⪭乄⴬յ䤗儛⹖顟佄䏢全䗯⬅⺆耇鵠鲋縓⹿隀刧全鲸⸊ն㠦儒侪榹佭仼儗
㎁⫂僄㛻氳䌶榟休创纺蛽鸆鴇╯┉鲹䈴鸆㏥⪝㍩仵佭縓⹿溿狓朆㏜█佭┉㚲鷉俋䷸罬
㓹㏐ն 
 
☳骤休创⮽ꚗ休创 

㠦儒侪榹鸆㏥⛤◇㛻㸔1729 眦㸔뜃┉㚲㳑꠱䇖簾氳叜冷㐕㏐┕⺎⟦渐䌒宖
ⶐ㹢ն1931 䇗鲹ꄅ꺙埠⹠朆▽鸆鴇縡㛻鈺嘗氳⹠䫂泳⛼◇ 1997 䇗䣉塜䌋⻪ⲁն鸆鴇
⪝㍩⫂⪦⹠䫂⭴篑 950 㚲䋧璵鸆柳坟㷯 7 ╄碧㳢注鳀氳奏㓊ն 

㶽留僄企氳鸆㏥⺎鴒角舘⪝⩕⯥ 100 䇗䄅⺓⛙㛻㛢丘鸆鴇氳䇗创꥘╈循⪝⩕ 3 ┪篕
⯥⺵ն鲹┉休僿氳仼儗☱♔✳榫骤╙╚┘鲋█⭴㎻▽┘㵽ꚗ鸆擻鲹ⷅ阾▽䎎休塜㚲
◇亍骤休创侪僿⺸ꚗ休创鲋峛氳ꄆ㛻䤗儛⹩ꪵꡙ夀ն鸆㏥╈鲸⹠朆▽╈㎁◲ꪂꚲꜳ墧
撴յ朔桔权⹖⪭☽顟佄擻⿁餉♔阾伺㠦儒侪榹循䎎休䄖踅⪍▽䇯嫚氳顟佄粠簇╯╈ն 
 
⹿创䋧璵氳㲝⫂阻阞 

㛻㛢丘䋧璵鸆柳䄖逈ꄆ亍䫡㒪塑♔⟊䥉朆㏜阻糙剝撿陱伺⪭鈺嘗⹖⪭☽篱荣ն篑 21
㚲䋧璵循⸊㏥┕鲽车▽㛄⸊ꄆ䋧⪭╈糙 9 㚲佭㛻舚⼑㎐䎬氳ⶐ㏐狍䌋䢣㷒ն㷒╈㷉⛩狝
ꠑ⺸┖䧳䫂篑 1 眦岑睱找氳儒刼㑉波眠⪍㏐ꪫ┚般匛注鳀冘䡗䢣㷒组几乨眠氳呲儒
篼䣊循组几┕䯌䋧䡗乨㐕敯㷒걵⫋釙沲莬菸璡葺蔈걵鼨槴糙䪷懢⹾⪍⹾㚲鵠浪阻糙沲
걵ն┉◙⹠䫂鸆㏥╈⭴㎻▽㳑㛻氳儒冏鲹辑伺糙◙䋧璵傾䦦糙粮╙㐍㍾氳㷒걵ն㛄⸊㲓뀰
侁炐鲹◙儒冏餉♔䶺䱹嫫㎻㷒걵㍕塝鼨坟㛄⸊䋧璵ꃾ榫▽鲹熨劫䌋ն縓⹿⹠䫂╈浪⚢⹠
朆愂㖗氳⛤糌鲹█⛮朆循▽㛄⸊䋧璵╈ն愂㖗⼽㍴鲸⫋朆▽䏭⺎耇榫◇柳科仼浪榫⿁㳑
㛻氳㎻几ն⺁糙┉◙㛄⸊䋧璵攑䙬⟊䧏儔㱮泳氳敯䒳♔㷤炐䋧鵲鲋爊ն 
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隵擻┚顜ꄆ擻⿁氳☹䈑 

㠦儒侪榹鸆鴇╈⺁┉熨浪鈷氳䋧璵眷㑔佭냖几☹䈑ն鲹眷䋧璵鵠浪╙骑䎬熊㏐ꪫ篑 2
眦냖ն鲹ꄅ⭴㎻▽䅠㯿嬼氳儒冏侁抆佭╙▽榫簞碠䨻篼㍾㲋⺵冘䋧㐍㍾氳㘅⛮ն㛄⸊䋧璵
╈┘☢ⴎ⻡鲹熨儒冏㘅☹䈑鲸糙♔籁篲允剨汷╙㘅⛮氳☹䈑ն㵨☹䈑几熊㏐ꪫ糙Ⲃ◇䥠
䐒ッ륅眷ⲁ擻氳南䣼⺱休ꡕ塛㏐ꪫ弪妰㵗舚⤴誾擻⿁肩憮ն 
 
㛻㑔炙紮氳⫼㸔┉鉉 

鸆㏥╈⹠朆▽┉㚲篾冘攑墥┦䅠糙㘅⛮氳㛻㑔ⶐ㏐狍䌋䢣㷒俪逈阡㲋╙纺蛽겅迠氳
㷉䢦ն朆㏜鲸⹠䫂⭴篑 39 䈴骤溭㗼㲝⪭╈㛻㛢糙里攑氳㶅鉉阻阞鲹熨眷㑔循仼儗⪭
☽㏐奏㶉儔⹠朆ն㶽留䄖⭴㎻丘氬䈴䋧璵鸆柳⛙┥㳄阡╙鲹☢ⶭ㲓ꡮ纺蛽䋧璵䔅丘氳篑
奥坟╯┉院炙紮氳葶㍴䈒院鲾鲾飃⭴鸆㏥⪝㍩氳鱦槡ն 
 
䌶榟休创榟孨㷤 

㠦儒侪榹鸆鴇⪝㍩⫂阻糙┉㚲⺳╙䌶榟㠦儒侪榹꺉氳崅梅╈䑐ն꺉⫂氳擻꺉ꡱ
⮜浔⺨眷⭴㎻泳յꢾ⹖⪭☽乄擻鲸糙⫂㳋╋㳫氳环⛮㲓俍嘗㑔㷤炐▽⫡縰յ泳⯆
⛼յ䢣㷒䋧鵲璡榟孨㏜俍ն㷤鈾尜沲▽䌶榟休创榟孨氳亡亡ꪫꪫⴎ䦮깱괐յ僜깳յ⯆ꢾ⹖
顟佄孨ⲁն꺉⫂氳泳⛼忘⚢╞ⱴ䌶榟곽劲氳ꢾ┚泳⯆⛼璡⺨眷孨ⲁն┘鲾㚲氳鸆冘㷤
炐꺉糙└㚲ⶐ㏐狍䌋䢣㷒鸆柳框♜齉⟊䧏浔⭴㎻休氳敯䒳榫◇䷸栏㷤炐ն⹇鈸縖鲸耇循
䢓㛚氳⹠䫂⛮뀰䇯㏜栏▊縓⹿⹠䫂䤗儛ն 
 
䋯㍩休ꠑ9:0017:00֐⪍㏜䡽舘 16:30 
ꠊ㍩仼夷僖瑭 4 ╄⼽弯㞝鷕荣⡾仼յ辍⚔仼걹滑⩕份科⡾僿ꠑ12 僖 29 仼1֐ 僖

3 仼 
ꠅ烨⩦顠 
 

---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜繁体字＞ 
 

둊⹦窱环㠧儒侪榹鹨饊⪞㎧ 
둊⹦窱环㠧儒侪榹鹨饊⪞㎧佭┉䈴㛻㑔⪞环⪞㎧舛ⱱ亥㵴ꄆ釒⺒私鹨㏥氳⟋闀溿

狔艃㷤炑鎊鹨㏥氳塽⺒絢鴓巅⮽䎂榟侈♏侪僿重⩕私 1 ┪硕-重⩕ 3 ┪硕舘結㘱侈♏
企僿重⩕ 3 ┪硕䏴ⶐ僿-重⩕ 4 ┪硕䏴ⶐ僿㏇重⩕ 2 ┪硕䏴ⶐ蜘氳렲沸侈僿鵞遵傾
⮈䄭蜸丨氬䈴䢤㷒⹗⪭☾䋧疤佭☕⹾邴꥙氳纻㷉㏑樧侈乄迗䐍◟孚㛻ꣃ⥉⪌仼儗麅
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僘丨氬䇗㍕塞⪭乄ⴭ䤗轱⹗鞥佄䏢✿䗰媲⺆耈鵂鷪縓結鐩刨✿麅⸊㠧儒侪榹佭仼儗㎜
⪐㛻氳䎂榟侈♏纻蛾鹨饊╯┉鵞䈴鹨騛⪞㎧件佭縓結溿狔杯㕙熔佭熭逖䷹罭㓹㏑ 
 
䐍溍㉻侈♏⮽ꖺ㉻侈♏ 

㠧儒侪榹鹨㏥⛤亥ր㛻㸔ց1729 ⪞㶹㸔뜄┉谊㴸꟏䇖稸氳叝冷㐕㏑┕絢⟦渏䌒
怖ⶐ㼗鵞遵㏇ 1931 䇗⮤埡氪杯▽鹨饊⛙波⮽ 1997 䇗㛻釨嘘氳氪䫂䄄獲䣉塜䌋グⳂ
鹨饊⪞㎧⪐⪦氪䫂示▽硝 950 谊䋧疤鹨这⮈㸋 7 ⠕秵邴注鵿氳ⶆ㓊 

ꥹ抇企氳鹨㏥絢鴓巅舘重⩕私 100 䇗䄅⺓┘鷪㛻術丨鹨饊氳䇗♏꥙煉㏇重⩕ 3 ┪
硕私䏴鵞┉侈僿氳仼儗☱♓✳榫溍㉻憡╚⛙熔示㎻▽┘㵽ꖺ㉻鹨擻鵞ⷆ镜▽樧侈塜谊
亥于溍㉻侈♏侪僿⺸ꖺ㉻侈♏鷪峛氳ꄆ㛻䤗轱闭ꪵ꣬夀鹨㏥煉麅氪杯▽煉㎜榣ꪃꉙꔖ壂
撵朔桕权⹗⪭☾鞥佄擻⿁鵞◚齉镜伺▽㠧儒侪榹㏇樧侈䄖ⱶ⪌▽䊸嫚氳鞥佄私礙╯煉 
 
結♏䋧疤氳那⪐錄銷 

泘私術丨䋧疤鹨饊䄖逈ꄆ于䫢㒪♓⮵⟋这杯㕙錄僘鉮鐁擀鐁伺⪭釨嘘⹗注꟯碸疒
㛻硝僘 21 谊䋧疤㏇⸊㏥┕鶡车▽䐞⸊ꄆ䋧⪭煉僘 9 谊佭㛻舛㎨䎬氳雤狎䢤㷒㷒煉榟
孨狞ꝴ⺸┖䧴䫂硝 1 ⪞㶹岒睲㚛儒刼㑊波䬥⪌㏑ꪫ┾艃嚛匜注鵿啶䡗㷒냉끎凡乨䬥
氳呲儒祗碴亥勂凡┕䯍䋧䡗乨㐕敻㷒ꮼ釚♓譋蝟璢葻蔉ꮼ鼨槴僘䪶拇⹾⪌⹾谊鵡䅻錄
僘衏ꮼ鼨⮈鹨㏥示㎻▽㴸㛻儒冎걦炑僘◚䋧疤傾䳕僘催㔌㍾氳㷒ꮼ䐞⸊酒꿨镜伺鵞◚
儒冎餉♓䶺䱸嫬㎻㷒ꮼ㍕塞鼨⮈䐞⸊䋧疤熔䫑榫鵞牊䎬䌋㏇縓結氪䫂煉愃㖗鹨饊ⶇ⮈
䅻釤䐞⸊䋧疤煉爐⫋杯▽⪭⛤糌愃㖗⼾㎠麅ꄆ杯▽䟕鎊佭榫亥这䷒榟孨榫⿁氳㴸㛻㎻
凡⺁僘┉◚䐞⸊䋧疤禦䙬⟋䧐儔適䄄敻䛞♓杯䋧鵳鷪 
 
牰擻艃鞕ꄆ擻⿁氳⠒飪 

냖凡⠒飪佭㠧儒侪榹鹨饊煉⺁┉牊䅻釤氳䋧疤걊㑔鵞걊䋧疤ꦗ㏑ꪫ硝 2 ⪞㶹냖鵡
䅻憡䎬鵞遵示㎻▽䅸近嬼氳儒冎걦抇佭憡▽榫筏碠䨻祗㍾遝䏴啶䋧㔌㍾氳撳냉䐞⸊
䋧疤煉ꢝ▽ⴎ⻢鵞牊儒冎撳⠒飪麅僘♓稶笞允嘻汷憡撳냉氳⠒飪㵫⠒飪凡ꦗ㏑ꪫ┘⛙
耈ꡕ塛㏑ꪫ弪姇㵷舛⨶調擻⿁肩摩麅僘Ⲃ亥䥡煞뤉룎걊Ⳃ擻氳䵑 
 
㛻㑔炙紮氳⫼㸔┉鉈 

鹨㏥煉氪杯▽┉谊磶啶攒墤┦䅸僘撳냉氳㛻㑔雤狎䢤㷒倭逈鏂遝憡纻蛾ꯝ迠氳⛩䢦
杯㕙麅氪䫂示硝 39 䈴溍溭㗽那⪭煉┘㵽䫑榫▽暐攒氳㶅鉈錄銷鵞牊䎬䌋㏇仼儗⪭☾㏑
ⶆ㶉儔釤鷪⨅畚䄖示㎻丨氬䈴䋧疤鹨这⛙㵬邖鏂憡鵞⺆⛯酒꤂纻蛾䋧疤竭丨氳硝ⶇ⮈
╯┉劯䴆䫠⚽鎊炙ⶆ氳疘㎠䟕鎊鸞鸞飃示鹨㏥⪞㎧氳麕槡 
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䎂榟侈♏榟孨㷤 

㠧儒侪榹鹨饊⪞㎧⪐錄僘經憡ր䎂榟㠧儒侪榹귈ց氳鷝遫煉䑐귈⪐氳簷擻귈ꢷ⮛蜸氪
䫂示㎻氳䄄ꢾ㉻⹗⪭☾乄擻┾♓环냉酒俍嘘㑔榟Ⳃ⫋杯鱖縱邯䋧㷒璢榟孨㕙
俍㷤鈮⪐部尝衏䎂榟侈♏榟孨氳⺨⠕ꪫ⺸⥾佭굃광僜굟邯ꢾ⹗鞥佄孨Ⳃ귈⪐爐釨
穆僘䄄獲㏵狞ꝴ働艈鰾䎂榟겨劲氳ꢾ㉻艃䄄邯獲璢냉꿨鐑┘鸞谊氳鹨啶㷤炑귈僘
└谊雤狎䢤㷒鹨这禵䧐蜸示㎻侈氳敻䛞❠䷹逖✳榫鷝遫麅耈㏇䢒㛛氳ր氪䫂냉꿨䊸
㕙ց逖綗縓結氪䫂䤗轱 
 
ꝧ㎧侈ꝴ9:0017:00֐⪌㕙䡽舘 16:30 
ꝥ㎧仼夷僖瑮 4 ⠕鶝㍌㞞鷖疒⡾仼適⚔仼ꯂ䋟⩕份䷒⡾僿ꝴ12 僖 29 仼1֐ 僖

3 仼 
ꝛ烩⩦鞞 
 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 

 
鳥取県⽴むきばんだ史跡公園 

⿃取県⽴むきばんだ史跡公園は、先史時代の遺跡を含む重要な遺跡の保存・研究・理解を目
的とした大規模な公⽴公園です。遺跡は弥生時代後期（紀元前1世紀-紀元3世紀）から古墳
時代前期（紀元3世紀後半-紀元4世紀後半）のもので、ここは紀元後2世紀後半に最盛期を迎
えた、数百⼾の家屋やその他の建物が並ぶ人口密集地でした。この村が活動していたのはアジア大
陸から文字が伝わってくる数世紀前だったため、その文化、技術、および交易での他地域との交流は
考古学調査から浮き彫りにする他ありません。妻木晩田は日本国内最大級の弥生時代の遺跡であ
り、この史跡公園は考古学研究の場であると同時に、教育資源（拠地）でもあります。 
 
⽯器時代から鉄器時代へ 

この史跡公園は、弓ヶ浜半島を⾒下ろす「大山」（標高1,729ｍ）の麓にある、広くてなだらかな
森の中腹に位置しています。1931年に最初の遺跡が発⾒され、1997年から大規模な発掘調査が
開始されました。史跡公園では、約950棟の建物の遺構が発掘されており、それらは密接した７つの
地区に広がっています。 

最古の遺跡は紀元前100年頃のものですが、ほとんどの遺跡は紀元後3世紀頃のものです。この
時代の日本ではまだ⽯器が主流でしたが、鉄器も数多く出土しており、新⽯器時代末期から鉄器時
代への大きな技術転換期を迎えていたことを物語っています。また、中国で作られた⻘銅鏡の破⽚や
ガラスビーズ、その他の交易品も出土しており、妻木晩田がこの時代に大きく広がっていた交易網に属
していたことがわかります。 
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古代の建物の内部設計 

建物の遺構の多くは保存のために埋め戻され、その大きさやその他の詳細情報が看板に記されてい
ます。約21棟の建物が元の場所に再建されています。そのうち9つは、地表から約1メートル掘ったとこ
ろに生活空間が設けられた、ほぼ円形の竪穴住居です。頑丈な木の柱を垂直に土の中に埋め込み、
水平の梁と接合して構造躯体を作っていました。躯体の枠に垂木を斜めに敷いて骨組みに縛り付ける
ことで屋根の斜面を形成し、その上から葦などで覆いました。頂上には煙が出るように開口部を設けま
した。屋根付きの玄関も典型的なものでした。いくつかの発掘現場では幅広の木の板が発⾒されてい
ますが、これは建物の中にはより頑丈な屋根を持つものがあったことを示唆しています。復元実験の結
果、これらの木板は土の屋根を支えるだけの強度があったことがわかり、実際にその方法で復元したも
のもあります。数多くの発掘で炉の位置が判明したことから、炉も再現されており、それを取り囲むように
作られた、日用品の保管に使われたと考えられる土製の幅広い棚も再現されています。一部は復元
を未完の状態にすることで、建設作業の様子がわかるようにしています。 
 
穀物や貴重品の倉庫 

妻木晩田でよく⾒られるもう1つのタイプの建物は、高床倉庫です。通常は⻑方形で、地面から2メ
ートルの高さに作られました。穴の空いた木板が⾒つかっており、縄で結んで壁をしっかり固定していたと
考えられます。復元されたものには、このタイプの倉庫のほかに、杉の皮を編んで壁を作った倉庫もあり
ます。倉庫を地面から浮かせることで、げっ⻭類の動物の侵入を防ぎ、中身を地面の湿気による腐敗
から守ることができました。 
 
発掘されたのは大規模集落のごく一部 

壁のある珍しい構造の大きな竪穴住居が発⾒されており、指導者の住居ではないかと推測されて
います。また、約39の⽯室古墳も⾒つかっており、その多くは日本の他の地域には⾒られない角が突
出した形状になっています。数百もの建物の遺構が発掘されていますが、専門家は、これは実際の集
落の建物全体の10分の1程度に過ぎないと考えており、実際の集落は現在の公園の境界をはるかに
越えて広がっていたと考えられています。 
 
弥生時代の暮らしの展示 

史跡公園には、「弥生の館むきばんだ」というビジターセンターがあります。ここには、道具や土器など
の出土品を展示した博物館や、農業や道具作り、家づくりなどの活動を分かりやすく紹介したジオラマ
があります。食べ物、服飾、土器、交易など、弥生時代の生活のあらゆる側面が説明されています。
体験学習室では、弥生式の土器作りや道具作りなど、さまざまなアクティビティを開催しています。すぐ
近くには遺構展示館があり、その中には発掘された3つの竪穴住居の遺構が展示されています。教育
を目的に、発⾒された時の状態で保存されています。屋外の発掘体験ひろばでは、発掘の技術を学
ぶことができます。 
 
開園時間︓9:00〜17:00（入園は 16:30 まで） 
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休園日︓第4月曜日（祝日・振替休日の場合は翌日）、年末年始（12月29日〜1月3日） 
入園料︓無料 
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006-032 
中海・宍道湖圏域多言語解説協議会 

【タイトル】 山陰伯耆国 米子アジア博物館 
【想定媒体】 WEB、パンフ 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

㸔ꡗ劈縗㎁٬眦查◘孙擻꺉 
㸔ꡗ劈縗㎁٬眦查◘孙擻꺉佭┉䈴⮷䋯榟ꪫ氳擻꺉簧⺭⛮╚金╙几♜㷤炐僻

簣╯饟┕氳篥篲⿁⹖⪭☽乄⴬荔儛⿁ն擻꺉⺳燢╈氳㸔ꡗ劈縗㎁佭仼儗⹿创氳
初⯆㎁妨凶㛿氳뙣⹧⹁╈鼨⽰重鼨ⴎ⻡眦查循⫂ն擻꺉㏿蛽◇⽰榹㏐奏氳宿帶ꡭ鲤
奊黨眦查놬择鼃儬㏜ն5 ╄㷤꺉♔⹖┉䈴⪍⹾䋧璵㍴簀┉㚲⚩簊䉁㍩縡䋧ն鲹佭┉䈴妩ꠑ熗
蛈擻꺉⪭誾⿁⛮朆▽⮡㡏几˒˒䎎㏐⚀┯㳄般㏐媪槀(1912-2007)氳╄几飯⽏ն䋧阫⹇
鈸縖䧝걹休Ꙟ亡⺸❤埠⹇鈸⺨㷤꺉ն 

瑭┉䈴㷤꺉佭刌篲泳忘㷤炐▽仼儗⚩簊氳篥篜յ刌荈⽰篲鵲泳⹖泳荔孲爊ն瑭◅䈴
佭礝篲꺉礝ꮠ⺱㾆ꡱ⮜浔䎎㏐瞿紇氳ꪕ衹礝篲擻ⴎ䦮⽰僜յ逈㝄┚倉䅊ꠅ
䅊璡꺉⫂鲸糙┉范娡䢓休创(1603-1867)⴮⯥芸氳 1:6 㛄⯆⿁鲹眷⴮车ら芸傾Ⲃⱱ眦
查䡗╙竴蔻氳顟佄╈䑐ն瑭└䈴㷤꺉╙嫧事篲꛼꺉䷅誾▽⚊僮曓㲝紇儛걽ꠋ♔⹖循嫧事
⹿紇儛յ泳荔⿁յ篲꛼璡겅㓊◸鎺┪槡氳䷅誾㳄䥽䄹㡁٬ꡦ篞簟㱧(Rahim Anavian)䢦誾氳
⚩簊嫧事篲鵲⹖⯌簎篥篲⿁╚金全舅 18 ┪篕舘 19 ┪篕ն瑭弯䈴佭蟑⹿꺉㷤⿁♔僜逸
⹖⪭☽篥篲⿁╙╚纺扦䡗⺮䓙娕(1162-1227)┚蟑⹿乄⴬⪭╈僄㛻氳◾憠佭┉╄㛻㑔环
⛮㲓俍嘗㑔⫋朆▽鲡鰟䡗⺮䓙娕永㳄蟑⹿ⴎ氳㏜俍ն鲹埠䯉鲡餉餉榫▽ 24 㜍擧⽰┉鰒䄉
㛻氳儒⯆顎鯲ն 

僄⺵氳瑭◑䈴㷤꺉佭军┕ꪉ篕䒞꺉┥ꠅ㷤炐仼儗蜷⺳⛼㳄军┕ꪉ(1907-1991)氳
榟䇖┚⛼⿁☽傾⮡⛼▽阵㛢♔╈㎁⹿创╙羜俍氳ⷧ⺒㵸陱奃㞝վ程抬տվ哦⪥տվ㯿查տ
璡ն꺉⫂㛄⸊▽☽氳░䢣ꡱ⮜浔⪭熗几㎂░꺉氳誾░յ░绑⹖⚜㛢╄几擻⿁ն⹇鈸氳僄⺵
┉珇鵠浪佭⪍⹾䋧璵鲹ꄅ㷤⭴▽㒞眦㶂٬塑藖(Emile Gallé,1846-1904)璡荔儛㳄氳亍荔儛
곽劲朔桔⛼⿁ն擻꺉鲸阻糙ら䈙❠⹇鈸縖鴲顔篕䒞⿁ն 
 
䋯꺉休ꠑ9:0016:30֐ 
ꠊ꺉仼⼽┉㞝鷕荣⡾仼յ辍⚔仼걹滑⩕份科⡾僿ꠑ 
ꠅ烨500 仼⩕ 
 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜繁体字＞ 
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㸔ꢱ⚼縘㎜٬眧㯹◟孚簷擻귈 
㸔ꢱ⚼縘㎜٬眧㯹◟孚簷擻귈佭┉谊禁ꝧ榟ꪫ氳簷擻귈紮╚釒憡☕⠟㷤炑ր礸禞╯

饟ց┕氳碞笞⿁⹗⪭☾乄ⴭ諠轱⿁簷擻귈經牒煉氳㸔ꢱր⚼縘㎜ց佭仼儗結♏氳♒⯆㎜
ⷊ☬㛿氳둊⹦窱煉鼨⽰重鼨ⴎ⻢眧㯹㏇⪐鵞䈴妩ꝴ熗☕簷擻귈㏿蛾亥⽰榹㏑ⶆ氳宿怖
ꡭ鲥奋龪眧㯹놭㜁鼃嚂㕙簷擻귈ⴎ䦮 5 ⠕㷤귈⽰ 1 䈴⪌⹾䋧疤㎠笸┉谊⥉礶䉁㎧縡
䋧귈⪐調⿁냉杯▽Ⱚ鰾☕˒˒樧㏑⚀哆邖嚛㏑媪槀1912-2007氳⠕☕飰⽏䋧閲鷝遫
䧞ꯂ侈ꄡ亡⺸❤埡⹉鈶⺨㷤귈 

瑮┉䈴㷤귈佭刍笞䄄㏵㷤炑▽仼儗⥉礶氳碞碆刍荈⽰笞鵳䄄⹗䄄諠孳瑮◅䈴
佭礝笞귈礝ꮠ⺱ր㾆ցꢷ⮛蜸矀紈氳樧㏑ꪖ誻礝笞擻ⴎ䦮⽰僜逈㝄艃倉皧ꝛ
皧璢귈⪐麅僘┉茄娡䢒侈♏1603-1867⴯私芹氳 1:6 郀邯⿁鵞걊⴯车り芹傾䅸Ⳃ
眧㯹䡗憡竵唽氳鞥佄煉䑐瑮└䈴㷤귈憡嫧事笞ꎘ귈䷅調▽⚊僮曓那紈轱걚ゖ♓⹗㏇嫧
事結紈轱䄄諠⿁笞ꎘ璢ꯝ㓊爛闌┪槡氳䷅調邖䥽革㡂٬ꡦ硱禵逺Rahim Anavian氳
調⿁╚釒佭 18 ┪硕舘 19 ┪硕氳⥉礶嫧事笞鵳⹗⯌笽碞笞⿁瑮㍌䈴佭蟒結귈纻扦䡗
⺮䓙娕1162-1227艃蟒結乄ⴭ㷤⿁♓僜遫⹗⪭☾碞笞⿁憡╚⪭煉㛻氳◿럅佭┉⠕
㛻㑔环냉酒俍嘘㑔⫋杯▽鷠鮘䡗⺮䓙娕永邖蟒結ⴎ氳㕙俍鵞埡䯊鷠餉餉Ⳃ榫▽ 24 ꯽擧
⽰┉魛㛻氳儒邯鞃髪 

䏴氳瑮◑䈴佭ր◒┕ꪊ硕䒟귈ց㵬ꝛ㷤炑仼儗蜸經獲邖◒┕ꪊ1907-1991氳榟
䇖艃獲⿁☾傾Ⱚ獲▽վ下抭տվ嗻训տվ近㯹տ璢術鼨♓煉㎜結♏憡羝俍氳塽⺒㵸鐁
귈⪐䐞⸊▽☾氳傴䢤ꢷ⮛蜸⪭熗☕㎬傴귈調傴傴勐⹗錊術⠕☕擻⿁⹉鈶氳䏴┉珇鵡
䅻佭⪌⹾䋧疤鵞遵㷤示▽㒟眧撨٬ⱶ蚓Emile Gallé,1846-1904璢諠轱邖氳于諠轱겨
劲朔桕獲⿁簷擻귈麅錄僘煱⿁䈙鷝遫絢♓㏇鵞遵鹡頇⛂䣆煱 
 
ꝧ귈侈ꝴ9:0016:30֐ 
ꝥ귈仼鶝┉㞞鷖疒⡾仼適⚔仼ꯂ䋟⩕份䷒⡾僿ꝴ 
ꝛ烩500 仼㎨ 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 

 
山陰伯耆国 米子アジア博物館 

山陰伯耆国 米子アジア博物館は、シルクロードから伝わった生地やその他の文化的遺物を複数
の建物の中で展示する、珍しい博物館です。博物館名の山陰「伯耆国」はかつて日本令制国のひと
つで、いまの米子も含めた⿃取県域の中部と⻄部にあたります。を占める米子⻤太郎空港近くの和
田地区の海から少し離れた場所にあり、伝統的な庭園を中心として、5つの展示館と玄関ホールが囲
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むように配置されています。これは地元の実業家で創設者の横地治男氏（1912-2007）の個人
的な趣味を反映した、⺠間資⾦で運営されている博物館です。来館者は時計回りに展示館を巡る
のがおすすめです。 

1つ目の展示館「染織工房」では、伝統的な日本の糸紡ぎ、染⾊、および機織り用の道具や手順
が紹介されています。2つ目は「絣館」で、着物、キルト、暖簾など、地元の高級な藍染の絣製品が展
示されています。また、江⼾時代（1603-1867）にこの地域が交易の中心地として栄えるのに一役
買った、「北前船」という貨物船の6分の1の大きさの模型も展示されています。3つ目は「ペルシャ錦館」
で、主に18世紀から19世紀のペルシャの伝統的な織物や刺繍入りの織物などを集めた、イラン王室
の美術顧問、ペルシャ古美術や工芸品、錦など世界的有名なコレクターラヒム・アナビアンのコレクショ
ンが展示されています。4つ目は「蒙古館」で、チンギス・ハーン（1162-1227）やモンゴル文化に焦
点を絞り、衣装やその他の織物などの展示が⾏われています。この展示室の最大の目玉は、チンギス・
ハーンの王室用のゲルを運ぶ様子を模した大きなジオラマです。運搬には、24頭の牛と大きな木製の
荷⾞が必要でした。 

最後の5つ目の「井上靖記念館」では、日本の著名な作家である井上靖（1907-1991）の生
涯と作品がテーマとなっています。『敦煌』『楼蘭』『孔子』など、彼が中国古代をテーマに書いた歴史作
品を数多く残しています。館内では、井上靖の書斎が再現されており、実際の書庫や机、私物の
数々が展示されています。順路通りに進むと最後が玄関ホールで、エミール・ガレ（1846-1904）や
その他のアーティストによるアール・ヌーヴォー様式のガラス作品が展示されています。ミュージアムショップ
を⾒て回ったりすることもできます。 
 
開館時間︓9:00〜16:30 
休館日︓月曜日（祝日・振替休日の場合は翌日）、年末年始 
入館料︓500 円 
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006-033 
中海・宍道湖圏域多言語解説協議会 

【タイトル】 漫画家 水木しげる 
【想定媒体】 WEB、パンフ 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

庵槇㳄姢儒葴 
姢儒葴(1922-2015)佭┉⛤◸鎺┪槡氳庵槇㳄♔վ놬择鼃տ硍⮜璡庵槇յⲁ槇⛼⿁ꠘ

⺳ն☽儗⺳塡荂葴⭴榟◇㛻ꡊ循뙣⹧⹁㗟䄬Ꝛ㛻䇗㵽休➘㷤朆⭴鲋几氳荔儛㛿顲ն
☽傾辑炐舅䄕⺵全㵒㟋䓯仼儗氳䇩愓յ㟋瞿⹖䓯擻氳欍鴀嶏舅☽㵸休吁氳놬
散散ն㞇佭姢儒葴㳄氳䅬✇縏㝿㝿簄☽阯鳮▽阵㛢仵䗺䖞⹒糙飯氳愓䋳䷚再ն 
 
䡟休萶ꥈ┚企僿纡┯榟尐 

1943 䇗姢儒葴逈䏣⺉塑⪍仼儗流㎁ꡯ⫠ն㍕☽㛿洡㏐陴姳逈孭䏢峪倉╯㏐縡逈坟
鿥舘䄘䄭◘亍⭓⫂◘氳亍┘⮜겟㹢ն循黁ꄅ☽泘涰▽䎎㏐妩⚜┚䡟娶䢦鹀婆氳䄉㛻萶ꥈ
舅䄕█刌┕▽橧檜⺵全鲸循䥽ⴎ㶂氳┉埠狝逊╈㜊⸼▽䄅膪ն 

䡟⺵☽鰣鯸全⮽┱◺ꪣ⶞돡յ╙篣莕㷉篣槇Ⰾ鵄䆋㷤炐槇⫊淋鿥⺭亰氫⹫
鳮氳轵㜍辑庌簃⯆㎂槇璡ꦻ泳隈榟ն30 㛢㸱休☽䣉䋯㡏ꪣ舅栏䤸骱庵槇⮡⛼ն媆糙䄅
䣆簄☽䅠全陵㛢ꡢ潥⮤僿⮡⛼淋┘걹⮵ն1958 䇗☽⹠辑▽꺙鼨庵槇⛼⿁˒˒婆վ飃几տ
⻪⹠氳վ愂畫几տն塝⺵☽㶍陒▽㛢熨겗免氳庵槇⮡⛼ⴎ䦮վꦣ╯女㶂⪱տ鲹劫氳㵽捞
庵槇ꪂ佡僿㵽捞氳⚮䚊撕䗯䷚再⹖┉◙鷉䇥⛼⿁ն 
 
䡗Ⱶ氳㸱僖 

姢儒葴◇ 1961 䇗篾斑㠦查塡荂䄭冿(1932- )╙⬵鰇☽氳顆䥵䥵♳颯☽氳篺篕几┚
Ⲃ䣆ն1967 䇗վ놬择鼃տ氳ꠋ┪篳◇╙☽䅠全▽䡗Ⱶն鲹鼨⛼⿁聰羣◇☽企䇗⮡⛼氳┉
硍⮜注⛎鉉荈氳䷚再ն鲹鼨庵槇㛻婆菩鲜鲆鵮逈䷊籁╙ⲁ槇⽰洡几榾䏆僄篳逈緾陎䡗丘
奥熨㛚陪ն姢儒葴╙վ놬择鼃տ㖆鵲▽⚜㛢⸊⮡鉉荈框♜䡗╙▽仼儗╤舘⪓杷孲车乄⴬氳
创⺳陊ն 
 
⽰䇖╚╬氳几榟察栏 

姢儒葴鲸佭┉⛤湳⺳ⷧ⺒栏㳄舅骱氳篺ⷧ鵲㶩▽☽㡏篳㞝┉氳⽰䇖╚╬环㏜ն1971
䇗☽蕴┘鹵阰㏐⮡⛼淋簃⯆▽䄹攑墙庵槇⚩阭1988 䇗⭴撷▽⪩◇仼儗䡟休⹖䡟⺵ⷧ
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⺒氳蜷⛼1991 䇗䫠⭴▽ꪫ⺸仼儗⮤╈栏榟氳վ䡟◂┚仼儗տն侪䇗☽䋯㡏朅崅┪槡
波舘 2015 䇗㍕狰⹠䑐耫难⸼┪◸䇗 93 㸱⯥㡏篳㐍䧏浔簃槇┚⮡䓙ն 

姢儒葴槴┖▽丘ꄈ䈤㛻┦冓䏆⿏ⱱ氳⛼⿁☽ⱳ陨䇗鰇几金寕冓䥠男炙⚢䍠儹氳磨
䫝鲹⺀⮷择䧈⽝▽⥽䡘┉劫⣕䟨⻗⺎隐佭☽⽰䇖╚╬几榟察栏氳瞿냄ն 
 

---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜繁体字＞ 
 

庶樔邖姢儒葵 
姢儒葵1922-2015佭┉⛤爛闌┪槡氳庶樔邖♓վ놭㜁鼃տ硎⮛璢庶樔Ⳃ樔獲⿁

组經☾示榟亥㛻ꡉ儗經塡荂葵㏇둊⹦窱㗟䄬ꝏ㛻䇗㵽侈➘㷤杯示鷪☕氳諠轱㛿
韥☾傾辑炑舅䄕䏴✿㵴ր㟌䓯ց仼儗氳額ꩯ㟌矀⹗䓯擻氳毳鴁嶏舅㵸侈⠰氳ր놭
㥻㥻ց˒˒㏇姢儒葵邖䇆⤽氳縐㞀㞀祺䅻礢☾铻鳯件꿯䖞紗僘飰氳ꩯ樟䷚◄ 
 
䢇侈萷ꦙ艃企僿绹哆榟尐 

1943 䇗姢儒葵逈䐹⺉ⱶ⪌仼儗䅒㎜ꣃ髭㍕☾㛿洡㏑鑃姳逈孭䏢嶾倉╯㏑䢦♓逈
⮈鿦⮽▽䄘䄭◟硷䇭⪐◟氳于┘⮛걃㼗㏇黁遵☾泘涰▽樧㏑妩浑艃䢇⹘䢦鹁⹨氳㛻
萷ꦙ舅䄕熔刍┕▽歾檝䏴✿麅㏇䥽ⴎ撨氳┉埡狞醯煉㜊⸼▽䄅膫 

☾㏇䢇䏴鮡鮺✿⮽典◺ꪤ韢뇹憡ր碋莖㷉ց碋樔ⱉ鵅䆋㷤炑樔⫈┾鿦⺭亰氫䷶
鳯氳轵꯽辑庌筑邯㎬樔璢ꦼ䄄钷榟☾┉波⮽ 30 術塵侈䣉ꝧ㡐䤸骰庶樔Ⱚ獲㓹儗❤ꪤ
舅逖⺆僘⺓䣆礢☾䅸✿錊術ꡢ灒┉ꝧ㡐Ⱚ獲┾┘ꯂ⮵⹨վ飃☕տグ氪☾亥 1958 䇗
氪辑▽꺙鼨庶樔獲⿁վ愃畬☕տ塞䏴☾ㇴ鍲▽術牊갭免氳庶樔Ⱚ獲ⴎ䦮վꦤ╯虓撨市տ
鵞嘚氳㵽㝷庶樔ꪃ佡僿㵽㝷氳⥏龍䚂䗰䷚◄⹗┉◚熭䇥獲⿁ 
 
䡗Ⱶ氳塵僖 

1961 䇗姢儒葵磶㦩㠧㯹塡荂䄭冿1932- 䳸♴☾氳祺硕☕艃Ⲃ䣆艃☾⪦峛
▽錊術ꦙ꟯1967 䇗վ놭㜁鼃տ氳ゖ┪磚亥憡☾䅸✿▽䡗Ⱶ鵞鼨獲⿁聣群亥☾企䇗Ⱚ
獲氳┉硎⮛注⛍鉈荈氳䷚◄鵞鼨庶樔㛻⹨塚鲝鲇鵯逈䷊稶憡Ⳃ樔⽰洡☕꧆鬼麅逈緿閰
䡗丨ⶇ牊㛛鏥姢儒葵憡վ놭㜁鼃տ㖇鵳氳錊術⸊Ⱚ鉈荈䡗憡▽仼儗照舘杷孳车乄ⴭ氳
♏經鍢 
 
⽰䇖╚紶氳☕榟、逖 

姢儒葵麅佭┉⛤湳經塽⺒逖邖舅骰氳祺塽鵳㶩▽☾㡐磚㞞┉氳⽰䇖╚紶环㕙☾㏇
1971 䇗奨┘鹶钕㏑Ⱚ獲┾筑邯▽革攒競庶樔⥉鋘㏇ 1988 䇗示撸▽꟯亥仼儗䢇侈⹗䢇䏴
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塽⺒氳蜸獲1991 䇗䫠示ꪫ⺸仼儗㎜煉榟氳վ䢇撏艃仼儗տ侪䇗氳☾ꝧ㡐梫鷝┪槡
波舘 2015 䇗㍕狱氪䑐臲檫⸼┪爛䇗 93 塵私㡐磚㔌䧐筑樔艃Ⱚ于啶䓙 

姢儒葵槴┖▽丨ꄈ륜㛻┦哗鬼ꮷⱱ氳獲⿁☾⳽鏫䇗魌☕釒寖哗䥡䤻炙働䍛垷䳪䫞
氳鵞⺀ր禁㜁䧈⽝▽⥾䡘┉嘚ւ⣖䠧փ⻗ց塜佭☾⽰䇖╚紶☕榟、逖氳劭䑐 
 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 

 
漫画家 水木しげる 

水木しげる（1922-2015）は、『ゲゲゲの⻤太郎』シリーズをはじめとする漫画・アニメ作品で世
界的に知られる漫画家です。本名は武良茂で、大阪で生まれ、⿃取県境港市で育ち、そこで若くし
て類稀な芸術的な才能を発揮しました。後に彼は、自分が「妖怪」とよばれる日本の幽霊、小⻤、お
よび怪物に当たるものに執着するようになったのは、「のんのんばあ」と呼ぶお手伝いさんのおばあさんか
ら、恐ろしくも驚くような怪奇話を聞かされたからだと説明しています。 
 
戦時中の苦難と初期の仕事 

1943年に大日本帝国陸軍に徴兵された水木は、「暖かいところに⾏きたい」と愚かにも願い出たた
め、パプアニューギニアのニューブリテン島に配属されました。そこで彼は現地の人々や仲間のすさまじい
までの苦しみを目の当たりにし、マラリアにかかり、ついにはラバウルで部隊が空襲に遭った時に左腕を
失いました。 

終戦後は東京に出て、魚を売ったり、紙芝居（絵を1枚ずつ⾒せながら、劇的に説明していくストリ
ートパフォーマンス）の絵を描いたりなどの仕事をしていました。30代から漫画を描き始めましたが、基
本的には独学でした。⽚手で描いていたことがネックとなり、当初はほとんど成功しませんでしたが、
1958年に最初の漫画を出版しました。それは『ロケットマン』という、スーパーマンに着想を得た漫画で
す。その後、『雪のワルツ』のような少⼥漫画（思春期の少⼥のためのセンチメンタルな恋愛物語）や
SF作品など、さまざまなテーマの漫画を出版しました。 
 
成功の日々 

水木は1961年に結婚しました。妻の武良布枝（1932- ）は、彼の負担を減らそうと、マネージ
ャー兼アシスタント役を引き受けました。彼は1967年にようやく、『ゲゲゲの⻤太郎』の出版で成功を
収めました。それまでの作品で登場させていたのと似たキャラクターのストーリーから膨らませた作品です。
この漫画は大ヒットとなり、すぐにアニメや実写映画化され、最終的には数十か国語に翻訳されました。
水木が『ゲゲゲの⻤太郎』のために生み出した多くのオリジナルキャラクターは、日本でも海外でもポップ
カルチャーの代名詞的存在になりました。 
 
平和主義の道徳哲学 

水木は著名な歴史家でもあり、自身の経験に基づく平和主義的なメッセージを常に発信してきまし
た。彼は1971年にはヒトラーの毅然たる伝記マンガを執筆し、1988年には戦時中と戦後の日本の
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歴史書を出版、そして1991年には日本の中学生向けの『戦争と日本』という作品を発表しました。
晩年、彼は世界を旅するようになり、2015年に心臓発作で亡くなるまで絵を描き続け、新たなアイデ
アを生み出し続けました。享年93歳でした。 

水木は数多くの影響⼒のある作品を残しました。また彼が遺した平和主義の道徳哲学は、社会の
抗えない⼒からの支配に対して受動的に抵抗するように若者に伝えた訓戒である「がんばるなかれ。
私のようななまけ者になりなさい」という言葉の中に凝縮されています。 
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006-034 
中海・宍道湖圏域多言語解説協議会 

【タイトル】 水木しげるロード 
【想定媒体】 WEB、パンフ 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

姢儒葴╯饟 
姢儒葴╯饟佭┉兣☳㗟珇滑⛈縡⭴氳 800 眦Ꝛ氳╚金ら┯轵♔篕䒞循㗟䄬

Ꝛ㛻氳┪槡湳⺳庵槇㳄姢儒葴(1922-2015)ն轵鷺┼亰湖环浔 178 䈴㟋䓯ꚲ⥽⪭╈ⴎ䦮姢
儒葴僄蜷⺳氳⛼⿁վ놬择鼃տ╈䇯╙几湳氳鉉荈♔⹖☽琾┖⪭☽嶏舅仼儗烖陚┚妩ꠑ⚩陱
氳㟋䓯䎬霅ն鲹兣轵鷺佭⮵榫⪝⪦荔儛䫠ⲁ㒮䄬㛄⪪氳⪯葶⻹䌖▽⚜㛢姢儒葴氳睖僻⹖
⪭☽崅梅⯥全鵲阼ն 
 
㟋䓯㏐䅠 

鲹◙㟋䓯ꥵ⥽䧝╚겗坟╙ 5 ╄奏㓊姢儒庵槇┪槡յ叜冷╈氳㟋䓯յ㳄╈氳㟋䓯յ誾
循骱鱦氳㟋䓯♔⹖䪭䫝烖⛻⽰⭮⺮氳㟋䓯նꚲ⥽㛻㵸⺨䋳糙氳鲤╲鴀✃阵㛢⮟┚洡几
璡냖⭓╲齉䏭䇩랸帑物ն轵┕꣮㚲⺎鈷㵗鈾㎂全阼縖⺎♔┉鱦盏㵖轵奏┉鱦㵖䤓舅䄕
ㄎ撕氳㟋䓯鉉荈ն 

⪭╈┉╄轵奏㏿蛽浔┉㳄㟋䓯烖炙⪍⹾佭┉䈴僼⺸轵鷺氳里攑뙣㷉烖炙⪍⹾氳撿
忘䌋䋧璵⪭愓䚊全舅◇վ놬择鼃տ╈氳㟋䓯┉⹛儒簠ն烖炙╈㜆湖环浔┉㐉㛻㑔랫
菋㹞㹿⽰䤕鰉姢儒葴愓놺氳儒㜍┉亰佭䅠糙陞䋳㎂终氳냖㛻骤⯆䣆姢艑困姢娢⽰놬择
鼃╯邮浍杷縏撢氳困⴬╯姢ն┉ꪫ㘅┕䧑席▽⫞糙炭䛄氳㟋䓯簃뀐阵䛄榫氳儒⯆㵸
撿查ն烖炙鲸䬠❠㟋䓯䐒烖甌⹖㟋䓯黑䷓僜ⱷն 

┘鲾㚲氳轵鉉䇯㏜糙┉䈴媞珢ㅂ媼9 ╄㟋䓯弯┖ꠏ㏿⪭╈氳놬择鼃⮟䯹⭴嘗♻䱺
㶿㵸珢奃⮵休䄭돦㖢㶂蜷⺳㏐剝氳㣔ⲡն⺁┉㚲轵鉉环浔姢儒葴┚㠦查塡荂䄭冿
(1932- )氳ꥵ⥽ն塝㛚鲸糙☽㏿循槇绑⯥氳䎬霅骱鱦⛂糙浍权縏撢յ롔槀⽰놬择鼃璡鉉
荈ն 
 
㟋䓯╚겗顔擻奏 

丞兣姢儒葴╯饟鷥䄭浔⺨䌋⺨劫♔㟋䓯╙╚겗氳䈙ꛐ☳ꪫⴎ䈙յ䥽ꪫ䈙⮽⽾コ㷒յ鿯
ꛐ䎎抆█㵽┘▽篕䒞⿁ら䈙ն⭓╲䢦糙㏜䢦齉踅⪍▽㟋䓯⩕碜⪭䇩랸糙飯氳⮡䙬䷊籁阦
几╵塝┘檅ն 
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㗟䄬╚金俍憠╯┉姢儒葴篕䒞꺉㶩⛤◇鲹兣饟鲾熊愂鯲珇氳┉珸ꡭ鲤ն2018 䇗
塜⡬姢儒葴╯饟䋧䡗 20 ⼽䇗轵鷺鲽车▽㛻鈺嘗緾亍ն㞝凶丞兣鷺饟循㛥ꠑ愉愂鵠伺
㵨黁◙繰转耇陣氳㟋䓯鉉荈Ⱄ䏆䤸㵤⮽饟┕阦几済ꠑ鲽⪍姢儒葴琾┖┘⺎䓙阫氳㟋䓯┪
槡ն 
 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜繁体字＞ 
 

姢儒葵╯饟 
ր姢儒葵╯饟ցꝏ 800 ⪞㶹佭┉半䐍㗟珇䋟⛈縡示氳り哆轵榫✿鋘䒟㏇㗟䄬

ꝏ㛻氳┪槡湳經庶樔邖姢儒葵1922-2015轵鷻砌亰湗环蜸 178 䈴㟌䓯ꉙ⥾ⴎ䦮姢儒
葵蜸經氳獲⿁վ놭㜁鼃տ煉䊸憡☕湳氳鉈荈♓⹗☾璜┖⪭☾嶏舅仼儗烖鎈艃妩ꝴ⥉鐁氳
㟌䓯䎬霆鵞半轵鷻䌖▽錊術姢儒葵氳睗礸⹗鷝遫佭⮵榫⪞⪦諠轱䫠Ⳃ㒮䄬䐞艅氳⪯
疘 
 
㟌䓯㏑䅸 

鵞◚㟌䓯ꥶ⥾䧞╚갭⮈憡 5 ⠕ⶆ㓊姢儒庶樔┪槡叝冷煉氳㟌䓯邖煉氳㟌䓯調
㏇骰麕氳㟌䓯♓⹗䪭䫞烖⛻⽰⭮⺮氳㟌䓯ꉙ⥾䇭╲齉䏭額랹帒牪㛻㵸⺨樟僘氳鲥╲
鴁✃錊術⯞艃洡☕璢냖轵┕ꤚ谊絢釤㵷鈮㎬鷝遫絢♓┉麕䫔轵ⶆ┉麕䤓舅䄕ㄎ
䚂氳㟌䓯鉈荈 

⪭煉┉夀轵ⶆꄅ㏿蛾蜸┉邖㟌䓯烖炙⪌⹾佭┉䈴僼⺸轵鷻氳暐攒둊㷉烖炙⪌⹾氳
擀㏵䌋䋧疤⪭ꩯ龍✿舅亥վ놭㜁鼃տ煉氳㟌䓯ր┉⹚儒秝ց烖炙煉㜇湗环蜸┉㕶㛻㑔
랫菌㽗㹿⽰䤖鬼姢儒葵ꩯ놻氳儒꯽┉亰佭䅸僘鎀樟㎬勇氳냖㛻溍邯䣆姢艑屻姢娣⽰놭
㜁鼃╯撝ր浍杷縐撡ց氳屻ⴭ╯姢┉ꪫ撳┕䫇幥▽㴵僘炭갾氳㟌䓯筑껊錊갾榫氳儒邯㵸
擀㯹烖炙麅䬠❠㟌䓯䐓烖皤⹗㟌䓯鼾䷓僜ⳉ 

┘鸞谊氳轵鉈䊸㕙僘┉䈴媞珢㊑媼㊑媼煉僘 9 ⠕㟌䓯㍌┖ꝱ㏿⪭煉氳놭㜁鼃⯞䵅
示嘘♻ր䱻㶿㵸珢ց奄⮵侈䄭눚㖢撨蜸經㏑嘆氳㣕笛⺁┉谊轵鉈环蜸姢儒葵艃㠧㯹塡
荂䄭冿1932- 氳ꥶ⥾塞㛛麅僘☾㏿㏇樔勐私氳䎬霆骰麕⛂僘浍权縐撡롕槀⽰놭
㜁鼃璢鉈荈 
 
㟌䓯╚갭頇擻ⶆ 

丞半姢儒葵╯饟┕鷦䄭⺨䌋⺨嘚♓㟌䓯憡╚갭氳䈙ꌤ䐍띤ⴎ䈙䥽띤䈙⮽⽾㷒鿰
ꌤ樧抇㵽┘▽硕䒟⿁り䈙䇭╲䢦僘䈙邖齉踅⪌▽㟌䓯⩕碜額랹紗⩙幥䄇䓙氳䷊稶阁☕
鵤䐂嗞塞┘檅 
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ր姢儒葵硕䒟귈ց⛤亥鵞半饟鸞ꦗ愃髪珇氳┉珸ꡭ鲥佭㗟䄬╚釒俍럅╯┉2018
䇗塜用姢儒葵╯饟䋧䡗 20 鶝䇗轵鷻鶡车▽㛻釨嘘緿于丞半鷻饟㞞☬㏇㛥ꝴ掸愃鵡伺
㵫黁◚繱捙耈鎌氳㟌䓯鉈荈Ⱅ鬼䤸㵥⮽饟┕阁☕渉ꝴ鶡⪌姢儒葵璜┖┘絢䓙閲氳㟌䓯┪
槡 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 

 
水木しげるロード 

水木しげるロードは、境港駅から800メートル続くメインショッピングストリートで、この街で育った世界
的に有名な漫画家を記念してこの名がつけられました。この通りには、水木しげる（1922―2015）
の代表作『ゲゲゲの⻤太郎』で知られるキャラクターをはじめ、水木が描いた日本の神話や⺠間伝承
上の生き物など、178体の妖怪の銅像が並んでいます。これはパブリックアートで街の活性化を図る好
例で、水木のファンや観光客を惹きつけています。 
 
妖怪ゾーン 

妖怪像は、テーマ別に「水木マンガの世界」、「森に棲む妖怪たち」、「家に棲む妖怪たち」、「身近
なところにひそむ妖怪たち」、そして「神仏・吉凶を司る妖怪たち」という5つのゾーンに分けられています。
妖怪像は、ミニチュアに近いものから人間と同じくらいの大きさのものまで、さまざまなサイズのものが鋳
造されています。その多くがユーモラスなものです。多くのガイドマップがあるので、来訪者はお気に入りの
妖怪を探しながらこの地区を楽しく探検できます。 

あるエリアには妖怪神社があり、通りに面した『ゲゲゲの⻤太郎』のなかの妖怪の1体である「一反木
綿」を象った珍しい⿃居をくぐって入ることができます。中央には大きな⿊御影⽯と水木しげる氏が入魂
した木のご神体があり、⽚側には高さのある⽯の手水舎と、⻤太郎のお父さん「目玉おやじ清めの水」
があります。壁一面に願い事が書かれた木製の妖怪絵馬が飾られています。妖怪おみくじも販売中で、
また妖怪郵便配達サービスも⾏われています。 

近くの街角の広場にある「河童の泉」では9体の妖怪が休憩しており、⻤太郎の像はブリュッセルの
有名な⾒所である男の子が用を足す小便小僧を模したポーズをとっています。別の街角には、妻の武
良布枝（1932- ）が寄り添う水木しげるの像があり、また別のところでは、彼が生み出したキャラクタ
ーの目玉おやじ、ねずみ男、そして⻤太郎とともに、水木しげるが机で絵を描いている様子を表現した
ものもあります。 
 
妖怪ショッピング 

水木しげるロードには、パン屋からラーメン屋、カフェ、酒屋、そしてもちろん土産物屋まで、妖怪をテ
ーマとする素晴らしいショップが⽴ち並んでいます。ほぼ全てのショップは妖怪をテーマとしており、ユーモラ
スに妖怪を取り入れているため飽きることがありません。 

「水木しげる記念館」は街の目玉の1つとなっており、水木しげるロードの終点近く、JRの駅の反対
側にあります。水木しげるロードは、2018年の20周年の際に大幅にリニューアルされました。今では夜
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になるとロード全体がライトアップされるとともに、おなじみのキャラクターの影絵を路上に映し出し、人々
を水木しげるの不思議な世界に引き込みます。 
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006-035 
中海・宍道湖圏域多言語解説協議会 

【タイトル】 水木しげる記念館 
【想定媒体】 WEB、パンフ 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

姢儒葴篕䒞꺉 
循⪓ꪫꄆ亍䋯科氳姢儒葴篕䒞꺉⹇鈸縖⺎♔┉鱦埤顶姢儒葴(1922-2015)氳⛼⿁┪槡

┉鱦▽鉯鲹⛤┪槡湳⺳庵槇㳄氳榟䇖䷚再ն꺉⫂鵠鲋䏆⥽յ环⛮㷤⿁璡䎬䌋凹篸姢儒葴氳
创辑⛼վ놬择鼃տ璡庵槇յ㟋䓯槇♔⹖姢儒葴陪澈ն本顜氳⸊槇⛼⿁⭓╲⪓䇗齉耇鈸顶ն 
 
浪阻㷤鈾 

姢儒葴篕䒞꺉氳浪阻㷤鈾坟╙ 6 ╄疟珖鵠鲋╋㳫氳顫乢㷤炐凹篸姢儒葴氳┉榟⹖
⪭⛼⿁ն 
 
瑭 1 珖 㗟氳葴㵽䇗 

儗疟珖╚金凹篸姢儒葴篕䒞꺉䢦循氳뙣⹧⹁㗟䄬♔⹖姢儒葴循鲹ꄅ䈲鲋氳㵽䇗休
创ն姢儒葴⭴榟◇ 1922 䇗佭㳄╈└⩖䌪╈氳埠查ն☽☳㵸㶩㵒㟋䓯յ墅⺵氳┪槡璡糙浔
宆⸂氳⪪飯淋懷辮◇簃槇ն鵠鲋䏆⥽⽰㎂乄⹇鈸縖耇▽鉯黁╄䇗创氳姢儒葴ն 
 
瑭 2 珖 姢儒葴氳䡟◂ 

瑭◅埠┪槡㛻䡟(1939-1945)╈姢儒葴傾篺逈孭䏢䄘䄭◘亍⭓⫂◘氳亍┘⮜겟㹢䎎⪬
淋循䥽ⴎ㶂氳狝逊╈㜊⸼▽䄅膪☽█㍕篺ⷧ鲋䡟◂氳庵槇㳄縡╙几转湳ն儗疟珖鵠
鲋㛢劫氳顫乢凹篸☽䢦鹀婆氳墧ꀾ䡟◂⛮뀰ն⪭╈循姢儒Ⰾ㏜⺎♔鈸洇纱䩺䘩憷
氳䡟㏜榟鲸⛮뀰阭վ陱簄捞⩎⻤氳邮☆䡟阭տ⯆⛼氳湿撴ն 
 
瑭 3 珖 䡗╙庵槇㳄 

儗疟珖凹篸姢儒葴☳鼨꠼㛄⼥⮽䡗╙湳⺳庵槇㳄氳ⷧ爊նꢝ▽鵠鲋㎂乄㷤炐☽☳䡟⺵
顒㍮榟孨波舘䡗╙几妰庵槇㳄氳篺ⷧ╯㛚鲸㷤⭴▽注⪩㲓擻❇㞝☽篾斑休✐䢎氳╬䣆յ
⯆⛼庵槇休✳榫氳泳ն 
 
瑭 4 珖 姢儒葴琾┖氳㟋䓯 
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儗疟珖浔ꄆ凹篸姢儒葴循⛼⿁╈䬞簃氳⺨熨㟋䓯ն⪭╈㟋䓯嬼猼겆婆菩鲜˒˒循
嬼猼芘笼個氳狝ꠑꄅ43 㵯㟋䓯⚷环䪷⮜㏜ꪫ冓⫿⭵ⱱն塝㛚鲹ꄅ鲸㷤⭴▽㛻ꄈ姢
儒簃⯆氳㟋䓯槇ն 
 
瑭 5 珖 姢儒葴氳庵槇┪槡 

儗疟珖凹篸姢儒葴氳庵槇⛼⿁┪槡㷤⭴▽վ놬择鼃տ璡舘凶☱逈孅孅╵鷺氳篺⪯⛼⿁
氳⸊牮ն⺱休⹇鈸縖█⺎♔循鲹ꄅ洇⮽姢儒葴朅崅┪槡休䷅꥘氳ꪫ璡妩ꠑ泳荔⿁♔⹖
舘凶╙塛⹠す鲋氳姢儒葴⛼⿁氳轧榟◲⿁ն 
 
瑭 6 珖 姢儒葴陪澈 

儗疟珖纺扦姢儒葴槴┖氳陵㛢陚陪ն☽嫧役找꠱氳┉榟婡血▽阵㛢几榟ꄌ⺀╙䎎┖
氳几♜䅠全┘㵽⻪鳞⽰峪倉ն篕䒞꺉ꠅ烨┕█ⷅ浔姢儒葴氳陪澈⹇鈸縖┘㟸循鲹ꄅ㵖䤓
┉┖┚舅䄕ꠅ烨┕注⺱氳⺀查ն 
 
⚀⮕㷤炐㲝 

篕䒞꺉㛻篑夷ⶐ䇗╞ⱴ┉埠攑⮷⚀⮕㷤㷤⭴姢儒葴氳本顜⸊槇⛼⿁ն 
 
姢儒葴篕䒞꺉⫂鲸⺎♔⮵榫保耇䣆儬䷅⻤ⴎ䦮葏陪յ╈乄յꮑ乄⽰仼乄氳㛢陪銨鉯陱ն 

 
䋯꺉休ꠑ9:3017:00֐⪍㏜䡽舘 16:30 
ꠊ꺉仼⪓䇗仰⚔ 
ꠅ烨1000 仼⩕냖╈⽰⮤╈榟 500 仼⩕㵸栏榟 300 仼⩕ 
 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜繁体字＞ 
 

姢儒葵硕䒟귈 
㏇ꄆ于ꝧ䷒氳ր姢儒葵硕䒟귈ց鷝遫耈┉麕颦鶡姢儒葵1922-2015氳獲⿁┪槡

┉麕▽鉮鵞⛤┪槡湳經庶樔邖氳榟䇖귈⪐鵂鷪鬼ꮠ环냉㷤⿁璢亡䌋杯♏辑獲վ놭㜁
鼃տ璢庶樔㟌䓯樔艃姢儒葵鏥ꍖ本鞕氳⸊樔䇭╲䇗齉絢埤韛 
 
䅻錄㷤鈮 

姢儒葵硕䒟귈氳䅻錄㷤⮈憡 6 㛻疠珖鵂鷪雧邽氳鞴乣㷤炑☮磇姢儒葵氳┉榟艃⪭
Ⱚ獲 
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瑮 1 珖 㗟氳葵㵽䇗 

儗疠珖╚釒☮磇姢儒葵硕䒟귈䢦㏇氳둊⹦窱㗟䄬♓⹗姢儒葵㏇鵞遵食鷪氳㵽䇗侈
♏1922 䇗示榟氳☾佭邖煉└⩖䌪煉氳埡㯹舅㵸➘㵴墆䏴┪槡艃㟌䓯⩙幥㞒㜦┾㷤杯
示㵴筑樔氳掄䗰㷤ⶆ鵂鷪㎬乄艃鬼⥾䅸ꯝ鷝遫▽鉮黁夀仼㯹氳㵽䇗姢儒葵 
 
瑮 2 珖 姢儒葵氳䢇撏 

瑮◅埡┪槡㛻䢇1939-1945僿ꝴ姢儒葵傾逈孭䏢䄘䄭◟硷䇭⪐◟氳于┘⮛걃㼗僜
䏕┾㏇䥽ⴎ撨氳狞醯煉㜊⸼▽䄅膫☾熔㍕ր祺塽鷪䢇撏氳庶樔邖ց縡憡☕捙湳儗疠
珖鵂鷪術嘚氳鞴乣杯鵞夀壂ꀿ氳䢇撏祺塽㏇ր姢儒ⱉ㕙ց絢♓鈶洇劯䴆䛵憶氳䢇㕙
⠩这냉꿨鋘վ鐁礢㝷⩬缅氳撝鈒䢇鋘տ䷊稶氳湿撵 
 
瑮 3 珖 䡗憡庶樔邖 

儗疠珖☮磇姢儒葵䐍鼨꣣䐞⿦⮽䡗憡湳經庶樔邖氳塽ꢝ▽鵂鷪㎬乄㷤炑☾祺塽䢇
䏴鞀萬榟孨波舘䡗憡☕姇庶樔邖氳鷪㛛麅㷤示▽注꟯酒擻ⴎ䦮磶㦩侈率䢎氳紶䣆Ⱚ
獲庶樔侈✳榫氳䄄璢本鞕氳熗☕擻♭ 
 
瑮 4 珖 姢儒葵璜┖氳㟌䓯 

儗疠珖纻扦亥姢儒葵㏇獲⿁煉䬟筑氳㟌䓯┪槡⪭煉ր㟌䓯嬼猽ցꯚ⹨塚鲝㏇┉⠕
㞞嬼猽芙似個氳狞ꝴ遵䪶⮛蜸 43 㵰㟌䓯环⥾ꧡ䳋ⱱⶇ餉塞㛛鵞遵麅㷤示㛻ꄈ姢儒
葵筑邯氳㟌䓯樔獲 
 
瑮 5 珖 姢儒葵氳庶樔┪槡 

儗疠珖☮磇姢儒葵氳庶樔獲⿁┪槡㷤示▽վ놭㜁鼃տ璢侈舘☬仼☱逈孅孅嗞鷻氳祺⪯
庶樔⸊牮⺱侈鷝遫麅絢♓㏇鵞遵洇⮽姢儒葵梫鷝┪槡侈螽꥙氳ꪫ璢妩ꝴ䄄諠⿁♓⹗
塽䇗氪耗鷪氳姢儒葵獲⿁氳轧榟り⿁ 
 
瑮 6 珖 姢儒葵鏥ꍖ 

儗疠珖╚釒☮磇姢儒葵槴┖氳钦術鏥ꍖ☾嫧悮㚛꟏氳┉榟婢徢▽錊術☕榟保礢
樧┖氳䡘⠟䅸✿┘㵽グ氪艃嶾倉硕䒟귈ꝛ烩┕熔働ⷆ邯姢儒葵氳鏥ꍖ┘㟹㏇㷤ⶆ遵
䤓艃舅䄕ꝛ烩注⺱氳⺀㯹 
 
⚀穆㷤炑那 
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硕䒟귈㛻硝夷ⶐ䇗働䫠示┉埡攒禁⚀穆㷤㷤示ꦙ䐂┉釤氳姢儒葵⸊樔獲⿁ 
 
姢儒葵硕䒟귈⪐麅絢♓⮵榫䣆嚂缅⮽ⴎ䦮葐鏥煉乄ꭩ乄⽰仼乄氳術鏥銨鉮鐁 

 
ꝧ귈侈ꝴ9:3017:00֐⪌㕙䡽舘 16:30 
ꝥ귈仼䇗扝⚔ 
ꝛ烩1000 仼㎨냖煉⽰㎜煉榟 500 仼㎨㵸逖榟 300 仼㎨ 
 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 

 
水木しげる記念館 

リニューアルオープンした水木しげる記念館は、世界的に有名な漫画家である水木しげる（1922-
2015）の作品世界を楽しみながら彼の生涯を知ることができる施設です。代表作「ゲゲゲの⻤太郎」
をはじめ、漫画や妖怪画、水木しげるの言葉などを映像や⽴体物も交えて紹介しており、貴重な原
画をほぼ年間を通して鑑賞することができます。 
 
常設展示 

水木しげる記念館の常設展示は、全 6 章で構成されています。この常設展示では、水木しげるの
生涯や作品について、豊富な資料を織り交ぜながら紹介しています。 
 
第 1 章 境港のしげる少年 

第 1 章は水木しげる記念館が位置する⿃取県境港市で、水木しげるがどのような少年時代を過
ごしていたかについて紹介しています。1922 年に 3 人兄弟の次男として生まれた水木が、死後の世
界や妖怪などに関心を持ち、絵を描くことに熱中した日々について、映像やグラフィックを通じて知ること
ができます。 
 
第 2 章 水木しげるの戦争 

第二次世界大戦（1939-1945）中に、水木はパプアニューギニアのニューブリテン島ラバウルでの
戦争体験を有し、ラバウルで空襲に遭った時に左腕を失った漫画家として知られています。第 2 章で
は、水木の苛酷な戦争体験を農富な資料によって紹介しています。この中にある水木シアターでは、
苛酷な戦場を生き延びた体験記「娘に語るお父さんの戦記」を基に制作した映像をご覧いただけます。 
 
第 3 章 そして漫画家に 

第 3 章では、水木の復員から漫画家として大成するまでを紹介しています。戦後の貧しい暮らしを
経て人気漫画家となるまでを描いたグラフィック展示のほか、水木が結婚式の際に着用した義手や、
漫画制作に使用した道具など、ゆかりのある品の実物も展示しています。 
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第 4 章 水木しげるが描いた妖怪たち 

第 4 章では、水木が作品の中で描いた妖怪たちを紹介しています。なかでも「妖怪洞窟」は、水木
しげる記念館でも人気の展示です。洞窟のような暗い空間で、43 体の妖怪たちが⽴ち並ぶ光景は、
迫⼒に満ちています。そのほか、水木が描いた妖怪画も多数展示しています。 
 
第 5 章 水木しげるの漫画ワールド 

第 5 章では、水木漫画の作品世界を紹介しています。代表作「ゲゲゲの⻤太郎」など、今なお読
み継がれる傑作たちの原稿が展示されています。また、水木が世界中を旅して集めた仮面などの⺠芸
品や、これまでに販売された水木作品のグッズなども展示しています。 
 
第 6 章 水木しげるの⾔葉 

第 6 章では、水木しげるが残した言葉の数々を展示しています。波濶万丈の生涯を送った水木の
言葉は、今を生きる私たちに温かく寄り添ってくれます。水木しげる記念館では、入館チケットにも水木
の言葉を掲載しています。自分のチケットと同じ言葉を、この展示室から探して楽しむこともできます。 
 
企画展示室 

水木しげる記念館では、約半年に 1 回企画展を開催しています。企画展では、水木しげるの貴重
な原画を展示しています。 
 

水木しげる記念館内ではスマートフォンで利用できる無料の音声ガイドがあります。日本語のほかに、
英語、中国語、韓国語をご利用いただけます。 
 
開館時間︓9:30〜17:00（入館は 16:30 まで） 
休館日︓年中無休 
入館料︓大人 1,000 円、中学・高校生 500 円、小学生 300 円 
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006-036 
中海・宍道湖圏域多言語解説協議会 

【タイトル】 夢みなとタワー 
【想定媒体】 WEB、パンフ 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

卞㖍 
卞㖍逈䎎㏐几舅㏐㲛⚩╙仼儗僄⛦氳㖍ն㶽留⪭鈸俍㲝☢냖⭴㏐ꪫ 43 眦ⷌ

耇 360 䈲⟦渐䌒宖ⶐ㹢氳仼儗宿宿㺢篪䥓㜍⺎鲾浊㛻㸔1729 眦⛦㜍⮟⺎鈷㗟
⹾㛿妰俔僮休鲸耇僷鈷⭓䈴鲾亡氳㹢㸯ն鲹䈴㖍榺䋧璵䄳允儗嬤乄(1952- )阻阞♔
┉㵒留敯ꙸ㖍╙劭䑐㛚㍴朅簀浔꥘䡗儒免⽰朔桔冘䡗氳䌻䎬㛚组ն⺨䋧璵冘♭鵠鲋粠敯
ꙸ䥽碠鳀䫙䣒鵲⭴▽냖䧪伺◾氳╈䉁ն┚㖍骱注鳀氳㛻㑔狚걵䋧璵氳┉㷄佭⪍⹾㛻ⷦ┕
㷄⮟阻糙孨ⲁ狝ꠑյ⚢阫㲝┚Ⰾ㏜ն4 哦氳⽾コ꺉⺎㵨㛻宿⪓俍㶽䷅浍清ն 
 
㎁ꡮ顟佄┉ 

3 哦氳朅仼儗宿溿狓㲝佭卞㖍氳┉㛻洇憠ն鲹ꄅ㷤朆▽┚뙣⹧⹁糙乄⴬冶孲氳
朅仼儗宿 4 ╄㎁㳄氳 6 ╄㏐奏╈㎁氳媞⴮餐յ⺮冷餐յ㛻鳀䄬却粬事氳帶宿鱦樿奏
ꮑ㎁氳娡⸊鷺♔⹖蟑⹿㎁氳╈㜆⹁氳⚩簊⹖䎎创榟孨곽靏ն夷╄㏐奏齉鵠鲋䣆泳荔⿁յ僜
깳յ荔儛⿁⹖⪭☽糙ⷧ⺒乄⴬刻⡬氳擻⿁全⼑朆⪭攑荈ն 
 
㎁ꡮ鉉荈䣹庌⛮뀰 

朅仼儗宿溿狓㲝ꄅ氳劭䑐㷤⿁╯┉佭┉䈴蟑⹿ⴎ⪭奓奚㛚㷄鵠鲋簞碠㍾㲋循ꥵ菋䎷
簃氳儒几┕⫂鼨䯹科浔⚩簊逸깳곽劲氳绑向յ⤴擻畴⽰냖羜Ꝛ向ն却粬事帶宿鱦樿氳㷤奏
ꡱ⮜浔 300 ╄㝄㣠㛻㛢佭⚩簊劫䌋█糙♔鲍⩡㶂٬其⩡鴳璡⺳几╙⸊㑔氳䇩랸庵槇곽
劲㝄㣠ն鲹ꄅ氳⺁┉╄◾憠佭┉䈴㛻㑔╈㎁席仍⚩簊妩㷉└鲽▆⺭ꢚ氳环⛮嘗㑔鲹
劫氳㛻㱞查妨✳佭朆循氳╈㎁█䄖篺ꪝ浪粩鈷ն 

朅仼儗宿溿狓㲝╈粮╙糙飯氳佭㳑氳僜깳ꠑ⹇鈸縖⺎循塝⩦顠陒狪仼儗⽰┕鳮⺨
㏐奏氳⚩簊僜逸鲸糙鿥㝄氳查յꫤ㷽⹖坟⮷鴠⺭槀捞縏䇧氳鿥깳ն㛻㛢丘僜깳齉⢢泳瞿
荂յ阻阞塜簊ն㷤奏鲸䬠❠⺨㏐奏氳곽⩞羜俍冏亡➘几♜槴䏆篕䒞ն 

卞㖍碧黨梅鲡溞㜍䢦糙剝陃⽰⟔䕜㏰鿥糙㛢陪銨乄柱ն鲹䈴糙㎁ꡮ鈼ꄇ氳簧⺭
阻亨佭盏阼㗟氳簈✞ꠅ䢓ն 
 
鈸俍㲝٬㷤ⷦ 
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䋯꺉休ꠑ4 僖舘 9 僖 18:00⪍㏜䡽舘֐9:00 17:3010 僖舘 3 僖 17:00⪍㏜֐9:00
䡽舘 16:30 

ꠊ꺉仼夷僖瑭◅╄⼽└㞝鷕荣⡾仼յ辍⚔仼걹滑 
ꠅ烨300 仼⩕⮤╈⽰㵸栏榟 150 仼⩕ 
 

---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜繁体字＞ 
 

㛲㖎 
㛲㖎逈樧㏑☕舅㏑遭⥉憡ր仼儗⛧氳㖎ց⨅畚⪭鈶俍那⺆냖示㏑ꪫ 43 ⪞㶹

ⷙ耈 360 食⟦渏䌒怖ⶐ㼗氳仼儗宿宿㺢稘䥓꯽絢鸞浊ր㛻㸔ց1729 ⪞㶹⛧꯽絢⟦
渏㗟⹾㛿姇俕僮侈麅耈僸釤䇭䈴鸞亡氳㼗䂹鵞䈴㖎榺䋧疤䅨允儗嬤乄1952- 錄
銷劭䑐佭┉㵴畚敻ꍆ㖎⼾麕梫笸蜸꥙䡗儒免⽰朔桕啶䡗氳䌼䎬㛛勂⺨䋧疤啶♭鵂鷪私
敻ꍆ䥽碠鵿䫚䎬䡗냖䧪伺◿氳煉䉁艃㖎骰注鵿氳㛻㑔狛ꮼ䋧疤氳┉㷻佭⪌⹾㛻䋙┕㷻
錄僘孨Ⳃ狞ꝴ働閲那艃ⱉ㕙4 嗻僘┉谊絢㵫㛻宿俍況䷅浍䈕氳⽾귈 
 
㎜꤂鞥佄┉ 

㛲㖎氳┉㛻洇럅佭 3 嗻氳ր梫仼儗宿溿狔那ց鵞遵㷤杯▽艃둊⹦窱僘乄ⴭ◬孳氳
梫仼儗宿 4 ⠕㎜邖氳 6 ⠕㏑ⶆ煉㎜氳媞⴯泹⺮冷泹㛻鵿䄬琴糶事氳怖宿麕樿ⶆ
ꭩ㎜氳娡⸊鷻♓⹗蟒結㎜氳煉㜇窱氳⥉礶⹗樧♏榟孨겨靏夷⠕㏑ⶆ齉鵂鷪䣆䄄諠⿁僜
굟諠轱⿁⹗⪭☾僘塽⺒乄ⴭ⧎用氳擻⿁✿杯⪭攒荈 
 
㎜꤂鉈荈䣺庌냉꿨 

梫仼儗宿溿狔那遵氳劭䑐㷤⿁╯┉佭┉䈴蟒結ⴎ⪭奓妗㛛㷻鵂鷪筏碠㍾遝㏇ꥶ菌䎷
筑氳儒凡┕⪐鼨䵅䷒蜸⥉礶遫굟겨劲氳勐向⨶擻畵⽰냖羝ꝏ向琴糶事怖宿麕樿ⶆ氳㷤
ⶆꢷ⮛蜸 300 ╄琴糶事㣡㣡㛻術佭⥉礶嘚䌋熔僘♓뜵絢٬⤂⩡叝璢經☕憡⸊㑔氳額랹
庶樔겨劲氳㣡㣡鵞遵氳⺁┉⠕◿럅佭┉䈴㛻㑔煉㎜幥从⥉礶妩㷉ր└鶡▆⺭ꢚց氳环냉嘘
㑔ⷊ✳㏇煉㎜杯㏇鵞嘚氳㛻週㯹熔䄖祺䏭㵽釤▽ 

梫仼儗宿溿狔那煉催憡僘飰氳佭㴸氳僜굟ꝴ鷝遫絢㏇塞⩦鞞鍲狫仼儗⽰┕鳯⺨㏑
ⶆ氳⥉礶僜遫麅僘鿦㝄氳㯹ꫤ㷾⹗⮈禁鸸⺭槀㝷縐䇧氳鿦굟鵞遵氳㛻術丨僜굟齉⢢
䄄矀荂錄銷塜礶㷤ⶆ煉麅僘亡➘☕⠟䦁拨氳⺨㏑겨⩞羝冎 

㛲㖎秵龪遫鷠澰꯽䢦僘嘆鎿⽰鞴銻㏱鿦僘術鏥銨乄迗鵞䈴僘㎜꤂釲ꄇ氳㛲
㖎佭䫔鋽㗟氳磿✞ꝛ䢒 
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鈶俍那٬㷤䋙 
ꝧ귈侈ꝴ4 僖舘 9 僖 18:00⪌㕙䡽舘֐9:00 17:3010 僖舘 3 僖 17:00⪌㕙֐9:00

䡽舘 16:30 
ꝥ귈仼夷僖瑮◅⠕鶝└㞞鷖疒⡾仼適⚔仼ꯂ䋟 
ꝛ烩300 仼㎨煉㵸逖榟 150 仼㎨ 
 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 

 
夢みなとタワー 

夢みなとタワーは、地元住⺠が自虐的に「世界で最も低いタワー」と言って薦めるタワーです。展望
台の高さは43メートルしかありませんが、日本海に面する弓ヶ浜半島の海岸線を360度⾒渡すことが
でき、遠くには「大山」（標高1,729ｍ）、そして眼下には境港の港が⾒えます。晴れた日には、遠く
の島まで⾒通せます。このタワーを設計したのは建築家の杉本洋文氏（1952- ）で、2つのチュー
ブ状の鋼鉄製の塔を核とするタワーを、集成木材やガラスでできた湾曲した外枠が取り囲んでいます。
様々な構造部材を接続するために鋼鉄製の張⼒ケーブルが張り巡らされており、それによって高さがあ
り光が多く差し込むアトリウムが作られています。タワーに隣接する大きなドームは、1階がタワーの玄関
ホールとなっており、上階にはイベントスペース、会議室、およびシアターがあります。4階には、オーシャン
ビューのパノラマを楽しめるカフェがあります。 
 
国際貿易についての展示 

目玉は、3階にある「環日本海研究室」です。ここでは、⿃取県と文化交流のある環日本海の4か
国の6つの地域（中国の河北省、吉林省と大連市、ロシアの沿海地方、韓国の江原道、モンゴルの
中央県）の伝統的な暮らしや現代の生活を紹介しています。これら6つの地域それぞれの工芸、服
飾、芸術、その他歴史的・文化的に興味深い展示品を⾒ることができます 
 
国際コスプレ 

環日本海研究室の目玉の一つに、モンゴルのゲルがあります。彫刻と塗装が施された木の枠組みに、
フェルトが紐で被せられています。内部には、伝統的な様式で装飾された机、腰掛け、保管用の棚、
そして高さのある⻑いすが置かれています。ロシアの沿海地方を代表するのは300体のマトリョーシカ人
形のコレクションで、そのほとんどが伝統的なデザインですが、マイケル・ジャクソンをはじめとする著名人
をユーモラスにデフォルメしたものもあります。また、中国満州の伝統的な住宅「三進九合院」の大きな
模型も⾒どころの一つです。現在は、中国にもいくらか残るだけです。 

環日本海研究室の中でも特に興味深いのは、大きな⺠族衣装試着コーナーで、日本だけでなく
各地域の伝統的な衣装を無料で試着することができます。帽子や履物、子供用、男性用、⼥性用
のアクセサリーなどがあります。質の高い本格的なデザインのものが多く、各地域の風景が描かれた大き
な背景が用意されているので、記念写真を撮ることができます。 

夢みなとタワーは旅客船ターミナルの隣にあり、看板や情報はすべて多言語で表記されています。こ
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の国際⾊溢れる複合施設は、この地域への優れた玄関口の役割を果たしています。 
 
展望室・展示室 
開館時間︓4 月-9 月 9:00〜18:00（入館は 17:30 まで）、10 月-3 月 9:00〜17:00（入

館は 16:30 まで） 
休館日︓毎月第 2 水曜日（祝日・振替休日の場合は翌日） 
入館料︓高校生以上 300 円、小学・中学生 150 円 
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006-037 
中海・宍道湖圏域多言語解説協議会 

【タイトル】 境夢みなとターミナル 
【想定媒体】 WEB、パンフ 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

㗟卞梅鲡溞㜍 
㗟卞梅鲡溞㜍佭┉䈴Ⱶ耇㱮㚷氳梅鲡凅篨⺎⢦ꪣꝚ鱳 300 眦յ鰉ꄆ 16 ┒⻙յ鰉梅

ꄈ鱳 5000 ⺳氳芸⺆ն溞㜍◇ 2020 䇗珝泳淋鿥㚷▽宿㛚亹梅⭴⪍㗟阻亨⪭泘氳循◇䡗
╙鵠䏢仼儗宿⹖┱⴮◘㏐奏氳ꠅ䢓⺱休框█䥵顆颯▽㗟䄬⹖⼽鱦㒮䄬㷉妩氳乄⴬孨ⲁ
╈䑐氳纡顊ն 

䧪냖䋯꠱氳吁芸㛻ⷦ鿥㚷▽㛻㷚䆠⺎╞ⱴ䏆鈼科何孨ⲁ█耇㳋篞㛻ꄈ几紮鈸洇ꮠ
╵⚢⹇塑⺨熨㛻㑔孨ⲁն⺎⟦渐紇⟊覆氳鈸俍⺐佭鲜鴝芸⺆氳簈✞㏐憠㛉㰚休鲹ꄅ┉
鈾仰⛸氳宿俍鲸⚢䡗╙꨽㛿ジ鿯菋㍩氳㛿抆羜俍ն 

溞㜍⯥亡糙┉䈴重Ꝛ氳䉁㍩㍩⫂纵熨浔 9 叭☳⼽鱦㏐奏燰纵縡全氳⹿縏랫册鲸糙
丘㐉┚䎎㏐⮡┪烖陚注⪩氳骤㜍ն丘奥䇗全㗟䄬┘亇⹠㷤黑鯺亹崅┯㞝凶夷䇗䫙䏨氳
黑鯺㛢鱳 60 范ն䥠鱳氳亹梅┘☢⚢崅鈾䎎㏐俍憠鵠浪鲸⚢것队⯥䏢册娡⽰⭴◌氳┉仼崅
车爊ն 
 

---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜繁体字＞ 
 

㗟㛲遫鷠澰꯽ 
㗟㛲遫鷠澰꯽亥 2020 䇗珞䄄鵞佭┉䈴Ⱶ耈適⤕氳遫鷠嘒硷絢當ꪤꝏ鷾 300 ⪞

㶹鬼ꄆ 16 蛓⪞㊚鬼遫ꄈ鷾 5000 經氳芹ꥃ澰꯽鿦⤕宿㛛亹遫示⪌㗟錄亩泘嘆佭䡗
憡鵡䏢仼儗宿⹗典⴯◟㏑ⶆ氳ꝛ䢒⺱侈熔䣺庌蜸㗟䄬⹗⼾麕㒮䄬㷉妩氳乄ⴭ孨Ⳃ煉䑐
氳鉈荈 

䧪냖ꝧ꟏氳⠰芹㛻䋙鿦⤕▽㛻踭䆡絢♓艈鰾鬼釲鈶韛孨Ⳃ麅耈部硱㛻ꄈ☕紮鈶洇
ꮠ嗞働⹉ⱶ⺨牊㛻㑔孨Ⳃ絢⟦渏紈⟋想氳鈶俍給佭鲝鴞芹ꥃ氳磿✞㏑럅夷鵼㛊迭鵞
遵┉鈮扝궠氳宿俍➘佭꨾㛿肥鿰菌㎧氳㛿抇羝俍 

澰꯽私亡僘┉䈴旌ꝏ䉁㎧劳牊蜸 9 叭䐍⼾麕㏑ⶆ燯劳縡✿氳結縐랫再麅僘丨㕶艃
樧㏑Ⱚ┪烖鎈注꟯氳溍꯽㗟䄬䇭ⶇ䇗✿┘亝氪㷤鼾魹亹鷝哆杯㏇夷䇗䫚䏩氳鼾魹術
鷾 60 茄䥡鷾氳亹遫ꢝ▽鷝鈮樧㏑俍럅♓㛛鵡䅻麅働ꯏ銬私䏢再娡⽰示ꦴ氳┉仼鷝车 
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----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 

 
境夢みなとターミナル 

境夢みなとターミナルは、通常5,000人の乗客を乗せる最大300メートル、16万トンの船舶を収
容するために設計された、本格的な機能を持つ旅客船ターミナルです。2020年に完成し、海外から
の旅客の出入国のための設備も備え、日本海や北東アジアへの玄関口となることを目指しています。
また、境港や近隣の都市の人々の文化拠点としての役割も担っています。 

天井の高い広々とした待合室には、映画や映像イベント用の大型スクリーンが設置されており、コン
サートなどのイベント時には大勢の観客を収容することができます。美保湾を一望できる展望デッキは
出迎えや⾒送りに最適な場所で、遮るものが何もないオーシャンビューを活かして夏にはビアガーデンが
設営されます。 

ターミナル正面の細⻑い庭には、周辺地域から持ち込まれた⿊松の古木が9本あり、この地の国生
みの神話を示す⽯が置かれています。境港では数十年前から客船観光が盛んに⾏われており、現在
では年間60隻もの客船が入港しています。到着した旅客は地元の景⾊をゆっくり楽しみ、多くは松江
と出雲への日帰り旅⾏を予約します。 
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006-038 
中海・宍道湖圏域多言語解説協議会 

【タイトル】 ⽩砂⻘松の弓ヶ浜サイクリングコース 
【想定媒体】 WEB、パンフ 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

氫溠ꪂ册䌒宖舅车鯲鷺 
2020 䇗䋯鵠氳氫溠ꪂ册䌒宖舅车鯲鷺重颯㗟䄬┱舘氶榟峪媼⪓Ꝛ 15.8 ⪝

ꄅն鲹夀㏐ⲡ䇖㐛յ簪剨䡗蕃氳宿㺢篪⺸全岑婆뀵车撕㞑縖ꪂ浫舅 20 ┪篕 80 䇗创颯㶩
佭ꚗ几└걸鴲䣆氳阪篮㏜㏐ն 

䌒宖舅车鯲鷺㳑 4 眦⪓爊分媧饟ꪫ媯鵎阻糙⚔䕜奏⽰냖几鈸俍⺐ն仼葏⹙陪剝陃
岳俏剝嫱▽俍憠⛤糌♔⹖舅车鯲⢦ꪣ憠յ궆ⷦյ➘⮵䈙璡阻亨ն氶榟峪媼奏鲸糙⩦顠氳⪝
⪦餉娧ն 

鲹兣舅车鯲鷺佭뙣⹧宿嫧鷺氳┉鼨坟ն뙣⹧宿嫧鷺⪓Ꝛ 152 ⪝ꄅ般饖뙣⹧
⹁宿㺢重颯㗟䄬┱舘宣㳫宿㺢ն⺱休框鲸┚⺁┉撴媯宿舅车鯲饟粠注鳀⺸┱⺎滑
⛈舘 80 ⪝ꄅ㛚氳뙣⹧䄬ն 
 

---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜繁体字＞ 
 

氫溠ꪃ再䌒怖舅车髪鷻 
ր氫溠ꪃ再䌒怖舅车髪鷻ց亥 2020 䇗ꝧ鵡重㗟䄬典舘氷榟嶾媼ꝏ 15.8 ⪞

ꄅ꽞车䚂㞒縖注樧ꪃ涃鵞夀㏑笛䇖㐛禙嘻䡗襁氳宿㺢稘鵞遵舅 1980 䇗♏㶩佭ꖺ☕
└ꯁ鹡䣆氳鋍穓㕙㏑ 

䌒怖舅车髪鷻㴸 4 ⪞㶹分媧饟ꪫ媰鵏錄僘⚔䕜ⶆ⽰냖凡鈶俍給仼葐ꦁ鏥嘆
閂岴俏嘆嫱▽俍럅⛤糌舅车髪當ꪤ럅궇䋙♓⹗➘⮵り䈙璢㏑氷榟嶾媼ⶆ麅僘⩦鞞氳⪞
⪦餉嵡 

鵞半舅车髪鷻佭ր둊⹦宿嫧鷻ց氳┉鼨⮈ꝏ 152 ⪞ꄅ氳ր둊⹦宿嫧鷻ց嚛饖둊⹦
窱宿㺢重㗟䄬典舘宣邽宿㺢⺱侈逬麅艃⺁┉撵媰宿舅车髪饟私注鵿⺸典絢䋟
⛈舘 80 ⪞ꄅ㛛氳둊⹦䄬 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 

 
白砂⻘松の弓ヶ浜サイクリングコース 
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2020年に開通した「⽩砂⻘松の弓ヶ浜サイクリングコース」は、⻄の境港から15.8km東にある皆
生温泉までを結ぶコースです。木が⽴ち並ぶこの平坦な海岸線は、昔からサイクリストに人気があり、
1980年代からはトライアスロン選手の練習場所として使われてきました。 

弓ヶ浜サイクリングコースは幅4メートルで完全にアスファルト舗装されており、途中には休憩所や高
架展望台もあります。日本語と英語による看板には、⾒どころに加えて、サイクルポートやレストラン、コ
ンビニ、その他施設の場所が示されています。皆生温泉には、無料で誰でも入れる足湯があります。 

このコースは、⻄の境港から東の浦富海岸までの⿃取県の海岸線を横断する「⿃取うみなみロード」
（全⻑152km）の一部です。弓ヶ浜サイクリングコースは、80km東にある⿃取市に至る、別の海
岸沿いのサイクリングコース網とつながっています。 
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006-039 
中海・宍道湖圏域多言語解説協議会 

【タイトル】 海とくらしの史料館 
【想定媒体】 WEB、パンフ 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

宿嬤┚榟孨⺒乢꺉 
宿嬤┚榟孨⺒乢꺉佭┉䈴♔㷤炐돡眷╙╚氳飯⽏擻꺉◇ 1994 䇗㵒㛚䋯科ն꺉⫂ꡱ

⮜浔篑 700 熨յ4000 ♭宿嬤榟擻Ⰼ⯆剝儗㏰榺傾篺⭴♳忞䢓⫂宿姢◲紇儛泳荔溿狓䢦䢦
Ꝛ氳熨䷓䇟⯆⛼ն熨䷓䇟⹠朆栏榟♜⺆耇鵠鲋簃儗▽鉯돡眷氳㛚䎬◇佭溿⹠▽┉熨攑墥
氳䤗嫏全⯆⛼剝儗框耇循⟊槴돡眷䎬敯┚㛚鈸氳⺱休⸼ꢝ⪭⫂耫յ끍낇⽰돡缜ն㶽留鲹
熨䤗嫏⭓╲㵒㛚⟊㳢⛙㛻舚孲爊䈒院佭㵨꜅儕㖵⪍皮狝氳돡汷╈⫋榫⴬栏蕇⯘鲽车ꡕ
肩㚲杼淋榫剨耏㍾䎬瞿䑐㛄⸊洡㲓䎬䒳⯆⛼颯全ꪝ浪縵休顠ⱱն 

⺒乢꺉╈㷤炐▽㛢熨㛻㑔돡眷ⴎ䦮㛻氫됍յ衹됲ꄌ减돡յ䄉㑔永䅠돡⽰䄉㑔緾鯲돡
璡ն鲹◙㷤⿁㛻㛢佭循䎎㏐宿㓊䩔藜氳䧝坟眷栏坟篯ꡱ⮜浔ꄆ⼑朆⪭割䕜㏐┚◘熨攑
䏣ն꺉⫂鲸㷤⭴▽⺨眷荈䎷乖乚氳路軅⹖⪭☽榻㚠眷ⲁ擻ն⺁┉㚲飯⽏㷤奏⫂丘氬⺆렺䡗
杷敯氳媞雺逈䄭糌䡗羜俍❠⹇鈸縖䯷䏆槴䒞ն╚金氳돡眷㷤⿁齉鿥糙葏յ╈յꮑ└熨陪銨
氳陱伺乄柱ն 
 
䷊鵲㛄榫氳鿯猧 

⺒乢꺉阻循糙浔氬⛸䇗ⷧ⺒氳仾鿯猧⫂鲹◙鿯猧媯⹾縡䋧傾佭岑婆䎎㏐几ㄎ撕
氳㏐剝ն䎎䇗㗟䄬氳篺宁ꄆ䑐鲸佭顟佄縡ꪝ裕┯ն⺒乢꺉氳㛚鈸⟊槴▽仾鿯猧剝䑪䓪氳
氫荈贝嫫㘅ꪫ┚椙걵⫂鼨逸⟤⮟媯榫▽⸊全氳儒篾冘组几ն꺉⫂鲸㷤炐▽裕┯┚芒宿榟
孨氳⪭☽亡ꪫⴎ䦮㛻ꄈ裕阻㚷榗舘鲸糙┉丞范裕芸⹇鈸縖鲸⺎♔氨┕鲹范╖
⺙裕芸⹇鈸ն 

塝㛚⺒乢꺉█舚ⱱ◇凹篸䎎㏐⚩簊榟孨氳⪭☽亡ꪫ㷤⭴▽丘ꄈ⺎鈸氳⫡յ僜깳┚
⺨眷泳ն꺉⫂槇䉺ꄅꡱ⮜浔┉䤉荔儛⿁⪭╈㶗╙䌖几嫱泘氳佭䎎㏐蜷⺳撷槇㳄勰儗⪪
㳄(1899-1993)氳朆创撷槇⛼⿁ն♔┕㷤⿁⛤◇◅哦鲹ꄅ氳㛿菋冏┕鲸⟊槴浔鿯猧⸊糙氳
儒⯆劼几ն 
 
䋯꺉休ꠑ9:3017:00֐⪍㏜䡽舘 16:30 
ꠊ꺉仼⼽◅㞝鷕荣⡾仼յ辍⚔仼걹滑⩕份科⡾僿ꠑ12 僖 29 仼1֐ 僖 3 仼 
ꠅ烨410 ⩕냖╈յ⮤╈⽰㵸栏榟♔⹖㛚盈几㚖 100 仼⩕䇧⩎⹖ 70 㸱♔┕⩦顠 

347



 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜繁体字＞ 
 

宿嬤艃榟孨⺒乣귈 
1994 䇗㵴㛛ꝧ䷒氳宿嬤艃榟孨⺒乣귈佭┉䈴♓㷤炑뇹걊憡╚氳飰⽏簷擻귈귈⪐ꢷ⮛

蜸硝 700 牊4000 ♭宿嬤榟擻Ⰰ邯嘆儗榺傾祺示♴悅䢒⪐宿姢榣紈轱䄄諠溿狔䢦䢦ꝏ氳
牊䷓䇟邯獲榺亥嫱䙬⮽逖榟⠟⺆耈鵂鷪筑儗▽鉮뇹걊氳㛛䎬牊䷓䇟溿氪▽┉牊攒墤氳
䤗嫏✿邯獲嘆儗耈㏇⟋槴뇹걊䎬敻艃㛛鈶氳⺱侈⸼ꢝ⪭⪐臲끎낈⽰뇹缜鵞佭┉ꯁꪞ
䅻縶侈鞞ⱱ氳䄄獲⨅畚䤗嫏䇭╲㵴㛛⟋邴⛙㛻舛孳䟕鎊佭㵫ꌽ儕㖵⪌䪲狞氳뇹汷煉
⫋榫ⴭ逖諵ⱛ鶡车ꡕ肩谊杼┾榫嘻耐㍾䎬矀䑐䐞⸊洡酒氳䎬䛞 

⺒乣귈煉㷤炑▽ⴎ䦮㛻氫늛誻덉ꄌ啼뇹㑔永䅸뇹⽰㑔緿髪뇹璢術牊㛻㑔뇹걊
鵞◚㷤⿁㛻術佭㏇樧㏑宿㓊䩔暢氳䧞⮈걊逖⮈磞ꢷ⮛蜸ꄆ杯⪭只䕜㏑艃◟牊攒䐹귈
⪐麅㷤示▽⺨걊荈䎷乖九氳路軄⹗⪭☾榻夏걊Ⳃ擻⺁┉谊飰⽏㷤ⶆ⪐丨氬ꥃ렺䡗杷敻
氳媞電逈䄭糌䡗羝俍阁鷝遫䦁䶕暐攒氳硕䒟拨撵╚釒氳뇹걊㷤⿁齉鿦僘葐煉ꭩ└牊
鏥銨氳鐁伺乄迗 
 
䷊鵳郀榫氳鿰猨 

⺒乣귈錄㏇媰⹾縡䋧氳氬䇗艋鿰猨⪐鵞◚鿰猨傾佭岒⹨樧㏑☕ㄎ䚂氳㏑嘆樧䇗
㗟䄬氳祺忳ꄆ䑐麅佭鞥佄縡ꪞ幨哆⺒乣귈氳㛛鈶⟋槴▽艋鿰猨嘆鎿䓪氳氫荈愍嫬撳
ꪫ艃椘ꮼ⪐鼨遫⟣⯞✳榫▽⸊✿氳儒磶啶勂凡귈⪐麅㷤炑▽幨哆艃芓宿榟孨氳⪭☾ꪫ
⺸ⴎ䦮㛻ꄈ幨錄⤕榘舘麅僘┉丞茄幨芹鷝遫麅絢♓氨┕鵞茄ր煙ց谝幨芹⹉鈶 

ꢝ塞╯㛛⺒乣귈麅㷤示▽丨ꄈ絢鈶氳鱖僜굟艃⺨걊䄄舛ⱱ亥☮磇樧㏑⥉礶榟
孨氳⪭☾ꪫ⺸鵞遵氳樔䉺ꢷ⮛蜸┉䤊諠轱⿁⪭煉㶗憡䌖☕湞泘氳佭樧㏑蜸經撸樔邖噛
儗艅邖1899-1993氳杯♏撸樔獲⿁♓┕㷤⿁齉⛤亥◅嗻鵞遵氳㛿菌冎┕麅⟋槴蜸鿰
猨⸊僘氳儒邯劼凡 
 
ꝧ귈侈ꝴ9:3017:00֐⪌㕙䡽舘 16:30 
ꝥ귈仼鶝◅㞞鷖疒⡾仼適⚔仼ꯂ䋟⩕份䷒⡾僿ꝴ12 僖 29 仼1֐ 僖 3 仼 
ꝛ烩410 ⩕냖煉煉㵸逖榟♓⹗㛛盉☕㚖 100 仼㎨䇧⩬⹗ 70 塵♓┕⩦鞞 
 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 

 
海とくらしの史料館 
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海とくらしの史料館は、主に魚をテーマとした興味深い資料館です。1994年に開館したこの博物
館には、元瀬⼾内海水産美術工芸研究所所⻑・種政幸氏が制作した約700種、4,000点の海洋
生物の剥製が展示されています。学生たちが絵本に頼って魚類の姿を学ばなければならないことに気
づいた種氏は、魚類の形状や外観を保ったまま、内臓や骨格、肉質を除去し、標本を作る技術を開
発しました。その技術のほとんどは非公開ですが、中身を取り除いた皮におがくずを入れ、保存料として
化学物質を使い、樹脂で固めて、慎重に魚の形を復元するというもので、非常に手間のかかる作業で
す。 

海とくらしの史料館では、ホオジロザメ、クロマグロ、巨大なリュウグウノツカイ、巨大なマンボウなど、超
大型の魚種も展示されています。ほとんどの種は地元で捕獲されたもので、分類学に基づいてグループ
分けされ、生息域や亜種が説明されています。様々な⾊鮮やかなカニやその他の甲殻類も展示され
ており、また体を膨らませた何百ものハリセンボンが展示された楽しいコーナーを背景に、記念撮影をす
ることもできます。なお、主要な魚には英・中・韓の解説文があります。 
 
酒蔵の再利用 

この史料館の建物は、元々100年以上前に建てられた酒蔵です。これらの酒蔵は港沿いに建てら
れており、地元で愛される代表的なスポットでした。当時の境港の経済は、漁業ではなく交易が中心
でした。史料館の外観は、⽩漆喰の壁に瓦屋根の酒蔵を偲ばせるもので、当時から残る木の枠組み
が史料館の内装となっています。漁業や海のくらしのその他の側面を示す、数多くの道具や装備、漁
船も展示されています。この「みなと丸」という名の漁船には実際に乗ってみることもできます。 

史料館では、来館者が地元の伝統的な生活の別の側面も学べるよう、農具、服飾、道具などの
大規模なコレクションも展示しています。また、地元の有名版画家である橋本興家(1899-1993)の
現代木版画など、芸術作品のコレクションもあります。これらは、頭上に古い木製の桁構えが走る2階
のギャラリーで展示されています。 
 
開館時間︓9:30〜17:00（入館は 16:30 まで） 
休館日︓⽕曜日（祝日・振替休日の場合は翌日）、年末年始（12 月 29 日〜1 月 3 日） 
入館料︓大人 410 円、小・中・高校生・外国籍の方 100 円、幼児・70 歳以上無料 
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006-040 
中海・宍道湖圏域多言語解説協議会 

【タイトル】 境港水産物地方卸売市場 
【想定媒体】 WEB、パンフ 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

㗟姢◲䤉⹠䄬㏜ 
㗟䙬╙鱦槡╯舅⹿♔全㶩❤ꪣ宿嬤⹠㷤ն㶽留裕┯循♳⛰休吁齉┘⺎䡝籬

⛙舅 16 ┪篕颯㗟氳╚金篺宁孨ⲁ䄖鯸╙㵒㛚顟佄ն僄⮤⪭顟佄粠簇┱媯仼儗宿宿㺢
滑⛈重舘▆䃸僄鲾⺎鱳㛻ꡊն19 ┪篕侪僿仼儗㵒◘孙㛻ꡯ鼨坟㏐奏鲽车墼妩簊媪⺵
㗟䡗╙┚僼됁յ╈㎁⹖却㎁䋯㷤顟佄氳ꄆ金凅篨ն┘鲋瑭◅埠┪槡㛻䡟(1939-1945)篾
兠⺵㗟氳顟佄孨ⲁ겒題塝⺵➘䋯㡏┥嫱◇⹠㷤裕┯ն㞝凶框纺扦◇䎎㏐裕┯⽰儗㏐
蜷⺳庵槇㳄姢儒葴1922-2015创辑⛼几擻놬择鼃氳琾┖几擻♔돡┚놬择鼃╯㒮
⛼╙㲛⚩◾憠㵨㗟⫋埠䫠⮽▽几♜浍⯥ն 
 
懷ꠖ氳䦁⶞┚亍됁宿◲ 

㗟氳裕┚姢◲䤉⹠䄬㏜⺸全懷ꠖꪝ⭔循鲹ꄅ鲸耇⿁㶍⮽䎎仼䩔藜氳亍됁宿◲
㍕塝⻹䌖浔㛻ꄈ崅梅ն㗟㵒姢◲䤉⹠䄬㏜鲽车▽緾亍䣲䋧⺵氳阻亨阦夷仼裕藜氳擻孲յ
㚲杼⹖ꛖす朅荣齉粮╙냖䷞⽰ⶼ榟ն溞㜍姢◲䤉⹠䄬㏜媯㗟鲡媞縡䋧2 哦氳㗟돡
⪝㍩⺸⪝⚜䋯科鲸䬠❠⹇鈸崅鈾僜ⱷն䤉⹠䄬㏜氳 2 哦鵠鷺佭鈸俍奏㓊崅梅⺎♔鲾
熊┖亡䑯潣狪卫氳䣆䫠鯲┚⹔鯲循鲹ꄅ㱧⪓㏐⟦渐䦁⶞⹖⪭☽䄬㏜孨ⲁն䄬㏜⫂⹖⼽鱦
糙㛢㳄궆ⷦ⺎❠几♜⿁㶍亍됁⯌骱յ路軅璡䎎㏐攑荈紇괐ն㗟돡⪝㍩氳䋯科休ꠑ╙ ֐5:00
17:00⩦顠⪍㏜♳⛰几齉⺎♔舅榺⹇鈸ն 
 

---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜繁体字＞ 
 

㗟姢榣䤊氪䄬㕙 
䙬憡ր麕槡╯ց氳㗟舅結♓✿㶩❤ꪤ宿嬤氪㷤⨅畚幨哆㏇♴⛰侈⠰齉┘絢䡝籭

⛙䐍 16 ┪硕㗟氳╚釒祺忳孨Ⳃ➘鮺憡▽㵴㛛鞥佄┉ꝧ㡐逬氳鞥佄私饟典媰仼儗
宿宿㺢䋟⛈重舘▆䃹鸞絢鷾㛻ꡉ19 ┪硕侪僿仼儗㵴◟孚㛻ꣃ鼨⮈㏑ⶆ鶡车墽妩礶
媪䏴㗟䡗憡艃僼뉲煉㎜⹗琴㎜ꝧ㷤鞥佄氳ꄆ釒嘒硷┘鷪瑮◅埡┪槡㛻䢇1939-
1945磶兠䏴㗟氳鞥佄孨Ⳃ감䷴┖✿亥佭ꝧ㡐㵬嫱亥氪㷤幨哆㞞☬逬㵫㏇㏑幨
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哆⽰樧㏑蜸經庶樔邖姢儒葵1922-2015♏辑獲╚鉈놭㜁鼃氳璜┖☕擻獲憡◿럅䝬蜸
ր뇹艃놭㜁鼃╯㒮ց氳遭⥉⫋埡绮經딚 
 
掄녽氳䦁韢艃于뉲宿榣 

㏇㗟氳幨艃姢榣䤊氪䄬㕙耈⿁ㇴ⮽樧仼䩔暢氳于뉲宿榣䌖▽㛻ꄈ鷝遫掄녽
ꪞ⭔㗟緿于▽姢榣䤊氪䄬㕙䴹䋧䏴夷仼幨暢氳擻孳谊杼⹗ꊸ耗梫疒齉催憡냖䷞⽰载
榟澰꯽姢榣䤊氪䄬㕙媰ր㗟鷠媞ց縡䋧2 嗻氳ր㗟뇹⪞㎧ց⺸㛻浑ꝧ䷒麅䬠❠㵷鈮
僜ⳉ䤊氪䄬㕙氳 2 嗻鵡鷻憡鈶俍ⶆ㓊鷝遫絢♓㏇鵞遵逺㏑⟦渏䦁韢⹗⪭☾䄬㕙孨Ⳃ
鸞ꦗ┖亡갓竵狫卬氳䫠髪艃ⶍ꡺嚂䄬㕙⪐㛛氳術邖궇䋙絢♓⿁ㇴ⮽于뉲⯌骰路軄璢樧
㏑攒荈紈광㗟뇹⪞㎧氳ꝧ䷒侈ꝴ憡  17:00⩦鞞⪌㕙♴⛰☕齉絢♓舅榺⹉鈶֐5:00
 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 

 
境港水産物地方卸売市場 

境港は「境界の港」という意味を持ち、昔から海を頼りに発展してきました。漁業はどの時代でも常
に必要不可⽋な経済活動でしたが、16世紀以降、境港は主に交易都市となりました。当初その交
易網は、東は日本海沿岸、⻄は九州から大阪に至るまで発達していました。19世紀後半に日本が
アジア大陸の一部を植⺠地化すると、境港は朝鮮半島、中国、およびロシアとの交易の主要地になり
ました。第二次世界大戦（1939-1945）が終わると交易都市としては破綻し、それからは境港で
は漁業の推進に注⼒してきました。今では、地元の漁業と地元自慢の漫画家である水木しげる
（1922-2015）の代表作のメインキャラクターにちなみ、「さかなと⻤太郎のまち」としてPRしています。 
 
活気ある競りと新鮮な魚介類 

境港の漁港や魚市場は、活気にあふれた賑わいやとれたての水産物を食べられるという期待から、
常に観光客を魅了してきました。市が水産物市場を再開発し、施設が大型化したことで、より効率よ
く衛生的に、日々水揚げされる水産物を運搬、取り扱い、販売できるようになりました。境水道沿いの
埠頭側の上屋2Fの「境港おさかなパーク」は一般公開されており、ツアーも開催されています。来訪者
は、走り回るカートやフォークリフトから十分離れた安全な2Fの通路から、競りやその他の市場の作業
の様子を眺めることができます。市場内やその周辺にはいくつかの食事処があり、新鮮な刺身やカニな
どの地元の名物を味わうことができます。なお、入館は無料で午前5時から午後5時まで、だれでも自
由に利用できます。 
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地域番号 007 協議会名 多治⾒市多⾔語解説整備協議会 
 
解説文一覧 

NO. スポット名（タイトル） 中国語文字数 想定媒体 

007-044 日本のセラミックバレーを訪ねよう 2240 WEB、パンフレット 
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007-044 
多治⾒市多⾔語解説整備協議会 

【タイトル】 日本のセラミックバレーを体験しよう 
【想定媒体】 WEB、パンフ 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

䫓阼仼儗ꢾ楂隵 
埢鲜全⮽㛢媪鈷䄬鲹ꄅ佭蜷⺳ꢾ楂紇宆懱氳◲㏐╯┉ն1300 㛢䇗♔全ꢾⵁ

♜┉波㏇鲹撴隵㏐┕舚ⱱ◇ꢾ楂⯆⛼ն鲹걸荔儛┚乄⴬氳⚩䤕逈簊燢╙紇宆懱☳甏
⶝顏儣氳ꢾ⮽瞿紇꥕舚氳楂⛼⿁곽劲㛢劫ⴎ粬┒霅ն䡘♜珳陗鹸陴䖻⩞║㞝┖㏐
憠䫓㵖㛢媪鈷╋㳫縡鴀☕氳ꢾ楂┪槡ն 
 
㛢媪鈷䄬紇宆懱擻꺉 

☳ 8 ┪篕甏儣氳碜懱걺䘟⮽⭴舅逈鎺╙☕ꠑ㎁㲒氳㛻䄳♜╯䣆氳䎎创楂
⽰ꢾ楂蓞⺳⿁擻꺉♔䇯꠱氳鈼鉉ⴄⲾ⭴紇宆懱氳ⷧ⺒⪓靏ն╚金㷤⵲姻꥘▽⺨休
创氳创辑䓪⛼⿁榫仼葏⹙陪陣篱阯鳮▽紇宆懱㛢劫䎬⯆氳庌⹩耞簇⫂㳋ⴎ䦮猗懱䤗儛
氳ꪵ亍յ逸깳䤗嫏氳⹠㷤♔⹖⚩簊╚孲곽劲氳催鳦ն擻꺉䬠❠╈乄㲛⚩⫊ն塝㛚㏇
擻꺉氳环炕蓞㲝全阼縖僗儬⚢✳榫⭴舅ⴎ䦮☕ꠑ㎁㲒㏇⫂氳紇宆懱ꢾ荔㛻䄳╯䣆氳
蓞潳⿁㶍䥥蓞⛪蓞氳憠䑐⮟僗♻鵲㛢媪鈷䄬䄬菋勛卂⯆⛼氳⽰蘓查仼䌋⚩簊矲憠ն 

萴 ꧎ 刧 陟 蛈 ┯ 休 ꠑ 璡 陣 篱 ⟔ 䕜  陴 ⹇ 拨  擻 꺉 㲇 亡 粠 珇 (https://www.tajimi-
bunka.or.jp/minoyaki_museum/guide)ն 
 
┱⟔紇宆ꢾ荔紇儛꺉 

紇宆懱佭㛢媪鈷儗㏐乄⴬氳劭䑐╙▽㷤炐㱚♜氳뇃ⱱ┱宆⟔榫ꄌ䈑◇ 2015 䇗⮡䋧
▽鲹㳄⩦顠䋯䷒氳紇儛꺉ն꺉⫂䷅誾㛻ꄈ儗㏐◲氳紇宆懱ꢾ楂㶗♔랋忞䢓յ䑪ꄇյ忞䢓
랫յ篲鼨璡孲孭氳蓞潳╙╚ն夷䇗紇儛꺉蓞㲝齉⚢㏇攑㲋氳仼查ꄅ╞ⱴ蓞⚢榫紇宆懱蓞
潳⩦顠䬠❠䥥蓞阦全阼縖鲤饄熊䚊⹨鲹◙╯紇ն 

萴 ꧎ 刧 陟 蛈 ┯ 休 ꠑ 璡 陣 篱 ⟔ 䕜  陴 ⹇ 拨 紇 儛 꺉 㲇 亡 粠 珇
(https://www.shinkin.co.jp/tono/toshin/manabi/)ն 
 
㛢媪鈷䄬乄⴬䄄䢣槇䉺╯技 

槇䉺╯技佭┉㳄ꢾ楂紇儛꺉仿㏇㵖姳╙ꢾ荔㳄⽰䶺䧏縖ⴎ䦮顔▝縖璡䇯╬氳䶺䧏
縖⮡鵲岑⪍㵒陚氳儬⚢ն紇儛꺉鵠鲋䅻㷤⽰┘㲋僿氳攑㷤☮篸ꢾ楂荔儛氳朆敯ꢝ塝╯
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㛚鲸╞ⱴ溿阥⚢յ庌阯⽰ꢾ荔䷸㲝璡孨ⲁն㏇ꢾ楂䎷簃⛮뀰⵲全阼縖⺎♔䧪鴲ㄎ埢氳碜
羺舅榺簃槇㱮䡗里㷯◇舅䄕氳⛼⿁ն鲹ꄅ氳䄄⛼☕⼥齉佭纡┯ꢾ荔㳄全阼縖⺎♔┚鲹◙
㵒ꢾ楂荔儛席䒲懷䒗氳┥┯☕㚖波䫙㵒陚◬孲ն 

萴꧎刧陟蛈┯休ꠑ璡陣篱⟔䕜陴⹇拨䄄䢣㲇亡粠珇(https://gallery-voice.jp/)ն 
 
㛢媪鈷䄬뀐颂⩡楂滁擻꺉 

鲹䈴擻꺉⛤◇䦦僗䖬╦楂滁榟◲ⷧ⺒氳瑓⸊㏐⵲ն擻꺉榺蜷⺳䋧璵㛻䄳諱叜拨⟔
(1946- )阻阞⼑溿ꚋ敯氳乨㐕┕㎻㘅냖繺丞⛮䋧璵곽劲里攑亍겕ն꺉⫂䷅誾▽ 1 ┒㛢♭
┚楂滁榟◲⹖荔儛注⪩氳誾⿁ⴎ䦮☳ꚇ娧䷅顠氳⪝⪦宺㏜յらꛐյ㰣劆⽰妩㷉╈䥇䷬
㍑䷅氳뀐颂⩡荔儛⿁☳╈⺎♔▽鉯楂滁┚仼䅻榟孨氳碧㳢纭硍ն全阼縖鲸⺎♔㏇꺉⫂氳
䄄䢣ꄅ㶍陒☆䣆⯆⛼楂滁䄄荔⿁ն 

萴꧎刧陟蛈┯休ꠑ璡陣篱⟔䕜陴⹇拨擻꺉㲇亡粠珇(https://www.mosaictile-
museum.jp/)ն 
 
䇟⪬ⶼ猗 

䇟⪬ⶼ猗⛤◇ꢾ楂╯▋䄬╯☹ն1804 䇗ⱶ諱㳄仍╙⺸娡䢓㒮❠䈒䐒榫궆⮡䋧
▽鲹╄猗㏜ն㏇ⷧ♳㳄╚氳┘亇ꚑ溿┖㛢熨┉䈲㜊⚩氳紇宆յ╈㎁⽰嫧事璡ꄀ荈䄄荔㏇鲹
ꄅꄆ朆◇┪䇟⪬ⶼ猗█♔Ⲯ◇⮡亍縡技⺳鲾䲭ն休舘☫仼猗㏜䪭ꠅ☕䄖佭ⱶ諱㳄仍氳瑭
8 创㳄╚ն䇟⪬ⶼ猗泘⯥ꪫ⺸⪝⚜䋯䷒㷤⭴㛻ꄈꢾ楂誾⿁⪭╈┘╴榫◇溿狓氳⹿蝔誾
⿁⽰♔☕ꠑ㎁㲒ⱶ諱⶛槀(1917-2005)╙创辑氳䇟⪬ⶼ猗ꢾ荔㛻䄳氳⛼⿁ն 

萴 ꧎刧 陟 蛈 ┯ 休ꠑ 璡 陣 篱 ⟔䕜  陴 ⹇ 拨䇟 ⪬ ⶼ 猗 㲇亡 粠 珇 (http://www.koubei-
gama.co.jp/tour)ն 
 
䄬╯☹鿯兵紇儛꺉 

鲹ꄅ氳鿯兵㏇仼乄ꄅ⫞⛼沔⺱兵攑䧗岳鿯兵佭┉熨眷⛎潽查䎬敯
氳學⹾㵸兵ն☳塜䌋氳㦨炕♙䌋⮽鿯勏崅䡖沔䔅⚢㏇仼儗☕氳☕榟ꄆ金休⯎⭴朆ն䄬
╯☹ꢾ楂兎┥嫱◇沔氳⯆⛼䄖僗䄑┘㛢┼╄┪篕╯╦◲⿁┉䈲ⶭ䩺▽仼儗⪓㎁岳鿯兵
◲ꄈ氳┉ⶐ♔┕ն㏇鲹╄紇儛꺉ꄅ全阼縖⺎♔洇⮽㛻篑 1500 ♭瞿紇氳岳鿯兵䇜▽鉯㱚
♜氳乄⴬⫂尜┚ⷧ⺒ն 

萴 ꧎ 刧 陟 蛈 ┯ 休 ꠑ 璡 陣 篱 ⟔ 䕜  陴 ⹇ 拨 紇 儛 꺉 㲇 亡 粠 珇
(https://www.sakazuki.or.jp/information.php)ն 
 
㛢媪鈷䄬ꢾ楂䙬ⵁ溿狓䢦(Ishoken) 
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鲹佭┉㚲ꢾ荔溿▊╈䑐仿㏇㓸⪴僗弍ⱱ氳亍ꛦꢾ荔䄄⛼縖䇜╙☽♜䬠❠⾚陟⽰䤗
儛䶺䧏ն舅 1959 䇗⮡环♔全䄖僗 47 ╄㎁㳄氳 1000 㛢⺳㰣榟㏇塝䡗Ⱶ㱮䡗㰣┯䇜㵨
僗⪩紇宆懱氳湳陃⽰刻⡬䅠⮽▽┪槡⺨㏐ն╈䑐阻僗┉㚲㷤鈾狝ꠑ夷䇗╞ⱴ丘埠㷤鈾⚢
☮篸㏇陸㰣榟⽰䏢㷐奅┯榟⛼⿁ն 

萴 ꧎ 刧 陟 蛈 ┯ 休 ꠑ 璡 陣 篱 ⟔ 䕜  陴 ⹇ 拨 溿 狓 䢦 㲇 亡 粠 珇
(https://www.city.tajimi.lg.jp/ishoken/01_about/about.html)ն 
 
Kids Land ⩎珢ꢾ楂擻꺉 

鲹佭┉㳄┥╙⩎珢䋯阻氳擻꺉鵠鲋䅻㷤♔⹖⺨熨攑㷤㵨ꢾ楂氳뇃ⱱ⼑朆㏇㰨查
♜ꪫ⯥ն䅻㷤⪦㷤⭴㛻篑 800 ♭⩎珢궆辑ꪫ齉깳僗⭴舅仼儗妩ꠑ⚩陱氳㎂槇䡝汷
⶯┭璡岑⹨ㄎ撕氳鉉荈䎬霅ն塝㛚㷤⿁鲸ⴎ䦮┉鼨⮇⸊⮡䣆簃潽查㏰⭴舅蜷⺳荔儛㳄յ
䬤槇㳄╯䣆⪭╈㶩僗簃儗վ㛻㳄全㛻➘տ氳⛼縖◑⽏㜁鼃(1945- )氳⛼⿁ն┉哦⽰㏐┖㲝
阻僗ꢾ楂簃槇䄄䢣յ崅䡖㲝յ簃儗㎂░꺉յ⚔䕜㲝璡⺨眷孨ⲁ狝ꠑ仰阷☆查յ僚⹘鲸佭䗯
❭齉⺎♔㏇塝㶽◸珢飯ն 

萴 ꧎ 刧 陟 蛈 ┯ 休 ꠑ 璡 陣 篱 ⟔ 䕜  陴 ⹇ 拨  擻 꺉 㲇 亡 粠 珇
(https://museum.kanesho.co.jp/access_info/)ն 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜繁体字＞ 
 

䫔鋽仼儗ꢾ楃隵 
塚鲝✿⮽蜸⺲ꢾ楃㉻ր紈忈揎ց氳榣㏑╯┉術媪釤䄬1300 術䇗♓✿ꢾⵁ⠟㏇鵞撵

隵㏑┕┉波舛ⱱ亥ꢾ楃邯⛼䐍癩ㄲ韭嘺氳ꢾ㉻⮽矀紈꥖舛氳楃㉻⛼⿁겨劲術嘚ⴎ糶蛓
霆鵞ꯁ諠轱艃乄ⴭ氳⥉䤖逈礶牒憡ր紈忈揎ց㞞冽䘶䫔術媪釤雧㳫縡鴁☕氳ꢾ楃┪
槡䡘⠟珴鏩鹹鑃䖼⩞舃♓┖㏑럅 
 
術媪釤䄬紈忈揎ⶥ擻귈 

ⶥ擻귈♓䊸꟏氳釲鉈ⴄⲾ示紈忈揎氳塽⺒靏䐍 8 ┪硕癩嘺氳碜揎րꯄ䘟㉻ց⮽
鏒榟亥ր☕ꝴ㎜㵏ց㛻䅨⠟䣆╈氳樧♏楃㉻⽰ꢾ楃蓟⺲⿁㷤⿁哗⪭雧㳫귈⪐氳╚釒㷤
ⶆꢷ⮛蜸⺨侈♏氳♏辑䓪⛼⿁♓仼葐ꦁ鏥鎌碸☮磇▽紈忈揎術嘚䎬⯆氳庌闭耝礙⪐㳋
ⴎ䦮獟揎䤗轱氳ꪵ于遫굟䤗嫏氳氪㷤♓⹗⥉礶╚孳겨劲氳催鳧ⶥ擻귈麅䬠❠╈乄㲛⥉
⫈塞㛛㏇ⶥ擻귈氳环煱蓟㲝鷝㲙榘舘僘嚂働✳榫ⴎ䦮ր☕ꝴ㎜㵏ց㏇⪐氳紈忈揎ꢾ諠
㛻䅨邯⛼氳蓟潴⿁ㇴ䥥蓟⛪蓟氳럅䑐僘♻鵳術媪釤䄬䄬菌ր勛卂ց氳⽰蘓㯹仼䌋⥉礶石
럅 
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萵ꧏ刨鍪揩哆侈ꝴ䡝⪭☾鎌䗰⺎♓⹉縓ⶥ擻귈還亡私珇https://www.tajimi-
bunka.or.jp/minoyaki_museum/guide 
 
典⟔紈忈ꢾ諠紈轱귈 

術媪釤氳㏇㏑乄ⴭ氳劭䑐➘佭紈忈揎憡▽㷤炑㱚⠟氳뇄ⱱ典忈⟔榫ꄌ䈼㏇ 2015 䇗
䡗环▽鵞㳄紈轱귈⩦鞞㵴㛛ꝧ䷒紈轱귈䷅調▽㛻ꄈ㏇㏑榣邯氳紈忈揎ꢾ楃㉻⪭╈♓랊
悅䢒䑪ꄇ悅䢒랫笞鼨璢孳孭氳蓟潴憡╚紈轱귈蓟㲝夷䇗齉働㏇攒㲋仼㯹榫紈忈揎蓟
潴⩦鞞䬠❠䥥蓟阁鷝㲙鲥ꦗ䚋⹨鵞◚㉻╯紈 

萵 ꧏ 刨 鍪 揩 哆 侈 ꝴ 䡝 ⪭ ☾ 鎌 䗰  ⺎ ♓ ⹉ 縓 紈 轱 귈 還 亡 私 珇
https://www.shinkin.co.jp/tono/toshin/manabi/ 
 
術媪釤䄬乄ⴭ䄄㏵ր樔䉺╯绮ց 

樔䉺╯绮佭┉㳄ꢾ楃紈轱귈泘嘆佭憡ꢾ諠㳄⽰䶺䧐縖ⴎ䦮頇鞙縖㏇⪐氳䊸紶氳䶺
䧐縖Ⱚ鵳岒⪌㵴鎈氳嚂働紈轱귈鵂鷪䅻錄㷤⽰┘㲋僿艈鰾氳攒㷤✿㷤杯ꢾ諠氳杯敻ꢝ
塞╯㛛麅艈鰾溿鋁働庌铻⽰ꢾ諠䷹㲝璢孨Ⳃ㏇ꢾ楃䎷筑냉꿨ⶆ鷝㲙麅⺎♓䧪鹡ㄎ塚
氳碜羻舅榺筑樔㱮䡗㵬㸋亥舅䄕氳⛼⿁鵞遵氳䄄⛼☕⿦齉佭绹哆ꢾ諠㳄鷝㲙⺎♓艃鵞
◚㵴ꢾ楃諠轱幥䠪掄䒗氳㵬哆☕㚖波䫚㵴鎈◬孳 

萵ꧏ刨鍪揩哆侈ꝴ䡝⪭☾鎌䗰⺎♓⹉縓䄄㏵還亡私珇https://gallery-voice.jp/ 
 
術媪釤䄬껊頉⩡楃濭ⶥ擻귈 

ⶥ擻귈⛤亥䳕僘䖭╦楃濭榟榣塽⺒氳瑔⸊㏑ⶆ榺蜸⺲䋧疤㛻䅨諲叝拨⟔1946- 䳪
⭾錄銷⪭䋧疤鵳㑔哗攒荈㏑ꪫ溿米敻⥞乨䯍鿦湗环⪭┕氳㎻撳귈⪐䷅調▽ 1 蛓
術♭艃楃濭榟榣⹗諠轱注꟯氳調⿁ⴎ䦮䐍ꎏ嵡䷅鞞氳⪞⪦宺㕙りꌤ㱄劆⽰妩㷉╈
䯠䷬㍑䷅氳껊頉⩡諠轱⿁䐍╈⺎♓▽鉮楃濭艃仼䅻榟孨氳秵㳢绤答鷝㲙麅⺎♓㏇귈⪐
氳䄄㏵遵ㇴ鍲鈒䣆邯⛼楃濭䄄諠⿁ 

萵ꧏ刨鍪揩哆侈ꝴ䡝⪭☾鎌䗰⺎♓⹉縓ⶥ擻귈還亡私珇https://www.mosaictile-
museum.jp/ 
 
䇟⪬载獟 

䇟⪬载獟⛤亥ꢾ楃╯齟ր䄬╯⠒ցⱶ諲㳄憡▽⺸娡䢒㒮❠䟕䐓榫궇㏇ 1804 䇗Ⱚ
环▽鵞⠕獟㕙㏇塽♴㳄╚氳┘亝ꙍ溿┖┉䈲㜊⥉氳紈忈╈㎜⽰嫧事璢ꄁ荈䄄諠㏇鵞遵
ꄆ杯亥┪㍕憡亥Ⱚ于䇟⪬载獟绮⺲鸞䲮⮽☬㛿獟㕙䪭ꝛ☕䄖佭ⱶ諲㳄瑮 8 ♏㳄
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╚泘⯦㵴㛻浑ꝧ䷒氳䇟⪬载獟㷤示㛻ꄈꢾ楃㉻調⿁⪭╈▉ⴎ䦮榫亥溿狔氳⹿蝕調⿁♓
⹗♓ր☕ꝴ㎜㵏ցⱶ諲⶛槀1917-2005憡♏辑氳蜸⺲䇟⪬载獟ꢾ諠㛻䅨氳⛼⿁ 

萵ꧏ刨鍪揩哆侈ꝴ䡝⪭☾鎌䗰⺎♓⹉縓䇟⪬载獟還亡私珇http://www.koubei-
gama.co.jp/tour 
 
䄬╯⠒鿰兵紈轱귈 

鵞遵氳ր鿰兵ց㏇仼乄遵㴵⛼ր沔ց⺱ր兵ց攒䧘岴鿰兵佭┉牊걊⛍潾㯹䎬敻
氳岢⹾㵸兵ր沔ց竭働㏇仼儗☕氳☕榟⺨牊ꄆ釒侈⯎示杯⥾佭塜䌋氳㦩煱⧘䌋䡝縖鿰勐
鷝䢊䄬╯⠒ꢾ楃兎㵬嫱亥ր沔ց氳邯⛼䄖僘䄐┘術⪔氬䇗╯╦榣⿁┉䈲⛯䴆▽仼儗㎜
岴鿰兵榣ꄈ氳┉ⶐ♓┕㏇鵞遵鷝㲙⺎♓洇⮽㛻硝 1500 ♭矀紈氳岴鿰兵┾▽鉮㱚⠟氳
乄ⴭ⪐尝艃塽⺒ 

萵 ꧏ 刨 鍪 揩 哆 侈 ꝴ 䡝 ⪭ ☾ 鎌 䗰  ⺎ ♓ ⹉ 縓 紈 轱 귈 還 亡 私 珇
https://www.sakazuki.or.jp/information.php 
 
術媪釤䄬ꢾ楃㉻䙬ⵁ溿狔䢦Ishoken 

鵞⠕ꢾ諠溿綗╈䑐ꢝ▽䷹㵷僘弋ⱱ氳于ꊯꢾ諠䄄⛼縖╯㛛麅憡☾⠟䬠❠钏鍪⽰䤗轱
䶺䧐舅 1959 䇗䡗环♓✿䄖僘 47 ⠕㎜㳄氳 1000 術⺲㱄榟㏇塞䡗Ⱶ㱮䡗㱄哆┾㵫紈
忈揎氳湳閂⽰⧎用䅸⮽▽┪槡⺨㏑╈䑐氳┉谊㷤鈮狞ꝴ夷䇗働艈鰾㞒䇭埡孨Ⳃ╚釒☮
磇㏇闖㱄榟⽰䏢㷋樆哆榟氳⛼⿁ 

萵 ꧏ 刨 鍪 揩 哆 侈 ꝴ 䡝 ⪭ ☾ 鎌 䗰  鑃 ⹉ 縓 溿 狔 䢦 還 亡 私 珇
https://www.city.tajimi.lg.jp/ishoken/01_about/about.html 
 
Kids Land ⩬珢ꢾ楃ⶥ擻귈 

鵞佭┉㳄㵬憡⩬珢ꝧ錄氳ⶥ擻귈鵂鷪艈鰾䅻錄㷤♓⹗⺨牊攒㷤㵫ꢾ楃㉻氳뇄ⱱ
杯㏇㰨㯹⠟ꪫ⯦䅻錄㷤⪦㷤示㛻硝 800 ♭⩬珢궇㉻辑ꪫ齉遫굟蜸嶏舅仼儗妩ꝴ⥉
鐁氳㎬樔䡝汷⶯┭璢岒⹨ㄎ䚂氳鉈荈䎬霆ꢝ塞╯㛛麅僘示舅蜸⺲諠轱㳄䬥樔㳄╯䣆氳
⸊Ⱚ䣆筑潾㯹⪭╈㶩僘筑儗վ㛻㳄✿㛻➘տ氳⛼縖◑⽏㜁鼃1945- 氳⛼⿁┉嗻⽰㏑
┖㲝錄僘ꢾ楃筑樔䄄㏵鷝䢊㲝筑儗㎬傴귈⚔䕜㲝璢⺨걊孨Ⳃ狞ꝴ扝鑝鈒㯹麅佭僚
⹘䗰➉┉⺱⯦✿齉⺎♓況◸珢飰 

萵 ꧏ 刨 鍪 揩 哆 侈 ꝴ 䡝 ⪭ ☾ 鎌 䗰  ⺎ ♓ ⹉ 縓 ⶥ 擻 귈 還 亡 私 珇
https://museum.kanesho.co.jp/access_info/ 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
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日本のセラミックバレーを訪ねよう 
有名な美濃焼の産地のひとつ、多治⾒へようこそ。この谷の陶工たちは約 1300 年にわたり、素朴

な土器から優美な磁器まで、さまざまな様式の陶磁器を生産している。この芸術的・文化的遺産は
総称して「美濃焼」と呼ばれている。多治⾒の多様で魅⼒的な世界を、以下の場所で是非体験して
みてほしい。 
 
多治⾒市美濃焼ミュージアム 

8 世紀の素焼きの須恵器から、人間国宝による現代の磁器や陶器の名椀まで、美濃焼の歴史を
幅広く紹介している。館内のメイン展示は、窯業技術や装飾技法、伝統ある主要な様式の発展を通
じて、美濃焼の多様な様式がいかに進化してきたのか、各時代の代表的な作品とともに日本語と英
語で詳しく説明しており、中国語のパンフレットも⽤意している。また、ミュージアム内の⽴礼茶室では、
人間国宝など美濃を代表する陶芸作家の茶碗を使⽤して、多治⾒市の花・桔梗を象った地元のお
菓⼦とともに抹茶体験をお楽しみいただける。 

な お 、 営 業 時 間 な ど 詳 細 な 情 報 は 、 博 物 館 公 式 サ イ ト を ご 参 照 く だ さ い
（https://www.tajimi-bunka.or.jp/minoyaki_museum/guide）。 
 
とうしん美濃陶芸美術館 

多治⾒の文化の中⼼である美濃焼の魅⼒を伝えるために、東濃信⽤⾦庫が 2015 年に設⽴した
無料の美術館。特に⻩瀬⼾、志野、瀬⼾⿊、織部などの茶碗を中⼼に、地元で生産された美濃焼
を多数所蔵している。また、毎年特定の日には、茶室において美濃焼の茶碗で抹茶を無料で提供し
ており、作品をより身近に感じることができる。 

な お 、 営 業 時 間 な ど 詳 細 な 情 報 は 、 美 術 館 公 式 サ イ ト を ご 参 照 く だ さ い
（https://www.shinkin.co.jp/tono/toshin/manabi/）。 
 
多治⾒市文化工房 ギャラリーヴォイス 

ギャラリーヴォイスは、陶芸家とパトロン（購⼊者を含む広義の⽀援者）の対話を⼤切にする陶磁
器ギャラリーである。館内ではアートとしてのやきもののいまを伝える常設展示や企画展のほか、シンポ
ジウム、講演会、陶芸教室などを開催している。焼き物の上絵付け体験スペースでは、お好きな生地
に自由に絵を描いて、オリジナル作品を作ることが出来る。なお、ギャラリーのスタッフは全員が現役の
陶芸家であり、陶芸への情熱を持った人々と直接触れ合うことができる。 

なお、営業時間など詳細な情報は、工房公式サイトをご参照ください（https://gallery-
voice.jp/）。 
 
多治⾒市モザイクタイルミュージアム 

古くからのタイルの産地である笠原にあるミュージアム。著名な建築家である藤森照信（1946- ）
の設計によるこの建物は、すり鉢状に傾斜した地⾯と、そこに⽴つ土の壁といった⼤変ユニークな形をし
ている。同館が所蔵する、銭湯や商店、学校、家庭などから「救出」されたモザイクアート作品をはじめ、
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タイルの生産や芸術に関する 1 万点以上のコレクションは、タイルが生活に密着していたことを物語って
いる。館内の工房では、タイル工作を体験することができる。 

な お 、 営 業 時 間 な ど 詳 細 な 情 報 は 、 ミ ュ ー ジ ア ム 公 式 サ イ ト を ご 参 照 く だ さ い
（https://www.mosaictile-museum.jp/）。 
 
幸兵衛窯 

陶器の⾥、市之倉にある窯元。1804 年、加藤家が江⼾城御⽤達の⾷器を製造するために開い
た窯である。代々の当主が美濃、中国、ペルシャなどの失われた釉薬を研究し、再現するという革新
性でその名を馳せてきた。現在 8 代目となる加藤家の当主が率いる幸兵衛窯は一般公開されており、
研究のために収集した古美術品や、人間国宝の加藤卓男（1917-2005）をはじめとする幸兵衛
窯の名工たちの作品など、数多くの陶磁器を展示している。 

な お 、 営 業 時 間 な ど 詳 細 な 情 報 は 、 幸 兵 衛 窯 公 式 サ イ ト を ご 参 照 く だ さ い
（http://www.koubei-gama.co.jp/tour）。 
 
市之倉さかづき美術館 

さかづき（盃）は日本酒を飲むときに使⽤される小皿型の酒器のことを指し、結婚式やお座敷遊
びなど、日本の暮らしにおける重要なシーンに数多く登場する。市之倉陶器村では、約 2 世紀にわた
って磁器の盃を専門に生産しており、一時は日本の盃の半分以上を市之倉集落の陶芸家が生産し
ていた。この美術館では、約 1500 点の盃を展示しており、その文化的意義や歴史を知ることができ
る。 

な お 、 営 業 時 間 な ど 詳 細 な 情 報 は 、 美 術 館 公 式 サ イ ト を ご 参 照 く だ さ い
（https://www.sakazuki.or.jp/information.php）。 
 
多治⾒市陶磁器意匠研究所（Ishoken） 

新進気鋭の陶芸家を指導し、コンサルティングや技術⽀援を⾏うことを目的とした研修センター。
1959 年の設⽴以来、47 カ国から 1,000人以上の卒業生を輩出し、美濃焼の知識と価値を世界
に広めている。センターにはギャラリースペースがあり、在校生や卒業生の作品を紹介する展覧会が年
に数回開催されている。 

な お 、 営 業 時 間 な ど 詳 細 な 情 報 は 、 研 究 所 公 式 サ イ ト を ご 参 照 く だ さ い
（https://www.city.tajimi.lg.jp/ishoken/01_about/about.html）。 
 
こども陶器博物館 Kids Land 

ピカチュウなどのキャラクターや日本の昔話をモチーフにした、約 800 点の⼦供⽤⾷器の常設コレク
ションや企画展を通して、陶磁器の魅⼒を伝える⼦供向けの施設。コレクションには、『みんなうんち』
の作者である五味太郎⽒（1945- ）をはじめとする著名なアーティストやイラストレーター直筆の皿
も含まれている。1 階および地下 1 階には、絵付け工房、プレイルーム、絵本ライブラリー、休憩室な
ど、さまざまな活動スペースが設けられており、家族だけでなく友達同士、カップルまで、いろんな方が満
喫できる。 
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な お 、 営 業 時 間 な ど 詳 細 な 情 報 は 、 博 物 館 公 式 サ イ ト を ご 参 照 く だ さ い
（https://museum.kanesho.co.jp/access_info/）。 
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地域番号 009 協議会名 中津川市 
 

解説文一覧 

NO. スポット名（タイトル） 中国語文字数 想定媒体 

009-001 苗木城跡の概要 675 パンフレット 
009-002 苗木城跡の⾒どころ 900 パンフレット 
009-003 苗木城の歴史と遠山氏 1295 パンフレット 
009-004 苗木城跡︓⾚壁城伝説 380 パンフレット 
009-005 苗木城跡の四季の⾒どころ 310 パンフレット 
009-006 苗木城城壁の石垣 790 パンフレット 
009-007 苗木城跡からの眺望 415 パンフレット 
009-008 苗木遠山史料館 1350 パンフレット 
009-009 苗木遠山史料館の来館情報 430 パンフレット 
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009-001 

中津川市 
【タイトル】 苗木城跡の概要 
【想定媒体】 パンフレット 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

萔儒㒮鸆㏥哮鈾 
萔儒㒮䋧◇ 1526 䇗ն鲹佭┉䈴㵸諿╯㒮⭓╲㡏篳榺⺱┉╄械仍䢦糙鲹劫氳䗯䎬

㏇仼儗⪓㎁█ⶇ⮇㵽鈷ն鲹䈴㒮鼲榺鲾㸔伷⮵榟⶚䇗┘陣⟤䋧☽氳械仍舅 14 ┪篕
ꝇ☹休创1185-1333颯➘┉波䥵♳㏐㜍┉纡╙䆠䈢㵨⫠留杼䇹㍩ն16 ┪篕
⼽鱦㏐⵲紮꥓注◂䡟◄忂憷縡냖叜㸔432 眦ꢣ㼠氳㏐ⲡ╙鲾㸔械仍氳㔶㑛䬠❠▽
㐍㍾氳ꡕ䐒㷚꤄ն 

鲾㸔械仍┚好ꪫ㶾䌫㎁☫撕湳⹁重鼨㎁佭仼儗⹿创车䷓⵲⮕糙⮷◇㎁
械氳篲榹械仍յ┱ꪫ榻乓㎁☫㸔卢⹁氳塡榹械仍鲹┼㛻塡㚖械仍齉䋧环▽纭㣋⪩
硍ն☽♜馧㱥萔儒㒮䈲鲋▽ⲁ蔷┘㱧氳 16 ┪篕䡗Ⱶ㏐㵨械仍簊媪䋞簘⮽▽娡䢓休创
(1603-1867)⪭ꠑ⺆篺ⷧ鲋┉埠湿俪氳⹩䷚ն波舘 1871 䇗鲾㸔械仍㡏篳䪭留浔鲹䈴㒮
鼲Ꝛ鱳 270 䇗ն☳ 1868 䇗䋯㡏亍䋧环氳伺媪䷓䈢(1868-1912)䋯㡏㛻塌䫠车냖鵮⹠㷤
朆创⴬氳䷓瓀㵨㒮鼲鈼╙仾休创氳霅䏣阵㛢㒮鼲㍕塝鹀⮽䈥䋶榗舘䥷ꢝ萔儒㒮█佭
⪭╈╯┉ն 

萔儒㒮鸆㏥⛤◇儒傾䃷⴮㺢鲹兣媞鲋⸼█佭䥉㒮媞氳┉鼨⮇╙㒮鼲䬠❠▽粮╙㐍
㲓氳ꡕ䥉ն佅仼氳㒮鼲ꄅ⺨眷ꡕ䐒䄄◄┉䈒⟨⪓鸆䞽氳佭ꢝ▽鼨⮇㒮㘅溍㑶♔㛚
㒮ꠅյ渊僷㖍♔⹖逈燢╙╖氳⺨ꄆꡕ䐒狝ꠑ朆䄖蔷抆仰㰇⪭╈█ⴎ䦮㛿㱥ն⛼
╙㒮鼲劭䑐氳㛢ꄆ㖍哦萔儒㒮氳㛿㱥傾篺⛤◇㸔걵僄냖㚲⟦渐浔╈孅䃷㏐⵲ն㞝☫
㛿㱥鈸俍⺐氳䶺刼㶩环㏇⸊㛿㱥㏐㓹㹿溍氳刼嬼ꄅն 

1981 䇗萔儒㒮鸆㏥逈䧗㲋╙㎁械⺒鴇2017 䇗篺仼儗㒮鼲ⶖ⚢阡㲋饯骱
簘٬仼儗 100 ⺳㒮䇜⺳⮜簈俍㸔㒮 Best 10瑭┉⛤ն 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜繁体字＞ 
 

萕儒㒮鹨㏥哯鈮 
萕儒㒮䋧亥 1526 䇗鵞佭┉䈴㵸謁㒮䇭╲┉波榺⺱┉㳄从䳕僘鵞牊䗰媲㏇仼儗

㎜▉注樧粪釤鸞㸔伷⮵榟⶚䇗┘鎌佭鵞䈴㒮鼲氳䋧鵳縖☾氳㳄从舅 14 ┪硕
ꑣ⠒侈♏1185-1333♓䏴➘䳸♴ր㏑꯽ց┉绹憡䆡䈢㵫髭畚杼蕾㎧㏇ 16 ┪硕䢇
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◄忂憶紮꥓撏ꩉ냖叝㸔432 ⪞㶹ꤠ㼡氳㏑ⳛ憡鸞㸔㳄氳㔷㙲䬠❠▽㔌㍾氳ꡕ煞㷚
꤄ 

鵂鷪绤㣌鸞㸔㳄艃⶟亡㶾䍗㎜☬䚂湳窱重鼨ր㎜ց憡仼儗結♏车䷓ⶆⱁ艃杯
♏㎜㳄┘⺱氳笞榹㳄♓⹗典亡榻乔㎜☬㸔卣窱氳塡榹㳄璢僘ⱱ塡㳄䋧环▽꟯➡
☾⠟㱥闀萕儒㒮⾷鷪▽Ⳃ泒氳 16 ┪硕䡗Ⱶ㏑㵫㳄从氳礶媪䋟箛⮽▽娡䢒侈♏1603-
1867僿ꝴ⥪示杯鷪┉埡湿倭氳闭䷚鸞㸔㳄䪭畚塞㒮ꝏ鷾硝 270 䇗波舘 1871 䇗
䐍 1868 䇗⯺䡗环氳伺媪䷓䈢1868-1912犉哗䫠Ⳃ杯♏ⴭ䷓瓁㵫㒮鼲釲憡艋侈♏
氳霆䐹錊㛡㒮鼲㍕塞鹁⮽䊵厑䡝䥸ꢝ萕儒㒮▉儔耈⠩⩦ 

萕儒㒮鹨㏥⛤亥儒傾䃷⴯㺢鵞半媞孳鷪⸼▉傾佭闀㒮媞氳┉鼨⮈憡㒮鼲㘍▽⺁
┉㷻ꡕ闀㞞☬鹨㏥⥪㰇鼨⮈溍㑶⛙佅仼氳㒮鼲䳕僘㒮ꝛ渊僸㖎♓⹗逈牒憡ր╗ց
氳⺨ꄆꡕ煞狞ꝴ璢錄亩▉ⴎ䦮㛿㱥⛼憡㒮鼲劭䑐氳㛡ꄆ㖎嗻㛿㱥傾祺湗环亥㸔ꮼ
냖谊⟦渏丞⠕╈孅䃷㏑ⶆ㞞☬氳㛿㱥鈶俍給䶺刼塜佭㱨糌亥⸊㛿㱥㏑㓹㓹溍氳刼嬼╯
╈ 

1981 䇗萕儒㒮鹨㏥逈䧘㲋憡㎜㳄⺒騛2017 䇗祺榺仼儗㒮鼲⶜働鏂㲋⪌鹡
ր箛٬仼儗 100 經㒮ց┾㏇ր磿俍㸔㒮 Best 10ց╈經⮛瑮┉ 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
 

苗木城跡の概要 
苗木城は小藩の城ではあるが、殆んど一氏のみ有した珍しい例である。14 世紀（鎌倉時代、

1185-1333）から幕府将軍の荘園の地頭職を務めていた一族の遠山昌利（⽣没年不詳）によ
って 1526 年に建てられた。16 世紀は、周辺地域の有⼒武将の間で激しい対⽴があった時代であ
り、高森山（標高 432ｍ）は険しい岩山であったため、遠山家の城の防御⼒は高かった。 

遠山氏は、南は尾張国（現在の愛知県の⻄部。ここの「国」とは古代⽇本の⾏政区画であり、い
まの「国家」とは異なる）の織田氏、東は甲斐国（現在の山梨県）の有⼒な武田氏と婚姻関係を
結んだ。苗木城に居城を構え、激動の 16 世紀、そして一時的な中断を経て、その後の江⼾時代
（1603-1867）まで家系を維持することができた。城は 1871 年までの 270 年間、遠山家が⽀
配していた。1868 年以降、急速な近代化政策に乗り出した明治新政府（1868-1912）は、城
を過去の象徴とみなした。苗木城は、当時廃城となり解体された多くの城のひとつである。 

城跡は木曽川の北岸にある。かつては、この川が部分的な堀の役割を果たし、城の守りを固め
ていた。現存する石垣に加え、かつては城門、櫓、城郭内の防衛用空間である丸などがあった。そして、
頂上には中津川を⾒渡せる天守（城郭の中枢部に建てられた多層の櫓建築）があった。現在、天
守展望台の⽀柱は、元の天守を建てるために岩に掘られたくい穴に差し込まれている。 

1981 年には国の史跡に指定され、2017 年には⽇本城郭協会によって「続⽇本 100 名城」の
ひとつに認定され、『絶景︕山城ベスト 10』第 1 位に選ばれた。 
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009-002 
中津川市 

【タイトル】 苗木城跡の⾒どころ 
【想定媒体】 パンフレット 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

萔儒㒮鸆㏥氳洇憠 
萔儒㒮㏿蛽◇䄉㹿㔎氳㸔┭╯䃈⺎♔ 360 䈲⟦渐⼽鱦氳겅㏐ն㞝☫㏇㸔┕鲸耇洇

⮽⺨䌋⺨劫氳溍溭䦦㙇ꡕ塛ꢘ㐕㎻溍㾆㕻氳䨁㎻㘅㱚♜䄇㟓㏐⟤璵◇㸔㹿⽰䄉溍╯
ꠑ榫◇䶺䱹鵠䏢㒮鼲氳鷺饟⽰㒮鼲氳╚⛮篾冘ն 

㒮鼲氳塜ꠅ⺳⺈㛻䣆ꠅ⛤◇儒傾䃷⴮㺢氳㸔耾┖ն☳㛻䣆ꠅ鵠䏢㸔걵氳ꢘ㻿㸔
鷺⪦糙 30 㛢鷺䓧䍋逈燢╙弯ⶇ⪚傪ն 䎎䇗㒮鼲劭䑐氳㛢ꄆ㖍哦燢㛿㱥㶩湖
环㏇㸔걵僄냖㚲ն塝㛚鷺饟媯鵎鲸傾䋧糙㛢ꄆ㒮ꠅ⽰⪭☽䋧璵ն 
 
餉鰇Ꝛ㷒鸆㏥ 

㸔耾┖氳⭓㚲䋧璵佭☳⯥餉鰇㏇鲽⪍㒮鼲⯥璡䏨䥊⮽氳㏐亡ն餉鰇佭僄┖㷄氳仼
儗塡㚖䅻䅻㏇䡟㏜⯥篪┕䥵♳⫿ꛡꣀꡘ氳鉉荈ն⸊儗氳䋧璵ⴎ䦮┉╄餉鰇Ꝛ㲇ⱴ⪝㲝⽰
逈燢╙物⹿㏜氳阪篮㏜㏐ն 
 
㛻湭☹鸆㏥ 

㛻湭☹佭┉䈴└㷄花㖍哦䋧䡗◇ 17 ┪篕╈⺗佭萔儒㒮䋧璵紮╈僄㛻氳㖍哦ն
┉哦╚金榫◇☹⤴㛚❱䦵ⶼ弯㙇氳溍㑶舘☫㶉㰇ն㘅㙇┕阻糙重ꠑ畫猫榫◇ꡕ葶
全舅㒮鼲⴮ꪫ氳䷍⭵ն 
 
◅╯╖鸆㏥ 

╖佭㒮鼲⫂氳ꡕ䐒狝ꠑ☳⫂舘㛚鵠䅻糙儗╖◅╯╖└╯╖璡⪭
╈儗╖佭㒮鼲╈僄ꄆ金氳⵲㓊◅╯╖佭㒮鼲⫂◅篒⵲㓊ն萔儒㒮氳◅╯╖佭鲾㸔械仍
䡗⼥氳㷉䢦⺁糙❠械臺꥘⺭氳䢣ꠑն 
 
ⶉ溍军䢓 

鲹⹾军㶽留⛤◇냖宿氳㸔걵㛿㱥ꡭ鲤⛙ⷊ➘㏇僄䇕伉氳䇗俍ꄅ█姧┘䇕尠㍕塝
⺳㚜鲾䣵նⶉ溍╯⺳嶏舅⪭⺎♔╙ⶉ几嫚䧗几丘⚜㛢❠姢╯陱ն 
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塡䈑鸆㏥ 
鲹╄☹䈑䎎䇗╚金榫◇㰇䷒ꚗ憊减危⽰䌒畫ն⭓╲䢦糙㷒囓┖氳滼溍⽰饟籃溍齉

⟊㰇㱮㞑┉㞝仾休嘗劫ն 
 
瑓糌湭☹鸆㏥ 

鲹佭┉䈴└㷄花⛤◇儗╖重❱䦦糙重僷瑓糌㸔1128 眦氳簈✞鈼ꄇն⡬䐂槴
䙬氳佭鲹䈴㖍哦䎎䇗佭㏇┉撴䄉溍紮┕䋧颯全氳ն 
 
㛿㱥鈸俍⺐ 

㒮鼲㛿㱥⛤◇㸔䃈䶺䱹㱚氳㛢劯环刼波䫙几㏇┼㐉䄉㛻氳㹿溍┕ն⸊全氳㛿㱥䋧璵
㳑 9 眦Ꝛ 11 眦ն╙▽堉뀻䷣几㛚鈸阻阞╙└㷄⛙㲓ꡮ┕┖ꪫ┼㷄氳⫂鼨狝ꠑ冓
㵸劯儗仰嫏✳榫ն鲹ꄅ泘⯥䄖佭┉㚲鈸俍⺐䦦糙 360°仰鹄䨁氳⪓俍鈼ꄇն 
 
嬲뀐㹿 

㏇┉⮟糙⪩萔儒㒮氳⚩陱╈㒮鼲傾鹀鷕䷣几鲽䷍逈⮊亇▽姢嶏ն儬保氳㱥⫠㵨┉
ⵯ뀐攉⮽鲹㐉⼽Ꝛ篑 45 眦氳㹿溍┕⹧全㛻眦✙逸嬲뀐䡗Ⱶ㏐阦䷣几陬♔╙㒮⫂❤抆
姢嶏⩘餉ն 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜繁体字＞ 
 

萕儒㒮鹨㏥氳洇럅 
萕儒㒮㏿蛾亥㹿㔎橄氳㸔┭╯䃦⺎♓ 360 ⾷⟦渏⼾麕氳ꯝ㏑波⮽杯㏇㏇㸔┕

麅耈洇⮽⺨䌋⺨嘚氳溍溭䳕㙇ꡕ塛ꢘ㐕㎻溍㾆㕼氳䳧㎻撳㱚⠟䄇㟔㏑⟣疤亥㸔㹿⽰
溍╯ꝴ榫✿䶺䱸鵡䏢㒮鼲氳鷻饟⽰㒮鼲儗骰氳╚냉磶啶 

㒮鼲氳塜ꝛ經⺈ր㛻䣆ꝛց⛤亥儒傾䃷⴯㺢氳㸔胶┖䐍㛻䣆ꝛ鵡䏢㸔ꮼ氳ꢘ㼀㸔
鷻⪦僘 30 㛡鷻䎇逈牒憡ր㍌ⶇ⪛傪ց樧䇗㒮鼲劭䑐氳㛡ꄆ㖎嗻ր㛿㱥ց㶩湗环
㏇㸔ꮼ냖谊ꢝ塞♓㛛鷻饟媰鵏麅傾䋧僘㛡ꄆ㒮ꝛ⽰⪭☾䋧疤 
 
餉魌ꝏ㷒鹨㏥ 

ր餉魌ց佭┖㷻氳仼儗塡㚖䅻䅻㏇䢇㕙⯦稘䳸♴轿ꋲꣀꢛ氳鉈荈㸔胶┖氳䇭参
䋧疤㶩佭䐍⯦ր餉魌ց㏇鶡⪌㒮鼲⯦璢䏩㕕⮽氳㏑亡⸊儗氳䋧疤僘┉ꝴ餉魌ꝏ還鰾⪞㲝
♓⹗逈牒憡ր牪結㕙ց氳鋍穓㕙㏑ 
 
㛻湭⠒鹨㏥ 
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䋧䡗亥 17 ┪硕╈蜘氳㛻湭⠒佭┉䈴└㷻坍㖎嗻▉佭萕儒㒮䋧疤紮╈㛻氳㖎
嗻┉嗻╚釒佭⠒䈼㛛⣐䦵载㍌㙇氳溍㑶槴㰇舘☬撳㙇┕氳旌ꝴ畬猬⯞佭憡▽ꡕ
疘✿舅㒮鼲⴯亡氳䷍䳦 
 
◅╯╗鹨㏥ 

ր╗ց佭㒮鼲⪐氳ꡕ煞狞ꝴ䐍⪐舘㛛鵡䅻僘ր儗╗ցր◅╯╗ցր└╯╗ց
璢⪭╈儗╗佭㒮鼲╈ꄆ釒氳ⶆ㓊◅╯╗佭㒮鼲⪐◅碎ⶆ㓊萕儒㒮氳◅╯╗佭鸞
㸔㳄䡗⿦氳㷉䢦⺁僘❠㳄臺꥙⺭氳䢤ꝴ 
 
ⶉ溍◒䢒 

鵞⹾◒╯䢦♓僘經佭㍕憡㱚ꥹ⛤谊냖宿䦍氳㸔ꮼ㛿㱥ꡭ鲥⛙ⷊ✳㏇▯伉氳䇗♸
▉姧┘▯尠րⶉ溍ց╯經⯞嶏舅㱚⺎♓憡րⶉ☕ց嫚䧘☕丨浑㛡❠姢氳⥉鐅 
 
塡㉻䈼鹨㏥ 

鵞⠕⠒䈼樧䇗╚釒榫亥㰇䷒ꖺ憋啼危⽰䌒畬䇭╲䢦僘㷒皗┖氳灅溍⽰饟稫溍齉
⟋㰇㱮㞒艃樧䇗氳嘘嘚扝樟 
 
瑔糌湭⠒鹨㏥ 

塞谊鹨㏥⛤亥儗╗重⣐佭┉䈴└㷻坍䳕僘重僸瑔糌㸔1128 ⪞㶹氳磿✞釲ꄇ
鵞䈴㖎嗻攒⮯╯谊㏇亥樧䇗㱚佭㏇┉撵溍紮┕䋧✿氳 
 
㛿㱥鈶俍給 

㒮鼲㛿㱥⛤亥㸔䃦䶺䱸⪭磶啶氳㛡劯环刼波䫚凡亥砌㕶㹿╯┕⸊㛿㱥䋧疤㴸 9
⪞㶹ꝏ 11 ⪞㶹憡▽鴁䘄丠髭㛛鈶錄銷憡└㷻⛙⪭㴨┖ꪫ砌㷻氳⪐鼨狞ꝴ哗㵸
䇭╲扝嫏✳榫㞞☬鵞遵霸䷊憡鈶俍給⺎ 360°⟦渏浍┖鼨俍荈 
 
嬲껊㹿 

劯䴆┉⯞僘꟯萕儒㒮氳⥉鐁㒮鼲傾鹁鷖丠☕鶡䷍姢嶏逈⮊亝嚂保氳㱥髭㵫┉⵰
껊攙⮽鵞㕶⼾ꝏ硝 45 ⪞㶹氳㹿溍┕⹦✿牦眧嬲껊䡗Ⱶ㏑阁丠☕鏲鏂憡㒮⪐❤抇姢嶏
⩙餉 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
 

苗木城跡の⾒どころ 
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苗木城は、巨⼤な岩石が積み重なった⾃然の露頭の上にあり、周囲の領地を 360 度⾒渡すこと
ができる。山上に⾒られる様々な様式の石積みの擁壁（急斜な斜面の土砂崩壊を防ぐための壁）
は、現存する岩や巨石の間に巧みに築かれ、城へ通ずる道や城郭の構造を⽀えている。 

山麓の木曽川北岸に城の⼤手門（正門）がある。⼤手門から山頂までは、30 以上のつづら折り
の急な坂道「四十八曲り」が続く。山頂には城の中枢部に建てられた多層の櫓建築である天守があり、
そのほかの門や建物も、もともとは道沿いに建っていた。 
 
⾜軽⻑屋跡 

山麓には、城に入る前に⾜軽が出頭するために⽴ち寄る建物がいくつかあった。⾜軽は最下級の武
士で、戦の時には最前線で戦うのが一般的だった。当初の建物には、小頭部屋や稽古場が含まれて
いた。 
 
⼤矢倉跡 

17 世紀半ばに建てられた 3 階建ての櫓は、城内最⼤の櫓であった。主に倉庫として使われた 1 階
を囲む石垣が残っている。城壁の狭間（矢窓）は、城の北側の防御に使われた。 
 
二の丸跡 

「丸」とは城郭の内部、防衛用の空間のこと、中心から外側に向けて、本丸、二の丸、三の丸などと
称する。「本丸」は城の最も重要な空間であり、「二の丸」は二番目に重要な空間である。苗木城の
二の丸は遠山氏の居所であり、家臣が集まる部屋もあった。 
 
千石井⼾ 

山の上の天守近くに位置し、標高が高いにもかかわらず、この井⼾は最悪の干ばつでも涸れなかっ
たことで知られる。「千石」の名は、「千人」（つまり多人数）に水が提供出来る井⼾という評判に由
来する。 
 
武器蔵跡 

この蔵は主に鉄砲や弓を保管するために使われた。軒下の礎石と縁石のほとんどは、かつてのまま
残っている。 
 
笠置矢倉跡 

本丸⻄側のこの場所には、3 階建ての櫓が建っており、⻄に笠置山（標高 1,128ｍ）を望むこと
ができる。この櫓は巨石群の上に建てられていたということに留意して欲しい。 
 
天守展望台 

城の天守は、山頂にある 2 つの巨石の上に直接⽴てられた一連の⽀柱の上に建てられた。当時の
⼤きさは幅 9 メートル、⻑さ 11 メートル。天守は敵を欺くため、外⾒は 3 階建てに⾒えるように設計
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されていた。しかし実際は内部から⾒れば下の 2 階は使用することができないほどの狭さだった。現在こ
こは展望台になっており、360 度のパノラマを楽しめることができる。 
 
馬洗岩 

城の伝説によると、敵に攻められて水の供給を断たれた後、この岩（周囲約 45 メートル）の上に
馬を乗せて米で洗うことで、城の住人にまだ豊富な水があると信じさせて敵の目を欺いたという。 
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009-003 
中津川市 

【タイトル】 苗木城の歴史と遠山氏 
【想定媒体】 パンフレット 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

萔儒㒮氳ⷧ⺒┚鲾㸔械仍 
1868 䇗仼儗⻪ⲁ伺媪簟亍䫠车䈥諿糌⹁䷓瓀萔儒諿☫㹏꠹⹁好鼨鼨⮇⵲

㓊鹀䈥ꢝն㏇塝╯⯥萔儒㒮┉波齉佭鲾㸔械仍氳㛻儗蛈ն鲾㸔械仍⸊儗㡤ⱶ諱械仍
轑耞⺎♔鴒角⮽ꝇ☹䆠䈢(1185-1333)⮡䋧縖嶏顽僼(1147-1199)氳械臺ⱶ諱俍䉸(1156-
1221)ն1195 䇗ⱶ諱械仍䷊㡤鲾㸔♔塝舚丒䘟黁㸔ն䘟黁㸔佭⛤◇╈孅䃷䄬好ꪫ氳┉
䈴냖㼉宿 2191 眦㏇䎎休█逈燢╙鲾㸔ⷊ鸬鲾氳냖㸔朆䄖逈⮜⪍▽
仼儗氬㛻⺳㸔ն1526 䇗鲾㸔械仍鴲䦫냖叜㸔⛼╙㒮鼲䋧鵲㏐ն鲹ꄅ糙⮵◇粮㞑㏐
䫝⯆儒傾䃷⽰╈㸔鷺氳金⫿˒˒儒傾⹖괎꿟ꮠ⺱뀠┼╄㏐⵲⺱休䣲㛻械仍㏇紇
宆㎁☫㹏꠹⹁好鼨㎁佭仼儗⹿创车䷓⵲⮕糙⮷◇㎁械┱鼨㏐⵲氳䏆⿏塌ն 
 
▞┪╯╈姳㰇 

1526 䇗鲾㸔伷⮵榟⶚䇗┘陣⟤䋧萔儒㒮䇜㵨⪭⛼╙萔儒諿氳车䷓╈䑐ն篲
榹械仍┚鲾㸔械仍⪩硍㳢⮊㍕塝㏇┚榻乓㎁☫㸔卢⹁塡榹械仍氳㵒䤻╈萔儒㒮
逈鈼╙┉鷺ꄆ金ꡕ篪ն 

篲榹⟔Ꝛ(1534-1582)佭仼儗䡟㎁└其╈氳瑭┉几塜佭└其篳篾▽仼儗䡟
㎁休创(1467-1568)簊┉▽⪓㎁ն抆縡篲榹⟔Ꝛ㏇◺齉氳儗耇㵔╯⹩╈鹀☆⟔伺
保⩞熔(1528-1582)儴㲺╋臺熔⺮(1537ˑ1598)꣮ⷊ隈⮕䫙䪭⪭ⲡ塌簊┉仼儗ն鲾㸔械
仍媆糙㲛鏎䷞䑾╋臺熔⺮♔舘◇㏇⺵縖라┖塡㵨叜Ꝛ⺎(1558-1584)氳䷍⭵┖逈鳡䷒䋶
▽萔儒㒮ն 

叜械仍♳⽝媞㶺熔Ꝛ(?-1600)╙萔儒㒮㒮╚鲾㸔械仍⮟鴣⮽㶾䌫㎁☫撕湳⹁重
鼨䤸ꪣ▽䐼䃷械䉔(1543-1616)ն1600 䇗䐼䃷械䉔⹠ⲁ⪩⸊╯䡟⭵題╋臺熔⺮⹖
⪭纭沾⫠僄篳簊┉▽⪓仼儗ն㶩㏇㛻䡟⯥㛗䐼䃷械䉔孭鲾㸔械╚鲾㸔⹘䷓(1556-1620)
⯥⸼䷅㛄萔儒㒮⹖⪭☳⯥氳械仍겅㏐ն䎎休氳萔儒㒮╚媞㶺熔Ꝛ䡟墅◇⪩⸊╯䡟䐼䃷械
䉔➘㏇䡟◂羿⮵⺵㵨萔儒㒮⹖⪭┖鰢諿㏐顷鲸簄鲾㸔⹘䷓ն舅塝♔⺵鲾㸔械仍鳀簘 12
创簊媪浔萔儒諿波舘 1871 䇗䷓⛮⹩ꪵ䣉逈Ⰼ㜕▽儹塌ն 
 
⽰䇖休创氳簊媪 
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㏇⽰䇖氳娡䢓休创(1603-1867)几♜粮ⱶꪂ浫◬鵠➘⮵氳䇖㒮䇖㏐㒮鼲阵㛢
㸔㒮㸔┕㒮鼲逈䈥䋶ն鲾㸔械仍ⷌ䥠䨁⛩▽鲹♷陮䘄㐍㱥㏇械仍┪创⟤䋧氳萔儒㒮
╈ն娡䢓休创氳╈孅䃷佭┉㚲ꄆ金氳◬鵠凅篨㱚碧黨儒傾䃷█佭鳀䫙娡䢓☫┱◺
┚◺齉氳◑兣╚䇕鷺╯┉╈㸔鷺┕氳瑭 45 ╄㳔㏜槅뀣ꜝն萔儒諿䪭䫝浔㶾䌫㎁
┚紇宆㎁╯ꠑ氳姢յꡯ⹙ꄆ◬鵠篪䡟樋㏐⛤注䎎ꄆ金ն 

萔儒諿佭䦦糙㒮鼲氳僄㵸諿㎁╯┉溍냖*㛻舚╙䇗◲牦眦 1 ┒溍溍ꮠ⺱⛙
篑⺭ 150 ┒⪝乷ն溍佭燢ꄈ瞚괐氳㳋燠⶝⛤䐼䃷䆠䈢休创♔㛻眦氳溍丘⛼╙辆ꄈ
㎻㏐顲爒♯⡬氳㓹固ն杼阷┕┉溍篑⺭ 150 ⪝乷㛻眦牦眦⺎❠┉几⪓䇗괐榫ն 
˥溍냖仼儗鲤创㵟䋧炙⚢♔㎻㏐氳剝固瞚괐◲ꄈ╙㓹固劭㲋諿㎁㛻㵸氳⯆䈲ն 
 
┉╄休创氳篳篾 

⛼╙僄顒狕氳諿㎁╯┉萔儒諿㡏篳ꪫ║浔┽㼠氳顉䷓㍮㗟熨吤氳牦眦䔅佭ꥈ♔席
餉舅骱䢦꧎ն1871 䇗萔儒㒮逈䥷ꢝ休䥷┖氳儒乢⽰⪭☽糙♯⡬氳擻⿁齉逈䦁⶞榫♔
⣠♀諿㎁氳㛻ꄈ⡨ⱷն 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜繁体字＞ 
 

萕儒㒮氳塽⺒艃鸞㸔㳄 
1868 䇗仼儗グⳂ伺媪禵于㴨亩ր䊵謁糌窱ց䷓瓁萕儒謁☬㹐꠹窱⶟鼨鼨⮈㏑

ⶆ鹁䊵ꢝ㏇塞♓⯦萕儒㒮┉波齉佭鸞㸔㳄氳㛻儗揩鸞㸔㳄⸊㡥ⱶ諲⪭轑耝⺎鴓
巅舘ꑣ⠒䆡䈢1185-1333Ⱚ䋧縖嶏韻僼1147-1199氳㳄臺ⱶ諲俍䉸1156-1221
1195 䇗ⱶ諲㳄䷊㡥鸞㸔♓舛专⛤亥╈孅䃷䄬⶟亡氳䘟黁㸔˒˒宿䦍 2191 ⪞㶹氳냖鎌
鷪⸼鵞䈴㸔▉逈牒憡ր鸞㸔ց䙬䧘鸌鸞氳냖㸔㞞☬霸逈⮛⪌ր仼儗氬㛻經㸔ց
1526 䇗鸞㸔㳄鹡㲋▽냖叝㸔⛼憡䋧㒮╯㏑塞谊僘⮵◇催僘䷞㏑䪭䫞儒傾䃷艃╈㸔鷻
氳釒轿˒˒儒傾艃괋꿟ꮠ⺱ր꼑ց砌⠕㏑ⶆ⺱侈鶡┉塠䴹㛻鸞㸔㳄㏇紈忈㎜☬㹐
꠹窱⶟鼨ր㎜ց憡仼儗結♏车䷓ⶆⱁ艃杯♏㎜㳄┘⺱典鼨㏑ⶆ氳ⳛⱱ 
 
▶┪╯╈姳㰇 

1526 䇗鸞㸔伷⮵榟⶚䇗┘鎌䋧鵳萕儒㒮䤧㱚⛼憡萕儒謁氳车䷓╈䑐笞榹
㳄艃鸞㸔㳄꟯➡㳢⮊㍕塞㏇艃榻乔㎜☬㸔卣窱塡榹㳄氳㵴㻟╈萕儒㒮䡗憡┉鷻
ꄆ釒ꡕ稘 

笞榹⟔ꝏ1534-1582佭ր仼儗䢇㎜└⤂ց╯꺙塜佭鵞└⛤塡㵫磚磶▽仼儗䢇㎜
侈♏1467-1568㱮䡗▽礶┉㎜氳✳⽝抇縡笞榹⟔ꝏ㏇◺齉ր儗耈㵕╯闭ց╈
鹁鈒⟔鼨┖伺保⩞熕1528-1582䌐㲻雧臺熕⺮1537-1598 䇗ꤚⷊ钷ⱁ䫚䪭⪭ⳛ
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ⱱ礶┉仼儗鸞㸔㳄┾儔㲛鏎䷞䑾雧臺熕⺮♓舘亥鹁雧臺熕⺮氳鼨㵫叝ꝏ⺎1558-
1584鶡䷍逈鳢䷒厑萕儒㒮 

叝㳄♴⽝媞㶺熕ꝏ?-1600憡萕儒㒮㒮╚鸞㸔㳄⯞鴤䏢㶾䍗㎜☬䚂湳窱重鼨
䤸ꪤ䐼䃷㳄䉕1543-16161600 䇗䐼䃷㳄䉕氪Ⳃ꟯⸊╯䢇䳦䷴雧臺熕⺮⹗⪭绤沾
髭磚礶┉▽仼儗㶩㏇㛻䢇⯦㛘䐼䃷㳄䉕孭鸞㸔㳄╚鸞㸔⹘䷓1556-1620㝦
㍑萕儒㒮⹗䐍⯦氳㳄从ꯝ㏑樧侈氳萕儒㒮╚媞㶺熕ꝏ䢇墆亥꟯⸊╯䢇䐼䃷㳄䉕ꤚ䏴㵫
萕儒㒮⹗⪭┖鮯謁㏑塾麅礢鸞㸔⹘䷓塞䏴鸞㸔㳄⪦⥉䤖▽ 12 ♏礶媪萕儒謁波舘
1871 䇗䷓냉催鳧憡塛 
 
⽰䇖侈♏氳礶媪 

鶡⪌⽰䇖氳娡䢒侈♏1603-1867䏴◬鵡➘⮵氳䇖㒮䇖㏑㒮鼲催⹨ꪃ涃錊
㛡㸔㒮㸔┕㒮鼲逈䊵厑⛙鸞㸔㳄婯僘⹨⮽鏙䘄筷箛㔌㱥㏇㳄从┪♏䋧鵳氳萕儒㒮
╈樧侈氳╈孅䃷憡┉谊ꄆ釒氳◬鵡嘒硷秵龪儒傾䃷◰佭鵿磶娡䢒☬典◺艃◺齉
氳◑半╚䇡鷻╯┉ր╈㸔鷻ց┕氳瑮 45 ⠕㳔㕙槅꿱珇㵸꒰萕儒謁䪭䭃蜸㶾䍗㎜艃
紈忈㎜ꝴ氳姢ꣃ◬鵡ꦁ饟䏺氳⽝耝䢇樋㏑⛤注樧걦釒 

萕儒謁佭䳕僘㒮鼲氳㵸謁㎜╯┉⪭溍냖*硝憡 1 蛓溍溍ꮠ⺱ր⛙ցⷊ䇗
榣牦眧硝 150 蛓⪞乷ր溍ց佭♓部犉銷ꄈ砞광氳ㄲ⛤䐼䃷䆡䈢侈♏♓牦眧氳溍丨⛼憡
辆ꄈ㎻㏑韥爁⧎用氳㓹嶗杼鑝┕┉溍硝 150 ⪞乷牦眧⺎❠┉☕┉䇗광榫 
˥溍냖仼儗鲥♏㵟䋧炙働❤㎻㏑氳嘆嶗砞광榣ꄈ劭㲋謁㎜㛻㵸氳⯆⾷ 
 
┉⠕侈♏氳磚磶 

⛼憡鞀萬氳謁㎜╯┉萕儒謁㡐磚岒ꣀ㌅㼡氳靸䷓萬㗟牦眧榣ꄈ竭佭ꦙ♓舅礢
1871 䇗萕儒㒮䥸ꢝ侈䥸┖氳儒免艃⪭☾僘⧎擻鞴氷逈䦁韢榫♓⨑麅謁㎜犉埞氳륜㛻
⥍ⳉ 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
 

苗木城の歴史と遠山氏 
苗木城は、1868 年の明治維新の影響で苗木藩（現在の岐阜県南部の一部）が「廃藩置県」

の政策のもと廃止になるまで、遠山氏の本拠地だった。一族の元々の姓は加藤で、鎌倉幕府を開い
た源頼朝（1147-1199）の家臣、加藤景廉（1156-1221）にまで遡る。中津川市の南にある
標高 2,191 メートルの恵那山にちなんで、一族が遠山姓を名乗るようになったのは 1195 年のことで
ある。当時、恵那山は遠山と呼ばれており、いまは「⽇本百名山」のひとつに選ばれている。1526 年、
一族は木曽川と中山道の要衝に位置する木曽・飛騨地方を⽀配し、美濃国（現在の岐阜県南部。
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ここの「国」は古代⽇本の⾏政区画であり、いまの「国家」とは異なる）東部に影響⼒を拡⼤するため、
高森山を城地に選んだ。 
 
戦乱の世を⽣き抜く 

1526 年、遠山昌利（⽣没年不詳）は苗木藩の⾏政の中心として苗木城を築いた。織田氏と
遠山氏は密接な関係にあり、苗木城は敵対する甲斐国（現在の山梨県）の武田氏に対する重要
な防衛拠点と考えられていた。 

織田信⻑（1534-1582）は、天下を統一し、戦国時代（1467-1568）に終止符を打った
「戦国三英傑」の筆頭である。信⻑が京都の本能寺で信頼する武将、明智光秀（1528-1582）
に討たれた後、豊臣秀吉（1537-1598）は信⻑の後継者として天下統一を目指した。秀吉に忠
誠を誓わなかった遠山氏は、秀吉の武将、森⻑可（1558-1584）によって城を追われた。 

森氏は河尻秀⻑（︖-1600）を城主として据え、遠山氏は逃げのびて尾張国（現在の愛知県
の⻄部）の徳川家康（1543-1616）の元に身を寄せた。家康はやがて 1600 年の関ヶ原の戦い
で秀吉とその同盟軍に挑み、天下統一を成し遂げる。その直前、家康は苗木城と旧遠山領を奪還
するため、当主であった遠山友政（1556-1620）を派遣した。関ヶ原の戦いで城主河尻は戦死し、
家康の勝利が明らかになった後、苗木城と領地は友政に与えられた。以後、1871 年に体制が変わ
り権⼒を失うまで遠山氏が 12 代に渡り苗木藩を治めた。 
 
平和な時代の統治 

平和な江⼾時代（1603-1867）には、多くの山城が廃城となり、もっとアクセスしやすい平城が
好まれた。遠山氏はこの移動の誘惑に負けず、代々築いた城を守り続けた。江⼾時代における中津
川は交通の要所だった。木曽川に隣接し、江⼾（現在の東京）と京都を結ぶ五街道のひとつ、中
山道の 45 番目の宿場だった。尾張国と美濃国を結ぶ陸路と川路の両方を⽀配していたため、この
領地は戦略的に重要だった。 

苗木は、城を持つ藩としては最小の藩のひとつであり、藩の石高※は 1 万石（約 150 万キロ）と
比較的控えめであった。「石」とは米穀を測る単位で、徳川幕府が米の石高で課税のために地価を決
定するために使われた。1 石（およそ米 150 キロ）相当）は理論上ひと 1 人が 1 年間⾷べるのに
十分な米の量とされていた。 
※石高︓⽇本の近世封建社会で、土地の米穀の収穫量で藩の所領などの量を⽰す制度。 
 
時代の終わり 

最も貧しい藩のひとつであった苗木藩は、厳しい財政状況に直面し、藩を⽀えるのに十分な量の米
を作るのに苦労した。1871 年に廃城となり、木材やその他の価値のあるものは競売にかけられ、藩の
累積債務の返済に充てられた。 
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009-004 
中津川市 

【タイトル】 苗木城跡︓⾚壁城伝説 
【想定媒体】 パンフレット 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

萔儒㒮鸆㏥颌㙇㒮氳⚩陱 
娡䢓休创(1603-1867)阵㛢㛿㱥㒮鼲劭䑐氳㛢ꄆ㖍哦氳㛚㘅┕齉⚢⭴◇紇鈸⽰

ꡕ愂氳縓诿縡⯇┕氫荈愌嫫ն抆縡萔儒㒮ⷌ㍕㛚㘅辑ꪫ邤꨽氳篍荈睳㎻縡逈燢⛼颌㙇
㒮ն⺆佭鲹◙㒮㘅㞝☫齉┘㛄槴㰇初几仰☳泘涰㱚♜佅仼氳곽靏ն 

颌㙇㒮鲹╄⺳柱ꄅ鲸誾浔┉╄⚩陱ն注⚩鲹䈴㒮鼲氳篍㎻㒮㘅辑ꪫ僄⮤█傾⯇
鲋氫愌嫫ն⛙切㛿侪┕倽곽ꦞ逊全编诽▽┉㛥埠俁➘⺆鈷氫荈氳愌嫫㘅汷逈⫿⯇墝
㶽꨽⭴▽┖ꪫ氳篍荈睳㎻ն곽ꦞ⢦堢⺵几♜ꄆ亍╙㒮㘅⯇┕▽粮ⱶ⸂㲓氳氫愌嫫睖
萔儒㒮㍑䎍氫荈ꪫ靏ն抆縡╰◌⹒舘榾ꠇꦽ뙧╈倽ꦞ䦁䣒浔㒮鼲┉兣륱舅㒮鼲耾┖
氳儒傾䃷╈脍狝縡颯沴簀⮽㒮┕䨅ⲁ⮵撈垒⸼▽氫荈愌嫫ն烖륱鴚⸼⺵几♜⬀㲋⟊
槴篍㎻㒮㘅ն 

縡㲓ꡮ┕鲹╄䷚◄䡝阵佭╙▽䫡沲鲾㸔械仍氳㍮猯˒˒鳡◇䦰䩺氳顉䷓敯⬅☽♜
䏭⺎耇仰塌䤕䥵睖⯇愌嫫㒮㘅氳顠榫ն 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜繁体字＞ 
 

萕儒㒮鹨㏥颌㙇㒮氳⥉鐁 
㏇娡䢒侈♏1603-1867示亥紈鈶⽰ꡕ愃縓䜢錊㛡㛿㱥㒮鼲劭䑐氳㛡ꄆ㖎嗻

氳㛛撳┕齉働⯇┕氫荈愍嫬抇縡萕儒㒮ⷙ㍕㛛撳辑ꪫ邤꨾氳硟荈睴㎻縡逈牒⛼ր颌㙇
㒮ց⺆佭㞞☬鵞◚㒮撳齉┘䐞㰇㏇▽☕⠟婯鰾嫏⫋泘涰⪭䏢仼겨靏 

ր颌㙇㒮ց鵞⠕經㰅遵麅調蜸┉⠕⥉鐁注⥉鵞䈴㒮鼲氳硟㎻㒮撳辑ꪫ┉ꝧ㡐▉傾
⯇鷪氫愍嫬⛙刈㛿急┕倽겨ꦟ醯✿编课▽┉㛥瑮◅㛿企係㶩釤氫荈氳愍嫬撳汷逈
婵⯇增況꨾示▽┖ꪫ氳硟荈睴㎻☕⠟㏇겨ꦟ當堣䏴ꄆ于憡㒮撳㖕┕▽催ⱶ⸂㴨氳氫愍
嫬睗阁萕儒㒮⫋埡㍑塾氫荈ꪫ靏抇縡懃ꦴ⹒舘꧆ꝟꦾ둜╈倽ꦟ䦁䣒蜸㒮鼲塞
侈┉半륕䐍㒮鼲胶┖氳儒傾䃷╈꾛狞縡泇笸⮽㒮┕䭙Ⳃ⮵撉⮺⸼▽氫荈愍嫬烖
륕鴛⸼䏴☕⠟婋㲋⟋槴硟㎻㒮撳 

⛙◄㴨┕靸䷓䦰䩺氳鸞㸔㳄樧侈䏭⺎耈霸祺扝ⱱ䤖䳸睗⯇愍嫬㒮撳氳鞞榫縡鵞⠕
䷚◄▉錊⺆佭憡▽䫢衏鸞㸔㳄氳萬猰糚▽ 
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----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
 

苗木城跡︓⾚壁城伝説 
江⼾時代（1603-1867）の天守（城郭の中枢部に建てられた多層の櫓建築）の多くは、美

観と耐火のために白漆喰で覆われた壁があった。しかし、苗木城は壁を覆っていた剥き出しの土の色
から「⾚壁城」と呼ばれた。現在、かつての姿を思い起こさせるような、それらの壁はひとつも保存されて
いない。 

この名前には伝説がある。伝えられているところによれば、城の⾚土の壁には、もともと白漆喰が塗ら
れていた。ある夜、激しい嵐が吹き荒れ、一晩中荒れ狂った。翌朝、城の住人が目を覚ますと、壁の
白漆喰が剥がれ落ち、その下の⾚土が⾒えていた。その後、壁はさらに厚く塗り直され、再び白壁の城
となった。しかし、⿊雲が戻り、雷が鳴り響き、⾬が城に打ちつけた。城のふもとの木曽川から龍が現れ、
城に巻きつき、白漆喰を⽖で削り取った。龍が去った後、⾚土の城壁はそのまま残すことになった。 

実際には、遠山氏の財政が逼迫して壁に漆喰を塗る余裕がなかったことを隠すために、このような
話が作り出されたのかもしれない。 
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009-005 
中津川市 

【タイトル】 苗木城跡の四季の⾒どころ 
【想定媒体】 パンフレット 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

萔儒㒮鸆㏥氳弯㰚곽⩞ 
㏇鵠䏢㛿㱥鈸俍⺐㛿㱥佭㒮鼲劭䑐氳㛢ꄆ㖍哦氳㵸饟┕⺎㵨儒傾䃷յ䘟黁㸔

2191 眦仼儗氬㛻⺳㸔╯┉յ㳫㚖鈷⺐냖⸊1739 眦⽰仾╈㸔鷺氳朆㰇饟夀
㶽䷅浍䈔ն鲹ꄅ弯㰚氶俍⺨糙ⶉ熤ն 

佡㛿ꡭ鲤氳萔儒嘮菋⪝㍩ꄅ㛻篑糙 700 劔嘮菋剨珒注簨䷒☳ 4 僖┕伄⮽╈伄
睖荈氳嘮菋ꛐ席㸔㐕ն㛉仼簪荈蔈儒ꪂ綵竴沸☳愌荈氳㸔溍┚溍㙇墧㑶ꠑ餠抆縡⭴
⮇㛚됁孨ն 

熤㛿氳紇俍粮㛢11 僖篍⺗簅憮⮽▽侪熤休荣䎎儒傾䃷┕ⶍ脍颯宆宆氳俁꧋萔
儒㒮➘㞑⛎幩宰㏇◌珸┉芘㲍萴⹿縏妩ꠑ⚩陱╈氳┉俍儗㏐几█㍕塝燢㱚╙ꨏ╯
㒮ն俔僮氳⫸仼ꄅ䘟黁㸔⽰⴮亡鲾㚲Ꝛꄇ⹁氳紮㸔氫ꦣ汉汉㵨㹿溍㒮鼲氳鯺䊑ⴄ墙
䐂⮇㛚ꁻ泘ն 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜繁体字＞ 
 

萕儒㒮鹨㏥氳㍌㰛겨⩞ 
㏇⯦䏢㛿㱥鈶俍給㛿㱥佭㒮鼲劭䑐氳㛡㷻㖎嗻氳㵸䏺┕⺎浊僸儒傾䃷䘟黁㸔

2191 ⪞㶹ր仼儗氬㛻經㸔ց╯┉㳫㚖釤給냖⸊1739 ⪞㶹♓⹗杯㰇氳艋╈
㸔鷻饟夀㍌㰛催鳧╯┖⺨僘⪭暐攒氳俍舛 

佡㰛龪鲥氳萕儒垛菌⪞㎧遵硝僘 700 劔垛菌嘻ꣃ箛沸ꝧ䐍 4 僖┕伄舘╈伄睗
硟荈菌宿釚衏丞䈴㸔㐕㛊㛿禙䙬沧抇氳蔉儒㏇愍荈㸔溍艃壂㑶亝㙇氳醧䣛┖걦䐂榟
嚂ⲨⲨ 

熥㰛氳俍舛催ⱶ筹碑11 僖咔硟揸摩鶡⪌岒熥侈樧儒傾䃷┕ⶍ忈ꨥ萕儒㒮㲎
㞞幪宰亥ꦴ珸阁☕䘶結縐氳妩ꝴ䷚◄㍕塞逈樧㏑☕牒憡րꨐ╯㒮ց㏇俕僮氳⫸仼
鸞谊ꝏꄇ窱氳紮㸔艃䘟黁㸔犉ꦤ汖汖㵫㹿溍㒮鼲氳魹䊑ⴄⲾ䐂劲㛛ꁼ泘 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
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苗木城跡の四季の⾒どころ 
天守展望台（天守とは城郭の中枢部に建てられた多層の櫓建築を指す）へと登る道からは、木

曽川、⽇本百名山の恵那山（標高 2,191m）、富士⾒台高原（標高 1,739m）、旧中山道
の現存区間など、心奪われる風景が一望できる。四季折々の景色が楽しめる。 

隣接する苗木さくら公園では、春には約 700 本の桜が咲き誇り、4 月上旬から中旬にかけて山肌
をピンク色に染める。夏には、山の灰色の石と石造りの城壁に鮮やかな緑が映える。 

秋の⾒どころは、11 月の鮮やかな紅葉と、晩秋には木曽川から濃い朝霧が流れ込み、城が雲海に
浮かんでいるように⾒えることだ。古くから伝わる⺠話を連想させることから、地元住⺠には「霞ヶ城」と
呼ばれている。冬の晴れた⽇には、冠雪した恵那山や北の遠方に連なる⻑野県の山々を背景に、岩
だらけの城郭が⼤胆なシルエットを描く。 
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009-006 

中津川市 
【タイトル】 苗木城城壁の石垣 
【想定媒体】 パンフレット 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

萔儒㒮氳㒮㘅溍㑶 
萔儒㒮䋧璵氳僄㛻攑憠㏇◇㸔⛮㛿抆菋㹞㹿䄉溍┚几鵲溍㘅氳䄇㟓篾⺭ն㏇㛻湭☹璡

鸆㏥㚲溍㑶┚㱚♜耾┖氳㛿抆㹿溍碧㳢㿋⺭ն鸆㏥⺨㚲㷤炐▽㒮鼲ⷧ⺒┕✳榫氳㛢熨溍
㑶溭璵䤗荔ն䄉㹿┕⭽⯎⭴氳刼嬼⽰⭲嗔⮟⼔陆⺵几㒮ꠅ┚花㖍哦氳环刼佭㞝⛰䬤
⪍辑ꪫ⭲⭱┘䇖氳㹿溍╈䇜擲擲䶺䱹┕鼨䋧璵氳ն 

舅㱧㎻劾㸔休创(1573-1600)♔全仼儗氳㒮鼲㛢♔냖㛻氳溍㑶╙攑䏣ն縡㏇塝╯⯥
㛻㛢丘㒮鼲齉佭ꃾ榫㎻㑛⽰䥉㒮媞ꡕ䥉䄄◄氳儒冘㔶㑛ն 

萔儒㒮鸆㏥⫂╚金⺎♔鈷⮽弯熨┘⺱䄄荔氳溍㑶㏰䋧鵲◇┘⺱休僿ն 
 
奓ꪫ溭嫏㛿抆奓溍溭㘅䄄荔 

鲹熨溍㑶䋧璵䣆嫏㏇仼乄╈逈燢╙ꄇꪫ燠㶩佭㵨㶸㵑⺨䋳┦儔篺ⱶ䄄氳㛿抆溍
免㔎溭䡗波篪㐕ꪫն鲹熨䄄荔䅻鈷◇仼儗䡟㎁休创(1467-1568)黁佭┉╄䡟▞篢颯յ⺨
㏐亡ⲡ塌┘亇⮇⮇⺭⺭氳休创ն䈒榫奓ꪫ溭嫏䋧鵲氳溍㑶豓抆洇颯全糙◙睱矿ⷌⶇ⮇㐍
㲓擲㍾ն萔儒㒮氳簠誾ꠅ⽰曇⪩⹾齉佭鲹眷溍㑶氳篺⪯葶❇ն 
 
䣒⪍鳀䫙溭嫏睱乢溍溭㘅䄄荔 

瑭◅熨眷㑔氳溍㑶䋧鵲亡嫏佭㵨甏⶝⮊⯡ⱶ䄄鲋氳㛻㐉溍乢㔎溭颯全⫋✳榫㵸㐉溍
㜍㖵㖢狝ꣽն鲹眷溍㑶氳㘅ꪫ㛢⼑䌻䎬㐕ꪫ飉䫙鲤걵珸㐕ꪫ飉ꢘ㻿ն㏇⴮ꠅ⽰㛻湭☹⺎
♔洇⮽鲹眷溍㑶ն 
 
⮊⪍鳀䫙溭嫏篱乢溍溭㘅䄄荔 

瑭└熨溍㑶㘅ꪫ⩞嬕䇖丞䢦榫溍乢㏰篺鲋瞿篱氳⭽⮊䣒瀃䧈䫙┽┲⺭籈ն鲹熨䄄
荔舅娡䢓休创(1603-1867)企僿♔⺵➘ⶇ⮇䅻鈷㛻湭☹⽰㛿㱥㒮鼲劭䑐氳㛢ꄆ㖍哦
鸆㏥㚲齉䬠❠▽䏭㞑氳劫儗ն 
 
虘䎬溭嫏㵒鉉篪溭㘅䄄荔 
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瑭弯熨溭㘅䄄荔仼乄燢隵燠嫏佭㵨辑ꪫ甏⶝䣒瀃鲋氳溍乢乨⺸㔎溭䎬䡗┉䪷
V䎬ն瑭◅䪷溍乢㶩㿋㏇鲹◙V䎬┖⭲㚲ն波舘佫⽰休创(1926-1989)鲹熨䄄荔
齉鲸傾䇯嫚榫◇鷺饟䋧阻ն鲹眷溍㑶⺎㏇㸔耾氳餉鰇Ꝛ㷒僄┖㷄氳仼儗塡㚖㏇鲽⪍
㒮鼲⯥璡䏨䥊⮽氳㏐亡鸆㏥ꡭ鲤⽰鵠䏢◅╯╖㒮鼲◅篒⵲㓊氳饟鱦洇⮽ն 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜繁体字＞ 
 

萕儒㒮氳㒮撳溍㑶 
㸔냉㛿抇菌㽗㹿艃☕鵳溍撳氳䄇㟔磶⺭佭萕儒㒮䋧疤氳㛻攒럅㏇㛻湭⠒璢鹨

㏥☕⠟⺎♓洇釤溍㑶艃㱚⠟胶┖氳㛿抇㹿溍秵㳢㏑㿋⺭㏇┉鹨㏥⺨谊㷤炑▽㒮鼲塽
⺒┕✳榫氳㛡牊溍㑶溭疤䤗諠㹿┕Ꙓ禦示氳刼嬼⽰⭲嗔⯞⼔錐䏴☕㒮ꝛ艃坍㖎嗻
氳环刼佭㞞⛰䬥⪌辑ꪫ⭲⭱┘䇖氳㹿溍╈┾擲擲䶺䱸┕鼨䋧疤氳 

舅㱨㎻劾㸔侈♏1573-1600♓✿仼儗氳㒮鼲㛡♓냖㛻氳溍㑶憡攒䐹縡㏇塞╯
⯦㛻㛡丨㒮鼲齉佭䫑榫▽㎻㙲⽰闀㒮媞ꡕ闀䄄◄氳儒啶㔷㙲 

萕儒㒮鹨㏥⪐╚釒⺎♓釤⮽⮈⮯䋧鵳亥┘⺱侈僿氳㍌牊┘⺱䄄諠氳溍㑶 
 
奓ꪫ溭嫏㛿抇奓溍溭撳䄄諠 

㵫㶹㵑⺨樟┦儔祺ⱶ䄄氳㛿抇溍免㔎溭䡗波稘㐕ꪫ鵞牊溍㑶䋧疤䣆嫏㏇仼乄╈逈牒
憡րꄇꪫ犉ց䅻釤亥仼儗䢇㎜侈♏1467-1568黁佭┉⠕䢇▶碑⺨㏑亡ⳛⱱ┘
亝⮈Ⱒ踅⺭氳侈♏䟕榫奓ꪫ溭嫏䋧疤氳溍㑶ꥹ抇洇✿僘◚睲砀ⷙⶇ⮈㔌㴨擲㍾㏇
萕儒㒮氳秝調ꝛ⽰曇꟯⹾齉耈洇⮽鵞걊溍㑶氳祺⪯疘❆ 
 
䣒⪌鵿䫚溭嫏睲乣溍溭撳䄄諠 

瑮◅牊걊㑔氳溍㑶䋧鵳亡嫏佭㵫癩ㄲ⮊⯢ⱶ䄄鷪氳㛻㕶溍乣㔎溭✿⫋♓㵸㕶㵸㕶
溍꯽㖵㖢狞ꣾ鵞걊溍㑶氳撳ꪫ㛡驒䎬㐕ꪫ飉䫚鲥ꮼ珸㐕ꪫ飉ꢘ㼀㏇⴯ꝛ⽰㛻湭⠒
⺎♓洇⮽鵞걊溍㑶 
 
⮊⪌鵿䫚溭嫏碸乣溍溭撳䄄諠 

瑮└牊溍㑶䢦榫溍乣㏱祺鷪矀碸氳Ꙓ⮊䣒瀄䧈䫚㌅礸⺭竄㍕塞撳ꪫ⩞廼䇖丞鵞
牊䄄諠㏇娡䢒侈♏1603-1867企僿╯䏴ⶇ⮈䅻釤㛻湭⠒⽰㛿㱥㒮鼲劭䑐氳㛡ꄆ㖎
嗻鹨㏥谊齉䬠❠▽哗✞氳㴨❆ 
 
虙䎬溭嫏㵴鉈稘溭撳䄄諠 
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瑮㍌牊溭撳䄄諠㵫辑ꪫ癩ㄲ䣒瀄鷪氳溍乣乨⺸㔎溭䎬䡗┉䪶րVց䎬瑮◅䪶溍乣
㶩㿋㏇鵞◚րVց䎬┖⭲ꪫ遵鵞牊亡嫏㏇仼乄╈牒ր隵犉嫏ց波舘佫⽰侈♏1926-
1989隵犉嫏齉麅傾䊸嫚榫亥鷻饟䋧錄鵞걊溍㑶⺎㏇㸔胶氳ր餉魌ꝏ㷒ց┖㷻氳
仼儗塡㚖㏇鶡⪌㒮鼲⯦璢䏩㕕⮽氳㏑亡鹨㏥ꡭ鲥⽰鵡䏢◅╯╗㒮鼲◅碎ⶆ㓊氳饟麕
洇⮽ 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
 

苗木城城壁の石垣 
苗木城の最⼤の特徴は、山の⾃然の花崗岩の巨石としっかりした造りの石垣を巧みに組み合わせ

て利用していることである。⼤矢倉などの跡では、石垣がその下にある⾃然の岩石層に密着している。
城跡のさまざまな場所で、城の歴史を通じて使用されたさまざまな石垣技術の例を⾒ることができる。
⼤きな岩に刻まれたくい穴やくぼみは、門や櫓の⽀柱が凹凸のある表面にどのようにしてしっかりとはまり、
⽀えるように作られたかを⽰している。 

⼤きな石垣は、安土桃山時代（1573-1600）以降、⽇本の城の一般的な特徴となっている。
それまでは、土塁と堀を持つ木造の城郭がほとんどだった。 

城跡の敷地の周囲には、時代ごとに築かれた 4 種類の石垣が⾒られる。 
 
野面積（⾃然石の手法） 

⽇本語で「野面積」と呼ばれるこの方法では、⼤小さまざまな⾃然石を積み上げ、⼤抵は直線勾
配をつけた石垣をつくる。戦国時代（1467-1568）、すなわち常に同盟関係が変化し地方の武将
一族の間で対⽴があった時代にこの技術がよく用いられた。この石積みは洗練された⾒た目ではない
が、この種の石垣は耐久性に優れている。この手法の良い例が綿蔵門や⽞関⼝で⾒ることができる。 
 
打込接（⼤まかに仕上げされた石垣） 

二つめの種類の石垣は、⼤まかに仕上げされた⼤きい石と小さな石の隙間を埋めることによって作ら
れたものである。これらの石垣は曲線的な上り勾配で、頂上付近から徐々に急勾配になっている。北
門や⼤矢倉にその例がある。 
 
切込接（精巧に仕上げされた石垣） 

三つめの種類は、ノミで精巧に仕上げた石で造られた、表面が滑らかな石垣である。この方法では
隙間なくきちんと合わさった石垣が造られる。この技法は江⼾時代（1603-1867）初期以降に一
般的だったもので、⼤矢倉や天守（城郭の中枢部に建てられた多層の櫓建築）がその良い例である。 
 
谷積（斜めに積み上げた石垣） 

四つめの方法は⽇本語で「谷積」と呼ばれ、表面を⼤まかに仕上げた石が斜めに積まれ、V 字を形
作っている。この V 字に次の石列をはめ込んでいく。これは、昭和（1926-1989）までは道路建設
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にも使われたポピュラーな技法だった。この種類の石垣は、⾜軽⻑屋（最下級の武士が城に出頭す
るために⽴ち寄る建物）跡の近くや二の丸（城の二番目に重要な空間）への道に沿って⾒ることが
できる。 
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009-007 

中津川市 
【タイトル】 苗木城跡からの眺望 
【想定媒体】 パンフレット 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

萔儒㒮鸆㏥氳鈸俍╯鴲 
┖⮜㏐憠⺎鲾浊㚚╜俍荈佭萔儒㒮鸆㏥╈氳懷ꠅ鈸俍㏐ն 

 
㛿㱥鈸俍⺐ 

珇㏇塝㚲䷒浍好僷╈孅䃷䄬㒮⵲յ儒傾䃷յ⹿縏氳仾╈㸔鷺յ⺳⮜仼儗氬㛻⺳㸔
氳䘟黁㸔2191 眦㶽㏇浍⯥ն 
 
瑓糌湭☹鸆㏥ 

鲹㚲鸆㏥┕傾糙┉䈴花㖍哦⺎浊僷瑓糌㸔1128 眦ն 
 
擻鈷湭☹鸆㏥ 

㏇ꪫ㵒儒傾䃷氳亇㽕╯䃈傾湖环浔┉䈴花☳鲹ꄅ⺎㵨╈孅䃷䄬⼽鹀紮㸔⽰꥓⚨氳
㒮㸔㛻勰㶽䷅浍䈔ն㒮㸔㛻勰䋧䡗◇ 1984 䇗般饖⛤㚲萔儒㒮鸆㏥重❱氳儒傾䃷ն 
 
ⶉ溍军䢓 

鲹⹾军⛤◇鵠䏢㛿㱥鈸俍⺐氳鷺饟耾┖ն☳鲹ꄅ⺸重僷⸼⺎♔鲾鈸㛻湭☹鸆㏥熤
㰚篍⺗瘯䦦㖍哦氳俍霅㶗╙㚚╜ն鷺饟簒簘⺸⺓❱䋞⛈┉波┕车舘⛤◇㒮鼲劭䑐⵲㓊
儗╖⫂氳㛿㱥㒮鼲劭䑐氳㛢ꄆ㖍哦鸆㏥ն 
 
餉鰇Ꝛ㷒鸆㏥ 

⛤◇萔儒㒮耾┖氳餉鰇Ꝛ㷒僄┖㷄氳仼儗塡㚖㏇鲽⪍㒮鼲⯥璡䏨䥊⮽氳㏐亡
鸆㏥佭僄⹨埢鲜氳㒮鼲鈸顶憠╯┉ն☳鲹ꄅ䥓㜍鲾浊㏇䘟黁㸔氳羜俍辘䣚┖㛿㱥傾篺
湖环氳㸔걵㷤朆⭴ꪝ⺱㵖䅻氳⶛抆곽㣔ն 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜繁体字＞ 
 

萕儒㒮鹨㏥氳鈶俍╯鹡 
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㞞┖⺨谊齉耈㛭鸞浊㚛뜏俍荈佭萕儒㒮鹨㏥╈氳掄ꝛ鈶俍럅 
 
㛿㱥鈶俍給 

珇㏇鵞遵䷒浍⶟僸╈孅䃷䄬㒮ⶆ儒傾䃷結縐氳艋╈㸔鷻經⮛ր仼儗氬㛻經㸔ց
氳䘟黁㸔2191 ⪞㶹況㏇浍⯦ 
 
瑔糌湭⠒鹨㏥ 

鵞谊鹨㏥┕傾僘┉䈴坍㖎嗻⺎浊僸瑔糌㸔1128 ⪞㶹 
 
擻釤湭⠒鹨㏥ 

傾祺僘┉䈴坍湗环㏇ꪫ㵴儒傾䃷氳亝㽕╯䃦㏇鵞遵⺎㵫╈孅䃷䄬⼾鹁紮㸔⽰꥓⢅氳
㒮㸔㛻噛況䷅浍䈕㒮㸔㛻噛䋧䡗亥 1984 䇗嚛饖⛤谊萕儒㒮鹨㏥重⣐氳儒傾䃷 
 
ⶉ溍◒䢒 

鵞⹾◒⛤亥鵡䏢㛿㱥鈶俍給氳鷻饟胶┖䐍鵞遵⺸重僸⸼⺎♓鸞鈶㛻湭⠒鹨㏥夷
鵼熥㰛硟蜘瘰䳕㖎嗻氳俍霆㶗憡㚛뜏鷻饟筷箛⺸⺓⣐䋟⛈┉波┕车ⷊ⺎䥡鷾㒮鼲劭
䑐ⶆ㓊ր儗╗ց⪐氳㛿㱥㒮鼲劭䑐氳㛡ꄆ㖎嗻鹨㏥ 
 
餉魌ꝏ㷒鹨㏥ 

䐍萕儒㒮胶┖氳ր餉魌ꝏ㷒ց┖㷻氳仼儗塡㚖㏇鶡⪌㒮鼲⯦璢䏩㕕⮽氳㏑亡鹨
㏥䥓꯽鸞僸㏇䘟黁㸔氳羝俍醧䣛┖㛿㱥傾祺湗环氳㸔ꮼ㷤杯示ꪞ⺱䅻氳⶛抇겨㣕
鵞遵▉佭⹨塚鲝氳㒮鼲鈶韛럅╯┉ 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
 

苗木城跡からの眺望 
苗木城では、魅⼒的な眺めから以下のような場所が人気である。 

 
天守展望台 

展望台から南には、中津川市街地、木曽川、旧中山道、⽇本百名山のひとつに数えられる恵那
山（標高 2,191ｍ）などが一望できる。 
 
笠置矢倉跡 

笠置山（標高 1,128m）の眺望が楽しめる櫓の跡地。 
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物⾒矢倉跡 
木曽川に面した断崖にかつて建っていたこの櫓からは、中津川の周囲の山々や城の⻄側の木曽川

にかかる 1984 年に完成した城山⼤橋を一望できる。 
 
千石井⼾ 

天守展望台へ続く道の下にある井⼾。このスポットからは⻄に⾒える、特に秋に紅葉に包まれる⼤
矢倉が印象的だ。その道は右手、城の最も重要な空間である本丸の中にある天守（城郭の中枢部
に建てられた多層の櫓建築）跡へと続く。 
 
⾜軽⻑屋跡 

城を眺めるのに最も人気のある場所のひとつが、城の麓にある⾜軽⻑屋（最下級の武士が城に出
頭するために⽴ち寄る建物）跡だ。ここからは、恵那山を背景に、かつて天守があった山頂が一望で
きる。  
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009-008 
中津川市 

【タイトル】 苗木遠山史料館 
【想定媒体】 パンフレット 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

萔儒鲾㸔⺒乢꺉 
萔儒鲾㸔⺒乢꺉氳㷤ⷦ⫂ꡱ⮜浔㛻ꄈ全舅萔儒諿氳乄擻ն㷤鈾鴒角▽院諿舅仼儗䡟㎁

休创(1467-1568)篺娡䢓休创(1603-1867)波舘伺媪休创(1868-1912)⮤僿氳ⷧ⺒ꄆ憠纺扦
◇鲾㸔械仍⹖⪭鳀簘䣮䷓氳 12 创諿╚ն 
 
萔儒㒮⪓俍嘗㑔 

鲹╄└簟⪓俍嘗㑔ꄆ朆▽娡䢓休创儕僿氳萔儒㒮곽靏ն嘗㑔瞿篱㏐⯎槇▽䎎⮤鲹䈴㛻
㑔㒮鼲╈氳⺨荈䋧璵⺱休⼑朆⭴㒮鼲氳丞⛮䄭㷀˒˒儒傾䃷舅㒮好㛚孲鲋㛿㱥㒮鼲
劭䑐氳㛢ꄆ㖍哦냖馧냖叜㸔걵ն 
 
곽⻻ꠅ 

곽⻻ꠅ佭萔儒㒮せ┉槴㰇舘☫氳儒冘䋧璵擻ն㱚⛤◇☳㒮┖槅㍴簀㒮鼲⹠㷤颯全氳
䄬ꜝ鲽⪍㒮鼲僄㛚㎕⵲㓊└╯╖氳⪍⹾㚲ն娡䢓休创䐼䃷䆠䈢㲓车⹇◬创
⯆䈲金姳䢦糙諿╚㏇娡䢓☫┱◺⟊槴┉㚲㍾㲋㷉䢦夷ꣵ┉䇗䑒걺◬僀㏇겅㏐⽰娡
䢓㷉⛩❊㜪䆠䈢㵨⫠ն㶩萔儒㒮縡銨諿╚㏇休곽⻻ꠅ㡏篳䋯䷒縡䎎☽⯥䏢娡䢓休
㶩⚢⪩ꠊն 
 
䐼䃷熔䑾氳☆琾░⟔ 

⺒乢꺉╈⟊槴浔┼㵟䐼䃷䆠䈢瑭◅创㵨⫠䐼䃷熔䑾(1579-1632)⫞簄鲾㸔⹘䷓(1556-
1620)氳☆琾░⟔ն瑭┉㵟佭㵒鲾㸔⹘䷓颇鴝氳┉畴䇕剴㯹辑炐䚊隟鲹熨䇕剴㯹佭萔儒
諿儗㏐氳┉熨㵸榚憠⺳⺈羿剴ն⪭㲓⸊儗䈒院佭䩧剴辑炐Ⰼ▽㚠氳剴㯹缜
⺆佭仼乄╈䩧⽰羿⺱ꮠ╙姳⺮⮵➘⹧▽羿柱ն㍕塝㱚♜䅻䅻逈䎎⛼䡟◂
休僿氳颇炕䡝⟊⛫䡟习⹧羿氳䥉骱瑞ն鲹㵟░⟔㶩佭㏇ 1600 䇗⪩⸊╯䡟⯥⺵䷅⮽氳㏇
鲹㏜䡟䏕╈䐼䃷械䉔(1543-1616)⫠䣒題▽溍榹└䡗(1560-1600)曎겅氳⫠꠼╙䐼䃷䆠
䈢氳䋧环ꛐ䇖▽鷺饟ն瑭◅㵟⟔佭㵒◇鲾㸔⹘䷓䢦颇㛉㰚辊擻氳舚隟ն 
 
㛻⺳氳仼阭 
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萔儒諿瑭 12 创諿╚鲾㸔⹘焜(1819-1894)氳仼阭陣篱阭䎓▽娡䢓休创㛻⺳㛻겅╚
氳仼䅻榟孨ն☳仼阭╈⺎♔洇⭴䎎休諿╚氳颯㷉车ⲁ⚢⹨⮽熨熨곽⟂䡗嫏⽰顊♳╬ⱷ氳
┽劲⯆篑ն 
 
㵤⭵㏜ 

萔儒㒮╈傾糙┼㚲㵤⭵㏜╚金榫◇䌒畫⽰ꚗ憊减危阪篮ն⪭╈┉㚲⛤◇◅╯╖
㒮鼲◅篒⵲㓊⺁┉㚲⛤◇儗╖㒮鼲劭䑐⵲㓊ն◅╯╖氳㵤⭵㏜Ꝛ篑 30 眦㳑
篑 15 眦█逈榫⛼⯬儛յ减儛Ꝛ湟⽰㵤⭵儛氳篮▊㏜ն 
 
⫂鼲ꠑ⹧簃㎂ 

鲹佭┉䌫萔儒㒮氳⫂㒮㛻㑔䄭㷀㎂◇ 1857 䇗㜪㒮╚鲾㸔⹘焜╯⽝簃⯆縡䡗ն塝㎂
ⶇ⮇本顜╙⺵┪㱮丞槴㰇▽娡䢓休创侪僿萔儒㒮氳劫靏ն 
 
塡㚖氳⟳焜 

鲹㐉㷤冏┕⮜⭴▽◸⟊ 7 䇗1722 䇗萔儒諿氳 323 ⺳械臺⿁篒┕舘械縏㛻⺳
械臺╈氳냖㲇䔅䭴諿䷓┖舘餉鰇塠⪬ն諿╚夷䇗┼埠⺸械臺⹠䷒⟳焜⛮ꄌ겜
❤⺨几⿁篒㏐⛤縡㲋ն 
 
⫡妩氳䇗顈 

鲹儗䄾訅ꄅ阭䎓▽萔儒諿⫡妩籟篞氳䇗顈伺篱ն䏣籟爒曎꣮⺨兎榟◲塌縡䋳◲ꄈ鰏
⛦氳兎䇹爒曎╙ 15%鰏냖氳⮟⺎鱳⮽ 58%䇖㏰爒曎㏇ 29%䄅⺓ն 
 
ⲁ蔷氳休创 

䐼䃷䆠䈢氳篳篾鳡✳萔儒諿鲽⪍▽ⲁ蔷氳休僿ն伺媪亍䷓䈢㲓亨䈥諿糌⹁氳䷊ꪵ
䈥ꢝ▽仾休氳諿㎁⯆䈲ն縡烖⛻⮮抆初氳검䄭粮㏇萔儒諿忂颯▽┉㏜注䎎忂鲽氳䈥
⛻多ꄂ鲡ⲁն 
 
萔儒諿氳䈥⛻多ꄂ 

1870 䇗萔儒諿㗟⫂顖䏗▽┉걸䈥⛻多ꄂ䷓瓀㛻ꄈ⛻㵔յ⛻⥽յ⛻篺♔⹖注
⪩擻⿁逈䥷ꢝ䡝手多ն鵠䅻阡╙鲹佭⹨⮽▽諿⫂䇖榹孭㎁㰣溿狓仼儗㍾糙乄⴬氳
㰣ꠋ氳䍠憷䏆⿏ն伺媪䷓䈢㜪烖鷺䷸╙㎁䷸鲹┉䷓瓀忂⹠▽⪓㎁䓪氳⹛⛻䗯簕ն⺒乢
꺉◅哦氳㷤⿁╈ⴎ䦮▽㏇黁┉休僿⹨䩣氳㏐誾虅蛋⥽⽰⪭☽⛻䷸乄擻ն 
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＜繁体字＞ 
 

萕儒鸞㸔⺒乣귈 
萕儒鸞㸔⺒乣귈氳㷤䋙⪐ꢷ⮛蜸㛻ꄈ✿舅萕儒謁氳乄擻㷤鈮⪐部尝衏鎊謁舅仼儗䢇

㎜侈♏1467-1568祺娡䢒侈♏1603-1867波舘伺媪侈♏1868-1912⮤僿氳塽⺒
ꄆ럅纻扦㏇鸞㸔㳄⹗⪭鵿箛㓵䷓氳 12 ♏謁╚骰┕ 
 
萕儒㒮俍嘘㑔 

鵞⠕ 3D 俍嘘㑔ꄆ杯▽娡䢒侈♏儕僿氳萕儒㒮겨靏矀碸㏑禦樔▽樧⮤鵞䈴㛻㑔㒮
鼲╈氳⺨荈䋧疤⺱侈㷤杯▽㒮鼲氳丞냉䄭㷀˒˒儒傾䃷舅㒮⶟㛛孳鷪㛿㱥㒮鼲劭䑐
氳㛡ꄆ㖎嗻냖馧냖叝㸔ꮼ 
 
겨⻻ꝛ 

겨⻻ꝛ佭萕儒㒮せ┉槴㰇舘☬氳儒啶䋧疤擻㱚⛤亥䐍㒮┖槅㎠笸㒮鼲氪㷤✿氳
䄬꒰鶡⪌㒮鼲㛛㎖ⶆ㓊ր└╯╗ց氳⪌⹾谊娡䢒侈♏䐼䃷䆡䈢㴨车ր⹉◬♏ց
⯆⾷釒姳䢦僘謁╚㏇娡䢒☬典◺⟋槴┉谊㍾㲋㷉䢦夷ꣵ┉䇗䑒ꯄ◬僁㏇ꯝ㏑⽰娡
䢒㷉⛩❋㜪䆡䈢㵫髭萕儒㒮氳謁╚㏇侈겨⻻ꝛ㡐磚ꝧ䷒樧謁╚⯦䏢娡䢒侈ꝛ㶩
働꟯ꝥ 
 
䐼䃷熕䑾氳鈒璜傴⟔ 

⺒乣귈╈⟋槴蜸砌㵟䐼䃷䆡䈢瑮◅♏㵫髭䐼䃷熕䑾1579-1632㴵礢鸞㸔⹘䷓
1556-1620氳鈒璜傴⟔瑮┉㵟佭㵴鸞㸔⹘䷓䢦頝鴞氳┉畵創㯹辑炑龍销鵞佭萕儒
謁樧㏑氳┉牊㵸榛럅經⺈րⳐ創ց⪭㴨⸊儗䟕鎊佭ր䮛創ց辑炑Ⰰ▽夏氳創㯹缜
⺆佭仼乄╈ր䮛ց艃րⳐց⺱ꮠ憡姳⺮⮵䣉⹦▽րⳐց㰅㍕塞㱚⠟䅻䅻逈頝◀㵴
亡樧⛼䢇撏侈僿氳煱擻䡝⟋⛫䢇녺⹦Ⳑ氳闀骰瑟鵞㵟傴⟔㶩佭㏇ 1600 䇗꟯⸊╯䢇⯦䏴
䷅⮽氳㏇鵞㕙䢇䏕╯╈䐼䃷㳄䉕1543-1616曎髭䣒䷴▽溍榹└䡗1560-1600
氳髭꣣撨䏴䋧环▽䐼䃷䆡䈢瑮◅㵟⟔佭㵴亥鸞㸔⹘䷓䢦頝㛊㰛辊擻氳舛销 
 
㛻經氳仼鋘 

萕儒謁瑮 12 ♏謁╚鸞㸔⹘焑1819-1894氳仼鋘鎌碸鋘ꍖ▽娡䢒侈♏㛻經㛻ꯝ╚
氳仼䅻榟孨䐍╈⺎♓洇示樧侈謁╚氳㷉车Ⳃ⹨⮽▽⺨牊겨⟂䡗嫏⽰鞊♴紶ⳉ氳㌅劲
⯆硝 
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㵥䳦㕙 
萕儒㒮╈傾僘砌⠕㵥䳦㕙╚釒榫亥䌒畬⽰ꖺ憋啼危鋍穓┉⠕⛤亥◅╯╗㒮

鼲◅碎ⶆ㓊⺁┉⠕⛤亥儗╗㒮鼲劭䑐ⶆ㓊◅╯╗氳㵥䳦㕙ꝏ硝 30 ⪞㶹㴸硝
15 ⪞㶹▉逈榫⛼ⱕ轱啼轱ꝏ湟⽰㵥䳦轱氳穓綗㕙 
 
⪐鼲ꝴ⹦筑㎬ 

鵞佭┉䍗萕儒㒮氳⪐㒮㛻㑔䄭㷀㎬亥 1857 䇗㜪㒮╚鸞㸔⹘焑╯⽝筑邯縡䡗榺亥
㱚㱮丞⟋槴▽娡䢒侈♏急僿萕儒㒮氳嘚靏㍕塞⧎用哗냖 
 
塡㚖氳⟳焑 

鵞㕶㷤冎┕⮛示▽爛⟋ 7 䇗1722 䇗萕儒謁氳 323 經㳄臺鵞◚㳄臺氳⿁碎┕舘
㳄縐㛻經㳄臺╈氳냖還竭䶳謁䷓┖舘餉魌塠⪬謁╚夷䇗砌埡⺸㳄臺氪䷒⟳
焑❤⺨☕⿁碎㏑⛤┘⺱⟳焑氳냉ꄌ갯▉┘┉ 
 
鱖妩氳䇗靹 

鵞儗䅳訆遵鋘ꍖ▽萕儒謁鱖妩筤硱氳䇗靹伺碸䐹筤爁曎ꤚ⺨兎榟榣ⱱ縡┘⺱榣ꄈ
鬴⛧氳兎蕾爁曎憡 15%鬴냖縖⺎鷾⮽ 58%䇖㏱爁曎㏇ 29%䄅⺓ 
 
Ⳃ泒氳侈♏ 

䐼䃷䆡䈢磚磶䏴萕儒謁鶡⪌Ⳃ泒侈僿伺媪于䷓䈢㴨亩ր䊵謁糌窱ց䷊ꪵ䊵ꢝ▽
艋侈謁㎜⯆⾷抇縡ր烖⛻⮮抇♒ց氳ꯓ䄭ⷙ㏇萕儒謁忂▽┉㕙注樧忂鶡氳ր䊵⛻夘
ꄄց鷠Ⳃ 
 
萕儒謁氳䊵⛻夘ꄄ 

㏇ 1870 䇗萕儒謁㗟⪐鞉䑁▽┉ꯁ䊵⛻夘ꄄ氳䷓瓁㛻ꄈ⛻㵕⛻⥾⛻祺♓⹗注
꟯擻⿁逈䥸ꢝ䡝扌夘☕⠟鏂爲鵞⺎耈佭⹨⮽▽謁⪐䇖榹孭ր㎜㱄ց溿狔仼儗儗㎻乄ⴭ
氳㱄ゖ氳䍛憶䏆ꮷ伺媪䷓䈢㜪烖鷻䷹憡㎜䷹鵞┉䷓瓁鶡縡䌖氪▽㎜䓪氳⹚⛻䗰稈
⺒乣귈◅嗻氳㷤⿁╈➘僘㏇黁┉侈僿⹨䮇氳㏑調虆詫⥾⽰⪭☾⛻䷹乄擻 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
 

苗木遠山史料館 
この史料館の展⽰室には苗木藩ゆかりの豊富な品々を展⽰している。戦国時代（1467-

1568）から江⼾時代（1603-1867）、明治時代（1868-1912）初期にかけての藩の歴史
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を、遠山氏一族と 12 代の歴代領主を中心に展⽰している。 
 
苗木城のジオラマ 

江⼾時代末期の苗木城の姿を⽴体的に表現したジオラマ。かつての⼤城郭を構成していた様々
な建造物の詳細な姿や、南側に木曽川、高森山頂に天守（城郭の中枢部に建てられた多層の櫓
建築）という城の配置を⾒ることができる。 
 
風吹門 

風吹門は、保存されている苗木城で唯一のオリジナルの木製の建造物である。城下町（城郭を
中心に発達した都市）から一番外側の郭「三の丸」への入⼝に建っていた。江⼾時代、徳川幕府は
「参勤交代」制度を実施しており、⼤名は江⼾（現在の東京）に屋敷を構え、隔年で領地と江⼾に
住み、将軍に仕えることを義務づけられていた。風吹門は、⼤名が苗木にいるときは開いていたが、江
⼾に出仕しているときは閉じられていた。 
 
徳川秀忠からの直筆書簡 

二代将軍徳川秀忠（1579-1632）が遠山友政（1556-1620）に宛てた 2 通の書状が残さ
れている。最初の手紙は、「勝栗」と呼ばれる土地のお菓⼦、干し栗を一箱送ってくれたことへの友政
に対するお礼である。⽇本語で「搗ち栗」）」は殻を剥いた栗のことを指すが、「搗ち」と「勝ち」は同音
異義語であるため、「勝栗」と呼ばれるようになり、戦時中の贈答品や戦勝祈願の幸運のお守りとして
贈られることが多かった。徳川家康（1543-1616）率いる軍勢が石田三成（1560-1600）率
いる軍勢を破り、徳川幕府成⽴への道を開いた 1600 年の関ヶ原の戦いの頃に、この手紙は届い
た。2 通目の書簡は、友政が夏物の衣を贈ったことに感謝する内容である。 
 
⼤名の⽇記 

12 代苗木藩主遠山友禄（1819-1894）の⽇記には、江⼾時代の⼤名の⽇常⽣活が詳細に
記されている。記載を⾒ると、藩主の⽇常⽣活が、さまざまなしきたりや責務によって徹底して制限さ
れていたことがわかる。 
 
的場 

苗木城内には、弓や鉄砲を練習するための的場が 2 つあった。ひとつは二の丸（城の二番目に重
要な空間）にあり、もうひとつは本丸（城の最も重要な空間）にあった。二の丸の的場は⻑さ約 30
メートル、幅約 15 メートル。剣術、槍術、射撃の練習にも使われた。 
 
内郭間取絵図 

1857 年に遠山友禄が描かせた苗木城の内郭の⼤型間取り図。江⼾時代後期の苗木城の姿を
描いた貴重な絵図である。 
 
武士の俸禄 
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享保 7 年（1722）当時の苗木藩の 323 の家臣をまとめたパネル。家臣の階級は家⽼（⼤名
の家臣中、藩政を総括した者藩政を総括する最高の職制）から⾜軽（歩兵）までに及ぶ。藩主は
家臣に年 2 回、身分に応じて俸禄を⽀払い、その額は家臣の身分によって異なっていた。 
 
農⺠の年貢 

この台帳は苗木藩の農⺠の年貢を記録したものである。税率は村の⽣産⼒によって異なり、⽣産
量の低い村は 15％、高い村は 58％。平均は約 29％であった。 
 
動乱の時代 

徳川幕府の崩壊後、苗木藩では動乱の時代となった。明治新政府は既存の藩制度を廃止する
「廃藩置県」改⾰を⾏った。「神仏判然令」が発布されたことで、苗木藩ではかなり積極的な「廃仏毀
釈運動」が起こった。 
 
苗木藩と廃仏毀釈 

1870年、苗木藩は領内の仏教寺院、仏像、経典、美術品などを破壊・焼却する「廃仏毀釈」政
策を実施した。これは、藩内に平田派の「国学」（⽇本固有の文化を究明する学問）が強く影響し
ていたためと考えられている。明治政府は神道を国教とし、その政策は⽇本中の反仏教感情を煽っ
た。2 階には、壊れた地蔵や、この時代に破損したその他の仏教美術品が展⽰されている。 
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009-009 
中津川市 

【タイトル】 苗木遠山史料館の来館情報 
【想定媒体】 パンフレット 

 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
 

萔儒鲾㸔⺒乢꺉⹇鈸䧗好 
萔儒鲾㸔⺒乢꺉⛤◇萔儒㒮鸆㏥㸔耾┖◇ 1990 䇗 11 僖䋯꺉蛈┯╚金䮣꥘⽰㷤⭴

♔鲾㸔械仍╙劭䑐氳注⪩ⷧ⺒յ乄⴬顫乢ն鲾㸔械仍ⷧ创㏰╙萔儒諿╚⪭簊媪舅仼儗䡟
㎁休创(1467-1568)䋯㡏顖狪丞╄娡䢓休创(1603-1867)波舘鲽⪍伺媪休创(1868-1912)
⺵◇ 1871 䇗䣉䏗䈔篳塛ն 

⺒乢꺉┉哦㷤ⷦ䬠❠糙⪩萔儒諿⽰萔儒㒮ⷧ⺒յ乄⴬氳陣篱凹篸ն㷤⿁ⴎ䦮㒮鼲氳⪓
俍㷤炐嘗㑔♔⹖곽⻻ꠅ氳䋧璵勂几յꠅ䢿璡ն곽⻻ꠅ佭㒮鼲☢㰇氳儒冘䋧璵擻ն 

◅哦㷤ⷦ㍴簀浔萔儒諿┚⛻䷸╚겗㷤䋯鴒角▽ 1868 䇗伺媪簟亍⯥⺵⛻䷸鈸䒞
┚㲓饨氳⹩鱻ն 

⺒乢꺉誾⿁╈鲸ⴎ䦮鲾㸔械仍ⷧ创諿╚✳榫鲋氳榻羍յ塡♔⹖萔儒㒮注⪩ⷧ⺒勮
终顫乢璡ն꺉⫂䔅阞糙㛻篑 1 ┒♭⪩◇鲾㸔械仍յ萔儒諿⽰萔儒㒮氳誾⿁ն 
 
䋯꺉休ꠑ9:3017:00֐⪍㏜䡽舘 16:30 
ꠊ꺉仼⼽┉㞝鷕荣⡾仼걹䋞⩕份⡾僿12 僖 27 仼1֐ 僖 5 仼 
ꠅ烨330 仼⩕⮤╈榟⹖♔┖⩦顠 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜繁体字＞ 
 

萕儒鸞㸔⺒乣귈⹉鈶䧘⶟ 
1990 䇗 11 僖ꝧ귈揩哆氳萕儒鸞㸔⺒乣귈⛤亥萕儒㒮鹨㏥㸔胶┖╚釒䮤꥙⽰㷤示鸞

㸔㳄氳塽⺒♓⹗乄ⴭ鞴乣鸞㸔㳄塽♏齉佭萕儒謁╚⪭礶媪舅仼儗䢇㎜侈♏1467-
1568ꝧ㡐鞉狫丞⠕娡䢒侈♏1603-1867鶡⪌伺媪侈♏1868-1912䏴波⮽
1871 䇗䣉䑁䈕磚塛 

⺒乣귈┉嗻㷤ⶆ㷤示萕儒謁⽰萕儒㒮氳塽⺒⽰乄ⴭ内部鎌況㷤⿁ⴎ䦮㒮鼲氳俍
㷤炑嘘㑔♓⹗ր겨⻻ꝛց氳䋧疤勂凡ꝛ䣀璢겨⻻ꝛ佭㒮鼲⥪㰇氳儒啶䋧疤擻 

◅嗻㷤䋙♓ր萕儒謁艃⛻䷹ց憡╚갭㷤鈮鴓巅▽ 1868 䇗伺媪禵于⯦䏴⛻䷹鈶䒟艃
㴨馒氳闭鹞 
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⺒乣귈調⿁╈麅ⴎ䦮▽鸞㸔㳄塽♏謁╚✳榫鷪氳榻美塡㉻♓⹗萕儒㒮注꟯乄⺒四
勇鞴乣璢귈⪐竭銷僘㛻硝 1 蛓♭꟯亥鸞㸔㳄萕儒謁⽰萕儒㒮氳調⿁ 
 
ꝧ귈侈ꝴ9:3017:00֐⪌㕙䡽舘 16:30 
ꝥ귈仼鶝┉㞞鷖疒⡾仼ꯂ䋟⩕份⡾僿12 僖 27 仼1֐ 僖 5 仼 
ꝛ烩330 仼㎨㎜╈榟⹗♓┖⩦鞞 
 
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜日本語仮訳＞ 
 

苗木遠山史料館の来館情報 
史料館は苗木城跡のふもとにあり、苗木藩主、遠山氏に関する歴史的・文化的史料を収集・展

⽰することを目的に、1990 年 11 月に開館。遠山一族は戦国時代（1467–1568）から江⼾時
代（1603-1867）、明治時代（1868-1912）初期の 1871 年にかけて苗木藩を君臨してい
た。 

1 階の展⽰室では、苗木藩と苗木城の歴史や文化について詳しく知ることができる。苗木城のジオ
ラマや、苗木城で唯一現存する木造構造物である風吹門の枠組みや扉などが展⽰されている。 

2 階は「苗木藩と仏教」を主題に、1868 年の明治維新前後の仏教に対する認識や実践の変遷
をたどる展⽰を⾏っている。 

史料館のコレクションには、歴代遠山藩主が使用した甲冑や武器、苗木城に関する記録資料など
が含まれる。遠山家、苗木藩、苗木城に関する資料が約 1 万点収蔵されている。 
 
開館時間︓9:30〜17:00（入館は 16:30 まで） 
休館⽇︓月曜⽇（祝⽇などの場合は翌⽇）、年末年始（12 月 27 ⽇〜1 月 5 ⽇） 
入館料︓330 円、中学⽣以下無料 
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地域番号 030 協議会名 小川町観光協会 
 
解説文一覧 

NO. スポット名（タイトル） 中国語文字数 想定媒体 

030-001 日本酒製造工程/純米、吟醸、大吟醸の違い 410 看板 

030-002 日本酒製造工程/麹について 548 看板 

030-005 武蔵ワイナリー/ワイナリー紹介（醸造工程） 451 看板 

030-006 武蔵ワイナリー/無農薬栽培ぶどう畑 487 看板 
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030-001 

小川町観光協会 
【タイトル】 日本酒製造工程/純米、吟醸、大吟醸の違い 
【想定媒体】 看板 

 
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜繁体字＞ 
仼儗鿰氳㍌⠕㓹儗璢碎 
 
劯䴆仼儗氳ր攒㲋經牒鿰ց⮈걊硎礶仼儗鿰╚釒⺎⮈憡㍌⠕㓹儗璢碎硿眧鿰儗ꃫ鵳
鿰⻌ꃫ鿰♓⹗㛻⻌ꃫ鿰 
 
硿眧鿰䙬憡ր硿眧ꃫ鵳ց⥪✳榫眧眧띠䫚牊띠蘇氳眧ꀺ头艃姢邯䡗┘ⱶ逈
牒憡րꃫ鵳鿰矀ց氳蠖긅鿰矀⪭攒荈佭鿰냉굜幥䅸僘忈黰┦碴酒氳眧꺝 
 
儗ꃫ鵳鿰⻌ꃫ鿰艃㛻⻌ꃫ鿰╈働ⱶ鸸ꄈ氳ꃫ鵳鿰矀♓✳鿰韭催ⱶ岴撧겨⽏催ⱶ
➹蛾❆㞞儗ꃫ鵳鿰ⷊ佭㏇眧眧띠艃姢氳㓹灅┕ⱶ㵽ꄈꃫ鵳鿰矀⹾䚋鵡䅻嶾⽰ꯂ
⹾┦㳋佄⪌⹾ 
 
儗ꃫ鵳鿰艃催냖璢碎氳⻌ꃫ鿰⨤韭鿰㛻⻌ꃫ鿰飃⨤韭鿰氳╚釒ⶆ⮯㏇亥䢦钾
氳ր矀眧塠⺭ց▉㶩佭眧睨曇眧逈溿瀄♓⸼ꢝ㛛㷻耐罚艃資氫韭氳⾷儗ꃫ鵳鿰
氳矀眧塠⺭ꧏ㏇ 70% ♓┖䙬⽏蜸眧睨㛛㷻逈瀄⸼▽硝 30%⻌ꃫ鿰氳矀眧塠⺭ꧏ㏇ 
60% ♓┖縡㛻⻌ꃫ鿰⯞ꧏ㏇ 50% ♓┖ 
 
眧睨溿瀄䐂飉術ꃫ䡗氳仼儗鿰㶩飉魌沜碸穢꺝姇▉催ⱶ虓뜏㍕塞㛻⻌ꃫ鿰䅻逈
䎬㳋憡䳕僘ր礸禞芙氳⹾䚋ց 
 
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜日本語仮訳＞ 
酒の四等級 
 
特定名称酒の分類によると酒には 4 つの基本的な等級があります︔純米、本醸造、吟醸、大吟醸
です。  

純米は、米、米麹 （ニホンコウジカビを植菌した米）、酵⺟、⽔のみを使⽤して作られています。こ
れに、醸造アルコールとして知られる精製蒸留酒は一切加えられていません。純米は重厚でお米の風
味が感じられる味がします。 
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ほかの 3 種類の日本酒にはすべて、味をクリアにし、軽くするために醸造⽤アルコールが含まれていま
す。  

本醸造は米、⽔、米麹に少量の醸造アルコールを加えて造られています。一般的にまろやかで飲み
やすいお酒です。  

本醸造と上位等級である吟醸、さらに最上位にあたる大吟醸との違いは、いわゆる精米歩合︓お
米を削って（磨いて）⽞米表層部の脂肪分やたんぱく質を落とす度合です。本醸造は精米歩合
70％、つまり外皮の 30％を取り除かなければなりませんが、吟醸の歩合は 60％、大吟醸は 50％で
す。 

 
お米を磨けば磨くほどその分軽く、上品で、香りのよいお酒ができあがります。大吟醸はしばしば「絹

のようななめらかな舌触り」であると表現されます。 
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030-002 

小川町観光協会 
【タイトル】 日本酒製造工程/麹について 
【想定媒体】 看板 

 
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜繁体字＞ 
☜띷佭ր띠ց 
 
2006 䇗仼儗ꃫ鵳㱄働塜䌋㵫眧띠蘇띠럯蘇鏂㲋憡仼儗氳ր㎜蘇ց眧띠蘇佭ꂶ媧
⽏㉈⽏ꁗ璢術牊仼儗氪ꀺ광⿁╈┘⺎䡝籭氳㡐⸊乣憡▽邯⛼耈グⳂ岴鿰氪ꀺ氳ր眧
띠ցꃫ鿰䅨働㵫띠蘇㰘㯹䫚牊㏇蠖捙氳氫眧┕鵞ꯁ⛼哆働㏇牒憡ր띠㲝ց氳㓸굼狞ꝴ
╈鶡车┾㌅劲䫞⯆嶾⾷艃忣⾷ꥹ抇仼儗鿰⥉礶┕術㏇ꦉ蘇鬴㵽氪ꀺ鬴犹㲋氳⫸㰛ꃫ
鵳⛙憡▽阁띠蘇ꯂ⮵榟ꝏ띠㲝⪐☱ꧏꝏ侈ꝴ禵䧐䶕妤 36 舘 38 ⾷氳嶾⾷梫㗟 
 
㏇硝⪔㛿⪔㛥氳鷪╈띠䢦榣榟氳ꀺ碜働㵫眧╈氳徢睗⮈鉮憡矶⮈塞鷪牒憡ր矶ⴭ
⛼榫ցꤚ䏴ⱶ⪌ꀺ头㵫矶⮈鮺ⴭ憡鿰矀榺亥矶ⴭ艃鿰矀氪ꀺ⺱侈鶡车鵞牊仼儗鿰
暐僘氳ꃫ鵳亡䌋逈牒憡ր術ꄆ┾车氪ꀺց注鬴╯┖蝑蚇鿰⥪⮵榫蝑蚇儗骰氳矶⮈鶡车
氪ꀺジ鿰⯞佭⩝矶ⴭ⫋氪ꀺ⮈夀鶡车㍕塞仼儗鿰氳ꃫ鵳鷪逈鏂憡催ⱶ碸腰┦
郀ꦉ 
 
術ꄆ┾车氪ꀺꧏ釒哗憡矀㳢氳畚杼㶗⪭佭㵫氪ꀺ嗔嶾⾷䫞⯆㏇䶕妤 10 舘 15 ⾷╯ꝴ┉
芙縡銨氪ꀺ侈ꝴ鬴湿氳鿰堒겨⽏⢐榛榔⹾氪ꀺ侈ꝴ鬴ꝏ⯞⹾䚋鬴憡岴撧鰨⹾
塞㛛㳫⻢火擻韭氳漲姢㞞㵸䃷槅氳姢嶏耈➢鶡ꀺ头孨Ⳃⱶ䒎氪ꀺ鵯⾷㍕塞攒⮯
鸸⺭榫亥ꃫ鵳仼儗鿰 
 
2024 䇗绤⺭㎜䷹熭乄磞笞UNESCO䄖塜䌋㵫ր仼儗✳榫眧띠ꃫ鵳仼儗鿰氳⥉礶湳
閂艃䤗轱ց氨ꍖ憡ꪞ擻韭乄ⴭ鞴榣 
 
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜日本語仮訳＞ 
麹とは︖ 
 
2006 年に、日本醸造学会は麹菌（⼆ホンコウジカビ）を日本の「国菌」に認定しました。麹菌は醤
油、味噌、みりんなどの多くの日本の発酵⾷品に重要なスターター材料です。酒の発酵プロセスを引き
起こす麹を作るために、種麴が蒸し米に添加されます。 このプロセスは麹室と呼ばれる断熱された培
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養室で⾏われます。酒は従来、発酵プロセスを乱すバクテリアが少なくなる冬に製造されていますが、こ
の培養室は 36〜38 ℃の一定な温度に保たれています︔麹には培養に暖かさと湿度が必要だから
です。  

2 日 2 晩かけて、糖化として知られるプロセスで、麹の酵素が米のでんぷんを糖分に変えます。酵⺟
を加えると、得られたぶどう糖がアルコールに変わります。この⼆段階のプロセスは糖化と発酵が同時に
起こるために「並⾏複発酵」と呼ばれています。このプロセスは、ぶどうに天然のぶどう糖が含まれている
ために発酵だけが必要なワインや、糖化と発酵が交互に起きるビールを造るよりも複雑です。 

酒の並⾏複発酵には、まず発酵タンクの温度を 10〜15℃で調整することによる慎重な管理が必
要です。発酵期間が短いほど⽢い酒ができあがり、発酵期間が⻑いほど⾟⼝のお酒ができあがります。
硬⽔（小川町で⼊⼿できるような）はミネラルの含有量が多いことから発酵プロセスを加速するため、
特に酒の醸造に適しています。 

2024 年には UNESCO が日本の伝統的なこうじ菌を使った酒造り技術を無形文化遺産として登
録しました。 
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030-005 

小川町観光協会 
【タイトル】 武蔵ワイナリー/ワイナリー紹介（醸造工程） 
【想定媒体】 看板 

 
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜繁体字＞ 
塡調蝑蚇鿰蕾Ⱚ环嶏艃祺揩杼䒟 
 
塡調蝑蚇鿰蕾氳Ⱚ环縖焱㼗僘鵳⩝榟㏇ 40 塵侈夡抇鱉⸼り槡䄄⛼䤸骰ꃫ鿰◄哆☾亥
2010 䇗Ⱚ环鿰蕾┾亥 2013 䇗䡗Ⱶ䫠⭴꺙䤊舅ꃫ蝑蚇鿰泘⯦鿰蕾祺揩 11 䈴蝑蚇㎧
竭ꪫ犉硝 5 ⪞ꮾ鵞◚㎧ⶆ氷榺蔟䊵氳鱖㏑ꄆ于ꝧ㙃縡䡗憡㎻㏑嫱⪌▽于榟 
 
鿰蕾泘⯦劳牊 9 ⠕蝑蚇⿁牊⪭╈♓仼儗攒僘⿁牊ր㵸⪞㯹ց榣ꄈ냖榺亥㵸䃷槅㛊㰛
ꀿ掄┦沙㏑㏑䎬万掄┘佄㵴♴⛰⿁牊縡銨䫑榫㵸䃷槅껕經氳僘嚂鱖嫏齉佭┉㛻䧪䢇 
 
ⷊ➘㞞塞塡調蝑蚇鿰蕾❤抇㔌㱥㛿抇ꃫ鵳氳⮤辮適┘✳榫ⴭ㱄鱖諵鵿⥉礶夋蘇
ⱛր嫧撨術尕漱ꁃꉙց▉┉哯┘榫 
 
憡▽㏇┘❤韻諵ⱛ氳䗰媲┖澭⟋⿁韭鿰蕾Ⱚ于㏑✳榫ꄌ㸋去凡䯍鿦 PE ꡕꦟ去僘䷞꡺
⛧ꦟ姢鵳䡗氳䮇㲻걦蜸䬠ⶍ▽蝑蚇氳䷅犽⿁韭艃榣ꄈ 
 
鵞䈴㡐亥 2019 䇗氳鿰蕾䋧疤佭姧箛祺揩杼䒟氳酒냉立䏆䋧疤榺樧㏑䄄ⵁ鈒䣆䣒鵳
鷠榫▽㛻ꄈ㓼曑窱榣儒免艃♏辑䓪氳㏇㏑ꪃ溍撳ꪫ䫑榫㎻撳䄄嫏耈禵䧐尧撧犹㲋氳
㲝嶾艃荂㞒鵡겨鞄すⶆ氳㛿菌冎⯞遫굟蜸䣆䄄邯氳ր㵸䃷⽰碋ց谊谊⺎釤㏇㏑䄄諠䈕
譓 
 
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜日本語仮訳＞ 
武蔵ワイナリー︓始まりと使命 
 
福島有造は 40 歳頃に酒造家となるために転身しました。彼が武蔵ワイナリーを創業したのが 2010
年、ワイナリーが初めてワインを瓶に詰めたのが 2013 年のことでした。今では、かつては耕作放棄され
ていた農地の約 5 ヘクタールに広がる 11 のぶどう圃場を有しています。  
ワイナリーは 9 種類のぶどう品種を育てています。日本で開発された交配種の赤ワイン⽤小公子は、
有機栽培に向き多くの量を栽培できるため最も多く⽣産している品種です。小川町の夏は暑く、⼭々
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に囲まれて熱がこもりやすく、特に小川町が有名な有機栽培法を⽤いる場合、どんな種類のブドウを
栽培するにも難しい環境が⽣まれます。 
こうした課題があるにもかかわらず、武蔵ワイナリーは農薬を一切使⽤せず、伝統的な殺菌剤であるボ
ルドー液でさえも使⽤しない、オールナチュラルワインの製造に⼒を注いでいます。  
⾦属製の棚に誘引されたブドウの蔓は、⾬による被害から守るためポリエチレン製のシートでカバーされ
ています︔この⾰新的な技術によって収穫量と品質が⾶躍的に向上しました。  
2019年に建てられたワイナリー建屋は武蔵ワイナリーのサステナブルな⽅法への信念を物理的に表現
しています。埼⽟県産の⽊材や⻘⾊の⽯材を使⽤して、地元の建築職⼈により建てられました。壁は
涼しく安定した温度と風通しをよくするために⼟壁が⽤いられています︔ワインショップの天井には小川
の⼿漉き和紙が張られています。 
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030-006 

小川町観光協会 
【タイトル】 武蔵ワイナリー/無農薬栽培ぶどう畑 
【想定媒体】 看板 

 
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜繁体字＞ 
塡調蝑蚇鿰蕾㛿抇劳㓸嫏 
 
㞒鿰嶏舅㞒蝑蚇塡調蝑蚇鿰蕾熢䧐㵸䃷槅组經氳僘嚂鱖嫏杼䒟氪㷤⭴暐攒氳蝑蚇劳㓸
亡䌋❆㞞㏇⟣Ⱅ侈┘䰕ꢝꮼ菨縡佭☻碸⸼ꢝ⣐菨澭⟋⟋槴┖✿氳冿半耈䍛⢹榟ꝏ
䏴箛⺆ꧏ㵽ꄈ☕䄄☮⪌ⷊ⺎ 
 
蝑蚇諲氳냖⾷硝艃☕꯽鼨뢶䇖鵞牊⢢嫏┘⥪耈ꡕ塛忣姇艃Ⳃ擻醯催耈㓸罭⭴⢹䉕氳
蝑蚇嘻㍕憡劯鼨▉働ꤚ╯䡗奄❆㏑䍛㚛榟ꝏ⺸岒谊䣊劯♓䷅㎻㚍굼⮈適扝ꧏ亩
罏塞㛛榺亥┘✳榫ꢝ蔉ⱛ蝑蚇諲┖ꝏ幥▽ꦉ蔉艃┉芙蝑蚇㎧䅻釤氳邤꨾縱㎻俍霆
䎬䡗뉲伺㵴奄 
 
㔌䧐㛿抇ꃫ鿰┾ꪞ佄◄㛊㰛侈鿰蕾☕⿦䑒ꯄ榫䣆䧘鵅┉䩊ꢝ㲻躺✿䫞⯆躺㲻㏇䗰
媲⩒錊侈蝑蚇䫑䷅䏴働況⺎耈♓☕䄄谊杼┘✳榫嚂㉻氳ꢝ卂滭潨嚂 
 
鿰蕾劲㛛铻狔䫑䷅侈嚂䑒ꯄ璢⮽蝑蚇榛⾷餉㛭扝ꧏ갯㛛ⱶ矶侈䣉鶡车ꃫ鵳鷪╈▉
㔌䧐┘ⱶ◟漱ꁃ뛆䅻榫亥ꡕ塛姍ⴭ䋟ꝏ⟋㰇僿꡿ 
 
鼨⮈鿰堒働㏇仼儗允囪儒䡝仼儗姢咲儒匌╈捙䡗韥◀鿰냉暐攒氳仼儗겨⽏鿰嘆⯞䫑
榫㏇㏑邯⛼氳ր㵸䃷⽰碋ց㷤杯㏑亡攒荈 
 
ꃫ鿰鷪╈氳Ⱌ榣⿁氷祺鷪䐢梫⫋⮵榫♓峎㵽宫鞞⥾佭㵫冽峟邯䡗憡蓟굃䡝設姱婎姢
鿰峟鿰嫬⯞ⱶ䄄憡乣杼榫鿰酒杯ꦼ宫鞞氳泘嘆 
 
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜日本語仮訳＞ 
武蔵ワイナリー︓オールナチュラル栽培 
 
美味しいワインには良いぶどうが⽋かせません。武蔵ワイナリーは、小川町が有名になった所以である
有機栽培⽅法への取り組みを基に、ぶどう栽培へのユニークな⽅法を開発しました。ワイナリーはたとえ
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ば、頂芽の摘⼼をせず、腋芽を丁寧に取り除き、⼈の介⼊は限定的に残った枝を太く⻑く成⻑するよ
うにしています。 

ぶどうの⽊は⼈の頭の⾼さで成⻑します。湿度や獣から保護するだけでなく、これがより健康なぶどう
の⽊を作ります︔⽊の根が⽐例して⻑く太く成⻑し、⼟壌から栄養を吸収するために肥料の使⽤が不
要になります。除草剤は一切使⽤しないため、ぶどうの⽊の下の地⾯は草や雑草で覆われています︔
ほかの多くのぶどう園でみられるなにも⽣えていない耕された⼟壌とはかなり違います。  

オールナチュラル製法でワインを造ることは簡単ではありません。夏の時期には、ワイナリーの従業員
は虫を一匹一匹指で潰すなどして発⽣数を抑えています。可能なかぎり除梗破砕機を使わず、⼿作
業でブドウを加工しています。  

ブドウは砂糖を加える必要がないほど十分に⽢くなってはじめて収穫するよう細⼼の注意を払ってい
ます。この酒造家たちは、酸化からワインを守り保存期間を延ばす亜硫酸塩も使⽤していません。 

一部のワインは日本独特の特徴を出すために、国産のスギ、ヒノキ、ミズナラの樽で熟成します。ラベ
ルには地元で作られた和紙を使⽤しています。 

副産物を循環活⽤することで、ごみをできるだけ減らしています。「おり」は料理酒として、「残りカス」
はお茶やジンジャーエールに使⽤しています。 
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地域番号 031 協議会名 蒲郡市竹島エリア多言語解説協議会 
 
解説文一覧 

NO. スポット名（タイトル） 中国語文字数 想定媒体 

031-001 八百富神社/八百富神社例⼤祭 680 Web 

031-002 蒲郡みかん/蒲郡みかん 890 Web 

031-003 
蒲郡みかん/ 
蒲郡オレンジパーク 

370 Web 

031-004 
蒲郡みかん/ 
蒲郡みかん料理・菓⼦ 

410 Web 

031-005 蒲郡の水産物/潮干狩り 575 Web 

031-006 蒲郡の水産物/深海漁業 615 Web 

031-007 蒲郡の水産物/沿岸漁業 660 Web 

031-008 蒲郡の水産物/シーフードマーケット施設 405 Web 

031-009 蒲郡の水産物/メヒカリ 310 Web 

031-010 蒲郡の水産物/タカアシガニ 415 Web 

031-011 蒲郡の水産物/アサリ 410 Web 

031-012 蒲郡市博物館/蒲郡市博物館 350 Web 
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031-001 

蒲郡市竹島エリア多言語解説協議会 
【タイトル】 八百富神社/八百富神社例⼤祭 
【想定媒体】 Web 

 
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
⪚氬㳫烖炙❇车㛻烱 
 
⪚氬㳫烖炙❇车㛻烱佭蠉鼞䄬┉䇗╈僄沸㛻氳孨ⲁ╯┉ն烱⪯◇夷䇗ⶇ僖氳瑭└╄⼽儕╞
车ն⪭╈僄蜷⺳氳孨ⲁ佭瑭◅㛿氳䃾崅创辑⪚氬㳫烖炙⚩簊䷸奏ⶇ⪠╄轵奏氳꠼⚏䥓
浔菋鯲┚烖鰋➘䯦䌋烖炙狪㒮縡鲋ն☽♜僄篳⚢䥠鱳鸬䦛䢦⛤◇鵠䏢㏀㹢琉㹢氳㛻
勰⯥院㹢妨╚烖炙䢦㏇㏐ն㏇鸬䦛䢦⹇烱縖⺸⪚氬㳫烖炙氳陵烖炭䛄淋⺸╚烱烖
䋱䣉㛿˒˒荔儛┚乄⴬氳㱥䥉烖˒˒丒昦艷駬┚ꮠ╵辑庌ն烱⪯颯嶏⺎鴒巄舘丘氬䇗⯥
⪭朆僗䎬䌋舘㵽舅ⶇ▆┪篕颯➘䄖漶环ն 
 
烱⪯◇⼽⪠┕ⶎ䋯㡏㷐休⪚氬㳫烖炙烖㲇┚ⶇ⪠轵奏创辑룋纺琉㹢╞车┉㏜ꪝ⪝䋯♙
䌋ն⚜几ⶎ⺵鲮㍑㛻ꡯ㵨㹢┕憠措氳㏀愂䥉鴝鲋勰鲜舘ꡯ㏐┕氳鸬䦛䢦ն倲荈꡹║
休榫㏀愂憠措烖炙亰宿帷┕氳䣆璸菋愂ն䣆璸菋愂♔㖵逸愂蕇氳琉璸籋簀띳簞⯆䡗⺎
⺸狝╈ㅂ㵤냖鱳ⶇ眦氳簅憮愂菋佭撕湳⹁┱鼨└媞㏐奏⚜㛢烱⪯氳剝䑪䓪걸泘ն꺙仼孨
ⲁ僄⺵⚢☳勰┕⺸琉㹢┕狝⹠㵤ⶇ◑⮇ꙵ氳懢菋辑庌⛼╙䷅㶾ն 
 
⼽仼氳孨ⲁ㏇┕ⶎⶇ憠⺵䋯㡏նⶇ⪠奏꠼⚏☳⺨舅轵奏⭴⹠攉䌖浔霅䏣儗奏氳菋鯲⯥䏢
鸬䦛䢦ն夷鰒㸔鯲烱⪯菋鯲⺵齉饇꣮浔렺瑈╵꠼庌㜱浔⺨奏创创注⚩氳攑荈╵傪ն
꺙䶺꠼⚏篑㏇ⶇ憠ⶐ䥠鱳烖炙ն 
 
夷꠼䥠鱳鸬䦛䢦⺵⚢⺸❠㜪氳烖伺㜪┕辑庌ն辑庌⫂㳋㍕꠼縡䋳⺨攑荈仵僗⚩簊
择렺┚嶏◇烖陚氳艷駬█僗䯌鿥孲车ꮠ╵氳⮡亍籁䪷ն夷㏜辑庌篾兠⺵⹇庌縖⚢☳烖
㲇黁ꄅ䫙鲋烖鿯ն⚜几꣮⺵⚢㵨㸔鯲燰舘黨鲤⢦鯲㏜㏇塝纺궆槖깱յ纭隇◬孲淋妨⪪
辑庌荣泘ն┖ⶎ 3 憠䄅⺓䎎䢦僗꠼⚏㏇鸬䦛䢦辑庌㱮奅⺵㏇⢦鯲㏜⺎┉鈾ⶇ⪠鰒㸔鯲
룋纺氳沸俍ն僄⺵儗⽝䇗縖╙뀕ⷥ炭焱縡⺸几紮䤸䫹䇗矲氳♙䌋剝䑪浔烱⪯㎐席蛽䆠ն 
 
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜繁体字＞ 
⪛氬邽烖炙❆㛻烲 
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⪛氬邽烖炙❆㛻烲佭蠊鼞沸㛻氳䇗食孨Ⳃ╯┉亥夷䇗 10 僖瑮└⠕鶝儕艈车鵞㕙烲
⪯♓瑮◅㛿氳鷝车꣣⚎组經樧㛿♏辑⪛氬邽烖炙 16 ⠕⥉礶妤从㏑ⶆ氳㎯냉働瘰䳕蜸
㸔髪ⷊ菌髪艃烖鯃狫鷪㒮꒰磚䥡鷾琉㼗噛⯦氳ր鸌䦛䢦ց鵞䈴噛鵡䏢烖纳㼗䂹
ր琉㼗ց⪛氬邽烖炙氳╚烲烖外➘䈴蛾㏇鵞䈴㼗┕⹉艃縖㏇鸌䦛䢦⺸⪛氬邽烖炙氳烖
ꩯ炭煷┾⺸╚烲烖䋱靸㛿㜪硱艸駬艃ꮠ嗞辑庌䋱靸㛿逈釲憡諠轱艃乄ⴭ逷闀烖烲⪯
嶏⺎鴓巅舘丨氬䇗⯦縡杯☬氳䜴烔䎬䌋⯞舘㵽舅 19 ┪硕➘䋟箛舘☬ 
 
烲⪯亥鶝⪠┕ⶎ䥽ꝧ䈌䆡⪛氬邽烖炙烖绹☕⿦艃 16 ⠕㏑ⶆ氳♏辑働纻꥙㏇琉㼗┕艈
车┉㕙┘㵴㛛⪞ꝧ氳⧘䌋⮽▽┖ⶎ☾⠟働䅸蜸㏇㼗┕럅掫氳纳愃饖飉㛻噛鲯㍑儗㎻
氳鸌䦛䢦랊似侈⯎☕⠟働㏇烖炙亰氳宿惢榫纳愃럅掫䣆璹拇愃䣆璹拇愃佭♓筏碠箣
笸氳琉璹⪐㖵愃諵亩䷒侈愃菌働㊑㵥舘狞╈냖⺎鷾 10 ⪞㶹鵞佭䚂湳窱典鼨└
媞㏑ⶆ錊術烲⪯氳ꄆ釒攒荈瑮┉㛿氳孨Ⳃ♓琉㼗狞╈拇愃熕╈樔┖⺀럅拇愃熕媰蜸噛
麕亩䷒䧐箛 15 ⮈ꖉ 
 
鶝仼氳孨Ⳃ亥┕ⶎ 10 럅䏴┘╦㷤ꝧ16 ⠕㏑ⶆ㎯냉䐍⺨舅氳炙ⶆ示氪⯦䏢鸌䦛䢦⮈禁
䥽蜸┉䈴♏辑鎊ⶆ氳㸔髪㸔髪䏴亡饇ꤚ蜸榺렺䣆艃瑉䣆磞䡗氳꣣⚎庌㜱蜸⺨㏑ⶆ♏♏
注⥉氳嗞傪瑮┉䶺꣣⚎硝亥┕ⶎ 10:30 䥡鷾烖炙 
 
夷䶺꣣⚎㏇䥡鷾鸌䦛䢦䊸㕙䏴䡗⿦働⺸❠㜪氳烖ꩯ㜪硱辑庌鵞◚辑庌⪐部❤㎯냉縡樟
䐍⥉礶㜁렺⹨仼儗烖鎈グ氪氳艸駬⮽䯍鿦孳车ꮠ嗞氳艸駬䟕僘況僘夷㕙辑庌磶兠䏴
⹉艃縖働䐍烖炙烖绹☕⿦䣆╈䫚鷪纳鿰䫚蜸☾⠟働㵫㸔髪䥽䏢ꡭ鲥當髪㕙㏇黁遵纻
궇굃鿰艃⪭☾㎯냉◬孳◎Ⳃ┾鶡车ⷊ艅庌示┖ⶎ 3 럅䄅⺓樧䢦僘꣣⚎齉㏇鸌䦛䢦
適䡗辑庌䏴➘⺎㏇當髪㕙洇釤 16 䈴㸔髪뢶纻氳沸㛻㕙ꪫ㏇烲⪯㶾绮侈塜用րⷥ䇗ց
氳妤从㷉妩働⺸☕紮䱻䇗石♓姳꿄黍鹶愥 
 
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜日本語仮訳＞ 
⼋百富神社例⼤祭 
 
八百富神社例⼤祭は蒲郡で年間最⼤の⾏事の一つです。祭りは 10 月の第 3 週末に開催されま
す。⼆⽇目の⼭⾞の⾏列が特に有名で、八百富神社の⽒⼦が住む地区を代表する 16 の団体が⼭
⾞や神輿を町内から、本殿が鎮座する聖なる竹島へ続く橋の前の遥拝所まで巡⾏します。遥拝所で
は、参加者が八百富神社の神々に祈りを捧げ、神社に祀られる主神で芸術と文化の守護神とされる
弁財天に舞踊や⾳楽の奉納を⾏います。祭りの起源は数百年前まで遡り、現在の形では少なくとも
19 世紀から⾏われていると伝えられています。 
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祭りは土曜⽇の朝、八百富神社の神官と 16 地区の代表者が竹島に集まり、神事を⾏うことから始
まります。午後には島で点⽕した御神⽕を橋を渡り、陸地の遥拝所へ運んで戻ります。⼣暮れ時、こ
の⽕は神社隣接の海岸で⼿筒花⽕を点⽕するために⽤いられます。⼿筒花⽕とは縄で巻かれた竹
筒に⽕薬を詰め、最⼤ 10 メートルもの⽕花を空中に吹き上げるもので、愛知県 東部の三河地区の
祭りで定番となっています。初⽇のプログラムは、橋から竹島の上に打ち上げられる 15 分間の花⽕で
締めくくられます。 
 
⽇曜⽇の⾏事は午前 10 時過ぎに始まります。16 の団体がそれぞれの町内から遥拝所へ向かい、地
区を象徴する⼭⾞を引いて進みます。各⼭⾞の後には太⿎奏者と笛奏者のグループが続き、各町内
で代々伝承されてきた⾳楽を演奏します。最初の団体が遥拝所に到着するのは午前 10 時半頃で
す。 
 
各団体が遥拝所の敷地に着くと、八百富神社に捧げる演舞を披露します。演目は団体ごとに⼤きく
異なり、伝統的な太⿎や神話に由来する舞踊から、ポップスに合わせて創作された振り付けまで様々
です。演舞後、参加者は神職から御神酒を受けます。その後、⼭⾞を隣接する駐⾞場まで引き、そこ
で⾷事や飲酒を楽しみ、他団体と交流し、即興の演舞を披露します。午後 3 時頃、全ての団体が遥
拝所での演舞を終えた後、駐⾞場では 16 基の⼭⾞が一堂に会する全景を⾒ることができます。祭り
は厄年の者が厄払いのために餅を投げ⼊れる儀式で幕を閉じます。 
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031-002 

蒲郡市竹島エリア多言語解説協議会 
【タイトル】 蒲郡みかん/蒲郡みかん 
【想定媒体】 Web 

 
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
赂刉┚蠉鼞 
 
蠉鼞♔赂刉ꠘ⺳ն鲹熨榚紇㛢姱氳刉噵佭䎎㏐篺宁⽰깱괐乄⴬氳ꄆ金䶺刼ն赂刉氳熨吤䐂
沠◇儗㏐峪⽰氳妰⠯█簒䤕▽䖬╦ⷧ⺒╈燠碶氳保䜕ⴎ䦮䋯⮡䓪氳峪㲝劳㓸䤗儛ն熤
㛿䖻┘☢⺎♔㏇蠉鼞噵查╵㍩ꃾ䰕┚⿁㶍赂刉鲸⺎㵨攑◲䅠㍑㳄䄬⫂⮽㚲齉❠䈒赂
刉곽⽏氳榚⿁յ㵸⺧յ깱⿁⽰♔赂刉╙괐免氳궆ⷦ乢杼ն 
 
ⷧ⺒ 
蠉鼞氳妰⠯注㵒峪倉┦ꡖ⩞⩘餉㕉燢赂刉熨吤氳杼䘶朅㗟ն峪倉氳宿곽䅻䇗☳好ꪫ⻻
全㵨└ꪫ朅㒮氳⛦溁㸔뜃市⪴䡗姢冽熨吤氳婘㎻ն赂刉氳榟Ꝛ꧎金⩘餉氳ꡖ⩞縡蠉鼞
氳仼拨ꄈ䕞㞑樋냖◇⼽鱦㏐奏⫸㰚㶗╙伺侁ն 
 
塜佭鲹劫氳妰⠯兣♭䶺䱹颯儗㏐Ꝛ鱳丘氬䇗氳刉噵熨吤⺒ն朆☫蠉鼞㏐奏刉噵熨吤氳僄企
乄柱阭䎓⺎鴒巄舘 1679 䇗阭鰉▽刉噵剨氳陻爒◄㲐ն┚朆创⿁熨注⛎氳訅汷赂刉◇ⶇ
▆┪篕┕ⶐ⺗䌖⪍⮽院┪篕儕䄖䎬䡗▽ら┯⴬鈺嘗佭熨吤◲ꄈ僄냖▆䡗榫◇ꛖすն 
 
20 ┪篕 50 䇗创儗㏐⫡䢓䡗环⺭⛼炙Ⲅⱱ䬠ⶍ◲⿁⿁顏յ䋯䦌鲹┉奏㓊僄㛻㒮䄬˒˒
⺳⹿㷒氳䄬㏜蠉鼞赂刉榺塝技⺳催沸ն20 ┪篕 80 䇗创院䄬䤸顫䋧阻氳⺎⪓䇗熨吤峪
㲝鵄塠⹧䐂䡗䷞蠉鼞赂刉꣮╯◸鎺⪓㎁ն 
 
⪓䇗劳㓸 
20 ┪篕 70 䇗创⮤╙鉯⬀熤㰚❠䈒鲋Ⱁꠋ겗蠉鼞鼨⮇赂刉⫡䢓䋯㡏㶍陒峪㲝劳㓸ն☽
♜溿⹠氳亡嫏媯榫舘☫✳蠉鼞刉噵⫡㏜⪓䇗齉耇ꃾ䷅㛢熨赂刉ն 
 
㏇峪㲝劳㓸╈赂刉剨⫸㰚䋯菋⺵➘㳢㵟峪㲝ն峪㲝㳢㵟⺵塑峪舘㛉㰚냖峪冽剨榺塝鲽
⪍ 180 㛿氳篾冽⼽僿ն 
 
蠉鼞峪㲝劳㓸氳赂刉㏇㍌僖╈伄舘▆僖╈伄┕䄬ն꨽㛿劳㓸僄企䡗捙氳⿁熨⮟☳ 9 僖┖伄
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䋯㡏ꃾ䰕꨽㛿赂刉氳◲㰚⺎顖狪丞╄熤⫸ն 
 
⿁熨┚紇괐 
♔蠉鼞赂刉╙䔅燢䄬㏜┕ꛖす浔㛢╄┘⺱⿁熨氳赂刉ն峪㲝劳㓸氳峪㲝赂刉♔
姱姢⩘婽⽰⹾䚊刎鯻蜷燢ն縡⹾䚊撧耗氳企榟佭僄䅻鈷氳꨽㛿劳㓸⿁熨❠䈒僿╙ⶇ
┉僖舘┉僖ն催榚յ䡗捙僿催侪氳⿁熨ⴎ䦮畴⪍㤍ⶇ┉僖┖伄舘ⶇ◅僖╈伄⽰
ꪂ㹢┉僖┕伄舘◅僖┖伄ն 
 
ⶇ僖舘ⶇ◅僖僿ꠑ䖻⺎㏇㏿蛽◇㸔┭┕氳蠉鼞噵查╵㍩ꃾ䰕赂刉ն䄬⫂氳⽾コ꺉⽰榚⿁
䈙⭴す榫赂刉⯆⛼氳յ䡝䅠赂刉곽⽏氳榚⿁┚㵸⺧冽姱յ仼儗懱鿯璡椿逸깱⿁█꣮㚲⺎
鈷ն┉◙䎎㏐궆ⷦ鲸⚢䫠⭴赂刉乢杼㞝赂刉ꀮ憞뙥⽰╈궆赂刉撴懱豔璡ն 
 
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜繁体字＞ 
赂刉艃蠊鼞 
 
蠊鼞♓赂刉组經鵞牊榛紈術姱氳刉噶⿁牊㏇樧㏑祺忳艃굃광乄ⴭ╈䣺庌▽ꄆ釒鉈荈赂
刉牊吤┘⥪⹨沠亥鎊㏑ⶆ嶾⽰氳姇⠰▉♣特亥ꝏ僿Ⱚ于氳塽⺒ⴎ䦮ꯝ⩝ꝧ氪嶾那劳㓸
䤗轱熥㛿侈鷝遫⺎⯦䏢蠊鼞噶㯹⪞㎧냉꿨鈒䣆䫑䰕赂刉氳嗞飰┾环ⷊ㋂뉲䡝䅸㍑邖
縡䄬⪐▉ꤚ谊⺎釤⺨䌋♓赂刉憡╚갭氳榛럅ꦼ광굃⿁艃궇䋙乣杼 
 
塽⺒岙嶏 
蠊鼞姇⠰注㵴嶾倉┦꣊⩞⩙餉佭牊吤赂刉氳杼䘶梫㗟䇗齉僘✿舅⶟亡氳嶾倉宿겨⻻
䥱市罭蜸榟ꝏ㏇㒮䄬└ꪫ梫㸔㸔뜄㏑䅸氳冽酒赂刉ꧏ釒⩙餉仼拨縡蠊鼞氳仼拨ꄈ奄
⼾麕㏑ⶆ樋냖㶗⪭佭㏇⫸迭 
 
鵞◚姇⠰半♭䶺䱸▽鎊㏑ⶆꝏ鷾丨┪硕氳刉噶걊姢冽牊吤塽⺒杯☬蠊鼞㗟⪐企氳刉噶
牊吤傴ꪫ鋘ꍖ⺎鴓巅舘 1679 䇗⪐部寘⹗刉噶嘻氳鐑爁艃杯♏⿁牊注⛍氳訆汷赂刉亥
ⶇ▆┪硕⯦ⶐ蜘䌖鶡⮽▽ⶇ▆┪硕儕赂刉䄖ꝧ㡐鶡车り哆釨嘘牊吤⪭╈냖鷾 90%氳
獲擻榫亥ꊸす 
 
1950 䇗♏樧㏑鱖妩磞䡗⺭獲炙♓䬠ⶍ榣⿁⿁韭┾䴹㛻㏇ⶆ㓊㛻㒮䄬經結㷒氳ꊸ饟蠊
鼞赂刉舅塞ꝧ㡐暢䐂催䊸嫚氳鏂⺎1980 䇗♏蠊鼞㵴嶾那錄亩氳䤸鞴ꝧ㡐⹦䐂䡗䷞阁
䇗牊吤䐂♓酒亩鶡縡◸闌㎜ 
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䇗劳牊 
1970 䇗♏⮤僿┉紮蠊鼞赂刉鱖妩憡▽鉮婋熥迭䷅犽僿❠䟕鷪Ⱂ氳ゖ갭ꝧ㡐ㇴ鍲嶾那牊
吤☾⠟ꝧ氪氳䤗轱媰榫舘☬阁蠊鼞刉噶鱖㕙䇗齉耈䫑䷅術牊赂刉⿁牊 
 
㏇嶾那牊吤氳赂刉嘻働亥⫸迭ꝧ菌䏴ⱶ♓釚衏嶾那⪐鼨⯞邴㵟ⱶ掄舘遠㞞㛊迭氳嶾食
課塞グⳂ冽嘻磶冽䢦ꧏ氳 180 㛿鶝僿 
 
嶾那劳牊氳蠊鼞赂刉❠䟕僿憡 4 僖╈伄舘 9 僖╈伄企䡗捙氳꨾㛿牊吤⿁牊䐍 9 僖┖伄
ꝧ㡐䫑䷅丞⠕꨾㛿赂刉迭⯞䐍熥迭䧐箛舘⫸迭 
 
⿁牊艃乣杼 
錊術┘⺱赂刉⿁牊齉♓ր蠊鼞赂刉ց⿁擀鶡车ꊸす嶾那劳牊氳ր嶾那赂刉ց♓冽缜刏鬂
┦術姱蜸牒缜韭鬴碴酒氳ր企榟ց赂刉⯞佭熥迭䅻釤氳꨾㛿⿁牊❠䟕僿憡 11 僖舘
ꣵ䇗 1 僖榛食鬴냖鬴侪捙氳⿁牊⯞ⴎ䦮ր畵⪌㤎ց11 僖┖伄舘 12 僖╈伄艃րꪃ
㼗ց1 僖┕伄舘 2 僖┖伄 
 
10 僖舘 12 僖ꝴ鷝遫⺎⯦䏢㸔㐕┕氳蠊鼞噶㯹⪞㎧䫑䰕赂刉䄬⪐⽾귈艃榛럅䈙鞄す
♓赂刉邯獲䡝鐩⽏氳榛럅艃ꦼ광楀遫굃⿁ⴎ䦮冽姱艃仼儗揎鿨鐩鿰▉ꤚ谊⺎釤鼨
⮈樧㏑궇䋙麅䬠❠赂刉겨⽏乣杼❆㞞赂刉ꂶ憟ꦎ⹗╈䌋掻趻⛪赂刉撵 
 
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜日本語仮訳＞ 
蒲郡のミカン 
 
蒲郡はミカンで有名です。この甘くてジューシーな柑橘類は地域の経済と⾷文化において重要な役割
を担っています。ミカンの栽培は地域の穏やかな気候を活かし、温室での栽培の先駆的な取り組みを
含む⻑い歴史と⼯夫の積み重ねを継承しています。秋には蒲郡オレンジパークでミカン狩りを楽しんで、
その場で⾷べたり、持ち帰ったりすることができ、市内ではミカンを使ったお菓⼦や飲料、さらにはミカンを
使った料理まで幅広く楽しめます。 
 
歴史 
蒲郡の⽐較的温暖で⽇当たりの良い気候は、ミカン栽培に理想的とされています。南から一年中吹く
温かい海風が、市を三方から囲む低⼭のふもとに育つ果物を育みます。ミカンは⽇光を多く必要としま
すが、蒲郡は周辺地域よりもやや⽇照量が多く、特に冬場にその差が現れます。 
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これらの気象要件が、この地域で数百年にわたる柑橘類の栽培の歴史を⽀えてきました。現在の蒲
郡における柑橘類の栽培に関する最古の記録は、1679 年の柑橘の樹⽊に対する課税に関するも
のです。現代の品種に似た皮の薄いミカンは 1800 年代前半に導⼊され、19 世紀の終わりには、収
穫量の 90%が販売⽤として商業的に栽培されるようになりました。 
 
蒲郡のミカンが広く知られるようになったのは、1950 年代、地元の農家が製品の品質向上と、この地
域最⼤の都市である名古屋での販売拡⼤を目的として協同組合を結成してからでした。1980 年代
には通年栽培を可能にする温室への投資が実を結び、全国的にその名を知られるようになりました。 
 
年間を通しての栽培 
1970 年代初頭、秋の収穫期における供給過剰の問題を解決するため、蒲郡のミカン農家が、温室
での栽培実験を始めました。彼らが確⽴した方法は現在も使⽤されており、蒲郡の柑橘類農場では、
年間を通してさまざまなミカンの品種を収穫することができます。 
 
温室栽培では、冬に開花した後、⽊のある温室は密封され、夏のような温度に保たれ、⽊が果実を
生産する 180 ⽇間のサイクルが開始されます。 
 
蒲郡の温室で栽培されたミカンで 4 月中旬から 9 月中旬まで販売されます。露地栽培の最も早く熟
す品種は 9 月下旬から収穫され、露地栽培のミカンのシーズンは秋から冬にかけて続きます。 
 
品種と料理 
「蒲郡みかん」という総称の下で、多くの異なる種類のミカンが販売されています。温室で栽培される
「オンシツミカン」は果汁の豊富さと柔らかい⾷感で知られています。シャキッとした⾷感の「ワセ」は最も
一般的な露地栽培品種で、11 月から 1 月まで販売されます。甘く、遅く熟す品種には、「ハコイリム
スメ」（11 月下旬から 12 月中旬）や「アオシマ」 （1 月上旬から 2 月下旬）があります。 
 
10 月から 12 月にかけて、丘陵地の蒲郡オレンジパークでミカンを摘むことができます。市内にあるカフ
ェや菓⼦店では、ミカンを使⽤したスイーツやスナック、ジュースや酎ハイなどのボトル飲料が広く販売さ
れています。一部の地元レストランではミカンをアレンジした料理、例えばミカンソースのフライドチキンや
ミカンスライスの⼊った中華風エビの煮込みなどが提供されています。 
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-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
蠉鼞噵查╵㍩ 
 
蠉鼞氳冽剨劳㓸䐂沠◇䎎㏐注㵒峪倉氳妰⠯┚⩘餉氳ꡖ⩞ն峪倉氳宿곽⪓䇗☳好ꪫ⻻全
市⪴浔鲹◙♔赂刉╙创辑氳攑荈姢冽ն赂刉熨吤◇㒮䄬⼽鱦㸔┭➘佭⪭╈╯┉ն㍩⫂ⴎ
⻡丘╄㸔㐕冽㍩⹖┉䈴꥘ら䈙┚⽾コ꺉◇┉⛮氳╈䑐䋧璵ն 
 
噵查╵㍩碧黨┱⺳냖鵮⪝饟ꮠ絢蠉鼞环◬勰好❱⟦渐┉兣⺸好䋞⛈舘蠉鼞䄬╈䑐⽰└媞
嵷氳重Ꝛ㸔隵ն夷䇗ⶇ僖舘ⶇ◅僖崅㲙⺎㏇塝ꃾ䰕┚⿁㶍赂刉█⺎㵨攑◲䅠㍑㳄╈
飉侪䡗捙氳冽㲓鵠䅻█⚢催榚ն㍩⫂䄄⛼几⼥⚢䧗䌖崅㲙㵖䤓䡗捙冽㲓⛙崅㲙█⺎♔舅
榺庵塠㍩⫂꣮䙬☳冿㜍ꃾ䰕赂刉⿁㶍ն䷅⹧氳ꃾ䰕顠ꄅⴎ⻡┉⺆㖆乢冽痷յ♔⹖逸席院
冽痷氳⪓鼨赂刉顠榫ն㍩⫂ら䈙┚⽾コ䈙鲸❠䈒赂刉곽⽏䡝赂刉⯆䡗氳榚⿁յ㵸⺧⽰깱
⿁ն 
 
㶽留赂刉㰚㏇ⶇ◅僖┖伄篾兠⛙蠉鼞噵查╵㍩⪓䇗䬠❠姢冽ꃾ䰕僜ⱷն┉僖舘◑僖⺎ꃾ
䰕蔈薔⪠僖舘▆僖┖伄⺎ꃾ䰕榚棽⪠僖┖伄舘▆僖╈伄⺎ꃾ䰕蝐蚆ն 
 
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜繁体字＞ 
蠊鼞噶㯹⪞㎧ 
 
蠊鼞冽嘻牊吤䐂沠亥樧㏑注㵴嶾倉氳姇⠰艃⩙餉氳꣊⩞䇗氷僘✿舅⶟亡氳嶾倉宿겨⻻
䥱憡樧㏑蜸經氳刉噶璢姢冽䬠❠▽荂㞒氳榟ꝏ半♭赂刉榟ꝏ㏇梫笸蠊鼞氳㸔┭┕⪭
╈▉ⴎ䦮蠊鼞噶㯹⪞㎧鵞䈴釨嘘遆㛻氳冽㎧榺丨⠕㸔㐕冽㎧⹗┉䈴錄僘り䈙艃⽾귈氳
╈㜇䋧疤磞䡗 
 
噶㯹⪞㎧⛤亥典經냖鵯⪞饟ꮠ絣蠊鼞◬孳鷻⶟⣐⟦渏蜸⺸⶟䋟⛈舘蠊鼞䄬╈䑐艃└媞想
氳旌ꝏ㸔隵10 僖舘 12 僖ꝴ鷝遫⺎㏇㎧⪐냉꿨鈒䣆䫑䰕赂刉氳嗞飰┾环ⷊ㋂뉲䡝䅸
㍑邖鵡䅻亥榣迭䏴僿䫑䰕氳冽酒榛食催냖䄄獲☕⿦働䬠❠䧘㵷⶜Ⲃ鷝遫䤓䡗捙氳

409



冽酒⛙鷝遫⺎㏇㎧⪐ꤚ䙬庶塠䐍♴⛰冽嘻䫑䰕赂刉樧㕙⿁㋂䫑䰕鞞榫ⴎ⻢┉⠕㖇
腜皴⺆釒皴㯹遫䐂┖鷝遫氷⺎況䗰遫幥り䈙艃⽾귈⯞䬠❠⺨䌋⺨嘚氳赂刉겨⽏榛
럅ꦼ광⹗굃⿁ 
 
⨅畚赂刉迭亥 12 僖䈕磶兠⛙蠊鼞噶㯹⪞㎧䇗氷䬠❠䫑冽孨Ⳃ1 僖舘 5 僖憡蔉薕䫑䰕
僿6 僖舘 9 僖┖伄憡⿊邴棾6 僖┖伄舘 9 僖╈伄⯞佭蝑蚇迭 
 
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜日本語仮訳＞ 
蒲郡オレンジパーク 
 
蒲郡の果樹栽培は、この地域が⽐較的温暖な気候と豊富な⽇照に恵まれている恩恵を受けていま
す。年間を通じて南から暖かい海風が吹き込み、この地域で有名なみかんなどの果実を育んでいます。
みかんは市周辺の丘陵地帯で栽培されており、蒲郡オレンジパークもその一つです。広⼤な施設には
複数の丘陵果樹園と、ショップやカフェを併設した中央棟があります。 
 
オレンジパークは東名⾼速道路の⾳⽻蒲郡インターチェンジのすぐ南に位置し、南に開けて蒲郡中⼼
部や三河湾へと続く細⻑い⾕を⾒下ろします。10 月から 12 月にかけては、園内で採れたてのみかん
をその場で⾷べたり持ち帰ったりできます。一般的に収穫時期が遅いほど甘みが増します。スタッフは熟
した果実の⾒つけ方について一般的な案内を⾏いますが、訪問者は⾃由に敷地内を歩き回り、どの
⽊からでもみかんを摘み取り、その場で味わうことができます。摘み取り料⾦にはプラスチック製のバスケ
ットと、容器に収まる限りのみかんが含まれます。ショップとカフェでは、みかんを使った、またはみかん風
味のスイーツ、スナック、飲み物が提供されています。 
 
みかんのシーズンは 12 月下旬で終了しますが、蒲郡オレンジパークでは通年での果物狩りが楽しめま
す。1 月から 5 月まではいちご、6 月から 9 月下旬まではメロン、6 月下旬から 9 月中旬まではぶどう
の収穫が可能です。 
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031-004 

蒲郡市竹島エリア多言語解説協議会 
【タイトル】 蒲郡みかん/ 
蒲郡みかん料理・菓⼦ 
【想定媒体】 Web 

 
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
赂刉榚憠յ㵸⺧┚乢杼 
 
榚紇㛢姱氳赂刉佭蠉鼞깱괐乄⴬╈氳╚鉉ն亍됁赂刉⭓╲⪓䇗❠䈒峪㲝熨吤氳꺙䤉赂刉
◇㍌僖╈伄䡗捙䷅藜㰚䧏簘舘埠䇗◅僖┖伄ն 
 
┉䇗╯╈♳⛰㰚荣⪓䄬氳⽾コ䈙⽰ら䈙齉⭴す赂刉곽⽏䡝赂刉⯆⛼氳榚憠յ㵸⺧⽰깱
⿁ն赂刉⯆⿁熨眷╋㳫ꢝ冽⬑յ깿䇕⽰資矲㛚蠉鼞篺⪯鿯䈙◇⼽儕⹖⪝⪦⡾仼❠䈒赂
刉⽏䄘⚓⮵◘㝿媧榚憠♔⹖催⚩簊氳仼䌋榚憠㞝ꄌ꜍榫宆爳赂刉ꀮ⯆䡗յ㛚邦
訅ꪫ睖孹淋㏇ꚗ冏┕懭⯆氳亡䎬憠䑐⽰赂刉㛻焱赂刉⽰榚氫雖꺈氳袖册띳砧ն
蠉鼞噵查╵㍩鲸❠䈒朆唲冽姱⽰赂刉⽏鯻⫼尼层縡鿯眷ら䈙⽰飃䄬⮟⚢⭴す赂刉⮵⹾鿯
⽰椿逸仼儗懱鿯ն 
 
㏇夷䇗ⶇ僖┖伄舘ⶇ◅僖清╞车氳蠉鼞赂刉荣僿ꠑ阵㛢䎎㏐궆ⷦ鲸⚢䬠❠赂刉乢杼ն䏢
䇗氳蘦⿁ⴎ䦮赂刉ꀮ憞뙥յ╈䌋赂刉懱豔⽰赂刉곽⽏㝿媧宿됁䙬ꪫ璡ն荣仼僿ꠑ崅㲙鲸
⺎♔㏇⹇┚荣仼孨ⲁ氳궆ⷦ顔入⺨熨赂刉榚憠յ깱⿁⽰⪭☽◲⿁ն䖻⺎㏇粠┕䮣碠赂刉荣
궆ⷦ氳㱮丞⺳⶝█⺎♔㏇蠉鼞䄬亹崅⟔䕜╈䑐⾚陟注⪩⟔䕜ն 
 
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜繁体字＞ 
赂刉榛럅ꦼ광艃紈광 
 
꺝榛術姱氳赂刉㏇蠊鼞굃광乄ⴭ╈䣺庌蜸ꄆ釒鉈荈于뉲赂刉䇭╲䇗齉耈⿁㋂䐂⮽䫑
䷅迭䐍 4 僖╈伄꺙䤊嶾那赂刉䡗捙侈ꝧ㡐┉波䧐箛⮽ 2 僖┖伄 
 
扝鑝㏇┉䇗╈氳♴⛰侈疒䄬⺨㏑⽾귈艃り䈙氷鞄す♓赂刉憡광免䡝邴刉겨⽏氳榛럅
ꦼ광艃굃⿁鵞◚榣⿁ⴎ䦮冽⬲굮▯♓⹗㞞赂刉䄘⚓⮵◟㞀媧資石璢石럅䏴縖佭蠊
鼞祺⪯괺䈙亥鶝儕⹗㎜遝⡾仼䬠❠氳榛럅塞㛛▉僘鬴⥉礶氳仼䌋럅䑐❆㞞ꄌꏲ┉
牊亡䎬石럅㏇忈黰赂刉⪐궸㛛邧┕┉㷻♓姢䬗⺭氳訆띤睗矗䏴㏇ꖺ冎┕抱懮縡䡗
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♓⹗赂刉㛻焱┉牊⹾龍넵鬂氳띴砨ⴎ邧蜸丞갤赂刉艃꺝榛氫雖婻㏇蠊鼞噶㯹⪞㎧
⺎鞙⮽杯唳冽姱艃赂刉⹾⽏ꨌ尼层縡鿰걊㵬韢䈙艃飃䄬⯞す僘赂刉鿰艃楀遫仼儗揎鿨鐩
鿰 
 
㏇夷䇗 10 僖┖伄舘 12 僖䈕艈车氳蠊鼞赂刉烲僿ꝴ錊術樧㏑궇䋙働䫠示赂刉乣杼䏢䇗
氳蘧ㄲⴎ䦮赂刉ꂶ憟ꦎ╈䌋掻趻⛪赂刉撵♓⹗✳榫赂刉鐩⽏氳㞀媧宿뉲紶㛻⮵띤㏇
赂刉烲僿ꝴ◰⺎㏇⹉艃孨Ⳃ氳궇䋙頇鞙⺨䌋赂刉榛럅굃⿁⹗注꟯榣⿁㞞ꧏ適丞⹉艃
궇䋙經ㄲ⺎┕私刨鍪䡝亥蠊鼞䄬鷝遫僜ⳉ╈䑐碠⹦ 
 
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜日本語仮訳＞ 
蒲郡みかん菓⼦・料理 
 
甘くてジューシーなみかんは、蒲郡の⾷文化において主役級の存在であり、ほぼ一年中新鮮な状態で
味わえます。収穫期は 4 月中旬、温室栽培の最初のみかんが熟す頃から始まり、翌年 2 月下旬ま
で続きます。 
 
季節を問わず、市内のカフェや店舗ではみかんを使った、あるいはみかんの風味を活かしたスイーツ、ス
ナック、ドリンクが販売されています。これらの製品には、ゼリー、クッキー、ケーキなどが含まれます。例え
ば、週末や祝⽇に蒲郡クラシックホテルで提供されるデザート「みかんのババロア」、濃厚なみかん餡を
薄い⼩⻨粉と水の⾐で包み鉄板で焼いた四角い菓⼦「⾦つば」、みかん餡と甘く煮た⾦時⾖の餡を
包んだふんわりした餅「みかん⼤福」などがあります。蒲郡オレンジパークでは搾りたてのジュースやみか
ん風味のソフトクリームが提供され、一部の酒販店やスーパーマーケットではみかんリキュール、瓶詰め
焼酎カクテルが販売されています。 
 
毎年 10 月下旬頃から 12 月末まで開催される「蒲郡みかん祭り」期間中は、多くの地元飲⾷店が
みかんを使った料理を提供します。例えば、年によって変わるがりますみかんソースのから揚げ、みかんス
ライス⼊り中華風煮込みエビ、みかん風味のクリーミーシーフードパスタなどがあります。また、各所で蒲
郡みかんスイーツやドリンクおよび⼯産品が購⼊できます。参加店舗のリストはオンラインおよび蒲郡市
観光案内所で⼊⼿可能です。 
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031-005 

蒲郡市竹島エリア多言語解説協議会 
【タイトル】 蒲郡の水産物/潮干狩り 
【想定媒体】 Web 

 
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
琉㹢䧳賦贡 
 
夷䇗㍌僖⽰◑僖琉㹢┚蠉鼞ꡯ㏐╯ꠑ氳弪帷┕齉珇席▽䧍浔㵸ꛈ⽰㛻㖆乢匌氳几♜ն佡
㰚佭䧳賦贡弪䇕斷氳㰚荣鲹佭仼儗媯宿㏐奏┉걸䇯⹨埢鲜氳⚔ꠏ孨ⲁ縡琉㹢佭撕
湳⹁僄懷ꠅ氳賦贡䧳䫂㏐╯┉ն 
 
꣮浔└媞嵷䇖ꪐ氳姢㓊㏇佡㰚㍑倉賦贡յ乄贡յꪂ刿賦⽰琉賌璡顄眷➘⚢ꚑ⮽ꪣ鲤婻ꪫ
氳㏐亡նⷧ篺丞╄岑㒪婻╈氳⫸㰚⺵鲹◙顄眷⚢ꚑ⮽辑㷄䯷괐蛈⪴╋㳫氳宰崅榟擻╙
佡㰚◲ⷎ⢢⬢㚷ն鲹╄㰚荣氳賦贡鵠䅻缜顏깴席յ⽏鷺宆黯ն 
 
⺆꧎䶺♀㵽ꄈ顠榫♳⛰几齉耇⛮뀰㏇婻帷┕䮣㵖賦贡氳╵飯ն僄✞休儬佭鴚弪休⮇鵠
䅻⭴朆㏇┕ⶎ舘⣸侪╯ꠑ⛮休⯎辑⺎鵠鲋粠簇䡝蠉鼞䄬亹崅⟔䕜╈䑐刧陟ն⪯㑔氳
䧳賦逸㚷ⴎ䦮㵸ꛈ䡝䣆縻յ逸賦贡氳匌յ榫◇⺷婻氳宿姢椿♔⹖柳䷒賦贡氳䅠⫼⟊峪
畴ն⺱休陴ⱷ䑒狪┕ꦞ꫆䡝⪭☽ꡕ姢ꫤն 
 
孨賦贡氳㚠⚢碧碧ꠊ⺭ⶉ┒┘金䧋⹧顄㚠䌫䋯氳墅賦贡ն㵖䤓賦贡休仰꧎岑䧳Ꝛ篑 4
ⷿ眦氳랫荈賦贡鵠䅻㒪岑┘飃鲋 5 ⷿ眦縡ꪂ荈氳乄贡鵠䅻㏇催岑氳⭓ⷿ眦㚲ն㞝冽✃㏇
鲹╄岑䈲葶㍴⫂┉仰䢦藜┚⪭簒簘⺸┖岑䧳┘㞝䩦╄㏐亡㶍陒ն 
 
鈸㴕婻ꪫ休陴槴䙬顄眷⽛⻹榫氳㵸㯿ն爏㛻氳㯿催⡬䐂⪩嫱黁┖ꪫ⺎耇誾浔琉賌ն䩔
䨿鲹◙篱Ꝛ顄眷僄甏⶝氳亡嫏佭㏇⪭嬼⹾䱺沩沩⮇⚢即✳㱚♜ꚑ⭴婻ꪫ╯⺵➘耇鰇册
䏻䣆⹧⭴ն 
 
ꢝ琉㹢㛚蠉鼞氳䧳賦㏐憠鲸ⴎ䦮㒮䄬┱鼨氳└隵峪媼宿㺢յ佡仼宣宿㺢♔⹖重宣ⶐ㹢
氳⯥╯㶺宿㺢⽰册㹢峄㏜ն 
 
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜繁体字＞ 
琉㼗䧴賦贡 
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夷鵼 4 僖艃 5 僖琉㼗艃蠊鼞儗㼗╯ꝴ氳弪ꝴ䅸➘働嵖⪌㛻䤊䣆䧐縺㯹艃㛻㑔㖇腜匌氳☕
弪佡迭佭䧴賦贡氳迭疒鵞佭仼儗媰宿㏑ⶆ䊸⹨塚鲝氳⚔ꝲ孨Ⳃ縡琉㼗佭䚂湳窱⪐
䤓鵞◚狎㷉ꦁ夏靳걊掄ꝛ氳㏑럅╯┉ 
 
ꤚ蜸└媞想䇖ꪙ氳宿姢㏇佡迭㍑倉ⴎ䦮菌賦乄賦껊뛊靳艃琉軀璢靳걊働⺸┕ꙍ舘䫚
鲥婻惢辑㷻氳⛤糌鵞◚賦贡㏇婻惢岒谊食鷪⫸迭䏴働ꙍ示✿♓䶕⹦揩굼雧邽氳宰崅榟
擻憡佡迭榣ⷎ⢢嶗⤕㍕塞鵞⠕迭疒氳賦贡缜韭罏紈┦겨⽏ⶇ餉 
 
⺆ꧏ䶺♀㵽錊鞞榫☕☕氷⺎냉꿨㏇婻惢斷暨賦贡╯嗞鴛弪侈⮈佭䧴賦贡氳✞侈嚂
鵡䅻佭㏇┕ⶎ⮽⣸侪╯ꝴ鎌碸侈ꝴ辑⺎┕私刨鍪䡝亥蠊鼞䄬鷝遫僜ⳉ╈䑐碠⹦䧴
賦贡䑒⤕䄄ⴎ䦮䣆縺䡝㵸ꌖ꯽䷅꥙賦贡氳姢匌┉楀宿姢榫亥婵嬲賦贡♓⹗⟋
⬊畵遫幥⫼㕶♓➘㵫䢇⮵⿁䅸㍑邖鑃ⳉ䑒狫蜸ꦟꫤ䡝⪭☾ꡕ姢ꫤ 
 
孨賦贡氳夏働秵秵ꝥ⺭鑃鹶⩦䳒䧋夏䄖䍗ꝧ氳墆賦贡䤓侈扝ꧏ岒䧴┉芙縡銨ꝏ
硝 4 ⪞⮈氳랫荈菌賦⺎㏇┘飃鷪 5 ⪞⮈岒谊䤓⮽縡ꪃ荈氳乄賦⯞鵡䅻働⫋⺸┖ꙍ䇭⪞⮈
㞞冽㏇鵞⠕岒食䤓┘⮽賦贡䋧閲䖼䬷⠕㏑럅ㇴ鍲縡ꪞ㏇⺱┉⛤糌筷箛䏢┖䧴 
 
㏇婻惢䤓賦贡侈鑃槴䙬㵸嬼黁佭賦贡榫✿⽛氳近嬼爐㛻┉럅氳近嬼⺎耈♏辑調
僘琉軀䩔䨿鵞牊ꝏ半敻賦贡癩ㄲ氳亡嫏佭㏇近嬼┕䱻뛆鵞働✳擯⠟高示辑ꪫ䫚蜸
➘耈魌佄榫䣆㵫⪭䐍婻╈䥽示 
 
ꢝ▽琉㼗蠊鼞氳䧴賦贡㏑럅麅ⴎ䦮㒮䄬典鼨氳└隵嶾媼宿㺢佡仼宣宿㺢♓⹗重宣ⶐ
㼗氳⯦╯㶺宿㺢艃再㼗幨㕙 
 
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜日本語仮訳＞ 
竹島の潮干狩り 
 
毎年 4 月と 5 月、竹島と蒲郡本土の間にある、トンボロ現象で現れる干潟は、⼿鍬や⼤きなプラスチ
ックのバケツを⼿に持つ人々で賑わいます。春は「潮干狩り」と呼ばれる貝掘りシーズンで、⽇本沿岸
部で人気のレジャー活動の一つです。竹島は愛知県で最も人気の⾼い潮干狩りスポットの一つです。 
 
三河湾の穏やかな水が春に温まると、アサリ、ハマグリ、バカガイ、マテガイなどの貝が、砂の表面近くま
で這い上がります。冬の間、砂のより深いところに潜り、産む卵のために春に良質なプランクトンを⾷べ
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栄養を蓄えた貝は、肉厚で風味豊かです。 
 
少額の料⾦を⽀払えば、誰でも砂を掘って貝を探す体験ができます。これは干潮時が最適で、通常
は朝と午後遅くの間に最も適しています。（詳細なスケジュールはオンラインおよび蒲郡市観光案内
所で確認できます。）潮干狩りの一般的な装備には、⼿鍬など⼩型の鍬、貝を収集するためのバケ
ツ、砂出しする海水を⼊れるペットボトル、持ち帰るための氷⼊りのクーラーボックスが含まれます。雨靴
や防水性の靴を必ず着⽤してください。 
 
生きた貝の貝殻はしっかり閉じています。開いた貝殻の死んだ貝は取らないでください。貝を探す際は、
深く掘る必要はありません。⿊い、約 4 センチメートルの⻑さのアサリは、通常 5 センチメートル以内の
浅い場所にいます。一方、⻘みがかったハマグリは、数センチメートル深く掘った場所に潜っています。こ
の深さで貝が⾒つからない場合は、同じ場所を掘り続けるのではなく、別の場所を試すのが良いでしょ
う。 
 
砂を調査する際は、貝が呼吸する⼩さな穴に注意してください。やや⼤きな穴も有望で、マテガイが⼊
っている可能性があります。これらの細⻑い貝を捕まえる最も簡単な方法は、穴に塩を振りかけることで
す。これにより、貝が飛び出して表面に現れます。その後、⼿で砂から簡単に引き抜くことができます。 
 
竹島以外にも、蒲郡の潮干狩りスポットには市東部の三⾕温泉海岸、春⽇浦海岸、⻄浦半島の前
ノ尻海岸と松島漁場があります。 
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031-006 

蒲郡市竹島エリア多言語解説協議会 
【タイトル】 蒲郡の水産物/深海漁業 
【想定媒体】 Web 

 
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
岑宿峄┯ 
 
蠉鼞⛼╙撕湳⹁せ┉氳岑宿峄芸头⪭깱괐乄⴬氳┉㛻攑荈➘佭全舅岑鱳 400 眦姢㓊氳
宿됁ն崅㲙⺎♔㏇蠉鼞⼽鱦氳峪媼亹꺉յ鿯䈙յ궆ⷦ璡㏐⿁㶍⮽刎鯻ꁣ⸂氳簪浍돡յ颌䈴
豔յ냖耾軅璡本꺓紇⽏ն┘☢㞝塝┉◙宿됁䄬㏜鲸ꪫ⺸⪝⚜䋯䷒䖻⺎㏇塝⿁㶍⮽⮠☳
芸┕ⷒ┖氳岑宿돡ն 
 
╋깹╯宿 
蠉鼞氳岑宿峄┯㡏◇ 1920 䇗创儗㏐峄妩䋯㡏㏇鰏學氳└媞嵷㛚宿䦐粠䩔䩢ն☽♜䏭䒍
⹠朆鲹撴宿㓊峄◲╋㳫宿嵷䅠全氳⩘餉⪴⮇┚全舅好鼨媯㺢㳫姍嬤孲市⪴▽㛻ꄈ纺꥘◇
塝氳돡眷⽰榻㚠眷ⲁ擻ն 
 
泘⯥蠉鼞僗㍌范岑宿峄芸䅻䇗⛼┯ն鲹◙鿥㚷因誾阻㚷氳䦐粠峄芸鵠䅻⚢㏇宿┕⢦槴┼
⮽└㛿╚金㏇篕⚊ⶐ㹢⽰⚊雖ⶐ㹢╯ꠑ氳鲾䃸帷岑宿奏㓊⹖⚊雖㛻㹢⼽鱦鲽车䩔䩢ն岑
宿䩔돡鵠䅻⪓䇗鲽车⛙┍僖⽰⪚僖◲ⷎ㰚䍠⯆⚔峄僿ꢝ㛚ն 
 
岑宿꺋颇 
䎎峄芸◇岳俁鲮㍑蠉鼞㱚♜ⷒ┖氳峄藜╈僗䏭㛢阵㛢㏇仼儗⪭☽⹾淋┘㛢鈷氳宿◲ն
⪭╈ⴎ䦮㍕⹠⩞氳簪荈浍浾縡䐂⺳氳簪浍돡⪭缜顏氫更㚷⹨本鈼鲸僗骱⛮篱Ꝛյ缜顏
⢏衹յ⟊됁僿鰏湿氳岑宿ꛌ돡ն䅻鈷氳鲸僗颌䈴豔┉熨僄㛻⺎鱳 25 ⷿ眦յ缜顏刎鯻䐭
榚氳㵸륱豔♔⹖┪槡┕朆柳僄㛻氳榻㚠ⲁ擻˒˒냖耾軅仼儗贺賛軅⪭脏㷤⺎鱳
3.8 眦ն 
 
㏇蠉鼞⼽鱦岑宿돡鵠䅻♔懱懭յ媧憞䡝⯌骱䎬䌋⭴す⛙峄藜ꄈ注㵒鰏㵸❠䈒█ⶇ⮇
僗꡿ն㵒孨⛮岑宿榟擻䚊⪪飯氳崅㲙⺎♔⹇鈸琉㹢姢仍꺉鲹ꄅ篑僗 140 熨岑宿擻熨ⴎ
䦮路軅յ됍돡⽰宿된ն⡬䐂┉䬠氳佭姢仍꺉╈氳阵㛢榟擻齉佭☳蠉鼞峄芸氳峄藜粠╈䥇
䷬⭴全氳ն 
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-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜繁体字＞ 
岒宿幨哆 
 
蠊鼞佭䚂湳窱⪐耙┉䳕僘岒宿幨芹氳头㍕塞✿舅 400 ⪞㶹岒宿氳宿뉲舅抇䡗憡⪭굃광
乄ⴭ╈哗攒荈氳┉鼨⮈㏇蠊鼞⺨㏑氳嶾媼亹귈괺䈙艃궇䋙齉耈⿁㋂⮽缜韭鬂㬋嶾弞
氳泘⩞뇹翠耐趻♓⹗榔妤蹆軄璢本긟塞㛛䄬⪐麅僘䇭谊⺸㛻浑ꝧ䷒氳宿뉲䄬㕙
鷝遫⺎㏇塞⿁㋂榰舅幨芹ⷓ┖氳于뉲岒宿뇹 
 
雧긻氳宿㓊 
蠊鼞氳岒宿幨哆㡐亥 1920 䇗♏樧侈樧㏑幨妩ꝧ㡐㏇└媞想岢姢宿㓊♓㛛鶡车䦑私䩔䱪
☾⠟䏭䒎氪杯鵞◚姢㓊佭雧긻氳幨㕙鵞釒塾Ⱶ亥└媞想⩙餉氳揩굼擻韭ⱶ┕榺⶟亡媰
㺢孳鷪姍姇⻢ꄈ雧邽氳嬤孳䌖┾市굼▽㛻ꄈ氳뇹걊艃榻夏걊Ⳃ擻 
 
㞞☬⪦僘㍌茄岒宿幨芹㏇儗䄬揩鷠鵞◚鿦⤕⬊調錄⤕氳䦑私幨芹鵡䅻働㏇宿┕䩔䱪◅
舘└㛿╚釒㏇鸞䃹惢硕⚊ⶐ㼗艃⚊雖ⶐ㼗╯ꝴ氳姢㓊岒谊♓⹗⚊雖㛻㼗ꡭ鲥䩔뇹
ꢝ▽ 7 僖艃 8 僖憡뇹걊榣ⷎ僿焕幨㛛岒宿幨哆䇗氷⺎鶡车 
 
岒宿氳䕒韗 
樧幨芹亥岴係鲯㍑蠊鼞侈働ⷓ┖㏇仼儗⪭☾⹾粪釤氳宿嬤擻牊⪭╈ⴎ䦮㍕ꁼ泘禙浍
縡䐂經┾♓碸穢氫缜䊸⹨ㄎ䚂氳泘⩞뇹♓⹗䳕僘碸ꝏ骰高艃ꪃ荈뇹缜⟋뉲僿哗湿氳ⶐ
䅸姢本뇹⺱嘚䅻釤氳麅僘翠耐趻鵞佭┉牊냉ꝏ⺎鷾 25 ⪞⮈缜韭刏鬂䐮榛氳㵸㑔륕
趻♓⹗┪槡㛻氳榻夏걊Ⳃ擻榔妤蹆軄⪭餉㷤ꝏ食⺎鷾 3.8 ⪞㶹 
 
蠊鼞ꡭ鲥氳岒宿뇹걊鵡䅻♓揎懮媧憟䡝榟뇹撵氳䎬䌋◸榫⛙榺亥䩔暢ꄈ注㵴鬴㵽❠
䟕ꄈ⺎耈僘꡿萵䘶鈶韛뉲孨氳岒宿榟擻⺎⯦䏢琉㼗姢从귈귈⪐㷤炑▽硝 140 牊✿舅
岒宿氳擻牊ⴎ䦮路軄늛뇹艃늳뇹귈⪐錊術榟擻齉佭䐍蠊鼞幨芹氳幨私╈䯠䷬示✿氳 
 
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜日本語仮訳＞ 
深海漁業 
 
愛知県で唯一の深海漁船の⺟港である蒲郡の⾷文化の特⾊の一つが、水深 400 メートルもの深
海から採れる海鮮です。柔らかくまろやかなメヒカリ、アカザエビ、タカアシガニなど絶品の海鮮料理は、
蒲郡周辺の温泉旅館、ホテル、レストランなどで楽しむことができます。また、一般公開されている海鮮
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市場も数カ所あり、深海魚を船から直接新鮮な状態で味わうことができます。 
 
豊かな海 
蒲郡での深海漁業は 1920 年代に始まり、地元の漁師が浅い三河湾の外海で底引き網漁を開始
しました。湾内の豊富な栄養分と、南から沿岸を流れる海流がもたらす酸素豊富な水が組み合わさり、
多くの魚や甲殻類が集まる好漁場であることが判明しました。 
 
現在、市からは 4 隻の深海漁船が操業しています。これらのトロール船は冷蔵庫を装備し、通常 2〜
3 ⽇間海上で過ごし、紀伊半島と伊⾖半島の間にある遠州灘の深い部分や伊⾖⼤島周辺で漁を
⾏います。深海漁業は年間を通じて⾏われていますが、7 月と 8 月の魚の産卵期には禁漁期間が設
けられています。 
 
深海の恵み 
早朝に蒲郡に戻ってくる漁船からは、⽇本国内の他の港ではあまり⾒られない海洋生物が水揚げされ
ます。その中には、特徴的な緑⾊の目から名付けられ、柔らかく⽩い⾝が珍重されるメヒカリや、細⻑
い体と⻘みがかった⾝が特徴で、新鮮な状態で⾷べられる期間が短いニギスなどが含まれます。また、
アカザエビと呼ばれるエビに似た⼩型のロブスターで、最⼤ 25 センチメートルまで成⻑し、柔らかく甘み
のある⾝が特徴のものや、タカアシガニという地球上で最⼤の甲殻類で、脚の広がりが最⼤ 3.8 メート
ルに達するものもよく⾒られます。 
 
深海魚は一般に、蒲郡周辺で焼物、揚げ物、刺⾝として注文できますが、漁獲量が⽐較的少なく、
すべての種が常に⼿に⼊るわけではありません。生きた深海生物を鑑賞したいなら、約 140 種の深海
生物を展⽰する竹島水族館を訪れると良いでしょう。展⽰にはカニ、サメ、タイなどが含まれます。水族
館の多くの生物は、蒲郡を拠点とする深海漁船の網にかかったものです。 
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蒲郡市竹島エリア多言語解説協議会 
【タイトル】 蒲郡の水産物/沿岸漁業 
【想定媒体】 Web 

 
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
└媞嵷媯㺢峄┯ 
 
└媞嵷䇖ꪐ氳學姢奏⽰婻顏宿㺢╙⚜㛢宿嬤榟擻䬠❠▽鴠㲐氳榟柳朅㗟ն鲹撴宿嵷舅⹿♔
全➘佭蠉鼞㷉妩ꄆ金氳괐擻全嶏ն 
 
└媞嵷重䫙湳㛢ⶐ㹢┱յ好┼ꪫ╙峣紇ⶐ㹢䢦朅簀ն嵷⫂姢㓊注㵒䇖ꪐ䇖㏰岑䈲 9
眦㍕㛢兣㛻㑔媞孲氳嫱⪍縡㳫⻡⪴⮇ն鲹佭榻㚠眷յ顄眷⹖㵸㑔돡眷竴轧榟䕜氳杼䘶朅
㗟ն 
 
學姢顄眷 
嵷⫂僄刻⡬氳宿◲╯┉䎎㷯鯲豔豔⛮僄㛻⺎舘 27 ⷿ眦豔缜碧㲓䍞擡됁榚㏰辆⽏
紇逈鈼╙냖珸㵝⺚氳篺⪯괐免ն鯲豔䐂⺳◇拵捙⺵赫傪氳䎬䒳⹖羜鼨ꀾ⛎鯲鯺氳兣篤ն
⺁┉熨㚷⹨ꪂ浫氳榻㚠紇⽏⮟䎎㷯峛軅卫查軅ն軅⛮㛻㵸篑 20 ⷿ眦⺎蠕յ懭յ
慛յ拵夷䇗▆僖舘ⶇ僖곽⽏㶗✞ն 
 
蠉鼞㏐奏僄䅻鈷氳괐榫顄眷䎎㷯賦贡┉熨Ꝛ篑 4 ⷿ眦氳狍㷉⹙㚠顄眷ն└媞嵷氳賦贡◲
ꄈ篑ⶭ⪓仼儗䩔藜ꄈ氳 48%ն賦贡鵠䅻⛼╙⽏㉈娧氳鿥乢⛙㏇蠉鼞㱚█⺎♔┚╰⫸
ꪫյ遤䅠蘦⽰宿됁냖娧┉⺱戌⯆䡗蠉鼞╰⫸鲹┉攑荈乢杼ն⪭☽⹨埢鲜氳顄眷鲸ⴎ䦮
乄賦┚賦贡氳㛻㑔鲤☆碭溍䢣賦鲹┼熨賦贡鵠䅻懱懭괐榫ն 
 
㰚荣䓪攑◲ 
㏇蠉鼞┉◙┘ꤷ㷯◇岑宿峄芸꠼氳蠉鼞峄妩⚢⫕ꢣ㏇└媞嵷㛚氳宿㓊䩔䩢됈돡ն鲹熨돡
㏇䐒⯥㽃ⶐ㹢ꪐ⫆⹁⽰䢣䔅ⶐ㹢ⶉ⺗⹁╯ꠑ蛈⪴╋㳫氳姢㓊㶗╙䅻鈷ն됈돡꧎♔
ꙩ琓鵄┉ꙩ藜╙⟊䧏⿁顏峄妩鲸⚢ꪝ䅻㵸䑐㏐环妨╙夷兣돡鲽车䷒轑㚲杼ն괐榫됈돡
休꧎㏇因姢╈ꪐ糌┉㛿♔㘍䍠곽⽏⫋䧝⚩簊䷒㏇措懱氳牦蔈┕鰇慣辑ꪫ⟊䧏⫂鼨ⶐ
榟ն됈돡鵠䅻☢㏇佡熤┼㰚⺎䩔⪭╈熤㰚됈돡㍕市⽏催╙됁紇縡㚷⹨䫠㼶ն 
 
崅㲙⺎㏇蠉鼞⼽鱦氳峪媼亹꺉յ鿯䈙⹖궆ⷦ⿁㶍⮽儗㏐氳╋㳫姢◲█⺎㏇㛢㳄⺸⪝⚜䋯
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䷒氳宿됁䄬㏜顔入亍됁괐免ն 
 
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜繁体字＞ 
└媞想艃龪鲥姢㓊幨哆 
 
└媞想䇖ꪙ氳岢姢ⶆ♓⹗婻㺢憡術牊宿嬤榟擻䬠❠▽鸸樧只䕜㏑ꝏ僿♓✿鵞撵宿想┉
波佭蠊鼞㷉妩ꄆ釒氳광擻✿嶏 
 
└媞想重舃湳術ⶐ㼗典⣐艃⶟⣐⯞僘峣紈ⶐ㼗㏇鵞⪔䈴ⶐ㼗鹅襟╯┖鵞撵㵟ꝥ姢㓊
注㵴䇖犹䇖㏱岒食憡 9 ⪞㶹┦㍕僘術半㛻媞嫱⪌縡邽⻢揩굼擻韭憡⺨牊榻夏걊靳
걊艃㵸㑔뇹걊䬠❠磿✞榟ꝏ梫㗟 
 
岢惢榻夏걊艃靳걊 
└媞想本鞕氳擻牊╯┉佭伺趻仼乄牒ր髪趻ցKuruma-ebi塞㛻㑔趻걊냉ꝏ⺎
鷾 27 ⪞⮈㍕⪭缜韭秵酒┦榛⽏艃뉲⽏適紈䇖辆縡逈釲憡ꮼ碎本긟鵞牊냖碎㚪統氳
䑒⤕광免╯䢦♓䐂經佭㍕⪭拵捙䏴働䩿傪䎬敻艃羝鼨半硭磶⺭✿遠㞞髪魹
kuruma⺁┉牊⤕⹨ꪃ涃氳榻夏걊佭卬㯹軄㛻㵸硝 20 ⪞⮈⺎岴蠖揎懮䡝掻
拵┉芙鏂憡㏇ 9 僖舘 10 僖ꝴ憡紈⽏ 
 
蠊鼞㏑ⶆ䅻釤氳⺎광榫靳걊佭菌賦鵞佭ꝏ硝 4 ⪞⮈氳狎㷉ꦁ夏靳걊仼儗䩔暢氳菌
賦硝僘 48%✿舅└媞想鵞牊靳걊䅻榫獲⽏㉈嵡鿦乣⛙㏇蠊鼞☕⠟▉働㵫⪭艃睲懃륕
띤宿䅸菨⽰宿뉲냖嵡磶⺭戌邯經憡蠊鼞懃륕띤氳乣杼⪭☾䊸⹨ㄎ䚂氳靳걊麅ⴎ䦮碮
溍䢤賦菌賦鲥鈒艃乄賦⪔縖鵡䅻齉♓揎懮亡䌋戌鐩 
 
迭疒䓪攒榣 
♓蠊鼞憡㓹㏑氳幨妩╈┘㸋亥岒宿幨芹꣣⛙㏇└媞想㛛䩔䱪縖鵡䅻佭憡▽䩔暢덤뇹
鵞牊뇹걊㏇ꪙ㹮窱䐓⯦㽄ⶐ㼗艃ⶉ蜘窱䢤竭ⶐ㼗╯ꝴ揩굼雧邽氳宿㓊攒禁䅻釤덤뇹佭♓
ꝏ稘ꄪ뇹氳亡䌋鵅┉ꄪ幨妩働㵸䑐縀縀㏑环ⷊ憡夷半뇹䷒轑♓⟋䧐뇹缜⿁韭憡▽䬠
ⶍ겨⽏働㏇⬊姢╈┉㛿䫚蜸⥉礶┕働♓牦蔉魌䐮慤揎♓⟋䧐⪐鼨榟뉲敻䛞덤뇹
鵡䅻⥪㏇佡熥⪔迭䩔䱪⪭╈熥迭덤뇹㍕⪭뉲紈겨⽏縡攒禁本鞕 
 
✿舅樧㏑宿㓊氳宿뉲┘⥪⺎㏇蠊鼞⺨㏑氳嶾媼亹귈괺䈙艃궇䋙㋂⮽▉耈㏇丨⠕㵴㛻浑
ꝧ䷒氳宿뉲䄬㕙頇䐂 
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-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜日本語仮訳＞ 
三河湾の沿岸漁業 
 
三河湾の穏やかで浅い水域と砂浜は、多くの海洋生物の生育に適した環境を提供しています。その
ため、この湾は古くから蒲郡の人にとって重要な⾷料源となっています。 
 
三河湾は⻄に知多半島、東と南に渥美半島に囲まれており、⽐較的穏やかな水域です。平均水深
9 メートルの湾内は、複数の⼤きな川から流れ込む栄養分が豊富で、甲殻類、貝類、⼩型魚類など
多様な生物が繁栄する理想的な環境となっています。 
 
浅瀬の甲殻類と貝類 
湾内で最も価値の⾼い種の一つが、クルマエビです。この⼤型のエビは最⼤ 27 センチメートルまで成
⻑し、弾⼒のある⾝と甘みと旨みのバランスが絶妙で、⾼級⾷材として珍重されています。⾼級寿司
の定番で、茹でた際に丸まる形状と背中の縞模様が⾞輪に似ていることから名付けられました。もう一
つの珍味甲殻類はワタリガニです。約 20 センチの⼤きさで、蒸す、焼く、煮るなど様々な調理法で楽
しめます。9 月から 10 月が最も美味しいとされています。 
 
蒲郡地域で最も一般的な⾷⽤貝は、約 4 センチメートルの⻑さのアサリです。三河湾は⽇本で捕獲
されるアサリの約 48％の産地となっています。貝は味噌汁の材料としてよく使われますが、蒲郡ではう
どん、ワカメ、海鮮出汁と合わせて「ガマゴリうどん」という料理でも⾷べられます。他の人気の貝類には
アサリの⼤型種であるオオアサリとハマグリがあり、どちらも焼いて⾷べるのが一般的です。 
 
季節の味 
蒲郡を拠点とする漁師で、三河湾を越えて漁を⾏うが深海漁業船団に属さない漁師たちは、カツオを
主な対象としています。この魚は、静岡県の御前崎と千葉県房総半島の間にある栄養豊富な海域
で特に多く⾒られます。 
 
カツオはルアーで一匹ずつ捕獲され、漁師は品質を保つため、すぐに血を抜くことに細⼼の注意を払い
ます。カツオは風味を向上させるため冷たい水に一晩浸けられ、伝統的に燃える藁の上で軽く焼かれ、
中は生のまま残されます。この魚は春と秋にのみ捕獲され、特に秋のカツオは風味の良さで珍重されま
す。 
 
蒲郡周辺の温泉宿、ホテル、レストランなどでは、地元の水産物が豊富に提供されており、一般公開
されている複数の水産市場でも購⼊可能です。 
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031-008 

蒲郡市竹島エリア多言語解説協議会 
【タイトル】 蒲郡の水産物/シーフードマーケット施設 
【想定媒体】 Web 

 
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
宿됁䄬㏜ 
 

金⛮뀰蠉鼞氳깱괐乄⴬⿁㶍僄亍됁氳宿됁┘㟸䫓阼儗㏐氳宿됁䄬㏜ն鲹◙ꦻす䄬㏜榺
峄┯⪝⺚鲡蛈┘⺱◇┥┯氳䤉⹠䄬㏜ꦻす䄬㏜┘☢❠䈒└媞嵷氳⺨眷姢◲鲸僗☳蠉
鼞⭴宿氳㍌范岑宿峄芸䩔藜氳岑宿돡眷ն 
 
鲹◙宿됁䄬㏜氳攑荈佭⺎♔入⮽波䫙☳蠉鼞䩔䩢氳亍됁宿◲ն䖻⺎♔㏇塝䤓⮽簪浍돡յ
岑宿ꛌ돡յ碭溍䢣賦⽰냖耾軅璡㛢熨괐免█⺎♔鴲䦫篺鲋懱懭յ媧憞䡝⯌骱璡塑䄄㚲杼
⺵꣮妨⺎괐氳宿됁ն䄬㏜鲸篺蛈⺨熨塑䄄姢◲ⴎ䦮돡矲յ隀⽏乢♔⹖냖耾軅䡝颌䈴豔
隀⽏氳♂顄ն宿됁塑䄄佭蠉鼞氳ꄆ金◲┯宿됁䄬㏜┕ꛖす氳㛻鼨⮇姢◲齉◲舅儗㏐ն┘
☢㞝塝┉◙䄬㏜鲸僗戌깭珖돡յ됁돡⮊Ⱑ┚俥依璡⛮뀰孨ⲁ♔⹖亍됁捙軅氳䥷鉯┚괐
榫䷸㰣ն 
 
☳蠉鼞䄬╈䑐⭴⹠◬鵠奃鰏亡➘氳宿됁ꦻす䄬㏜佭⛤◇䎬⸊峄氳Yamasui 䄬㏜յ
⽰蠉鼞珇重好亡⺸氳蠉鼞宿됁䄬㏜♔⹖琉㹢奏㓊氳Tomarin 䄬㏜ն塝㛚鲸僗⛤
◇重宣ⶐ㹢ꤷ㷯◇峄䤉⹠䄬㏜氳重宣됁돡䄬㏜ն 
 
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜繁体字＞ 
宿뉲䄬㕙 
 
萵䘶龍⹨蠊鼞굃광乄ⴭ┾⿁㋂䄬⪐于뉲氳뇹걊┘㟹鵳鋽樧㏑宿뉲䄬㕙鵞◚ꦼす䄬㕙
榺幨哆⪞統祺揩艃⥪㵴哆槡㵬哆☕㚖ꝧ䷒氳䤊氪䄬㕙䡽抇┘⺱ꦼす䄬㕙鞄す✿舅└媞
想♓⹗榺蠊鼞㍌茄岒宿幨芹䢦䩔暢氳宿뉲 
 
塞䄬㕙㵬揩波䫚䫑頇舅蠊鼞⺨幨氳于뉲宿뉲牊걊竵術氳뇹걊艃靳걊ⴎ䦮泘⩞뇹ⶐ
䅸姢本뇹碮溍䢤賦♓⹗榔妤蹆軄氷䬠❠揎懮媧憟䡝榟뇹撵璢ⷊ광乣杼䄬㕙⪐▉
祺揩⺨牊ⱶ䄄宿榣ⴎ䦮뇹廚鐩⽏乣♓⹗✳榫榔妤蹆軄䡝翠耐趻鐩⽏氳♂靳宿榣
ⱶ䄄哆佭蠊鼞氳ꄆ釒榣哆䄬㕙⪐鞄す氳術丨榣⿁氷榣舅蠊鼞儗㏑塞㛛鼨⮈䄬㕙麅䬠
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❠䣆獲냉꿨❆㞞拵珖뇹⮊뇹傠▯♓⹗逖綗㞞⛰Ⰰ夏⹗광榫⯺拵捙氳路軄 
 
䐍蠊鼞䄬╈䑐⺎魌넵䥡鷾氳宿뉲䄬㕙ⴎ䦮䎬⸊幨氳 Yamasui蠊鼞珇重⶟亡氳蠊鼞宿
뉲䄬㕙♓⹗琉㼗㏑ⶆ氳 Tomarin⛤亥重宣ⶐ㼗氳重宣뇹䄬㕙⯞佭幨亰䤊氪䄬㕙氳┉
鼨⮈ 
 
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜日本語仮訳＞ 
シーフードマーケット施設 
 
蒲郡の⾷文化を体験し、市内でも最も新鮮な魚介類を味わいたいなら、地元のシーフードマーケット
を訪れてみてください。これらの⼩売市場は漁業会社が運営しており、業界関係者しか⼊れない卸売
市場とは異なります。⼩売市場では三河湾の魚介類と蒲郡を拠点とする 4 隻の深海漁船が漁獲す
る深海魚を扱っています。 
 
市場では、蒲郡の漁港から直接仕⼊れた新鮮な海鮮を専門に販売しています。メヒカリ、ニギス、オオ
アサリ、タカアシガニなど、多種多様な魚介類が、焼きたて、揚げ物、刺⾝など、すぐに⾷べられる状態
で販売されています。市場ではすり⾝魚の練り物、調味料、タカアシガニやアカザエビの風味を付けた
せんべいなど、多様な加⼯水産物も取り扱っています。蒲郡では水産加⼯業が重要な産業であり、
市場で販売される製品の多くは市内での製造品です。さらに、一部の市場では、タコの茹で方、魚の
切り分けと乾燥、新鮮な茹でたカニの殻の剥き方と⾷べ方など、⾷に関する体験も提供されています。 
 
蒲郡中⼼部からアクセスしやすい水産物市場には、形原漁港の「ヤマスイ」、蒲郡駅から南⻄にある
「蒲郡海鮮市場」、竹島エリアの「とまりん」があります。⻄浦半島に位置する⻄浦鮮魚マーケットは、
半島漁港隣接の卸売市場の一部を構成しています。 
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031-009 

蒲郡市竹島エリア多言語解説協議会 
【タイトル】 蒲郡の水産物/メヒカリ 
【想定媒体】 Web 

 
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
簪浍돡 
 

簪浍돡Chlorophthalmus albatrossis佭┉熨榟孨㏇仼儗╈鼨宿㓊舘┱╈㎁宿┉䅠姢
岑 200 舘 400 眦氳岑宿돡眷ն簪浍돡㍕⹠⩞氳綵簪荈浍浾縡䐂⺳䡗䇗⛮Ꝛ篑 15 ⷿ眦
骱⛮⼑ꛌ贝荈淋䅠僗岑荈乖憠ն簪浍돡氳缜顏嬕氫刎更㚷⹨ꪂ浫⛙⟊됁僿鰏湿ն簪浍
돡㏇蠉鼞㏐奏⺎⪓䇗䩔藜佭䎎㏐岑宿峄芸氳╚金峄藜⿁熨ն 
 
簪浍돡⯌骱岳撧㛢姱ն金⺧⮽鲹♷亍됁氳⯌骱꧎金㏇䩔䩢⺵丘㵸休⫂⹖休埋䡗돡撴淋珸
┕궆勏㍕塝鲹熨本꺓⺆僗㏇蠉鼞鲹劫氳峄ꜝ䣉耇⿁㶍⮽ն簪浍돡催䅻鈷氳⺧嫏佭丞兣媧
憞鳀篱鯻돡끍┉淋괐榫ն㏇蠉鼞鲹熨缜顏깴席氳㵸돡䅻⛼╙㷉鿯㷒氳攑荈㵸괐䯌鿥
ジ鿯䡝岳鿯◸榫ն┘☢㞝塝䎎㏐┉◙宿됁䄬㏜鲸す僗簪浍돡⽏㉈ꀮ⹖⪭☽隀⽏⿁ն 
 
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜繁体字＞ 
泘⩞뇹 
 
泘⩞뇹逖經Chlorophthalmus albatrossis佭岒宿뇹걊只䕜亥 200 舘 400 ⪞㶹岒
氳宿㓊╚釒⮈䄭㏇仼儗╈鼨舘典宿┉䅸鵞牊뇹걊㍕⪭氪⩞氳綶禙浍浿縡䐂經䡗䇗뇹
骰ꝏ硝 15 ⪞⮈ꉐ愍荈┾䅸僘個荈乖럅泘⩞뇹♓⪭碸穢氫缜縡⤕⹨ꪃ涃⛙⟋뉲僿
ꪞ䅻湿⪭憡蠊鼞䄬樧㏑岒宿幨芹氳╚釒幨暢㍕塞䇗氷⺎❠䟕 
 
泘⩞뇹榟뇹撵⹾龍岴撧┦뉲紈術姱榺亥뇹缜䑒ꯄ㏇䩔暢䏴丨㵸侈⪐⮊撵광榫䣉耈澭⟋
餉㛭于뉲♓❠榟광㍕塞鵞鷻紈⽏✞궥⥪꡿㏇⥾蠊鼞鵞嘚氳幨哆㒮꒰䣉耈⿁㋂⮽催䅻釤
氳⺧嫏佭㵫泘⩞뇹媧憟䏴丞半광榫ⴎ⻢鬂끎㏇蠊鼞鵞◚罏紈氳뇹缜佭哗⹨塚鲝氳
┖鿰蘧鵡䅻䯍鿦肥鿰䡝岴鿰◸榫塞㛛蠊鼞鼨⮈宿뉲䄬㕙▉僘鞄す泘⩞뇹겨⽏氳⽏㉈
ꂶ⹗⪭☾鐩⽏⿁ 
 
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜日本語仮訳＞ 
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メヒカリ 
 
メヒカリ（Chlorophthalmus albatrossis）は、⽇本の中部海域から東シナ海にかけての深海
（水深 200〜400 メートル）に生息する深海魚です。この種は、輝くエメラルドグリーンの目から名付
けられ、体は銀灰⾊で暗⾊の斑点があり、通常 15 センチメートルほどに成⻑します。メヒカリは柔らかく
⽩い⾝が珍重されていますが、鮮度が非常に短い。蒲郡では一年中⼊⼿可能で、同市を拠点とする
深海漁船の主要な漁獲物となっています。 
 
メヒカリの刺⾝は軽くジューシーで、新鮮な状態で⾷べるためには漁獲後数時間以内に切り分けて提
供する必要があるため、蒲郡のような限られた地域でしか味わえない珍味です。より一般的な⾷べ方
は、メヒカリを丸ごと揚げたもので、柔らかい骨ごと⾷べられます。蒲郡では、これらのふっくらとした⼩魚
は人気のバーのスナックとして、ビールや⽇本酒と合わせて提供されることが多いです。さらに、市内のい
くつかの水産物市場では、メヒカリ風味の味噌や他の調味料が販売されています。 
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031-010 

蒲郡市竹島エリア多言語解説協議会 
【タイトル】 蒲郡の水産物/タカアシガニ 
【想定媒体】 Web 

 
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
냖耾軅 
 

脏㷤⺎鱳 3.8 眦氳냖耾軅Macrocheira kaempferi█燢╙仼儗贺賛軅佭┪槡┕僄㛻
氳榻㚠ⲁ擻ն鲹熨路軅佭仼儗┚⺐嵷择䇖嬤媯㺢氳⸊榟擻熨割䕜㏇ 200 舘 400 眦岑氳㵸
㑔嬼狍䡝㹿籈╈䅻鈷◇姢峪篑 10 䯷妤䈲氳宿㓊ն㏇䇩個氳宿清岑㚲냖耾軅耇㵨舅䄕
㱮紇꣰誾颯全ն┘☢⪭㹿溍芘氳榻㚠儗骱㶩冘䡗▽㛿抆⚵逸냖耾軅鲸⚢榫宿謬逸깳㛚
㚠鲽┉塠⚵逸舅䄕ն 
 
냖耾軅㏇舅抆朅㗟╈㵝⽝僄Ꝛ⺎鱳篑 100 䇗⛙蠉鼞岑宿䩔䩢奏㓊氳냖耾軅㶩媆僗鲹╫Ꝛ
㵝▽ն냖耾軅鵠䅻♔姢拵䡝岳蠕亡䌋戌⯆ն⪭Ꝛ脏缜顏豓┘╋⸂⛙骱⛮鼨⮇ⷌ軅缜깴
席┦깴⻡陮几氳軅랋ն脹顏╋胹յ됁⽏宆黯氳軅랋仵⺎⶝里괐榫█⺎榫⛼軅缜氳诅
乢ն榺◇孨軅戌괐僄╙됁紇㍕塝냖耾軅㏇乢杼⯥䅻逈俪⪴㏇ꡯ㏐姢娢╈ն┘⺱◇⪭☽岑
宿榟擻냖耾軅㏇ꡯ㏐因姢╈█⺎♔柳孨丘仼ն蠉鼞氳궆ⷦ⽰鿯䈙䇯嫚❠䈒냖耾軅乢杼ն
┉◙宿됁䄬㏜鲸䫠⭴▽戌拵⹖⿁ꈶ냖耾軅氳⛮뀰孨ⲁ⺱休ꛖす軅缜粝㜍⽰軅⽏♂顄璡軅
⯆⿁ն 
 
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜繁体字＞ 
榔妤蹆軄 
 
榔妤蹆軄逖經Macrocheira kaempferi佭┪槡┕냉㑔㛻氳榻夏걊Ⳃ擻餉㷤ꝏ
食⺎鷾 3.8 ⪞㶹⸊榣亥仼儗艃⺐想㜁䇖嬤媰㺢只䕜亥岒食 200 舘 400 ⪞㶹ꝴ氳㵸㑔嬼
狎䡝近嬼╈䅻釤亥姢嶾硝䶕妤 10 食氳宿㓊鵞牊路軄榟孨㏇䇪個氳岒宿宿䈕耈꤬
調✿✳舅䄕ꦙ♓逈氪杯⪭㹿溍芙氳榻夏儗骰㶩僘⣞遫䷞冽擯⠟麅働榫宿秝遫굟
軄夏♓鶡┉塠䫢굟 
 
┉芙鏂憡榔妤蹆軄㏇ꄇ㛛⺎这孨 100 䇗⛙㏇蠊鼞㛛宿㍕岒宿幨妩✳榫幨私䩔䱪⪭
䇖㏱㚪⽝釒湿䐂術榔妤蹆軄鵡䅻♓岴蠖䡝姢拵亡䌋광榫⪭碸ꝏ氳餉鼨┾┘攒禁術
缜⛙高냉⪐⯞⻢僘㛻ꄈ軄缜♓⹗⤕⹨本釲氳軄脺罀臲塞鼨⛤⹾龍帒ꯂ┦邽⻢뉲
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⽏⺎ㄲ暐광榫▉⺎獲憡軄缜媭ꂶ榺亥榔妤蹆軄♓于뉲광榫憡✞㍕塞㏇戌鐩⯦鵡
䅻働⟋这㏇ꣃ㏑┕氳姢娣╈⪭艃術丨岒宿擻牊┘⺱⺆釒⟋䧐㏇⬊姢遵ⷊ✳㏇ꣃ㏑┕
☱⺎这孨丨仼蠊鼞氳錊術궇䋙艃괺䈙㏱❠䟕榔妤蹆軄鼨⮈宿뉲䄬㕙麅䬠❠拵軄艃⺧
軄냉꿨┾鞄す㞞軄缜粞꯽⹗路軄⹾⽏♂靳璢榔妤蹆軄注꟯榣⿁ 
 
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜日本語仮訳＞ 
タカアシガニ 
 
脚の広がりが最⼤ 3.8 メートルに達するタカアシガニ（Macrocheira kaempferi）は、地球上で最
⼤の甲殻類です。このカニは⽇本と台湾の太平洋沿岸に固有の種で、水深 200 メートルから 400 メ
ートルの深海にある⼩さな洞窟や穴に生息しています。最もよく⾒られるのは、水温が約 10 度の場所
です。暗闇の海底深くで生活するこのカニは、ほぼ発⾒不能なほど姿を隠すことができます。岩のような
甲羅が⾃然なカモフラージュとなり、さらに海洋生物で甲羅を装飾して姿を隠すことができます。 
 
タカアシガニは野生では最⼤ 100 年生きると推定されていますが、深海漁師が網で捕獲する蒲郡沖
の海域では、平均寿命ははるかに短いはずです。カニは通常、茹でたり蒸したりして⾷べられます。⻑
い脚は特に肉厚ではありませんが、体は豊富な肉と、人気の⾼いカニ味噌を含みます。このクリーミーで
うま味豊かなペーストは、そのまま⾷べたり、肉に付けて⾷べたりできます。タカアシガニは新鮮な状態で
⾷べるのが最も美味しく、そのため調理まで陸上の水槽で生きたまま保管されることが多いです。他の
深海種とは異なり、このカニは冷たい水に浸けておけば、陸上で数⽇間生存できます。タカアシガニは
蒲郡市のレストランやホテルで広く⼊⼿可能です。市内のいくつかの海鮮市場では、カニの茹で体験や
⾷べ体験を提供しており、タカアシガニの加⼯品（缶詰の肉やカニ風味のせんべいなど）も販売され
ています。 
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031-011 

蒲郡市竹島エリア多言語解説協議会 
【タイトル】 蒲郡の水産物/アサリ 
【想定媒体】 Web 

 
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
賦贡 
 

└媞嵷䇖ꪐ氳姢㓊┚赺贲婻帷╙賦贡Ruditapes philippinarum䬠❠▽杼䘶氳割䕜
朅㗟鲹熨Ꝛ篑 4 ⷿ眦氳狍㷉⹙㚠顄㏇蠉鼞氳깱괐乄⴬╈䣹庌浔ꄆ金鉉荈ն㶽留賦贡㏇仼
儗⪓㎁鰏╙䅻鈷⛙└媞嵷氳賦贡◲ꄈ佭䎎╯仰䚕氳瑭┉篑ⶭ仼儗賦贡䔅䩔藜ꄈ氳
48%ն 
 
佡㰚佭賦贡氳伕㰚鵠䅻♔└僖┖伄舘◑僖╙沸◲僿塝休氳賦贡缜顏╋⸂յ곽⽏ⶇ餉ն
ⷧ篺丞╄岑㒪婻╈氳⫸㰚⺵塝休氳賦贡⚢ꚑ⮽辑㷄䯷괐蛈⪴╋㳫氳宰崅榟擻╙佡㰚◲
ⷎ⢢⬢㚷ն䎎㏐峄妩鵠䅻㏇企佡ꃾ䷅賦贡☽♜⚢榫䅠僗粠⩽⽰ꄌ㷯륅氳縻粠㏇宿清ꃾ
賦ն佡儕休荣琉㹢媯㺢鲸⚢⻹䌖⚜㛢䏻䣆䧳賦贡氳妩⚜ն夷䇗㍌舘◑僖鴚弪僿ꠑ䎎宿
姢☳㹢㸯⽰ꡯ㏐╯ꠑ氳弪帷鴚⸼랫荈氳婻帷┕➘䨄席▽䧳賦几ն嫫婻╈氳賦贡⼑岑贝鲤
랫荈┚⪭割䕜氳婻㎻宄抆┉⛮䎬䡗㛿抆⚵逸ն 
 
賦贡ꢝ▽䅻榫◇⽏㉈娧氳鰑乢㛚█⺎♔榫岳鿯蠕괐ն㏇蠉鼞賦贡鲸⺎♔┚╰⫸ꪫյ遤
䅠蘦⽰宿됁냖娧┉⺱戌⯆䡗蠉鼞╰⫸鲹┉攑荈乢杼ն 
 
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜繁体字＞ 
菌賦 
 
└媞想䇖ꪙ氳姢㓊艃婻㺢憡菌賦逖經Ruditapes philippinarum䬠❠▽磿✞只䕜
㏑⪭㏇蠊鼞乣杼╈哗憡俋鷦⨅畚鵞牊靳걊㏇仼儗⺨㏑注樧䅻釤⛙♓榣ꄈ縡銨└媞
想㷉㎜╯⫦仼儗䩔暢氳菌賦硝僘 48%✿舅塞㏑ 
 
菌賦沸榣僿㏇佡迭鵡䅻☮亥 3 僖┖伄舘 5 僖╯ꝴ塞侈氳菌賦缜韭罏紈┦겨⽏ⶇ餉㏇
婻惢岒谊食鷪⫸迭䏴菌賦働ꙍ示✿♓䶕⹦揩굼雧邽氳宰崅榟擻憡佡迭榣ⷎ⢢嶗⤕樧
㏑幨妩鵡䅻㏇企佡䫑꥙乄賦☾⠟✳榫┉牊牒憡䦑縺氳䄄┉牊ꡭ僘ꄌ㸋룎艃㵸私㞞
皴㯹芙氳部㉻✿縺卹宿䈃⮽▽佡迭爐侪働僘㛻䤊☕弪嵖⺸琉㼗宿㺢鈒䣆䧴䫂菌賦
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4 僖艃 5 僖鴛弪侈樧琉㼗艃儗㼗ꝴ氳弪ꝴ䅸宿姢鴛⸼랫荈氳婻惢┕➘働䴎幥䧴賦贡氳
☕紮鵞遵氳菌賦갳荈⺱嘚⢐岒愍荈䡝䫚鲥랫荈擯⠟氳夏働杯示只䕜婻㏑氳갳荈♓獲
憡⣞遫 
 
菌賦䅻榫獲⽏㉈嵡鿦乣䡝♓岴鿰蠖拵氳亡䌋광榫㏇蠊鼞☕⠟▉働㵫⪭艃睲懃륕띤
宿䅸菨⽰賦贡냖嵡磶⺭◸榫經憡蠊鼞懃륕띤氳乣杼 
 
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜日本語仮訳＞ 
アサリ 
 
三河湾の静かな水面と砂浜は、蒲郡地方の⾷文化で重要な役割を果たすアサリ（Ruditapes 
philippinarum）という、約 4 センチメートルの⻑さになる貝の理想的な生息地を提供しています。
この貝は全国的に⽐較的広く分布していますが、⽇本国内で捕獲されるアサリの約 48％が三河湾で
採れるため、ここが最⼤の産地となっています。 
 
アサリは春が旬で、通常 3 月下旬から 5 月にかけてが最盛期です。この時期、貝は冬の間砂の深い
ところで栄養を蓄え、春に産卵するための卵を産むために、砂の中から這い上がってきます。地元の漁
師は主に早春にアサリを採ります。彼らは、⼩さな網と⾦属の⻭が付いた籠状の容器であるドレッジを
使って海底を掻き回します。春後半には、竹島沿岸に⼤勢の人々が集まり、⼿作業でアサリを掘りま
す。4 月から 5 月の干潮時、島と本土の間にある干潟から水が引くと、⿊い砂浜がアサリ採りの人で埋
め尽くされます。ここでのあさりも暗灰⾊またはほぼ⿊⾊で、生息する砂の⾊に同化してカモフラージュし
ています。 
 
アサリは味噌汁の具材として使われるほか、酒で蒸して⾷べることも。蒲郡では、地元の料理「ガマゴリ
うどん」で、うどん、ワカメ、貝出汁と合わせて楽しむこともできます。 
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031-012 

蒲郡市竹島エリア多言語解説協議会 
【タイトル】 蒲郡市博物館/蒲郡市博物館 
【想定媒体】 Web 

 
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
蠉鼞䄬擻꺉 
 

蠉鼞䄬擻꺉氳㷤鈾岑⪍學⭴㏐☮篸▽☳⹿舘☫氳䎎㏐ⷧ⺒ն㷤鈾纺扦◇䎎㏐篺宁⹠
㷤阯鳮▽蠉鼞佭㞝⛰⭡同峄┯յ篥篲┯յ冽剨熨吤璡◲┯☳┉䈴榺僼䋡㛻臺⪵陔几諱
⸊➮䡗1114ˑ1204䋯⮡氳纺蛽⹠㷤╙┉䈴竴蔻氳奏㓊㒮䄬ն 
 
擻꺉⫂ⴎ⻡└╄╚㷤ⷦ⪭╈氳┼╄䅻阻㷤鈾╈ꡱ⮜浔⚩簊䣆ⲁ篲䄭儬յ儒⯆赂刉⮇鴲
儬յ20 ┪篕⮤㛄⸊氳⹿妩㷉璡┉硍⮜㷤⿁榟ⲁ㏐阯鳮▽⪭⹠㷤ⷧ爊ն瑭└╄㷤ⷦ夷䇗
└埠╞ⱴ┚蠉鼞注⪩氳攑⮷㷤鈾尜沲赂刉◲┯յ朅㒮㸔耞┚䎎㏐㏐ꧠ⺒璡╋㳫╚겗ն 
 
攑㷤ⷦ亰鱦氳┉╄㵸䢣ꠑ鲸㷤炐▽䎎㏐ⷧ⺒㰣㳄⪵拨伺䷅誾㳄㺢ꠑ菑册⩝榟䷅誾氳⹿
蝔懚⺐յ䬠愉⽰愉ն┉哦氳里环㷤ⷦ⮟榫◇╞ⱴ紇儛㷤鈾ն塝㛚擻꺉㛚鲸姧╦ꡱ⮜
浔┉⺐ 1938 䇗⯆鵲氳 D51 㑔蠕婎儬鯲ն㏇擻꺉䋯䷒休ꠑꄅ崅㲙⺎氨┕儬鯲⽰㲙鯲鯲
⸍┉䫓狓珔ն 
 
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜繁体字＞ 
蠊鼞䄬ⶥ擻귈 
 
蠊鼞䄬ⶥ擻귈氳㷤鈮♓岢걦佄䟇氳亡䌋哯鳯䐍結♏舘杯♏氳樧㏑塽⺒㷤鈮ꄆ럅㏇亥蠊
鼞氳祺忳氪㷤鉮ꄄ▽丨┪硕♓✿幨哆碞笞哆艃姢冽劳㓸璢榣哆㞞⛰㵫鵞䈴榺䣉虓
嚛嶯氳鍸☕⪵僼臺諲⸊➯䡗1114ˑ1204䢦䋧环氳鱖哆纻蛾鮺闭憡竵唽氳ⶆ㓊㒮䄬 
 
귈⪐└⠕╚釒㷤䋙僘⪔⠕憡䅻錄㷤䋙鵂鷪術ꯁ擻⿁✿ꟹ鳯鵞夀塽⺒ⴎ䦮⥉礶䣆Ⳃ笞䄭
嚂儒邯噶㯹⮈碎嚂♓⹗ 20 ┪硕⮤僿邖䉁⛩週䢤ꝴ氳郀邯⿁瑮└⠕㷤䋙夷䇗艈鰾└
埡艃蠊鼞注꟯氳╚갭攒㷤⪐部尝衏赂刉榣哆㒮䄬⼾㎠氳㸔耝♓⹗樧㏑祺塽鷪氳㏑ꧡ
璢 
 
攒㷤䋙亰氳㵸㷤那㷤炑▽榺樧㏑塽⺒逖邖⪵拨伺錄⤕䷅調邖㺢ꝴ菒再䢦䷅調氳結蝕搆⺐
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掸相艃掸諠轱㷤鈮⯞錄亥 1 嗻氳暐环諠䉺塞㛛귈㛛ꝏ僿㷤炑┉魛亥 1938 䇗邯鵳
氳 D51 㑔蠖婎愃髪鷝遫⺎亥ⶥ擻귈ꝧ䷒侈ꝴ⪐舅榺鶡⪌愃髪꯽艃遫髪髪䉫⹉鈶 
 
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜日本語仮訳＞ 
蒲郡市博物館 
 
蒲郡市博物館の展⽰は、古代から現代までの地域史を分かりやすく紹介しています。展⽰は蒲郡の
経済発展に焦点を当て、漁業、織物、果樹栽培などの産業が、公家で詩人の藤原俊成（1114–
1204）によって設⽴された集落を、繁栄する地域都市へと変貌させた経緯を解説しています。 
 
博物館の 3 つの主要展⽰室の 2 つを占める常設展⽰では、伝統的な⼿動織機、⽊製のミカン選別
機、20 世紀初頭の住宅の部屋を再現した展⽰物などを通じて、この物語を解説しています。3 つ目
の展⽰室では、ミカン産業から都市を取り囲む⼭々、地域の地震の歴史まで、蒲郡に関連するテーマ
を扱う年 3 回の企画展が開催されています。 
 
企画展⽰室の隣の⼩さな部屋には、地元の歴史家兼照明器具収集家だった岸間芳松⽒のコレクシ
ョンから、アンティークのキャンドルスタンド、提灯、ランプなどが展⽰されています。1 階の別ギャラリーで
は美術展が開催されています。さらに、博物館の外には 1938 年に製造された D51 型蒸気機関⾞
が常設展⽰されています。機関⾞と連結された客⾞は、博物館開館時なら⾃由に乗り込むことができ
ます。 
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地域番号 032 協議会名 佐賀県伊万⾥市 
 

解説文一覧 

NO. スポット名（タイトル） 中国語文字数 想定媒体 

032-001 伊万⾥・有⽥焼伝統産業会館︓パネル A 823 QR 

032-002 伊万⾥・有⽥焼伝統産業会館︓パネル B 1079 QR 

032-003 伊万⾥・有⽥焼伝統産業会館︓パネル C 795 QR 

032-004 伊万⾥・有⽥焼伝統産業会館︓パネル D 858 QR 

032-005 伊万⾥・有⽥焼伝統産業会館︓パネル E 803 QR 

032-006 鍋島藩窯 ⼤川内⼭︓マップ 797 パンフ 
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032-001 
佐賀県伊万⾥市 

【タイトル】 伊万⾥・有⽥焼伝統産業会館︓パネル A 
【想定媒体】 QR 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
㷤冏 A 
 
ꢾյ憢┚楂 

劯䩺懱⯆峪䈲┚羣㎻䡗⮇ꢾ楂⯆⿁鵠䅻⺎⮇╙└㛻眷ꢾյ憢┚楂նꢾ氳
懱⯆峪䈲篑循 600 舘 1100˳╯ꠑն循鲹┉峪䈲葶㍴⫂㐧⛮儔㱮⪓朔⴬ⷊ儔逈挾踅䡗
朔桔顏ն鲹䙬⽏浔䡗⿁ꢾ☱抆䅠僗篱䐭㯿ꣽ㞝┘釙♔ꄀ㷄➘⚢峈姢ն憢氳懱䡗峪䈲
循 1200˳♔┕㐧⛮循냖峪┖⩘⮇朔⴬⫂鼨氳妰┚㯿ꣽ㱮⪓逈寕ꢝն儔亨ꄀ氳憢儗
骱㶩┘⻹姢辑ꪫ鵠䅻█ⶇ⮇舚㳢⩞帑ն楂氳懱⯆峪䈲循 1250˳♔┕♔㳫⻡漂ꁂ沩⽰
꙯顏溜擻氳羣㎻䡝溍乢懱⯆縡䡗䅻鈷⸊乢ⴎ䦮냖㺉㎻յꝚ溍յ◌头璡ն⪭顏㏐㐍漲鰇沜
⺎♔懱⯆䐂冓╙訅鵁榗舘鱳⮽ⶐ鵁伺氳䷞冽ն 
 
⛪顡諿氳ꢾ楂 
 
〲孅懱 

〲孅懱佭┉熨僄企循罎⯥㎁㏐⵲☫⛪顡⹁յꝚ㽃⹁┉䅠懱鵲氳憢ն䩺陱佭榺 16
┪篕 80 䇗创⯥䏢仼儗氳僼됁ꢾ䄄䢦⮡ն鲹熨憢䅻♔ꄀ䎷逸깳䎬䡗랫氫㵒奃됁伺氳
僼됁〲孅䡝♔琾簃逸깳㎂终氳簃〲孅ն〲孅懱氳楂⹨⮽蓞鷺槡氳ꪂ浫舘☫
☱循⯆⛼榟◲ն 
 
⚊┒ꄅ懱僗榹懱 

⚊┒ꄅ懱佭┉熨楂ն豓⯆⛼㏐循僗榹┚嫧⛪鈷⛙䡗⿁㛢榺⚊┒ꄅ鲡䏢仼儗⺨㏐
㍕縡䐂⺳ն⚊┒ꄅ懱⮡㡏◇娡䢓休创⮤僿1603˒1867鲹┉休僿氳⛼⿁㛢逈燢⛼⹿
⚊┒ꄅն⪭ⷧ⺒嶏◇⛪顡諿╚ꛛ㹢波葴1538˒1618舅僼됁䅠㍑氳ꢾ䄄ն鲹◙ꢾ䄄循
僗榹媼㸔⹠朆▽氫荈楂溍鲹熨溍免循⴬㰣䡗⮇┕┚냖㺉㎻冓╙注鲤⮵榫鲹◙溍免☽
♜꺙埠循仼儗䡗Ⱶ懱䡗洡塜䙬╬┕氳楂ն꣮浔休ꠑ䫠燰ꢾ䄄循䤗荔┕┘亇瞿鲽循⻹
䷅踅⺭▽僼됁┚╈㎁ꢾ楂䤗荔氳㓹滼┕⹠㷤⭴▽僗仼儗攑荈氳里攑곽劲ն 
 
ꛛ㹢懱 
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ꛛ㹢懱佭┉熨┥╙娡䢓休创ꛛ㹢㳄仍縡懱⯆氳楂նꛛ㹢妤循䐼䃷䆠䈢氳⮡环縖䐼䃷
㳄䉔1543˒1616㽢颯╯⮤傾┚╯╙䷣塝⺵╙▽簟硍㵒⛪顡諿氳簊媪➘♔瞿紇楂
鲽昦䐼䃷䆠䈢♔炐䎍걹նꛛ㹢懱◰逈榫⛼颇◀ꄆ臺金⼥氳炕⿁䇜⛼╙⛪顡㒮氳㲾괨
궆ն鲹熨楂㛻㛢⺆循㛻䃷⫂㸔㏐⵲꥘╈懱⯆☳┘循䄬ꪫ⭴す俋鵠几萴䘶䐂⮽┉♭
ꛛ㹢懱せ僗鵠鲋ꛛ㹢㳄仍顶顷ն 

 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜繁体字＞ 
A 撸 
 
ꢾ㉻憣㉻艃楃㉻ 

ꢾ楃걊❤揎邯嶾食艃ꢾ㎻䡗⮈鵡䅻⺎⮈憡ꢾ㉻憣㉻䡝楃㉻ꢾ㉻氳揎邯嶾食☮亥
䶕妤 600 ⮽ 1100 食╯ꝴ懔懮鷪╈ꢾ㎻┘働㱮朔桕ⴭ䡝踅ⴭ䡗朔桕鵞䙬⽏蜸ꢝ
ꪞ┕ꄁ⻖⯞鎊ꢾ楃䡗⿁☱抇佭働幋庁氳憣㉻佭♓ 1200°C ♓┕氳냖嶾揎邯✳ꢾ㎻㱮
朔桕ⴭ阁䢦僘姇䡝㯿嬼┘䐞㰇㏇儔┕ꄁ氳憣㉻┘姢䓪辑ꪫ⩞帒楃㉻♓
1250°C ♓┕氳냖嶾揎邯榺⻢雧㳫◅姍ⴭ溘⹗ꆤ㓹火擻韭氳ꢾ㎻艃溍꯽鵡䅻憡냖䂵㎻
ꝏ溍⽰ꦴ头岞⺭縡䡗鵞佭┉牊㔌㴨韭魌氳ꢾ楃獲⿁⺎♓⢢⮽注樧訆榘舘鷾⮽ⶐ鵂
伺氳食  

 
⛪鞦謁ꢾ楃 
 
〲孅揎 

〲孅揎佭┉牊憣㉻꺙榣亥罏私㎜杯☬氳⛪鞦窱艃ꝏ㽄窱䴆鐁⮤佭榺 16 ┪
硕 80 䇗♏✿⮽仼儗氳僼뉲ꢾⵁ䢦Ⱚ邯鵞牊憣㉻鵡䅻♓ꄁ乣✿┕荈Ⱚ獲⭴랫氫注ꝴ氳
ꭩ㎜〲孅僼뉲〲孅䡝⯇㖕┕荈氳䎷筑〲孅筑〲孅〲孅揎舘☬☱㏇榟榣╈┦岒
⹨蓟鷻䫠䊸縖氳ꪃ涃 

 
⚊蛓ꄅ僘榹揎 

⚊蛓ꄅ揎佭楃㉻氳┉牊ꥹ抇榣舅僘榹⽰嫧⛪釤㏑ⶆ⛙鵞牊楃㉻佭䐍⚊蛓ꄅ鷠䏢
㎜⺨㏑㍕縡䐂經⚊蛓ꄅ揎企⭴杯㏇娡䢒侈♏⮤僿重⩕ 1603ˑ1867鵞夀僿ꝴ
䢦榟榣氳楃㉻鵡䅻逈牒憡結⚊蛓ꄅ⚊蛓ꄅ揎氳榟榣㡐亥⛪鞦㛻經ꏞ㼗波葵重⩕ 1538ˑ
1618㵫僼뉲ꢾⵁ䅸⮽⛪鞦謁䏴☾⠟㏇僘榹槅媼㸔氪杯▽氫楃溍鵞牊楃溍㏇ⴭ㱄䡗⮈
┕艃냖䂵㎻걊⛍⮵榫鵞牊楃溍☾⠟䡗憡仼儗⺒┕瑮┉䤊䡗Ⱶ邯鵳楃㉻氳☕祺鷪塵僖
氳催鳧ꢾⵁ⠟㏇ꢾ諠䤗轱┕┘亝矀鶡┾㵫僼뉲艃╈㎜氳⩕碜踅矽獲⿁╈Ⱚ鵳▽仼儗
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攒僘氳楃㉻ 
 

ꏞ㼗揎 
ꏞ㼗揎佭娡䢒侈♏㵬ꝛ憡ꏞ㼗㳄从邯獲氳楃㉻㏇䐼䃷䆡䈢㽣僿ꝴꏞ㼗㳄从傾艃

䆡䈢Ⱚ䋧縖䐼䃷㳄餐重⩕ 1543ˑ1616㵴䤻鷪憡⟋⛩㵴⛪鞦謁氳䪭䫞垷ꏞ㼗㳄从┘
䐂┘⺸䆡䈢㵫髭硱矽楃㉻璢攒墤靹⿁ꏞ㼗揎▉榫✿頝◀ꄆ釒氳䷓䈢㲇⿦┾獲憡⛪鞦㒮
╈氳궇楃㉻術ⶐ⺆㏇㛻䃷⪐㸔榟榣┦┘⭴す暢䐂鵞牊楃㉻氳せ┉畚鷻佭ꏞ㼗㳄从
氳頝艃 

 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜日本語仮訳＞ 
 

パネル A 
陶器、炻器、磁器 
陶磁器は⼀般的に、焼成温度と粘⼟の組成に基づいて、陶器（Earthenware）、炻器
（Stoneware）、磁器（Porcelain）の 3 種類に分類されます。 
 
陶器はおよそ 600〜1,100℃の温度で焼成されます。焼成の過程で胎⼟が完全にはガラス化（焼
き締まり）しないため、釉薬をかけない限り、出来上がった陶器は多孔質で水を通しやすい性質を持
ちます。 
 
炻器は1,200℃以上の高温で焼成されます。胎⼟が完全にガラス化し、気泡や隙間がなくなります。
そのため表⾯は滑らかで、釉薬をかけていなくても水を通しません。 
 
磁器は 1,250℃を超える温度で焼成され、シリカやカルシウム系鉱物（通常はカオリン、⻑⽯、雲⺟
など）を多く含む胎⼟や⽯を原料としています。硬くて軽く、非常に薄く作ることもでき、半透明になる
場合もあります。 
 
佐賀藩の陶磁器 
唐津焼 
唐津焼は、400 年以上前に肥前地⽅（現在の佐賀県および⻑崎県）で初めて作られた炻器の⼀
種です。1580 年代に来⽇した朝鮮の陶⼯によって創始されたと考えられています。唐津焼は⼀般に
釉薬で装飾され、⿊釉や⽩釉を施した「朝鮮唐津」や、筆で模様を描いた「絵唐津」があります。唐
津焼は茶道の世界で高く評価されており、現在も制作が続けられています。 
 
伊万⾥焼（有⽥焼） 
伊万⾥焼は磁器の⼀種です。有⽥や波佐⾒で制作されましたが、伊万⾥港から⽇本各地に出荷さ
れたことから「伊万⾥焼」と呼ばれるようになりました。江⼾時代初期（1603〜1868 年）に初めて

435



作られ、その時代に作られたものは、しばしば「古伊万⾥」と呼ばれます。⽣産は、佐賀藩主鍋島直
茂（1538〜1618 年）が連れてきた朝鮮の陶⼯たちが、有⽥の泉⼭で⽩磁の原料となる⽯を発
⾒したことから始まりました。この⽯はカオリンに似ており、これを⽤いることで⽇本で初めて磁器の制作
に成功したとされています。その後陶⼯たちは技術を磨き、朝鮮や中国からの影響を取り入れながらも、
⽇本独自の様式を⽣み出していきました。 
 
鍋島焼 
鍋島焼とは、江⼾時代に鍋島家のために特別に作られた磁器製品を指します。鍋島家は徳川幕府
を開いた徳川家康(1543-1616)の台頭に反する⽴場にありました。佐賀藩の統治を維持するため
に、磁器という形で徳川家への献上品を納めていました。鍋島焼は、重要な政府関係者への贈答品
として⽤いられたり、佐賀城内の食器として使われたりしていました。基本的に鍋島焼は⼤川内⼭での
み⽣産され、⼀般には販売されることはありませんでした。鍋島家から直接贈られることでのみ入手で
きる非常に限られた磁器でした。 
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032-002 
佐賀県伊万⾥市 

【タイトル】 伊万⾥・有⽥焼伝統産業会館︓パネル B 
【想定媒体】 QR 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
㷤⵲ B 
 
企僿ꛛ㹢懱 

1600 䇗⫠再簊䄯䐼䃷㳄䉔1543˒1616循⪩⸊╯䡟╈藜羿篳篾▽仼儗Ꝛ鱳氬
䇗氳䡟㎁▞┪ն循⮡环䐼䃷䆠䈢氳鲋爊╈䐼䃷㳄䉔鵠鲋Ⰼ㜕겅㏐⽰撛⛤氳亡䌋䘪㚲▽傾
┚☽㵒䤻氳㛻⺳諿╚仼儗㵟滚休创氳㏐亡겅╚♜ն╙骿鹵鲹㏜䘪㚲䇜⟊⪓겅㏐⛪顡
諿氳ꛛ㹢羿葴1580˒1657⺸䐼䃷䆠䈢鲽昦▽㛻ꄈ本顜氳伺创╈㎁楂ն 
 

抆縡舘 17 ┪篕╈⺗╈㎁席岳ⲡ塌㽢颯┚伺僼䡟再┘亇ն꣮浔䡟再氳滑簘ꛛ㹢
㳄仍姳顔亍氳╈㎁楂⹩䐂䙛⹠㍮ꥈն䎎休僗榹槅氳䄄ⵁ企䄖䋯㡏懱⯆楂䇜⺸仼儗
㎁⫂⹖Ꝛ㽃⭴㹢㏐⵲氳蕔⪥ら几ꛖすն╙簟䧏⺸䆠䈢鲽顈氳⚩簊ꛛ㹢㳄仍⽝初僗榹㏐⵲
氳ꢾ䄄㶍陒♻⯆╈㎁곽劲氳楂塝╞䋯⮡▽ꛛ㹢懱氳⩝媞ն 
 

17 ┪篕 50 䇗创陛榟◇僗榹氳企僿ꛛ㹢懱♔㛻㑔䎷簃沴潽僄创辑䓪ն鲹熨竴㛄里
攑氳䎬㎂终⸊儗┥❠䐼䃷㳄仍✳榫⛙鵄峀逈僗榹㏐⵲⪭☽猗㏜♻⯆䇜ꛖ䏢⪓仼儗ն17
┪篕 60 䇗创ꛛ㹢㳄仍㵨僄⭴荈氳䄄ⵁ鱻舘┚┪ꣵ簈氳㛻䃷⫂㸔㏐⵲䇜阻环⪩⶯┽
劲䫝⯆鵠䏢兎䇹氳せ┉鷺饟♔塝㱥䥉ꛛ㹢懱氳懱⯆熺䤗ն 
 

㛻䃷⫂㸔榟◲氳企僿ꛛ㹢懱波䏧㛢循 15 舘 21 ⷿ眦╯ꠑն⪭⪯㑔攑䏣佭㎕餉ꢾ清
䈴냖繺䇜┦㎂终╋㳫㛢劫ն 
 
ꛛ㹢懱氳랋ꄌ休创┚侪僿⹠㷤 

ꛛ㹢懱氳榟◲䃈㼉⭴朆◇ 17 ┪篕儕ն䐼䃷䆠䈢瑭◑创㵨⫠䐼䃷篝⺮1646˒1709
傾曎겅篑┍ⶉ⺳꣮☳㲋僿鵲阼娡䢓☫┱◺㏐⵲㛻⺳♜氳㱞黤ն鲹⛤㵨⫠⹖⪭❊☳㍙꧎
♔僄瞿紇氳궆˒˒ꛛ㹢懱沸逸本꺓◸榫ն╙席餉⪭☽㛻⺳㵒냖勮楂氳꧎姳ꛛ㹢⩞葴
1632˒1700⺸㛻䃷⫂㸔猗㏜검䄭䧗初☢纶榫걵㶅ꢾ䄄╙䐼䃷篝⺮㵨⫠⮽阼阻阞⪓
亍㎂终⛙⭔㰇循栁檋╯⛼┘阷籬ꣀ㛻㵸┉䏱ꛖ多ն 
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┚☳⚊┒ꄅ⭴⹾氳ら┯楂┘⺱ꛛ㹢懱氳㎂终⹨⮽┽劲留䫝ն18 ┪篕⮤䐼䃷䆠
䈢⟤队▽焔初꡿⯆夷䇗鲽顈氳ꄀ┕䎷楂丘ꄈն塝⺵㛻䃷⫂㸔猗㏜☢耇✳榫㲇䈢劭⬢
氳岑衹荈┚ꪂ楂荈ꄀ乢ն 
 

19 ┪篕╈⺗ꛛ㹢懱氳곽劲┚⿁顏⫋䈲鯸⹩նꛛ㹢㳄仍㜪⽝䤕䥵Ꝛ㽃宿ꡕ滚阻ꄆ♳
藜⬢◑䇗⫂⩦◇鲽顈ն塝僿ꠑ☱僗㵽ꄈꛛ㹢懱逈⛼╙颇炕⯆⛼鲹◙楂氳ꄀ䎷逸깳鰏
⯥┼╄┪篕催╙甏儣䄄荔瞿嵁爊䈲◰僗䢦┘⹖⹛何⭴ꛛ㹢㳄仍ꪫ║氳顉䷓ꄆ顆ն 
 

19 ┪篕儕䐼䃷䆠䈢簊媪椙鉯諿⯆䈥ꢝ㛻⺳ⲡ塌逈Ⰼ㜕ն阵㛢䄄ⵁ㍕猗㏜⛮⯆䈥
塛縡仰嫏隈榟篢篢熊䋯㛻䃷⫂㸔ն╙䨭䷬鲹╄忟║㜊⚩氳⚩簊䤗荔⸊ꛛ㹢猗㏜氳鼨⮇
ꢾ䄄◇ 1877 䇗䡗环瞿䄄劔䌋⚢炙⛙丘䇗⺵院篯篲㍕顫ꄌ㍮㗟縡鉯丆ն波舘 20 ┪篕
⮤꣮浔仼儗㎁⫂◬鵠㓹滼阻亨鵄塠㱮ヤ㛻䃷⫂㸔┚⪓㎁⺨㏐鳀鵠╯⺵ꛛ㹢懱氳荔儛
♯⡬┚紇㰣뇃塌䣉篳◇藜䐂⪝⚜氳䇯嫚阡⺎ն 

 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜繁体字＞ 
B 撸 
 
企僿氳ꏞ㼗揎 

䢇㎜經㵫䐼䃷㳄餐重⩕ 1543ˑ1616亥重⩕ 1600 䇗㏇꟯⸊╯䢇╈暢䐂Ⳑ⮵磶兠
仼儗ꝏ鷾┉⠕┪硕♓✿氳⪐䢇䋧环䐼䃷䆡䈢氳䣆夀╯┉佭㌅䠢黁◚艃☾㵴䤻鷪氳㛻經
Ⰰ製☾⠟氳㎻㏑艃꯽ꊇ憡鹶⩦逈寖巷┾禵䧐ꯝ㎻氳䪭䫞垷⛪鞦謁氳ꏞ㼗Ⳑ葵重⩕
1580ˑ1657⺸䆡䈢鶡靹▽錊術本鞕氳伺♏楃㉻ 
 

抇縡⮽▽ 17 ┪硕╈蜘幥岴矽▽伺僼ꤚ蜸䢇▶┘亝釒⹦䐂╈㎜楃㉻闭䐂注樧
萬ꦙ僘榹氳䄄ⵁ⠟䄖ꝧ㡐邯獲楃㉻┾㵫⪭ꊸ䏢㎜⪐♓⹗⭴㼗氳蕕训☕䣆╈㏇⺸䆡䈢
䧐箛鶡靹氳㙪ⱱ┖ꏞ㼗妤➢✳⪭㏇僘榹氳ꢾⵁ⠟ㇴ鍲Ⱚ獲╈㎜겨氳楃㉻㏇⪭ⲅⱱ┖⤺
榟▽瑮┉䤊氳ꏞ㼗揎 
 

17 ┪硕 50 䇗♏㏇僘榹榟榣氳企僿ꏞ㼗揎僘㛻㑔遫굟矀紈氳궇泇╯攒럅鵞◚矀
紈縡暐攒氳㎬勇⸊儗佭㵬㸋亥䐼䃷妤氳⛙飉✿飉術僘榹㏑ⶆ氳⪭☾獟䊰撏注♻邯┾ꊸ
䏢㎜⺨㏑17 ┪硕 60 䇗♏ꏞ㼗妤㵫☾⠟㛿韥氳䄄ⵁ鹞䏢艃┪ꣵ磿氳㛻䃷⪐㸔兎
蛾塞㛛麅錄环▽┉⠕囸刨㽗⿲䫞⯆鶡⭴兎蛾氳せ┉鵡鷻♓澭⟋ꏞ㼗揎氳邯獲熺亡┘
㛛孋 
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㛻䃷⪐㸔企邯獲⭴氳ꏞ㼗揎獲⿁波䏺鵡䅻☮亥 15 ⪞⮈⮽ 21 ⪞⮈╯ꝴ⪭攒䐹佭䈕

鼨僘筑邯㎬勇氳㎖餉 
 
ꏞ㼗揎랊ꄌ侈僿舘儕僿 

ꏞ㼗揎氳榟榣렲沸侈僿佭㏇ 17 ┪硕儕瑮◑♏䆡䈢㵫髭䐼䃷禾⺮重⩕ 1646ˑ1709
⹗⪭硝 7,000 經氳ꤚ䢼働㲋僿⮽鋽娡䢒☬典◺㏑ⶆ㛻經⠟氳蕾㎧㵫髭⹗⪭ꤚ䢼杼樧
⺆耈♓┕璢氳광擻⽰㞒氳궇˒˒ꏞ㼗揎✿䦙䏩憡幥餉⪭☾㛻經⠟㵴楃㉻氳于ꧏ姳
ꏞ㼗⩞葵重⩕ 1632ˑ1700⺸㛻䃷⪐㸔獟䊰┖▽┉鷻⽝♒☾⠟⺆耈纷鑃㞒氳ꢾⵁ
憡㵫髭氳⮽鋽䬠❠于氳ꢾ㉻錄銷┾ꊸ夘䢦僘栁檌⿁黁䓏⺆佭䐮┘餉鷻氳┉┊럅栁檌 
 

┘⺱亥⚊蛓ꄅ鷠⭴氳䄬す楃㉻ꏞ㼗揎氳㎬勇艃錄銷佭⹨⮽㌅劲畚䫞氳18 ┪硕⮤
䆡䈢⟣銬▽焕半堒꡿⯆夷䇗鶡靹氳䎷ꄁ楃㉻ꄈ舅塞㛻䃷⪐㸔獟⺆耈䫑榫䷓䈢鏂⺎
氳岒誻荈艃ꪃ楃荈鐩 
 

19 ┪硕╈蜘ꏞ㼗揎氳겨劲艃⿁韭⫋埡僘▽┘⺱氳ꪫ靏ꏞ㼗妤❤♒ꯄ䶺䭤㏇ꝏ㽄䋧
环宿髭ꡕ煞䄄◄┾㍕塞◸僘◑䇗⩦⺸䆡䈢鶡靹氳攒垷抇縡麅佭僘㵽ꄈꏞ㼗揎榟榣榫✿
樧獲頝⿁榫鵞⠕侈僿氳楃㉻攒荈佭䎷ꄁ獲⿁鬴㵽獲䄄▉┘㞞私⪔⠕┪硕氳獲⿁矀碸
⹚佖▽ꏞ㼗妤㏇祺忳┕私䢦儔僘氳靷䳸 
 

19 ┪硕儕䆡䈢鹁䊵ꢝ▉磚塛▽謁㸋⯆食㛻經氳垷ⱱ㶩塞逈Ⰰ製㍕憡扝嫏⫋䏩㏇
ꏞ㼗揎獟䄄獲钷榟錊術䄄ⵁꦗꝧ▽㛻䃷⪐㸔⮽⪭☾㏑亡⺁钷⭴饟㍕䳸䑐⥉礶䄄諠㜊
⥉ꏞ㼗揎獟┉◚槴┖氳ꢾⵁ亥重⩕ 1877 䇗Ⱚ环▽矀䄄舎⛙灒亥祺忳萬㗟鎊磞笞亥
術䇗䏴鉮万波⮽ 20 ┪硕⮤ꤚ蜸◬鵡㓹灅錄亩氳䷊ュ㛻䃷⪐㸔艃仼儗⪭☾㏑ⶆ僘▽
绤答ꏞ㼗揎氳䄄諠艃紈㱄磚亥暢䐂㛻浑氳罦㲋 

 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜日本語仮訳＞ 
初期の鍋島焼 
 
徳川家康（1543–1616）は、1600 年の関ヶ原の戦いで勝利し、16 世紀を通じて⽇本を苦しめ
ていた⻑い戦乱の時代を終わらせました。徳川幕府の成⽴にあたり、家康は敵対した⼤名から領地や
地位を没収しました。この粛清を避け、佐賀藩の領地を維持するため、鍋島勝茂（1580〜1657
年）は、貴重な中国明朝の磁器を徳川幕府に献上しました。 
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しかし、17 世紀半ばになると満州族による中国征服により、新しい磁器を入手することが難しくなって
いきました。この時点で、有⽥の陶⼯たちはすでに磁器を作り始め、国内だけでなく出島のオランダ商
人にも販売していました。幕府への献上を続けていく必要があったことから、鍋島家は有⽥の陶⼯に、
幕府に献上していた輸入中国磁器の様式を模した磁器の制作を試みさせました。この努⼒が実を結
び、鍋島焼の初期の作品が⽣み出されました。 
 
初期の鍋島焼は 1650 年代に有⽥で作られ、⼤きな装飾皿が特徴です。複雑で独特な意匠は徳
川家のためだけに考案されましたが、やがて有⽥の他の窯でも模倣され、全国で販売されることがあり
ました。1660 年代、鍋島家は最も優れた職人とその窯を、人⾥離れた⼤川内⼭の村へ移しました。
また、村に通じる唯⼀の道に番所を設け、鍋島焼の製法の秘密を守れるようにしました。 
 
⼤川内⼭で作られた鍋島焼の初期の作品は直径 15〜21cm ほどの皿が多く、文様が施された底
部の高台が特徴的です。 
 
鍋島焼の⻩⾦期から晩期 
17 世紀後半は、鍋島焼の⽣産が最も盛んだった時期でした。第 5 代将軍・徳川綱吉（1646–
1709）は、約 7,000 人にも及ぶ⼤規模な随⾏者とともに江⼾（現在の東京）にある多くの⼤名
屋敷を訪問しました。当然ながら将軍とその随⾏者には、最高の料理を最高の器でふるまうことが求
められ、鍋島焼の必要性が高まりました。これに応えるため、鍋島光茂（1632–1700）は⼤川内
⼭の窯に指示を出しました。その内容は、最高の陶⼯のみを使うこと、将軍訪問に合わせた新しい鍋
島焼の意匠を作ること、どんなにわずかな⽋陥でも⾒つかれば作品を破棄することでした。 
 
伊万⾥から出荷されていた商業⽤磁器とは異なり、鍋島焼の意匠や文様は厳しくコントロールされて
いました。18 世紀初頭、幕府によって制定された贅沢品に関する法令（倹約令）には、年間の献
上品に鮮やかな⾊絵を施すことを制限する指示が含まれていました。これ以降、⼤川内⼭の窯では、
幕府が認めた藍⾊や⻘磁⾊という限られた⾊のみを使⽤するようになりました。 
 
19 世紀半ばになると、鍋島焼の様式や品質は再び変化しました。鍋島家は⻑崎の海防施設の建
設⽀援を命じられ、その⾒返りとして幕府への年貢を 5 年間免除されました。鍋島焼の献上も免除と
なっておりましたが、贈答⽤としては⽣産が続けられていました。防衛という財政⾯の負担を受けて、こ
の時期の作品には⾊絵が少なく、17〜18 世紀の鍋島焼に比べて精巧さは低くなっています。 
 
19 世紀の終わり幕府がなくなり、廃藩置県によって藩制度が廃⽌され⼤名たちはその権⼒を失いま
した。鍋島窯で働くことで収入を得られなくなったことから、⼤川内⼭の多くの陶⼯たちは⽣計を⽴てる
ために村を離れ、他の⼟地で職を求めるようになりました。伝統技法が失われることを懸念した鍋島焼
の残った陶⼯たちは 1877 年に「精功社」を設⽴しました。しかし、財政難により数年で経営不振とな
り解散しました。その後、20 世紀初頭になって交通インフラの整備が進み、⼤川内⼭と国内各地が
結ばれるようになった頃、鍋島焼は⼀般の人々にも広く知られ、高く評価されるようになりました。 
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032-003 
佐賀県伊万⾥市 

【タイトル】 伊万⾥・有⽥焼伝統産業会館︓パネル C 
【想定媒体】 QR 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
㷤冏 C 
 
ꛛ㹢懱氳逸깳䤗嫏 

ꛛ㹢懱劯䩺ꄀ䎷䤗嫏⺎⮇╙└㛻眷⮷ն 
 

ꪂ菋ꛛ㹢懱刌♀佭䧗循┕ꄀ╯⯥⩝循碜羣┕榫ꪂ荈겛乢波䫙簃⯆㎂终╯⺵亨
♔鵁伺ꄀ⫋⪍猗냖峪懱⯆縡䡗ն塝眷楂䅻♔篱㳢篪兣ⴄⲾ㎂终䡝鲡榫侠刌璡瞿嵁䤗
嫏┕荈ն 
 

䎷ꄀꛛ㹢懱荈ꛛ㹢䧗循ꄀꪫ╯┕⫋塑䎷簃☳縡⼑朆╋㳫荈䎷氳䤗嫏ն⩝♔ꪂ
菋겛乢簃⯆清牮╯⺵釙沲┉㷄鵁伺ꄀ乢懱⯆䡗㓹清⫋◇㓹清┕榫ꄀ┕䎷겛乢㛄簃㎂终
僄⺵篺⛦峪◅埠懱⯆㱮䡗նꄀ┕䎷㎂终㛢♔篍յ랋յ簪└荈╙╚僗休◰鰑♔랫䎷䡝ꄌ䎷ն 
 

ꪂ楂ꛛ㹢懱ꪂ澸䧗榫㛢㷄ꄀ乢塑懱⯆✳䡗⿁⼑朆綸綵芘荈嬐氳䤗嫏նꪂ楂鵠
䅻┘✳榫竴㛄氳篤劫逸깳ն㍕ꄀ乢循猗⫂懱⯆鲋爊╈冓佄⹠榟孲ꄀ䡝䋯撴朆霅䄄ⵁ⹛⚢
⯎䙬⮵榫塝攑䓪蛈鵲⭴┉熨攑墥氳紇䚊ն再㲓┕䘶金懱⯆⭴奨仰䋯撴櫋鴇氳ꪂ楂䡗⿁
佭冓╙㍮ꥈ氳ն 
 
ꛛ㹢懱氳鈺劲յ㑔┚㎂终 

17 ┪篕 90 䇗创⺵榟◲氳ꛛ㹢懱循鈺劲յ㑔┚㎂终┕䎬䡗▽┉㝄剝⬢⴬⛮硍ն潽沴
眷波䏧☮◇ 11 舘 30 ⷿ眦╯ꠑ僄㛻㑔氳潳䅻ꃾ榫岑脃냖餉鵲㑔塝眷㑔循懱⯆鲋爊
╈冓佄㕻ꣀ⹩䎬ն俋鵠氳⚊┒ꄅ楂懱⯆休꧎鰑♔䶺䱹擻ꡕ塛㕻ꣀ⛙鲹劫⚢循清鼨槴┖
䐭㵸氳ꙟ櫋նꛛ㹢懱⛼╙昦簄䆠䈢㵨⫠氳顈⿁簈┘⩒阵僗⿵䓏┉憠憠栁檋ն㍕塝┘同
Ⲃ㛚塌䶺䱹➘耇䡗Ⱶ懱⯆㛻㑔潳沴氳䄄䈌せ僗䤗荔僄╙瞿嵁氳ꢾ䄄亡⺎羿♳ն 
 

ꛛ㹢懱┚⚊┒ꄅ楂氳㎂终겗免䇯嫚尜沲吤擻յⲁ擻յ⭓⛰㎂终յ妰⠯㛿霅⹖㲩䋡榟
孨璡╚겗ն┦ꛛ㹢懱㍕鹗䐡┉硍⮜┽劲氳懱⯆鈺葶䐂♔⼑朆⭴催瞿㳢氳篤깳┚催⶛飉氳
⿁顏ն鲹眷楂氳㛚㙇㎂终䑒循└╄亡⺸䧝└篯⮇䄭⪭╈┉篯篤깳⚢樋⛼仄鯸┕燰♔
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䧗炐擻氳塜ꪫ┚╚㎂氳僼⺸ն清㎂终⭓╲齉╙吤擻겗免㞝剨冿յ蔈⺗♔⹖☢榫◇
┕顈簄䆠䈢㵨⫠氳擰╘〲蔈篤ն⺁㛚⛪顡㒮⫂┥榫氳沐⮟䅻깳♔┍㲒篾篤䡝┍㲒鳀篤ն
企僿ꛛ㹢懱⪭㎕餉ꢾ清䈴鼨⮇氳篤깳熨眷竴㛢⛙⮽▽ 18 ┪篕氳랋ꄌ休创儕僿
⭓╲⪓鼨簊┉䡗卸륅篤ն 

 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜繁体字＞ 
C 撸 
 
ꏞ㼗揎遫굟 

ꏞ㼗揎❤┕ꄁ䄄嫏⺎⮈憡└걊 
 

ꪃ菌楃ꏞ㼗揎佭♓誻荈갳乣波䫚㏇儔┕ꄁ氳㉻沐┕筑邯菌荈抇䏴㵫㉻沐⮽鵂伺ꄁ
乣╈䏴揎邯榫鵞牊亡嫏邯獲氳ꢾ楃鵡䅻♓扝丨碸稘䡝㞞姢樔芙氳碸腰樔嫏✿筑邯 
 

䎷ꄁꏞ㼗揎荈ꏞ㼗✳榫䎷筑楃ꄁ憡楃㉻㘍荈䎷鵞嘚氳獲⿁佭⩝榫ꄁ┖誻䎷䣒
䈕⫋┕┉㷻鵂伺ꄁ抇䏴揎邯䎬䡗䈕㷻䈕㷻┕⫋㖕┕┉㷻ꄁ┕䎷抇䏴♓⛧嶾⫋埡揎
邯㱮䡗㎬勇㛛㷻ꄁ氳菌荈鵡䅻憡硟荈랊荈⽰禙荈⣓撨▉働⺁랫荈䡝ꄌ荈 
 

ꏞ㼗ꪃ楃佭㏇楃㉻辑ꪫ┕術㷻ꄁ乣♓杯綶芙氳荈鐩ꪃ楃鵡䅻┘働♓竵郀氳㎬
勇✿⟣굟◄㴨┕▉術ⶐ佭僘䙬鵞띷⢢氳㍕憡ꄁ乣㏇獟摑╈部佄孳Ⳃ䡝進ꝧ縡㱮
婯僘進櫋氳ꪃ楃獲⿁佭注樧┘部佄邯獲氳 
 
ꏞ㼗揎氳㶹㵑䎬敻艃錄銷 

17 ┪硕 90 䇗♏♓䏴邯獲氳ꏞ㼗揎䄖祺嘆嶗ⴭ憡刈◚攒㲋㶹㵑䎬敻⹗錄銷泇㯹氳
波䏺☮亥 11 ⪞⮈⮽ 30 ⪞⮈㛻氳潴鵡䅻潴䈕鬴岒㎖餉鬴냖㍕塞㏇揎邯鷪╈部佄
⭲ꣀ俋鵡氳⚊蛓ꄅ楃㉻憡▽ꡕ塛⭲ꣀ働㏇䈕鼨ⱶ┉⠕䶺䱸⪭♏⧎佭䈕珸働槴┖┉⠕
㵸럅注鬴╯┖ꏞ㼗揎佭憡䆡䈢㵫髭邯獲氳㍕塞ⷊ✳佭䐮㵸氳栁檌▉┘部錊㰇㏇⺆
僘䄄諠矀嵂氳ꢾ諠䅨䣉耈邯獲⭴┘ꧏ㛛鼨䶺䱸氳㛻潴 
 

ꏞ㼗揎⽰⚊蛓ꄅ揎氳㎬勇錄銷⹦免䊸嫚尝衏吤擻Ⳃ擻䇭⛰㎬䎬㛿姇⹗㲰䋡榟
孨璢⺨牊╚갭抇縡ꄡ㵴ꏞ㼗揎榟榣氳㌅劲畚䫞阁ꏞ㼗揎邯獲⭴催碸穢艃냖⿁韭氳獲
⿁楃㉻㛛鈶錄銷♓└牊┘⺱㎬勇憡┉磞˒˒└牊㎬勇╈氳┉牊佭⠡鷪✿氳榫✿杯⪐
⣐╚釒㎬勇氳錄銷楃㉻䈕鼨氳㎬勇䇭╲齉♓吤擻憡갭免❆㞞嘻䇡艃蔉♓⹗擰╘菌硭
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鵞牊菌硭⺆働榫㏇鶡靹礢䆡䈢㵫髭氳楃㉻┕僘梫梫注䣩㎬勇氳楃㉻佭㏇⛪鞦㒮⪐榫氳
企僿ꏞ㼗揎獲⿁氳䈕梫⮤僘䏭術┘⺱氳㎬勇⛙⮽▽ 18 ┪硕랊ꄌ侈♏儕僿䇭╲䢦僘
㎖餉齉䷊䫑憡卹룎㎬勇 

 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜日本語仮訳＞ 
 

鍋島焼の技法 
鍋島焼は、施釉の技法によって⼤きく三つの種類に分けられます。 
 
染付は、器に釉薬をかける前の素地に⻘の絵具で直接絵付けを⾏います。その後、透明釉をかけて
焼成します。この⽅法で作られた作品には、細い線で描かれた精緻な文様や、墨弾きなどの高度な
技法が⽤いられ、陶⼯の熟練した技がよく表れています。 
 
⾊鍋島は、釉薬の上に⾊絵の具を重ねて多彩な⾊を加える技法です。まず⻘⾊の下絵を施し、透
明な釉薬をかけて焼成し基礎となる層を作ります。その上から上絵具を重ね、低温で再度焼成して
完成させます。上絵の彩⾊には通常、⾚・⻩・緑が使われ、ときには⿊や⾦が加えられることもあります。 
 
⻘磁は、磁器に何層もの釉薬をかけて深みのある翡翠のような⾊合いを⽣み出す技法です。⻘磁は
複雑な絵付けを施すことはあまりありません。焼成中に釉薬が流れたりひび割れたりすることがあり、実
際には意図的にそのようにされることもあります。ひびのない完璧な作品を作るのは非常に難しいとされ
ています。 
 
鍋島焼の大きさ・形・意匠 
1690 年代以降の鍋島焼 は、⼤きさや形、意匠がより均⼀になりました。⼤きさは約 11 センチから
30 センチ程でした。⼤きな皿は深い底と高い高台を持つことが多く、焼成中にたわみやすいという特徴
がありました。通常の伊万⾥焼では、焼成中のたわみを防ぐために⽀えが使われることがありましたが、
その部分には小さな点状の跡が残ることがありました。しかし、鍋島焼は将軍への献上品として作られ
たため、ほんのわずかな⽋点さえも許されませんでした。外側の⽀えを使わずに⼤皿を成形できたのは、
最も熟練した陶⼯に限られていました。 
 
鍋島焼や伊万⾥焼に⽤いられる文様は、植物・動物・幾何学模様・天候・宮廷⽣活など、幅広いモ
チーフに由来しています。しかし鍋島焼は、鍋島窯に課された厳しい指示のもとに⽣産されていたため、
より細かく高品質です。磁器の裏⾯の模様は三⽅向に配置され、そのうち⼀つの模様を上向きに回
転させることで、主たるデザイン⽅向を示すようにしていました。外側に⽤いられる文様はほぼ植物のみ
で、⽊の枝や草、牡丹唐草などが描かれ、牡丹唐草は将軍への献上品にのみ使⽤されました。城内
で使⽤される器には、七宝結び文/七宝繋ぎ文が装飾として⽤いられました。また、高台部分にも装
飾が施されました。初期の鍋島焼では高台の文様はさまざまでしたが、1700 年代の⻩⾦期の終わり
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頃には、ほぼすべてに「櫛⻭文」が⽤いられるようになりました。 
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032-004 
佐賀県伊万⾥市 

【タイトル】 伊万⾥・有⽥焼伝統産業会館︓パネル D 
【想定媒体】 QR 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
㷤冏 D 
 
朆创ꢾ楂⯆⛼ 

㶽留⯆⛼楂氳䄄꣮浔休ꠑ䫠燰┘亇䷊鲽յ䷞曎█仼沠䬠ⶍ⛙⯆⛼䄄荔舅娡䢓休
创1603˒1867♔全☳儔䷊⹩✳㛻䃷⫂㸔氳⯆楂⚩簊䐂♔⚩䤕舘☫ն 
 

㛻䃷⫂㸔㏐⵲氳⯆楂䄄䈌佭☳僗伺宿㵒㺢氳挫儗⹁㛿蔈㸔䋯㡏氳☳鲹ꄅ䋯ꃾ氳楂溍
䧝⿁篒瓇鴲⮇眷⺵ꛖ䏢⛪顡⹁㭖ꄇ䄬沩榹槅յ♔⹖⪭☽㵽丘㏐⵲氳ꢾ㎻塑䄄⚀┯ն循黁
ꄅ楂溍篺鲋岳嬲յ溿瀃յ塑姢隀⯆䡗嫫孹⺵嬇⪍婡尰娢⫂䬠篚ꢝ⸼溠睧յꚗ璡儷
顏ն䬠篚⺵氳嫫孹鵠鲋始帱儬始帱冫⭴簈㛻鼨⮇姢⮇⺵⫋榺洡狝篮嫫儬鲽┉塠塑䄄
⯆䡗㐧乢⺵璡䏨⭴すն 
 

ꢾ㎻㖆䎬䤗嫏㛢劫縡⚩簊ꛛ㹢懱㡏篳媯榫ꢾ鯺䥽㐧䄄荔նꢾ㎻꺙⩝篺鲋䬖篮漶⟊
姢⮇㏰ⴇ꣮⺵䷒⮽ꢾ鯺䥽㐧儬┕榺ꢾ䄄㖆鵲䡗䢦꧎氳㑔ն娡䢓休创♔⺵阵㛢ꢾ䄄
燠冓䌖鲽重亡䤗儛♔䬠ⶍ榟◲䷞曎ն㞝☫┘㵽猗㏜䄖ꃾ榫榾ⲁꢾ鯺յ溍脹嘗յ嫱孹䡗
㑔յ始塌嫱孹⹖帢始儬璡䄄荔⹧创▽⚩簊氳耾馐ꢾ鯺䥽㐧儬ն 
 

䡗㑔⺵氳擻⚢逈ꡗ䇕䡗ⶐ䇕敯䒳⫋榺ꢾ䄄✳榫⟤㐧䄄㚲杼辑ꪫ⯎⯡⭴㎕餉
ꢾ清䈴ն僄⺵榫嵸宿簠յ奓⯇䡝䄭䴚䦯㐧⛮ն鲹┉䄄䈌✳䐂㐧⛮辑ꪫ催佄┚ꄀ蕇
注◎峈踅䡗⿁氳ꄀꪫ█催侁刎射⩞嬕ն 
 

猗懱╯⯥夷♭㐧⛮䑒걺篺鲋簾䜈䇕揳♔ꡕ䋯週⹩䎬ն鵠䅻⩝䷒⮽ꡗ⬧㚲ꡗ䇕┼舘
└㛿⫋䷒⮽ꡖ⩞┖依䇕յ䡝䷒⮽ꡗ⬧鵠곽㚲簒簘舅抆䇕揳ն㱮⪓䇕揳氳㐧⛮꧎鲽车 900˳
碜懱♔䏗清⸼ꢝ墧槴姢⮇✳羣顏催塑舚㳢㐍漲ն碜懱⺵氳㐧█催佄⻹ꡭ겛乢┚ꄀ乢ն 
 

碜懱㱮䡗⺵槇䄳✳榫⻡僗姍⴬Ꚋ氳ꄀ┖䎷겛乢簃⯆㎂终ն篺懱⯆⺵鲹眷겛乢㵨⼑
朆ꪂ菋荈嬐ն䄄ⵁ⩝榫冓篱氳琾ⴄⲾ⭴㎂终鯺䊑⫋榫鰏睱氳琾㖵荈䡝侠刌ꪂ菋氳宆屭㷄
埠ն 
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ꄀ┖䎷簃⯆㱮䡗⺵䄄ⵁ⚢ꃾ榫寁ꄀ䡝孺ꄀ璡亡嫏簄擻┕┉㷄鵁伺ꄀն䢦僗㎕餉

ꢾ清䈴氳ꄀ乢䑒걺⮺ꢝ䇕困♔鹵⩦⺵簘懱⯆休㐧⛮┚猗睳鳀ն循篑 1300˳氳◅
埠懱⯆鲋爊╈ꄀ┖䎷⹩╙ꪂ荈㐧⛮⛮燠籔㵸篑 10%ն㵒ꪂ菋ꛛ㹢懱刌♀縡銨鲹
鷺懱⯆鲋爊ⷊ╙僄篳䄄䈌⛙㞝冽䘶⯆⛼겛荈催㛢氳䎷楂⮟鲸꧎鲽┉塠榫ꄀ┕䎷겛乢簃
⯆抆⺵循⺁┉╄ 800˳氳猗⫂⫋埠懱⯆縡䡗ն 

 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜繁体字＞ 
D 撸 
 
杯♏楃㉻榟榣 

ꥹ抇邯獲楃㉻氳䄄ꤚ蜸侈♏庌鶡┘亝氪㷤縡闭䐂催僘䷞曎⛙邯儗骰䐍娡䢒侈♏
重⩕ 1603ˑ1867♓✿齉婯僘䷊闭㍕塞㛻䃷⪐㸔氳鷪䏢艃杯㏇┉耝注䤖 

 
㛻䃷⪐㸔氳楃㉻邯㡐亥僘伺宿㵴㺢氳挬儗窱㛿蔉㸔ⶆ楃㉻溍免ꝧ䫑⮈碎䏴韢礢

⛪鞦窱㭗ꄇ䄬뛆榹ꡭ鲥♓⹗⪭☾刈◚㏑亡氳ꢾ㎻ⱶ䄄䊰♓⹗⪭☾刈◚㏑亡㏇黁遵㵫
ꢾ㎻岴嬲▯屻瀄䡗碸睗䏴岞⺭䡗嫬廚敻岞心氳尕냉榫嬇宣䣒矽婢徢娣♓⸼ꢝ婻㯹艃
ꖺ璢ꦉ韭㵫怬鷪䏴氳尕䛞ꢾ㎻䷒矽㙪怬嚂㙪怬嚂䇭╲⺎♓㵫䢦僘姢⮈䴎⭴䏴阁
ꢾ㎻鷪洡狞䴎㙪嚂䏴ⷊ⺎⭴す 

 
ꢾ㎻㖇䎬氳亡嫏僘䏭術牊⛙ꏞ㼗揎⥉礶┕佭♓ꢾ魹✿䡗䎬氳꺙⩝㏱ⴀ㏑䬗䩊ꢾ

㎻阁ꢾ㎻╈氳姢⮈㏱辆⮈⛜抇䏴㵫ꢾ㎻䷒⮽ꢾ魹┕榺ꢾⵁ㵫ꢾ㎻㖇鵳䡗䘶釒氳䎬
敻娡䢒侈♏♓䏴錊術ꢾⵁ踅矽▽重亡䤗轱♓䬠냖榟榣䷞曎㛻術丨獟摑齉䫑榫꧆Ⳃ
魹愍嫬嘘嫱廚䡗㑔㙪ꗛ䡗㑔⹗幤璹嚂✿♏僁⥉礶氳胶馐䌋魹 

 
㵫㖇䎬㞒氳獲⿁俥▯⮽汷ꪵ芙氳漲食抇䏴ꢾⵁ榫⟣㐨䄄㵫辑ꪫ⟣丞䇖帒┾䩊⭴

㎖餉䏴榫忣宿秝⯇㯹䡝䄭䴛䦯ꢾ㎻鵞嘚僘Ⲃ亥ꄁ乣ꡭ蜸㏇ꢾ㎻辑ꪫ♓Ⱚ獲⭴
催⩞帒氳䡗⿁ 

 
夷♭獲⿁㏇揎邯私齉䑒ꯄ稸▯援♓ꡕ進ꝧ⹗闭䎬儔揎邯氳ꢾ楃鵡䅻働㏇ꢱ尧谊

⩝겨▯⪔⮽└㛿抇䏴⫋䷒㏇㜁꣊波㵥谊䡝㏇ꢱ尧鵡겨谊䷒催ꝏ氳侈ꝴ겨▯▯援䏴㵫
鵞◚獲⿁䷒㏇ 900°C 냖嶾╈鶡车碜揎♓⸼ꢝ壂槴姢⮈阁ꢾ㎻闭䐂催穢㳢㔌漲碜揎鷪
氳ꢾ㎻働催部佄䷅갳乣⽰ꄁ乣 
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碜揎㱮䡗䏴ꢾⵁ⠟働榫姍ⴭꇉꄁ┖䎷✿筑邯㎬勇鵞牊ꄁ┖䎷㏇揎邯鷪╈働鮺憡

誻荈⩝榫哗碸氳樔璜㏇獲⿁┕ⴄⲾ磚錄銷氳魹䊑抇䏴⫋榫鬴㛻氳樔璜㵫갳乣㖕幥㏇
㎬勇┕䡝佭⢢⭴岢誻⮽岒誻氳廍㷻 

 
ꄁ┖䎷㎬勇㱮䡗䏴䄄ⵁ働鵂鷪矽䡝彑嫱氳亡䌋㏇獲⿁┕鵂伺ꄁ㏇揎邯私⯞

釒㵫㎖餉氳ꄁ乣⮺ꢝ♓ꡕ揎邯侈楃㉻┕氳ꄁ踅⮽獟摑┕㏇瑮◅埡揎邯硝 1300°C鷪
╈ꄁ┖䎷働闭䡗誻荈獲⿁働䷅立 10%䄅⺓瑮◅埡揎邯鵡䅻佭ꪃ菌楃氳䏴┉⠕塠
꿷⛙䳕僘術牊荈䎷氳獲⿁䑒ꯄ⩝榫ꄁ┕䎷筑㎬䏴⫋榫⺁┉⠕獟摑♓ 800°C 氳嶾食⫋埡
揎邯 

 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜日本語仮訳＞ 
 

現代の磁器生産 
磁器制作に⽤いられる道具は時代とともに進化し効率的になりましたが、その制作⼯程自体は江⼾
時代からほとんど変わっておらず、⼤川内⼭の過去と現在を直接つなぐものとなっています。 
 
現在、伊万⾥市⼤川内⼭における磁器の⽣産⼯程は、有明海を隔てた熊本県天草の⼭々から始
まります。ここで採掘された陶⽯は等級ごとに選別され、佐賀県嬉野市塩⽥町を中心とする陶⼟加
⼯業者へと販売されます。ここでは、陶⽯を洗浄し細かい粉末に砕いた後、水を加えて泥状にします。
その泥水を３つの沈殿槽に分け、不純物である砂や鉄分を取り除きます。残った液体はフィルタープレ
スにかけられ、ほとんどの水分が絞り出されて完成した陶⼟となります。最後に、この胎⼟の塊は真空
⼟練機に通され販売⽤に整えられます。 
 
成形にはさまざまな⽅法がありますが、鍋島焼では伝統的にろくろによって形を作ります。まず、胎⼟の
中の水分を均⼀にするために練り合わせます。その後、ろくろの上に胎⼟をのせ、陶⼯が目的の形に成
形します。江⼾時代以降、多くの陶⼯が⻄洋の技術を取り入れ、⽣産効率の向上を図りました。現
在では、多くの窯元で従来の⾜ろくろに代わり、電動ろくろや⽯膏型、鋳込み、圧⼒鋳込み、ローラー
マシンなどが⽤いられています。 
 
成形した器が半乾きの状態になると、陶⼯は削り道具を使って表⾯を整え、高台を削り出します。そ
の後、濡れたスポンジや刷毛、布などで表⾯を拭き上げます。この⼯程によって釉薬が胎⼟の表⾯に
よくなじみ、より滑らかな仕上がりになります。 
 
素焼きの準備として、変形やひび割れを防ぐために、作品をゆっくりと乾燥させる必要があります。通常、
まず⽇陰で 2〜3 ⽇間自然乾燥させ、その後直射⽇光の下に移すか、風通しのよい⽇陰でさらに時
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間をかけて乾かします。十分に乾燥したら、900℃で素焼きを⾏い、残っている水分を完全に⾶ばすと
ともに、胎⼟の素地を緻密かつ硬くします。素焼きされた器は、顔料や釉薬がよく浸透するようになりま
す。 
 
素焼きの後、主に酸化コバルトを成分とする下絵具で絵付けが⾏われます。焼成するとこの顔料は⻘
く発⾊します。細い筆で器に最終的な図柄の輪郭線を描き、次に⼤きめの筆を使って⾊を塗り重ねた
り、濃淡のある⻘のグラデーションを表現したりします。 
 
下絵付けが終わると、職人は透明釉を施します。これは、作品全体を釉薬に浸すか、上から釉薬をか
ける⽅法で⾏われます。高台の釉薬は、焼成中に作品が窯にくっつかないように削り取られます。⼆度
目の焼成（約 1300℃）では、下絵の顔料が鮮やかな⻘に変わり、作品全体が約 10%収縮しま
す。これで染付磁器は完成となりますが、多⾊の作品の場合はこの後さらに上絵付を施し、より低温
の約 800℃の窯で再び焼成します。 
  

448



032-005 
佐賀県伊万⾥市 

【タイトル】 伊万⾥・有⽥焼伝統産業会館︓パネル E 
【想定媒体】 QR 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
㷤冏 E 
 
⛪顡楂氳儔全 

╙漶⟊ꢾ楂车┯┚休⪦鲽յ䧏簘竴蔻⛪顡⹁ꢾ楂◲┯燠冓踅⺭䎎创阻阞┚⯥媯熭䤗ն
企循 1916 䇗⛪顡⹁㶩䡗环▽ꢾ楂溿狓㲓뀰㲝Saga Ceramics Research Laboratory
佭⹁环䄄爊䄳ⱴ再㚲循僗榹槅氳┖㷯儬冘ն院儬冘舚塌◇ꢾ楂亍䤗儛氳溿⹠յ⸊免乢䋯ꃾյ
榟◲䄄荔䷊鲽⹖┥┯䤗儛䶺䧏ն 
 

⪭⮡亍䡗冽╯┉➘佭循嘗阻阞╈䌖⪍ 3D 滚嘗䤗儛ն鵠鲋阞畀儬鰑Ⲃ滚嘗ꢾ荔
䄳⺎⯆⛼⚩簊䤗嫏仰嫏㲓朆氳攑墥ꢾ楂鵲㑔鲸耇┚鲾爊㲙䢓⪦◸◲⿁䋯⹠鲽䈲鴒馹阻
阞⟤队撷儗䇜荣餐▽仾嘗氳☹⤴狝ꠑն 
 

㲓뀰㲝鲸䡗Ⱶ溿⯆⭴┉熨⛦峪懱⯆氳亍㑔ꢾ㎻ն鲹熨ꢾ㎻仵⟊槴▽⚩簊楂⩞嬐┚䍠
䈲⹒侁蜷꡹⛦▽措乢寕縵⬵鰇▽냖峪猗慀㵒朅㗟氳顆䥵阦楂⯆⛼催塑朅⟊ն 
 

儬几䤗儛█鵄峀塑⪍▽ꢾ楂⯆鵲鲋爊ն❇㞝循ꢾ㎻䬖䩊⽰碜㐧沐氳亨ꄀ朅荣䄖
㲓朆▽舅ⲁ⴬磨⛼ն儬几┘☢簾鉯▽猗ⷣ氳几䣆┘餉䬠ⶍ▽榟◲䷞曎鲸僗Ⲃ◇䫠ⲁ
⯆鵲䤗荔氳⚩䤕ն塝㛚㲓뀰㲝鲸䋯⹠▽┉堑⺳╙Iroe氳保耇䣆儬䈒榫爊䈌榫䢓⺎
榫⚊┒ꄅյ僗榹懱璡⚩簊㎂终⮡⛼㷯◇舅䄕里┉仰◅氳丘㰅楂阻阞ն 
 

泘⯥⛪顡⹁䦦僗 91 ⺳蔻藜⚩簊䄄荔㚖燢⺙氳ꢾ楂䄄ⵁն鲹佭榺仼儗篺宁◲┯
餐◇ 1975 䇗阻环氳⺳鎺顫劲阡阾ն金䘶藜䐂鲹┉⺳鎺夷⛤䄄ⵁ䑒걺䪭䭃┚娡䢓休创
1603˒1867 䇗⯆⛼楂⺱璡姢䇖氳⚩簊䤗荔ն豓抆⚩簊䄄荔㚖☢ⶭ仼儗ꢾ䄄䔅丘氳篑
10%⛙☽♜┘☢䤗荔飃紮催逈㳞◀⸂僷˒˒⛼╙䌖겅㏐⵲◲┯⹠㷤氳╈㐍塌ꄈ䤕䥵
颯㓸⪴簒䤕几┚䫠䇯ꢾ楂䄄荔乄⴬氳ꄆ金✳⽝ն 

 
㛻䃷⫂㸔氳儔全 

ꛛ㹢懱佭仼儗僄⹿縏氳楂⿁眷╯┉佭☳娡䢓休创颯循㛻䃷⫂㸔㏐⵲┥╙⛪顡諿
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╚ꛛ㹢㳄仍縡懱⯆氳ն⪭瞿㟓簈⚰氳䄄荔姢⬢舘☫☱逈鈼╙ⵁ几䤗荔氳䃈㼉ն 
 

㞝☫㛻䃷⫂㸔氳ⵁ几♜簒䤕▽ꛛ㹢懱氳瞿嵁䤗荔☽♜舚塌◇㵨院㏐⵲氳⯆楂ⷧ⺒յ
乄⴬┚䤗荔⚩䤕簄┖┉创䇜舚塌◇㵨㛻䃷⫂㸔氳뇃塌䫠⺸┪槡艷⺐ն 

 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜繁体字＞ 
E 撸 
 
楃㉻氳儔✿ 

憡澭⟋榣哆环亥┘䷴╯㏑⛪鞦ꢾ楃榣哆냖食ꄆ釲樧♏錄銷艃䤗轱氪㷤⛪鞦窱獟哆
䤗轱╈䑐Saga Ceramics Research Laboratory䡗环亥重⩕ 1916 䇗⪭私骰憡僘榹䄄
䅨⛪鞦窱⮈䢦⛤亥僘榹䄬鎊磞笞舛ⱱ亥ꢾ楃于䤗轱氳溿狔艃ꝧ氪⸊乣ꝧ䫑邯
䷊ュ♓⹗䬠❠䤗轱䶺䭤 
 

⪭╈┉⠕氪㷤ꯁ泘佭⮵榫 3D 嘘㑔鬂냉✿錄銷于氳嘘ꢾ諠䐍哆☕⿦⮵榫꧆胖魋Ⲃ
䋧环嘘㑔⺎♓Ⱚ鵳⭴♓⥉礶亡䌋扝嫏⢢⭴氳攒僘ꢾ楃艃鸞亡氳㲙䢒⮈◸榣⿁鶡㷤鷪
鴓騥錄銷撸儗┾ꄄ⭴鷪⸼榫✿㰇䷒塽♏獲⿁氳⨶㰇狞ꝴ 
 

SCRL ꝧ氪▽┉牊于㑔ꢾ㎻⺎榫奄⥉礶揎楃催⛧氳嶾食鶡车懔懮鵞牊ꢾ㎻⟋槴▽
⥉礶ꢾ楃氳⩞徉艃䍛食⺱侈峎㵽▽掫乣寖縶꡺⛧냖嶾獟摑㵴梫㗟䢦䅸✿氳䏆ꮷ 
 

嚂㉻☕䤗轱▉㵷矽邯╯╈❆㞞⮵榫嚂㉻☕✿䬗䩊ꢾ㎻⹗㵫碜揎鷪氳獲⿁⮽ꄁ
乣╈嚂㉻☕麅⺎♓䇆黁◚䦙䄄┘佄氳獟䊰禵䧐榟榣䷞耈┾⟋槴榟榣䤗轱SCRL ꝧ氪▽
保㑔䣆嚂䟕榫䌋 Iroe鎊䟕榫䌋⺎♓祺榺䴾⹦鷪⸼⚊蛓ꄅ揎⽰僘榹揎氳⥉礶菌荈
ꄆ于錄銷⸊Ⱚ氳丨⛤ꢾ楃㎬勇 
 

⛪鞦窱泘私僘 91 ⛤暢䐂ր⥉礶䄄ⵁց鏂镜氳ꢾ楃䄄諠䅨鵞ꯁ⤕⹨㵰㼷氳꯽ꊇ佭祺
忳榣哆泹亥重⩕ 1975 䇗錄环氳釒暢䐂鵞ꯁ鏂镜氳ꢾ諠䅨䑒ꯄ鵂鷪邯獲餉♓㩼紈娡䢒
侈♏重⩕ 1603ˑ1867楃㉻氳獲⿁✿镜伺舅䄕⤕矀嵂氳⥉礶䄄諠⥉礶䄄ⵁ⺆⛯仼儗
ꢾⵁ竭☕丨硝 10%ꢝ▽䧐箛⟋僘⪭⶛飉氳䤗耈㛛麅僿僸☾⠟㏇樧㏑氪䭙ꯝ㵷鉈荈㓸
굼䏴筷縖┾䫠䊸ꢾ諠 

 
㛻䃷⪐㸔氳儔✿ 
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ꏞ㼗揎佭仼儗結縐氳楃㉻걊㑔╯┉ꏞ㼗揎佭娡䢒侈♏憡礶媪⛪鞦謁氳ꏞ㼗㳄从㏇
㛻䃷⪐㸔䢦榟榣氳ꢾ楃鵞◚獲⿁矀嵂氳䤗轱艃諠轱⧎用㷤杯⭴鵞◚⸊Ⱚꢾ諠䅨⠟⶛抇┘
⭔氳䤗諠 

 
㛻䃷⪐㸔氳ꢾ諠䅨⠟䧐箛⥉䤖蜸ꏞ㼗揎Ⱚ獲縖⠟氳邯☾⠟舛ⱱ亥⺸杷㲛䬴㛻䃷

⪐㸔┾憡䏴♏㯹㰬㱥闀鎊㏑ⶆ艃楃㉻邯獲注꟯氳塽⺒乄ⴭ艃䤗轱 
 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜日本語仮訳＞ 
 

磁器の未来 
佐賀の窯業界は、業界の将来を⾒据え、現代的なデザインや技術⾰新を積極的に取り入れていま
す。 
佐賀県有⽥町にある佐賀県窯業技術センター（SCRL）は、1916 年に有⽥に佐賀県⽴技術員
出張所として設⽴されました。同センターは、原料採掘から製造⼯程の改善、技術的・事業的⽀援、
さらには佐賀の窯業振興全般を担う専門の研究開発機関です。 
 
 
その開発の⼀つとして、⾦型設計や製作における 3D モデリングの活⽤があります。ソフトウェアを⽤いる
ことで、従来の⽅法では実現できなかった特殊な陶磁器の制作、遠隔地にいる顧客との製品開発の
共有、デザイン修正の履歴管理、そして過去の試作品を物理的に保管するためのスペース削減が実
現しています。 
 
SCRLでは、従来の磁器より低温で焼成できる新しいタイプの陶⼟を開発しました。この陶⼟は、従来
の磁器が持つ明るい光沢や強度を維持しながら、燃料費を削減し、高温窯による環境への影響も軽
減することができます。 
 
また、製造⼯程にはロボット技術も取り入れられています。例えば、胎⼟のこね作業や素焼き済みの
器の釉薬掛けにロボットが活⽤されています。人手の確保が難しい窯元では、⽣産効率の向上や製
造技術の継承に貢献すると期待されています。また、SCRL はスマートフォンアプリ Iroe を開発してお
り、歴史ある伊万⾥・有⽥焼の伝統文様を⽤いて、オリジナルのデジタル磁器デザインを作成すること
が可能です。 
 
佐賀県には現在、伝統⼯芸士の称号を持つ陶磁器職人が 91 名います。伝統⼯芸士は、1975 年
に経済産業省によって創設された名誉ある資格で、伝統⼯芸の技術を極めた職人に与えられます。
この資格を取得するためには、各職人が江⼾時代（1603〜1868 年）に作られていた磁器と同等
の伝統技術を習得していることを証明する必要があります。伝統⼯芸士は、業界全体の職人の約
10％に過ぎませんが、卓越した技術を持つだけでなく、地域の⽣産を牽引するリーダーとして後継者の
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育成や⼯芸の普及にも貢献することが期待されています。 
 
大川内山の未来 
⽇本最古級の磁器のひとつである鍋島焼は、江⼾時代に佐賀藩主・鍋島家のために⼤川内⼭で⽣
産されました。これらの作品に⾒られる卓越した技術と芸術性は、当時の陶⼯たちの技術の高さを物
語っています。 
 
現在の⼤川内⼭の職人たちは、鍋島焼を⽣み出した人々の伝統を受け継ぎ、さらに発展させていま
す。彼らは、この地域の磁器づくりにまつわる歴史、文化、技術を次世代に伝えることに尽⼒しており、
⼤川内⼭の魅⼒を世界に発信していくことを目指しています。 
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032-006 
佐賀県伊万⾥市 

【タイトル】 鍋島藩窯 ⼤川内⼭︓マップ 
【想定媒体】 パンフ 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜簡体字＞ 
仼儗楂甏⺒ 

仼儗楂榟◲㡏◇ 17 ┪篕⮤氳僗榹槅㏐⵲ն僄⮤氳⚊┒ꄅ懱䷞♻╈㎁楂⺵
全鵄峀⹠㷤⭴里攑氳仼䌋곽劲㶗⪭♔ꄀ┕䎷簃䤗荔蜷燢ն舘 17 ┪篕⺵僿⚊┒ꄅ懱鲾
ꛖ埫孙䇜䇯⹨埢鲜ն⺱僿㛻䃷⫂㸔氳猗ⷣ䋯㡏懱⯆ꛛ㹢懱⛼╙ꛛ㹢㳄仍榫◇䷓媪┚╄
几颇炕氳本⿁ն 
 
㛻䃷⫂㸔┚ꛛ㹢懱 

㛢丘㰣縖阡╙ꛛ㹢懱◇ 1650 䇗创㡏⮡◇僗榹槅ն䎎休伺僼釙愅㵗舚仼儗ꥈ♔☳
╈㎁鲽⹾楂ն⛪顡諿簊媪縖ꛛ㹢㳄仍榺◇䑒걺⺸䐼䃷䆠䈢鲽昦顈⿁◇佭⺉꥘僗榹걵
㶅氳ꢾⵁ⯆⛼ꛛ㹢懱ꃾ榫里攑阻阞♔席餉㵨⫠┚㛻⺳仼儗㵟滚休创氳㏐亡겅╚氳㲗
紇꧎姳ն╙ꡕ塛ꛛ㹢懱氳䤗荔㛚媶ꛛ㹢㳄仍◇ 17 ┪篕 60 䇗创㵨ⵁ几┚猗ⷣ鱻舘꣰氳
㛻䃷⫂㸔隵㏐ն 

ꛛ㹢懱瞿⿁㛢⛼꺋颇㵨⫠┚㛻⺳╯炕렲沸僿鈷◇ 17 ┪篕儕ն18 舘 19 ┪篕㍕焔初
⽰顉䷓㍮ꥈ곽劲☳竴㛄䎷簃鯸⺸甏篑ꪂ菋ն㞝☫㛻䃷⫂㸔篑 30 䈴猗ⷣ☱滑簘浔 300
㛢䇗⯥⩝鰔ꢾ䄄循塝䣊劯休䢦⚩䤕┖氳䄄荔ն 
 
瞿䎷洇憠 

㛻䃷⫂㸔氳╚饟亰⺎鈷ꢾ䄄勰┚姢鯲䅠ⲁ氳䩧嫫般㛄⸊逸糌ն䄉㛻氳儒啸颯蛽僗舚
丛⭵技循㸔隵冷儒ꠑ㍑蔷㞝⺱丘氬䇗⯥氳休⩞ꄆ朆ն 

媯浔ꛛ㹢諿猗⪝㍩⫂氳氨㸔塠鷺⺎催㞑㏐埤顶兎蛽┚㸔隵⪓靏ն⪝㍩╈┘㵽㘅ꪫ齉
逸깳浔仾休猗滁┚楂潨撴ն⪝㍩⪍⹾㚲鲸僗┉䈴♻⯆氳ꡙ篒猗塝猗滚◇ 1990 䇗夷
䇗▆僖憠愂⻪榫榫◇懱⯆昦颇⪓仼儗⺨儬⪩⽰ꄆ金几㚖氳楂ն 

鳀䫙⚊┒ꄅꛛ㹢懱㷤꺉┚⚊┒ꄅꢾ荔꺉氳╚饟┼❱熗几猗ⷣ篺蛈氳䈙ꛐ┚⽾コ꺉둃
埠剟奃䢦僗괐㏰ꃾ榫㛻䃷⫂㸔儗㏐⯆⛼氳楂ն 
 
攑荈⛮뀰 

㛻䃷⫂㸔⪓䇗╞ⱴ㛢╄攑荈孨ⲁն㍌僖丞╄㵸ꜝ⴬骱╙佡㰚ꢾ䄬꥘㛉㰚轵䄜
┚䈙ꛐ䗀䧑곽ꚙ╞ⱴ곽ꚙ꥘䄬熤㰚䎎㏐㷉妩埢䇻ꛛ㹢諿猗荣♔♙䌋篕䒞ꛛ㹢懱氳
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ⷧ⺒ն荣仼僿ꠑ㷉妩㵨╞ⱴ♙䌋⺸ꢾ荔⩝鰔┚☽♜氳ꢾ荔䄄丒䦛ն 
鼨⮇猗ⷣ鲸䬠❠⛮뀰䄄㏵崅㲙⺎☆䣆簃⯆곽ꚙ䡝蓞兵⮡⛼╄几┥㷯⛼⿁ն㞝꧎것

篑䡝▽鉯陣䗯陴⾚陟猗ⷣ䡝崅㲙╈䑐ն 
 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜繁体字＞ 
꟯亥仼儗楃㉻ 

仼儗楃㉻氳榟榣㡐亥 17 ┪硕⮤氳僘榹㏑ⶆ鵞◚逈牒憡⚊蛓ꄅ揎氳ꢾ楃⮤佭♻拨
╈㎜楃㉻邯獲氳⛙ꤚ蜸塵僖氳鹞燯鵅廍氪㷤⭴뉲伺氳仼儗겨劲攒禁佭㏇ꄁ䎷┕荈鵞
亡ꪫ⮽▽ 17 ┪硕䏴僿⚊蛓ꄅ揎䄖祺⥉矽堷孚┾㏇樧㏑䊸⹨㛻浑ㄎ䚂㛻硝㏇⺱┉
侈僿㛻䃷⪐㸔獟䊰ꝧ㡐榟榣ꏞ㼗揎❠ꏞ㼗妤榫✿樧獲䷓媪艃熗☕頝⿁ 

 
㛻䃷⪐㸔艃ꏞ㼗揎 

㛻鼨⮈塽⺒㱄縖鏂憡ꏞ㼗揎企榣亥 17 ┪硕 50 䇗♏氳僘榹㏑ⶆ嶏亥樧侈伺僼巷◧
䏴╈㎜楃㉻氳鶡⹾┘佄㵴亥䪭䫞⛪鞦謁氳ꏞ㼗妤✿鐁☾⠟䑒ꯄ㵫楃㉻樧獲靹⿁暶礢
䐼䃷䆡䈢㍕塞暢䐂냖⿁韭氳楃㉻㶗⪭ꄆ釒ꏞ㼗揎佭榺僘榹㏑ⶆ㞒氳䄄ⵁ䢦邯獲┾
䫑榫暐㳄錄銷㎬勇✿⹦䕾䆡䈢㵫髭艃㛻經⠟憡ꡕ塛錄銷㎬勇艃䤗轱逈沺ꏞ㼗妤㏇ 17
┪硕 60 䇗♏㵫䄄ⵁ⽰獟摑鹞⮽⢐鸞氳㛻䃷⪐㸔㸔隵 

ꏞ㼗揎矀紈氳獲⿁⺎♓鴓巅⮽ 17 ┪硕儕佭榫✿樧獲頝⿁暶礢䆡䈢㵫髭⽰㛻經⠟
氳1819 ┪硕♓✿氳焕䷓瓁艃靸䷓萬㗟➢✳ꢾ楃㎬勇䐍宰鎷鮺憡癩嘺氳誻氫錄銷波
⮽杯㏇㛻䃷⪐㸔☱僘硝 30 ⠕獟摑媰榫蜸 300 術䇗私䋧环鎊炙ⶆ氳ꢾⵁ⠟䢦䫑榫氳䤗轱 
 
俍럅䫠詠 

㏇鵡䏢㛻䃷⪐㸔氳╚䇡鷻亰㏿蛾蜸ꢾⵁ噛⽰姢ⱱ꿄Ⳃ氳ꢾ㎻溿米♻鵳⿁㛻儒啹
䢦氪⭴氳釨䏱丛䣒绮鳷泒㏇嘻冷ꝴ┉㞞萵䇕┪硕私氳俍霆 

䘶⹦䐂兎蛾艃㸔隵氳✞鈶韛俍럅⺎♓颦颦ꏞ㼗謁獟⪞㎧遵氳塠鷻⪞㎧遵錊術撳
㙇齉굟僘佅仼獟摑氳ꢾ楃潨撵艃濭㕶⪞㎧矽⹾谊僘┉䈴♻拨佅仼榟榣ꏞ㼗揎氳撍獟䢦䋧
鵳氳獟摑鎊♻鵳獟摑䋧亥重⩕ 1990 䇗夷䇗▆僖齉働榫✿揎邯ꢾ楃┾㵫鎊◚獲⿁頝
鴞礢㎜⺨㏑氳嚂啶艃䷓釒 

䐍⚊蛓ꄅˑꏞ㼗揎㷤鈮귈⮽⚊蛓ꄅꢾ諠귈氳╚䇡鷻⪔亰冷环蜸熗☕獟䊰䢦祺揩氳䈙
ꌤ⽰䇭㳄⽾䈙䈙⪐✳榫氳楃㉻齉佭㛻䃷⪐㸔䢦榟榣氳 
 
车䫠詠 

㛻䃷⪐㸔䇗齉働艈鰾⺨牊孨Ⳃ夷䇗㍌僖㵸꒰働鲝✿佡㰛ꢾ諠㷤㛊㰛侈轵鷻⽰
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䈙㳄働䠭䫇겨ꇃ✿䜴烔겨ꇃ疒熥㰛侈㷉妩働艈鰾ꏞ㼗獟疒✿堮ꯉꏞ㼗揎氳塽⺒㏇疒
䜴艈鰾僿ꝴ樧㏑㷉妩働艈车⧘䌋✿ꯉ䬴塽♏ꢾⵁ⹗☾⠟氳邯ꢾ䄄 

僘◚獟䊰働ꝧ鰾䄄獲㏵阁鷝㲙㏇겨ꇃ䡝蓟兵┕筑邯舅䄕氳獲⿁㞞ꧏꯏ硝䡝▽鉮催
術銻䕜鑃波䫚孫鍪獟䊰䡝鷝㲙╈䑐 

 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

＜日本語仮訳＞ 
 

日本の磁器 
⽇本での磁器⽣産は 17 世紀初頭に有⽥で始まりました。伊万⾥焼として知られるこれらの陶磁器
は、当初、中国製を模したデザインでしたが、次第に上絵付けを取り入れるなどして独自の様式が確
⽴されていきました。17 世紀後半には、伊万⾥焼はヨーロッパにも輸出され、⼤変な人気を博しまし
た。同時期に、⼤川内⼭の窯では鍋島焼が⽣産され、佐賀藩主・鍋島家の政治的・個人的な贈答
品として⽤いられるようになりました。 
 
大川内山と鍋島焼 
多くの歴史家は、鍋島焼は 1650 年代に有⽥で初めて作られたと考えています。これは、明朝の滅亡
により中国製磁器の輸入が困難になったことが背景にあります。佐賀藩主である鍋島家は、将軍への
献上品として高品質な磁器を提供する必要がありました。鍋島焼は、有⽥の優れた陶⼯たちによって
作られ、将軍や⼤名を満⾜させる独自の意匠が施されていました。鍋島焼の意匠や技術の流出を防
ぐため、1660 年代に鍋島家は窯を人⾥離れた⼤川内⼭の⾕に移しました。 
鍋島焼の最も優れた作品は、17 世紀後半に、江⼾の将軍への献上品や⼤名への贈り物として作ら
れました。18〜19 世紀を通じての倹約令や財政難により、華やかで複雑な多⾊絵付けは減少し、
よりシンプルな染付へと変化しました。現在、⼤川内⼭には約 30 軒の窯元があり、300 年以上前に
この地に窯を築いた陶⼯たちの技術を受け継いでいます。 
 
⾒どころ 
⼤川内⼭のメイン道路沿いには、陶⼯橋や水⾞で動く粘⼟⾅のレプリカがあります。巨⼤な⽊製ハン
マーが打ち付けるリズムは、数世紀前と同じように⽊々の間に響き渡ります。 
村と⾕を⼀望したい場合は、鍋島藩窯公園内のハイキングコースを登ってみましょう。公園内の多くの
壁には、古い磁器の破片や旧窯のレンガが使われています。公園の入口には、鍋島焼の⽣産に使わ
れた登り窯のレプリカもあります。1990 年に建てられたこの窯は毎年 9 月に使⽤され、全国の各機関
や要人に献上する磁器の焼成が⾏われます。 
伊万⾥・鍋島焼展示館と陶芸館伊万⾥の間のメインストリートには、個人経営の窯元やショップ、いく
つかのカフェが並んでおり、⼤川内⼭で作られた磁器を使⽤しています。 
 
楽しみ方 
⼤川内⼭では、年間を通じてさまざまなイベントが開催されます。4 月には町全体が春の陶器市会場
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となります。夏には、街や店舗が風鈴で彩られ、風鈴市が⾏われます。秋には、住⺠たちが鍋島焼の
歴史を祝う鍋島藩窯まつりが開かれます。この祭りでは、町の住⺠が鍋島焼の祖先や陶⼯道具を称
える儀式を⾏います。 
また、いくつかの窯元では、訪問者が自分のデザインで風鈴や湯のみを絵付けできる体験教室を実施
しています。参加希望の場合は、窯元やビジターセンターに予約や詳細の問い合わせをしてください。 
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